The Dogma of High Magic 


高等 魔術 の 教理 


INTRODUCTION 


序文 

BEHTIND the Veil of all the hieratic and mystical allegories of ancient 
doctrineS, 

古代 の 神 の 教え の 全て の 祭司 だ け の 神秘 の 例え の ヴェ ー ル に 隠さ れ て 、 
behind the shadows and the strange ordeals of all initiations, 

全て の 入門 の 影 と 不思議 な 試練 に 隠さ れ て 、 

under the seal of all sacred Writimgs, 

全て の 神聖 な 書物 の 封印 に 隠さ れ て 、 

in the ruins of Nineveh or TheDbes, 

ニ ネ ヴェ や テー ベ の 残骸 に 、 

on the crumblimg stones of the old temples, 

古代 の 神殿 の 砕け て いる 石碑 に 、 

and on the Dlackened visage of the Assyrian or Egyptian SDhinX, 

アッ シリ ア や エジプト の スフィンクス の 黒く 成っ た 顔 に 、 

in the monstrous or marvellous paintmgs which interpret to the faithful 
of India the inspired Dages of the Vedas, 

ヴェ ー ダ の 霊感 を 受け て 書か れ た 話 を イン ド の 神 を 確信 し て いる 者 に 説明 する 巨大 
な 不思議 な 絵 に 、 

in the strange emDlemms of our old Dooks of alchemy 

錬金術 の 古書 の 不思議 な 象徴 に 、 

In the ceremorues at receptlon Dractised Dy all myster1ous sOcletes, 
全て の 秘密 結社 が 実践 し た 入門 の 儀式 に 、 

traces are found of a doctrine which is everywhere the same, and 
everywhere carefully concealed. 

全て の 場所 で 用 心して 隠さ れ た 、 全 て の 場所 で 同じ 1 つの 考え の 跡 が 見 つか る 。 
(普遍 唯一 の 考え が 見 つか る 。) 

Occult philosophy seems to have Deenr the nurse or god-mother of all 
intellectual forces, 

隠さ れ た 哲学 は 全て の 知 的 な 力 の 保母 、 代 母 で あっ た 様 で ある 。 

the key of all divine oDscurities, 

隠さ れ た 哲学 は 全て の 神 の 不明 の 鍵 で あっ た 様 で ある 。 

and the aDsolute queen of society in those ages when it Was reserVed 
exClusiVely for the education of priests and of kings. 

隠さ れ た 哲学 は 王者 と 祭司 の た め だ け の 知 で あっ た 時 代 の 社会 の 女神 で あっ た 様 
で ある 。 

It reigned in Persia with the magi, 

隠さ れ た 哲学 は 祭司 マギ と 共に ペル シャ を 統治 し た 。 

who at length perishedl 

祭司 マギ は 結局 、 姿 を 隠し た 。 

as Derish all masters of the world, 

全て の 地 の 王 者 が 姿 を 隠し た 様 に 。 


Decause they aDused ther DoWwer: 

祭司 マギ は 力 を 溢 用 し た か ら で あ る 。 

it endowed India with the most wonderful traditions, and with an 
incrediDle wealth of poesy grace, and terror in 1ts emDlems: 

隠さ れ た 哲学 は 最も 不思議 な 口伝 、 信 じ ら れ な い ほ ど 豊 富 な 詩 、 思 いや り と 忌 散 の 
象徴 を イン ド に 与え た 。 

it civilhised Greece to the music of the 1yre of Orpheus: 

隠さ れ た 哲学 は オル フェ ウス の 皿 琴 の 音楽 で ギリ シャ を 洗練 させ た 。 

it concealed the principles of all the sciences and of all human 
intellectual progress in the Dold calculations of Pythagoras: 

隠さ れ た 哲学 は 全て の 学問 と 全て の 人 の 知 の 進歩 の 原理 を ビタ ゴラス の 大 胆 な 類 
推 に 隠し た 。 

faDle abDoundedin its miracles, 

伝説 は 隠さ れ た 哲学 の 奇跡 で 満ち ああ ふれ て いる 。 

and history, attermptimg to apDpreciate this unknown power Decame 
cornfused with faDle: 

歴史 は 、 隠 され た 哲学 の 未知 の 力 の 推測 を 試み た 時 に 、 作 り 話 と 混同 され た 。 
lt shook or strengthened emplres Dy its Oracles, 

隠さ れ た 哲学 は 神託 で 国々 を 揺るが すか 強め た 。 

causedl tyrarts to tremDle on their thrones, 

隠さ れ た 哲学 は 王座 の 上 の 暴君 ども を 岩 え 上 が ら せ た 。 

and goVerned all mimds, either Dy curios1ty or Dy fear 

隠さ れ た 哲学 は 好奇 心 また は 恐怖 で 全て の 人 の 精神 を 支配 し た 。 

For this science, sa1d the crowdl there is nothimg nmpossiDle: 

大 衆 が 言う に は 、 隠 され た 学問 に は 、「 不 可能 は 無い 。」。( マ タイ に よる 福音 17 章 
20 節 「 確 信 が 有 れ ば 、 不 可能 は 無い 。」。) 

1t commands the elements, 

隠さ れ た 学問 は 四 大 元素 に 命令 する 。 

knows the 1anguage of the stars, 

隠さ れ た 学問 は 星々 の 言葉 を 知る 。 

and directs the planetary COUTSeS: 

隠さ れ た 学問 は 7 惑星 の 軌道 を 傾け る 。 

when it SDeaKks, 

隠さ れ た 学問 が 話す 時 、 

the moon falls Dlood-red from heaven: 

月 は 血 の 様 に 赤く 成り 堕天 する 。( 使 徒 行 伝 2 章 20 節 「 月 は 血 の 様 に 赤く 成る 。」。) 
the dead rise in their graVes 

死ん だ 者 は 墓 で 復活 する 。 

and articulate omnnous words as the night wind Dlows through their 
Skulls. 

死ん だ 者 は 頭骨 を 吹き 抜け る 夜 風 で 微 と 成る 言葉 を 話す 。 

Mistress of love or of hate, 

隠さ れ た 学問 は 愛憎 の 、 女 性 の 主 で ある 。 


the science can dispense paradhse or hell at its pleasure to human 
hearts: 

隠さ れ た 学問 は 楽園 や 地獄 を 人 の 心 に 思い 通り に 与え られ る 。 

it disDOses of all formms, 

隠さ れ た 学問 は 全て の 形 を 与え る 。 

and distriDutes Deauty or ughmess: 

隠さ れ た 学問 は 美 し さ 、 ま た は 、 醍 さ を 与 える 。 

wrth the rod of Circe it alternately changes men into Drutes and animals 
Into men: 

隠さ れ た 学問 は キル ケ の 杖 で 人 を 獣 に 変え る 。 隠 され た 学問 は キル ケ の 杖 で 動物 
を 人 に 変え る 。 

1t eVen disDoOses of hfe or death, 

隠さ れ た 学問 は 命 ま た は 死す ら 与 える 。 

and can confer wealth on its adepts by the transmmutation of metals 
隠さ れ た 学問 は 錬 金 で 冨 を 達 道 者 に 与え られ る 。 

and immortality Dy 1ts uintessence Or elixir compounded of gold and 
light. 

隠さ れ た 学問 は 第 5 元素 エー テル また は 若返り 薬 エ リク サー で 不死 を 達 道 者 に 与 
えら れる 。 若 返り 楽 エ リク サー は 金 と 光 の 結合 で ある 。 

Such was magic from Zoroaster to Manes, 

隠さ れ た 学問 が ゾロ アス ター か ら マ ニニ まで の 魔術 で ある 。 

from Orpheus to Apollonius of TVana, 

隠さ れ た 学問 が オル フェ ウス か ら テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス まで の 魔術 で ある 。 

when Dositive Christiaruty, at length Victorlous over the Drilliant dreams 
and titamic aspirations of the Alexandrian school, 

現実 の 大 衆 の キリ スト 教 が 結局 アレ クサ ンド リア 学派 の 光 を 放つ 夢 と 巨人 的 な 大 志 
に 勝利 し て し まっ た 時 に 、( 巨 人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨人 的 な 愛 を 実 
証し た 。) 

dared to launch its anathemas pubHcly aganst this philosophy, 

隠さ れ た 哲学 に 対す る 公 の 破門 が 大 胆 に 始ま り 、 

and thus forced it to Decome more occult and mysterious than ever 
隠さ れ た 哲学 は 以前 より 隠さ れ て 謎 に 成っ て し まっ た 。 

MoreoVver strange and alarming rurmours Degan to clrculate concerrunmg 
initiates Or adeDts: 

さら に 、 秘 伝 伝授 者 、 達 道 者 に つい て 不思議 な 不安 に させ る 、 う わ さ が 流さ れ 始 め た 。 
these men Were eVerywhere surrounmded Dy an ommous influence: 

不運 の 感化 が 秘伝 伝授 者 と 達 道 者 を 全て の 場所 で 包囲 し て いる 。 

they killed or drove mad those who allowed themselves to De carried 
away by their honeyed eloguence or Dy the fame of ther learring. 

秘伝 伝授 者 と 達 道 者 は 蜜 の 様 に 甘い 言葉 か 力 に 夢中 に 成っ た 者 を 立ち 行か な くさ 
せる か 狂わ せる 。 

The women whom they 1oved Decame Stryges, 

秘伝 伝授 者 と 達 道 者 が 愛し た 女性 は スト リ ゲ ス に 成る 。 


ther children Vanished at their nocturnal meetmgs, 

秘伝 伝授 者 と 達 道 者 の 子 は 夜 の 集会 で 見 えな く 成 る 。 

andmen Whispered shudderingly andin secret of Dloody orgies and 
aDomnnaDle DanquetSs. 

大 衆 は 血 の 酒 神祭 と 憎む べき 宴 に つい て 岩 え 上 が りな が ら 、 ひ そ か に 、 さ さや いた 。 
Bones had Deen found in the crypts of ancient temples, 

古代 の 神殿 の 地下 室 で 骨 が 見 つか っ た 。 

shrieks had Deen heard in the night, 

夜 に 叫び が 聞こ えた 。 

harvests withered and herds sickened when the magician Dassed Dy. 
魔術 師 が 近づく と 草木 の 収穫 が 枯れ 豚 の 群れ は 病気 に 成る 。。( マ タイ に よる 福音 21 
章 19 節 「 イ エス は 無花果 の 木 に 近づい た 。 イ エス は 実 を 結ば な い 無 花 果 の 木 を 枯 
ら す 。」。 実 を 結ば な い 無 花 果 の 木 は 悪人 の 例え 。 マ タイ に よる 福音 8 章 28 節 か ら 
34 節 「 豚 の 群れ 。」。 豚 は 悪人 の 例え 。) 

Diseases which defied medical skill at tmes appeared in the World and 
always, 1t was said, Deneath the enVenomed glance of the adepts. 

大 衆 は 、 常 に 、 世 界 に 時 々 現れ る 不治の病 を 達 道 者 の 邪 視 の せい に し た 。 

At length an umiversal cry of execration Went UD against mag1c, 

つい に 、 魔 術 を 呪う 大 衆 の 世論 が 上 が っ た 。 

the mere name Decame a Crme, 

魔術 は 名 前 だ け で 罪 に 成っ た 。 

and the common hatred was formulated in this sentence: "Magicians to 
the flames!" as it was shouted some centuries earler: "To the lions with 
the Christians!" 

大 衆 は 、 う ら み か ら 数 世紀 「 キ リス ト 教 徒 を ライ オン に !」 と 叫ん だ 様 に 「 魔 術 師 を 火 
に 1!」 と 叫ん だ 。 

Now the multitude neVer ConsDires eXCceDt agalnst real DOWers: 

19 世紀 の 大 衆 は 自然 科学 の 力 に だ け 徒 党 を 組ん で 陰謀 を 企てる 。 

1t DOSSesses not the knmowledge of what is true, 

大 衆 が 真理 を 知る 事 は 無い 。 

but it has the instimct of what is strong. 

し か し 、 大 衆 に は 力 が 有る も の を 推測 する 直感 が 有る 。 

It remained for the eighteenth century to deride Doth Christians and 
Imag1c, 

18 世紀 以降 の 大 衆 は キリ スト 教徒 と 魔術 を 笑い も の に する 。 

while infatuated with the homilies of Rousseau and the iusions of 
Cagliostr0. 

一 方 、18 世紀 以降 の 大 衆 は ルソー の 話 と カリ オス トロ の 幻覚 に 夢中 で ある 。 
ScienCe, notwithstandinmg, is at the Dasis of magiC, 

魔術 の 基礎 は 学問 で ある 。 魔 術 の 基礎 は 自然 科学 で ある 。 

as at the foundation of Christianty there is 1oVe, 

キリ スト 教 の 基礎 が 思い や り で ある 様 に 。 


and in the Gospel symDols we see the Word incarnate adored in his 
cradle by three magi, 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 象徴 的 な 実話 で 3 人 の マギ が 、 ゆ りか ご の 中 の 、 人 に 成っ 
た 神 イ エス 、 神 の 言葉 イエ ス に 敬礼 し た 。( ヨ ハネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 の 言葉 、 
神 の ロゴ ス 。) 

led thither Dy a star 

マタ イ に よる 福音 2 章 で イエ ス の 星 が 3 人 の マギ を 導い た 。 

(the triad and the sign of the microcosrm), 

(マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 3 つ 1 組 の 象徴 で ある 。 マ タイ に よる 福音 2 
章 の イエ ス の 星 は 小宇宙 の 象徴 で あわ る 。 マ タイ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 人 体 
の 象徴 で ある 。) 

andreceiving their gifts of gold, frankimcense, and myrrh, 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ は 金 、 乳 香 、 没 薬 を イキ エス に 贈っ た 。 

a SeCond mysterlous tr1Dlicity, 

マタ イ に よる 福音 2 草 の 3 つの 贈り 物 は 第 2 の 神秘 の 3 つ 1 組 で ある 。 

under which emDblem the highest secrets of the KaDDalah are 
allegorically contained. 

マタ イ に よる 福音 2 章 に は 、2 組 の 3 つ 1 組 で ある 六 葵 星 の 象徴 の 下 に 、 カ バラ の 
最高 の 秘密 が 象徴 的 に 含ま れ て いる 。 

Christianity owes, therefore, no hatred to mag1C, 

本 物 の キリ スト 教 は 本 物 の 魔術 を 憎 ま な い 。 

but human ignorance has 2 stood in fear of the unknown. 

し か し 、 人 の 無知 は 未知 を 恐れ 

The science Was dr1iven into le to escape the impassioned assaults 
of a Dlind loVe: 

隠さ れ た 学問 は 狂信 者 、 盲 信者 の 迫害 を 避け る た め に 隠さ れ た 。 

it clothed itself with new hieroglyDhics, 

隠さ れ た 学問 は 新しい 分 か り 難 い 文 字 で 隠さ れ た 。 

dissimulated its ]aDours, 

隠さ れ た 学問 の 成果 は 隠さ れ た 。 

demied its hoDeS. 

隠さ れ た 学問 の 希望 は 隠さ れ た 。( パ ンド ラ の 箱 の 様 に 、 隠 され た 学問 の 希望 は 隠 
され た 。) 

Then it was that the jargon of alchemy was created!, 
錬金術 の 隠語 が 創造 され た 。 

a Dermanent deception for the Vulgar 

錬金術 の 隠語 は 大 衆 に は 永遠 の 謎 で ある 。 

a living language only for the true disciple of Hermes. 

命 を 与え る 言葉 は ヘル メス の 本 物 の 弟子 の た め だ け の も の で ある 。 
Extraordinary fact! 

向 く べき 事実 ! 

Among the sacred Dooks of the Christians there are two works which 
the infalhble Church makes no claim to understand and has never 


attempted to explain: these are the prophecy of Ezekiel and the 
ApDocalyDSe, 

誤り が 無い 教会 、 カ トリ ッ ク 教 会 は キリ スト 教 の 聖書 の 中 で エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 
黙示 録 の 理解 を 求め な いし 説明 を 試み た 事 が 無い 。 

two KaDbDalistic Keys 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 束 示 録 は 2 つの カバ ラ の 鍵 で ある 。 

aSSuredly reserVed in heaven 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 黙示 録 は 確実 に 天 に 区 え られ て いる 。( マ タイ に よる 福音 6 
章 20 節 「 天 に 区 えな さい 。」 。) 

for the commentaries of magiclan Kings, 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 問 示 録 は 魔術 師 の 王者 た ちの 説明 を 求め て いる 。 
books sealed with seven seals for faithful DelieVers, 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 庄 示 録 は キリ スト 教徒 に は 7 つの 封印 で 封印 され て いる 。 
yet perfectly plain to an initiated infidel of the occult sciences. 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 就 示 録 は 秘伝 伝授 者 の 隠さ れ た 学問 の 学徒 に は 分 か り 易 
No 

There 1s also another DooK, 

タロ ッ ト は 別 の カバ ラ の 鍵 で ある 。 

Dut, although it 1S Dopular in a sense 

タロ ッ ト は 、 あ る 意味 で 普及 し て いる 。 

andmay De found everywhere, 

タロ ッ ト は 多分 、 全 て の 場所 で 見 つか る 。( タ ロッ ト は 普遍 に 見 つか る 。) 

this is of all most occult 

タロ ッ ト は 全て の も の の 中 で 最も 隠さ れ て いる 。 

and unknowr, 

タロ ッ ト は 全て の も の の 中 で 最も 未知 で ある 。 

because it has the key of all others: 

な ぜ な ら タ ロッ ト は 他 の 全て の 鍵 だ か ら で あ る 。 

1t is in DuDlic evidence 

タロ ッ ト は 公 に 証拠 が 残さ れ て いる 。 

without Deimg kmown to the puDlic: 

タロ ッ ト の 本 当 の 意味 を 大 衆 は 知ら な い 。 

no one dreams of seeking it where it actually 15, 

タロ ッ ト は 誰 も 探 そ うと は 夢 に も 思わ な い 所 に 実は 存在 する 鍵 で ある 。 

and elsewhere it is 1ost laDour to look for it. 

大 衆 は 全て の 鍵 を 無駄 に 別 の 所 で 探し て いる 。 

This Dook, possiDIy anterior to that of Enoch, 

タロ ッ ト は 多分 エノク 書 よ り 古 い 。 

has never Deen translated!, 

エリ ファ ス レヴ ィ が 初め て タロ ッ ト の 本 当 の 意味 を 説明 する 。 

but is stll preservedl ummutilated in Drimeval characters, 

タロ ッ ト の 絵 は 原 初 の まま で 欠損 が 無く 保存 され て いる 。 

on detached leaves, Iike the tablets of the ancients. 


タロ ッ ト は 、 古 代 の 石板 の 様 に 、 独 立 し た 複数 枚 の 絵 で ある 。 

A dhistimguished scholar has reVvealed, though no one has oDserved it, not 
imdeed its secret, Dut its antiduity and simgular DreserVation: 

誰 も 注目 し な か っ た が 、 あ る 有名 な 学者 は 、 タ ロッ ト の 秘密 は 分 か ら な か っ た が 、 タ 
ロッ ト が 古く か ら 存 在 し 、 タ ロッ ト の 絵 が 原初 の まま 保存 され て いる 事 を 明らか に し 
7 だ 。 

another scholar Dut of a mind more fantastic than judicious, Dassed 
thrty years in the study of this Dook, and has merely susDected its 
whole importance. 

聡明 と いう より は 夢見 が ちな 、 別 の 学者 は 長年 タロ ッ ト を 研究 し て 、 タ ロッ ト の 重要 
性 を 推測 し た だ け に 終わ っ た 。 

It is, in fact, a monmumental 

実に 、 タ ロッ ト は 記念 碑 で ある 。 

and extraordimary WOrK, 

タロ ッ ト は 息 く べき 作品 で ある 。 

strong and simple as the architecture of the Dyramids, 

タロ ッ ト は ピラ ミッ ド の 構造 の 様 に 強固 で 簡潔 で ある 。 

and comnseduently endurimg hkKe those- 

タロ ッ ト は 結果 と し て ピラ ミッ ド の 様 に 永久 的 で ある 。 

a Dook which is the sum of all the sciences, 

タロ ッ ト は 全て の 学問 の 要約 で ある 。 

which can resolve all problems by its infimite comDinations, 

タロ ッ ト は 無限 の 組み 合わ せ で 全て の 問題 を 解決 で きる 。 

which speaks Dy evokimg thought, 

タロ ッ ト は 思考 を 呼び 起こ す 形 で 話し か け て くる 。 

is the inspirer and regulator of all Doss1Dle conceptions, 

タロ ッ ト は 全て の 可能 な 限り の 概念 を 吹き 込み 調節 する 。 

the masterpiece Derhaps of the human mmmd!, 

タロ ッ ト は 人 の 精神 の 多分 、 傑 作 で ある 。 

assuredly one of the finest thimgs Deqdueathed to us Dy antiduity, 

タロ ッ ト は 古代 か ら の 無 上 の 贈り 物 の 1 つ で ある 。 

an un1versal key, 

タロ ッ ト は 普遍 の 鍵 で ある 。 

the name of which has been explained and comprehended orly Dy the 
learned William Postel, 

学 の 有る ギヨーム ポス テル だ けが タロ ッ ト と いう 名 前 を 説明 し 理解 し て いた 。 

an um1due teXt, 

タロ ッ ト は 比類 無き 作品 で ある 。 

whereof the initial characters alone exalted the devout spirit of Saint 
Martin into ecstasy, 

タロ ッ ト の 最初 の 、 い くつ か の 絵 だ け で ルイ クロ ー ド ドド サン マル タン の 信心 深い 精 
神 を 法 悦 に 高め た 。 


andmight have restored reason to the sublime and umfortunate 
SwedenDorg. 

タロ ッ ト は 気 高 か っ た が 不適 切 だ っ た ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 理性 を 回 復 し た か も し 
れ な い 。 

We shall speak of this book later on, 

タロ ッ ト に つい て は 後 で 話す 。 

and its mathematical and preclse explanaton wl De the complement 
and crowr of our conscientious undertakimg. 

タロ ッ ト の 数 学 的 な 正確 な 説明 は 良心 的 な 作業 の 補完 と 極致 に 成る だ ろう 。 

The original alhance of Christianity and the science of the magi, once 1t 
is thoroughly demonstrated, wil De a discovery of no second-rate 
1mDporTtanCe, 

キリ スト 教 と マギ の 学問 の 本 来 か ら の 一 致 は 、 一 度 完全 に 実証 され れ ば 、 無 上 の 重 
要 な 発見 に 成る だ ろう 。 

and we duestion not that the serious study of magic and the Kabbalah 
will lead earnest minds to the reconcihation of science and dogma, of 
reasor and faith, heretofore regarded as impossible. 

魔術 と カバ ラ の 真剣 な 研究 は 真剣 な 精神 を 、 今 まで 不可 能 と 考え られ て きた 、 学 問 
と 神 の 教え の 一 致 、 理 性 と 信心 の 一 致 に 導く だ ろう 。 

We have said that the Church, whose special office is the custody of the 
Keys, does not pretend to Dossess those of the ApocalyDse or Of EZekiel. 
鍵 の 保管 を 特別 な 務め と する カト リッ ク 教 会 が エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 庄 示 録 の 鍵 
を 保有 する 気 が 無い 事 は 話し た 。( マ タイ に よる 福音 16 章 19 節 「 私 イエ ス は あな た 
ペトロ に 天 の 王 国 の 鍵 を 与え る 。」。) 

Im the opimion of Christans the scientific and magical claVicles of 
Solomon are 10st: 

キリ スト 教徒 の 大 衆 は 学問 と 魔術 の ソロ モン の 小 鍵 は 和 失わ れ た と 考え て いる 。 

yet。 at the same tme, it is certain that in the domain of intelhgence 
ruled Dy the Wordl nothimg which has Deen written can Derish: 

し か し 、 同 時 に 、 神 の 言葉 イエ ス が 統治 する 知 の 領域 で 書か れ た も の が 消え 失せ な 
い 事 は 確か で ある 。( マ タイ に よる 福音 5 章 18 節 「 一 点 一 画 も 消え 失せ な い 。」。) 
thmgs which men cease to umderstand simply cease to exist for them, 
大 衆 が 理解 で き な く な っ た も の は 大 衆 に は 存在 し な い だ け で ある 。 

at least in the order of the Word, and they enter then into the domaim of 
enigma and mysteryr 

少な く と も 、 神 の 言葉 イエ ス の 統治 に より 、 大 衆 が 理解 で き な く な っ た も の は 神 の 謎 
の 領域 へ 移る だ け で ある 。 

Furthermore, the antipathy, and even open war of the official church 
against all that Delongs to the realm of magic, which is a kimd of 
Dersonal amnd emancipated priesthoodl is alhed with necessary and eVen 
wrth inherent causes in the social and hierarchic constitution of 
Christian sacerdotalism. 


さら に 、 個 人 的 な 解放 され た 祭司 の 集団 と 言え る 魔術 の 領域 に 属す る 全て の 者 に 
対し て 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 反感 を 抱き 戦い すら 始め た の は 必要 で あり 生来 の も の で す 
ら あ る 原因 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 社会 的 な 位階 制 の 祭司 の 集団 だ か ら で あ る 。 

The Church ignores Imag1C- 

カト リッ ク 教 会 は 魔術 を 無視 する 。 

for she must either ignore it Or Der1sh, 

カト リッ ク 教 会 は 魔術 を 無視 する か 姿 を 隠す 必要 が 有る 。 

as We shall proVe ]ater on: 

カト リッ ク 教 会 が 魔術 を 無視 する か 姿 を 隠す 必要 が 有る 事 は 後 で 証明 する 。 

yet she does not the less recognise that her mysterious founder was 
saluted in his cradle Dy the three magi- 

し か し 、 カ トリ ッ ク 教 会 は マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ が 、 ゆ りか ご の 中 の カト 
リッ ク 教 会 の 謎 の 初 福 イ エス を 敬礼 し た 事 を 認め る 。 

that is to say Dy the hieratic amDassadors of the three parts of the 
Known World 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 既知 の 世界 の 3 つの 部 分 の 祭司 の 代表 で あ 
る 。 
and the three analogical worlds of occult philosophy. 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 隠さ れ た 哲学 の 類推 可能 な 3 つの 世界 の 代 
表 で ある 。( 自 然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領 
域 、 形 の 領域 。 神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 

In the school of Alexandria, magic and Christiaruty almost jolned hands 
under the auspices of Ammonus Saccas and of Plato: 

アン モニ オス サッ カス と プラ トン の 援助 の 下 で 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 で 、 魔 術 と キリ 
スト 教 は 、 ほ と ん ど 手 を 組ん だ 。 

the doctrine of Hermes is found almost in its entirety in the writmgs 
attriDuted to Denis the Areopagite: 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 全体 に 、 ほ と ん ど ヘ ル メ ス の 考え が 見 つか る 。 

and Synesius skKetched the plan of a treatise on dreaTns, 

シュ ネ シ オ ス は 夢 に つい て の 論文 の 構想 の 概要 を 書い た 。 

which was 1ater on to De annotated Dy Cardan, 

カル ダー ノ は シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 論文 の 注釈 書 を 書い た 。 


and composed hymns which might have serVed for the Iiturgy of the 
Church of SwedenDorg, could a church of the illuminated Dossess a 
Iturgy. 

中 略 

With this period of fiery aDstractons and impassioned warfare of 
words there must also De connected 


the philosophic reign of juhan, 
プラ トン の 「 哲 学者 が 王者 に 成っ た 」 ユ リア ヌス 帝 。 


called the Apostate 
中 略 
because in his youth he made an umwilhng profession of Christiamity 


EVeryone 1s aware that julian was sufficiently wrongheaded to De an 
unseasonable hero of Plutarch, 


and was, if one may say so, the Don Quixote of Roman Chivalry: 


but what most people do not know is that julian Was one of the 
llurmmated 

大 衆 は ユリ アヌ ス 帝 が 光 に 照ら され た 者 で ある 事 を 知ら な い 。 

and an initate of the first order: 

大 衆 は ユリ アヌ ス 帝 が 無 上 の 秘伝 伝授 者 で ある 事 を 知ら な い 。 

that he believed in the umity of God 

大 衆 は ユリ アヌ ス 帝 が 神 の 唯一 性 を 信じ て いた 事 を 知ら な い 。 

and in the universal doctrme ofthe Trimity: 

大 衆 は ユリ アヌ ス 電 が 3 つ 1 組 の 普遍 の 考え を 信じ て いた 事 を 知ら な い 。 

that, in a word, he regretted nothing of the old World Dut its magrmificent 
SymDols and its exceedimgly grac1ous 1mageS. 

要する に 、 大 衆 は ユリ アヌ ス 帝 が 、 古 代 の 世界 を 惜 し し だ の で は な く 、 古 代 の 世界 の 
大 いな る 象徴 、 非 常に 優美 な 象徴 を 惜しん だ 事 を 知ら な い 。 

Julian was not a Dagar: 

ユリ アヌ ス 帝 は 多神教 徒 で は な か っ た 。 

he was a Gnostic allured by the allegories of Greek polytheism, 

ユリ アヌ ス 帝 は ギリ シャ の 多神教 の 例え に 魅了 され た グノー シス 主義 者 で あっ た 。 


who had the misfortune to find the name of jesus Christ less sonorouS 
than that of Orpheus. 

中 略 

The Emperor Dersonally paid for the academical tastes of the 
philosopher and rhetorician, 


and after affordimg hmself the spectacle and satisfaction of expiring 
jike Epamimondas with the periods of Cato, 


he had in public opimon, already thoroughly Christiamnsed, amathemas 
for his funeral oration 


and a scornful epithet for his ultimate celebrity. 

Let us skip the Ittle men and small matters of the Bas-Empire, 
and pass on to the Middle Ages.… 

Stay, take this Dook! 

Glance at the seventh Dage, 

then seat yourself on the mantle I am spreadimg, 

andlet each of us cover Our eyes with one of its Cormers.…. 
Your head sw1rns, 

does it not 

and the earth seems to fy Deneath your feet? 

Hold tightly 

and do not 1ook around.…… 

The Vertigo ceaseS: 

We are here. 


Stand uD and ODen VOUT eyeS, 


but take care Defore all thimgs to make no Christian sign and to 
Dronounce no Christian WordS. 


We are in a landscape of Salvator ROsa, 


a troubled wilderness which seems restimg after a storm: 


there is no moon in the sky 

空 に は 月 が 無い 。 

Dut you Can distimguish Hittle stars gleammnng in the Drushwood!, 
柴 ( し ば ) に 小さ な 星々 が か すか に 光っ て いる の が 見 える 。 


and you Can hear aDout you the slow fhight of great Dirds, 
中 略 


who seem to whisper strange Oracles as they DaSSs. 


Let us aDDroach silently that cross-road among the rockSs. 
石 の 中 の 十字 路 に 静か に 近づこ う 。 


A harsh, funereal trumpet wimds suddenly 

中 略 

and black torches flare up on eVery s1de. 

A tumultuous throng 1S surgimg rOund a Vacant throne: 


all look and wait. 


Suddenly they cast themselves on the ground. 


A goat-headed Drince Dounds forward among therm: 

ヤギ の 頭 を か ぶっ た 王子 が 民 の 中 か ら 民 の 前 に 跳 曜 し た 。( ヤ ギ は 身代わり の 象徴 。 
王子 は イエ ス の 例え 。) 

he ascends the throne, 

王子 は 王座 に 昇っ た 。( ヨ ハネ に よる 福音 1 章 神 の 言葉 イエ ス は 神 で ある 。) 

turTS, 

王子 は 民 を か えり みた 。 

and Dy assumng a stoOD1mg DOStUT6e, 

王子 は 身 を か が め る ふり を し た 。( 王 子 は 苦し むふ り を し た 。) 

presents to the assemmD1ly a human face, 

王子 は 人 の 顔 を 民 に 見 せ た 。( 王 子 は 人 と し て の 顔 を 民 に 見 せ た 。 王 子 は 人 性 を 見 
せ た 。) 

which, carryimg Dlack torches, eVery One Comes forward to salute and to 
KSSs. 

民 は 黒い た いま つ を 持っ て 王子 の 前 に 来 て 敬礼 し 口づけ し た 。 

With a hoarse laugh he recoVers an upright Dosition, 

老人 の 様 な 声 で 笑い な が ら 王 子 は 立ち 上 が っ た 。 

and then distributes gold, secret Instructions, OcCult medicines, and 
polsons to his faithful Dondsmen. 

王子 は 金 、 秘 密 の 教え 、 隠 され た 薬 、 毒 を 貞 実 な 家 来 に 与え た 。( 毒 は 薬 に 成る 場合 
が 存在 する 。) 


Meanwhile, fires are lighted of fern and alder 


plled ovVer with human Dones and the fat of executed criminals. 


Drundesses crOwned with wild parsley and Vervain immolate 
unDbaptised children wrth golden kmives 

野生 の パセリ と バー ベイ ン の 王冠 を か ぶっ た 女性 の 祭司 ドル イド が 金 の 短剣 で 未 
洗礼 の 子 を 犠牲 に する 。( 未 洗礼 の 子 は 悪人 の 例え 。) 


and prepare horriDle 1oVe-feastSs. 

中 略 

Tables are sDread! 

masked men seat themselves Dy half-nude females, 


and a BacchanaHhan orgle Degims: 


there is nothing missing Dut salt, the symDol of wisdom and 
1mmortahty 
塩 は 知 と 不死 の 象徴 で ある 。 


Wine flows in streams, leaving staims hke Dlood: 
中 略 


oODscene talk and fond caresses Degim, 


and presently the whole assemD1y is drunk with wine, with pleasure, 
wrth crime, and simgimg. 


They rise, a disordered throng, and hasten to form infernal dances.…… 
Then come all legendary monsters, all phantoms of nightmare: 


enormous toads play inVerted flutes and Dlow with their paws on their 
flanks: 


hmping scaraDael mmgle in the dance: 

足 を 引き ずっ て いる スカ ラベ が お どり の 輪 に 加わ る 。 
craDs play the castanets: 

ザリガニ は カス タネ ッ ト を 鳴ら す 。 


crOCodiles Deat tme or their scales: 


elephants and mammoths appear habited hke Cupids and foot it in the 
Timg: 


fimally, the giddy circles Dreak up and scatter on all sides.…. 
EVery yelhng dancer drags away a dishevelled female.… 


Lamps and candles formed of human fat go out smoking in the 
darKmeSSs.…. 


Cries are heard here and there, 
mmgled with peals of laughter 
Dlasphermies, 

and rattlimgs of the throat. 

COIm6, 

TOUSe YOUrSself, 

do not make the sign of the cross! 
Se6, 

1 have brought you home: 

yOu are In VOUT 0WTn Ded!, 


somewhat Worn-out Doss1D1y a trifle shattered, Dy your mght's journey 
and dissipattom: 


but you haVe witnessed sommething of which everyone talKs without 
knowledge: 


you have Deen initiated into secrets no less terrible than the grotto of 
Triphoruius: 


you have Deen presert at the SaDDath. 

It remains for you now to DreserVe yOUT reaSOLL 

to have a wholesome dread of the lawi 

and to keep at a respDectful distance from the Church and her faggots. 


Would you care, as a change, to Dehold something less fantastic, more 
real, and also more truly terriDle? 


You shall assist at the execution of acgues de Molay and his 
accomplices or his Drethren in martyrdom.… 


Do not, howeVer De misled, confuse not the guilty and the innocent! 

ね つ 人 造 報道 に だ まさ れ て は いけ な い ! 罪 と 無罪 を 区 別 し な か な く て は いけ な い ! 

Did the Templars really adore Baphomet? 

神殿 騎士 団 は バフ ォ メ ッ ト を 神 と し て 敬礼 し て いた の か ? い いえ ! バ フォ メッ ト は 象徴 
で あっ た 。 

Did they offer a shameful salutation to the Duttocks of the goat of 
Mendes? 

神殿 騎士 団 は メン デス の ヤギ の 尻 に くち づけ する と いう 敬礼 を し て いた の か ? い い 
え ! 敬 礼 で は な く 合図 で あっ た 。 

What was actually this secret and potent assoclation which imperiled 
Church and State, and was thus destroyed unheard? 

弁明 の 機会 無し に 倒さ れ た 、 教 会 と 国家 を 揺るが し た 秘密 を 有する 力 が 有る 団体 、 
神殿 騎士 団 は 本 当 は どの よう な も の で あっ た の か ? 

Judge nothing hghtly: 

軽率 に 判断 し て は いけ な い 。 

they are guilty of a great crlme: 

神殿 騎士 団 は 大 いな る 罪 を 犯し た 。( 巨 人 プロ メ テ ウ ス が 天 の 火 を 人 に 与え た 様 に 、 
神殿 騎士 団 は 大 いな る 罪 を 犯し た 。) 

they haVe allowed the sanctuary of antidue initiation to De entered Dy 
the profane. 

神殿 騎士 団 は 大 衆 を 古代 の 入門 の 祭司 の 聖 所 に 入門 させ た 。( へ ブラ イ 人 へ の 手 
紙 9 章 祭司 の 聖 所 、 大 祭司 だ け の 至 聖 所 。) 


By them for a second tme have the fruits of the tree of the knowledge 
of good and evil Deen gathered and sharedl so that they might Decome 
the masters of the world. 

神殿 騎士 団 は 地 の 王 者 に 成る た め に 再び 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 取り 分 け 合 っ た 。 
The sentence which condemns them has a higher and earlier origin 
than the tribunal of pope or king: 

法王 と 王者 より 高く 古い 神 の 判決 が 神殿 騎士 田 に くだ っ た 。 

"On the day that thou eatest thereot, thou shalt surely die," said God 
Himself, as we see in the Dook of Genesis. 

創世 記 の 2 章 17 節 で 神 御 自身 が 「 立 悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ た 日 に 、 あ な た は 
いつ か 確実 に 死ぬ で あろ う 。」 と 話し て いる 。( ヨ ハネ に よる 福音 3 章 3 節 「 再 び 生ま 
れ 直 さ な い と 神 の 王国 を 見 る 事 は で き な い 。」。) 

What is taking place in the world!, 

世界 で は 何 が 起き て いる の か ? 

and why do priests and potentates tremDle? 

な ぜ 聖 職 者 と 権力 者 は 選 え 上 が っ て いる の か ?( 祭 司 は 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 で は 
な い 。) 

What secret power threatens tiaras and crOWTS? 

どの よう な 秘密 の 力 が 法王 の 三重 冠 と 王者 の 王冠 を 揺るが し て いる の か ? 

A few madmen are roarmming from land to landl 

数 人 の 狂人 の ふり を し て いる 魔術 師 が 国 か ら 国 へ さす ら っ て いる 。 

conceahng, as they say the philosophical stone under their ragged 
VeStUTe. 

魔術 師 の 話 で は 、 魔 術 師 は 賢者 の 石 を ぼろ ぼろ の 衣 に 隠し て いる 。 

They can change earth into goldl 

魔術 師 は 土 を 金 に 変え られ る 。( 創 世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創造 し た 。」。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブライ 語 で アダ ム は 赤い 土 を 意味 する 。」。 ア ダ 
ム は 人 の 代表 。) 

and they are without food 

魔術 師 に は 食べ る 物 が 無い ! 

Or lodgimg! 

魔術 師 に は 枕 する 所 が 無い ! 

Their Drows are encircled Dy an aureole of glory and Dy a shadow of 
1gmOrm1ny! 

楽 光 の 光 と 恥 の 影 が 魔術 師 の 額 で 円 を 描い て いる 。 

One has discoVered the umiversal science and goes Vainly seekimg death 
to escape the agones of his triumph- he is the Majorcan Raymond Lully. 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 普遍 の 知 を 見 つけ た 。 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 肉体 の 死 へ 
の 勝利 の 苦悩 か ら 解脱 する た め に 空しく 死 を 探し 求め る (と いう 作り 話 が 存在 する )。 
Another heals imaginary diseases by fantastic remedies, giVing a formal 
demnial in advance to the proVerD which enforces the futility of a cautery 
On a Wooden leg- 


さじ を 投げ る と いっ た 、 こ と わざ を 否定 し て 、 パ ラケル スス は 、 焼 き ご て を 木製 の 人 形 
の 脚 に つけ る と いっ た 不思議 な 治療 で 、 想 像 に よる 病気 な ど を 治し た 。 

he is the marVellous Paracelsus, always drunk and always lucid, hkKe the 
heroes Of RaDelais. 

不思議 な パラ ケル スス は ラブ レー の 小説 の 英雄 の 様 に 常に 酔っ て いた が 常に 意識 
を 明確 に 保っ て いた 。 

Here is Williiam Postel writng naively to the fathers of the Council of 
Trent, informmne them that he has discovered the aDsolute doctrine, 
hidden from the foundation of the world, and is 1onging to share it with 
them. 

ギヨーム ポス テル は 創世 か ら 隠 され て いる 絶対 の 考え を 見 つけ た の で 分 か ち 合 い 
た いと トレ ント の 公会 議 の 教父 に 無邪気 に 書い て 知ら せ た 。( マ タイ に よる 福音 13 
章 35 節 「 創 世 か ら の 秘密 」。) 


The counail does not concerr itself with the maniac, 
does not condescend to condemn him, 


and proceeds to exarrune the weighty questions of efficacious grace and 
Sufficimg gTaCe. 


He whom we see Derishing poor and aDandoned is Cornelius AgTiDDa, 
コル ネリ ウス アグ リッ パ は 貧し く 見 捨て られ 死ん だ 。 

less of a magician than any, 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 魔術 師 と し て は 小さ な 者 で あっ た 。 

though the vulgar persist in regardimg him as a more Dotent sorcerer 
than al 

し か し 、 大 衆 は コル ネリ ウス アグ リッ パ が 最も 力 が 大 き な 悪 人 の 霊 の 魔術 師 で ある 
と 誤解 し て いる 。 

because he was sometimes a Cynic and mystifier 

な ぜ な ら 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 時 々 皮肉 屋 で 秘密 主義 者 で あっ た か ら で あ る 。 
What secret do these men Dear writh them to their tomD? 

どの よう な 秘密 を 魔術 師 は 墓 まで 持っ て 行く の か ? 

Why are they wondered at without Deimg understood? 

な ぜ 魔 術 師 は 理解 され な いで 神 の 様 に 思わ れる の か ? 

Why are they condemned unheard? 


な ぜ 魔 術 師 は 弁明 の 機会 無し に 人 迫害 され る の か ? 

Why are they initiates of those terrific secret sciences of which the 
Church and society are afraid? 

な ぜ 魔 術 師 は 教会 と 社会 が 長 散 する 秘密 の 知 の 秘伝 伝授 者 で ある の か ? 

Why are they acquainted with thmgs of which others kmow nothing? 
な ぜ 魔 術 師 は 大 衆 が 知ら な いも の を 知っ て いる の か ? 

Why do they conceal what all men Durn to kmoW? 

な ぜ 魔 術 師 は 大 衆 が 知り た いと 熱望 する も の を 隠す の か ? 

Why are they inVested with a dread and unkmown Dower? 

な ぜ 魔 術 師 は 明 散 する べき 未知 の 力 を 与 ら れ て いる の か ?( な ぜ 神 は 明 散 する べ 
き 未知 の 力 を 魔術 師 に 与え て いる の か ?) 

The occult sciences! 

隠さ れ た 知 ! 隠 され た 学問 ! 

Magic! 

魔術 ! 

These words will reveal all and giVe food for further thought! De ommi 
re SC1Dilh et qu1Dusdam alis.( = ADout all thing kmowaDle and something 
else.) 

全て を 明らか に し 、 さ ら な る 思考 の 糧 と 成る 言葉 !「 知 る 事 が で きる 全て の も の と 、 そ 
の 他 の も の に つい て 。」。 

But what, as a fact, was this mag1c? 

し か し 、 本 物 の 魔術 と は 何 か ? 

Whnat was the power of these men who were at once so Droud amd so 
Dersecuted? 

迫害 され て も 自信 に 満ち て いた 魔術 師 の 力 と は 何 か ? 

Tf they were really strong, why did they not ovVercome their enemies? 
も し 魔術 師 に 本 当 に 力 が 有 っ た の で あれ ば 、 な ぜ 魔 術 師 は 敵 に 勝利 し な か っ た の 
bt 

But せ they were weak and foolish, why did people honour them Dy 
fearimg them? 

も し 魔術 師 に 力 が 無く 無 和 で あっ た の で あれ ば 、 な ぜ 大 衆 は 魔術 師 を 曳 散 し た の 
か ? 

Does magic eX1St? 

魔術 は 存在 する の か ? 

Is there an occult knowledge which is truly a Dower which WorKs 
wonders fit to be compared wrth the miracles of authorised relig1onS? 
宗教 が 認め る 奇跡 を 起こ す カ が 有る 隠さ れ た 知 は 存在 する の か ? 

To these two palmary duestions we make answer Dy an affirmation and 
a Dook. 

断言 と 本 書 で シュ ロ の 葉 を 受け る に 値する 2 つの 疑問 に 答え る 。 

The book shall justfy the affirmation, 

本 書 は 断言 を 証明 する で あろ う 。 

and the affirmation 1S this. 


断言 は 次 で ある 。 
Yes, there existed In the past, and there exists in the present, a Dotent 
and real mag1c: 
イエ ス 。 力 が 有る 本 物 の 魔術 は 過去 に 存在 し た し 現在 も 存在 する 。 
yeS, all that legends have said of it 1s true, 
イエ ス 。 カ トリ ッ ク 教 会 が 認め る 奇跡 に つい て の 伝説 は 全て 真実 で ある 。 
Dut, in contrariety to what cormmmonly happens, DODular exaggerations 
are, In this case, not only Deside Dut Delow the truth. 
通例 に 反し て 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 認め る 奇跡 に つい て 、 大 衆 の 誇張 は 的 外れ な だ け 
で は な く 真 実 を 下回っ て いる 。 
There is indeed a formmidable secret, 
本 当 に 明 散 する べき 秘密 が 存在 する 。 
the revelation of which has once already transformed the world, as 
testified in Egyptian EMI traditiol, 

の ト の 宗教 的 な 風習 が 証明 し て いる 様 に 、 秘 密 の 啓示 は 世界 を すでに 一 度 一 

させ た 。 

電 I summarised Dy Moses at the Deginming of GenesiS. 
モー セ は 創世 記 の 2 章 と 3 章 で 秘密 を 象徴 で 要約 し た 。 
This secret constitutes the fatal science of good and evil, and the 
conseduence Ofits revelatior is death. Moses depicts it under the figure 
of a tree 
秘密 は 死に 至る 善悪 の 知 で ある 。 秘 密 の 啓示 は 死に 至る 。 モ ー セ は 秘密 を 果実 を 
食べ る と 死に 至る 善悪 の 知 の 木 と し て 描い た 。( ヨ ハネ に よる 福音 3 章 3 節 「 再 び 生 
まれ 直さ な いと 神 の 王国 を 見 る 事 は で き な い 。」。) 
which is in the centre of the Terrestrial Paradise, 
立 悪 の 知 の 木 は 地上 の 楽園 の 中 心 に 存在 する 。( 地 上 楽園 。) 
1S in DroxXirmity to the tree of life 
立 悪 の 知 の 木 は 命 の 木 の 隣 に 存在 する 。 
and has a radical connection therewrth: 
立 悪 の 知 の 木 と 命 の 木の根 は つなが っ て いる 。 
at the foot of this tree is the source of the four mysterious r1Vers: 
善悪 の 知 の 木の根 は 4 つの 神秘 の 川 の 源泉 で ある 。( 善 悪 の 知 の 木の根 は 十字 の 
4 つの 神秘 の 川 の 源泉 で ある 。) 
it is guarded Dy the sword of fire and Dy the four figures of the BiDblical 
sphinx, the Cherubim of Ezekiel.… 
火 の 剣 と 智 天 使 ケ ルビ ム が 善悪 の 知 の 木 を 守っ て いる 。 エ ゼ キ エ ル は エ ゼ キ エ ル 書 
10 章 14 節 で 智 天使 ケル ブ に は 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ の 顔 が 有る と 話し て いる 。 欠 
天使 ケル ビ ム は 聖書 の スフィンクス で ある 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブ 
ライ 語 で ケル ブ 、 ケ ルビ ム は 和牛 を 意味 する 。」。 ケ ルビ ム は ケル ブ の 複数 形 。) 
Here T ImUSt DauS6, 
ここ で 話 を 中 止 する 必要 が 有る 。 
and {fear already that I haVe said too much. 
すでに 話し 過ぎ た 恐れ が 有る 。 


Yes, there is one sole, un1Vversal, and imperishaDle dogma, 

イエ ス 。 唯 一 、 普 遍 、 不 壊 の 考え が 存在 する 。 

strong as the suprerme reasOT: 

無 上 の 論理 の 様 に 、 力 が 有る 考え が 存在 する 。 

smple, ke all that is great: 

全て の 大 いな る も の の 様 に 、 簡 潔 な 考え が 存在 する 。 

intelhgiDle, 1ike all that is umversally and aDsolutely true: 
全て の 普遍 、 絶 対 の 真理 の 様 に 、 分 か り 易 い 考え が 存在 する 。 

and this dogma has Deen the parent of all others. 

普遍 唯一 不 壊 の 考え は 他 の 全て の 考え の 父 で あっ た 。 

Yes, there is a science which confers on man DoWers aDDarertly 
SuDerhumar: 

イエ ス 。 超 人 に 見 える 力 を 人 に 与え る 知 が 存在 する 。 

1 find them enumerated as follows in a HeDrew manuscript of the 
Ss1xteentth century: 

16 世紀 の へ ブラ イ 語 の 手書き の 文書 で 次 の 様 に 超人 に 見 える 力 が 数 え 上 げ ら れ て 
いる 。 


16 世紀 の へ ブラ イ 語 の 手書き の 文書 


"These are the powers and privileges of the man who holds in his right 

hand the clavicles of Solomor, and in his left the branch of the 

blossoming ahmond. 

下記 は ソロ モン の 小 鍵 を 右手 に 、 ア ー モ ンド の 花 が 咲い た アー ロン の 杖 を 左手 に 持 

つ 人 の 力 と 恩恵 で ある 。 

N Aleph.- He Deholds God face to face, without dyimg, and conVerses 

familhiarly with the seven geni who command the entire celestial army, 

友 の 様 に 顔 と 顔 を 合わ せ て 神 を 見 て も 死な な い 。 全 て の 天 の 軍 に 命令 する 7 
霊 と 親しく 話す 。 

ュ NE He is aDoVve all afflictions and all fears. 

ベト 。 全 て の 苦痛 と 全て の 恐怖 を 超え る 。 

) Ghimel.- He reigns with all heaVen and is served Dy all hell. 

ギ メ ル 。 全 て の 天 を 統治 する 。 地 獄 の 全て が 仕え る 。(9 つの 天 を 統治 する 。) 

+Daleth.- He disposes of his own health and life and can eqgually 

Influence that of others, 

ダレ ト 。 自 身 の 健康 と 命 を 定め る 。 自 身 と 等 し く 他 者 の 健康 と 命 に 感化 を 与え られ る 。 

ロ He.- He can neither De surprised Dy misfortune, nor OoVerwhelmed Dy 

disasters, nOT COnduered Dy his enermies. 

ヘー。 不 運 に 不意 打ち され な い 。 天 災 に 圧倒 され な い 。 敵 に 圧倒 され な い 。 

1 Vau.- He kmows the reasor of the Dast, Dresent, and future. 

ヴァ ウ 。 過去 、 現 在 、 未 来 の 論理 を 知る 。 

{ Dzain.- He possesses the secret of the resurrection of the dead and the 

key of immortaHty. 


ザイ ン 。 死 ん だ 者 の 復活 の 秘密 と 不死 の 鍵 を 保有 する 。 

"Such are the seven chief DrivilegeS, 

上 記 は 7 つの 主 な 恩恵 で ある 。 

and those which rank next are as follOoWs: 

下記 は 次 位 の 恩恵 で ある 。 

"T Cheth.- To find the philosophical stone. 

ケト 。 賢 者 の 石 を 見 つけ る 。 

D Teth.- To emjoy the umiversal medicime. 

テト 。 万 能楽 を 持つ 。 

> ]od.- To De acduainted with the ]aws of perpetual motion and in a 
position to demonstrate the quadrature of the circle. 

イ ヨ ョ ッ ド 。 永 久 機関 の 法 を 知る 。 円 積 問題 を 証明 で きる 。 

っ Caph.- To chanwge into gold not only all metals, Dut also the earth itself, 
and eVen the refuse of the earth. 

カフ 。 全 て の 金属 だ け で は な く 、 土 、 土 の 塵 すら 金 に 変え る 。( 創 世 記 2 章 7 節 「 神 は 
人 を 土 の 塵 か ら 創 造 し た 。」。 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブライ 語 で アダ ム 
は 赤い 土 を 意味 する 。」。 ア ダム は 人 の 代表 。) 

?2 Lamed.- To subdue the most ferocious animals and De able to 
Dronounce the words which paralyse and charmm serDents. 

ラメ ド 。 最 も 狂 猛 な 動物 を 和らげ る 。 蛇 を し びれ させ 魅了 する 言葉 を 話せ る 。 

n Mem.- To possess the Ars Notora( = Art, Known) which giVes the 
uversal scienCce. 

メ ム 。 普 遍 の 知 を 与え る 「 知 られ て いる わざ 」 を 保有 する 。 

〕) Nun.- TO speak learnedly on all suDjects, without preparaton and 
without study. 

ヌン 。 用 意 無し に 研究 無し に 、 全 て の も の に つい て 学 が 有る 様 に 話す 。 

"These, fimally, are the seven least Dowers Of the magus 

下記 は 魔術 師 が 最低 限 持 つ 7 つの 力 で ある 。 

"O Samech.- To know at first sight the deep thmgs of the souls ofmen 
and the mysteries of the hearts of Women. 

サメ ク 。 男 性 の 魂 の 深い も の と 女性 の 心 の 神秘 を 一 目 で 知る 。 

y Gnain.- To force nature to make him free at his pleasure, 

アイ ン 。 自 然 か ら 思 い 通 り に 自由 に 成る 。 

5 Phe.- To foresee all future events which do not depend on a suDerior 
free wil, or on an undiscernible cause. 

プ フ ェ 。 超 自由 意思 に 左右 され な い 認 識 不可 能 な 原因 に 左右 され な い 未 来 を 予見 
する 。 

ゞ Tsade.- TO giVe at once and to all the most efficacious consolations amd 
the most wholesome counselS. 

ツァ ー デ 。 最 も 有効 な 慰め と 最も 健全 な 助言 を すぐ に 全て の 者 に 与え る 。 

p Coph.- To triumph over adVersities. 

ク ォ フ 。 不運 に 勝利 する 。 

] Resch.- To conduer loVve and hate. 


レシ ュ 。 愛 憎 を 抑え る 。 

W Schin.- To haVe the secret of wealth, to De always 1ts master and never 
lts slave. TO kmow how to erjoy eVen DoVerty and never Decome aDject 
Or miseraDle, 

シュ イン 。 富 の 秘密 を 保有 する 。 常 に 富 の 主 で ある 。 富 の 奴隷 に 成ら な い 。 貧 し さす ら 
楽し む 方 法 を 知る 。 み じ め な 気持 ち に 成ら な い 。 

Tau.- Let us add to these three septenaries that the wise man rules the 
elements, stlls tempests, cures the diseased Dy his touch, and raises the 
deadl! 

タウ 。3 組 の 7 つ 1 組 に 加え て 、 賢 者 は 四 大 元素 に 命令 し 、 嵐 を 静め 、 触 れる だ け で 
病気 を 治し 、 死 ん だ 者 を 復活 させ る !( マ タイ に よる 福音 8 章 24 節 か ら 26 節 イ エス 
は 嵐 を 静め た 。 マ タイ に よる 福音 9 章 18 節 か ら 25 節 イ エス は 死ん だ 者 を 復活 させ 
Xe8 り 

"At the same tme, there are certain thimngs which have Deen sealed Dy 
Solomon wrth his triple seal. 

同時 に 、 ソ ロモ ン が 三重 の 封印 、 六 攻 星 で 封印 し た も の が 存在 する 。 

It is enough that the initiates kmoW, 

秘伝 伝授 者 が 知る に は 十分 で ある 。 

and as for others, whether they deride, douDt, or Delieve, whether they 
threaten or fear what matters it to science Or to uS?" 

大 衆 が 括 い も の に し よう と 疑 お うと 信じ よう と 脅 そ うと 恐 れ よ うと 、 学 問 と 魔術 師 に は 
何 か 問 題 が 有る で あろ うか ? い いえ ! 学 問 と 魔術 師 に は 何 も 問 題 が 無い 。 

Such are actually the issues of occult philosophy, 

上 記 は 実際 に 隠さ れ た 哲学 が も た ら す も の で ある 。 

and We are in a Dosition to withstand an accusation of imsanty or a 
SuSD1clon Of imposture when we affirm that all these privileges are real. 
魔術 師 は 上 記 の 恩恵 が 事実 で ある と 断言 し て 狂っ て いる と 非難 され た り 詐 欺 の 疑 
い を か けら れ て も 甘受 で きる 。 

To demonstrate this is the sole end of our Work on occult philosophy. 

上 記 を 実証 する 事 が 隠さ れ た 哲学 に つい て の 本 書 の 唯一 の 目的 で ある 。 

The philosophical stone, the universal medicine, the transmutation of 
metals, the quadrature of the circle, and the secret of perpetual motion, 
are thus neither mystifications of science nor dreams of madmess. 

「 賢 者 の 石 」、「 万能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問 題 」、「 永 久 機関 」 の 秘密 は 、 似 非 科学 で 
も 狂っ た 夢想 で も な い 。 

They are terms which must De understood in their VeritaDle sense: 

「 賢 者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問 題 」、「 永 久 機関 」 と いっ た 言葉 の 本 当 の 
意味 を 理解 する 必要 が 有る 。(「 賢 者 の 石 」、「 万 能楽 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 
機関 」 は 例え で ある 。) 

they are exDresslons Of the different applications of one same secret, 
the several characteristics of one same oODeration, which is defined in a 
more comprehensive manner under the name ofthe great Work. 


「 賢 者 の 石 」、「 万 能 業 」、「 錬 金 」、「 円 積 問 題 」、「 永 久 機関 」 と いっ た 言葉 は 、「 大 い 
な る 務め 」 と いう 名 前 で より 理解 で きる 1 つの 同じ 秘密 、1 つの 同じ 効能 を 様々 に 応 
用 し た 表現 、 特 徴 で ある 。(「 賢 者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 機 
関 」、「 大 いな る 務め 」 は 唯一 の 秘密 の 例え で ある 。) 

Furthermore, there exists in nature a force which is immeasuraDly 
more DowWerful than steam, 

さら に 、 蒸 気 よ り 計 り 知れ な い 力 が 有る 、 あ る 力 が 自然 に は 存在 する 。 

and by means of which a single man, who knows how to adapt and 
direct it, rmight upset and alter the face of the world. 

力 に よっ て 、 力 を 応用 し 傾け る 方 法 を 知る 者 は 独り で 地上 を 響 し た り 一 変 さ せら れる 。 
This force was kmown to the ancients: 

古代 人 は 力 を 知っ て いた 。 

1t consists in an uriversal agent having eguihDrium for its supreme 1aW, 
力 は つり 合い を 無 上 の 法 と する 普遍 の 代行 者 に 存在 する 。 

while its direction is Concerned immediately with the great arcamum of 
transcendent maglCc. 

普遍 の 代行 者 の 心 を 傾け る 事 は 超越 的 な 魔術 の 大 いな る 秘密 に 直結 する 。 

By the direction of this agent 

普 思 の 代行 者 の 心 を 傾け る 事 に よっ て 、 

it is Doss1Dle to change the Very order ofthe seasons: 

季節 の 順序 すら 変え られ る 。 

to Droduce at might the phenomena of dayi: 

夜 に 昼 の 現象 を も た ら せ ら れる 。 

to correspond instantaneously Detween one extremity of the earth and 
the other: 

地上 の 一 方 の 端 か ら 他方 の 端 の 間 で すぐ に 通じ 合え る 。 

to see, 1ike Apollomius, what is takimg place on the other side of the 
World: 

ティ アナ の アポ ロニ ウス の 様 に 、 地 上 の 他 の 場所 で 起き て いる も の を 見 られ る 。 

to heal or imjure at a distamCce: 

触れ な いで 治し た り 傷 つけ られ る 。 

to g1Ve SDeech an um1versal success and reverDeration. 

普遍 の 成功 と 反響 を 言葉 に 与え られ る 。 

This agent, which Darely manifests under the uncertain methods of 
Mesmer's followers, 

メス メル の 模 信 を する 者 の 不確か な 方 法 で 普遍 の 代行 者 は か すか に 表れ る 。 

1S Dreclsely that which the adepts of the middle ages denominated the 
first matter of the great WOrK. 

中 世 の 達 道 者 は 普遍 の 代行 者 を 「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 と 正確 に 呼ん だ 。 
The Gnostics represented it as the fiery Dody of the Holy Spirit: 

グノー シス 主義 者 は 普遍 の 代行 者 を 神 の 聖 圭 の 火 の 体 と 表現 し た 。 


it was the oDject of adoraton in the secret rites ofthe SabDath and the 
Temple, under the hieroglyphic figure of Baphomet or the Androgyne of 
Mendes. 

バフ ォ メ ッ ト 、 メ ン デ ス の 両性 具有 者 の 象徴 的 な 形 の 下 で 、 サ バト と 神殿 の 秘密 の 儀 
式 で 、 普 遍 の 代行 者 は 敬礼 され た 。 

All this will De proved. 

上 記 の 全て を 証明 する つも り で ある 。 

Such are the secrets of occult philosophY, 

上 記 が 隠さ れ た 哲学 の 秘密 で ある 。 

Such is magic in historyi: 

上 記 が 歴史 に お ける 魔術 で ある 。 

let us now glance at it as it aDDears in its Dooks amd its achievemments, 
本 と 業 に 表れ る 魔術 に つい て 目 を 通 そう 。 

Im its imitiations and ts riteSs. 

入門 と 儀式 に 表れ る 魔術 に つい て 目 を 通 そう 。 

The key of all magical allegories is found in the tablets we have already 
mentioned!, 

石板 タロ ッ ト に 全て の 魔術 の 例え の 鍵 が 見 つか る 。 

and these tablets we regard as the work of Hermes. 

石板 タロ ッ ト は ヘル メス の 作品 で ある と 考え て いる 。 

ADout this Dook, which may De called the keystone of the whole edifice 
Of occult scienCe, 

タロ ッ ト は 隠さ れ た 学問 と いう 建物 全体 の 要 石 と 呼べ る 。 

are gTOuDedl inmumeraDple legends 

タロ ッ ト は 無数 の 伝説 を まとめ た も の で ある 。 

which are either its partial translation 

タロ ッ ト は 伝説 の 部 分 的 な 解釈 を まとめ た も の で ある 。 

Or its commentary renewed endlessly under a thousand different 
forTms. 

タロ ッ ト は 伝説 の 様々 な 形 に よる 無限 の 新た な 解釈 を まとめ た も の で ある 。 
Sometimes these ingemious faDles comDbine harmoniousIy into a great 
eD1c which characterises an eDOch, 

時 々 巧妙 な 例え 話 が 時 代 を 特徴 する 大 いな る 叙事詩 と 調和 し て 混ざる 。 

though how or why is not clear to the umimitated. 

秘伝 伝授 者 で は な い 者 に は 例え 話 と 史実 を 見 分 ける 方 法 や 理由 が 不明 で ある 。 
Thus, the fabulous history of the Golden Fleece Doth resumes and Veils 
the Hermetic and magical doctrines of Orpheus, 

例え 話 と 史実 が 混ざっ た 金 羊毛 の 伝説 は ヘル メス の 考え と オル フェ ウス の 魔術 の 
考え を 要約 し ヴェ ー ル で 隠し て いる 。 

andif we recur Only to the mysterious Doetry of GreeCe, 

ギリ シャ の 神秘 の 詩 、 金 羊毛 の 伝説 に つい て だ け 話 す 。 


it is Decause the sanctuaries Of Egypt and India to some extent dismay 
us by their resources, and leave our choice emDarrassed in the midst of 
such abundant wealth. 

な ぜ な ら 、 エ ジ プ ト と イン ド の 祭司 の 聖 所 の 伝説 は 、 豊 富 さ で ある 程度 意気 豆 失 させ 、 
豊富 さ の 中 で 選択 に 迷う か ら で あ る 。 

We are eager Imoreover to reach the TheDaid at once, 

さら に 、 テ ー バ イド に つい て 話す 。 

that dread synthesis of all doctrine, Dast, Dresert, and future, 

テー バイ ド は 過去 、 現 在 、 未 来 の 全て の 考え の 明 英 する べき 総合 で ある 。 

that, so to speak, infimite fable, 

テー バイ ド は 無限 の 例え 話 と 言え る 。 

which comprehends, ke the Deity of Orpheus, the two extremities of 
the cycle of human Hife. 

人 オル フェ ウス の 神 性 の 様 に に テー バイ ド は 人 の 命 の 輪 の 両極 を 含ん で いる 。 
Extraordinary fact! 

向 く べき 事実 ! 

The seven gates of TheDes, attacked and defended Dy seVen chiefs who 
have sworn uponr the Dlood of victms, Dossess the same significance as 
the seven seals of the sacred Dook interpreted Dy seven geni, and 
assalled Dy a monster with seven heads, after Demg opened Dy a hving 
yet immolated lamb, in the allegorical work of St john. 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 の 象徴 と ヨハ ネ の 黙示 録 の 象徴 は 同じ 意味 を 持っ て いる 。 
「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 で は テー バイ に は 7 つの 門 が 有り 、 ヨ ハネ の 黙示 録 5 章 1 
節 で は 神 の 書 に は 7 つの 封印 が 有る 。「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 で は 7 人 の 将軍 が 
テー バイ を 攻め 、 ヨ ハネ の 回 示 録 13 章 で は 7 つの 頭 を 持つ 獣 が 神 を 冒 済 する 。 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 で は 7 人 の 将軍 が テー バイ を 守り 、 ヨ ハネ の 黙示 録 で は 7 
つの 霊 が 説明 する 。「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 で は テー バイ を 攻め る 7 人 の 将軍 は 犠 
牧 の 血 に 碑 い 、 ヨ ハネ の 団 示 録 5 章 で は 犠牲 の 子羊 イエ ス が 神 の 書 の 7 つの 封印 
を 開く 。 ヨ ハネ の 黙示 録 1 章 18 節 の 「 死 ん だ が 生き て いる 者 」 は ヨハ ネ の 就 示 録 5 
章 の 犠牲 の 子羊 イエ ス で ある 。 

The mysterious origin of OEdipus, foumd suspended from the tree of 
Cytheron Hke a Dleeding fruit, recalls the symDols of Moses and the 
narratVes Of GeneS1S. 

血 を 流す 果実 の 様 に キタ イロ ン の 木 に 吊る され て 見 つけ られ た オイ ディ プス の 神秘 
の 生ま れ は 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の モー セ の さ お に 吊る され た 火 の 蛇 と 創世 
記 の 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 思い 出さ せる 。 

He makes War upor his father whom he slays without knowimg- 
alarming Drophecy of the bhmd emancipation of reason without 
SclemCe: 

オイ ディ プス が 知ら な いで 父 と 戦い 殺す 象徴 的 な 実話 は 、 知 無し で 盲目 的 に 解放 さ 
れ た 理性 を 心配 する 予言 で ある 。( マ タイ に よる 福音 28 草 19 節 父 で ある 神 。) 

he then meets with the sphinx- 

オイ ディ プス は スフィンクス に 会 う 。 


the sphinx, that symbol of symDo15, 

スフィンクス は 象徴 の 中 の 象徴 で る る 。( ス フィ ンク ス は 神 の 象徴 で ある 。 出 エジプト 
記 3 章 14 節 神 は モー セ に 存在 の 中 の 存在 で ある と 名 乗っ た 。) 

the eternal enigma of the Vulgar 

スフィンクス は 大 衆 に は 永遠 の 謎 で ある 。 

the grarute pedestal of the science of the sages, 
スフィンクス は 賢者 の 知 の 堅固 な 基礎 で ある 。 

the Voraclous amd silent monster 

スフィンクス は 大 食い の 沈 庄 の 巨大 な 者 で ある 。( ス フィ ンク ス は 知 の 無い 人 を 食う 
巨大 な 者 で ある 。) 

whose inVariable form expresses the one dogma of the great um1versal 
Imystery. 

スフィンクス の 不変 の 形 は 大 いな る 普遍 の 神秘 の 唯一 の 考え を 表す 。 

How is the tetrad changed into the duad and explaumed by the triad? 
どの よう に 4 つ 1 組 を 2 つ 1 組 に 変え て 3 つ 1 組 で 説明 する の か ? 

In more commorn Dut more emblematc terms, what is that animal 
which in the morrming has four feet, two at noon, and three in the 
eVermg? 

より 通俗 的 に 象徴 的 に 言う と 、 朝 は 4 本 足 、 昼 は 2 本 足 、 夜 は 3 本 足 の 動物 は 何 
か ?( 四 足 獣 と いっ た 人 以外 > 女性 > 男性 。) 

Philosophically speakimg, how does the doctrime of elementary forces 
produce the dualism of Zoroaster while it is summed Dy the triad of 
Pythagoras and Plato? 

哲学 的 に 言う と 、 ど の よう に 四 大 元素 の 力 の 考え は ゾロ アス ター の 両極 性 の 考え を 
も た らし ピタ ゴラス や プラ トン の 3 つ 1 組 の 考え で 要約 され る の か ? 

What is the ultimate reason of allegories and numDbers, the final 
message Of all symbolhisms? 

例え と 数 の 究極 の 論理 は 何 か ? 全 て の 象徴 の 究極 の 意味 は 何 か ? 

OEdipus replies with a smple and terriDle word which destroys the 
Sphinx and makes the diviner King of Thebes: 

オイ ディ プス の 答え は 簡潔 で 明 散 する べき 言葉 で あっ た 。 オ イデ ィ プ ス の 答え は ス 
フィ ンク ス を 倒し た 。 オ イデ ィ プ ス の 答え は 推測 する 者 を テー バイ の 王者 に し た 。 
the answer to the emigma is Man! …… Unfortunate! 
スフィンクス の 謎 へ の オイ ディ プス の 答え は 「 人 」!.… 不 適切 で ある !( ス フィ ンク ス の 
謎 へ の 正しい 答え は 「 神 」 で ある 。) 

He has seen too much, 

オイ ディ プス は 見 過ぎ た 。( オ イデ ィ プ ス は 人 の 神 性 を 見 た 。) 

and yet with insufficient clearness: 

オイ ディ プス は 不透明 に 見 た 。 

he must presently explate his calamitous and imperfect clairvoyartce Dy 
a Voluntary Dhmdness, 

自ら 家 目 に 成る 事 に よっ て 、 す ぐに オイ ディ プス は 不運 な 不 完全 な 推測 を つぐ な わ 
な けれ ば いけ な い 。( オ イデ ィ プ ス は 自身 の 目 を えぐ っ た 。) 


and then Vanish in the midst of a storm, 

オイ ディ プス は 嵐 の 中 に 姿 を 隠す 。 

jike all civilisations which may at any Hme divine the answer to the 
riddle ofthe sphinx without grasping its whole Import and mystery. 
スフィンクス の 謎 の 答え を 全て の 意味 と 神秘 の 理解 無し に 推測 し た で あろ う 全 て の 
時 代 の 全て の 文明 が 嵐 の 中 に 姿 を 隠し た 様 に 。 

EVerything is symbolical and transcendental in this ttanmic epic of 
human destimies. 

人 の 運命 の 巨人 的 な 叙事詩 で ある オイ ディ プス で は 全て が 象徴 的 で 超越 的 で ある 。 
(巨人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨人 的 な 愛 を 実証 し た 。) 

The two hostile Drethren express the second part of the grand mystery 
divinely completed Dy the sacrifice of Antigone: 

2 人 の 敵対 する 兄弟 は 大 いな る 神秘 の 2 番目 の 部 分 を 表し 、 ア ン テ ィ ゴ ネ の 犠牲 が 
神 の 様 に 完結 させ る 。 

then comes the last war: 

最後 の 戦い が 来る 。 

the Drethren slay one another 

相互 に 殺し 合う 兄弟 。 

Capaneus 1s destroyed Dy the lightmmg which he defies, 

カバ パネ ウス は 冒 済 し た 神 の 軍 に よっ て 倒さ れる 。 

Amphiaraus 1s swallowed Dy the earth, 

アム ピア ラオ ス は 土 に 飲み 込ま れる 。 

and all these are so many allegories which, Dy their truth and their 
grandeur astonish those who can penetrate their triple hieratic sense. 
テー バイ ド の 非常 に 多数 の 象徴 的 な 実話 は 、 真 実 さと 偉大 さ で 、3 つ 1 組 の 祭司 だ 
け の 意味 を 見 通す 者 を 向 か せる 。 


AEschylus, amnotated Dy Ballanche, gives orly a weak notion 
concerrung them, whatever the primeval sublmites of the Greek poet 
or the Deauty of the French critic. 


The secret Dook of antique imitation was not unknown to Homer 
ホメ ロス は 古代 の 入門 の 秘密 の 書 を 知っ て いた 。 

who outlines its plan and chief figures on the shield of Achilles, with 
mimute Drecls101. 

ホメ ロス は アキ レス の 盾 の 絵 で 古代 の 入門 の 概要 と 主 な 象徴 を 精密 に 描い た 。 


But the gracious fictions of Homer replaced speedily in the popular 
memory the simple and aDstract truths of prirmeVval revelation. 

し か し 、 す ぐに 大 衆 は ホメ ロス の 優美 な 例え 話 を 原始 的 な 啓 藤 の 単なる あい まい な 
事実 の 記録 と 思う 様 に 成っ た 。 

Humanity clung to the form and allowed the idea to De forgotten: 

人 は 形 に と ら わ れ て 概念 を 忘れ る 。 

slgns lost Dower in their multplicaton: 

象徴 は あり ふれ る と 力 を 失う 。 

magic also at this period Decame corruptedl, 

ホメ ロス の 時 代 に 魔術 は 地 に 堕ち た 。 

and degenerated with the sorcerers of Thessaly into the most profane 
enchantments. 

テッ サリ ア の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 魔術 を 最も 神 を 冒 す る 誘惑 術 に 変え た 。 

The crime of OEdipus brought forth its deadly fruits, 

オイ ディ プス の 罪 は 死に 至る 果実 を も た らし た 。 

andthe science of good amd evil erected evil into a sacrilegious diVinity. 
中 途 半 端 な 善悪 の 知 は 悪 を 神 を 冒 す る 神 に 持ち 上 げた 。 

Men, Weary of the light, took refuge in the shadow of Dodily suDstance: 
人 は 光 に 疲れ て 具体 的 な も の の 影 の 中 に 逃げ る 。 

the dream of the Void, which is filled Dy God, soon appeared to De 
greater than God himself in their eyes, and thus hell was created. 

大 衆 は 空虚 の 夢想 を 神 で 満た す 。 す ぐに 大 衆 の 目 に は 空虚 の 夢想 が 神 より 大 いな 
る も の に 見 える 。 大 衆 は 地獄 を 創造 する 。 

When, in the course of this work, we make use of the consecrated terms 
God, Heaven, and Hell, let it De thoroughly understood, once for all, that 
our meaning is as far remoVed from that which the profane attach to 
them 

本 書 の 中 で 、「 神 」、「 天 」、「 地 獄 」 と いっ た 神聖 な 言葉 を 使う 時 、「 神 」、「 天 」、「 地 
獄 」 の 魔術 師 の 意味 は 大 衆 が 連想 する 意味 と 遠く 離れ て いる 。(「 神 」、「 天 」、「 地 
獄 」 の 魔術 師 の 意味 と 大 衆 の 意味 は 遠く 離れ て いる 。) 

as imitiation is distant from Vulgar thought 

秘伝 伝授 が 大 衆 の 思っ て いる も の か ら 遠 く 離れ て 隔 た っ て いる 様 に 。 

GodL for us, is the AZOT of the sages, 

魔術 師 に は 、 神 は 賢者 の AZOT で ある 。(Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は へ ブラ イ 文 字 の 
最初 の 文字 KN、 ア レフ また は ラテ ン 文 字 の 最初 の 文字 A また は ギリ シャ 文字 の 最初 
の 文字 A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 文 字 の 最後 の 文字 Z と ギリ シャ 文字 の 最後 の 文字 Q、 
オメ ガ と へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 n、 タ ウ で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 最初 か 
ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 の 唯一 を 意味 する 。 普 遍 で 唯一 な も の は 絶対 な も 
の で ある 。AzZoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 絶対 を 意味 する 。) 

the efficient and fimal principle of the great Work. 

魔術 師 に は 、 神 は 「 大 いな る 務め 」 の 有効 な 究極 の 原理 で ある 。 

Returning to the fable of OEdipus, 

オイ ディ プス の 例え 話 に 戻る 。 


the crime of the King of Thebes was that he failed to understand the 
SDIh1mX, 

テー バイ の 王者 オイ ディ プス の 罪 は スフィンクス を 理解 し な か っ た 事 で ある 。( オ イ 
ディ プス の 罪 は 神 を 理解 し な か っ た 事 で ある 。) 

that he destroyed the scourge of TheDbes without Deinmg pure enough to 
cormplete the expiation in the name Of his Deople. 

オイ ディ プス の 罪 は テー バイ へ の 天罰 の スフィンクス を テー バイ の 民 の 代わ り に 清 い 
十分 な 完全 な つぐ な い 無 し に 倒し た 事 で ある 。( オ イデ ィ プ ス の 罪 は つぐ な い 無 し に 
スフィンクス を 倒し た 事 で ある 。) 

The plague, in conseduence, aVenged spDeedhily the death ofthe monster 
結果 と し て 、 す ぐに 巨大 な 者 スフィンクス の 死 へ の 報い と し て 伝染 病 が テー バイ を 
襲っ た 。 

and the King of Thebes, forced to abdicate, 

オイ ディ プス は テー バイ の 王者 か ら 退 位 さ せら れ た 。 

Sacrificed himself to the terrible manes of the sphinX, 

オイ ディ プス は スフィンクス の 長 散 する べき 死ん だ 霊 に 自身 を 犠牲 に する 。 

more alivVe and voraclous than ever when it had passed from the 
domain of form into that ofidea. 

スフィンクス の 死ん だ 霊 は 、 形 の 領域 か ら 概念 の 領域 へ 移り 、 肉 体 が 死ぬ 前 より 命 
に 満ち 大 食い に 成っ た 。( ス フィ ンク ス は 知 の 無い 人 を 食う 巨大 な 者 で ある 。) 
OEdipus divimed what was man 

オイ ディ プス は 人 と は 何者 か を 推測 し た 。( オ イデ ィ プ ス は 人 の 神 性 を 推測 し た 。) 
and he Dut out his own eyes Decause he did not see what was God. 

オイ ディ プス は 神 と は どの よう な 者 か 見 な か っ た の で 、 自 身 の 目 を えぐ っ た 。 

He divulged half of the great arcanurm, 

オイ ディ プス は 大 いな る 秘密 の 半分 を 大 衆 に 口外 し た 。( オ イデ ィ プ ス は 人 に 神 性 が 
有る 事 を 大 衆 に 口外 し た 。) 

and to saVe his people, it was necessary for him to Dear the remaining 
half of the terrible secret into exile and the tomDb. 

民 を 守る た め に 、 オ イデ ィ プ ス は 国外 追放 に 成り 、 明 散 する べき 秘密 の 残り 半分 を 墓 
まで 持っ て 行く 必要 が 有 っ た 。( オ イデ ィ プ ス は 神 と は どの よう な 者 か と いう 秘密 を 墓 
まで 持っ て 行っ た 。) 

After the colossal fable of OEdipus 

オイ ディ プス の 巨人 的 な 例え 話 の 後に 、( 巨 人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨 
人 的 な 愛 を 実証 し た 。) 

we find the gracious Doem Of Psyche, 

プシ ュ ケ の 優美 な 詩 が 見 つか る 。 

which was certarly not inVented Dy ADulelus. 

アプ レイ ウス は モー セ の 創世 記 を 元 に プシ ュ ケ の 例え 話 を つく っ た 。 

The great magical arcamum reaDpears here under the figure ofa 
mysterlous umlon Detween a god and a Weakmortal 


プシ ュ ケ の 例え 話 は 大 いな る 魔術 の 秘密 を 神 と か よわ い 人 の 神秘 的 な 結合 の 形 で 
表す 。( 大 いな る 魔術 の 秘密 は 神 と 人 の 結合 で ある 。 大 いな る 魔術 の 秘密 は 神 性 と 
人 性 の 結合 で ある 。 大 いな る 魔術 の 秘密 は 強い 者 と 弱い 者 の 結合 で ある 。) 
aDandoned alone and naked on a rock. 

プシ ュ ケ は 石 の 上 に 独り 裸 で 見 捨て られ た 。 

Psyche must remain in ignorance of the secret of her ideal royalty, 
プシ ュ ケ は 自身 の 概念 的 な 高貴 さ の 秘密 に つい て 無知 な まま で ある 必要 が 有る 。 
andifshe Dehold her husDand she must 1ose him. 

プシ ュ ケ は 夫 で ある 愛 ( の 神 エ ロス ) を 見 る と 愛 ( の 神 エ ロス ) を 失う 必要 が 有る 。 
Here Apuleius cormmentates and interDprets Moses, 

アプ レイ ウス は プシ ュ ケ の 例え 話 で モー セ の 創世 記 を 解説 し 翻訳 し て いる 。 

but did not the Elohim of Israel and the gods of Apuleius both issue 
from the sanctuaries of Memphis and Thebes? 

メン フィ ス と テー バイ の 聖 所 が イス ラ エ ル の 神 と アプ レイ ウス の 神々 を も た らし た の で 
は な いか ?( イ スラ エル の 神 が メ ン フ ィ ス 、 テ ー バ イ 、 ア プレ イ ウ ス の 神々 で ある 。) 
Psyche is the sister of Eve, or rather 1s EVe sDiritualised. 

プシ ュ ケ は エヴァ の 妹 で ある 。 と 言う より は むし ろ 、 プ シュ ケ は 霊 化し た エヴァ で ある 。 
(プシ ュ ケ は エヴァ の 魂 で ある 。) 

Both desire to know 

エヴァ と プシ ュ ケ は 知り た いと 望ん だ 。 

and lose innocence for the honour of the ordeal. 

エヴァ と プシ ュ ケ は 試練 の 栄光 の た め に 無知 を 失う 。 

Both deserve to go down into he 

エヴァ と プシ ュ ケ は 地獄 に 降り る に 値する 。 

one to Dring Dack the antidue Dox of Pandora, 

プシ ュ ケ は 古代 の パン ドラ の 箱 を 持ち 帰る 。 

the other to find and to crush the head of the old serpent, who is the 
SymDbol of time and of evil. 

エヴァ は 古い 蛇 の 頭 を 見 つけ 圧倒 する 。 古 い 蛇 は 時 と 悪 の 象徴 で ある 。 

Both are guilty of the crime which must De expiated Dy the Prometheus 
of ancient days and the Lucifer of the Christian legend, the one 
delivered, the other oVercome, Dy Hercules and Dy the Saviour 

古代 の 巨人 プロ メ テ ウ ス が プシ ュ ケ の 罪 を つぐ な う 必 要 が 有る 。 キ リス ト 教 の 伝説 の 
ル シ フ ェ ル が エヴァ の 罪 を つぐ な う 必 要 が 有る 。 ヘ ラク レス が 巨人 プロ メ テ ウ ス を 
救っ た 。 マ タイ 4 章 1 節 か ら 11 節 で 救い 主 イ エス が ル シ フ ェ ル を 圧倒 する 。 

The great magical secret is, therefore, the 1amp and dagger of Psyche, 
大 いな る 魔術 の 秘密 は プシ ュ ケ の ラン プ と 短剣 で ある 。 

the apple of EVe, 

大 いな る 魔術 の 秘密 は エヴァ の 善悪 の 知 の 木 の 果 実 で ある 。 

the sacred fire of Prometheus, 

大 いな る 魔術 の 秘密 は 巨人 プロ メ テ ウ ス の 天 の 火 で ある 。 

the Durnmg sceptre of Lucifer 

大 いな る 魔術 の 秘密 は ル シ フ ェ ル の 燃え る 王 効 で ある 。 


but it is also the holy cross of the Redeemer 

大 いな る 魔術 の 秘密 は 救い 主 イ エス の 神聖 な 十字 架 で ある 。 

To De acduanted with it sufficiently to aDuse or diVulge it is to deserVe 
all sufferings: 

大 いな る 魔術 の 秘密 を 十分 に 知り な が ら 溢 用 し た り 大 衆 に 口外 する 者 は 全て の 苦 
難 を 受け る に 値する 。 

to know it as one should know it, namely, to make use of and conceal it, 
is to De master of the aDsolute. 

大 いな る 魔術 の 秘密 を 知る べき 様 に 知る 事 、 つ まり 、 大 いな る 魔術 の 秘密 を 応用 し 
つつ 隠す 者 は 絶対 の 主 に 成 れ る 。 

Everythimg is contained in a single Word which consists of four letters: 
4 文字 の 唯一 の 言葉 が 全て の も の を 含ん で いる 。(4 文字 の 唯一 の 言葉 、 テ トラ グラ 
マト ン は 全て の も の を 含ん で いる 。) 

it is the Tetragrarm of the HeDreWs, 

へ ブラ イ 人 の テト ラ グラ マト ン 。 ロ ny、YHWH、 ヤ ハウ ェ 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ 
トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。 
niny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グ 
ラマ トン と 呼ば れ て いる 。) 

the AZOT of the alchemists, 

錬金術 師 の テト ラ グラ マト ン 。AZOT、Azoth、 ア ゾ ッ ト 。 

the Thot of the Bohemians, 

ジプシー の テト ラ グラ マト ン 。 ト ー ト 。 

or the Taro of the KabDalists. 

カバ リス ト の テト ラ グラ マト ン 。Tar0。 

This word, expressed after so many manmers, 

4 文字 の 唯一 の 言葉 は 非常 に 多数 の 方 法 で 表 さ れる 。(4 文字 の 唯一 の 言葉 、 テ ト 
ラ グラ マト ン は 非常 に 多数 の 方 法 で 表 さ れる 。) 

means God for the profane, 

大 衆 に は テト ラ グラ マト ン は 神 を 意味 する 。 

man for the philosophers, 

哲学 者 に は テト ラ グラ マト ン は 人 を 意味 する 。( 哲 学者 に は テト ラ グラ マト ン は 人 性 
を 意味 する 。) 

and imparts to the adepts the fimal word of human sciences and the key 
of divime DOWer: 

達 道 者 に は テト ラ グラ マト ン は 人 の 知 の 究極 の 言葉 と 神 の 力 の 鍵 を 与え る 。 

but he only can use it who understands the necessity of never reVeahng 
1t. 

秘密 を 明らか に し て は な ら な い 必 要 性 を 理解 する 者 だ けが 秘密 を 応用 で きる 。 
Had OEdipus, instead of kilhimg the sphinx, oOVercomme it, harnessed it to 
his chariot, and thus entered TheDbes, he would have Deen kimg without 
incest, without misfortunes, and without exile. 


仮に オイ ディ プス が スフィンクス を 殺す 代わ り に スフィンクス を 圧倒 し て 戦車 に つなぎ 
テー バイ に 入門 し て いれ ば 、 近 親 相姦 無し に 不運 無し に 国外 追放 無し に 王者 の まま 
で いら れ た で あろ う 。 

Had Psyche, Dy meekness and affectiom, Dersuaded LoVe to reveal 
himself, she would never have lost LoVe. 

仮に プシ ュ ケ が 柔和 さと 情 に 訴え か け て 愛 の 神 エ ロス が 自ら 自身 を 明らか に する 様 
に 説得 し て いれ ば 、 プ シュ ケ は 愛 の 神 エ ロス を 失わ な か っ た で あろ う 。 

Now, LoVe 1s one of the mythological images of the great secret and the 
great agent, 

愛 の 神 エ ロス は 大 いな る 秘密 と 大 いな る 代行 者 の 神話 の 象徴 の 1 つ で ある 。 
Decause 1t at Once eXDTeSSseSs an acton and a Dass1om, a Vo1d and a 
plemitude, a shaft and a wound. 

な ぜ な ら 、 愛 の 神 エ ロス は 自発 性 と 受容 性 、 空 間 と 充満 、 矢 と みぞ を 同時 に 表す 。 
( 矢 と みぞ は 男性 器 と 女性 器 の 例え 。) 

The initates wl understand me, and!, 

秘伝 伝授 者 は 理解 する で あろ う 。 

On accourt of the profane, 1I must not speak more clearly, 

大 衆 の た め に 、 よ り 明 ら か に 話す 気 は 無い 。 

After the marvellous Golden Ass of Apuleius, We find no more mag1lcal 
eD1CS. 

不思議 な アプ レイ ウス の 黄金 の ロバ か ら 薔 薇 十字 団 ま で の 間 、 魔 術 小説 は 見 つか 
ら な い 。 

ScienCe, COnduered in Alexandria by the fanaticism of the murderers of 
HYpatia, 

415 年 以降 に アレ クサ ンド リア で は ヒュ パテ ィ ア を 殺し た キリ スト 教 の 狂信 者 が 学問 
を 圧倒 し た 。 

became Christian, or rather concealed itself under Christian Veils with 
Ammonius, Synesius, amd the pseudonymous author of the Dooks of 
Dionys1us the Areopag1te. 

415 年 以降 に 学問 は キリ スト 教 に 成っ た 、 と 言う より は むし ろ 、 ア ン モ ニオ ス サッ カス 、 
シュ ネ シ オ ス 、 偽 ディ オニ ュ シ オス は 学問 を キリ スト 教 の ヴェ ー ル の 下 に 隠し た 。 

In such tmes it was needful to excuse miracles by the garD of 
SuDerstition 

415 年 以降 に 奇跡 は 迷信 の 装い で 隠す 事 が 必要 に 成っ た 。 

and sclence Dy an unintelhigiDle anguage. 

415 年 以降 に 学問 は 分 か り 難 い 言 葉 で 隠す 事 が 必要 に 成っ た 。 

Hieroglyphic writimg Was TeV1Ved: 

415 年 以降 に 分 か り 難 い 書 き 方 が 復活 し た 。 

pantacles and characters were InVvented to summarise an entire 
doctrime Dy a s1gT, 

415 年 以降 に 1 つの 絵 で 考え 全体 を 要約 する pantacle、 絵 、 文 字 が 創造 され た 。 
a whole seduence of tendencies amd revelations in a Word. 


415 年 以降 に 1 つの 言葉 で 一 連 の 意図 と 啓示 を 要約 する pantacle、 絵 、 文 字 が 創 
造 さ れ た 。 

What was the end of the aspirants to kmowledge? 

知 の 探求 者 の 目的 と は 何で あっ た の か ? 

They sought the secret of the great Work, or the philosophical stone, or 
the perpetual motion, or the quadrature of the circle, or the universal 
medicime- 

知 の 探求 者 は 大 いな る 務め の 秘密 、 賢 者 の 石 、 永 久 機関 、 円 積 問題 、 万 能 薬 を 探求 
し た 。(「 大 いな る 務め 」、「 賢 者 の 石 」、「 永 久 機関 」、「 円 積 問題 」、「 万 能楽 」 は 例え 
で ある 。) 

formulas which often saved them from persecution and hatred Dy 
Causlmg them to De taxed wth madmess, 

「 大 いな る 務め 」、「 賢 者 の 石 」、「 永 久 機関 」、「 円 積 問題 」、「 万 能 業 」 と いっ た 例え 
は 頻繁 に 、 知 の 探求 者 を 狂人 と 誤解 させ て 、 知 の 探求 者 を 大 衆 の 迫害 と 憎悪 か ら 
守ら た 。 

and all sigmifying one ofthe phases of the great maglcal secret, 

「 大 いな る 務め 」、「 賢 者 の 石 」、「 永 久 機関 」、「 円 積 問題 」、「 万 能 業 」 と いっ た 例え 
は 大 いな る 魔術 の 秘密 の 1 つの 側面 を 意味 する 。 

as We shall shew later on. 

後 で 説明 する 様 に 。 

This absence of epics contimues ll our Romance of the Rose: 

黄金 の ロバ か らら 薔薇 十字 団 ま で の 間 、 魔 術 小 説 は 見 つか ら な い 。 

but the rose-symDbol, which expresses also the mysterious amd maglcal 
sense of Dante's Doerm, 

薔薇 と いう 象徴 は ダン テ の 詩 の 神秘 的 な 魔術 的 な 意味 を 表す 。 

1s Dorrowed from the transcendernt KabDalah, 

超越 的 な カバ ラ が 薔薇 と いう 象徴 を も た らし た 。 

and it is hme that we should have recourse to this immense and 
concealed source Of umiversal philosophy. 

普遍 の 哲学 の 計り 知れ な い 隠 され た 源泉 に 戻る 時 で ある 。 

The Bible, with all its allegories, g1Ves eXDressiorn to the relig1ous 
knowledge ofthe Hebrews in orly an incomplete and Veiled manner 
聖書 、 全 て の 聖書 の 例え は へ ブラ イ 人 の 神 の 教え の 知 を 不 完全 な ヴェ ー ル に 隠さ 
れ た 方 法 で 説明 する 。 

The Dook which we haVe mentioned, the hieratic characters of which 
we shall explain suDseguently 

タロ ッ ト の 祭司 だ け の 絵 は 後 で 説明 する つも り で ある 。 

that book which Williiam Postel names the Genesis of Enoch, 

ギヨーム ボス テル は タロ ッ ト を エノク の 創世 記 と 呼ん だ 。 

certairly existed Defore Moses and the prophets, 

タロ ッ ト は 確実 に モー セ と 預言 者 より 前 か ら 存 在 し て いる 。 

whose doctrine, fundamentally identical with that of the ancient 
EgyDt1ans, 


タロ ッ ト の 考え は 古代 エジプト 人 の 考え と 基本 的 に 同じ で ある 。 

had also its exotericisIm and its Ve1ls. 

タロ ッ ト の 考え に は 大 衆 向 け の も の と ヴェ ー ル に 隠さ れ た も の が 有る 。 

When Moses spoke to the people, says the sacred book allegorically, he 
placed a Veil ovVer his face, amd he removed it when addressing Godi 
出 エ ジ プ ト 記 の 34 章 33 人 節 か ら 34 節 の 象徴 的 な 実話 で モー セ は 大 衆 と 話す 時 は 
顔 を ヴェ ー ル で 隠し 神 と 話す 時 は 顔 か ら ヴ ェ ー ル を 外し た 。 

this accounts for the alleged Biblical aDsurdities which so exercised the 
satirical DOWers Of Voltaire. 

ヴォ ル テ ー ル は 聖書 の 超常 的 な 話 を 非常 に 皮肉 っ た 。 

The books were orly written as memorials of tradition, 
聖書 は 口伝 の 記録 と し て の み 書 か れ て いる 。 

and in symDols that were uintelligible for the profane. 

聖書 の 象徴 的 な 実話 は 大 軍 に は 分 か り 難 い 。 

The Pentateuch and the poems of the prophets were, moreOVer 
elementary WOrKS, aliKe in doctrine, ethics, and 1iturgy: 

さら に 、 モ ー セ 五 書 と 預言 者 の 詩 は 神 の 教え 、 倫 理 道徳 、 祈 補 書 の 初歩 的 な 作品 で 
ある 。 

the true secret and traditional philosophy was not commnutted to Writing 
until a later Derlod, and under Veils even less transparent. 

(タル ムー ド と し て 、) 本 当 の 秘密 と 口伝 の 哲学 は 、 よ り 穫 明 な ヴェ ー ル の 下 で 、2 世 
紀 ま で 文書 に され な か っ た 。 

Thus arose a second and unknown BiDle, 

タル ムー ド は 第 2 の 未知 の 聖書 で ある 。 

or rather one which was not comprehended Dy Christians, 

と 言う より は むし ろ 、 タ ルム ー ド は キリ スト 教徒 の 大 衆 に は 理解 され な い 加 書 で ある 。 
a storehouS6, 

タル ムー ド は 宝庫 で ある 。 

so they say Of monstrous aDsurdities, 

キリ スト 教徒 の 大 衆 は タル ムー ド は 奇形 な 非 論理 的 な 話 の 宝庫 で ある と 話す 。 

fo in this case, Delievers, confounded in the same igmoranCce, SDeak the 
1anmguage 0f sceDtiCs: 

タル ムー ド に 対し て 、 キ リス ト 教 徒 の 大 衆 は 、 無 神 論者 と 同じ 無知 か ら 、 無 神 論者 と 
同じ 言い 回 し を 話す 。 

amonument, as we affirm, 

タル ムー ド は 記念 碑 で ある 、 と 断言 する 。 

which comprises all that philosophical gennus and religious gerus have 
eVer aCCOmplished or imagined in the order of the sublhme: 

タル ムー ド は 哲学 の 天才 と 宗教 の 天才 が か つて 達し た また は 想像 し た お よそ 高尚 
な も の 全て を 含ん で いる 記念 碑 で ある 。 

a treasure enCcompassed Dy thorns: 

タル ムー ド は いばら に 包囲 され た 宝 で ある 。 

a diamond concealed in a rude amd opaque stOne: 


タル ムー ド は 不 箕 明 な 原石 に 隠さ れ た ダイ アモ ンド で ある 。 

Our readers wl have already guessed that we refer to the Talmud. 
読者 は すでに タル ムー ド に つい て 話し て いる と 推測 し て いる で あろ う 。 

How strange is the desHnmy Of the ]eWs, 

の き / ライ 人 の 運命 は 不 思 議 で ある ! | 

those scaDegoats, 

へ ブラ イ 人 は 身代わり で ある ! 

ImartyTs, 

へ ブラ イ 人 は 痢 教 者 で ある ! 

and saViours Of the World, 

へ ブラ イ 人 は 世界 の 救い 主 で ある ! 

a Deople full of vitality, 

へ ブラ イ 人 は 命 に 満ち て いる 民 で ある ! 

a bold and hardy race, 

へ ブラ イ 人 は 大 胆 な 忍耐 強い 民 で ある ! 

which persecutions haVe always DreserVed intact, Decause it has not yet 
aCCOmDplished its missionl! 

使 命 を 未だ 果たし て な い の で 、 へ ブラ イ 人 は 人 迫害 され て も 常に 欠損 が 無い まま 保存 
され て いる 民 で ある ! 

Do not our apostolical traditions declare that after the dechme of faith 
among the Gentilles, salvation shall again come forth out of the house of 
Jacob, and that then the crucified jew who is adored Dy the Christians 
wll giVe the empire of the world into the hands of God his Father? 
使徒 の 口伝 で は 、 ヘ へ ブ ライ 人 以外 で 信心 が 地 に 堕ち た 後 で 、 ヤ コブ の 家 か ら 救 い が 
再臨 し 、 キ リス ト 教 徒 が 敬礼 し て いる 十字 架 に か けら れ た へ ブラ イ 人 イエ ス が 世界 と 
いう 王国 を 父 で ある 神 に 手渡 す の で は な いか ?( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 15 章 
24 節 「 イ エス は 王国 を 父 で ある 神 に 手渡 す 。」。) 

On penetratmg into the sanctuary of the KabDalah one is se1zed with 
admiration at the sight of a doctrime so logical, so simple, and, at the 
SaTmne time, so aDsolute. 

カバ ラ の 祭司 の 聖 所 を 見 通し た 者 は 論理 的 な 、 簡 潔 な 、 絶 対 な 唯一 の 考え を 見 て 
感嘆 する 。 

The essential umion of ideas and signs: 

概念 と 象徴 の 本 来 か ら の 結合 。( 概 念 と 形 の 本 来 か ら の 結合 。 

the consecration of the most fundamental realities Dy Drirmtive 
Characters: 

基本 の 文字 と 絵 に よる 最も 基礎 の 現実 の 神聖 化 。( 基 本 の 概念 と 形 に よる 最も 基礎 
の 現実 の 神聖 化 。) 

the trinity of words, letters, amd numDers: 

言葉 、 文 字 、 数 の 三位一体 。( 概 念 、 形 、 数 の 三位一体 。) 

a philosophy simple 時 the alphabet, profound andinfimite as the Wordi: 
アル ファ ベッ ト の 様 に 簡潔 な 哲学 。 神 の 言葉 の 様 に 深い 無限 の 哲学 。 

theorems more complete and 1urmimous than those of Pythagoras: 


ビ ピタ ゴラス の 定理 より 完全 な 明らか な 原理 。 

a theology which may De summed up on the fimgers: 

10 本 の 指 で 要約 で きる 神学 。(0 か ら 10 まで の 数 で 要約 で きる 神学 。) 

an infinite which can be held in the hollow of an infant's hand: 

幼子 が 手のひら で 把握 で きる 無限 。( 幼 子 が 手中 に で きる 無限 。) 

ten figures and twenty-two letters, a triangle, a sduare, and a Circle: 

0 か ら 9 まで の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 円 。 

these are the entire elements of the KabDalah. 

0 か ら 9 まで の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 円 が カバ ラ の 全 要 
素 で ある 。 

These are the component principles of the written Word!, 

0 か ら 9 まで の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 円 が 書か れ た 神 の 
言葉 の 構成 原理 で ある ! 

reflection of that spoken Word which created the world! 

0 か ら 9 まで の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 円 が 世界 を 創造 し 
た 話さ れ た 神 の 言葉 の 反映 で ある ! 

All truly dogmatic religions haVe issued from the Kabbalah and return 
therein: 

全て の 本 物 の 論理 的 な 神 の 教え は カバ ラ か ら 来 て カバ ラ へ 行く 。 全 て の 本 物 の 論 
理 的 な 神 の 教え は カバ ラ か ら 出 で カバ ラ へ 戻る 。 

whatsoeVer is grand or sclentfic in the religious dreams of all the 
illummated, jacob Boehme, SwedenDorg, Saimt Martr, &C., 1S Dorrowed 
fromm the KabDbalah: 

カバ ラ が 全て の 光 に 照ら され た 者 、 ヤ コブ ベー メ 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ 、 ル イ クロ ー 
ドド サン マル タン な どの 宗教 的 な 夢 の 大 いな る も の や 自然 科学 的 な も の を も た ら 
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all masomic assoclations Oowe to it their secrets and their symDols. 

カバ ラ が 全て の メー ソン の 秘密 と 象徴 を も た らし た 。 

The Kabbalah alone consecrates the alhance of umiversal reason and 
the divine Wordi 

カバ ラ だ けが 普遍 の 理性 と 神 の 言葉 の 結合 を 神聖 化す る 。 

it estaDlishes, Dy the counterpoise Of two forces apparently ODposed, the 
eternal Dalance of Deing: 

カバ ラ は 、 正 反対 に 見 える 2 つの 力 の つり 合い に よる 、 存 在 の 永遠 の つり 合い を 確 
証する 。 

it only reconciles reason with faith, power with HiDerty sclence wrth 
Imysteryi: 

カバ ラ だ けが 理性 と 信心 、 力 と 自由 、 学 問 と 神秘 を 一 致 さ せる 。 

it has the keys of the present, Dast, and future! 

カバ ラ は 過去 、 現 在 、 未 来 の 鍵 を 保有 し て いる ! 

To Decome initiated into the KabDalah, 

カバ ラ に 人 入門 する に は 、 


it is insufficient to read and to meditate upon the writmgs of ReuchHm, 
Galatimus, Kircher or Picus de Mirandola: 

ロイ ヒ リ ン 、 ガ ラテ ィーノ 、 キ ル ヒ ャ ー、 ピ コ デラ ミラ ンド ラ の 文書 を 読み 深く 考え る だ 
け で は 不 十分 で ある 。 

lt is necessary to study and to understand the HeDbrew writers in the 
collection of Pistorius, the Septer ]etzirah aDoVe a 直 : 

ピス トリ ウス が 集め た へ ブラ イ 人 の 文書 、 特 に 「 形 成 の 書 」 を 研究 し 理解 する 必要 が 
有る 。 

1t is necessary also to master the great Dook Zohar 

大 いな る 「 光 輝 の 書 」 に 熟達 する 必要 が 有る 。 

read attentiVely in the collection of 1684, entitled Kabbala Denudata, the 
treatise of KabDbalistic Pneumatics, and that of the Revolution of Souls: 
1684 年 に 集め られ た 「 裸 の カバ ラ 」、「 カ バラ の 気 の 力 学 」、「 魂 の 変革 」 を 入念 に 
読む 必要 が 有る 。 

and afterwards to enter Doldly into the luminous darkness of the whole 
dogmatic and allegorical Dody of the Talmud. 

タル ムー ド の 論理 的 な 象徴 的 な 全体 の 光 の 闇 へ 大 胆 に 入門 する 必要 が 有る 。 
Then we shall De in a position to understand Wiliam Postel, 

そう すれ ば 、 ギ ヨー ム ポス テル を 理解 で きる で あろ う 。 

and can adnmit secretly that apart from his Very Dremature and 0OVer- 
generous dreams aDout the emancipation of women, this celeDrated!, 
learnedl illummated man could not have Deen so mad as is pretended 
by those who haVe not read hium. 

早 過 ぎる 寛大 過ぎ る 女性 解放 の 夢 起 は 別 と し て 、 高 名 な 学 が 有る 光 に 照ら され た 
者 で ある ギヨーム ポス テル は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 理解 し て な い 大 衆 が 主張 し て い 
る 様 な 狂人 で は な いと 、 ひ そ か に 認め られ る で あろ う 。 

We have sketched rapidly the history of occult philosophyi: 

隠さ れ た 哲学 の 歴史 の 概要 を 話し た 。 

we have indicated its sources and analysed in a few Words its principal 
DooKS. 

隠さ れ た 哲学 の 源泉 を 表し た 。 隠 され た 哲学 の 主 な 文書 を 言葉 少な に 分 析 し た 。 
This work refers only to the science, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 知 に つい て 話す 。 

but magic, Or rather maglcal DOWer 1S ComDosed of two things, a 
Sclence and a force: 

し か し 、 魔 術 、 と 言う より は むし ろ 、 魔 術 の 力 は 知 と 力 の 2 つの も の か ら 成 る 。( 魔 術 
は 知 と 力 で ある 。 魔 術 の 力 は 知 と 力 で ある 。) 

without the force the science is nothing, or rather it is a danger 

力 が 無い 知 は 存在 し な い 、 と 言う より は むし ろ 、 力 が 無い 知 は 危険 で ある 。( 力 が 無 
い 知 は 存在 し な い 。 知 識 は 有る が 心 の 力 が 無い 者 は 危険 に さら され る 。) 

To g1Ve knowledge to power alone, such is the supreme law of 
InltiatiOnS. 


知 を 心 の 力 が 有る 者 だ け に 与え る 。 知 を 心 の 力 が 有る 者 だ け に 与え る 事 が 入門 の 
無 上 の 法 で ある 。 

Hence did the Great Revealer say: "The kimgdom of heaven suffereth 
Vlolence, and the violent only shall carry it away." 

マタ イ に よる 福音 11 草 12 節 で 大 いな る 啓示 者 イエ ス は 「 天 の 王国 は 激しい 力 を 受 
容 する 。 激 し い 力 だ けが 天 の 王 国 を 勝ち 取る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

The door of truth is closed 1ike the sanctuary of a Virgin: 

処女 の 聖 所 の 様 に 真理 の 門 は 閉ざさ れ て いる 。 

he must De a man who would enter 

入門 する に は 男らしい 者 で ある 必要 が 有る 。 

All miracles are Dromised to faith, 

確信 に は 全て の 奇跡 が 約束 され て いる 。( マ タイ に よる 福音 17 章 20 節 「 確 信 が 有 
れ ば 、 不 可能 は 無い 。」。) 

and what is faith except the audacity of a wil which does not hesitate in 
the darkmess, Dut adVances towards the light in spite of all ordeals, and 
Surmountimg all oDstacles? 

全て の 試練 に も か か わら ず 、 全 て の 障害 を 乗り 越え る 、 導 の 中 で た め ら わな いで 光 
へ 前 進 す る 、 意 思 の 大 胆 さ 無 くし て 確信 と は 何で あろ うか ? 

It is unnecessary to repeat here the history of anclent imitiations: 

古代 の 入門 の 歴史 に つい て くり 返し 話す 必要 は 無い だ ろう 。 

the more dangerous and terrible they were, the greater was ther 
efficacyi 

入門 が より 危険 で 恐ろし い ほ ど 、 入 門 の 効果 は より 大 きか っ た 。 

Hence, In those days, the world had men to govern and instruct 1t. 
古代 に は 世界 に は 入門 を 司 り 教え る 者 が 存在 し た 。 

The sacerdotal art and the royal art consisted aDove all in ordeals of 
COurage, Ohscretor, and wl. 

祭司 の わざ 、 王 者 の わざ は 特に 大 胆 さ 、 慎 重 さ 、 意 思 の 試練 に 存在 する 。 

It was a novitiate simlar to that of those priests who, under the name of 
Jesuuts, are sO umDpopular at the present day, Dut would goVern the 
world, notwithstanding, had they a truly wise and intelhgent chief. 
古代 の 修行 者 と イエ ズ ス 会 の 修行 者 は 似 て いた 。 現 在 イ エズ ス 会 は 人 気 が 無 い 。 仮 
に 現在 も 本 物 の 知 と 理解 が 有る 総長 が いれ ば イエ ズ ス 会 は 世界 を 支配 し て いる で 
あろ う 。 

After passinmg Our life in the search after the aDsolute in religion, 
SclenCe, amd ]Ust1Ce: 

神 の 教え 、 学 問 、 正 義 に お ける 絶対 を 探求 し て 生涯 を 過ごし た 後に 、( 神 の 教え 、 哲 
学 、 正 義 に お ける 絶対 を 探求 し た 後に 、) 

after turming in the circle of Faust, 

ファ ウス ト の 輪 を 巡っ た 後に 、 

we have reached the primal doctrime and the frst Dook of humamity. 
無 上 の 神 の 教え 、 思 いや り の 無 上 の 書 、 人 性 の 無 上 の 書 、 福 音 書 に 至っ た 。 
There We DaUS6, 


福音 書 で 安息 し た 。 

there we have discovered the secret of human ommipotence and 
indefimite DrOgTeSS, 

福音 書 で 人 の 全能 性 と 無限 の 進歩 の 秘密 を 見 つけ た 。 

the key of all symDolisms, 

福音 書 で 全て の 例え の 鍵 を 見 つけ た 。 

the first and fimal doctrine, 

福音 書 で 最初 で 最後 の 考え を 見 つけ た 。( 福 音 書 で 最初 か ら 最後 まで の 普遍 の 考 
え を 見 つけ た 。 福 音 書 で 最初 で 最後 の 唯一 の 考え を 見 つけ た 。 福 音 書 で 絶対 の 考 
え を 見 つけ た 。) 

and we haVe come to understand what was meart Dy that expression so 
often made use ofimn the Gospel- the Kingdom of God!. 

「 神 の 王国 」 と 言う 福音 書 で 頻繁 に 用 いら れる 表現 が 意味 する も の を 理解 し た 。 

To provide a fixed Dont as a fulcrum for human activity is to solVe the 
problem of Archimedes Dy realising the application of his famous lever 
人 の 自発 性 へ の 支点 と し て 定点 を 与え る 事 は 、 ア ルキ メデ ス の 有名 な て この 応用 を 
実現 する 事 に よっ て 、 ア ルキ メデ ス の 問題 を 解く 事 (、 世 界 を 動か す 事 ) で ある 。 

This it is which was accomplished Dy the great imitiators who haVe 
electrified the world, and they could not have done so exceDt Dy means 
ofthe great and incommunicaDle secret. 

人 の 自発 性 へ の 支点 と し て 定点 を 与え る 事 、 世 界 を 動か す 事 は 、 世 界 に 魔術 的 な 
電気 を 流し た 大 いな る 祖 た ち が 、 大 いな る 大 衆 に は 話す 事 が で き な い 秘密 に よっ て 、 
成就 し た 事 で ある 。 

HoweVver as a guarantee of its renewed youth, the symDbolical phoemlx 
neVer reaDDeared Defore the eyes of the world without having solemnly 
consumed the remains and evidences of his Drevious ]ife. 

し か し 、 若 返る た め に 例え 話 で フェ ニッ クス は 前 世 の 跡 を 茂 し く 焼 き 尽 くし て か ら 俗 
世 の 大 衆 の 目 の 前 に 再び 現れ る 。 

It is thus that Moses caused all those to perish in the desert who could 
have kmown Egypt and her mysteries: 

大 衆 の 間 で 宗教 を 若返ら せる た め に 、 大 衆 に と っ て は 古い 宗教 を 焼き 尽く す た め に 、 
モー セ は エジプト と エジプト の 神秘 を 知っ て いた 者 を 全て 荒野 で 死な せ た 。 

thus, at Ephesus, St Paul Durnt all Dooks which treated of the occult 
SClenCeS: 

大 衆 の 間 で 宗教 を 若返ら せる た め に 、 大 衆 に と っ て は 古い 宗教 を 焼き 尽く す た め に 、 
使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 隠さ れ た 学問 の 本 を 全て 
焼き 尽く す の を 止め な か っ た 。 

thus, fimally, the French Revolution, daughter of the great johanmute 
Orient and the ashes of the Templars, spoliated the churches and 
blasphemed the allegories of the divine cultus. 

大 衆 の 間 で 宗教 を 若返ら せる た め に 、 大 衆 に と っ て は 古い 宗教 を 焼き 尽く す た め に 、 
巨大 な 東 の ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 娘 で あり 神殿 騎士 団 の 灰 で ある フラ ンス 革命 
で 、 大 衆 は 教会 か ら 略 奪 し 神聖 な 儀式 の 象徴 を 冒 潮 し た 。 


But all doctrimnes and all revivals Droscr1De magic, amd condemn its 
mysteries to the flames and to oDlivion. 
全て の 大 衆 の 宗教 、 全 て の 大 衆 の 間 で の 復活 は 、 魔 術 を 迫害 し 、 魔 術 の 神秘 を 火 で 
焼き 尽く そう と し 、 魔 術 の 神秘 を 忘れ 去ら せよ うと する 。 
The reasor is that each cultus or phllosophy which comes into the 
World is a Bemjarmn of humamity which IiVes by the death of its mother: 
母 の 死に よっ て 生ま れ た ベニ ヤミ ン の 様 に 、 大 衆 の 宗教 、 大 衆 の 哲学 は 、 母 で ある 
魔術 の 大 衆 の 間 で の 死に よっ て 俗 世に 生ま れる 。 
1t is Decause the symDolhcal serpent seems ever devour1ng 1ts Own ta 
上 記 の 理由 か ら 、 象 徴 的 な 蛇 、 ウ ロボ ロス は 自身 の 尾 を 常に 飲み 込 も うと する 様 に 
見 える 。 
it is Decause, as essential condition of existence, 
上 記 の 理由 か ら 、 存 在 す る た め の 必 須 条 件 と し て 、 
a VO1d 1s necessary tO eVery Dlenitude, 
空間 が 全て の 充満 に は 必要 で ある 。 
SDace for every dirmenslon, 
空間 が 全て の 次 元 に は 必要 で ある 。 
an affirmation for each negatioru 

定 が 否定 に は 必要 で ある 。 
了 is the eternal realisation of the phoenix allegory. 
上 記 は フェ ニッ クス の 例え 話 の 永遠 の 実現 で ある 。 
Two illustrious scholars have already preceded me alongthe path Tam 
travelhmg, Dut they have, so to speaKk, spent the darkmight theren. 1 
refer to Volmey and Dupuis, 
2 人 の 有名 な 学者 ヴォ オル ネイ と デュ ピュ イ は エリ ファ ス レヴ ィ が 巡っ た 経路 を エリ ファ 
ス レヴ ィ よ り 先 に すでに 巡っ た 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 様 に ヴォ ルネ イ と デュ ピュ イ は 象 
徴 を 研究 し た 。) し か し 、 言 わ ちば 、 ヴ ォ ル ネイ と デュ ピュ イ は 闇夜 の 中 で 時 間 を 無駄 に 
費やし た 。 
to Dupuis aboVve all whose immense erudition has Droduced only a 
negatiVe WOrK, 
特に デュ ピュ イ は 、 計 り 知 れ な い 博 識 に も か か わら ず 、 役 に 立た な い 作 品 を も た らし 
た だ け に 終わ っ た 。 
for in the origin of all religions he has seen nothing Dut astronomy, 
デュ ピュ イ は 全て の 宗教 の 源 に 天文 学 し か 見 な か っ た 。 
takimg thus the symDolic 0 for doctrine 
デュ ピュ イ は 象徴 的 な 周期 を 理論 と 誤解 し た 。 
and the calendar for legend. 
デュ ピュ イ は 暦 を 伝説 と 誤解 し た 。 
He was deficient in one Dranch of knmowledge, that of true magic, which 
comprises the secrets of the KabDalah. 
デュ ピュ イ に は 知 、 本 物 の 魔術 の 知 、 カ バラ の 秘密 を 理解 する 知 が 不足 し て いた 。 
Dupuuts Dassed through the antidue sanctuaries hke the prophet Ezekiel 
oOVer the plam strewn wrth Dones, 


デュ ピュ イ は 、 エ ゼ キ エル 書 37 章 の 骨 が 散っ て いる 平野 の 様 な 、 古 代 の 祭司 の 聖 
所 を 通り 過ぎ て し まっ た 。 

and only understood death, 

デュ ピュ イ は 死 だ け を 理解 し た 。 

for want of that word which collects the virtue of the four winds, and 
can make a vimg people of all the Vast ossuary, Dy crying to the ancient 
symDols: "Arise! Take up anew form and walk!" 

デュ ピュ イ に は 、「 起 き な さ い ! 新 し い 形 を と っ て 、 歩 き な さ い !」 と 古代 の 象徴 に 叫ぶ 
事 に よっ て 、 エ ゼ キ エル 書 37 章 9 節 の 四方 の 風 の 力 を 集め る 言葉 、( 十 字 に 四方 の 
風 の 力 を 集め る 言葉 、) エ ゼ キ エル 書 37 章 の 様 に 骨 か ら 生 き て いる 民 を 創造 する 事 
が で きる 言葉 が 不足 し て いた 。( マ タイ に よる 福音 9 章 5 節 「 起 き な さ い 。 歩 き な さ 

い 。」。) 

Hence the hour has come when We must haVe the Doldness to attempt 
what no one has dared to perform DreViously. 

か つて 誰 も 試み な か っ た 事 を 大 胆 に 試み る 時 が 来 た 。 

Like juhan, 

ユリ アヌ ス 帝 の 様 に 、 

We Would reDbuild the temple, 

神殿 を 建て 直 そ う 。 

andin so doing we do not Delheve that we shall De Delying a wisdom 
that We adore, 

神殿 を 建て 直す 事 は 敬礼 する 知 を 裏切る 事 に は 成ら な いと 確信 し て いる 。( コ リン ト 
人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キ リス ト は 神 の 知 。」。) 


which also Tulhian would himself have been worthy to adore, had the 
ranCOorous and fanatcal doctors of his Deriod Dermmtted him to 
understand it. 


For us the temple has two pillars, 

魔術 師 の 神殿 に は 2 つの 柱 が 存在 する 。( キ リス ト 教 と 哲学 は 魔術 の 両輪 で ある 。 神 
の 教え と 哲学 は 魔術 の 両輪 で ある 。) 

on one of which Christiamity has inscriDed its name. 

魔術 師 の 神殿 の 2 つの 柱 の 片方 に は キリ スト 教 と 記さ れ て いる 。( キ リス ト 教 と 哲学 
は 魔術 の 両輪 で ある 。 神 の 教え と 哲学 は 魔術 の 両輪 で ある 。) 

We havVe, therefore, no wish to attack Christianity: 

本 物 の 魔術 師 は キリ スト 教 を 攻撃 する 気 が 無 い 。 


far from it, 
反対 に 、 
We seek to explain and accomplish it. 
本 物 の 魔術 師 は キリ スト 教 を 説明 し キリ スト 教 の 務め を 果たす 。 
Intelhgence and will have alternately exercised their Dower in the 
world: 
知 と 意思 は 交互 に 世界 で 力 を 発揮 し て きた 。 
religion and philosophy are stll at war in our oOwn dayS, 
神 の 教え と 哲学 は 現在 も 未だ に 戦っ て いる 。 
but they must end Dy agreeing. 
し か し 、 神 の 教え と 哲学 は 一 致す る 必要 が 有る 。 
The provisional oDject of Christianity was to estaDlish, Dy obedience and 
faith, a supernatural or religious eduality among men, 
キリ スト 教 の 一 時 的 な 目標 は 、 従 順 と 信心 に よっ て 、 超 自然 的 な 宗教 的 な 平等 を 
人 々 の 間 に 確 立 す る 事 で ある 。 
and to immohbilise intelligence Dy faith, so as to provide a fulcrumm for 
VITtue 

キリ スト 教 の 一 時 的 な 目標 は 、 徳 に 支点 を 与え る た め に 、 信 心 に よっ て 知 を 固定 す 
る 事 で ある 。 
which came for the destructon of the aristocracy Of science, Or rather 
to replace that aristocracy already destroyed. 
キリ スト 教 の 一 時 的 な 目標 は 、 知 の 貴族 を 破壊 する と 言う より は むし ろ 、 知 の 貴族 を 
復活 させ る 。 知 の 貴族 は すでに 倒さ れ て いる 。 
Philosophy on the contrary has 1aDoured to Dring Dack men Dy Hberty 
and reason to natural ineduality, 
正反対 に 、 哲 学 の 一 時 的 な 目標 は 、 自 由 と 理性 に よっ て 、 自 然 な 不平 等 を 人 々 に も 
た ら す 事 で ある 。 
and to suDstitute astuteness for Virtue Dy Inauguratmg the reign of 
Industry 
哲学 の 一 時 的 な 目標 は 、 勤 勉 の 支配 の 開始 に よっ て 、 徳 の 代わ り に 機知 を 用 いさ せ 
る 事 で ある 。 
Neither of the two operations has DroVed cormplete and adeduate, 
哲学 無し の キリ スト 教 は 不 完全 で 不 十分 で あっ た 。 キ リス ト 教 無し の 哲学 は 不 完全 
で 秦 二分 で あっ た 。 
neither has brought men to perfection and felicity, 
哲学 無し の キリ スト 教 は 完成 と 幸福 を 人 に 与え られ な か っ た 。 キ リス ト 教 無し の 哲学 
は 完成 と 幸福 を 人 に 与え られ な か っ た 。 
What is now dreamedl 
現在 、 夢 み ら れ て いる 事 は 、 
almost without daring to hope for 1t, 
ほとん ど 大 胆 に 望む まで も 無く 、 
is an alhance Detweenr these two forces so 1ong regarded as contrary, 


非常 に 長い 間 、 正 反対 と 考え られ て きた キリ スト 教 と 哲学 と いう 2 つの 力 の 結合 
ある 。 
and there is good ground for desirimg their umion, 
キリ スト 教 と 哲学 の 結合 を 望む 良い 根拠 が 存在 する 。 
for these two great Dowers of the human soul are no more ODDosed to 
one another than the sex ofman is opposed to that of womari: 
な ぜ な ら 、 男 性 と 女性 の 様 に 、 キ リス ト 教 と 哲学 と いう 人 の 魂 の 2 つの 大 いな る 力 は 
相反 し な い 。( 男 性 と 女性 は 相反 し な い 。 キ リス ト 教 と 哲学 は 相反 し な い 。 神 の 教え と 
哲学 は 相反 し な い 。) 
undoubtedly they differ Dut their apparently contrary disDositions 
Come orly from their aptitude to meet and umite. 
キリ スト 教 と 哲学 は 結合 する た め に 正反対 に 見 える 違い が 存在 する 。( 神 の 教え と 哲 
学 は 結合 する た め に 正反対 に 見 える 違い が 存在 する 。 男 性 と 女性 は 結合 する た め 
に 正反対 に 見 える 違い が 存在 する 。) 
"There is no less proposed, therefore, than an urversal solution of al 


DroDlems?" 

「 全 て の 問題 の 普遍 の 解決 が 示さ れる の か ?」。 
No douDt, 

疑い な く 。 イ エス 。 


smce We are Concerned wrth explaiming the phllosophical stone, 
perpetual motion, the secret of the great work and of the umiversal 
medicinme. 

な ぜ な ら 、 賢 者 の 石 、 永 久 機関 、 大 いな る 務め の 秘密 、 万 能 薬 の 秘密 を 説明 する か 
ら で あ る 。 

We shall De accused of insanity, hkKe the divine Paracelsus, 

神 の 様 な パラ ケル スス の 様 に 、 魔 術 師 は 狂っ て いる と 非難 され る で あろ う 。 

or of charlatamism, 1ke the great and umfortunate AgriDDa. 

大 いな る 不運 な コル ネリ ウス アグ リッ パ の 様 に 、 魔 術 師 は 詐欺 師 と 非難 され る で あ 
ろう 。 

If the pyre of UrDan Grandier De extimguished, the sullen Droscriptions 
of silence and of calurmny reman. 

ユル バン グラ ン デ ィ エ の 火 刑 の まき の 火 が 消さ れ て も 、 黙 殺 や 中 傷 と いう 陰湿 な 人 迫 
害 は 残さ れる で あろ う 。 

We do not DraVe Dut are reslgned 0 them. 

魔術 師 は 、 迫 害 に 大 胆 に 立ち 向かわ ず 、 迫 害 を あき ら め て 甘受 する 。 

We have not sought ourselVes the puDlication of this Dook, 

本 書 の 公開 を 自分 の 意思 だ け で 求め た わけ で は な い 。 

and we Delieve that if the tme De come to produce spDeech, it wll De 
Droduced Dy us or Dy others. 

言葉 が も た ら さ れる 時 が 来れ ば 、 言 葉 は 自分 の 手 ま た は 他人 の 手 に よっ て も た ら さ 
れる と 、 魔 術 師 は 信じ て いる 。 

We shall therefore remain calm and Wait. 

魔術 師 は 言葉 が も た ら さ れる の を 静か に 待つ つも り で ある 。 


Our work has two Darts: 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 2 部 に 分 か れ て いる 。 

in the one we establish the Kabbalistic and magical doctrime im 1ts 
entirety: 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は カバ ラ の 考え 、 魔 術 の 考え の 全て を 確証 する 。 

the other is consecrated to the cultus, that 1s, to ceremonlal mag1c. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 は 儀式 、 儀 式 の 魔術 を 清め る 。 

The one is that which the ancient sages termed the clavicle, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 古代 の 賢 者 が ソロ モン の 小 鍵 と 呼ん だ も の で ある 。 
the other that which rural people stll call the grimoire. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 は いな か の 大 衆 が グリ モワ ー ル 、 魔 術 書 と 呼ん で いる も の で あ 
る 。 

The numDers and subjects of the chapters, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 に は 数 と テー マ が 存在 する 。 
which correspond in Doth Darts, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 は 1 対 1 対応 し て いる 。 

are in n0o sense arDitrarY, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の 数 と テー マ は 気まぐれ で は な 
い 。 

and are all indicated in the great uiVersal key, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の 数 と テー マ は 全て 大 いな る 普 
遍 の 鍵 タ ロッ ト に 示さ れ て いる も の で ある 。 タ ロッ ト は 大 いな る 普遍 の 鍵 で ある 。 

of which We give for the first tme a complete and adeduate 
exDlanatlon. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 初め て タロ ッ ト の 完全 な 十分 な 説明 を 与え る 。 

Let this worknow go its way where it wlls, and Decome what 
Providence determines: 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 、 神 の 意思 に 従い 、 意 思 を 持ち お も むく べき 所 に お も むく 。 
it is fimished!, 

ヨハ ネ に よる 福音 19 章 30 節 「 終 えた 。」。 

and We believe it to De enduring, Decause it is strong, hke all that is 
reasonaDle and conscientious. 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 永久 的 で ある と 信じ て いる 。 な ぜ な ら 、 論 理 的 な 良心 的 
な 全て の も の の 様 に 、 本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 に は 力 が 有る か ら で あ る 。 
ELIPHAS LEVI. 

エリ ファ ス レヴ ィ 。 


THE CANDIDATIE 
修行 者 
DISCIPLINA 

修行 


WHEN a philosopher adopted as the Dasis for a neW apocalypse of 
human wisdom the axiom: "1 think, therefore 1 am," in a measure he 
unconsclously altered, from the standpoint of Christian reVelation, the 
old conception of the Supreme Beimg. 

哲学 者 デカ ルト が 人 の 知 の 新しい 啓示 の た め の 基 礎 と し て 「 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 
私 は 存在 する 。」 と いう 原理 を 選ん だ 時 に 、 キ リス ト 教 の 啓示 の 立場 か ら 、 多 か れ 少 
な か れ 、 哲 学者 デカ ルト は 知ら な いで 無 上 の 存在 、 神 の 古い 概念 を 変え た 。 

1 am that I am, said the Beimg of Deimgs of Moses. 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN の N nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 存在 の 中 の 存在 、 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 ヘ へ ブライ 語 で 
nnKN、AHIH、 エ ヘイ エ は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 
記 3 章 14 節 で 存在 の 中 の 存在 、 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 
神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存 
在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で ある 。」、「 私 は 幻 で は な い 存在 で ある 。」 と モー セ に 
名 乗っ た 。 

1 am he who thinks, says the man of Descartes, 

哲学 者 デカ ルト の 人 は 「 私 は 思考 する 様 に 存在 する 者 で ある 。」 と 話す 。 

and to thimk Demg to speak inwardly, 

思考 する 事 は 心 の 中 で 話す 事 で ある 。 思 考 は 心 の 中 の 言葉 で ある 。 

this man may affirm Hke the God of St john the Evangelist: 1 am he jn 
whom and Dy whom the word mamifests- 

神 の 様 に 哲学 者 デカ ルト の 人 は 「 私 は 私 の 中 で 私 に よっ て 存在 する 者 で ある 。」 と 話 
す 。 ヨ ハネ に よる 福音 1 草 1 節 「 神 の 言葉 は 神 で ある 。」。 ヨ ハネ に よる 福音 1 章 1 
節 の 神 の 様 に 哲学 者 デカ ルト の 人 は 「 私 は 言葉 が 表す 所 の 者 で ある 。」 と 話す 。 

In primcipio erat VerDum.( = In the Deginmmg was the Word.) 

ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 。」。 

Now, what is a Drimclple? 

最初 と は 何 か ? 原 理 と は 何 か ? 


It is a groundwork of speech, 

原理 と は 話す 基礎 で ある 。 原 理 と は 言葉 の 基礎 で ある 。 

it is a reason for the existence ofthe wordl. 

原理 と は 言葉 が 存在 する た め の 論 理 で ある 。 

The essence of the word is in the primciple: 

言葉 の 存在 は 原理 の 中 に 存在 する 。 

the principle is that which is: 

原理 と は 存在 する も の で ある 。 

Intelligence is a Drinc1ple which sDeaks. 

知 と は 話す 原理 で ある 。 

What, further is intellectual light? 

知 の 光 と は 何 か ? 

It is Speech. 

知 の 光 と は 話す 事 で ある 。 知 の 光 と は 言葉 で ある 。 

What is revelatton? 

啓蒙 と は 何 か ? 啓 示 と は 何 か ? 

It is also spDeech: 

啓蒙 と は 話す 事 で ある 。 啓 蒙 と は 言葉 で ある 。 啓 示 と は 話す 事 で ある 。 啓 示 と は 言葉 
で ある 。 

Deing is the primclple, 

存在 する も の が 原理 で ある 。 

SDeech is the means, 

話す 事 は 手段 で ある 。 言葉 は 手段 で ある 。 

and the plenitude or development and perfection of Deing is the end. 
存在 の 充実 や 開発 と 完成 が 目的 で ある 。 

To speak is to create. 

話す 事 は 創造 する 事 で ある 。 

But to say: "1 thmk, therefore I exist," is to argue fromm conseduenCce to 
Drlnciple, 

し か し 、「 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 。」 は 結果 か ら 原 因 を 示し て いる 。 
and certain contradictions which have Deen adduced Dy a great writer 
Lamennais, have aDundantly Droved the philosophical imperfection of 
this method. 

大 いな る 著者 ラム ネー は 「 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 。」 が 結果 か ら 原 因 
を 示し て いる 確実 な 矛盾 を 示し た 。 結 果 か ら 原 因 を 示し て いる 確実 な 矛盾 は 「 私 は 
思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 。」 と いう 方 法 の 哲学 的 な 欠陥 を 十分 に 証明 し て い 
る 。 

1 am, therefore somethimg eX1StS- 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か が 存在 する 。」。 

would appear tO us a more Dr1rmitiVe and simple foundation for 
exDperumental philosophYy 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か が 存在 する 。」 は 経験 的 な 哲学 の た め の 、 よ り 基 本 
的 な 簡 沙 な 基礎 に 思わ れる 。 


1 AM, THEREFORE BEING EXISTS. 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 存 在 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 存 在 、 神 が 存 
在 する 。」。 

Ego suTm gu1 SUTm( = T am that 1 am)- 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN 1 の N nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 へ ブラ イ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ 
エ は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 
に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 

る 。」、「 私 は 幻 で は な い 存在 で ある 。」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

such is the first revelation of God in man 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」 は 人 の 中 の 神 の 無 上 
の 啓示 で ある 。 

and of man in the world!, 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」 は 世界 の 中 の 人 の 無 
上 の 啓示 で ある 。 

while it is also the first axiom of occult phlosophyi 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」 は 隠さ れ た 哲学 の 無 
上 の 原理 で ある 。 
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出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN の N nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 へ ブラ イ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ 
エ は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 
に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 

る 。」、「 私 は 幻 で は な い 存在 で ある 。」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

Being is beng. 

「 存 在 は 存在 で ある 。」。「 存 在 は 存在 する 。」。「 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」。「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」。「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」。「 神 は 存在 する 。」。 

Hence this philosophy having that which is for its primciple, 1s in no 
sense hypothesls or gUeSSWOrK. 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」 を 原理 と する 隠さ れ た 
哲学 に は 仮定 や 根拠 の 無い 推測 が 無い 。 

Mercurius ]Tismegistus begins his admirable symbol, known under the 
name Of the Emerald Table, Dy this three-fold affirmation: 

メル クリ ウス トリ ス メ ギ スト ス の エメ ラル ド 板 の 最初 は 三重 の 断言 で ある 。( ト リス メ 
ギ ス トス は 「 三 重 に 大 いな る 」 を 意味 する 。) 

It is true, it is certain without error 1t is of all truth. 

「 下 記 は 事実 で ある 。 下記 は 誤り が 無く 確実 で ある 。 下記 は 真理 の 中 の 真理 で あ 
る 。」。 

Thus, in physics, the true confirmed Dy exDperience: 


物理 学 で 、 経 験 に よっ て 確認 され た 事実 。 自 然 科 学 で 、 経 験 に よっ て 確認 され た 事 
実 。 

in philosophy certtude Durged from any alloy of error: 

哲学 で 、 誤 り の 全て の 不純 物 を 取り 除い た 確実 性 。 

in the domain ofreligion or the infimite, aDsolute truth indicated Dy 
analogy: 

宗教 や 無限 、 神 の 領域 で 、 類 推 に よっ て 示さ れ た 絶対 の 真理 。 神 の 教え で 、 類 推 に 
よっ て 示さ れ た 絶対 の 真理 。 

such are the first necessities of true sclenCe, 

自然 科学 の 事実 、 哲 学 の 確実 、 神 の 教え の 真理 が 本 物 の 学問 に は 最初 に 必要 で あ 
る 。 

and maglc Only can impart these to its adeDts. 

魔術 だ けが 自然 科学 の 事実 、 哲 学 の 確実 、 神 の 教え の 真理 を 達 道 者 に 与え られ る 。 
But you, Defore all thimgs, who are you, thus taking this work in your 
hands and proposing to read it? 

し か し 、 最 初 に 、 本 書 を 手 に と り 読 むつ も り で ある 、 あ な た は 何者 か ? 

On the pediment of a temple consecrated Dy antiquity to the God of 
Light was an inscripton of two words: "Kmow thyself." 

古代 ギリ シャ 人 が 光 の 神 ア ポロ ン に ささ げた デル ボ イ 神 殿 の 入り 口 に は 「 あ な た 自 
身 を 知れ 。」 と 記さ れ て いた 。 

1 impress the same counsel on every mant when he seeks to approach 
SClenCe. 

本 物 の 学問 に 近づこ うと 試み る 全て の 人 に 自身 を 知る 様 に すす め る 。 

Magic, which the mmen of old denomimated the sanctum regmum( = the 
holy kingdomy), the holy kingdom or kingdomm of God, regmum Dei( = 
kingdom of God), exists only for kings amd for DriestS. 

魔術 、 古 代 人 が 「 神 の 王国 」 と 呼ん で いた も の は 王者 と 祭司 の た め だ け に 存在 する 。 
ATe VOU Dr1eStS? 

あな た は 祭司 か ? 

Are YOU Kimgs? 

あな た は 王者 か ? 

The priesthood of magic is not a Vulgar priesthoodl 

魔術 の 祭司 は 大 衆 の 聖職 者 で は な い 。( 祭 司 は 金銭 を か せ ぐ た め の 職 業 で は な 

い 。) 

and its royalty enters not into competetion wrth the princes Of this 
world. 

魔術 の 王者 は 俗 世 の 権 力 者 と 競合 し な い 。 

The monarchs of science are the priests of truth, 

本 物 の 学問 の 王者 は 真理 の 祭司 で ある 。 

and their soVereignty 1s hidden from the multtude ke their Drayers 
and sacrifices. 

本 物 の 王者 の 力 は 大 衆 に は 隠さ れ て いる 。 本 物 の 祭司 の 祈り と 犠牲 が 大 衆 に は 隠 
され て いる 様 に 。 


The kings of science are men who know the truth and the truth has 
made free, according to the specific promise given by the most mighty 
of the imitiators. 

ヨハ ネ に よる 福音 8 章 32 節 で 祖 の 中 で 最も 力 が 大 き な 者 イエ ス が 「 あ な た が 真理 
を 知れ ば 、 真 理 は あな た を 自由 に する 。」 と 明確 に 約束 し て いる 様 に 、 本 物 の 学問 の 
王者 は 真理 を 知り 真理 が 自由 に し た 者 で ある 。 

The man who is enslaved Dy his passions or worldly prejudices can in 
no wlse De imitatedi: 

肉欲 の 奴隷 で ある 大 衆 、 俗 世 の 先 入 観 の 奴隷 で ある 大 衆 は 秘伝 伝授 者 に は 成 れ 
な い 。 

he must alter or he will neVer attaru 

大 衆 は 変わ る 必要 が 有る 。 さ も な けれ ば 、 大 衆 は 到達 で き な い 。 

hence he cannot De an adept, 

大 衆 は 達 道 者 に は な れ な い 。 

for the word signifies a Derson who has attaimed Dy wl and by Work. 
達 道 者 と いう 言葉 は 意思 と 行動 に よっ て 真理 に 到達 し た 者 を 意味 する 。 

The man who loVes his own opimions and fears to part with themu, who 
SuSDeCts neW truths, who is unprepared to douDt everything rather than 
admit amnythmg on chance, should close this Dook: 

誤っ た 自説 に 執着 する 大 衆 、 誤 っ た 自説 を 手放す 事 を 恐れ る 大 衆 、 新 し い 真 理 を 疑 
う 大 衆 、 根 拠 無し に 全て の も の を 認め る より も 全て の も の を 疑う 用 意 が 無い 大 衆 は 
本 書 を 閉じ る べき で ある 。 

for him it is useless amd dangerOuS: 

大 衆 に は 本 書 は 無用 か 危険 で ある 。 

he wil fail to understand 1t, 

大 衆 に は 本 書 は 理解 で き な い 。 

and it wl trouble him, 

本 書 は 大 衆 を 苦悩 させ る で あろ う 。 

while i he should divine its mearumg, it wll De a stlll greater sOurce Of 
disduietude. 

も し 大 衆 が 本 書 の 意味 を 推測 し て も 、 本 書 は より 大 き な 不 安 の 種 と 成る で あろ う 。 
If you hold Dy anythimg in the world more than Dy reason, truth, and 
]UStCe: 

も し 、 あ な た が 論理 、 真 理 、 正 義 よ り 俗 世 の 何 も の か に と ら わ れる な ら ば 、 

T せ your will De uncertaim and Vacillatimg, either in good or evll: 

も し 、 あ な た は 善 と 悪 の 間 で 不確か に 揺れ 動く な ら ば 、 

10g1c alarm YOU, 

も し 論理 が あな た を 不安 に させ る な ら ば 、 

or the naked truth make you Dlush: 

も し 、 あ り の まま の 真理 が あな た に 恥 を か か せる な ら ば 、 

せ you are hurt when ECGDIGG erYOrS are aSSalledi: 

も し 誤り を 認め た 時 に あな た が 傷つく な ら ば 、 

condemn this work straight awayi: 


本 書 を すぐ に 捨て な さい 。 

donot read it: 

本 書 を 読む な か れ 。 

let it cease to exiSt for YOU: 

あな た に は 本 書 が 存在 し な いよ うに ふる まい な さい 。 

Dut at the same tme do not cry 1t dOwn as dangeroUS. 

し か し 、 本 書 を 危険 な も の で ある と 叫ぶ な か れ 

The secrets which it records will be understood Dy an elect few, 
選ば れ た 少数 の 者 は 本 書 に 記さ れ て いる 秘密 を 理解 する で あろ う 。 

and wl De held Dack Dy those who understand them. 

秘密 を 理解 し た 者 は 秘密 を 隠す で あろ う 。 

Shew light to the Dirds of the night-thme, and you hide their light: 
夜 の 鳥 に 光 を 見 せる と 、 夜 の 鳥 か ら 光 を 隠し て し まう 事 に 成る 。 

itis the light which Dhmds them, 

光 は 夜 の 島 を 盲目 に し て し まう 。 

and for them is more dark than the darkness. 

夜 の 鳥 に は 光 は 痢 より 暗く 成っ て し まう 。 

1 shall therefore speak clearly 

エリ ファ ス レヴ ィ は 明らか に 話す つも り で ある 。 

and make known everything, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の も の を 知ら せる つも り で ある 。 

with the firm conviction that initiates alone, or those who deserVe 
Initiation, wll read all and understand in Dart. 

秘伝 伝授 者 また は 秘伝 を 伝授 され る に ふさ わし い 者 だ けが 本 書 の 全て を 読み 部 分 
的 に 理解 する で あろ う 。 

There is a true and a false scienCce, 

本 物 の 学問 と 偽物 の 学問 が 存在 する 。 

a divine magic and an infernal magiC- 

神 の 聖霊 の 魔術 と 地獄 の 悪人 の 霊 の 魔術 が 存在 する 。 

nm other wordSs, one which is delusiVe and darKksome: 

言い 換え る と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 は 妄想 と 際 気 の 魔術 で ある 。 

1t is Our tasK to reVeal the one and to unmVvel the other 

神 の 聖霊 の 魔術 を 明らか に し 悪人 の 霊 の 魔術 の 化け の 皮 を は が す 事 が 神 の 聖霊 
の 魔術 師 の 務め で ある 。 

to distimguish the magician from the sorcerer 

神 の 聖霊 の 魔術 師 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 を 区 別 す る 事 が 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 務め 
で ある 。 

and the adept from the charlatan. 

達 道 者 と 詐欺 師 を 区 別 する 事 が 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 務め で ある 。 

The magiclan avails himself of a force which he kmoWs, 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 知っ て いる 力 を 応用 する 。 

the sorcerer seeks to abuse a force which he does not understand. 
悪人 の 霊 の 魔術 師 は 理解 し て いな い 力 を 溢 用 し よう と 試み る 。 


Ifit De possiDle in a scientific work to employ a term so Vulgar and so 
discredited!, 

学問 的 な 本 書 で 非常 に 通俗 的 な 非常 に 疑わ し い 言 葉 を 用 いる 事 が 可能 で あれ ば 、 
then the devil giVes hmself to the magician 

患 魔 は 神 の 聖霊 の 魔術 師 に 身 を 委ね る 。 

and the sorcerer giVves himself to the devil. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 悪魔 に 映 を 委ね る 。 

The magician is the soVereign Dontiff of nature, 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 自然 の 法王 で ある 。 

the sorcerer is her profaner only. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 自然 へ の 冒 法 者 に 過ぎ な い 。 

The sorcerer Dears the same relatlon to the magiclan that a 
SuDerstitious and fanatical Derson Dears to a truly religious Imam. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 と 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 関係 は 、 迷 信 家 、 狂 信者 と 本 物 の 信心 深 
い 者 の 関係 に 似 て いる 。( 趣 人 の 霊 の 魔術 師 は 迷信 家 、 狂 信者 で ある 。 神 の 聖 霊 
魔術 師 は 本 物 の 信心 深い 者 で ある 。) 

Before advancing further let us tersely defime magic. 

さら に 進む 前 に 、 魔 術 と いう 言葉 を 簡潔 に 定義 し よう 。 

Magic is the traditional science of the secrets of nature which has been 
transmutted to us fromm the magi. 

魔術 は マギ が 口伝 し た 自然 の 秘密 に つい て の 知 で ある 。 

By means Of this science the adept Decomes invested with a species of 
relative ormnipotence and can Operate superhumarly- that is, after a 
manner which transcends the normal possiDihty of men. 

口伝 の 知 に よっ て 達 道 者 は 全能 で ある 神 の 付属 と 成り 超人 的 な 力 を ふる える 。 
ThereDby many celebrated hierophants, such as Mercurius TTismeg1StusS, 
Osiris, Orpheus, Apollonius of Tyana, and others whom it might De 
dangerous Or unWrise to name, Came after their death to De adored and 
1nVoked as godS. 

口伝 の 知 に よっ て 、 超 人 的 な 力 に よっ て 、 多 数 の 高 名 な 秘 儀 祭 司 、 メ ルク リウ ス トリ 
ス メ ギ スト ス 、 オ シリ ス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス 、 名 前 を 口 に する の は 
危険 で 賢明 で は な い 者 た ち は 死 後 、 神 々 と し て 敬礼 され た 。 

Thereby others also, accordimg to that ebD-and-flow of opimion which is 
reSDOnsible for the caprices of success, Decame emmlssaries of infernus 
Or SUSDected adVenturers, hke the emperor ]ulian, Apuleius, the 
enchanter Merlim, and that arch-sorcerer as he was termed in his day 
the illustrious and unfortunate Cornelius AgriDDa. 

口伝 の 知 に よっ て 、 超 人 的 な 力 に よっ て 、 運 の 気まぐれ に よる 世論 の 浮き 沈み に よっ 
て 、 ユ リア ヌス 帝 、 誘 惑 者 マー リン 、 生 前 大 いな る 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 呼ば れ た 高 名 
な 不運 な コル ネリ ウス アグ リッ パ た ち は 、 地 獄 の 使い や 詐欺 師 と 呼ば れ た 。 

To attaim the sanctumm regnumm, 

神 の 王国 に 到達 する に は 、 

in other words, the knowledge and Dower of the mmagi, 


言い 換え る と 、 マ ギ の 知 と 力 に 到達 する に は 、 

there are four indispensaDle conditions- 

4 つの 条件 が 必要 で ある 。 

an imtelhgence illumnnated by study 

学 に よっ て 光 に 照ら され た 知 。 

an intrepidity which nothing can check, 

何 も の に も 止め られ な い 大 胆 さ 。 

a wl which nothing can DreaKk, 

何 も の に も 止め られ な い 意 思 。 

and a discretion which nothing can corrupt amd nothing intoxicate. 
何 も の に も 堕落 させ られ な い 何 も の に も 夢中 に 成ら な い 慎 重 さ 。 

To KNOW, TO DARE, TO WILL, TO KEEP SILENCE- 

知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 昧 。 知 る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 野 を 守る 。 知 る た め に 考え る 、 大 
胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 。 

Such are the four words of the magus, 

知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 は 魔術 師 の 4 つの 言葉 で ある 。 

InscriDed upon the four symDbolical forms of the sphinx. 

邊 の 腹 、 人 の 頭 、 ラ イオ ン の 爪 、 ワ シ の 翼 と いう スフィンクス の 4 つの 象徴 的 な 形 は 
知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 を 表す 。 


These four words can De comDined after four manners, amd explaned 
four tmes by one another**See the Tarot cards. 


中 略 


On the first page of the Book of Hermes the adept is depicted 

ヘル メス の 書 タ ロッ ト の 最初 の ペー ジ に は 達 道 者 が 描か れ て いる 。 ヘ ル メ ス の 書 タ 
ロッ ト の 最初 の ペー ジ に は 魔術 師 が 描か れ て いる 。 

with alarge hat, which, 下 turned down, would conceal his entire head. 
魔術 師 は 大 き な ぼ うし を か ぶっ て いる 。 ぼう し を 下げ た ら 、 頭 全て を 隠す で あろ う 。 
One hand is extended towards heaVen, which he seems to command 
wrth his rod!, 

魔術 師 は 左手 に 杖 を 持ち 天 へ 向け て 伸ばし て いる 。 魔 術 師 は 杖 で 命令 し て いる 様 に 
見 える 。 

while the other is placed upon his Dreast: 

魔術 師 は 右手 を 胸 の 上 に 置い て いる 。 

before him are the chief symDbols or instruments of science, and he has 
others hidden in ajuggler's wallet. 


魔術 師 は 主 な 象徴 また は 自然 科学 の 道具 を 前 に 置い て いる 。 魔 術 師 は 残り を 手品 
師 の 袋 の 中 に 隠し て いる 。 

His Dody and arms form the letter Aleph, 

魔術 師 の 胴体 と 両 腕 は 文字 アレ フ (N) の 形 を し て いる 。 

the first of the alphabet 

文字 プレ フ は へ ブラ イ 文 字 の アル ファ ベッ ト の 最初 の 文字 で ある 。 

which the jews Dorrowed fromm the Egyptians: 

へ ブラ イ 人 は アル ファ ベッ ト の 最初 の 文字 を エジプト 人 か ら 取 り 入 れ た 。 

to this symDol we shall have occasion to recur later on. 

文字 アレ フ に つい て 後 で 話す つも り で ある 。 

The magus is truly what the Hebrew KabDbalists call the MicroprosoDus, 
魔術 師 は へ ブラ イ 人 の カバ リス ト が ミク ロ プロ ソ プ ス 、 小 さ な 顔 と 呼ん で いる も の で 
ある 。( 魔 術 師 は 神 の 人 と し て の 顔 で ある 。 魔 術 師 は 神 の 人 性 で ある 。) 

that is, the creator of the Hittle world. 

魔術 師 は 小 世界 の 創造 主 で ある 。 魔 術 師 は 人 の 創造 主 で ある 。 魔 術 師 は 自身 の 創 
造 主 で ある 。 

The first of all magical sciences Deing the knowledge of one's self, 

全て の 魔術 の 知 の 最初 は 自身 を 知る 事 で ある 。 

SO 1S One's Own creation first of all works of sclence: 

自身 の 創造 は 知 の 全て の 務め の 最初 で ある 。 

1t contains the others, 

自身 の 創造 は 他 の 全て を 含ん で いる 。 

and is the primciple of the great WorK. 

自身 の 創造 は 「『 大 いな る 務め 」 の 基本 で ある 。 

The term, howeVer reduires exDlanation. 

し か し 、 自 身 の 創 造 と いう 言葉 は 説明 が 必要 で ある 。 

SuDremme reason Deing the sole inVariable and conseqduently 
1mperishaDle MM: 

無 上 の 論理 は 唯一 、 不 変 、 不 壊 の 原理 で ある 。 

what we term death Deimg change- 

人 が 死 と 呼ん た で いる も の は 変化 で ある 。 

hence the intelhgence which cleaves closely to this prmcple anduin a 
manner identifies itself therewrith, does hereby make itself 
unchangeaDle, andl as a result, irmmortal. 

不変 の 原理 に 近づき 一 体 化す る 知 は 不変 、 不 死 と 成る 。 

To cleaVe imVarlaD1y to reason, 1t wl De understood that it is necessary 
to attaim independence of all those forces which by ther fatal and 
inevitable movement produce the alternatVes of life amd death. 

不変 の 論理 に 近づき 一 体 化す る に は 、 死 に 至る 原因 か ら 結 果 へ の 必然 で ある 変化 
に よっ て 、 死 に 至る 命 か 死 を も た ら す 、 全 て の 変化 する 死に 至る 力 か ら の 独立 へ 到 
達する 事 が 必要 で ある と 理解 で きる で あろ う 。 

To know how to suffer to forbear and to die- 

どの よう に 耐え 我慢 し 死ぬ べき か 知る 事 。 


Such are the first secrets which place us Deyond reach of affliction, the 
desires of the flesh, and the fear of annihilation. 

どの よう に 耐え 我慢 し 死ぬ べき か 知る 事 は 、 苦 痛 、 肉 欲 、 消 減 の 恐怖 を 超越 する 無 
上 の 秘訣 で ある 。 

The man who seeks and fimds a glorious death has faith in immortality 
栄光 の 死 を 探求 見 つけ た 者 は 不死 を 確信 する 。 

and universal humarnuty Delieves in it with him and for him, 

不死 を 確信 する 者 と 共に 、 不 死 を 確信 する 者 の た め に 、 普 遍 の 人 々 は 不死 を 確信 す 
る 。 

ralsing altars and statues to his memory in token of eternal life. 

不死 を 確信 する 者 の 記念 と し て 、 永 遠 の 命 の 記念 と し て 、 普 遍 の 人 々 は 祭壇 と 像 を 
7G の 。 

Man Decomes king of the Drutes only Dy subduing or taming them: 

獣 を 和らげ る 事 に よっ て の み 、 人 は 獣 の 王者 と 成 れ る 。 

otherwise he wl De their victim or slaVe. 

獣 を 和らげ な けれ ば 、 人 は 獣 の 犠牲 また は 奴隷 と 成る で あろ う 。 

Brutes are the tyDe of Our DasSs1Ons: 

獣 は 人 の 肉欲 の 例え で ある 。 

they are the instimctive forces of nature. 

肉欲 は 自然 の 先天 性 の 力 で ある 。 

The world is a field of Dattle 

世界 は 戦場 で ある 。 

where IiDerty struggles with inertia Dy the opposition of actiVe force. 
世界 は 自由 が 自発 的 な 力 の 抵抗 に よっ て 無気力 と 戦う 戦場 で ある 。 

Physical laws are milstones: 

自然 の 法 は 石 う す で あ る 。 

you canmnot De the miller you must De the graim. 

あな た が 石 う す で つ ぶす 者 に 成 れ な けれ ば 、 石 うす に つぶ され る も の に 成る で あろ 
う 。 

You are called to De king of the air water earth, and fire: 

あな た は 地 水 火 風 の 王者 と 成る 様 に 求め られ て いる 。 あ な た は 四 大 元素 の 王者 と 
成る 様 に 求め られ て いる 。 

but to reign ovVer these four anmals of symDolism it 1s necessary to 
conduer and enchain them. 

し か し 、 四 大 元素 の 例え で ある 4 つの 獣 の 主 と 成る に は 、 四 大 元素 の 例え で ある 4 
つの 獣 を 圧倒 し 鎖 に つなぐ 必要 が 有る 。 

He who aspires to De a sage and to know the great enigma of nature 
must De the heir and despoiler of the sphinx: 

賢者 に 成り た い 者 、 自 然 の 大 いな る 謎 を 知り た い 者 は 、 ス フィ ンク ス の 継承 者 、 略 礁 
者 に 成る 必要 が 有る 。 

his the human head in order to Dossess sDeech, 
スフィンクス の 人 の 頭 は 話す 力 を 保有 し て いる 。 ス フィ ンク ス の 人 の 頭 は 言葉 の 力 を 
保有 し て いる 。 


his the eagle's wimgs in order to scale the heights, 
スフィンクス の ワシ の 糞 は 高み を 類推 する 。 

his the Dull's flanks in order to furrow the depths, 
スフィンクス の 和牛 の 腹 は 深み を 掘る 

his the lion's talons to make a way on the right and the left, Defore and 
Dehind. 

スフィンクス の ライ オン の 爪 は 縦横 無尽 に 道 を 切り 開く 。 

You, therefore, who seek initiation, 

人 入門 し た いあ な た 、 

are yOu learned as Faust? 

あな た は ファ ウス ト の 様 に 哲学 、 神 学 、 宗 教 、 魔 術 の 文書 を 乱読 し て 学 が 有る か ? 
Are you Insensible as joD? 

あな た は ヨブ の 様 に 無 感覚 な ほど に 忍耐 強い か ? 

NO, is it nOt s0? 

そう で は な い ? 

But yoOu may Decome egual to Doth せ you wl. 

し か し 、 も し あな た が 入門 する つも り で あれ ば 、 フ ァ ウ スト と ヨブ の 様 に 成る で あろ う 。 
Have yOU OVercome the Vortices of Vague thoughts? 

あな た は 雑念 の 渦 を 乗り 越え た か ? 

Are YOU Without imdecis1On Or CaDT1C10USTeSS? 

あな た は 優柔 不断 で は 無い か ? あ な た は 気まぐれ で は 無い か ? 

Do you consent to pleasure orly when you wl, amd do you wish for it 
only when you should? 

あな た は 快楽 を 望む べき 時 だ け に 快楽 を 望む か ? 

NO, 1S it nOt s0? 

そう で は な い ? 

NOot inVvariaDly at least, 

常に そう で は な い ? 

but it may Decome so if you choose. 

し か し 、 も し あな た が 入門 する つも り で あれ ば 、 そ うな る で あろ う 。 

The sphinx has not only a manm's headl it has woman's Dreasts: 
スフィンクス は 男性 の 頭 だ け で は な く 女 性 の 胸 を 持っ て いる 。 

do yoOu Kmow how to resist fermmimime charms? 

あな た は どの よう に 女性 の 魅力 に 抵抗 する べき か 知っ て いる か ? 

NO, is it nOt s0? 

そう で は な い ? 

And you laugh outright im replyimg, Vauntmg your moral weakness for 
the glorification of your Dhysical and Vital force. 

あな た は 赤裸々 に 笑い も の に し て 、 徳 に お ける 欠点 を 、 自 然 の 命 の 力 と し て 美化 し て 、 
自慢 する か も し れ な い 。 

Be it SO: 

そう すれ ば 良い 。 

1 allow you to render this homage to the ass of Sterne or ADuleius. 


敬意 を スタ ー ン の ロバ や アプ レイ ウス の ロバ に ささ げ る 。 

The ass has its mer1t, 

ロバ に は 長所 が 有る 。 

1 agTe6: 

同意 し よう 。 

1t Was COnsecrated to PriaDus 

男性 器 の 神 プ リア ポス は 者 礼 さ れ た 。 

as was the goat to the god of Mendes. 

ヤギ は メン デス で 神 の 生殖 力 の 象徴 で あっ た 。 

But take it for what it is worth, and decide whether ass or man shall De 
master 

し か し 、 ロ バ が 主 と 成る べき か 、 人 が 主 と 成る べき か 決め よう 。 

He alone can DOssess truly the pleasure of love who has conduered the 
loVe Of pleasure. 

快楽 へ の 執着 を 克服 し た 者 だ けが 愛 の 快楽 を 本 当 に 保有 で きる 。 

To De aDle and to forDear is to De twlce aDle. 

力 が 有り 我慢 する 力 が 有る 者 は 2 倍 の 力 を 持つ 者 で ある 。 

Woman enchains yoOu Dy your desires: 

男性 の 欲望 に よっ て 女性 は 男性 を 鎖 に つなぐ 。 

master your desires amnd you wl enchaim her 

欲望 を 和らげ られ る 男性 は 女性 を 鎖 に つなぐ で あろ う 。 

The greatest imjury that can De inflicted on a man is to call him a 
COWard. 

人 へ の 最大 の 傷 辱 は 人 を 肛 病 者 と 呼ぶ 事 で ある 。 

Now, what 1s a coWardlY Derson? 

勝 病 者 と は どの よう な 者 か ? 

One who neglects his moral dignity in order to oDey Dlhmdly the instimcts 
Of nature. 

自然 の 先天 性 の 力 で ある 肉欲 に 盲目 的 に 従う た め に 、 徳 の 尊重 を 放棄 する 者 が 勝 
病 者 で ある 。 

As a fact in the presence of danger it is natural to De afraid and seek 
fiight: 

実に 、 危 険 を 前 に し て 起 れ 逃げ よう と する 事 は 自然 な 事 で ある 。 

why, then is it shameful? 

で は 、 な ぜ 危 険 を 前 に し て 恐れ 逃げ け よ うと する 事 は 恥 に 成る の か ? 

Because honour has erected it into a 1aw that we must prefer our duty 
to Our inclimations or fears. 

な ぜ な ら 、 栄 誉 は 自然 な 傾向 や 恐怖 より 義務 を 優先 する 事 を 法 と し て いる か ら で あ 
る 。 

What is honour fromm this poimt of vieW? 

上 記 の 観点 か ら 、 栄 誉 と は 何 か ? 

It is um1Vversal presentience of immortalhity and appreciation of the 
means which can lead to 1t. 


栄誉 と は 不死 の 普遍 的 な 予感 と 不死 に 至る 方 法 の 認識 で ある 。 

The last trophy which man can wm from death is to triumph over the 
apDetite for Hfe, not Dy despair Dut by a more exalted hope, 

人 が 死 か ら 勝 ち 取 る 事 が で きる 最後 の 戦勝 記念 品 は 、 あ きら め や 絶 望 に よっ て で は 
な く 、 高 め ら れ た 希望 に よっ て 、 肉 体 の 命 へ の 欲望 に 勝利 する 事 で ある 。 

which is contained in faith, 

希望 は 信心 に 含ま れ て いる 。 

for all that is noDle and honest, Dy the undivided consent of the world. 
な ぜ な ら 、 世 界 中 の 人 々 の 完全 な 同意 に よる 、 高 中 な 誠実 な 全て の も の が 、 希 望 、 
信心 だ か ら で あ る 。 

To learn self-conduest is therefore to learn life, 

自身 の 克服 を 学ぶ 事 は 永遠 の 命 を 学ぶ 事 で ある 。 

and the austerities of stoic1sm Were no Vain Darade of freedoml 

禁欲 生活 は 自由 の むなしい 誇示 で は な か っ た ! 

To yield to the forces of nature is to follow the stream of collectiVve ]ife, 
自然 の 力 で ある 肉欲 に 従う 事 は 死に 至る 命 の 集団 の 流れ に 従う 事 で ある 。( マ ルコ 
に よる 福音 5 章 9 節 悪人 の 霊 は レギ オン 、 軍 団 と 名 乗っ た 。 軍 団 は 集団 で ある 。) 
and to De the slaVe of secondary CaUSeS. 

肉欲 に 従う 事 は 二 次 的 な 原因 の 奴隷 に 成る 事 で ある 。 

To reslst and subdue nature is to make one's self a personal and 
imperishable jfe: 

自然 で ある 肉欲 に 抵抗 し 和らげ る 事 は 自身 を 創造 する 事 で ある 。 肉 欲 に 抵抗 し 和 ら 
げ る 事 は 個人 的 な 不 壊 の 命 を 創造 する 事 で ある 。 

it is to break free from the Vicissitudes of life and death. 

肉欲 に 抵抗 し 和らげ る 事 は 、 死 に 至る 命 の 移り 変わ り と 死 か ら 自由 に 成る 事 で ある 。 
Every man who is prepared to die rather than renounce truth and 
JuStce 1S most tTuIy HiVinmg, 

真理 と 正義 を あき ら め る くら いな ら 死 ぬ 用 意 が 有る 者 は 最も 本 当 に 生き て いる 。 
for immortality abides in his soul. 

な ぜ な ら 、 真 理 と 正義 を あき ら め る くら いな ら 死 ぬ 用 意 が 有る 者 の 魂 に 不死 は 宿っ 
て いる 。 

To fimd or to form such men was the end of all ancient imitiations. 
真理 と 正義 を あき ら め る くら いな ら 死 ぬ 用 意 が 有る 者 を 見 つけ る 、 ま た は 、 形 成す る 
事 が 全て の 古代 の 入門 の 目的 で あっ た 。 

Pythagoras discipHmed his Dupils by silence and all kinds of self-demal: 
ピタ ゴラス は 数 年 の 沈黙 と 全て の 種類 の 克己 を 学徒 に 修行 させ た 。 

candidates in Egypt were tried Dy the four elements: 

エジプト の 修行 者 は 四 大 元素 の 試練 を 受け た 。 

and we know the self-inflicted austerities of fakirs and Drahmans in 
India 

イン ド の 苦行 僧 と 祭司 バラ モン は 禁欲 生活 を 自ら 行っ た 。 

for attaimimg the kingdom of free wil and divine independence. 
古代 の 修行 者 は 自由 意思 と 神 の 独立 の 王国 に 到達 する た め に 修行 し た 。 


All macerations of asceticism are Dorrowed from the initiations of 
anclent mysterles: 

古代 の 神秘 の 入門 が 全て の 禁欲 、 苦 行 、 断 食 に よる 衰弱 を も た らし た 。 

they have ceased 

本 物 の 修行 者 は 姿 を 隠し た 。 

because those quahified for initiation, no longer fimding inittators, 

な ぜ な ら 、 入 門 に ふさ わし い 修 行者 は 祖師 を 見 つけ られ な く 成 っ た か ら で あ る 。 
and the leaders of consclence Decorming in the 1apse of time as 
urunstructed as the Vulgar 

宗教 の 指導 者 は 時 が 経つ に つれ て 大 衆 と 同じ く 無 知 に 成っ て し まっ た か ら で あ る 。 
the blimd haVe grown weary of following the bhmdl, 

盲人 は 盲人 に 導 か れる 事 に あき た 。 

and no one has cared to pass through ordeals the end of which was now 
Only in doubt and despar: 

誰 も 疑い と 失望 に 至る だ け の 試練 を 受け る 気 が 無く 成っ た 。 

for the path of light was 1ost. 

光 へ の 経路 は 失わ れ た 。 

To succeed in performing something We must kmow what it 1S Droposed 
to do, or at least must have faith in some one who does kmow rt. 
何 か を 成し遂げ る に は 、 成 し 遂げ よう と し て いる も の を 知っ て いる か 、 少 な く と も 成 し 
遂げ よう と し て いる も の を 知っ て いる 何者 か を 信じ る 必要 が 有る 。 

But shall I stake my Hfe on a Venture, 

し か し 、 根 拠 無し に 命 を か ける べき で あろ うか ? 

or follow someone at chance who himself knows not where he is going ? 
根拠 無し に 自身 が どこ に 行く か も 知ら な い 何 者 か に 従う べき で あろ うか ? 

We must not set out rashly along the path of the transcendent scienCes, 
軽率 に 超越 的 な 学問 の 経路 に 足 を 踏み 人 れ て は な ら な い 。 

Dut, once started, We must reach the end or Dersh. 

し か し 、 一 度 で も 超越 的 な 学問 の 経路 を 歩み 始め た ら 、 到 達する か 立ち 行か な く な 
る で あろ う 。 

To douDt is to Decome a fool: 

疑う 事 は 愚者 に 成る 事 で ある 。 

to Dause 1s to fa 赴 

立ち 止ま る 事 は 堕ち る 事 で ある 。 

to reco1l is to cast one's self inmto an abDySs. 

後退 する 事 は 深淵 に 身 を 投げ る 事 で ある 。 

You, therefore, who are undertaking the study of this Dook, 

本 書 の 研究 を 試み る あな た 、 

you Dersevere wrth it to the close 

も し あな た が 本 書 の 研究 を 終わ り ま で 貫き 通し 、 

and understand it, it wlll make you either a monarch or a madman. 

も し あな た が 本 書 を 理解 すれ ば 、 本 書 は あな た を 王者 か 狂人 に する で あろ う 。 

Do what you wl with the Volume, 


本 書 を 思い 通り に し な さい 。 

you wl De umable to despise or to forget it. 

あな た は 本 書 を 見 下 せ な いで あろ う 。 あ な た は 本 書 を 忘れ られ な いで あろ う 。 

If you are Dure, 1t wl De your Hght: 

も し あな た が 純粋 で あれ ば 、 本 書 は あな た の 光 と 成る で あろ う 。 

strong, VOUT arT: 

も し あな た に 力 が あれ ば 、 本 書 は あな た の 腕 と 成る で あろ う 。 

holy your religion: 

も し あな た が 神 の 様 な 者 で あれ ば 、 本 書 は あな た の 神 の 教え と 成る で あろ う 。 

下 wise, the rule of your wlsdom. 

も し あな た が 賢明 で あれ ば 、 本 書 は あな た の 知 の も の さ し と 成る で あろ う 。 

But 1f you are W1CkKed! 

し か し 、 も し あな た が 邪悪 で あれ ば 、 

for you it will De an infernal torch: 

本 書 は 地獄 の 光 と 成る で あろ う 。 

1t wl 1acerate your Dreast hkKe a Doniardi: 

本 書 は 短剣 の 様 に あな た の 胸 を 引き 裂く で あろ う 。 

1t wl rankle in your memory HKe a remorse: 

本 書 は 良心 を 痛め る 様 に あな た の 記憶 と 成っ て あな た の 心 を 苦し め る で あろ う 。 
1t wl people your Imagination with chimeras, 

本 書 は キマ イラ の 様 な 妄想 を あな た の 想像 力 に 住ま わせ る で あろ う 。 

and wil drive you through folly to despalr. 

本 書 は あな た を 愚か さ を 経て 絶望 へ 追い や る で あろ う 。 

You wlll endeavour to ]augh atit, and wl only gnash your teeth: 

あな た が 本 書 を 笑い も の に し よう と 試み て も 、 あ な た は 歯ぎしり する だ け に 終わ る で 
あろ う 。( あ な た が 本 書 を 笑い も の に し よう と 試み て も 、 あ な た は 自分 で 自分 の 首 を し 
め る だ け に 終わ る で あろ う 。 歯 ぎし りす る と 、 自 分 の 歯 で 自分 の 歯 を 壊す 事 に 成る の 
で 、 歯 ぎし り は 自分 で 自分 の 首 を し め る 例え 。 マ タイ に よる 福音 8 章 12 節 「 歯 ぎし 
り 」。) 

this book will De the file in the fable which the serpent tried to Dite, Dut 
lt destroyed all his teeth. 

本 書 は 例え 話 で 蛇 が か も うと 試み て 全て の 歯 を 壊し た 、 や すり と 成る で あろ う 。 
Let us now enter on the series Of initiations. 

ー 連 の 入門 を し よう 。 

1 haVe said that revelation is the word. 

啓蒙 は 言葉 で ある と 話し た 。 啓 示 は 言葉 で ある と 話し た 。 

As a fact, 

実に 、 

the word, or speech, is the Veil of Demg and the characteristic sign of 
life. 

言葉 、 話 す 事 は 存在 の ヴェ ー ル 、 命 の 特徴 、 命 の 表れ で ある 。 

EVery form is the Veil of a wordl 


全て の 形 は 言葉 の ヴェ ー ル で ある 。( 全 て の 形 は 概念 の ヴェ ー ル で ある 。 全て の 形 は 
概念 の 表れ で ある 。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the idea which is the mother of the word 

概念 は 言葉 の 母 で ある 。 

is the sole reason for the existemce Of forms. 

概念 は 形 の 唯一 の 存在 理由 で ある 。 

EVery figure is a character 

全て の 形 は 文字 で ある 。 

eVery Character deriVes from and returns into a Word. 

全て の 文字 は 言葉 か ら 来 て 言葉 へ 行く 。 全 て の 文字 は 言葉 か ら 出 で 言葉 へ 戻る 。 
(全て の 文字 は 概念 か ら 来 て 概念 へ 行く 。 全 て の 文字 は 概念 か ら 出 で 概 念 へ 戻る 。) 
For this reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

the ancient sages, of whom Trismegistus is the organ, formulated their 
sole dogma in these terms: 

トリ ス メ ギ スト ス と いっ た 古代 の 賢者 は エメ ラル ド 板 で 次 の 様 に 唯一 の 考え を 表し 
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"That which is abDoVe is hke that which is Delow, and that which is below 
1s jike that which is aDove.“ 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で あ 
る 。」。 

In other words, 

言い 換え る と 、 

the form is proportonal to the idea: 

形 は 概念 と つり 合っ て いる 。 

the shadow is the measure of the Dody calculated with its relation to the 
luminous ray: 

光線 か ら 類 推す る 事 に よっ て 、 影 は 本 体 の も の さ し と 成る 。 

the scabDard is as deep as the sword is long: 

さや と 剣 の 深 さ は 同じ で ある 。 

the negation is in Droportion to the contrary affirmation: 

否定 は 青 定 と つり 合っ て いる 。 

Droduction 1S equal to destruction in the moVvement which preserVes 
jife: 

命 を 守る 変化 に お いて 、 創 造 と 破壊 は つり 合っ て いる 。 

and there is no Doint im infimite space which may not De regarded as the 
centre of a circle having an extending circumference indefimitely 
recedimg into SDaCe. 

無限 の 空間 に お いて 全て の 点 は 空間 に 広がる 無限 大 の 円 周 を 持つ 円 の 中 心 で あ 
る と 考え られ る 。 

EVery Individuality 1S, therefore, indefinmitely perfectDle, 


全て の 個体 は 無限 に 完成 可能 で ある 。( 全 て の 個体 は 無限 に 向上 可能 で ある 。) 
since the moral order is amnalogous to the physical 

備 理 道徳 の 法 は 自然 科学 の 法 か ら 類 推 可 能 で ある 。( 哲 学 の 法 は 自然 科学 の 法 か 
ら 類 推 可能 で ある 。) 

and simnce We canmot Conce1Ve any Do1ntt as unaDle to dilate, increase, 
and radiate in a philosophically infinite circle. 

哲学 的 に 、 全 て の 点 は 無限 大 の 円 に 拡大 で きる 。 

What can De affirmed of the soul in its totahty may De affirmed of each 
faculty of the soul. 

魂 全体 に 言え る 事 は 魂 の 各 能 力 に 言え る 。 

The intelhgence and wil ofman are instruments of incalculaDle power 
and capaclty. 

知 と 意思 は 計り 知れ な い 力 、 想 像 力 の 道具 で ある 。 

But intelhgence and wl possess as their help-mate and instrument a 
faculty 

知 と 意思 は 想像 力 の 協力 者 、 道 具 で ある 。 

which is too imperfectly known, 

想像 力 は 十分 に 知ら れ て いな い 。 

the BMNUIDOKSNR of which Delongs eXclus1vely to the domain ofmagic. 
想像 力 の 全能 性 は 魔術 の 領域 だ け に 属す る 。 

1 speak of the imaginatio, 

想像 力 に つい て 話し て いる 。 

which the KabDbalists term the Diaphane, or the Translucid. 

カバ リス ト は 想像 力 を 透明 な も の と 呼ん で いる 。 

Imagination, im effect, is 1ike the soul's eye: 

事実 、 想 像 力 は 魂 の 目 の 様 な も の で ある 。 

therein forms are outhimed and preserVvedi: 

想像 力 に お いて 形 は 描か れ 蓄 えら れる 。 

thereby we Dehold the reflections of the invisiDle world: 

想像 力 に よっ て 人 は 見 えな い 世 界 の 反映 を 見 る 。 

it is the glass of Vislons 

想像 力 は 幻視 の ガラ ス で ある 。 

and the apparatus of magical life: 

想像 力 は 魔術 の 命 の 器官 で ある 。 

Dy Its intervention 

想像 力 の 仲介 に よっ て 、 

we heal diseases, 

魔術 師 は 病気 を 治す 。 

modify the seasons, 

魔術 師 は 季節 を 変え る 

driVe death away from the Hving, 

魔術 師 は 生き て いる 者 か ら 死 を 追い 払う 。 

and raise the dead to Hife, 


魔術 師 は 死ん だ 者 を 命 へ 復活 させ る 。 

because it is the imagination which exalts the wll and gives it a hold 
upon the universal agent. 

な ぜ な ら 、 想 像 力 は 意思 を 高め る 。 想像 力 は 意思 を 普遍 の 代行 者 に 把握 させ る 。 
Imagination determines the shape of the child in its mother's wormD, 
想像 力 は 母 の 胎内 の 幼子 の 形 を 決め る 。 

and decides the destimy of men: 

想像 力 は 人 の 運命 を 決め る 。 

1t lends wmgs to contag1iOn, 

想像 力 は を 伝染 病 に 与え る 。 

and directs the weapons of warfare. 

想像 力 は 戦い の 武器 を 導く 。 

Are yOU eXDOSed in Dattle? 

あな た が 戦い に さら され た ら ? 

Believe yourself to De inVvulmerable, ike Achilles, amd you wl De so, 
SaVS ParacelsuS. 

パラ ケル スス は 「 ア キレ ス の 様 に 自身 が 不死 身 で ある と 確信 し な さい 。 そ うす れ ば 、 
あな た は 不死 身 に 成る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

Fear attracts Dullets, Dut they are repelled Dy courage. 

怖 は 銃弾 を 引き 寄せ る 。 大 胆 さ は 銃弾 を し り ぞ ける 。 

It is well kmown that persons with amputated ImDs feel pain in the Very 
memDers which they Dossess no 1onger 

切断 され た 無い 手足 の 痛み を 感じ る 幻 肢 痛 は 良く 知ら れ て いる 。 

Paracelsus operated upon 1iving Dlood Dy medicatmg the product of a 
bleedimg: 

パラ ケル スス は 、 出 血 し た 血 を 手術 し て 、 生 き て いる 血 を 治し た 。 

he cured headache at a distance Dy treatng hair cut from the patient. 
パラ ケル スス は 切っ た 髪 に よっ て 触れ な いで 頭痛 を 治し た 。 

By the science Of the imaginary uruty and solhidarity of all Darts of the 
body 

体 の 全て の 部 分 の 想像 の 統一 性 と 連帯 の 知 に よっ て 、 

he anticipated and outstripped all the theories, 

パラ ケル スス は 全て の 理論 の 先 を 越し て いた 。 

Or rather all the experiences, of Our moSst celebrated magnetisers. 

と 言う より は むし ろ 、 パ ラケル スス は 最も 有名 な 催眠 術 師 た ちの 全て の 経験 の 先 を 
越し て いた 。 

Hence his cures Were Im1raCulOus, 

パラ ケル スス の 治療 は 奇跡 的 で あっ た の で 、 

and to his name of Philip Theophrastus BomDast, he deserved the 
addition of Aureolus Paracelsus, with the further epithet of divime! 

「 フ ィ リ ッ プ ス テオ フラ スト ゥ ス ボン バス トゥ ス 」 と いう 本 名 に 、「 金 の 」 を 意味 する 「 ア 
ウレ オル ス 」 と 「 ロ ー マ の 名 医 ケ ルス ス を 超え る 」 を 意味 する 「 パ ラケル スス 」 と いう 


別名 を 加え られ る の に ふさ わし く 、 さ ら に 「 神 の 様 な 者 」 と いう 称号 を 加え られ る の に 
ぶさ わし か っ た 。 

Imagination is the instrument of the adaptation of the Word. 

想像 力 は 言葉 の 応用 の 道具 で ある 。 

Imagination applied to reasor 1S gen1uS. 

論理 に 応用 され た 想像 力 が 才能 で ある 。 

Reason 1S On6, 

論理 は 唯一 で ある 。 

as geruus 1S One, In the multplicity of its WorKS. 

作品 の 多様 性 の 中 で 才能 が 唯一 で ある 様 に 。 

There 1s one Dr1nCiple, 

唯一 の 原理 が 存在 する 。 

there is one truth, 

唯一 の 真理 が 存在 する 。 

there 1S one reasOT!, 

唯一 の 論理 が 存在 する 。 

there is one aDsolute and um1versal philosophy. 

唯一 絶対 普遍 の 哲学 が 存在 する 。 

WhatsoeVver is suDsists in umity Considered as Deginmrung, and returns 
Imto unity considered as end. 

存在 は 、 最 初 で ある 唯一 性 の 中 に 存在 し て 、 究 極 で ある 唯一 性 の 中 に 戻る 。 

One 1S in one: 

唯一 性 の 中 に 唯一 性 が 存在 する 。 存 在 性 の 中 に 存在 性 が 存在 する 。 

that is to say, all js in al. 

全て の 中 に 全て が 存在 する 、 と 言え る 。 

Umity 1s the principle of numDers: 

統一 性 は 数 の 原理 で ある 。 

it is also the primciple ofmotion, 

統一 性 は 動き の 原理 で ある 。 

andL comnsequertly, of Hfe. 

結果 と し て 、 統 一 性 は 命 の 原理 で ある 。 

The entire human body is surmmed up in the umty of a simgle organ, 
which is the Drain. 

脳 と いう 唯一 の 器官 の 統一 性 の 中 で 人 の 体 全 体 が 要約 され て いる 。 

All religions are summed uD in the umity of a simgle dogma, which is the 
affirmation of Deimg and its equality with itself, 

「 存 在 は 存在 で ある 。」、「 存 在 は 存在 する 。」、! 存在 性 は 存在 性 で ある 。」、「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」、「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」、「 神 は 存在 する 。」 と いう 存在 の 育 定 の 唯一 の 考え の 統一 性 の 
中 で 全て の 神 の 教え は 要約 され て いる 。 

which constitutes its mathematical Value. 


存在 の 唯一 の 考え の 続 一 性 が 、 数 学 の 数 を 形成 する 。 


There is only one dogma in magic, and it is this:- The VisiDle is the 
maruifestation of the inVisiDle, 

魔術 に は 「 見 える も の は 見 えな いも の の 表れ で ある 。」 と いう 唯一 の 考え が 存在 する 。 
Or in other terms, the perfect word!, 

言い 換え る と 、 正 確 に 言う と 、 

Im thmgs apDpreclaDle and visiDle, Dears an exact Droportlon to the 
thmgs which are inappreclaDle Dy our senses amd unseen Dy OUr eyeS. 
感覚 で 感知 で きる 目 に 見 える も の と 感覚 で 感知 で き な い 目 に 見 えな いも の は つり 
合っ て いる 。 

The magus uplifts one hand towards heaven and points down the other 
to earth, and he says: "ADoVe, irmmensity: Below, immens1ty stll! 
Immensity eduals irmmens1ty."- 

魔術 師 は 左手 を 天 へ 向け て か か げ 右 手 で 地 を 指さし 「 上 に 無限 。 下 に 無限 ! 無 限 は 
無限 で ある 。 上 の 無限 は 下 の 無限 と 等 し い 。」 と 話す 。 

This is true in things seen as in things unseen. 

「 上 に 無限 。 下 に 無限 ! 無 限 は 無限 で ある 。 上 の 無限 は 下 の 無 限 と 等 し い 。」 は 見 え 
な いも の で 真実 で ある 様 に 見 える も の で 真実 で ある 。 

The first letter in the alphabet of the sacred language, Aleph, N, 
reDresertts a man extending one hand towards heaven and the other to 
earth. 

神 の 言葉 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イィ 文字 の 最初 の 文字 アレ フ (N) は 左手 を 天 へ 
向け て 伸ばし 右手 を 地 へ 向け て 伸ばし て いる 人 を 表す 。 

It is an exDression Of the actVe Drinciple in everything: 

アレ フ は 全て の も の の 中 の 自発 的 な 原理 を 表す 。 

it is creation in heaven corresponding to the ommipotence of the word 
Delowr 

アレ フ は 下 に お ける 言葉 の 全能 性 に 対応 する 上 に お ける 創造 を 表す 。 ア レフ は 地上 
に お ける 言葉 の 全能 性 に 対応 する 天 に お ける 創造 を 表す 。 

This letter is a Dartacle in itself, 

文字 アレ フ は pantacle で ある 。 

that is, a character exDressing the um1versal sciemCe. 

文字 アレ フ は 普遍 の 知 を 表す 。 

It is suDplementary to the sacred signs of the Macrocosm and the 
MicrocosIm: 

文字 アレ フ は 大 宇宙 の 神聖 な 象徴 と 小宇宙 の 神聖 な 象徴 を 補う 。 文 字 ア レフ は 世 
界 の 神聖 な 象徴 と 人 の 神聖 な 象徴 を 補う 。 

lt explains the masomic douDle-triangle and the fiVe-pointed blazimg 
Star: 

文字 アレ フ は メー ソン の 二 重 の 三角 形 と 燃え る 五 世 性 を 説明 する 。 文 字 ア レフ は 
記 星 と 五 世 星 を 説明 する 。 

for the word is one 

言葉 は 唯一 で ある 。 

and revelation is one. 


啓 宜 は 唯一 で ある 。 啓 示 は 唯一 で ある 。 

By endowimg man wrth reason, God gave hm speech: 

神 は 、 理 性 を 人 に 与え る 事 に よっ て 、 話 す 力 を 人 に 与え た 。 神 は 、 理 性 を 人 に 与え る 
事 に よっ て 、 言 葉 を 人 に 与え た 。 

and revelation, manifold in its forms but one in its DrinciDle, 

啓蒙 の 形 は 多様 で ある が 啓蒙 の 原理 は 唯一 で ある 。 啓 示 の 形 は 多様 で ある が 啓示 
の 原理 は 唯一 で ある 。 

Consists entrely In the umiversal word 

啓 宜 は 全て 普遍 の 言葉 に 存在 する 。 啓 示 は 全て 普遍 の 言葉 に 存在 する 。 

the interpreter of the aDsolute reason. 

普遍 の 言葉 と は 絶対 の 論理 を 説明 する も の で ある 。 

This is the sigrficance of that termm so much misconstrued, catholcity, 
which, in modern hieratic 1anguage, means infallibility. 

カト リッ ク は 「 普 遍 の 」 を 意味 する 。 現 代 の 神学 用 語 で カト リッ ク は 「 誤 り が 無い 」 を 意 
味 す る 。 現 代 の 神学 用 語 で カト リッ ク は 不可 診 を 意味 する 。 

The umiversal in reason is the aDsolute, 

論理 で 普遍 な も の は 絶対 な も の で ある 。 

and the aDsolute is the infalhDble. 

絶対 な も の は 誤り が 無い 。 絶 対 な も の は 不可 診 で ある 。 

If abDsolute reason impelled umversal society to Delieve jrresistbly the 
utterance of a child, that child would De infalhble by the ordination of 
God and of all humanity. 

も し 絶対 の 論理 が 幼子 の 言葉 を 普遍 に 社会 に 抵抗 で きず に 信じ させ れ ば 、 神 の 定 
め に よっ て 、 全 て の 人 の 定め に よっ て 、 幼 子 は 誤り が 無い 。 も し 絶対 の 論理 が 幼子 の 
言葉 を 普遍 に 社会 に 抵抗 で きず に 信じ させ れ ば 、 神 の 定め に よっ て 、 全 て の 人 の 定 
め に よっ て 、 幼 子 は 不可 診 で ある 。 

Fath is nothing else but reasonaDle confidence in this umity of reason 
確信 と は 、 論 理 の 普遍 性 と 唯一 性 に よる 、 論 理 的 な 確信 で ある 。 信 心 と は 、 論 理 の 普 
遍 性 と 唯一 性 に よる 、 論 理 的 な 確信 で ある 。 

and im this umiversalhity of the Word. 

確信 と は 、 言 葉 の 普遍 性 に よる 、 論 理 的 な 確信 で ある 。 信 心 と は 、 言 葉 の 普遍 性 に よ 
る 、 論 理 的 な 確信 で ある 。 

To believe is to place confidence in that which We as yet do not kmow 
when reason assures us beforehand of ultmately knowing or at least 
TeCcOgTSimg 1(. 

確信 する と は 、 論 理 が 最終 的 に 知る か 少な く と も 認知 する 事 を 事前 に 確信 させ る 時 
に 、 未 だ 知ら な いも の を 確信 する 事 で ある 。 

ADsurd are the so-called phllosophers who cry "1 wl never DelieVe in a 
thmg which 1 do not kmoW!" 

「 知 ら な いも の を 信じ な い !」 と 叫ぶ 俗 に 言う 似非 哲学 者 は 非 論理 的 で ある 。 
Shallow reasoners! 

浅はか な 理論 家 ! 

Tf you kmew, would you need to Delieve? 


も し あな た が 知っ て いる の で あれ ば 、 信 じ る 必要 が 有る で あろ うか ? い いえ ! 知 っ て 
いる も の を 信じ る 必要 は 無い ! 

But must I DelieVe on chance, amd apart from reason? 

し か し 、 根 拠 無 し に 信じ る べき で あろ うか ? 

Certainly not. 

いい え 。 

Blhmd and haphazard Delief is superstition and folly. 

盲信 、 妄 信 は 迷信 、 軸 か で ある 。 

We may DelheVe in causes which reason cormpels us to admt on the 
evldence Of effects knowm and appreciated Dy scienCce. 

知 が 知ら せる 認知 させ る 根拠 に よっ て 、 論 理 が 認知 させ る 根拠 を 確信 し て 良い 。 
SC1eT1Ce! 

知 ! 

Great Word 

大 いな る 言葉 ! 

and great DroDleml 

大 いな る 問題 ! 

What is science? 

知 と は 何 か ? 

We shall amswer in the second chapter of this Dook. 

本 書 の 2 章 で 解答 する つも り で ある 。 


ベト 

B 
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THE PILLARS OF THE TEMPLE 
神殿 の 2 つの 柱 

CHOCHMAH 

知 慮 

DOMUS 


款 

GNOSIS 

クジ ソーン ズ 、 語 知 

SCIENCE is the abDsolute and complete Dossession Of truth. 

知 と は 真理 の 絶対 な 完全 な 保有 で ある 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

have the sages of all the centuries tremDbled Defore such an aDsolute and 
terriDle wordi: 

全て の 時 代 の 忠 者 は 知 と いう 絶対 な 明 散 する べき 言葉 を 忌 散 し た 。 

they have hesitated to arrogate to themselves the first privilege of 
divinity Dy assurmmg the possession of scienCe, 

賢者 は 知 を 保有 し て いる ふり を し て 神 性 の 無 上 の 特権 を 詐称 する 事 を た め ら っ た 。 
and have Deen contented, instead of the VerD to know, with that which 
eXDTeSSeS COgT1SaTCe, 

賢者 は 知 と いう 言葉 の 代わ り に 認知 と いう 言葉 に 甘んじ た 。 

while, instead of the word science, they haVve adopted that of gmosis, 
賢者 は 知 と いう 言葉 の 代わ り に グノー シス と いう 言葉 を 選ん だ 。 賢 者 は 知 と いう 言 
葉 の 代わ り に 認知 と いう 言葉 を 選ん だ 。 

which represents sirmply the notion of learning by intuition. 

グノー シス は 直感 に よる 知 の 認知 を 単に 表す 。 

What in fact does man know? 

実際 、 人 は 何 を 知っ て いる だ ろう か ? 

Nothing, 

人 は 何 も 知ら な い 。 

and at the same tme he is allowed to ignore nothing. 

し か し 、 人 は 無知 な まま で は いら れ な い 。 

Devoid of kmowledge, 

人 は 無知 で ある 。 

he is called upon to know all. 

し か し 、 人 は 全て を 知る 事 を 求め られ て いる 。 


Now, knowledge supposes the duad- a Deimg who knows and an oMject 
Known. 

知 は 2 つ 1 組 を 前 提 と する 。 知 は 知る 者 と 知ら れる も の を 前 提 と する 。 

The duad is the generator of society and oflaWi: 

2 つ 1 組 は 社会 と 法 を 創造 する 。 

it is also the numDer of the gm0s1S. 

2 は グノー シス の 数 で ある 。2 は 認知 の 数 で ある 。 

The duad is urnty multplying itself in order to create, 

2 つ 1 組 は 創造 する た め の 自 身 の 増 殖 を 統一 する 。 

and hence in sacred symDolism Eve issues from the inmost Dosom of 
Adam. 

創世 記 2 章 22 節 の 神聖 な 例え 話 で 神 は エヴァ を アダ ム の 胸 の 深く に 秘め られ た 
助 骨 か ら 創 造 し た 。 

Adam is the human tetragram, 

アダ ム は 人 の テト ラ グラ マト ン で ある 。 

summed up In the mysterious ]od, 

神秘 の イ ョ ヨッ ド は アダ ム を 要約 する 。 

type of the KabDalistic phallus. 

イ ヨ ョ ッ ド 〇 ) は カバ ラ の 男性 器 の 象徴 で ある 。 

By adding to this jod the triadic name of EVe, the name of TehoVa is 
formed!, 

イ ョ ッ ド を エヴァ と いう 3 つ 1 組 の 名 前 に 足す と 、 イ エホバ 、 ヤ ハウ ェ と いう 神 の 名 前 
が 形成 され る 。 

which is eminently the KabDbalistic and maglcal word, im, 

ヤ ハ ウェ は 超越 的 な カバ ラ の 魔術 の 言葉 で ある 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グ 
ラマ トン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。nny、YHWH、 
ヤ ハ ウェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば 
れ て いる 。) 

which the high-priest in the temple pronounced Todcheva. 
神殿 で 大 祭司 は ヤ ハ ウェ を イ ョ ッ ド エヴァ と 発音 し て いた 。 

SO uruty complete in the fruitfulness of the triad forms therewrith the 
tetradl, 

単 一 性 は 3 つ 1 組 の 充実 を 完結 し て 4 つ 1 組 の 統一 性 を 形成 する 。(3 つ 1 組 は 充 
実 で ある 。4 つ 1 組 は 統一 性 で ある 。) 

which is the key of all numDers, 

4 つ 1 組 の 統一 性 は 全て の 数 の 鍵 で ある 。 

of all movements, 

4 つ 1 組 の 統一 性 は 全て の 変化 の 鍵 で ある 。 

and of all forms. 

4 つ 1 組 の 統一 性 は 全て の 形 の 鍵 で ある 。 

By a revolution aDout its own centre, the square DrOduces a CTcle equal 
to itself, 

正方 形 を 中 心 を 軸 に 回 転 させ る と 円 を 描く 。 


and this is the quadrature of the circle, 

回 転 が 円 積 問題 の 解答 で ある 。 

the circular movement of four eqgual angles around the same Doint. 

4 分 の 1 回 転 が 回 転 の 基礎 で ある 。( 虚 数 1 を 掛け る と 複素 平面 の 原点 を 軸 と する 4 
分 の 1 回 転 に 成る 。cos 9 +sin 9i を x+yi に 掛け る と 複素 平面 の 原点 を 軸 と する 座 
標 (x, ) の 角度 9 の 回 転 に 成る 。) 

"That which is aDoVe eduals that which is Delow," says Hermes. 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 と 話し て い 
る 。 

Here then is the duad serving as the measure of umity, 

2 つ 1 組 は 統一 性 の も の さ し と し て 役に立つ 。 

and the relation of eduaHty Detween above and Delow forms with these 
the triad. 

上 の も の と 下 の も の の 間 の 類推 可能 性 は 3 つ 1 組 で ある 。 

The created primclple is the ideal phallus: 

創造 し た 原理 は 概念 の 男性 器 で ある 。 

the created Drimciple is the formal cteis. 

創造 され た 原理 は 形 の 女性 器 で ある 。 

The insertion of the Vertcal phallus into the horizontal cteis forms the 
stauTOs Of the Gnostics, or the philosophical cross of masons. 

垂直 の 男性 器 を 水平 の 女性 器 に 挿入 する と グノー シス 主義 者 の 十字 、 メ ー ソ ン の 哲 
学 の 十字 を 形成 する 。 

Thus, the intersection Of tWo Droduces four 

2 つの も の の 交差 は 4 を も た ら す 。2 つの も の の 交差 は 十字 を も た ら す 。 

which, by its movement, defines the circle with all degrees thereof. 
十字 を 、 全 て の 角度 に 動か す と 、 回 転 さ せる と 、 円 を 描く 。 

N 1s man: コ 1S WOman: 

アレ フ は 男性 で ある 。 ベ ト は 女性 で ある 。 

1 is the primciple: 2 is the wordi 

1 は 原理 で ある 。2 は 言葉 で ある 。 

A is the active: B is the Dass1Ve: 

A は 自発 性 で ある 。B は 受容 性 で ある 。(1 は 自発 性 で ある 。2 は 受容 性 で ある 。) 

the monad is Bohas: the duad is jakim. 

単 一 性 は ボア ズ で ある 。。2 つ 1 組 は ヤキ ン で ある 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」 
「 ボ アズ と ヤキ ン は 強い も の と 弱い も の を 意味 する 」。) 

In the trigrams of Fohi, umity is the yang and the duad is the yin. 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 圭 で 、 単 一 性 は 陽 で あり 、2 つ 1 組 は 陰 で ある 。 


『 
陽 。 陰 


Bohas and jakin are the names of the two symDbolcal pillars without the 
chief door of Solomor's KabDalistic temple. 
ボア ズ と ヤキ ン は ソロ モン の カバ ラ の 神殿 の 門 の 外 の 2 つの 象徴 的 な 柱 の 名 前 で 
ある 。 
In the KabDbalah these pillars explain all mysteries of antagonism, 
whether natural, Doltical, Or relig1OUS, 
カバ ラ で は ボア ズ と ヤキ ン は 自然 、 政 治 学 、 神 の 教え の 対立 の 全て の 神秘 を 説明 す 
る 。 ボ アズ と ヤキ ン は 自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え の 対立 の 全て の 神秘 を 説明 する 。 
and they explan also the procreative struggle Detween the man and the 
woman, 
ボア ズ と ヤキ ン は 男性 と 女性 の 間 の 生殖 の 戦い を 説明 する 。 
for according to the 1aw of nature, 
自然 の 法 に よれ ば 、 
the woman must resist the mar, 
女性 は 男性 に 抵抗 する 必要 が 有る 。 
and he must entice or Overcome her 

男性 は 女性 を 誘惑 する か 圧倒 する 必要 が 有る 。 
The actVe principle seeks the Dass1ve Dr1nc1Dle, 
自発 的 な 原理 は 受容 的 な 原理 を 求め る 。 
the plenum desires the void!, 
充満 は 空間 を 求め る 。 
the serpert's jaw attracts the serpent's tal, and in turmimg upon himsef, 
he, at the same tme, fes and pursues himself. 
蛇 ウ ロボ ロス の 口 は 自身 の 尾 を 引き 寄せ 、 自 身 を 回 転 させ 、 逃 げ る と 同時 に 、 自 身 を 
追い か ける 。 
Woman is the creation of man, 
女性 は 男性 の 創造 物 と 成る 。 
and universal creation is the Dride of the First Principle. 
全て の 創造 物 は 第 一 原因 の 花嫁 で ある 。 全 て の 創造 物 は 神 の 花嫁 で ある 。 
When the Supreme Bemg Decame a creatOr 
無 上 の 存在 、 神 が 創造 主 と 成 っ た 時 に 、 
he erected a jod or a phallus, and to provide a place in the fulness of the 
uncreated light, 
創造 され た の で は な い 光 の 充満 の 中 に 空間 を も た ら す た め に 、 神 は イ ョ ッ ド 、 男 性 器 
を 立て た 。 
it was necessary to hollow out a cteis or trench of shadow eguivalent to 
the dimension determmed Dy his creative desire, and attr1Duted Dy him 
to the ideal jod of the radiatmg light. 
神 の 創造 する 欲望 と つり 合う 女性 器 、 影 の みぞ を 創造 する 必要 が 有 っ た 。 神 の 光 を 
放つ 概念 の イ ョ ッ ド が 女性 器 、 影 の みぞ を 創造 し た 。 
Such is the mysterious language Of the KabDalists in the TalmudL, 
上 記 は タル ムー ド に お ける カバ リス ト の 神秘 的 な 表現 で ある 。 


and on account of Vulgar igmorance and maligmity, it 1S impossiDle for us 
to explain or sirmplify it further 

大 衆 の 無知 と 悪意 の た め 、 さ ら に 簡潔 に 説明 する 事 は 不可 能 で ある 。 
What then, is the creation? 

創造 と は 何 か ? 

It is the mansion of the creatiVe Word. 

創造 する 神 の 言葉 の 家 で ある 。 

What is the cteis? 

女性 器 と は 何 か ? 

It is the mansion of the phallus. 

男性 器 の 家 で ある 。 

Whnat is the nature of the active primciple? 

自発 的 な 原理 の 性 質 と は 何 か ? 

To diffuse. 

普及 させ る 事 で ある 。 

What is that of the pass1ve? 

受容 的 な 原理 の 性 質 と は 何 か ? 

To gather in and to fructtfy. 

集め 実 を 結ば せる 事 で ある 。 

What is man? 

男性 と は 何 か ? 

He who initates, who Druises, who laDours, who soWSs. 
教え 込む 者 、 努 力 す る 者 、 深 み を 耕す 者 、 種 を まく 者 で ある 。 
What is woman? 

女性 と は 何 か ? 

She who forms, reumutes, irrigates, amd harVests. 
形成 する 者 、1 つ に する 者 、 水 を 注ぐ 者 、 浄 化す る 者 、 刈 り 入 れる 者 で ある 。 
Man Wages War 

男性 は 戦う 。 

woman Drimgs Deace aDout: 

女性 は 平和 を も た ら す 。 

man destroys to create, 

男性 は 創造 する た め に 破壊 する 。 

woman Duilds up to DreserVe: 
女性 は 守る た め に 高め る 。 

man 1S reVvolution, 

男性 は 変革 する 。 

woman 1S Concdiliation: 

女性 は 懐柔 する 。 

man is the father of Caim, 

男性 は カイ ン の 父 で ある 。 

woman the mother of Abel. 

女性 は アベ ル の 母 で ある 。 


What, moreoVver 1S wlsdom? 
さら に 、 知 と は 何 か ? 
It is the agreement and umion of two primciples, 
知 と は 2 つの 原理 の 一 致 で ある 。 知 と は 2 つの 原理 を 1 つ に する 事 で ある 。 
the mildness of Abel directimg the actity of Caim, 
知 と は アベ ル の 思い や り が 導く カイ ン の 自発 性 で ある 。 
man gulded Dy the sweet imspirations of woman, 
知 と は 女性 の 甘い 霊感 に 導 か れ た 男性 で ある 。 
deDauchery Conduered Dy lawful marriage, 
知 と は 法 の 正しい 結婚 に 圧倒 され た 放 湯 で ある 。 
reVolutionary energy softened and subdued Dy the gentleness of order 
and DeaCe, 
知 と は 秩序 と 平和 の 思い や り が 和らげ た 変革 の 力 で ある 。 
Dride suDjugated Dy 1ove, 
知 と は 思い や り が 圧倒 し た 自尊 心 で ある 。 
science acknowledging the inspirations of faith. 
知 と は キリ スト 教 の 吉 感 を 認知 する 学問 で ある 。 知 と は キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 
哲学 で ある 。 
Then human science Decommes W1Se, 
キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 人 の 学問 は 賢明 と 成る 。 キ リス ト 教 の 霊感 を 認知 
する 時 に 、 哲 学 は 賢明 と 成る 。 
and submts itself to the infalhbihty 1 の reaSOL, 


キリ スト 教 の 霊 Na 論理 の 誤り の 無 さ を 受け 入れ る 。 
キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 哲 学 は 普 論理 の 誤り の 無 さ を 受け 入れ る 。 


Instructed 了 IE OT un1Versal 間 

キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は 思い や り に 導 か れる 。 キ リス ト 教 の 霊感 を 
認知 する 時 に 、 哲 学 | よ 思 いや り に 導 か れる 。 
Then it can take the name of gn0S1s, 

キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は グノー シス と 呼ば れる 。 キ リス ト 教 の 霊感 
を 認知 する 時 に 、 哲 学 は グノー シス と 呼ば れる 。 
because it knows at least that as yet it cannot Doast of knowing 
perfectly, 
な ぜ な ら 、 キ リス ト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は 未だ 完全 に 知る 事 が で き な い 
も の を 少な く と も 認知 する か ら で あ る 。 キ リス ト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 閣 学 は 未 
だ 完全 に 知る 事 が で き な い も の を 少な く と も 認知 する か ら で あ る 。 
The monad can only marufest Dy the duadi 
単 一 性 は 2 つ 1 組 で の み 表 れる 。 
unity itself and the notion of umity at once constttute tW0. 
統一 性 は 数 2 を 形成 する 。 単 一 性 と いう 概念 は 数 2 を 形成 する 。 
The umity of the Macrocosm reveals itself by the two opposite Doinmts of 
two triangles. 
大 宇宙 の 統 一 性 は 正反対 の 重 の 正三 角形 、 六 世 星 で 表 さ れる 。 世 界 の 統一 性 は 
正反対 の 二 重 の 正三 角形 、 六 世 星 で 表 さ れる 。 


Human uruty fulfils itself to right and left. 

人 の 統一 性 は 左右 の 統一 で 表 さ れる 。 

Primitive man is amdrOgynOUS. 

この 世界 の 人 は 両性 具有 者 で ある 。( こ の 世界 の 男性 の 陰 裏 は 、 こ の 世界 の 女性 の 
大 陰唇 で ある 。 こ の 世界 の 女性 の 陰 核 は 男性 器 で ある 。 神 の 体 に 陰 論 は 無い 。 神 の 
体 に 陰 李 は 無い 。) 

All organs of the human Dody are disposed in Dairs, eXCeptmg the nOSe, 
the tongue, the umbihcus, and the KabDbalistic jod. 

鼻 、 舌 、 へ そ 、 男 性 器 (、 陰 核 ) を 除い て 、 こ の 世界 の 人 の 体 の 全て の 器官 は 2 つ 1 組 
で ある 。 男 性 器 は カバ ラ の イ ョ ッ ド で ある 。( 神 の 体 に へ そ は 無い 。 神 の 体 に 陰 核 は 無 
い 。) 

Divimity, one In its essenCe, 

神 性 の 本 質 は 1 で ある 。 

has two essential conditions as the fundamental grounds of its Deimg- 
neceSS1ty and 1iDerty. 

神 性 は 存在 の 基礎 と し て 必然 と 自由 と いう 2 つの も の を 前 提 と する 。 

The 1aws of supreme reason necessitate and rule iDerty in Godl 

無 上 の 論理 の 法 は 自由 を 神 に 必要 と する 。 神 に お いて 無 上 の 論理 の 法 は 自由 を 統 
治す る 。( 善 悪 の 判断 に は 事情 を 考慮 する 必要 が 有る 。 善 悪 の 判断 に は 事情 を 考慮 
する 自由 が 必要 で ある 。) 

who is of necess1ty Wise and reasonaDle. 

神 は 必然 的 に 知 的 で あり 論理 的 で ある 。 


To make Hght visible God has merely hypotheticated the shadow. 

光 を 明らか に する た め に 神 は 影 を 仮定 する だ け で 良かっ た 。 

To manifest the truth he has perrmitted the possiDility of doubt. 

真理 を 表す た め に 神 は 疑 え る 様 に し た 。 

The shadow Dodies forth the jight, 

影 は 光 を 具体 的 に 表す 。 

and the possibihty of error 1s reduisite for the temporal mamifestation 
of truth. 

真理 を 一 時 的 に 明らか に する の に 誤る 可能 性 が 必要 で ある 。 


Tf the Duckler of Satan did not intercept the spear of Michael, the might 
of the angel would De lost in the void or mamifested Dy infimite 
destruction 1aunched Delow from aDoVe. 

も し サタ ン の 眉 が ミカ エル の 槍 を 止め な か っ た な ら ば 、 天 使 ミ カエ ル の 力 は 、 空 間 に 
失わ れる か 、 上 か ら 下 へ の 無限 の 破壊 と 成っ て 表れ る で あろ う 。( へ ブラ イ 語 で サタ 
ン は 敵 を 意味 する 。 悪 は 免疫 の た め の 仮 想 敵 で ある 。 ミ カエ ル は 「 誰 が 神 の 様 に 成 
れ よ うか ? い いえ !」 を 意味 する 。 エ ル は 神 を 意味 する 。) 

Did not the heel of Michael restrain Satan in his ascent, Satan would 
dethrone God, or rather he would lose himself in the aDysses of the 
alttude. 

ミカ エル の か か と が サタ ン の 上 昇 を 止め な か っ た な ら ば 、 サ タン は 神 の 王座 に つく 
と 言う より は むし ろ 、 サ タン は 高み と いう 深淵 に 自身 を 喪失 する で あろ う 。 

Hence Satan is needful to Michael as the pedestal to the statue, 

ミカ エル は サタ ン を 像 の 台座 と し て 必要 と する 。 

and Michael is necessary to Satan as the Drake to the locomotive. 

サタ ン は ミカ エル を 機関 車 の ブレ ー キ と し て 必要 と する 。 

In analogical amd umiversal dynarmcs one leans only on that which 
TeS1StS. 

類推 可能 な 普遍 な 力学 で 、 あ る も の は 抵抗 する も の に の み も た れ か か れる 。 
Furthermore, the universe is Dalanced Dy two forces which maintaim it 
im eduihDbrium, the force which attracts and that which reDelS. 

さら に 、 つ り 合 い を 保つ 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 と いう 2 つの 力 が 万 物 の つり 
合い を 保つ 。 

They exist alke in physics, in philosophy and in rehgion: 

同様 に 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は 物理 学 、 折 学 、 神 の 教え に 存在 する 。 引 ぎ 寄 
せる 力 と し り ぞ ける 力 は 自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え に 存在 する 。 

Im Dhysics they Droduce edu1hDbrium, 

物理 学 で は 、 引 き 寄せ る 力 と し り ぞ ける 力 は つり 合い を も た ら す 。 自 然 科 学 で は 、 引 
さき 寄せ る 力 と し り ぞ ける 力 は つり 合い を も た ら す 。 

Im philosophy critc1sm, 

哲学 で は 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は 批評 を も た ら す 。 

Im religion DrOgreSS1Ve revelatiOn. 

神 の 教え で は 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は 進歩 的 な 啓示 を も た ら す 。 

The ancients represented this mystery in the conflict Detween Eros and 
Anter0S, 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を エロ ス と アン テロ ス の 対立 で 表し た 。 

the struggle Detween TacoD and the angel, 

古代 ヘブライ 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 創世 記 32 章 24 節 か ら 32 節 で の 
ヤコブ と 天使 の 戦い で 表し た 。 

and by the equilibrium of the golden moumntain, which gods on the one 
s1de and demons on the other hold Dound Dy the symDolic serpent of 
India. 


古代 イン ド 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 不死 を 与え る 楽 ア ムリ タ を 作る た め の 
デー ヴァ 神族 と 阿 修 雇 神族 の つ な ひ き で 表し た 。 象 徴 的 な 蛇 、 竜 を つ な に し た 。 象徴 
的 な 蛇 、 竜 を 金 の 山 に 巻き 付け た 。( サ ンス クリ ッ ト 語 で デー ヴァ は 神 を 意味 する 。 阿 
修 維 は 非 天 と 意訳 され る 。) 

It is also typified Dy the caduceus of HermanulbiS, 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を ヘル マニ ビス の ケー リュ ケイ オン で 表し た 。 
by the two cherubim of the arKk, 

古代 ヘブライ 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 契約 の 箱 の 2 つの 智 天使 ケル ビ ム 
で 家 選 た 。 

by the twofold sphinx of the chariot of Osiris, 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を オシ リス の 戦車 の 2 つの スフィンクス で 表し 
Pe 

and Dy the two seraphim, resDectvely Dlack and white. 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 白い 洋 天使 セラ フィ ム と 黒い 識 天使 セラ フィ 
ム で 表し た 。 

Its scientific reality is demonstrated by the phenomena of polarity 

2 つの 力 の つり 合い の 神秘 の 自然 科学 的 な 事実 は 電気 と 磁気 の 両極 性 が 実証 し 
て いる 。 

and by the universal law of sympathies or antpathies. 

2 つの 力 の つり 合い の 神秘 の 学問 的 な 事実 は 共感 、 反 感 の 普遍 の 法 が 実証 し て い 
る 。 

The undiscermmng disciples of Zoroaster divided the duad without 
referrimg it to uruty, 

ゾロ アス ター の 偽物 の 弟子 は 統一 無し に 2 つ 1 組 を 分 像 させ た 。 

thus separatimg the pillars of the temple, 

ゾロ アス ター の 偽物 の 弟子 は 神殿 の 2 つの 柱 を 分 像 させ た 。 

and endeavouring to halve God. 

ゾロ アス ター の 偽物 の 弟子 は 神 を 分 裂 さ せよ うと 試み た 。 

Conceive the aDsolute as two, and you must immediately conce1Vve 1t as 
three to recoVver the uuty Drinciple. 

絶対 な も の 、 神 を 2 と し て 考え る と 、 統 一 性 の 原理 を 取り 戻す た め に 、 す ぐに 、3 と し 
て 考え る 必要 が 有る 。 

For this reasoT, 

上 記 の 理由 か ら 、 

the material elements, analogous to the divine elements, are understood 
firstly as four explained as two, and exist ultimately as three. 

この 世界 の 元素 は 、 最 初 に 4 と し て 理解 され 、2 と し て 説明 され 、 最 後に 3 と し て 存 
在 する 。 神 の 元素 は 、 こ の 世界 の 元素 か ら 類 推 可能 で ある 。 

Revelation is the duadi 

啓蒙 は 2 つ 1 組 で ある 。 啓 示 は 2 つ 1 組 で ある 。 

every WOrd is douDle, 

全て の 言葉 は 二 重 で ある 。 

and SUDDOSeS tWO0. 


全て の 言葉 は 2 を 前 提 と する 。 

The ethic which results from revelation 

倫理 道徳 は 啓蒙 の 結果 で ある 。 倫 理 道徳 は 啓示 の 結果 で ある 。 哲 学 は 啓蒙 の 結果 
で ある 。 哲 学 は 啓示 の 結末 で ある 。 

1s founded on antagorusm, 

倫理 道徳 の 基礎 は 対立 で ある 。 哲 学 の 基礎 は 対立 で ある 。 

which results from the duad. 

対立 は 2 つ 1 組 の 結果 で ある 。 

Spirit and form attract and repel one another 

霊 と 形 は 相互 に 引き 寄せ 合い し り ぞ け 合 う 。 

jike sign and idea, 

概念 と 形 の 様 に 。 

fiction and truth. 

真実 と 想像 の 様 に 。 

SuDrerme reason necessitates dogTma when cormmurucatinmg to fimite 
Intelligences, 

無 上 の 論理 は 制限 され た 知性 と 話す 時 に 考え を 必要 と する 。 神 は 人 と 話す 時 に 考 
え を 必要 と する 。 

and dogma, Dy 1ts passage from the domain ofideas to that of formms, 
Darticipates 1n tWO Worlds, 

考え は 、 概 念 の 領域 か ら 形 の 領域 へ 通過 する 事 に よっ て 、 概 念 の 領域 と 形 の 領域 と 
いう 2 つの 世界 と 関係 する 。 

and has inevitaDly two senses spDeakimg In Succession Or smultaneously, 
that is, to the spirit and the flesh. 

考え は 必然 的 に 連続 また は 同時 に 霊 と 肉 に 話す 2 つの 意味 を 持つ 。 

SO are there two forces in the moral region, one which assaults and one 
which curDs and exp1ateS. 

倫理 道徳 の 領域 に は 非難 する 力 と 抑制 し て つぐ な う 力 と いう 2 つの 力 が 存在 する 。 
They are represented in the mythos of Genesis by the typical 
personahites of Cain and ADel. 

創世 記 4 草 の カ イン と アベ ル は 倫理 道徳 の 領域 の 非難 する 力 と 抑制 し て つぐ な う 
力 と いう 2 つの 力 の 象徴 で ある 。 

ADel oppresses Cain by reason of his moral suDerlor1ty: 

アベ ル の 倫理 道徳 的 な 超越 性 の 論理 に よっ て 、 ア ベル は カイ ン を 苦し め る 。 

Cain to get free immortalises his Drother by slaying him, 

自由 に 成る た め に 、 ア ベル を し て 、 カ イン は アベ ル を 不死 に する 。 

and becomes the victm of his own crime. 

カイ ン は 自身 の 罪 の 犠牲 と 成る 。 

Cain could not suffer the life of Abel, 

カイ ン は アベ ル の 命 に 耐え られ な か っ た 。 

and the blood of Abel suffers not the sleep of Caim. 

アベ ル の 血 は カイ ン の 安息 に 耐え られ な い 。 

In the Gospel the type of Cain is replaced by that of the Prodigal So 


ルカ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 節 の 放 湯 息子 は カイ ン で ある 。 

whom his father fully forgives 

父 は 放 湯 息子 を 許す 。( マ タイ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 。) 

because he returns after havimg endured much. 

な ぜ な ら 放 薄 息 子 は 多数 の 苦痛 に 耐え た 後 で 父 の 国 に 戻っ た か ら で あ る 。( マ タイ 
に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 。) 

There is mercy and there is justice In Go 

神 に は 思い や り と 正義 が 存在 する 。 

to the just He dispenses juStice 

神 は 正義 を 正しい 者 に 与え る 。 

and to sinners mercyr 

神 は 思い や り を 罪人 に 与え る 。 

In the soul of the world, which is the umiversal agent, there is a current 
of love andl a current of wrath. 

世界 の 魂 、 地 の 魂 、 普 遍 の 代行 者 に は 、 思 いや り の 流れ と 怒り の 流れ が 存在 する 。 
This amDient and all-penetratimg fluid: 

包囲 し 全て に 浸透 する 流体 。 

this ray 1oosened from the sun's splendour and fixed Dy the weight of 
the atmosphere and the power of central attracton: 

太陽 の 輝き か ら 放 た れる 、 大 気 の 重 さと 中 心 に 引き 寄せ る 力 が 固定 する 、 光 線 。 
this body of the HoIy Spirit, 

神 の 聖霊 の 体 。 

which we term the umlversal agent, 

普遍 の 代行 者 と 呼ん で いる も の 。 

while it was typified by the ancients under the symDbol of a serpent 
devouring his ta 

古代 人 が 自身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロス に 例え た も の 。 

this electro-magnetic ether 

電磁 気 の エ ー テ ル 。( エ ー テ ル は 第 5 元素 で ある 。 エ ー テ ル は 光 を 仲介 する も の で あ 
る 。) 

this vital and lurmimous calor1C, 

命 の 光る 熱 。 

is depicted in archalc monuments Dy the girdle of Isis, twice-folded in a 
loVe-Kmot round two Doles, as well as Dy the serpent devouring his own 
tail, 

自身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロス の 様 に 、 古 代 の 石碑 で 二 つ 折り の 両極 の まわ り 
の 恋 結 び の イシ ス の 帯 と し て 描か れ て いる も の 。 

emblematic of prudence and of Saturn. 

自身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロス は 思慮 と 土星 の 象徴 で ある 。 

Motion and jife consist in the extreme tension Of two forces. 

変化 と 命 は 2 つの 力 の 極端 な 緊張 に 存在 する 。 

"1 would thou wert cold or hot," said the Master 


ヨハ ネ の 庄 示 録 3 章 15 節 で 主 イ エス は 「 私 イエ ス は あな た が 冷た いか 熱い か ど ち 
ら か で あっ て ほし い 。」 と 話し て いる 。 

As a fact, a great sinner is more really alive than is a tepid, effermimate 
mam, 

事実 、 大 いな る 罪人 は 生ぬるい 女々 し い 男 より 生き 生き と し て いる 。 

and the fulness of his returr to virtue wl De in Droportion to the extent 
Of his errorS. 

大 いな る 罪人 の 善 へ 戻る 時 の 充実 さ は 誤り の 大 き さ と つり 合っ て いる で あろ う 。 
She who is destimed to crush the serpent's head is intelhgence, which 
eVer rises aDoVve the stream of blimd forces. 

創世 記 3 章 15 節 の 蛇 の 頭 を 圧倒 する 運命 の 女性 は 、 常 に 盲目 的 な 力 の 流れ を 克 
服 す る 知 の 例え で ある 。 

The KabDbalists call her the Virgin of the sea, 

カバ リス ト は 知 を 海 の 処女 と 呼ん で いる 。 

whose dripping feet the infernal dragon, stupefied Dy delight, crawls 
forward to lick with his fiery tongueS. 

地獄 の 竜 は 、 楽 し さ に 忘 我 状 態 と 成っ て 、 海 の 処女 の 水 が し た た る 脚 を 火 の 舌 で な 
め る た め に 、 は う 。 

These are the hieratic mysteries of the duad. 

上 記 が 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 で ある 。 

But there is one, and the last of all, which must not De made kmowm, 

し か し 、 知 られ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 が 1 つ 存 在 する 。 

the reasoru according to Hermes Trismegistus, Deimg the 
malcomprehension of the vulgar who would ascriDe to the necessities 
of science the immoral aspect of Dlmd fatality. 

知ら れ て は いけ な い 理 由 は 、 ヘ ル メ ス トリ ス メ ギ スト ス は 、 盲 目的 な 運命 の 不道徳 
な 面 を 知 の 不足 の せい に する 、 大 衆 の 誤解 で ある と 話し て いる 。 

"By the fear of the unknown must the crowd De restrained," he oODserves 
In amother place, 

エメ ラル ド 板 以外 で ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 「 未 知 へ の 恐怖 に よっ て 大 衆 を 抑え 
る 必要 が 有る 。」 と 話し て いる 。 

and Christ also said: "Cast not your Dearls DefOre Swlne, lest, trampHmg 
them under their feet, they turn and rend you." 

マタ イ に よる 福音 7 章 6 節 で キリ スト は 「 豚 に 真珠 を 捨て る な 。 豚 が 真珠 を 踏み に じ 
る と いけ な いか ら で あ る 。 豚 が あな た の 方 を 向き あな た を 引き 裂 く と いけ な いか ら で 
ある 。」 と 話し て いる 。( 豚 は 悪人 の 例え で ある 。 真 珠 は 知 の 例え で ある 。) 

The tree of the kmowledge of good and evil, of which the fruits are 
death, is the type of this hieratic secret of the duad!, 

果実 が 死 で ある 、 善 悪 の 知 の 木 は 、 知 られ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神 
秘 の 例え で ある 。 

which could only De misconstrued i diVulged, and would lead 
commorly to the unholy denial of free wl, 


知ら れ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 を 口外 し て も 、 誤 解 さ れる だ け で あ 
ろう し 、 自 由 意思 の 邪悪 な 拒絶 に 通例 導く で あろ う 。 

which is the primciple of moral Hfe. 

自由 意思 は 倫理 道徳 的 な 命 の 原理 で ある 。 

It is hence in the essence of things that the revelation of this secret 
means death, 

本 質 的 に 知ら れ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 の 口外 は 死 を 意味 する 。 
andit is not at the same Hme the great secret of magiC: 

2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 は 魔術 の 大 いな る 秘密 で は な い 。 

but the arcanum of the duad leads up to that of the tetrad, or more 
CorTectly Droceeds therefrom, and is resolved Dy the triad!, 

2 つ 1 組 の 秘密 は 4 つ 1 組 の 秘密 へ 導く 、 よ り 正 確 に 言う と 2 つ 1 組 の 秘密 は 4 つ 
1 組 の 秘密 か ら 生 じ 、3 つ 1 組 で 解決 され る 。 

which contains the word of the emigma propounded by the sphinX, 

4 つ 1 組 の 秘密 か ら 生じ 3 つ 1 組 で 解決 され る 2 つ 1 組 の 秘密 は スフィンクス の 話 
し た 謎 の 言葉 に 含ま れ て いる 。 

as it Was redulred to have Deen found in order to save the Hfe, atone for 
the unconscious crime, amd estaDlish the Kimgdom of OEdipus. 

オイ ディ プス は 、 命 を 守る た め に 、 知 ら な いで 犯し た 罪 を つぐ な うた め に 、 オ イデ ィ プ 
ス の 王国 を 建て る た め に 、4 つ 1 組 の 秘密 か ら 生じ 3 つ 1 組 で 解決 され る 2 つ 1 組 
の 秘密 を 見 つけ る 必要 が 有 っ た 。 

In the hieroglyphic work of Hermes, the Tarot called also the Dook of 
Thoth, the duad is represented either by the horns of Isis, having her 
head veiled amnd an open Dook partiallYy concealed under her mantle, or 
otherwrse Dy a soverelgnl ladY, juno, the Greek goddess, havimg one 
hand uplifted towards heaven and the other pointed to earth, as T ぜ 
formulatmg by this gesture the one and twofold dogma which is the 
foundation of magic, and Degins the marvellous symDbols of the Emerald 
Table of Hermes. 

ヘル メス の 象徴 的 な 作品 、 ト ー ト の 書 と 呼ば れ て いる 物 、 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 
イシ ス ま た は ユノ ー が 描か れ て いる 。 イ シス が か ぶっ て いる 2 本 の 角 は 2 つ 1 組 を 表 
す 。 イ シス は ヴェ ー ル で 頭 を 隠し て いる 。 イ シス は 開か れ た 本 を マン ト で 部 分 的 に 隠 
し て いる 。 ユ ノー は 女王 で ある 。 ユ ノー は ギリ シャ の 女神 で ある 。 ユ ノー は 左手 を 天 へ 
向け て か か げ 右 手 で 地 を 指さし て いる 。 ユ ノー の 身 ぶ り は ヘル メス の エメ ラル ド 板 の 
不思議 な 例え 『「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 
類推 可能 で ある 。」 と いう 魔術 の 基礎 で ある 唯一 の 二 重 の 考え を 表し て いる 様 で あ 
る 。 

In the Apocalypse of St john there is a reference to tWo witmesses Or 
martyrs on whom prophetic tradition confers the names of Elias and 
Enoch- 

ヨハ ネ の 鷲 示 録 11 章 の 2 人 の 証人 、2 人 の 閣 教 者 に 預言 者 の 口伝 は エリ ヤ と エ ノ 
ク と いう 名 前 を 与え て いる 。 

Elias, man of faith, enthusiasm, miracle: 


エリ ヤ は 信心 の 人 、 神 が か り の 人 、 奇 跡 の 人 で ある 。 

Enoch one with him who is called Hermes Dy the Egyptans, 

エジプト 人 は エノク を ヘル メス と 呼ん だ 。( ヘ ル メ ス 、 メ ルク リウ ス 、 ト ー ト は エノク で あ 
る 。) 

honoured Dy the Phoenicians as Cadmus, 

フェ ニキ ア 人 は エノク を カド モス と 呼ん で た た えた 。( カ ドモ ス は エノク で ある 。) 
author of the sacred alphaDbet, 

エノク は 神聖 な アル ファ ベッ ト の 創造 者 で ある 。 

and the umiversal Key to the initiations of the Log0S, 

エノク は ロゴ ス へ の 入門 へ の 普遍 の 鍵 タ ロッ ト の 創造 者 で ある 。 

father of the KabDbalah, 

エノク は カバ ラ の 父 で ある 。 

he who, according to the sacred allegories, did not die ke other me 
Dut was transported to heaVerl, 

創世 記 5 章 24 節 と エノク 書 の 象徴 的 な 実話 で エノク は 他 の 人 の 様 に 死な な いで 
神 が エ ノ ク を 天 へ 連れ て 行っ た 。 

to return at the end of time. 

エノク を 時 の 終わ り に 地上 へ 戻ら せる た め に 神 は エノク を 天 へ 連れ て 行っ た 。 
Much the same statement is made of St john hiumself, 

ヨハ ネ に よる 福音 21 章 23 節 で ヨハ ネ は 死な な いと いう うわ さ が 広 まっ た 。 

who recoVered and explained in his Apocalypse the symDolism of the 
word of Enoch. 

ヨハ ネ は ヨハ ネ の 回 示 録 で エノク の 言葉 の 象徴 を 復活 させ 説明 し て いる 。 

This resurrection Of St ]ohn and Enoch, expected at the close of the ages 
Of igmorance, 

使徒 ヨハ ネ と エノク の 考え の 復活 が 無知 の 時 代 の 終わ り に 予定 され て いる 。 

will De the restitution of their doctrine Dy the comprehension of the 
KabDalistic Keys 

使徒 ヨハ ネ と エノク の 復活 と は カバ ラ の 鍵 タ ロッ ト の 理解 に よる 使徒 ヨハ ネ と エノク 
の 考え の 復活 で あろ う 。 

which umlock the temple of umity and umiversal philosophy, 

カバ ラ の 鍵 タ ロッ ト は 唯一 普遍 の 哲学 の 神殿 の 鍵 を 開け る 。 

too ong Occult, 

唯一 普遍 の 哲学 は 非常 に 長い 間 隠 され た 。 

and reserVed solely for the elect, 

隠さ れ た 哲学 は 選ば れ た 者 の た め だ け の も の で ある 。 

who perish at the hands of the World. 

俗 世 の 手 か ら 免 れる た め に 選ば れ た 者 は 姿 を 隠し て いる 。 

But we have sald that the reproduction of the monad by the duad leads 
of necessity to the conception and dogma of the triad, 

2 つ 1 組 に よる 単 一 の 生殖 が 3 つ 1 組 の 概念 、 考 え を 必要 と する に 至る 事 を 話し た 。 
SO We COme now to this great number which is the fulmess and Derfect 
Word of umity. 


全 の 言葉 で ある 大 いな る 数 で ある 3 に 来 た 。 
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THE TRIANGLE OF SOLOMON 

ソロ モン の 三角 形 

PLENITUDO VOCIS 

声 の 充満 

BINAH 

自発 的 な 知力 

PHYSIS 

自然 

THE perfect word is the triadl 

完全 な 言葉 は 3 つ 1 組 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t SUDDOSeS ar imtelligent Drimciple, a speaking Drimciple, and a Drimciple 
SDOkKen. 

言葉 は 知 の 原理 、 話 す 原 理 、 話 され る 原理 を 必要 と する 。 

The absolute, revealing itself Dy speech, 

神 は 言葉 に よっ て 自身 を 明らか に する 。 絶 対 な も の は 言葉 に よっ て 自身 を 明らか に 
する 。 

endows this speech with a sense equlvalent to itself, 

神 は 自身 と つり 合う 意味 を 言葉 に 与え る 。 

andin the understanding thereof creates itself a third time. 

神 は 言葉 の 理解 に よっ て 第 3 の 自身 を 創造 する 。 

Thus, als0, 

上 記 の 様 に 、 同 様 に 、 

the sun mamifests itself Dy its light, 

太陽 は 光 に よっ て 自身 を 明らか に する 。 

and proVes or makes this mamufestation efficacious Dy heat. 
太陽 は 熱 に よっ て 第 3 の 自身 を 創造 する 。 

The triad is traced in space by the heavenly zenth, the infimite height, 
connected with east amd west Dy two straight divergimg Hmes. 

天頂 、 無 限 の 高み と 東西 を 結ぶ 地平 線 は 3 つ 1 組 、 正 三角 形 を 空間 に 描く 。 
With this visible triangle reason compares another which is inVisiDle, 
高み と 地平 線 の 目 に 見 える 正三 角形 か ら 深淵 と 地平 線 の 目 に 見 えな い 逆 正三 角 
形 が 論理 的 に 類推 可能 で ある 。 

Dut is assumed to De equal in dimensior: 


高み と 地平 線 の 目 に 見 える 正三 角形 と 深淵 と 地平 線 の 目 に 見 えな い 逆 正三 角形 
は 大 き さ が つり 合っ て いる と 類推 可能 で ある 。 

the abyss is 1ts apex amd its reversed Dase is Darallel to the horizontal 
Ine stretching from east to west. 

深淵 と 地平 線 の 逆 正三 角形 。 

These two triangles, combined in a single figure, which is the siX- 
ponted star 

三角 形 と 逆 正 三角 形 を 1 つ に する と 六 葵 星 と 成る 。 

form the sacred symDol of Solomon's seal 

六 苦 星 は ソロ モン の 封印 の 神聖 な 象徴 で ある 。 

the resplendent star of the Macrocosmm. 

六 世 星 は 大 宇宙 の 輝く 星 で ある 。 

The notion of the infinite and the aDsolute is expressed Dy th1s sign, 

六 詞 星 は 無限 、 絶 対 、 神 の 概念 を 表す 。 

which is the grand pantacle- 

六 記 星 は 大 いな る pantacle で ある 。 

that is to say the most simple and complete aDridgment of the science of 
all thmgs. 

六 世 星 は 全て の も の の 知 の 最も 簡潔 な 完全 な 要約 と 言え る 。 

Grarmmar itself attriDutes three persons to the VerD. 

アル ファ ベッ ト の 文法 で は 動詞 に は 3 つの 人 称 が 存在 する 。 

The first is that which speaks, 

アル ファ ベッ ト の 文法 で の 動詞 の 1 人 称 は 話す も の 。 

the second that which is spoken t0, 

アル ファ ベッ ト の 文法 で の 動詞 の 2 人 称 は 話し か けら れる も の 。 

and the third the oDject. 

アル ファ ベッ ト の 文法 で の 動詞 の 3 人 称 は 話さ れる も の 。 

In creatimg, the Infimite Prince speaks to himself of himself. 
創造 に お いて 神 は 自身 を 自身 に 話し て いる 。( ヨ ハネ に よる 福音 1 章 神 の 言葉 イエ 
ス は 神 で あり 、 神 の 言葉 イエ ス が 全て の も の を 創造 し て いる 。) 

SuCh is the explanation of the triad and the origin of the dogma of the 
TTir1ty. 

創造 に お いて 神 は 自身 を 自身 に 話し て いる 事 は 3 つ 1 組 と 三位一体 の 考え の 源 の 
説明 で ある 。 

The magical dogma is also one in three and three in one. 

魔術 の 考え は 3 つ 1 組 で あり 三位一体 で ある 。 

That which is aDoVe is ke or equal to that which is Delow. 

3 つ 1 組 で あり 三位一体 で ある 魔術 の 考え と は エメ ラル ド 板 の 「 上 の も の は 下 の も 
の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 で ある 。 
Thus, two thigs which resemDle one another 

上 の も の と 下 の も の は 相互 に 類推 可能 で ある 。 

andthe word which signifies their resemDlance make three. 

上 の も の と 下 の も の の 類推 可能 性 を 表す 言葉 は 3 を 創造 する 。 


The triad is the umiVersal dogma. 

3 つ 1 組 は 普遍 の 考え で ある 。 

In magic- Drinciple, realhisatiom, adaptation: 

魔術 の 3 つ 1 組 は 原理 、 実 現 、 応 用 で ある 。 

In alchemy- azoth, incorporation, transmutator: 

錬金術 の 3 つ 1 組 は Azoth、 結 合 、 錬 金 で ある 。(Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は へ ブラ イ 
文字 の 最初 の 文字 K、 ア レフ また は ラテ ン 文 字 の 最初 の 文字 A また は ギリ シャ 文字 
の 最初 の 文字 A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 文 字 の 最後 の 文字 Z と ギリ シャ 文字 の 最後 の 文 
字 @②、 オ メガ と ヘブライ 文字 の 最後 の 文字 n、 タ ウ で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 
最初 か ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 の 唯一 を 意味 する 。 普 遍 で 唯一 な も の は 絶 
対 な も の で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 絶対 を 意味 する 。) 

im theology- God, incarnation, redemptor: 

神学 の 3 つ 1 組 は 神 、 人 に 成っ た 神 、 身 代わ り に よる 救い で ある 。 

In the human soul- thought, 1oVe, and acton: 

人 の 魂 の 3 つ 1 組 は 思考 、 思 いや り 、 自 発 性 で ある 。 

in the family- father mother and child. 

家族 の 3 つ 1 組 は 父 、 母 、 子 で ある 。 

The triad is the end and supreme eXDreSs1on Of loVe: 

3 つ 1 組 は 愛 の 目的 で あり 愛 の 無 上 の 表れ で ある 。 

we seek one another as two only to Decome three. 

男性 と 女性 は 3 に 成る た め に 2 と し て 相互 に 求め 合う 。 

There are three intellhigible worlds which correspond one with another 
by hierarchic analogy: 

位階 的 な 類推 可能 性 に よっ て 相互 に 類推 可能 で ある 理解 可能 で ある 3 つの 世界 
が 存在 する 。 

the natural or physical, the spiritual or metaphyslcal, and the divime or 
religiOus WOrldS. 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 こ の 世界 、 霊 の 冥界 、 神 だ け の 楽園 。 

From this primciple follows the hierarchy of spirits, divided into three 
orders, amd again subdivided Dy the triad in each of these three orders. 
偽 ディ オニ ュ シ オス の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー は 3 組 の 3 つ 1 組 で あ 
る 。 偽 ディ オニ ュ シ オス の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー は 天使 、 大 天使 、 権 
天使 、 能 天使 、 力 天使 、 主 天使 、 座 天使 、 久 天使 ケル ビ ム 、 類 天使 セラ フィ ム で ある 。 
All these revelations are logical deductions from the first mathematical 
notions of beimg and numDer 

存在 と 数 の 無 上 の 数 学 的 な 概念 か ら 論理 的 に 導 か れ た も の で ある 。 

Unity must multply itself in order to Decome actiVe. 

単 一 で ある も の は 自発 的 に 成る た め に 自身 を 繁殖 する 必要 が 有る 。 

An indivisiDle, motionless, amd sterile Drinclple would De unity dead 
and incomprehensiDle. 

不可 分 の 無 動 の 繁殖 不能 の 原理 は 孤独 死 で あり 理解 不能 で あろ う 。 

Were God only one He would never De creator or father 

仮に 神 が 唯一 の まま で あっ た な ら ば 、 神 は 創造 主 、 父 に 成 れ な か っ た で あろ う 。 


Were he two there would De antagonism Or dhVision in the infinite, 
which would mean the division also or death of all possiDle thimgs. 
仮に 神 が 2 の まま で あっ た な ら ば 、 無 限 の 対立 、 無 限 の 分 像 、 全 て の 可能 性 の ーー 
致 、 全 て の 可能 性 の 死 が 存在 し た で あろ う 。 

He is therefore three for the creaton by Himself and in His image of the 
infimite multitude of Deimgs and nurmDers. 

存在 と 数 の 無限 の 多数 の 神 の 想像 の 中 で 神 は 自身 に よっ て 創造 の た め に 3 で ある 。 
S0 

その た め 、 

1s He truly one in Himself 

神 は 神 自身 で は 唯一 で ある 。 

and triple in our conception, 

神 は 人 の 考え で は 三重 で ある 。 

which also brimgs us to behold him as triple in Himself 

神 は 神 自身 で は 三重 と し て 人 に 見 せる 。 

and one in our intelhgence 

神 は 人 の 知 で は 唯一 に 見 える 。 

and our loVe. 

神 は 人 の 思い や り で は 唯一 に 見 える 。 

This is a mystery for the faithful, 

神 の 三位一体 は キリ スト 教徒 に は 神秘 で ある 。 

anda logical necessity for the initiate into the aDsolute and real 
SC1enCeS. 

神 の 三位一体 は 絶対 の 本 物 の 学問 に 入門 し た 学徒 に は 論理 的 な 必然 で ある 。 
The Word manifested Dy Iife is realisation or incarnation. 

命 に よっ て 明らか に され た 神 の 言葉 イエ ス は 実現 、 人 に 成っ た 神 で ある 。 

The Hife of the Word accomplishing its cyclic movement is adaptation or 
redemption. 

周期 を 終え た 神 の 言葉 イエ ス の 命 は 応用 、 身 代わ り に よる 救い で ある 。 

This triple dogma Was knownr in all sanctuaries illuminated by the 
tradition of the sages. 

賢者 の 口伝 の 光 に 照ら され た 全て の 祭司 の 聖 所 で 三重 の 考え は 知ら れ て いた 。 
Do you wlsh to ascertain which is the true relig1on? 

本 物 の 宗教 と は 何 か 究 明 し た いか ? 

Seek that 

探し な さい 。 

which realises most in the divine order 

本 物 の 宗教 は 神 の 秩序 に か な う 最 も 多数 の も の を 実現 する 。 

which humaruses God 

本 物 の 宗教 は 神 を 人 に する 。( 本 物 の 神 の 教え は 人 に 成っ た 神 の 教え で ある 。) 
and makes man dhiVine, 

本 物 の 宗教 は 人 を 神 に する 。( 本 物 の 神 の 教え は 人 の 神 性 を 教え る 。) 

which preserVes the triadic dogma intact 


本 物 の 宗教 は 3 つ 1 組 の 考え を 欠損 が 無い まま 保存 し て いる 。 

which clothes the Word with flesh Dy making God marufest to the hands 
and eyes of the most igmorant, 

本 物 の 宗教 は 神 を 最も 無知 な 者 の 手 に 触れ させ 目 に 見 える 様 に し て 神 の 言葉 を 肉 
体 の 衣 で 覆う 。 

which fimally is by its doctrime suntaDle to all and can adapt itself to all- 
本 物 の 宗教 は 考え に よっ て 全て の 者 に 応用 可能 で ある 。 

the rehigion which is hierarchlc 

本 物 の 宗教 は 位階 的 で ある 。 

and having allegories amd images for children, 

本 物 の 宗教 は 幼子 の 様 な 者 の た め に 象徴 を 保有 し て いる 。 

an exalted philosophy for grown men, 

本 物 の 宗教 は 大 人 の 様 な 者 の た め に 高尚 な 哲学 を 保有 し て いる 。 

sublime hopes and sweet consolations for the old. 

本 物 の 宗教 は 長老 の 様 な 者 の た め に 高尚 な 希望 と 甘い 慰め を 保有 し て いる 。 
The primeval sages, when seeking the First of Causes, Deheld good and 
evll in the Worldi: 

第 一 原因 を 探求 し た 時 に 、 神 を 探求 し た 時 に 、 古 代 の 賢者 は 世界 に 善 と 悪 を 見 た 。 
they considered the shadow and the light 

古代 の 賢者 は 光 と 影 を 考え た 。 

they compared winter wrth sprimg, 

古代 の 賢者 は 春 と 冬 を 比較 し た 。 

age WIth youth, 

古代 の 賢者 は 若 さと 老い を 比較 し た 。 

jife with death, 

古代 の 賢者 は 命 と 死 を 比較 し た 。 

and ther conclusion was this: 

古代 の 賢者 は 次 の 様 に 類推 し た 。 

The First Cause is Deneficent and severe: 

第 一 原因 は 思い や り 深 く 厳 し い 。 神 は 思い や り 深 く 厳 しい 。 

it giVes and takes away Hfe. 

第 一 原因 は 命 を 与え 奪う 。 神 は 命 を 与え 奪う 。 

Then are there two contrary Drinclples, the one good and the other evll 
exclaimed the disciples of Manes. 

マニ の 偽物 の 弟子 は 「 善 と 悪 と いう 2 つの 相反 する 原理 が 存在 する 。」 と 叫ぶ 。 
NO, 

いい え 。 

the two principles of umiversal eduihDrium are not contrary, 
普遍 の つり 合い の 2 つの 原理 は 相反 し な い 。 

although contrasted in apDearanCe, 

2 つの 原理 は 正反対 に 見 える 。 

for a simgular wisdom ODDOses one to another 

唯一 の 知 が 2 つの 原理 を 相互 に 対立 させ て いる 。 


Good is on the right, evil on the left, 

療 は 右 で あり 悪 は 左 で ある と 言え る 。 

Dut the supreme excellence 1s aDove Doth, 

無 上 の 善 が 善 と 悪 を 超越 し て いる 。 

apDplying evil to the victory of good 

無 上 の 善 は 悪 を 六 の 勝利 に 応用 する 。 

and good to the amendmment of evl. 

無 上 の 善 は 善 を 悪 の 改心 に 応用 する 。 

The principle of harmony 1s in uty 

ー 致 の 原理 は 統一 性 の 中 に 存在 する 。 

and it is this which imparts such power to the umeVen numDer in mag1C. 
魔術 で は 一 致 の 力 は 奇数 に 存在 する 。 

Now, the most perfect of the odd numDers is three, 

3 は 最も 完全 な 奇数 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is the trilogy of umity. 

3 は 単 一 の 3 つ 1 組 で ある 。 

In the trigrams of Fohi, the superior triad 1S composed of three yang, 
伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 震 で 、 上 の 3 つ 1 組 は 3 つの 陽 で ある 。 

Or masculime figureS, 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 填 で 、 上 の 3 つ 1 組 は 3 つの 男性 器 の 形 で ある 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

nothing pass1Vve can De admitted into the idea of God, considered as the 
principle of production in the three worlds. 

3 つの 世界 で の 創造 の 原理 と 考え られ る 神 の 概念 の 中 に 受容 性 は 存在 し な い 。 
For the same reasOT, 

同じ 理由 か ら 、 

the Christan trinity Dy no means permuts the personification of the 
mother 

キリ スト 教 の 三位一体 に 母 は 存在 し な い 。( マ タイ に よる 福音 28 草 19 節 父 で ある 
神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 の 聖霊 。) 

who is implcitly included in that of the son. 

キリ スト 教 の 三位一体 の 息子 に 母 は 暗黙 的 に 含ま れ て いる 。 

For the same reasOT, alS0, 

同じ 理由 か ら 、 

it is Contrary to the 1aws of hieratic amd orthodox symDology to 
persorufy the Holy Ghost under the form of a woman. 

神 の 聖霊 を 女性 の 姿 で 描く の は 祭司 だ け の 正しい 伝統 の 象徴 学 の 法 に 反する 。 
Woman comes forth from man 

創世 記 2 章 22 節 の 例え 話 で 父 で ある 神 は 女性 エヴァ を 男性 アダ ム の 助 骨 か ら 創 


造 し た 。 


as nature comes forth from God: 

父 で ある 神 が こ の 世界 を 創造 し た 様 に 。 

so Christ ascends Himself to heaven, and assumes the Virgin Mother: 
キリ スト は 自身 を 昇天 させ 処女 の 母 を 類推 させ る 。 

we sDpeak of the ascension of the Saviour, and the assumption of the 
Mother of God. 

救い 主 イ エス の 昇天 と 聖母 マリ ア の 被 昇 天 に つい て 話し て いる 。 

God considered as Father has nature for his daughter: 

父 で ある 神 は この 世界 を 娘 と し て 持つ 。 

as So He has the Virgin for His mother and the Church for His Dride: 
息子 で ある イエ ス は 処女 を 母 と し て 持つ 。 息 子 で ある イエ ス は 教会 を 花嫁 と し て 持つ 。 
as Holy Spirit, He regenerates and fructfies humanity, 

神 の 聖霊 は 思い や り を 復活 させ 実 を 結ば せる 。 

Hence, 

上 記 の 理由 か ら 、 

in the trigrams of Fohi, the three inferior yin correspond to the three 
SUDeT10T Ya, 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 震 で 、3 つの 下 の 陰 が 3 つの 上 の 陽 に 対応 し て いる 。 

for these trigrams constitute a Dantacle 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 震 の 、3 つの 陰 は pantacle を 形成 する 。 

Iike that of the two triangles of Solomor 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 震 の 、3 つの 陰 は ソロ モン の 2 つの 三角 形 、 六 芋 星 の 様 で ある 。 
but with a triadic interpretation of the six Doimts of the Dlazing star 
伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 震 の 、3 つの 陰 は 燃え る 六 芋 星 の 3 つ 1 組 の 解釈 で ある 。 


Dogma is only divine inasmuch as it is truly human- 

考え は 本 物 の 人 性 の 範囲 内 で の み 神 性 で ある 。 

that is to say, In so far as it sums up the highest reason of humamity: 
考え は 人 性 の 無 上 の 論理 を 要約 する 範囲 内 で の み 神 性 で ある と 言え る 。 

SO also the Master whom we term the Man-God!, 

人 は 主 イ エス を 人 に 成っ た 神 と 呼ん で いる 。 

called Himself the Son of Man. 

福音 書 で 主 イ エス は 自身 を 人 の 子 と 呼ん で いる 。 

Revelation is the expression of Delief accepted and formulated Dy 
uriversal reason in the human word!, 

啓 杜 と は 人 の 言葉 で 普遍 の 論理 が 認め 明確 化し た 確信 の 表れ で ある 。 啓 示 と は 人 
の 言葉 で 普遍 の 論理 が 認め 明確 化し た 確信 の 表れ で ある 。 

on which account 

上 記 の 理由 か ら 、 

lt is sald that the divimity 1s human and the humaruty divine im the Man- 
God. 


人 に 成っ た 神 の 中 で は 神 性 は 人 性 で ある と 言え る 。 人 に 成っ た 神 の 中 で は 人 性 は 
神 性 で ある と 言え る 。 神 に 成っ た 人 の 中 で は 神 性 は 人 性 で ある と 言え る 。 神 に 成っ た 
人 の 中 で は 人 性 は 神 性 で ある と 言え る 。 

We affirm all this philosophicaly, 

哲学 的 な 断言 で ある 。 

not theologicallY 

神学 的 な 断言 で は な い 。 

without infrimging in any way on the teaching of the Church, 
教会 の 教え を 侵し て は いな い 。 

which condemns, and must always condemn, mag1c. 
教会 は 魔術 を 迫害 する 。 教 会 は 魔術 を 常に 迫害 する 必要 が 有る 。 

Paracelsus and Agrippa dhd not set up altar agannst altar 

パラ ケル スス と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 祭壇 に 対抗 し て 祭壇 を 建て な か か っ た 。 

but bowed to the rulimg religion of their time: 

パラ ケル スス と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 当時 の 支配 的 な 宗教 に 従っ た 。 

to the elect of science, the things of science: 

知 の 物 は 知 の 選ば れ た 者 に 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 「『 カ エサ ル の 物 は カエ 
サル に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

to the faithful, the things of faith. 

信心 の 物 は 神 を 確信 し て いる 者 に 。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 『 カ エサ ル の 物 は 
カエ サル に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

In his hymn to the royal Sun, the Emperor julian giVes a theory of the 
triad which is almost identical with that of the illurmimated SwedenDorg. 
ユリ アヌ ス 帝 の 「 王 な る 太陽 へ の 黄 歌 」 の 3 つ 1 組 の 論理 は 光 に 周 ら され た 者 で あ 
る ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 3 つ 1 組 の 論理 と ほとん ど 同 じ で ある 。 

The sun of the divine world is the infimite, spiritual, amnd uncreated light, 
神 の 世界 の 太陽 は 神 の 光 、 聖 霊 の 光 、 創 造 さ れ た の で は な い 光 で ある 。 

which is VerDalhisedl, so to speak, in the phillosophical world!, 
哲学 の 世界 で 、 神 の 世界 の 太陽 は 言葉 で 表 さ れる と 言え る 。 

and becomes the fountain of souls and of truth: 

哲学 の 世界 で 、 神 の 世界 の 太陽 は 魂 と 真理 の 源泉 と 成る 。 

then it incorporates and Decomes Visible light in the sun of the third 
World!, 

第 3 の 世界 の 太陽 で 、 こ の 世界 の 太陽 で 、 神 の 世界 の 太陽 は 目 に 見 える 光 と 結び 
つく 。 第 3 の 世界 の 太陽 で 、 こ の 世界 の 太陽 で 、 神 の 世界 の 太陽 は 目 に 見 える 光 と 
成る 。 

the central sun of Our SUmS, 

太陽 は 太陽 の 中 の 太陽 で ある 。 太 陽 は 人 に と っ て 中 心 の 太陽 で ある 。 太 陽 は 恒星 
の 中 の 恒星 で ある 。 太 陽 は 人 に と っ て 中 心 の 恒星 で ある 。 

of which the fixed stars are the eVer-IiVing sDarkles. 

恒星 は 不死 の 光 で ある 。 

The KaDbDbalists compare the spirit to a suDstance which remains fluid in 
the divine medium, and under the influence of the essential light, 


カバ リス ト は 霊 を 、 神 の 仲介 する も の の 中 で は 、 本 質 の 光 の 感化 の 下 で は 、 流 体 の 
まま で ある 物質 に 例え て いる 。 

its exterior however Decormming soldified, ke wax, when exposed to the 
ar in the realms of reasoming or Of Visible forms. 

カバ リス ト は 霊 を 、 思 考 の 冷た い 領域 の 大 気 に さ ら さ れ た 時 に 、 目 に 見 える 形 の 冷 
た い 領 域 の 大 気 に さ ら さ れ た 時 に 、 ロ ウソ ク の ロウ の 様 に 、 表 面 が 固体 化す る 物質 
に 例え て いる 。 

These shells, envelopes petrified or carnified, were such an eXDression 
DOssible, are the source of errors Or of ev1l 

硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 が 誤り の 原因 、 悪 の 原因 と 言え る 。 

which connect with the heaviness and hardness of the amimal 
enVelODeS. 

悪 は 霊 の 動物 的 な 外皮 の 重 さ と 冷た さ に つなが る 。 

In the book "Zohar" andin 上 the "Revolution of Souls," DerVerse 
SDlrits Or evll demons are never named otherwrse than as shellS- 
COYtCeS. 

「 光 輝 の 書 」 と 「 魂 の 変革 」 で 悪人 の 霊 は 外皮 と 呼ば れ て いる 。 

The cortices of the world of spirits are transDparent, 

霊 の 世界 の 外皮 は 箕 明 で ある 。 

while those of the material world are ODadue. 

物質 世界 の 外皮 は 不透明 で ある 。 

Bodies are only temporary shells, 

肉体 は 一 時 的 な 外皮 に 過ぎ な い 。 

whence souls have to De hDeratedi: 

魂 は 肉体 か ら 自由 に 成る 必要 が 有る 。 

Dut 

し か し 、 

those which in this life obey the Dody compose for themselves an 
interior Dody or fluidic shell, 

肉体 に 従っ て 生き て いる も の は 霊 の 肉体 、 硬 直し た 肉 化 し た 流体 の 外皮 を 作っ て し 
まう 。 

which, after death, becomes their prison-house 

肉体 の 死後 、 硬 直し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 は 魂 の 許 獄 と 成る 。 

and torment 

肉体 の 死後 、 硬 直し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 は 魂 の 苦痛 の 種 と 成る 。 

untll the tme arrives when they succeed in dissolving it in the warmth 
ofthe divine Hight, 

神 の 光 の あたたか さ の 中 で 霊 が 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 溶かす まで 魂 の 監禁 、 
魂 の 苦痛 は 続く 。 神 の 光 の 思い や り の 中 で 霊 が 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 溶 か 
すま で 魂 の 監禁 、 魂 の 苦痛 は 続く 。 

towards which, 

霊 は 神 の 光 へ 向かう 。 

howeVer 


じ が し 、 

the burden of ther grossness hmders them from ascendimg. 

霊 の 粗悪 さと いう 重荷 が 霊 の 上 昇 を さま た げ る 。 霊 の 粗悪 さと いう 重荷 が 霊 の 向上 
を さま た げ る 。 

Indeed, 

実に 、 

they can do so only after infimite struggles, 

無限 の 温 い の 後 で の み 霊 は 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 溶 か せ る 。 

and by the mediation of the just, who stretch forth their hands towards 
them. 

手 を さ し の べ て くれ る 正しい 者 の 仲介 に よっ て の み 霊 は 硬直 し た 肉 化し た 霊 の 外皮 
を 溶 か せ る 。 

During the whole period of the process they are devoured Dy the 
imterior actiVity of the captiVve sDirit, as im a Durrumg furnace. 
硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 溶かす 間 中 、 燃 える 炉 の 様 に 、 硬 直し た 肉 化 し た 霊 の 
外皮 に と ら わ れ た 霊 の 内 面 的 な 活動 は 吉 を 苦し ませ る 。 

Those who attain the pyre of expiation Durn themselves thereorl jike 
Hercules uponl Mount Etna, and so are delivered from their sufferimgs, 
オ エ タ 山 で 自身 の 肉体 を 燃やし た ヘラ クレ ス の 様 に 、 つ ぐ な い の 火 葬 の まき に 到達 
し た 者 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 燃やし て 苦痛 か ら 救 われ る 。 

but the courage of the majority fails Defore this ordeall 

し か し 、 大 衆 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 燃やす 試練 を 前 に し て 恐怖 する 。 
which seems to them a second death more appalhmg than the first, 

大 衆 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 燃やす 試練 を 肉体 の 死 で ある 第 1 の 
死 よ り 恐 ろ し い 第 2 の 死 の 様 に 思う 。( ヨ ハネ の 回 示 録 2 章 11 節 「 第 2 の 死 」。) 
and so they reman nn hell, which is, rightIy and actuallY, eternal: 

大 衆 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 燃やさ な いで 正 に 実に 永遠 に 地獄 に 残 
る 。 

Dut therein souls are neVer DreC1Ditated!, 

し か し 、 大 衆 の 魂 は 地獄 に 投げ 落と され る わけ で は な い 。 

nor are they ever retaimed despite themselves. 

地獄 が 大 衆 の 魂 を 引き 留め る わけ で は な い 。 

The three worlds correspond together Dy means of the thirty-two paths 
of light 

3 つの 世界 は 光 の 32 の 経路 で 相互 に 対応 し て いる 。(32 の 経路 と は 1 か ら 10 まで 
の 10 の 数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 で ある 。) 

which are the steps of the sacred ladder: 

32 の 経路 は 神 の は し ご の 段階 で ある 。( 創 世 記 28 章 12 節 『! ヤ コブ は 夢 を みた 。1 
つの は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は し ご は 天 に 達し て いた 。 天 使 が は し ご を 上 り 下 
り し て いた 。」。) 

every tTue thought corresponds to a divime grace In heaven 

全て の 正しい 思考 は 天 で の 神 の 思い や り に 対応 し て いる 。 

and a good Work on earth: 


全て の 正しい 思考 は 地上 で の 善行 に 対応 し て いる 。 

eVery gTace of God manifests a truth, 

全て の 神 の 思い や り は 真理 と し て 表れ る 。 

and Droduces one or many aCtS: 

全て の 神 の 思い や り は 1 つの 行動 また は 多数 の 行動 を も た ら す 。 

reclDrOcally, every act affects a truth or falsehood in the heaVens, 

全て の 行動 は 天 で の 真実 か 虚偽 に 関係 する 。 

a graCe OT a Durlshment. 

全て の 行動 は 神 の 思い や りか 神 罰 に 関係 する 。 

When a man pronounces the tetragram- 

人 が テト ラ グラ マト ン を と な える 時 、( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 
魔術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。nny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 
文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。) 
say, the KabDalistSs- 

カバ リス ト の 話 で は 、 

the mine heavens sustain a shOcK, 

9 つの 天 が 居 え る 。 

and then all spirits cry out one upon another: "Who is it thus disturDing 
the kingdom of heaven?" 

全て の 神 の 聖霊 は 「 天 の 王国 を 居 わ せる 者 は 誰か ?」 と 話し 合う 。 

Then does the earth communmicate unto the first heaven the sims of the 
rash Demg who takes the Eternal Name in vVaim, 

神 の 名 前 を 無駄 に と な える 軽率 な 者 の 罪 は 地 か ら 第 1 の 天 へ 伝わる 。 

and the accusing word is transmitted from circle to circle, from star to 
star and from hierarchy to hierarchy. 

神 の 名 前 を 無駄 に と な える 者 を 非難 する 言葉 は 世界 か ら 世 界 へ 、 星 か ら 星 へ 、 位 階 
か ら 位階 へ 伝わる 。 

EVery SDeech DoSssesses three senses, 

全て の 言葉 は 3 つの 意味 を 持つ 。 

every aCt has a triple Dearimg, 

全て の 行動 は 3 重 の 意味 を 持つ 。 

eVery form a triple idea, 

全て の 形 は 3 重 の 概念 を 持つ 。 

for the aDsolute corresponds from world to world Dy 1ts forms. 

な ぜ な ら 、 絶 対 な も の は 形 に よっ て 世界 か ら 世 界 へ 対応 し て いる か ら で あ る 。 
Every deterrmmation of human wl modifies nature, affects philosophy 
and is written in heaven. 

人 の 意思 の 全て の 決意 は この 世界 を 変え 、 哲 学 の 世界 に 作用 し 、 天 に 記さ れる 。 
There are therefore two fatalites, the one resultimg from the Uncreated 
Wil in its accord with wisdom, the other from created wills according 
wrth the necessity of secondary causes in their corresDondence writh the 
First CauSGe. 


知 と 一 致す る 創造 され た の で は な い 意 思 が も た ら す 運命 と 、 神 で ある 第 一 原因 に 対 

応 す る 二 次 的 な 原因 の 必然 と 一 致す る 創造 され た 意思 が も た ら す 運命 と いう 、2 つ 

の 運命 が 存在 する 。 

There is hence nothing indifferent in life, 

全て の も の が 人 生 に 関係 する 。 

and our aDDarently most simple resolutions freduently determmime an 

incalculable series of Denefits or evils, abDoVve all in the affinities of our 

diaphane wrth the great magical agent, 

特に 、 箕 明 な も の で ある 想像 力 と 大 いな る 魔術 の 代行 者 の 結合 力 で 、 最 も 単純 に 見 

える 決意 が 数 え 切 れ な い 一 連 の 善行 か 悪事 を 頻繁 に 決定 する 。 

as We shall explain elsewhere. 

他 の 場所 で 説明 する つも り で ある 。 

The triad Deing the fundamental principle of the whole KabDbalah, 

3 つ 1 組 は カバ ラ 全 体 の 基礎 の 原理 で ある 。 

Or sacred tradition of our fathers, 

3 つ 1 組 は 教父 の 神聖 な 口伝 で ある 。 

was necessarily the fundamental dogma of Christianty, 

必然 的 に 、3 つ 1 組 は キリ スト 教 の 基礎 の 考え で ある 。 

the apparert dualism of which it explains Dy the intervention of a 

harmoruous and all-powerful unity 

3 つ 1 組 は 二元論 に 見 える も の を 円 満 な 全能 な 統一 性 の 仲介 に よっ て 説明 する 。 

Christ did not put his teachimg into writing, 

キリ スト は 教え を 文書 に し な か っ た 。 

and onIy revealed it jn secret to his favoured disciple, the one kabDalist, 

and he a great kaDDalist, among the apostles. 

キリ スト は 教え を 愛 弟 子 、 カ バリ スト 、 使 徒 の 中 の 大 いな る カバ リス ト 、 使 徒 ヨ ハネ に 
だ け 、 ひ そ か に 球 示 し た 。 

SO is the apocalypse the Dook of the gnosis or secret doctrine of the first 

Christians, 

ヨハ ネ の 黙 示 録 は グノー シス の 書 、 無 上 の キリ スト 教 の 秘密 の 考え の 書 で ある 。 

the key of which doctrine is indicated Dy an occult Versicle ofthe Lord's 

Prayet 

マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 

も の で ある 。 で ある 様 に 。」 と いう 隠さ れ た 詩 は ヨハ ネ の 庄 示 録 の 考え の 鍵 を 表す 。 

which the Vulgate leaves untranslated!, 

「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 。」 は ウル ガタ 聖書 の 
マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 に は 無い 。 

while in the Greek rite, which preserves the traditions of St ]ohn the 

Drlests Orly are Derrmitted to Dronoumce 1(. 

使徒 ヨハ ネ の 口伝 を 保存 し て いる ギリ シャ 風 の 儀式 で は 、 祭 司 だ けが マタ イ に よる 
時 音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 
で ある 様 に 。」 を と な える 事 が 許さ れ て いる 。 

This Versicle, completely KaDDalistic, 


マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 
も の で ある 。 で ある 様 に 。」 は 完全 に カバ ラ の 詩 で ある 。 

is foumnd in the text of the Gospel according to St Matthewi, and in several 
HeDreW CoOD1eS. 

いく つか の へ ブラ イ 語 の 写本 の 、 マ タイ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 に 「 王 国 、 
力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 。」 が 見 つか る 。 

The sacred word Malchuth substituted for Kether 

マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 
も の で ある 。 で ある 様 に 。」 で は 王冠 の 代わ り を 神聖 な 言葉 、 王 国 が し て いる 。 
which is its kabDalistic correspondent, 

王冠 の 代わ り を 王国 が し て いる の は 王冠 と 王国 の カバ ラ の 対応 で ある 。 

andthe Dalance of Geburah and Chesed, 

王冠 、 王 国 は 思い や り と 上 厳し さ の つり 合い で ある 。 

repeatimg itself in the circles or heavens called eons Dy the Gnostics, 
王冠 と 王国 は グノー シス 主義 者 が アイ オー ン と 呼ん で いる 世界 、 天 で 重ね て 話さ れ 
る 。 

proVide the keystone of the whole Christian temple in this occult 
VerS1Cle. 

マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 
も の で ある 。 で ある 様 に 。」 と いう 隠さ れ た 詩 は キリ スト 教 と いう 神殿 全体 の 要 石 を も 
た ら す 。 

It has Deen retained Dy Protestants in their New Testament, without 
their recoVering 1ts lofty and wonderful meaning, 

プロ テス タン ト は 、 高 尚 な 不思議 な 意味 を 復活 させ な いで 、 マ タイ に よる 福音 6 章 
13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 
に 。」 を 保存 し て いる 。 

which would haVe umveiled to them all the mysteries of the apocalyDse. 
マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 
も の で ある 。 で ある 様 に 。」 は ヨハ ネ の 庄 示 録 の 全て の 神秘 を 明らか に する 。 

But 

し か し 、 

it is a tradhtion in the Church that the mamifestation of these mysteries 
1s held oVer to the 1ast times. 

ヨハ ネ の 黙示 録 の 神秘 が 明らか に な る の は 終わ り の 時 まで 持ち 越 さ れる と いう の が 
教会 の 口伝 で ある 。 

Malchuth, Dased upon GeDurah and Chesedl 

思い や り と 厳し さ を 基礎 と する 王国 は 、 

is the temple of Solomon having ]akim and Bohas for its pillars: 

ヤキ ン と ボア ズ を 柱 と する ソロ モン の 神殿 で ある 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」 
「 ボ アズ と ヤキ ン は 強い も の と 弱い も の を 意味 する 」。) 

it is the adamic doctrime founded, for the one Dart, on the resignation of 
ADbel and for the other on the labours and self-reproach of Caim: 

アベ ル の あき ら め と カイ ン の 苦労 と 良心 の 町 責 を 基礎 と する アダ ム の 考え で ある 。 


it is the equiprium of Deimg established on necessity and hbDerty 

必然 と 自由 を 基礎 と する 存在 の つり 合い で ある 。 必 然 と 自由 を 基礎 と する 神 の つり 
合い で ある 。 

staDility amd motion: 

安定 と 運動 を 基礎 と する 存在 の つり 合い で ある 。 安 定 と 運動 を 基礎 と する 神 の つり 
合い で ある 。 

it is the demonstration of the umiversal leVer sought in Vaim Dy 
Archimedes. 

アル キメ デス が むなしく 探求 し た 普遍 の て この 実証 で ある 。 

A scholar whose whole talents were employed in Deimg oDscure, 

学者 ウロ ンス キー は 才能 を 不明 な 存在 に 用 いた 。 学 者 ウロ ンス キー は 才能 を 不明 な 
神 に 用 いた 。 

who died without seekmg to De understood, 

ウロ ンス キー は 理解 され る 事 を 求め な いま ま 死 ん だ 。 

resolved this supreme eduatiOTl, 

ウロ ンス キー は 上 記 の 無 上 の つり 合い を 解決 し た 。 

discovered Dy hm in the KaDbDbalah, 

ウロ ンス キー は 上 記 の 無 上 の つり 合い を カバ ラ で 見 つけ た 。 

and was in dread of its source transpiring せ he expressed himself more 
clearIy. 

ウロ ンス キー は より 明らか に 話し て 、 カ バラ が 源泉 で ある 事 を 知ら れる の を 恐れ た 。 
We have seen one of his disciples and admmirers most indignant, Derhaps 
in good faith, at the suggestion that his master was a KaDbDalist, 

ウロ ンス キー の 弟子 の 1 人 、 ウ ロン スキ ー の 崇拝 者 の 1 人 は 、 多 分 良い 信念 か ら 、 ウ 
ロン スキ ー が カバ リス ト で ある と 暗示 され て 、 非 常に 怒っ た 。 

but we canr state notwithstanding, to the glory ofthe same learned manl, 
that his researches have appreclaDly shortened our work in the occult 
SC1eT1CeS, 

学 の 有る ウロ ンス キー の 栄光 の た め に 、 ウ ロン スキ ー の 研究 が 隠さ れ た 学問 に つい 
て の 研究 を 明らか に 短縮 し た と 話せ る 。 

and that the key of the transcendent KabDalah above all indicated im 
the arcane Versicle recently citedl 

マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 
も の で ある 。 で ある 様 に 。」 は 超越 的 な カバ ラ の 無 上 の 鍵 で ある 。 

has Deen skilfully applied to an aDsolute reform of all the sciences in the 
books of Hoene Wronski. 

ウロ ンス キー は マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 
に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 。」 を 本 の 中 で 全て の 学問 の 絶対 的 な 変革 に 
巧み に 応用 し た 。 

The secret virtue Of the gospels is therefore contanned in three Words, 
福音 書 の 秘密 の 力 は 信仰 、 希 望 、 愛 と いう 3 つの 言葉 に 含ま れ て いる 。( コ リン ト 人 
へ の 第 1 の 手紙 13 章 13 節 「 信 仰 、 希 望 、 愛 。」。) 


and these three words have established three dogmmas and three 

hierarchies. 

信仰 、 希 望 、 愛 と いう 3 つの 言葉 は 3 つの 考え と 3 つの 位階 を 確証 する 。 

All science reDoses uDor three primclples, as the syllogism upon three 

termS. 

三 段 論法 が 3 つの 言葉 を 基礎 と する 様 に 、 全 て の 知 は 3 つの 原理 を 基礎 と する 。 

There are also three distimct classes, or three original and natural ranKks, 

among men, 

人 に は 3 つの 明確 な 本 来 的 な 自然 な 位階 が 存在 する 。( 幼 子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 

な 者 、 長 老 の 様 な 者 。) 

who are called to adVance from the 1ower to the higher 

人 は 下 か ら 上 へ 前 進 する 様 に 求め られ て いる 。 

The jews term these three series or degrees in the DrogreSs 0f SDiritS, 

Asiah, ]etzirah, and Briah. 

へ ブラ イ 人 は 霊 の 進歩 の 3 つの 段階 を アッ シャ ー、 イ ェ エ ツ ィ ラー、 ベ リア ー と 呼ん で い 

る 。 

The Gnostics, who were Christian KabDalists, called them HYyle, Psyche, 

and Gn0S1S: 

キリ スト 教徒 の カバ リス ト 、 グ ノー シス 主義 者 は 霊 の 進歩 の 3 つの 段階 を ヒュ レー、 
プシ ュ ケ 、 グ ノー シス と 呼ん で いる 。 キ リス ト 教 徒 の カバ リス ト 、 グ ノー シス 主義 者 は 霊 

の 進歩 の 3 つの 段階 を 質 料 、 魂 、 認 知 と 呼ん で いる 。 

by the jews the supreme crcle was named Atziluth, 

へ ブラ イ 人 は 無 上 の 世界 を アテ ィ ル ト と 呼ん で いる 。 

and Dy the Gnostics Pleroma. 

グノー シス 主義 者 は 無 上 の 世界 を プレ ロマ と 呼ん で いる 。 グ ノー シス 主義 者 は 無 上 

の 世界 を 充満 と 呼ん で いる 。 

In the tetragram, the triad, taken at the Deginruimg of the Word!, 

exDTeSSses the diVime copulatioru 

神 の 言葉 テト ラ グラ マト ン の 最初 の 3 文字 jm?、YHW は 神 の 男性 と 女性 の 結合 

表す 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で 

ある 様 に 』 を 意味 する 。」。n1n*、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 

4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。) 

taken at the end, it expresses the female and matermity, 

テト ラ グラ マト ン の 最後 の 1 文字 ロ 、H、 ヘ ー は 女性 と 母性 を 表す 。 

Eve has a name of three letters, 

エヴァ は 3 文字 で ある 。 

Dut the DrirmitVe Adarm is S1gTfled SIrmply Dy the letter ]od!, 

文字 イ ヨ ッ ド は 最初 の アダ ム を 簡潔 に 表す 。 

whence 

上 記 の 理由 か ら 、 

Jehovah should De pronounced jeVa, 

イェ エホバ 、 ヤ ハウ ェ を イ ョ ッ ド エヴァ と 発音 する べき で ある 。 


and this poimt takes us to the great and supreme mystery Of mag1c, 
embodied in the tetrad. 
上 記 の 観点 か ら 、4 つ 1 組 が 統合 する 魔術 の 大 いな る 無 上 の 神秘 に 至る 。 
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四 大 元素 

IN nature there are two forces Droducing eduiHDriurm, 

自然 に は つり 合い を も た ら す 2 つの 力 が 存在 する 。 

and these three constutute a simgle aw. 

2 つの 力 と つり 合い は 唯一 の 法 を 構成 する 。 

Here, then, 

上 記 の 様 に 、 

1s the triadl resumed in umity, 

3 つ 1 組 は 統一 性 を 復活 する 。 

and by adding the conception of umnty to that of the triad We are 
Drought to the tetrad!, 

3 つ 1 組 の 概念 に 統一 性 の 概念 を 足す と 4 つ 1 組 に 至る 。 

the first sduare and perfect nurmDer 

4 は 最初 の 平方 数 で あり 完全 な 数 で ある 。 

the source of all numerical comDbinations 

4 は 全て の 数 学 的 な 組み 合わ せ の 源泉 で ある 。 

and the principle of all forms. 

4 は 全て の 形 の 原理 で ある 。 

Affirmatior, negatior, discussion, solution, such are the four 
philosophical operations of the human mind. 

育 定 、 否 定 、 考 察 、 解 決 は 人 の 精神 の 4 つの 哲学 的 な 作業 で ある 。 
Discussion concllhates negation wrth affirmation Dy rendering them 
necessary to each other 

考察 は 相互 の 必要 性 に よっ て 青 定 と 否定 を 両立 させ る 。 

In the same Way 


同様 に 、 


the philosophical triad, emanatmg fromm the antagormlsm of the duadl 1S 
completed Dy the tetradl 

哲学 的 な 4 つ 1 組 の 考え は 、 両 極性 の 対立 の 考え か ら 出 る 、 哲 学 的 な 3 つ 1 組 の 
考え を まとめ る 。 

the four-square grTound of all truth. 

4 つ 1 組 は 全て の 真理 の 正方 形 の 堅固 な 基礎 で ある 。 

Accordimg to the consecrated dogma, there are three Dersons In Godl, 
and these three consttute only one Deity. 

神 の 教え で は 、 神 に は 3 つの 人 格 が 存在 する 。 神 の 3 つの 人 格 は 唯一 本 
要素 で ある 。 神 は 三位一体 で ある 。( マ タイ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 、 人 息子 
で ある イエ ス 、 神 の 聖 寺 。) 

Three and one provide the conception of four 

3 と 1 は 4 の 概念 を も た ら す 。 三 位 一 体 は 4 の 概念 を も た ら す 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

uruty 1s requlred to explain the three. 

3 を 説明 する の に 統一 性 が 必要 で ある 。3 つ 1 組 を 説明 する の に 統一 性 が 必要 で あ 
る 。 三 位 一 体 を 説明 する の に 統一 性 が 必要 で ある 。 

HenCce, 

上 記 の 理由 か ら 、 

im almost all anguages, the name of God consists of four letters, 
ほとん ど 全 て の 言語 で 、 神 の 名 前 は 4 文字 で ある 。 

andin Hebrew these four are really three, 

へ ブラ イ 語 で nny、YHWH、 ヤ ハウ ェ と いう 神 の 名 前 の 4 文字 は 実は ny、YHW と 
いう 3 文字 で ある 。 

One Of them Deimg repeated tWice, 

nn?、YHWH、 ヤ ハウ ェ で は 品 、H、 ヘ ー が 2 回 くり 返さ れ て いる 。 

that which expresses the Word and the creation ofthe Word. 

神 の 言葉 と 神 の 言葉 で の 創造 を 表す た め に 、niny、YHWH、 ヤ ハウ ェ で は 品 、H、 
ヘー が 2 回 くり 返さ れ て いる 。 

Two affirmations make two corresponding denials either DossiDle or 
neCeSSaTV. 

2 つの 育 定 に は 対応 する 2 つの 否定 が 可能 また は 必要 で ある 。 

Beinmg 1s declared, nothing is not. 

神 は 育 定 さ れ て いる 。 存 在 は 育 定 され て いる 。 虚 無 は 否定 され て いる 。 

The affirmation as Word produces affirmation as realisation Or 
incarnation of the Word, 

神 の 言葉 の 育 定 は 神 の 言葉 の 実現 、 人 に 成っ た 神 の 育 定 で ある 。 

and each ofthese affirmations corresponds to the demial of its ODDOsite. 
正反対 の 否定 が 上 記 の 育 定 に 対応 し て いる 。 

ThUS, 

上 記 の 理由 か ら 、 


in the opinion of the kabbalists, the name of the demon or of evil is 
Composed of the same letters as the name of God or goodmess, Dut spelt 
Dackwards. 

カバ リス ト の 考え で は 、 悪 魔 の 名 前 は 神 の 名 前 を 逆 に し た も の で ある 。 カ バリ スト の 
考え で は 悪 の 名 前 は 善 の 名 前 を 逆 に し た も の で ある 。 

This evil is the last reflection or imperfect rmirage of light in shadow. 
悪 は 影 の 中 に お ける 光 の 最後 の 反映 で ある 。 悪 は 影 の 中 に お ける 光 の 不 完全 な 幻 
で ある 。 

But all which exists, whether of good or evil, in light or darkmess, ex1sts 
and manifests by the tetrad. 

立 の 中 に 存在 する も の で あれ 、 悪 の 中 に 存在 する も の で あれ 、 光 の 中 に 存在 する も 
の で あれ 、 闇 の 中 に 存在 する も の で あれ 、 全 て の 存在 する も の は 4 つ 1 組 で 存在 し 
表れ る 。 

The affirmation of unity supposes the numDer four urless it turns im 
unuty itself as in a Vic1OuS Circle. 

単 一 自体 の 中 で 循環 論法 で 堂々 巡り し な い 限 り 、 統 一 性 の 青 定 は 数 4 を 前 提 と す 
る 。 

SO also the triadl as we have already oDservedl 1s explaimed Dy the duad 
and resolved Dy the tetradl 

すでに 話し た 様 に 、4 つ 1 組 は 2 つ 1 組 が 説明 する 3 つ 1 組 を 解決 する 。 

which is the squared uruty of eVen nurmnDers 

4 は 偶数 の 単 一 の 平方 数 で ある 。 

and the quadrangular Dase of the cuDe, 

4 は 立方 体 の 正方 形 の 基礎 で ある 。 

unuty of construction, 

4 は 解釈 の 統一 性 で ある 。 

Of solidity, 

4 は 堅固 の 統一 性 で ある 。 

and of measure. 

4 は も の さ し の 統一 性 で ある 。 

The kabDalistic tetragramm, ]odheva, expresses God in humaruty 
カバ ラ の テト ラ グラ マト ン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 人 性 の 中 の 神 を 表す 。 カ バラ の テト ラ グ 
ラマ トン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 思い や り の 中 の 神 を 表す 。 

and humanmty in God. 

カバ ラ の テト ラ グラ マト ン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 神 の 中 の 人 性 を 表す 。 カ バラ の テト ラ グ 
ラマ トン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 神 の 中 の 思い や り を 表す 。 

The four astronomical cardimal points are, relatively to us, the yea and 
the nay of hght- east and west- and the yea and nay of warmth- south 
and north. 

人 に は 、 東 と 西 は 光 の 育 定 と 否定 で ある 。 人 に は 、 南 と 北 は 熱 の 育 定 と 否定 で ある 。 
人 に は 、 東 西南 北 と いう 4 つの 天文 学 の 方 位 基 点 が 存在 する 。 

As we have already sa1d!, 

すでに 話し た 様 に 、 


acCording to the sole dogma of the Kabbalah, 

カバ ラ の 唯一 の 考え で は 、 

that which is in Visible nature reveals that which is in the domain of 
1nVlsiDle nature, 

目 に 見 える 自然 の も の は 目 に 見 えな い 自 然 の 領域 の も の を 表す 。 

Or secondary causes are 1T strict DrODortlonl and analogous to the 
manifestations Of the First Cause. 

二 次 的 な 原因 は 第 一 原因 の 表れ と 厳密 に つり 合っ て いる 。 二 次 的 な 原因 は 第 一 原 
因 の 表れ か ら 類 推 可能 で ある 。 二 次 的 な 原因 は 神 の 表れ と 厳密 に つり 合っ て いる 。 
二 次 的 な 原因 は 神 の 表れ か ら 類 推 可能 で ある 。 

S0 

その た め 、 

is this First Cause InVarlaD1y revealed Dy the cross that umity made up of 
tWO, 

第 一 原因 は 2 つの も の か ら 成 る 統一 性 を 十字 で 不変 に 表す 。 神 は 2 つの も の か ら 
成る 統一 性 を 十字 で 不変 に 表す 。 

that key to the mysteries of India and Egypt, 

十字 は イン ド と エジプト の 神秘 の 鍵 で ある 。 

the Tau of the patriarchs, 

十字 は 祖 の タウ で ある 。( 神 は 第 0 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 初 祖 で ある 。 ア ダム は 人 
の 第 1 祖 で ある 。 エ ノ ク は 第 7 祖 で ある 。 ア ダム か ら ノ ア ま で は 人 の 祖 で ある 。 ア ブラ 
ハム 、 イ サク 、 ヤ コブ は へ ブラ イ 人 の 祖 で ある 。) 

the divine sign of Osiris, 

十字 は オシ リス の 神 の 象徴 で ある 。 

the Stauros of the Gnost1Cs, 

十字 は グノー シス 主義 者 の 十字 で ある 。 

the keystone of the temple, 

十字 は 神殿 の 要 石 で ある 。 

the symDbol of occult masonryi: 

十字 は 隠さ れ た メー ソン の 象徴 で ある 。 

the crosSs, central Doint of the junction of the right angles of two imfimite 
triangles: 

十字 は 2 つの 無限 の 三角 形 が 直角 に 交差 する 中 心 で ある 。 

the cross, which in the French 1anguage seemms to De the first root and 
fundamental suDstantive of the VerD to Delieve and the VerD to groW, 
十字 を 意味 する cross は フラ ンス 語 で 「 信 じ る 」 と いう 動詞 と 「 成 長 す る 」 と いう 動詞 
の 語源 の 様 で ある 。 

thus 

上 記 の 理由 か ら 、 

ComDining the conceptions 0f science, relig1or, and DrOgTeSS. 

十字 は 自然 科学 、 神 の 教え 、 進 歩 の 概念 と 結び つく 。 


The great magic agent mamifests Dy four kimnds of phenomena, and has 
been subjected to the experiments of profane science under four 
names- Caloric, hght, electricity, magnetisTm. 

本 XX、 光 、 電 気 、 磁 気 と いう 4 つの 現象 で 表れ る 。 大 衆 の 自 
然 科学 は 熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 と いう 名 前 で 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 実験 し て きた 。 
It has also rece1Ved 電 names of Tetragrarm, Imri, Azoth, Ether 0d!, 
Magnetic Fluid, Soul of the Earth, Lucifer 人 &C. 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は テト ラ グラ マト ン 、INRI、Azoth、 エ ー テ ル 、 オ ド 、 磁 気 の 流 
体 、 地 の 魂 、 ル シフ ェ ル な ど と 呼ば れ て きた 。( ル シフ ェ ル は ラテ ン 語 で 光 を も た ら す 
も の を 意味 する 。) 

The great magic agent is the fourth emanation of the jife-principle, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は 命 の 原理 の 第 4 の 流出 し た も の で ある 。 

of which the sun is the third form- 

太陽 が 命 の 原理 の 第 3 の 形 で ある 。 

see the initiates of the school of Alexandria and the dogma of Hermes 
TTisImeg1StUS. 

アレ クサ ンド リア 学派 の 秘伝 伝授 者 と ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス の 考え を 参照 し て く 
だ さい 

In this way the eye of the world, as the ancients called it, 

古代 人 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 世界 の 目 と 呼ん で いる 。 

is the mirage of the reflection of God!, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は 神 の 反映 の 幻 で ある 。 

andthe soul of the earth is a permanent glance ofthe sun 

地 の 魂 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 は 太陽 の 永遠 の 内 光 で ある 。 

which the earth conceives and guards by impregnatlon. 

地 は 太陽 の 永遠 の 肉 光 を 受胎 し 守る 。 

The moon concurs In this impregnation of the earth by reflecting a solar 
1mage during the night, 

月 は 夜間 に 太陽 の 像 を 反映 し て 地 の 受 胎 に 協力 する 。 

so that Hermes was right when he said of the great agent: "The sun is its 
father the moonr its mother" 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 「 太 陽 は 父 で ある 。 月 は 
母 で ある 。」 と 話し て いる の は 正しい 。 

Then he adds: "The wimd has Dorne it in the Delly thereof," 

エメ ラル ド 板 で 更に ヘル メス は 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 「 風 は 腹 に 抱く 。」 と 
話し て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the atmosphere is the reciplent, 

大 気 は 受容 する も の で ある 。 

andL as it were, the crucible of the solar raySs, 

言わ ば 、 大 気 は 太陽 の 光線 の る つぼ で ある 。 

by means of which there forms that livimng image ofthe sun 


太陽 の 光線 に よっ て 太陽 の 生き て いる 映像 を 形成 する 。 

which penetrates the whole earth, 

太陽 の 光線 は 地 全 て に 浸透 する 。 

fructifies 1t, 

太陽 の 光線 は 太陽 と いう 実 を 結ば せる 。 

and determines all that is produced at its surface Dy its emanations and 
Dermmanent currents, 

太陽 の 流出 し た も の と 太陽 の 永遠 の 流れ に よっ て 、 太 陽 の 光線 は 太陽 の 表面 が も 
た らし た 全て の も の を 決定 する 。 

analogous to those of the su itself. 

太陽 自体 の 全て の も の は 太陽 の 表面 が も た らし た も の か ら 類 推 可能 で ある 。 

This solar agent suDsists Dy two contrary forces- one of attraction and 
One Of DrOject1OT, 

太陽 の 光線 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 は 、 引 き 寄 せる 力 と 、 放 射す る 力 と いう 、2 つの 
正反対 の 力 に 存在 する 。 

whence Hermes says that it ascends and descends eternally. 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 太陽 の 光線 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 は 永遠 に 昇り 降り す 
る と 話し て いる 。 

The force of attraction is always fixed at the centre of Dodies, 

引き 寄せ る 力 は も の の 中 心 に 常に 存在 する 。 

that of projection in their outhimes or at their surface. 
放射 する 力 は も の の 境界 線 、 ま た は 、 も の の 表面 に 常に 存在 する 。 

By this dual force all is created 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 の 2 重 の 力 が 全て の も の を 創造 し て いる 。 

and all Dreserved. 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 の 2 重 の 力 が 全て の も の を 保存 し て いる 。 

Its motion is a rolling up and an unrolling 

引き 寄せ る 力 は 巻き 取る 動き で ある 。 放 射す る 力 は 解け る 動き で ある 。 

which is successive and indefinite, or rather simultaneous and 
Derpetual, 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 、 連 続 的 な 動き で ある 、 と 言う より は むし ろ 、 同 時 の 永 
遠 の 動き で ある 。 

by spirals of opposite moVements which never meet. 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 交わ ら な い 正 反対 の 螺旋 の 動き で ある 。 

It is the same moVement as that of the sun, which attracts amd repels at 
once all the planets of its system. 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 、 太 陽 系 の 惑星 を 引き 寄せ る と 同時 に し り ぞ ける 太陽 
の 力 と 同じ 動き で ある 。 

To De acduanted with the movement of this terrestrial sunl in such a 
manner as to De aDle to take adVantage of its currents and direct them, 
is to have accomplished the great work and to De mmaster of the world. 


引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 地上 の 太陽 の 動き で ある 。 力 の 流れ を 応用 で きる 様 に 、 
力 を 傾け られ る 様 に 、 力 を 知る 事 は 、 大 いな る 務め を 果たす 事 で あり 、 地 の 王者 と 成 
る 事 で ある 。 

Armed with such a force 

力 で 武装 すれ ば 、 

you may make yourself adoredi: 

自身 を 神 と し て 敬礼 させ られ る 。 

the crowd wl Delieve you are God. 

大 衆 は あな た が 神 で ある と 信じ る で あろ う 。 

The aDsolute secret of this direction has Deen in the possession of 
Certain me, 

ある 人 達 は 力 を 傾け る 神 の 秘密 を 保有 し て いた 。 

and can yet De discoVered. 

力 を 傾け る 神 の 秘密 は 今 も 見 つけ られ る 。 

It is the great magical arcamUurm, 

力 を 傾け る 方 法 は 大 いな る 魔術 の 秘密 で ある 。 

depending on an incommunicaDble axiom and on an instrument which 
is the great and umndue athanor of the highest grade of HermetistSs. 

力 を 傾け る 方 法 は 、 大 衆 に は 話す 事 が で き な い 原理 と 、 無 上 の ヘル メス の 錬金術 師 
の 大 いな る 唯一 の 錬 金 妨 に か か っ て いる 。 

The incommurmicable axiom is kaDDbalistically enclosed in the four 
letters of the tetragram arranged in the followimg manner:- 

下 の 絵 の 、 ア レン ジ し た テト ラ グラ マト ン の 4 文字 に 、 大 衆 に は 話す 事 が で き な い 原 
理 が カバ ラ 的 に 込め られ て いる 。 


in the letters of the words AZOTH and INRI written kabbalistically: 

上 の 絵 に は 、AZOTH と INRI と いう 文字 が カバ ラ 的 に 書か れ て いる 。 

and in the monogram of Christ as emDbroidered on the laDarum, 

上 の 絵 に は 、 ラ バル ム の 様 に 、 ギ リ シ ャ 語 の キリ スト の 最初 の 2 文字 メ XP の 組み 合 
わせ 文字 が 書か れ て いる 。 


which the KabDbalist Postel interprets Dy the word ROTA, 

ギヨーム ポス テル は ラバ ルム の ギリ シャ 語 の キリ スト の 最初 の 2 文字 メ XP の 組み 
合わ せ 文 字 を ROTA と いう 言葉 で 解釈 し た 。 

whence 

上 記 か ら 、 

the adepts have formed their Taro or Tarot, 

達 道 者 は Taro また は Tarot を 形成 し た 。 

by the repetition of the first letter thus indicatmg the circle, and 
Suggestimg that the word 1S Dut DacKkwardS. 

taro の 最初 の 文字 t を くり 返す 事 に よっ て 、tarot は 輪 と 逆 に 読め る 事 を 暗示 し て い 
る 。 

All magical sclence 1S comprised in the knowledge of this secret. 

力 を 傾け る 秘密 の 知 は 全て の 魔術 の 知 を 含ん で いる 。 

To kmow it and have the courage toO use 1t 1s human ommpotence: 

力 を 傾け る 方 法 を 知り 大 胆 に 応用 する 事 が 人 の 全能 性 で ある 。 

to reVeal it to a Drofane Dersonr 1s to 1ose it 

力 を 傾け る 方 法 を 大 衆 に 口外 する 事 は 力 を 傾け る 方 法 を 失う 事 で ある 。 

to reveal it ever to a disciple is to abdicate in faVour of that disciple, 

力 を 傾け る 方 法 を 弟子 に 口外 する 事 は 弟子 に 身 を 委ね る 事 で ある 。 

who, henceforward, possesses the right of life and death over his 
Imaster- 

力 を 傾け る 方 法 を 弟子 に 口外 する 事 は 弟子 に 師 で ある 自身 の 生 尊 与 奪 の 権利 を 保 
有 さ せる 事 で ある 。 

1 am speaking from the magical standpoint- 

魔術 的 な 観点 か ら 話し て いる 。 

and wil certainly slay hm for fear of dying himself. 

力 を 傾け る 方 法 を 弟子 に 口外 する 事 は 師 で ある 自身 の 死 を 恐れ て 弟子 を 殺す 事 に 
成る で あろ う 。 

But this has nothing in common with deeds dualhfied as murder in 
crimimal legislation: 

し か し 、 上 記 は 犯罪 の 法 の 殺人 の 行為 で は な い 。 

the practical philosophy which is the Dasis and point of departure for 
Our laws does not recognise the facts of Dewitchment and of occult 
Influences. 

法 の 基礎 で あり 出発 点 で ある 実際 の 哲学 は 呪い の 事実 、 隠 され た 感化 力 の 事実 を 
認め な い 。 

We touch here upon extraordimary revelations, 

上 記 は 驚く べき 啓示 で ある 。 

and are DreDpared for the unDbelief and derision of incredulous 
fanaticism: 

疑い 深い 狂信 の 不信 と 笑い も の に され る 事 を 覚悟 し て いる 。 

Voltairean religion has also its fanatics, 

上 記 の 狂信 は ヴォ ル テ ー ル 信者 の 宗教 に も 存在 する 。 


pace the great shades who must now De lurking sullenly in the vaults of 
the Pantheon, while Catholicism, strong eVer In 1ts Dractces amd 
prestige, chants the office overhead!. 

今 も 陰気 に パン テオ ン の 地下 納骨 所 の 中 に 潜ん で いる に 違い な い 偉 人 の 霊 に は 失 
礼 な が ら 、 パ ン テ オ ン で カト リッ ク は 常に 力 の こも っ た 実践 と 威光 で 聖歌 を 歌う 。 
The perfect word, that which is adequate to the thought which it 
eXxDYeSSeS, always VirtuallY contaims Or suDDoSes a tetrad: 
言葉 が 表す 概念 に 相当 する 、 完 全 な 言葉 は 、 常 に 実際 に 4 つ 1 組 を 含ん で いる か 4 
つ 1 組 を 前 提 と する 。 

the idea, with its three necessary and correlated formms, 

概念 は 、3 つの 必然 の 相互 に 関係 する 形 を 帯び る 。 

then theimage of the thing expressed, wrth the three terms of the 
Judgment which duaHfies it. 

言葉 で 表 さ れ た も の の 想像 は 、 修 飾 する 判断 の 3 つの 言葉 を 帯び る 。 

When I say: "Being exists," 1 affirm implicitly that the void is non- 
ex1steTt. 

「 存 在 は 存在 する 。」 と 話す 時 に 、 暗 黙 的 に 「 虚 無 は 存在 し な い 。」 と 断言 し て いる 。 
A height, a Dreadth which the height suD-divides 1ongltudimally, a depth 
MM fromm the height by the intersection of the Dreadth, 

高 さ 、 高 さ が 垂直 方 向 に 分 けた 左右 、 左 右 と の 交差 が 高 さ か ら 分 けた 深 さ 。 

such is the natural tetrad composed of two Himes at right amgles one to 
another 

高 さ 、 深 さ 、 左 、 右 は 、 相 互 に 垂直 に 交わ っ て いる 2 つの 線 か ら 成 る 、 自 然 の 4 つ 1 
組 で ある 。 

Nature also has four motions produced Dy two forces 

自然 に は 2 つの 力 が も た ら す 4 つの 動き が 存在 する 。 

which sustain each other Dy their tendency in an ODDosite direction. 
正反対 の 方 向 へ の 傾向 に よっ て 、2 つの 力 は 相互 に 支え 合う 。 

Nowi the law which rules Dodies is analogous to that which governs 
minds, 

体 を 統治 する 法 か ら 精 神 を 統治 する 法 は 類推 可能 で ある 。 

and that which governs minds is the Very mamifestation of God's secret- 
精神 を 統治 する 法 は 神 の 秘密 の 表れ で ある 。 

that is to say of the mystery of the creation. 

精神 を 統治 する 法 は 創造 の 神秘 の 表れ で ある と 言え る 。 

Imagine a watch having two Darallel springs, with an engagement 
which makes them work in an opposite direction so that the one in 
unwinding wmnds up the other 

一 方 が 伸び る と 他方 が 縮む 様 に 、 正 反対 の 方 向 に 動く 様 に 成っ て いる 、2 つの ば ね 
を 持つ 時 計 を 想像 し て くだ さい 

In this way the watch wil wind up itself, 

一 方 が 伸び る と 他方 が 縮む 2 つの ば ね を 持つ 時 計 は 自身 で 自身 を 巻く で あろ う 。 
and you wl have discoveredl DerDetual motion. 


一 方 が 伸び る と 他方 が 縮む 理想 的 な 2 つの ば ね を 持つ 仕組 み が 永 久 機関 で ある 。 
The engagemenrnt should De at two ends 

永久 機関 は 両極 性 で ある べき で ある 。 

and of extreme accuracy. 

永久 機関 は 非常 に 正確 で ある べき で ある 。 

Is this Deyond attalnmment? 

永久 機関 に は 到達 で き な い で あろ うか ? 

We thimk not. 

いい え 。 

But when it is found out the inventor wl understand Dy amnalogy all the 
Secrets of nature- 

永久 機関 を 見 つけ た 者 は 類推 可能 性 に よっ て 自然 の 全て の 秘密 を 理解 する で あろ 
う 。 

DrogreSsSs In direct DroDOrtion to the resistanCe. 

進歩 は 抵抗 に 正 比 例 する 。 

The absolute movement of jife is thus the perpetual conseduence of two 
contrary tendencies which are neVer ODDOSed. 

上 記 の 様 に 、 命 の 絶対 の 動き は 、 相 反し な い 、2 つの 正反対 の 傾向 の 永久 の 結果 で 
ある 。 

When one seemms to yield to the other it is a sprimg Which is wimding UP, 
一 方 が 他方 に 屈し て いる 様 に 見 える 時 に 、 一 方 の ば ね は 縮ん で いる 。 

and yOU may eXDeCt a react1OT, 

反作用 を 予想 で きる 。 

the moment and characteristics of which it is uite Dossible to foresee 
反作用 の 時 と 特徴 を 完全 に 予見 で きる 。 

and determmne. 

反作用 の 時 と 特徴 を 完全 に 測定 で きる 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

at the period of the most extreme Christian fervour was the reign of 
ANTICHRIST kmown and predicted. 

キリ スト 教 熱 が 最も 極まっ た 時 に 、 反 キリ スト の 統治 が 予言 され 知ら れ て いた 。 

But Antichrist wl prepare and determine the second adVent and fimal 
triumph of the Man-God. 

反 キ リス ト は 人 に 成っ た 神 イ エス の 再臨 と 最終 的 な 勝利 を 用 意 し 決定 する 。 

This agan is a Vigorous and KabDalistical conclusion contaimed in the 
GOSDel DrerrseS. 

イエ ス の 再臨 は 福音 書 の 前 提 に 含ま れ た 生き 生き と し た カバ ラ の 結論 で ある 。 
Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

the Christian prophecy Comprises a fourfold revelation: 

キリ スト 教 の 予言 は 4 つ 1 組 の 啓示 か ら 成 る 。 

1.Fall of the old world and triumph of the Gospel under the first advent: 


1。 古 代 の 世界 の 堕落 。 イ エス の 降臨 の 下 で の 福音 の 勝利 。 

2.Great apostasy and commmg of Antichrist 

2。 大 いな る 背 教 。 反 キリ スト の 到来 。 

3. Fall of Antichrist amd recurrence to Christian ideas: 

3。 反 キリ スト の 没落 。 キ リス ト 教 の 考え へ の 回 帰 。 

4.Definitive triumph of the Gospel, or Second AdVvent, designated unmder 
the name ofthe Last judgment. 

4。 福 音 の 最終 的 な 勝利 。 再 臨 。 最 後 の 審判 と いう 名 前 で 呼ば れ て いる も の 。 

This fourfold prophecy contains, as will De seer two affirmations and 
tWO negat1OnS, 

上 記 の 4 つ 1 組 の 予言 は 2 つの 青 定 と 2 つの 否定 を 含ん で いる 。 

the idea of tWo ruims Or urVersal deaths and of two resurrectiOns: 

上 記 の 4 つ 1 組 の 予言 は 2 つの 没落 と 2 つの 復活 の 概念 を 含ん で いる 。 上 記 の 4 
つ 1 組 の 啓示 は 2 つの 世界 的 な 死 と 2 つの 復活 の 概念 が 含ま れ て いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

to eVery Conceptlon which appears uDon the soclal horizon an east and 
a West, a Zenith and a nadir may De ascriDed without fear of error 
誤り の 恐れ 無し に 、 社 会 の 水平 線上 に 表れ る 、 全 て の 概念 は 東 と 西 、 天 頂 と 天 底 に 
帰し て も 良い 。 

Thus 

上 記 の 様 に 、 

is the philosophical cross the key of prophecy 

哲学 的 な 十字 は 予言 の 鍵 で ある 。 

and all gates of science may De opened with the pantacle of Ezekiel, 

エ ゼ キ エ ル の pantacle で 知 の 全て の 門 を 開く 事 が で きる 。2 つの 十字 で 知 の 全て 
の 門 を 開く 事 が で きる 。 

the centre of which is a star formed Dy the interlacement of tW0 CrOSSeS. 
エ ゼ キ エ ル の pantacle、2 つの 十字 の 間 に 星 が 形成 され て いる 。 


Does not human life presert itself also under these four phases Or 
SuCCeSS1Vve transformations- Dirth, jife, death, immortaHty? 

人 の 命 は 肉体 の 誕生 、 肉 体 の 生 、 肉 体 の 死 、 魂 の 不死 と いう 連続 の 変化 の 4 つの 
段階 表れ る の で は な いか ? は い ! 

And remark here that the immortahity of the soul, necessitated as a 
complement of the tetradl 

上 記 で 、 魂 の 不死 が 4 つ 1 組 の 補完 に 必要 で ある 。 


1s kaDbDalstically Droved Dy analogy 

類推 可能 性 が 魂 の 不死 を カバ ラ 的 に 証明 する 。 

which is the sole dogma of truly umiversal religiom, 

類推 可能 性 は 本 物 の 普遍 の 宗教 の 唯一 の 考え で ある 。 類 推 可能 性 は 本 物 の 普遍 
の 神 の 教え の 唯一 の 考え で ある 。 

as it js the key of science and the universal law of nature. 

類推 可能 性 は 知 の 鍵 で ある 様 に 。 類 推 可能 性 は 自然 の 普遍 の 法 で ある 様 に 。 

As a fact, death can De no more an aDsolute end than Dirth is a real 
Degimrung. 

事実 、 肉 体 の 誕生 が 本 当 の 始ま り で は な い 様 に 、 肉 体 の 死 は 絶対 的 な 終わ り で は 
な い 。 

Birth proVes the pre-existence of the human Deing, 

肉体 の 誕生 は 人 と いう 存在 の 肉体 より 先 に 魂 が 存在 する 事 を 証明 する 。 

since nothing is Droduced from nothing, 

な ぜ な ら 、 庶 無 か ら も た ら さ れる も の は 何 も 無い 。 

and death proves immortaHty, 

肉体 の 死 は 魂 の 不死 を 証明 する 。 

smce Deimg can no more cease to De Deing than nothingness can Cease 
to be nothingneSSs. 

な ぜ な ら 、 無 が 無 で ある 事 を や め ら れ な い 様 に 、 存 在 は 存在 する 事 を や め ら れ な い 。 
Bemg and nothimgness are two aDsolutely irreconcileaDle ideas, 
存在 と 虚無 は 2 つの 絶対 に 両立 し な い 概 念 で ある 。 

with this difference, 

存在 と 虚無 の 違い は 、 

that the idea of nothingness, which is altogether negatiVe, 

無 の 概念 は 完全 に 否定 で ある 。 

issues from the idea itself of Deimg, 

存在 の 概念 か ら 虚無 の 概念 は も た ら さ れる 。 

whence 

上 記 の 理由 か ら 、 

nothingness cannot even De understood as an aDsolute negation, 
虚無 を 絶対 の 否定 と し て 理解 で き な い 。 

whilst the noton of Demg can never De referred to that of nothimgness, 
存在 の 概念 は 虚無 の 概念 と 関係 が 無い 。 

and stll less can it come forth therefrom. 

虚無 の 概念 か ら 存在 の 概念 は も た ら さ れ な い 。 

To say that the world has Deen produced out of nothing is to advance a 
monstrous aDsurdity 

虚無 か ら 世界 が 創造 され た と 話す 事 は 大 それ た 非 論理 的 な が も の に 進む 事 で ある 。 
All that is proceeds from what has Deen, 

全て の も の は すでに 存在 する も の か ら 創 造 され た 。 

and conseduently nothing that is can ever more cease to De. 

結果 と し て 、 虚 無 は 存在 し な い 。 


The succession of forms is Droduced Dy the alternatives of moVement: 
動き の 二 者 択 一 が 形 の 居 移 を も た ら す 。 

they are the phenomena of life which replace one another without 
destroylmg themselVes. 

形 の 遷移 は 形 の 連続 を 破壊 する 事 無し に 2 つの も の が 相互 に 交代 する 命 の 現象 で 
ある 。 

All thimgs change: 

全て の も の は 変化 する 。 

nothing perishes. 

消滅 する も の は 何 も 無い 。 

The sun does not die when it vanishes from the horizon: 

太陽 が 地平 線上 か ら 見 えな く 成 る 時 に 太陽 は 死ぬ わけ で は な い 。 

ever the most fluidic forms are immortal 

最も 流動 的 な 形 で すら 不滅 で ある 。 

Subsistimg always In the permanence of ther raison d'etre, 

存在 理由 の 永遠 性 で 常に 存在 し 続け る 。 

which is the combination of the light with the aggregated potences of 
the molecules of the first suDstance. 

存在 理由 は 光 と 第 一 質 料 の 分 子 の 集合 力 の 結合 で ある 。 

Hence 

上 記 の 様 に 、 

they are Dreserved im the astral fluid, 

星 の 流体 の 中 に 形 は 保存 され て いる 。 

and can De eVoked and reproduced accordimg to the will of the sage, 
賢者 の 意思 に よっ て 星 の 流 体 の 中 の 形 を 呼び 出し 再生 で きる 。 

as We shall see when treatimg of second sight and the evocation of 
memories In necromancy Or other maglcal WorKkSs. 

降 土 術 や 他 の 魔術 の 業 に お ける 予見 と 記憶 の 呼び 出し に つい て 話す 時 に 話す つも 
り で ある 。 

We shall return to the great magical agent in the fourth chapter of the 
RitualL 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 4 章 で 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 話す つも り で ある 。 
where We shall complete our indications of the characteristics of the 
great arcanurml 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 4 章 で 大 いな る 秘密 の 特性 の 徴 を 完成 させ る つも り で ある 。 
and ofthe means of recoverimg this tremendous DOWer. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 4 章 で 上 記 の 恐ろし い 力 を 復活 させ る 方 法 を 完成 させ る つも 
り で ある 。 

Here let us add some Words 

ここ で いく つか の 言葉 を 足 そう 。 

aDout the four magical elerments 

魔術 の 四 大 元素 に つい て 。 

and elementary SD1r1tS. 


四 大 元素 の 圭 に つい て 。 

The maglcal elements are: in alchemy, salt, sulphur mercury, amd azoth: 
錬金術 の 魔術 の 四 大 元素 は 塩 、 硫 黄 、 水 銀 、Azoth で ある 。(Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ 
ト は へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 KN、 ア レフ また は ラテ ン 文 字 の 最初 の 文字 A また は 
ギリ シャ 文字 の 最初 の 文字 A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 文 字 の 最後 の 文字 Z と ギリ シャ 文 
字 の 最後 の 文字 〈⑦、 オ メガ と へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 nm、 タ ウ で ある 。 
Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 最初 か ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 の 唯一 を 意味 する 。 
普遍 で 唯一 な も の は 絶対 な も の で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 絶対 を 意味 す 

る 。) 

in KabDbalah, the macroprosoDus, the microDroSODUuS, and the two 
mothers: 

カバ ラ の 魔術 の 四 大 元素 は マク ロ プロ ソ プ ス 、 ミ クロ プロ ソ プ ス 、2 人 の 母 で ある 。 
カバ ラ の 魔術 の 四 大 元素 は 大 き な 顔 、 小 さ な 顔 、2 人 の 母 で ある 。( カ バラ の 魔術 の 
四 大 元素 は 神 の 巨人 と し て の 顔 、 神 の 人 と し て の 顔 、2 人 の 母 で ある 。 カ バラ の 魔術 
の 四 大 元素 は 神 の 神 性 、 神 の 人 性 、2 人 の 母 で ある 。) 

In hieroglyphics, the mar eagle, lion, and Du 

タロ ッ ト の 魔術 の 四 大 元素 は 人 、 ワ シン 、 ラ イオ ン 、 牛 で ある 。 

Im old physics, accordimg to vVulgar names amd notons, ar water earth, 
and fire. 

古代 の 自然 科学 の 魔術 の 四 大 元素 は 地 水 火 風 で ある 。 魔 術 の 四 大 元素 の 俗称 は 
地 水 火 風 で ある 。 

But in magical science we know that water is not ordinary water fire is 
not simply fire, &C. 

し か し 、 魔 術 の 自然 科学 で は 、 土 は 単なる 土 で は な い 。 水 は 普通 の 水 で は な い 。 火 
は 単なる 火 で は な い 。 風 は 単なる 風 で は な い 。 

These express1ons conceal a more recondite mearung. 

地 水 火 風 と いう 表現 は より 深い 意味 を 隠し て いる 。 

Modern science has decomposed the four elements of the ancients, and 
reduced them to a numDber of so-called siumple Dodies. 

現代 の 自然 科学 は 四 大 元素 を 古代 人 の 単体 の 誤り と 誤解 し て いる 。 

That which is smmple, 

地 水 火 風 は 簡潔 で ある 。 

howeVer 

し か し 、 

1s the DrirmtiVe suDstance DrODerly so-calledi: 

地 水 火 風 は 基本 の 物質 で ある と 多分 言え る 。 

there is therefore only one material element, 

唯一 の 物質 的 な 元素 が 存在 する 。 

which always mamifests by the tetrad im its forms. 

唯一 の 物質 的 な 元素 は 常に 4 つ 1 組 の 形 で 表れ る 。 

We shall therefore preserve the wse distimction of elementary 
apDDpearances adrmitted Dy the ancients, 

古代 人 が 認知 し た 元素 の 表れ の 賢明 な 区 別 を 守る つも り で ある 。 


and shall recogmise ai fire, earth, and water as the four positiVe and 
Vis1Dble elements of magic. 

地 水 火 風 は 魔術 の 実際 の 目 に 見 える 四 大 元素 で ある と 認知 する つも り で ある 。 

The suDtle and the grOSS, 

薄い も の と 濃い も の 。 

the swrift and slow dissolvent, 

速く 溶かす も の と 遅く 溶かす も の 。 

Or the instruments of heat and cold! 

熱 す る 道具 と 冷 仙 ま す 道 具 。 

constitute, in occult physics, the two Dositive and negative Drimciples of 
the tetrad!, 

四 大 元素 は 隠さ れ た 自然 科学 の 4 つ 1 組 の 2 つの 青 定 の 原理 と 2 つの 否定 の 原 
理 で ある 。 

and should De thus taDbulated:- 

四 大 元素 は 下 の 図 の 様 に まとめ る べき で ある 。 


Thus, 

上 の 図 の 様 に 、 

air and earth represent the male primciple: 

風 と 土 は 男性 の 原理 を 表す 。 

fire and water are referaDle to the female Drinciple, 

火 と 水 は 女 性 の 原理 に 帰す 事 が で きる 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

the philosophical cross of pantacles, as already affirmed, is a DrirmtiVe 
and elementary hieroglyph of the limgam of the gymnosophists. 

すでに 断言 し た 様 に 、pantacle の 哲学 の 十字 は イン ド の 裸 行 者 の 男性 器 と 女性 器 
の 基本 の 元素 の 象徴 で ある 。 

To these four elementary forms correspond the four following 
philosophical ideas- Spirit, Matter Motion, Rest. 

四 大 元素 の 十字 の 形 は 霊 、 物 質 、 運 動 、 静 止 と いう 4 つの 哲学 の 概念 に 対応 する 。 


As a fact, 

実に 、 

all science is Comprised in the understanding of these four things, 

全て の 学問 は 霊 、 物 質 、 運 動 、 静 止 と いう 4 つの も の の 理解 か ら 成 る 。 

which alchemy has reduced to three- the ADsolute, the Fixed, and the 

Volatle- 

錬金術 は 霊 、 物 質 、 運 動 、 静 止 と いう 4 つの も の を 絶対 な も の 、 気 化し 難い も の 、 気 

化し 易い も の と いう 3 つの も の に まとめ た 。 

referred by the Kabbalah to the essential idea of Godl, 

カバ ラ で は 絶対 な も の 、 気 化し 難い も の 、 気 化し 易い も の は 神 の 基本 の 概念 で ある 。 

who is aDsolute reason, necessity, and 1iDerty, 

神 は 絶対 の 論理 、 必 然 、 自 由 で ある 。 

a threefold notion expressed in the occult Dooks of the HebreWs. 

「 形 成 の 書 」 と いっ た へ ブラ イ 語 の 隠さ れ た 学問 の 書物 は 神 の 基本 の 概念 を 3 つ 1 

組 の 概念 で 表し て いる 。 

Under the names of Kether Chochmah, and Binah for the divine world: 

神 の 世界 。 王 冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 。 

of Tiphereth, Chesed and GeDurah in the moral Worldi 

偽 理 道徳 の 世界 。( 哲 学 の 世界 。) 思 いや り 、 厳 し さ 、 美 。 

and of jesod, Hod and Netsah in the physical world, 

自然 科学 の 世界 。 勝 利 、 永 遠 性 、 基 礎 。 

which, together with the moral, is contained in the idea of the Kingdom 

or Malchuth, 

自然 科学 の 世界 で ある 、 勝 利 、 永 遠 性 、 基 礎 は 、 倫 理 道徳 の 世界 (、 哲 学 の 世界 ) と 
共に 、 王国 の 概念 に 含 本 まれ て いる 。 

we shall explain in the tenth chapter this theogony as ratonal as 1t 1S 

suDlime. 

10 章 で 高尚 で 合理 的 な 神 統 系 譜 学 に つい て 説明 する つも り で ある 。 

Now, created spirits, Deimg called to emanclpaton Dy ordeal, 

創造 され た 霊 は 試練 か ら 解 放さ れる 様 に 求め られ て いる 。 

are Dlaced from their Dirth Detween these four forces, 

創造 され た 霊 は 創造 され た 時 か ら 4 つの 力 の 間 に 置 か れ て いる 。 

twWo Dositive amd two negat1Ve, 

4 つの 力 は 2 つの 育 定 と 2 つの 否定 で ある 。 

and have it in their power to affirm or deny goodl 

創造 され た 霊 に は 善 を 育 定 する か 善 を 否定 する 力 が 存在 する 。 

to choose Hfe or death. 

創造 され た 霊 に は 命 を 選ぶ か 死 を 選ぶ 力 が 存在 する 。 

To discover the fixed point, that is, the fixed centre of the cross, is the 

first problem which is given them to resolVe: 

定点 を 見 つけ る 事 、 十 字 の 固定 され た 中 心 を 見 つけ る 事 が 、 解 決する た め に 創造 さ 

れ た 霊 に 与え られ て いる 最初 の 問題 で ある 。 

their imitial conduest must De that of their own Hberty. 


創造 され た 霊 の 最初 の 克服 は 自身 の 自由 の 克服 で ある 必要 が 有る 。 

They begin Dy beimg drawr, some to the north, others to the south: some 
to the right, others to the left: 

創造 され た 霊 は 、 あ る 者 は 北 に 、 あ る 者 は 南 に 引き 寄せ られ る 。 創造 され た 霊 は 、 あ 
る 者 は 右 に 、 あ る 者 は 左 に 引き 寄せ られ る 。 

and in so far as they are not free, they cannot haVe the use of reason, 
nor can they take flesh otherwise than in animal formms. 

創造 され た 霊 は 自由 に 成ら な い 限り 、 理 性 を 応用 する 事 が で き な い し 、 動 物 の 形 以 
外 の 体 を 得 ら れ な い 。 

These unemancipated spirits, slaves of the four elements, are those 
which the kabDalists call elementary dalmons, 

カバ リス ト は 自由 で は な い 霊 、 四 大 元素 の 奴隷 で ある 吉 を 四 大 元素 の 霊 と 呼ん で い 
る 。 
and they people the elements which correspond to their state of 
SerVltude. 

四 大 元素 の 霊 は 奴隷 の 状態 に 対応 し て いる 元素 に 住ん で いる 。 

Sylphs, undines, gnomes and salamanders therefore really exst, 

シル フ 、 ウ ン デ ィ ー ネ 、 ノ ー ム 、 サ ラマ ンダ ー は 実際 に 存在 する 。 

some wandering and seeking incarnatton, Others incarnate and Iiving 
On this earth. 

四 大 元素 の 霊 は 、 あ る 者 は 肉体 を 求め て さま よい 、 あ る 者 は 肉体 を 得 て 地 上 に 生き 
て いる 。 

These are Viclous and imperfect men. 

肉体 を 得 た 四 大 元素 の 霊 が 欠点 の 有る 不 完全 な 人 で ある 。 

We shall return to this suDbject in the fifteenth chapter which treats of 
enchantments and demons. 

黒 魔術 と 悪魔 の 15 章 で 上 記 の テー マ を 話す つも り で ある 。 

That is also an occult tradition by which the anclents were led to admit 
the existence of four ages im the World, 

古代 人 が 世界 に は 黄金 時 代 、 銀 の 時 代 、 青 銅 の 時 代 、 鉄 の 時 代 と いう 4 つの 時 代 
が 存在 する と 認め た の は 隠さ れ た 口伝 で ある 。 

Only it was not made known to the Vulgar that these ages are SUCCeSS1Ve 
and are renewedL hke the four seasons of the year 

季節 の 様 に 黄金 時 代 、 銀 の 時 代 、 青 銅 の 時 代 、 鉄 の 時 代 と いう 4 つの 時 代 が くり 返 
され る 事 は 大 衆 だ け に は 知ら れ て いな い 。 

ThUS, 

上 記 の 様 に 、 

the golden age has DassedL and it 1S yet to come. 

黄金 時 代 は 過ぎ た が 、 黄 金 時 代 は いつ か 来る 。 

This, however Delongs to the spirit of prophecy 

し か し 、 黄 金 時 代 が 再び 来る 事 は 予言 の 精神 に 属す る 。 

and we shall speak of itin the nnth chapter which is concerned with 
the initate and the seer 


秘伝 伝授 者 と 予見 者 の 9 章 で 話す つも り で ある 。 
If we now add the idea of umity to the tetradl 
統一 の 概念 を 4 つ 1 組 に 足す と 、 

we shall have, together and separately 
同時 に 別々 に 、 

the conceptions of the divime Synthesis andl analys1S, 
数 5 の 神 の 統合 と 分 析 の 概念 が 得 ら れる 。 

the god of the imitiates 

数 5 の 秘伝 伝授 者 の 神 の 概念 が 得 ら れる 。 
andthat of the 0 

数 5 の 大 衆 の 神 の 概念 が 得 ら れる 。 

Here the doctrime 本 more DODular 

数 5 で 神 の 教え は より 大 衆 的 に 成る 。 

and passes fromm the domain of the aDstract 
数 5 で 抽象 的 な 概念 の 領域 を 通過 する 。 

the grand hierophant intervenes. 

大 いな る 秘 儀 祭司 が 仲介 に 現れ る 。 
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THE PENTAGRAM 
五 記 星 


ECCE 


HEREUNTO 
4 章 ま で で 、 


we have exDposed the magical dogma in 1ts more arid and aDstruse 
Dhases: 

魔術 の 考え の より 無味 乾燥 な 深い 面 を 明らか に し た 。 

n0W 

5 草 か ら 、 

the enchantments Degim: 

魔術 を 始め る 。 

nOW 

5 草 か ら 、 

We can Droclaim wonders 

不思議 を 表す 事 が で きる 。 

and reveal the most secret things. 

最も 秘密 な も の を 明らか に で きる 。 

The pentagram sigmifies the domination of the mind oVer the elements, 
五 詞 星 は 四 大 元素 を 統治 する 精神 を 表す 。 

and by this sign are enchained the demons of the air the spirits of fire, 
the phantoms of the water and ghosts of earth. 

地 水 火 風 の 四 大 元素 の 霊 を 五 世 星 で 鎖 に つなげ られ る 。 

Edulpped wrth this sign, 

五 世 星 を 身 に つけ 、 

and sultaDly dnsposed!, 

五 世 星 を 適切 に 応用 すれ ば 、 

you may Dehold the infinite through the medium of that faculty which 
1s jike the soul's eye, 

魂 の 目 の 様 な 能力 、 想 像 力 の 仲介 で 神 を 見 る 事 が で きる 。 

and you wil De ministered unto Dy legions of amgels 

天使 の 軍団 が あな た に 仕え る で あろ う 。( 神 の 聖霊 の 軍団 が あな た に 仕え る で あろ 
89 

and hosts of fiends. 

悪人 の 霊 の 軍団 が あな た に 仕え る で あろ う 。 

And nowi in the first place, let us establish certain Drinciples. 

第 一 に 、 確 実 な 原理 を 確立 し よう 。 

There is n0 inVisible world: 

見 る 事 が で き な い 世界 は 存在 し な い 。 

there are, howeVer many degrees Of perfection in Organs. 

し か し 、 和 器官 に は 多数 の 完成 の 段階 が 存在 する 。 

The body is the coarse andL as it were, the perishable cortex of the soul. 
肉体 は 魂 の 組 い 壊 れ 易 い 外皮 で ある と 言え る 。 

The soul can Dercelve of itself, and independently of the mediation of 
the physical organs, Dy means of its sensiDility and its diaphane, the 
thmgs, Doth spiritual amd corporal, which are existent in the um1verse. 
肉体 の 器官 の 仲介 無し に 、 魂 の 感覚 力 に よっ て 、 透 明 な も の で ある 想像 力 に よっ て 、 
魂 は 世界 に 存在 する 精神 的 な も の と 肉体 的 な も の を 知覚 で きる 。 


SDiritual and corporal are simply terms which express the degrees of 
tenuty or density In suDstamce. 

精神 的 な も の と 肉体 的 な も の と いう 言葉 は 単に 実質 的 に 薄 さ また は 濃 さ の 段階 を 
表す 。 

What is called the imagination wrthin us is only the soul's inherent 
faculty of assimilatimg the images and reflections contained in the Hing 
jight, which is the great magnetic agent. 

人 の 中 の 想像 力 と 呼ば れ て いる も の は 、 大 いな る 磁気 の 代行 者 で ある 生き て いる 光 
の 中 に 含ま れ て いる 映像 と 反映 を 同化 する 魂 の 本 質 的 な 能力 に 過ぎ な い 。 
These images and reflections are revelations when science interVvenes to 
reveal us their Dody or hght. 

知 が 本 体 ま た は 光 を 啓示 する た め に 仲介 する 時 に 、 映 像 と 反映 は 啓示 と 成る 。 
The man of gemius differs from the dreamer and the fool in this only 
上 記 だ けが 天才 が 夢想 家 や 愚者 と 異な る 。 

that his creations are analogous to truth, 

天才 の 創造 物 か ら は 真理 が 類推 可能 で ある 。 

while those of the fool and the dreamer are lost reflections and 
Dewrayed imageS. 

芝 想 家 や 愚者 の 創造 物 は 破損 し た 反映 や 偽り の 映像 で ある 。 

HenCe, 

上 記 の 理由 か ら 、 

for the wise mar, to Imagine 1S to see, 

賢者 に は 、 想 像 する 事 は 見 る 事 で ある 。 

as, for the magician, to sDeak is to create. 

魔術 師 に は 、 話 す 事 は 創造 する 事 で ある 様 に 。 

Therefore, 

従っ て 、 

by means of the imagination, demons and spirits can De Deheld really 
and in truth: 

想像 力 に よっ て 、 事 実 、 霊 を 見 る 事 が で きる 。 

Dut 

じ が か が じ 、 

the imagination of the adept is diaphanoUus, 

達 道 者 の 想像 力 は 箕 明 で ある 。 

whilst that of the crowd is OpDadUe: 

大 衆 の 想像 力 は 不透明 で ある 。 

the light of truth traverses the one as ordinary light passes through a 
transparert casemment, 

普通 の 光 が 透 明 な 窓 を 通過 する 様 に 、 真 理 の 光 は 達 道 者 の 想像 力 を 通過 する 。 
and is refracted Dy the other as when the ordinary Hight falls upon a 
Vitreous Dlock full of scoria and foreign matter 

普通 の 光 が か す と 異物 に 満ち た ガラ ス の か た まり に 当たる 時 の 様 に 、 大 衆 の 想像 
力 は 真理 の 光 を 屈折 させ る 。 


That which mmost contriDutes to the errors of the Vulgar is the reflection 
of depraved imaginations one in the other 

大 衆 の 誤り の 最大 の 原因 は 堕落 し た 想像 力 の 相互 の 反映 で ある 。 

But the seer, Dy a Dos1tHVe sclence, knows that what he imaginmes 1S tTUe, 
明確 な 知 に よっ て 予見 者 は 自身 が 想像 する も の が 真実 で ある 事 を 知る 。 

andthe eVent inVariaD1y confirms his Vision. 

出来 事 が 予見 者 の 予見 を 淀 に 強め る 。 

We shall state in the Ritual after what manner this lucidity can De 
aCdulred. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 、 ど の 様 な 方 法 で 想像 力 の 透明 さ が 得 られ る か に つい て 話す 
つも り で ある 。 

It is Dy means of this light that static Visionaries Dlace themselves in 
cormmurucation wrth all worlds, as so freduently Occurred to 
SWedlenDorg, 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ に 頻繁 に 起き た 様 に 、 真 理 の 光 に よっ て 動か な いで 予見 者 は 全 
て の 世界 と 交流 する 。 

who, notwithstandinmg, was imperfectly lucid!, 

し か し 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 想像 力 の 透明 さ は 不 完全 で あっ た 。 

seeimg that he did not distimguish reflections from rays, 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 光線 か ら 反 映 を 見 分 けら れ な か っ た 。 

and often intermingled chimerical fancies with his most admiraDle 
dreams. 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は キマ イラ の 様 な 妄想 を 最も 見 事 な 夢 に 頻繁 に 混ぜ て し まっ た 。 
We say drearns, 

夢 と 話し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

dream is the conseduence of a natural and periodical ecstasy, which We 
term sleeD: 

夢 は 自然 な 周期 的 な 忘 我 状 態 で ある 眠り の 結果 で ある 。 

to De in 6CStaSy 1s to sleeD: 

忘 我 状態 に 成る 事 は 眠る 事 で ある 。 

magnetic sommnamDulism is a Droduction 

催眠 術 は 眠り を も た ら す 。 

and direction of sleeD. 

催眠 術 は 眠り を 導く 。 

The errors which occur therein are Occas1oned Dy reflections from the 
diaphane of waking Dersons, and, aDoVe all, of the magnetiser 

催眠 術 で 起こ る 誤り の 原因 は 、 起 き て いる 人 の 透明 な も の で ある 想像 力 か ら の 反映 、 
特に 催眠 術 師 の 想像 力 か ら の 反映 で ある 。 

Drearm 1s Vision Droduced Dy the refraction of a ray of truth. 

夢 は 真理 の 光線 の 屈折 が も た ら す 予見 で ある 。 

The chimerical fantasy is hallucination occasioned Dy a reflection. 


キマ イラ の 様 な 妄想 は 真理 の 光線 の 反映 に よる 幻 で ある 。 

The temptation of St Anthony with its nightmares and its monsters, 
reDreserlts the confusion of reflections with direct rays. 

「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 と 奇形 の も の は 反映 と 直接 の 光線 の 混乱 を 表す 。 
SO long as the soul struggles it is reasonaDle: 

魂 が 戦っ て いる 間 は 夢 は 論理 的 で ある 。 

when it yields to this specie, of inVading intoxication it Decomes mad. 
魂 が 侵す 陶酔 に 屈し た 時 に 夢 は 狂気 と 成る 。 

To disentangle the direct ray, and separate it from the reflection- such is 
the work of the initiate. 

直接 の 光線 の も つれ を ほど く 事 と 反映 か ら 直 接 の 光線 を 区 別 する 事 は 秘伝 伝授 者 
の 務め で ある 。( 夢 解き は 秘伝 伝授 者 の 務め で ある 。) 

Here let us state distimctly that 

ここ で 明確 に 話し て お こう 。 

this work is through all times accomplished in the world Dy some of the 
flower of mankindL, 

人 の 精鋭 の 数 人 が 世界 で 常に 夢 を 解い て いる 。 

that there is hence a permanent reVelation Dy intuutiol, 

直感 に よっ て 夢 は 永遠 の 啓示 と 成る 。 

and that there is no insuperable Darrier which separates SOUlS, 

魂 の 間 を 隔て る 越え られ な い 壁 は 存在 し な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

there are no sudden interruDtOnS, 

突然 の 断絶 は 存在 し な い 。 

and no abrupt walls in nature Dy which minds can De divided from one 
another 

自然 に は 精神 の 間 を 隔て られ る 突然 の 壁 は 存在 し な い 。 

All is transition 

全て の も の は つなが っ て いる 。 

and blendimg, 

全て の も の は 交わ っ て いる 。 

anQdL assurming the perfectibility, 

全て の も の は 完成 可能 で ある 。 

f not infinite, at least indefinite, of human faculties, it will De seen that 
every Derso Ca attaim to see a 由 , 

人 の 能力 が 今 は 無限 で は な く て も 少な く と も 無制限 で あれ ば 、 い つか 全て の 人 が 全 
て の も の を 見 る に 至る 事 が 可能 で ある と 分 か る で あろ う 。 

and therefore to kmow all. 

人 の 能力 が 今 は 無限 で は な く て も 少な く と も 無制限 で あれ ば 、 い つか 全て の 人 が 全 
て の も の を 知る に 至る 事 が 可能 で ある と 分 か る で あろ う 。 

There is no Void in nature: 

自然 に は 虚無 は 存在 し な い 。 


all is peopled. 

何 も の か が 全て に 存在 する 。 

There is no true death in nature: 

自然 に は 完全 な 死 は 存在 し な い 。 

all 1s aliVe. 

全て の も の が 生き て いる 。 

"Seest thou that star?" asked Napoleon of Cardinal Fesch. 

皇帝 ナポレオン は ジョ ゼ フ フェ ッシュ 枢 機 錯 に 「 あ の 星 が あ な た に は 見 える か ?」 と 
た ず ね た 。 

"No, Sire." 

ジョ ゼ フ フェ ッシュ 枢 機 錯 は 皇 帝 ナポレオン に 「 い いえ 。」 と 答え た 。 

"Tsee 1t" said the Emperor 

皇 帝 ナポレオン は 「( 見 えな い ) 星 が 見 える 。」 と 話し た 。 

and he most certainly did. 

皇帝 ナポレオン に は 確か に (見 えな い ) 星 が 見 えて いた 。 

When great men are accused of having Deen SUDerstitiOUS, 

偉人 は 迷信 深い と 非難 され る 。 

1t 1S Decause 

な ぜ な ら 、 

they Deheld what remains unseen by the crowd. 

偉人 に は 大 衆 に は 見 えな いも の が 見 えた 。 

Men of genius differ from simple seers Dy ther faculty of sensiDIy 
commurucatimg to other men what they themselves Derce1ve, 
単なる 予見 者 と 異な り 、 天 才 は 自身 が 知覚 し た も の を 他人 に 感覚 的 に 伝え る 能 
が 有る 。 

and of making themselves Delieved Dy the force of enthusiasm and 
Sympathy. 

単なる 予見 者 と 異な り 、 熱 狂 と 共鳴 の 力 に よっ て 、 天 才 は 他人 に 信じ させ る 能力 が 
有る 。 

Such Dersons are the medium of the Divine Word. 

天才 は 神 の 言葉 の 仲介 者 で ある 。 

Let us now state the manner in which visions oODerate. 
予見 する 方 法 を 話 そう 。 

All forms corresDond to ideas, 

全て の 形 は 概念 と 対応 し て いる 。 

and there is no idea which has not its Droper and Deculiar form. 
固有 の 形 を 持た な い 概 念 は 存在 し な い 。 

The primordial light, which is the vehicle of all ideas, 

本 源 の 光 は 全て の 概念 を 仲介 する も の で ある 。 

is the mother of all forms, 

本 源 の 光 は 全て の 形 の 母 で ある 。 

and transmits them from emanation to emanation, merely diminished 
or modified accordimg to the density of the media. 


本 源 の 光 は 仲介 する も の の 濃 さ に よっ て 減衰 また は 変化 し た 全て の 概念 と 形 を 流 
出し た も の か ら 流 出し た も の へ 伝え る 。 

Secondary forms are reflections which return to the font of the 
emanated light. 

二 次 的 な 形 は 流出 し た 光 の 源泉 へ 戻る 反映 で ある 。 

The forms of objects, Deimg a modification of light, 

も の の 形 は 光 の 変化 で ある 。 

remain in the light 

も の の 形 は 光 の 中 に 残る 。 

where the reflection consigns them. 

反映 は も の の 形 を 光 に 委ね る 。 

Hence 

上 記 の 様 に 、 

the astral light, or terrestrial fluid, which we call the great magnetic 
agent, is saturated with all kinds of images or reflections. 

星 の 光 、 地 上 の 流体 、 大 いな る 磁気 の 代行 者 と 呼ば れる も の は 、 全 て の 種類 の 映像 
また は 反映 で 満ち て いる 。 

NOwW, Our Soul can eVoke these, 

魂 は 星 の 光 の 中 の 映像 また は 反映 を 呼び 出す 事 が で きる 。 

and refer themm to its diaphane, as the kabDalists termm it. 

魂 は 星 の 光 の 中 の 映像 また は 反映 を カバ リス ト が 透明 な も の と 呼ん で いる 想像 
に 適用 する 事 が で きる 。 

SuCch images are alWays Dresert tO US, 

星 の 光 の 中 の 映像 は 常に 目 の 前 に 存在 する 。 

and are Only effaced Dy the more powerful impressions of reality 
durimg waking hours, 

起き て いる 時 間 の 現実 の より 強い 印象 が 、 星 の 光 の 中 の 映像 を 消し て いる だ け で 、 
星 の 光 の 中 の 映像 は 常に 目 の 前 に 存在 する 。 

OY 

また は 、 

by preoccupation Of the mmmd, 

精神 が 夢中 に 成っ て いて 、 星 の 光 の 中 の 映像 を 消し て いる だ け で 、 星 の 光 の 中 の 映 
像 は 常に 目 の 前 に 存在 する 。 

which makes our Imagination inattentive to the fluidic panorama of the 
astral hight. 

精神 が 夢中 に 成っ て いる と 、 星 の 光 の 流動 的 な 映像 か ら 想 像 力 を そら し て し まう 。 
When We sleep, this spectacle presents itself spontaneously Defore Us, 
眠っ て いる 時 に 、 星 の 光 の 映像 は 自然 と 目 の 前 に 現れ る 。 

and in this way 

上 記 の 様 に 、 

drearms are DrOdUuced- 

夢 は も た ら さ れる 。 


dreams Vague and incoherent if some goverrumng wl do not remain 
actVe during the sleeD, 

眠っ て いる 時 に 、 何 も の か が 夢 を 導 か な けれ ば 、 夢 は 不確か に 非 論 理 的 に 成る 。 
giVing, eVeT UnCconsciously to our Intelligence, a direction to the dream, 
which then transforms into Vis1on. 

眠っ て いる 時 に 、 無 意識 に 知 が 夢 を 導 け ば 、 夢 は 予見 に 変わ る 。 

Animal magnetismm is nothing else but an artificial sleeD Droduced Dy 
the voluntary or enforced unon of two wrills, one of which is awake 
while the other slumDers- 

動物 磁気 に よる 催 眠 術 は 、 起 さて いる 自発 的 な 意思 と 眠っ て いる 受容 的 な 意思 の 
結合 が も た ら す 、 人 工 の 眠り で ある 。 

that is, one of which directs the other in the choice of reflections for the 
transformation of dreams into Visions, and the attahnment of truth Dy 
means 0f imageS. 

催眠 術 は 、 夢 を 予見 に 変え る た め に 、 映 像 に よっ て 真理 に 到達 する た め に 、 反 映 の 
選択 で 、 起 き て いる 自発 的 な 意思 が 眠っ て いる 受容 的 な 意思 を 導く 、 人 工 の 眠り で 
ある 。 

ThUS, 

上 記 の 様 に 、 

sommnamDulists do not actually travel to the place where they are sent 
by the magnetiser: 

被 催眠 者 は 催眠 術 師 が 行か せる 場所 に 実際 に 行く わけ で は な い 。 

they evoke its images In the astral hight, 

被 催 眠 者 は 星 の 光 の 中 の 映像 を 呼び 出す 。 

and can Dehold nothing which does not exst in that hght. 

星 の 光 の 中 に 存在 し な いも の を 見 る 事 は で き な い 。 

The astral light has a direct action on the nerVes, 

星 の 光 は 神経 に 直接 作用 する 。 

which are its conductors in the amimal economy 

神経 は 、 動 物 組織 の 中 の 、 星 の 光 の 伝導 体 で ある 。 

transmittimg it to the Dranm, 

神経 は 星 の 光 を 脳 に 伝え る 。 

whence als0, 

上 記 の 理由 か ら 、 

in the state of somnambulismt it 1s possiDle to see Dy means of the 
nerves, without Deing dependent on radnant light, 

催眠 状態 で 、 普 通 の 光 の 明か り 無 し で 、 神 経 に よっ て 、 も の を 見 る 事 が で きる 。 

the astral fluid Demg a latent light, 

星 の 光 、 星 の 流体 は 隠れ た 光 で ある 。 

Im the same Way 

同様 に 、 

that physics recogruse the existence of a 1atent caloriC. 

隠さ れ た 自然 科学 は 隠れ た 熱 の 存在 を 認め る 。 


Magnetism Detween tWo Dersons 1s Certainly a wonderful discoVery, 
二 者 間 の 催眠 は 確か に 不思議 な 発見 で ある 。 
but the magnetising of a Derson Dy himself, accompHhshing his own 
lucidity and directmg himself at wll, is the perfection of magical art. 
透明 に 到達 し た 、 思 い の ま ま に 自身 を 導く 、 単 独 の 独力 の 催眠 は 、 魔 術 の わざ の 極 
致 で ある 。 
The secret of this great work does not rest for discOVeryi: 
単独 の 独力 の 催眠 と いう 大 いな る わざ の 秘密 は 発見 を 待つ 必要 は 無い 。 
it has Deen known and practsed Dy a great mumDber of imitiates, aDove 
all Dy the celeDbrated Apollonius of TVana, 
特に 高 名 な ティ アナ の アポ ロニ ウス と いっ た 多数 の 秘伝 伝授 者 は 単独 の 独力 の 催 
眠 の 方 法 を 知り 実践 し て きた 。 
who has left a theory concerrng 1t, 
ティ アナ の アポ ロニ ウス は 単独 の 独力 の 催眠 に つい て の 理論 を 残し た 。 
as We shall see in the Ritual. 
「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 単独 の 独力 の 催眠 の 方 法 に つい て 話す つも り で ある 。 
The secret of magnettc lucidity, and the direction of the phenomena of 
magnetism depend on two things- the agreement of minds and the 
Complete umon of wils, in a dnrection which is DossiDle and determined 
Dy sclenCe. 
催眠 術 の 透明 さ の 鍵 と 、 催 眠 術 の 現象 の 方 向 は 、 知 が 方 向 を 傾け る 事 を 可能 と し 
決定 する 、 精 神 の 一 致 と 意思 の 完全 な 一 致 と いう 2 つの も の に か か っ て いる 。 
This is for the operation of magnetism Detweer two or more DerSO1S. 
精神 の 一 致 と 意思 の 一 致 が 複数 人 の 催眠 術 の 操作 に 必要 で ある 。 
Solhtary magnetism reduires Dreparations of which we have spoken im 
Our initial chapter when enumeratmg and estaDlishing in all ther 
difficulty the essential qualtes of a VeritaDle adept. 
単独 の 催眠 に 必要 な 用 意 は 、1 草 で 、 用 意 の 困難 さ 、 本 物 の 達 道 者 に 必要 な 資質 
を 数 え 上 げ 確 立 し た 時 に 話し た 。 
In the following chapters we shall further elucidate this important and 
fundamental po1nt. 
6 章 以 降 で 単独 の 催眠 の 重要 な 基礎 的 な 要点 を さら に 説明 する つも り で ある 。 
The empire of the will over the astral light, 

意思 は 星 の 光 を 統治 する 。 
which is the physical soul of the four elements, 
星 の 光 は 四 大 元素 の 物質 的 な 魂 で ある 。 星 の 光 は 四 大 元素 の 肉体 的 な 魂 で ある 。 
星 の 光 は 四 大 元素 の 自然 科学 的 な 魂 で ある 。 
1S represented in magic Dy the pentagrarm, 
魔術 は 星 の 光 を 五 詞 星 で 表す 。 
which we have set at the head of this chapter 
5 草 の 最初 で 五 証 星 の 絵 を 示し た 。 
The elementary spirits are suDservient to this sign when employed wrth 
understandimg, 


五 詞 星 を 理解 し て 用 いれ ば 、 四 大 元素 の 霊 を 五 世 星 に 従わ せら れる 。 

and, Dy placing it in the crcle or on the table of evocations, they can De 
rendered tractaDle, 

五 記 星 を 降 霊 術 の 魔法 陣 の 円 の 中 や 台 の 上 に 置く と 、 四 大 元素 の 霊 を 従順 に で き 
る 。 

Which is maglcay called to imprison them. 

魔術 で は 五 蘭 星 を 降 霊 術 の 魔法 陣 の 円 の 中 や 台 の 上 に 置い て 四 大 元素 の 霊 を 従 
順に させ る 事 を 「 四 大 元素 の 報 を 閉じ 込め る 」 と 呼ん で いる 。 

Let us Driefly explain this marvel. 

五 世 星 で 四 大 元素 の 霊 を 従わ せら れる 不思議 を 簡 沙 に 説明 し よう 。 

All created Deimgs commumnicate wth one another Dy s1gns, 

全て の 創造 され た も の は 象徴 で 相互 に 交流 し 合う 。 

and all adhere to a certain numDer of truths expressed by determinate 
forms. 

明確 な 形 が いく つか の 真理 に 付随 する 全て の も の を 表す 。 

The perfection of forms increases In DroDortion to the detachment of 
SD1T1tS, 

霊 の 超 然 さ と つり 合っ て 形 の 完成 度 は 高まる 。 

and those that are not overweighted Dy the chaims of matter recogruse 
by intuiton out of hand whether a sign is the expression of a real Dower 
or of a Drecipitate wll. 

物質 の 鎖 に よる 過重 な 負担 が 無い 者 は 直感 に に よっ て すぐ に 象徴 が 本 物 の 力 の 表れ 
か 軽率 な 意思 の 表れ か を 認知 する 。 

The intelligence of the wise man therefore gives Value to hs Dantacle, 
賢者 の 知 は 意義 を pantacle に 与え る 。 芝 者 の 知 は 価値 を pantacle に 与え る 。 

as Sclentce g1Ves Welght to his w1, 

知 が 力 を 意思 に 与え る 様 に 。 知 が 重み を 意思 に 与え る 様 に 。 

and spirits comprehend this power immediately. 

鼓 は 力 を すぐ に 理解 する 。 

Thus, 

上 記 の 理由 か ら 、 

by means of the pentagram, spirits can De forced to apDear in Vision, 
whether in the waking or sleeping state, Dy themselves leading Defore 
Our diaphane their reflectior, 

五 世 星 に よっ て 、 予 見 者 が 起き て いて も 眠っ て いて も 、 霊 が 自ら 予見 者 の 透明 な も 
の で ある 想像 力 の 前 に 霊 の 反映 を も た ら す 形 で 、 霊 が 視覚 に 現れ る 様 に する 事 が 
で きる 。 

which exists in the astral light, if they have HVed!, 

五 詞 星 に よっ て 、 霊 が 地上 で 生き た 事 が 有る 場合 は 、 霊 が 自ら 予見 者 の 想像 力 の 
前 に 、 星 の 光 の 中 に 存在 する 霊 の 反映 を も た ら す 形 で 、 霊 が 視覚 に 現れ る 様 に する 
事 が で きる 。 

or areflection analogous to ther spiritual 1ogos if they have not Hived 
On earth. 


五 世 星 に よっ て 、 霊 が 地上 で 生き た 事 が 無い 場合 は 、 寺 が 自ら 予見 者 の 想像 力 の 
前 に 、 霊 の ロゴ ス を 類推 可能 で ある 霊 の 反映 を も た ら す 形 で 、 霊 が 視覚 に 現れ る 様 
に する 事 が で きる 。 

This explaims all Visions, 

上 記 は 全て の 予見 を 説明 する 。 

and accoumts for 

上 記 の 理由 か ら 、 

the dead invariably appearing to seers, elther such as they were upon 
earth, or such as they are in the grave, 

死ん だ 者 は 地上 で 生き て いた 時 の 姿 か 墓 の 中 に いる 姿 で 常に 予見 者 の 前 に 現れ る 。 
neVer as they suDsist in a condition which escapes the Derceptions Of 
Our actual Organ1sm. 

死ん だ 者 は 予見 者 の 肉体 が 知覚 で きる 姿 で 常に 予見 者 の 前 に 現れ る 。 
Pregnart women are influenced more than others Dy the astral light, 
妊娠 し た 女性 は 他 の 人 より 星 の 光 の 影響 を 受け る 。 

which concurs in the formation of the child, 

星 の 光 は 幼子 の 形成 に 協力 する 。 

and perpetually offers them reminiscences of the forms which abound 
thereim. 

星 の 光 は 星 の 光 の 中 に 満ち て いる 形 の 記憶 を 妊娠 し た 女性 に 絶え 間 無 くも た ら す 。 
This explains 

上 記 は 説明 する 。 

how it is that women ofthe highest virtue deceive the maligmty of 
oODserVers Dy edu1vocal resemDlances. 

どの 様 に 無 上 の 高徳 な 女性 が 疑わ し い 似 顔 に よっ て 悪意 ある 観察 者 に 誤解 させ る 
6 

On the fruit of their marriage they impress freduently an image which 
has struck them in dream, 

妊娠 し た 女性 は 夢 の 中 で 印象 を 受け た 映像 で 頻繁 に 結婚 の 果実 で ある 幼子 を 特 
徴 づ ける 。 

and it is thus that 

上 記 の 様 に 、 

the same Dhysiognomes are Derpetuated from generation to 
generation. 

同じ 顔つき が 代々 伝わる 。 

The KabDbalistic usage Of the pentagram car therefore determine the 
apDDearanCce Of unDorn children, 

五 詞 星 を カバ ラ 的 に 応用 すれ ば 胎内 の 幼子 の 形 を 決め る 事 が で きる 。 

and an initated woman might endow her son wrth the characteristics 
of Nero or Achilles as much as with those of Louns XIV. or Napoleon. 
秘伝 伝授 者 の 女性 は ネロ 、 ア キレ ス 、 ル イ 14 世 、 ナ ポレ オン の 特徴 を 息子 に 与え ら 
れる か も し れ な い 。 

We shall indicate the method in our Ritual. 


上 記 の 方 法 を 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 話す つも り で ある 。 

The pentagrarm is called in Kabbalah the sign of the microcosml, 
カバ ラ で は 五 臣 星 を 小宇宙 の 象徴 と 呼ん で いる 。 

that sign so exalted Dy Goethe in the Deautiful monologue of Faust: 
ファ ウス ト の 美しい 独白 で ゲー テ は 五 世 星 を 非常 に ほめ て いる 。 


1 
Ah, 

ああ っ ! 

how do all my senses leap at this sight! 

五 詞 星 を 見 る と 全て の 感覚 が 飛躍 的 に 向上 する ! 

1 feel the young and sacred pleasure of life DubDbling in my nerves and 
Veins. 

命 の 若 さと 神聖 な 喜び が 神経 と 血脈 の 中 で わき た つの を 感じ る 。 

Was it a God who traced this sign 

五 蘭 星 を 描い た 者 は 神 で ある ! 

which stills the Vertigo of my soull 

五 詞 星 は 魂 の めまい を 静め る 。 

fills my poor heart with joy, and, in a myster1Ous raDtUre, 

五 蘭 星 は 貧し い 心 を 神秘 の 喜び で 満た す 。 

unVeils the forces of nature aroumdl me. 

五 詞 星 は 周囲 の 自然 の 力 の ヴェ ー ル を 脱が せ て 明らか に する 。 

Am 1 myself a God! 

私 自身 が 神 で は な いか ! 

All is so clear to me: 

全て の も の が 私 に は 非常 に 明らか で ある 。 

1 behold in these simple Hmnes the revelation of active nature to my soul. 
五 詞 星 の 簡潔 な 線 に よっ て 自発 的 な 自然 の 啓示 を 魂 で 見 る 。 

Irealise for the first time the truth of the wise man's Words: 

次 の 賢者 の 言葉 が 真実 で ある 事 を 初め て 理解 する 。 

The world of spirits is not closedl! 

霊 の 世界 は 閉ざさ れ て いな い ! 

ThYy sense is obtuse, 

あな た の 感覚 が に ぶ い だ け で ある ! 

thy heart is dead! 

あな た の 心 が 死ん で いる だ け で ある ! 

Arise! 

復活 し な さい ! 

Bathe, adept of science, thy Dreast, stll enveloped Dy an earthly vell, in 
the splendours of the dawming day! 

知 の 達 道 者 よ 、 地 上 の ヴェ ー ル で 覆 われ て いる 、 あ な た の 心 を 、 夜 明け の 輝き で 、 洗 
いな さい ! 


」 

(Faust, Part 1. sc. 1). 

(ファ ウス ト 第 1 部 第 1 場面 ) 

On the 24th of july in the year 1854, the author of this book, Eliphas 
Levi, made experiments of evocation with the pentagram, after due 
preparation by all the ceremoruies 

1854 年 7 月 24 日 に 、「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 全 て の 儀式 
に よっ て 十分 な 用 意 を し た 後に 、 五 蘭 星 で 降 霊 術 の 実験 を し た 。 

which are indicated in the thirteenth chapter of the Ritual. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 13 章 で 話す つも り で ある 。 

The success of this experiment, 

上 記 の 降 霊 術 の 実験 は 成功 し た 。 

details of which, as regards its Drinmciples, will De found in the 
COrTesDonding chapter of this our doctrimal Dart, 

上 記 の 降 霊 術 の 実験 の 詳細 、 降 霊 術 の 原理 に つい て は 、13 章 で 話す つも り で ある 。 
estaDlishes a new pathological fact, which men of true science wl 
adrmit without dnfficulty. 

上 記 の 降 霊 術 の 実験 の 詳細 、 降 霊 術 の 原理 は 、 本 物 の 知 者 が 苦 も 無く 認め る で あ 
ろう 、 新 し い 病 理学 の 事実 を 確立 する 。 

The repeatedt eXDerlenCe, In all three tmes, 

上 記 の 降 霊 術 の 実験 を 3 回 くり 返し た 。 

gaVe results truly extraordimary, Dut Dostive and ummrxed with 
hallucmation. 

上 記 の 降 霊 術 の 実験 は 本 当 に 和 驚く べき 現実 の 幻覚 で は な い 結 果 を も た らし た 。 
We invite scepttcs to make a consclentious and intelligent attempt 
before shrugging their shoulders and smilimg. 

肩 を すく め て 笑い も の に する 前 に 疑い 深い 人 に は 良心 的 な 知 的 な 降 霊 術 の 試み を 
すす め る 。 

The figure of the pentagram, perfected in accordance with science, and 
used Dy the author in his experiment, is that which is found at the head 
of this chapter 

5 章 の 最初 の 五 世 星 の 絵 は 、 知 に よっ て 完成 させ た も の で ある 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 
5 章 の 最初 の 五 世 星 の 絵 を 降 霊 術 の 実験 で 用 いた 。 

anditis more Derfect than any in the keys of Solomon, or in the magical 
calendars of Tycho Brahe and Duchentau. 

5 章 の 最初 の 五 蘭 星 の 絵 は チ ティ コ ブラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、Duchentau の 魔 
術 の カレ ンダ ー、 ソ ロモ ン の 鍵 の 全て の 絵 よ り 完 成 さ れ て いる 。 

We must, however remark that the use of the pentagram is most 
dangerous for operators who are not in Dossession of its complete and 
perfect understanding. 

五 詞 星 の 完全 な 理解 無し に 五 世 星 を 応用 する 事 は 最も 危険 で ある 。 

The directon of the poimts of the star is in no sense arDitrary 

五 世 星 の ] 頂 点 の 向き は 任意 で は な い 。 


and may chanwge the entire character of the operationl, 

五 詞 星 の 頂 点 の 向き は 作用 の 特徴 全体 を 変え る 。 

as We shall explain in the Ritual. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 五 世 星 の 頂 点 の 向き に つい て 説明 する つも り で ある 。 
Paracelsus, that innoVvator in magiC, 

パラ ケル スス は 魔術 の 変革 者 で ある 。 

who surpassed all other initiates in his unaided Dractcal SUCCeSS, 
パラ ケル スス は 独力 の 実践 の 成功 で 他 の 全て の 秘伝 伝授 者 を 超え て いた 。 
affirms that every magical figure and every kabDalistc sign of the 
pantacles which compel spirits, may De reduced to tWo, 

パラ ケル スス は 霊 を 従え る pantacle の 全て の 魔術 の 象徴 と 全て の カバ ラ の 象徴 
は 五 門 星 と 六 芋 星 の 2 つ に 要約 で きる と 話し て いる 。 

which are the synthesis of all the others: 

五 世 星 と 六 蘭 星 は 他 の 全て の 象徴 の 総合 で ある 。 

these are the sign of the Macrocosm or the seal of Solomon, 

六 世 星 は 大 宇宙 の 象徴 で ある 。 六 蘭 星 は 世界 の 象徴 で ある 。 六 普 星 は ソロ モン の 
封印 で ある 。 

the form of which we have already giVem, 

2 章 で 六 世 星 の 絵 を も た らし た 。 

and noW reDroduce here, 

5 章 で 再び 六 攻 星 の 絵 を も た ら す 。 


andthat of the Microcosm, 
五 詞 星 は 小宇宙 の 象徴 で ある 。 五 世 星 は 人 の 象徴 で ある 。 

more potent even than the first- 

五 世 星 は 六 世 星 よ り 力 が 有る 。 

that is to say, the pentagram, of which he provides a most mimute 
description in his occult phllosophy 

五 世 星 は 人 の 隠さ れ た 哲学 の 無 上 の 詳細 の 説明 を も た ら す も の と 言え る 。 

Ifit De asked how a sign can eXerTCiSse SO ImUCh DOWer 0Ver SDI1r1tS, We 
induire Im return why the whole Christian world Dows down Defore the 
SigTn Of the croSS? 


も し 、 な ぜ 象 徴 が 霊 に 非常 に 力 を 発揮 で きる の か 、 た ず ね られ た ら 、 な ぜ 全 て の キリ 
スト 教徒 の 大 衆 が 十字 架 の 象徴 の 前 に 従う の か 、 た ず ね 返す 。 

The sign is nothimg by itselt, and has no force apart from the doctrime of 
which it is the summary and the logos. 

要約 する ロゴ ス で ある 考え 無し で は 象徴 は 何 も の で も な い 。 要 約 す る ロゴ ス で ある 
考え 無し で は 象徴 に は 力 が 無い 。 

Now, a sign which sums, by their expressioru all the occult forces of 
nature, 

象徴 は 象徴 が 表す 自然 の 全て の 隠れ た 力 を 要約 する 。 

a slgn which has ever exhiDited to elementary spirits amd others a 
power greater than their 0WT, 

象徴 は 四 大 元素 の 霊 や 他 の 霊 より 巨大 な 力 を 四 大 元素 の 霊 や 他 の 霊 に 常に 表す 。 
naturally fills them with respect and fear 

象徴 は 四 大 元素 の 霊 や 他 の 霊 を 自然 と 明 散 で 満た す 。 

and enforces their obedience Dy the empire of science and of will oVer 
1gmorance and weakneSSs. 

象徴 は 知 と 意思 に よる 無知 と 弱 さ の 統治 に よっ て 四 大 元素 の 霊 や 他 の 霊 を 従わ せ 
る 。 

By the pentagram also is measured the exact Droportions Ofthe great 
and umique athanor necessary to the confection of the philosophical 
stone and the accomplishment of the great work. 

五 世 星 は 賢者 の 石 を つく る の と 大 いな る 務め を 果たす の に 必要 な 大 いな る 唯一 の 
錬 金 炉 の 正確 な つり 合い を は か る 。 

The most perfect alemDic in which the quintessence canl De elaDorated 
1s conformable to this figure, 

第 5 元素 を 練る 事 が で きる 無 上 の 完全 な 浄化 器 は 五 世 星 の 形 に 一 致す る 。 

and the quintessence itself is represented Dy the sign of the pentagram. 
五 詞 星 の 象徴 は 第 5 元素 自体 を 表す 。 


MAGICAL EOUILIBRIUM 

魔術 の つり 合い 

TIPHERETH 

美 

UNCUS 

銘 ( か ざ ) 

SUPREME intelhgence is necessar1ly reasonaDle. 

無 上 の 知 的 存在 は 必然 的 に 論理 的 で ある 。 神 は 必然 的 に 論理 的 で ある 。 

Godl in philosophy, may De only a hypothesis, 

神 は 哲学 で は 仮定 に 過ぎ な いか も し れ な い 。 

Dut 

し か し 、 

He js a hypothesis imposed Dy good sense on human reasOn. 

神 は 人 の 理性 の 良識 が 強い る 仮定 で ある 。 

To persornfy the ADsolute Reason is to determimne the diVine ideal. 
絶対 の 論理 を 人 化す る 事 は 神聖 な 理想 を 決定 する 事 で ある 。 神 を 具体 化す る 事 は 
神聖 な 理想 を 決定 する 事 で ある 。 

Necessity, 1Derty and reason- 

論理 、 必 然 、 自 由 。 

these are the great and supreme triangle of the KabDalists, 

論理 、 必 然 、 自 由 は カバ リス ト の 大 いな る 無 上 の 三角 形 で ある 。 

who name reason Kether necess1ty Chochmah, and hberty Binah, 

カバ リス ト は 論理 を 王冠 、 必 然 を 知 慮 自由 を 自発 的 な 知力 と 呼ん で いる 。 

in their first 

王冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 は 最初 の 3 つ 1 組 で ある 。 論 理 、 必 然 、 自 由 は 最初 の 3 
つ 1 組 で ある 。 

Or divime triad. 

王冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 は 神 の 3 つ 1 組 で ある 。 論 理 、 必 然 、 自 由 は 神 の 3 つ 1 
組 で ある 。 

Fatahty, wlll amnd DOWer 

運命 、 意 思 、 力 。 

such is the magical triad, which corresponds in things human to the 
divine triad. 

運命 、 意 思 、 力 は 、 神 の 3 つ 1 組 に 対応 する 、 人 の 、 物 に お ける 、 魔 術 の 3 つ 1 組 で 
ある 。 


Fatality 1s the inevitable sequence of effects amd causes In a determined 
Order 

運命 は 、 堅 固 な 秩序 に お ける 、 原 因 と 結果 の 不可 避 的 な 連鎖 で ある 。 

Will is the directmg faculty ofintelhgent forces for the concilhation of 
the HDerty of persons with the necessity of thimgs. 

意思 は 、 物 の 必然 と 人 の 自由 を 調停 する た め の 、 知 の 力 を 傾け る 能力 で ある 。 
Power is the wise applcation of will which enhists fatahty itself in the 
accomplishment of the desires of the sage. 

力 は 、 賢 者 の 願い の 達成 に お ける 、 運 命 自 体 の 協力 を 得る 、 意 思 の 知 的 な 応用 で あ 
る 。 

When Moses smote the rock, 

出 エ ジ プ ト 記 17 章 6 節 で モー セ は 岩 を 打っ て 水 を 出し た 。 

he did not create the spring of water: 

出 エジプト 記 17 章 6 節 で モー セ は 泉 を 創造 し た わけ で は な い 。 

he reVealed it to the people, 

出 エジプト 記 17 章 6 節 で モー セ は 泉 を 大 衆 に 明らか に し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

OcCult science had made it kmown to himself Dy means of the diviming 
TOQ. 

出 エジプト 記 17 章 5 節 の 占い の 杖 に よっ て 隠さ れ た 学問 は 泉 を モー セ に 知ら せ て 
いた 。 

It is in jke manner wrth all miracles of magic: 

魔術 の 全て の 奇跡 は 出 エ ジ プ ト 記 17 章 6 節 の 奇跡 と 同様 で ある 。 

a 1aW eX1StS, 

法 が 存在 する 。 

which is ignored Dy the Vulgar 

大 衆 は 法 を 知ら な い 。 

andmade use of Dy the initiate. 

秘伝 伝授 者 は 法 を 応用 する 。 

Occult laws are often diametrically opposed to common ideas. 

隠さ れ た 法 は 頻繁 に 大 衆 の 考え と 全く 反対 で ある 。 

For eXarmDle, 

例え ば 、 

the crowd DelieVes in the sympathy of thimgs which are ahke and in the 
hostility of things contrary, 

大 衆 は 似 た も の は 共鳴 し 正反対 の も の は 対立 する と 信じ て いる 。 

Dut 

に が 

It is the oODDposite which is the true ]aW. 

似 た も の は 対立 し 正反対 の も の は 共鳴 する の が 本 物 の 法 で ある 。 

It used to De affirmed that nature detests the void, 

大 衆 は 自然 は 無 を 嫌う と 話し て きた 。 


Dut 

し か し 、 

lt should De said that nature desires 1t, 

自然 は 無 を 求め る と 話す べき で ある 。 

were the void not, in physics, the most irrational of fictions. 

自然 科学 で は 虚無 は 無 上 の 無理 な 虚構 で ある 。 

In all thigs the Vulgar mind nahttually takes shadow for reahty, 
全て の も の に お いて 常に 大 衆 の 精神 は 影 を 実体 で ある と 誤解 する 。 

turns 1ts Dack upon Hght, 

大 衆 は 光 に 背 を 向け る 。 

andis reflected in the oDscurity which it projects itself. 

大 衆 は 暗 間 に 自 身 を 映す 。 

The forces ofnature are at the disposal of one who knows how to resist 
them. 

自然 の 力 に 抵抗 する 方 法 を 知る 者 は 自然 の 力 を 思い 通り に で きる 。 

Are yOu master sufficiently of yourself to De never intoxicated? Then 
will you direct the terrible and fatal power of intoxication. 

あな た は 決し て 酔わ な い 様 に 完全 に 自身 を 克服 し て いる か ? そ うす れ ば 、 本 町 の 敵 
ろ し い 運 命 的 な 力 を 傾け られ る で あろ う 。 

If you would make others drunk, possess them writh the desire of drink, 
but do not partake of it yourself. 

も し 、 あ な た が 他人 を 酔わ せ た い の で あれ ば 、 他 人 に 飲む 気 を 起 させ 、 自 身 は 飲ん 
で は な ら な い 。 

That man wl dispose of the love of others who is master of his own. 
自身 を 克服 し た 者 は 他人 の 肉欲 を 操作 で きる 。 

If you would Dossess, do n0t giVe. 

も し 、 あ な た が つか みとり た い の で あれ ば 、 自 身 を 与え て は な ら な い 。 

The world is magnetised Dy the light of the su 

太陽 の 光 が 世 界 を 磁化 し て いる 。 

and we are magnetised by the astral light of the world. 

世界 の 星 の 光 が 人 々 を 磁化 し て いる 。 

That which operates in the body of the 本 9 itself in Us. 
惑星 の 中 で 行わ れ て いる も の は 人 の 体内 で くり 返さ 

Within us there are three analogical and 章 0 WoOrlds, 

人 の 中 に は 類推 可能 な 位階 的 な 3 つの 世界 が 存在 する 。 

as In all nature. 

全て の 自然 に は 類推 可能 な 位階 的 な 3 つの 世界 が 存在 する 様 に 。 

Man is the microcosm or Httle world, 

人 は 小宇宙 で ある 。 人 は 小 世界 で ある 。 

andL according to the doctrime of analogies, whatsoever is in the great 
world is reproduced in the small. 

類推 可能 性 の 考え に よれ ば 、 大 いな る 世界 の も の は 小さ な 世界 で 再現 され る 。 
Hence 


上 記 の 理由 か ら 、 
we have three centres of fluidic attraction and projection- the brain the 
heart, Or epigastr1c reg1or, and the gemital organ. 

人 に は 脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 と いう 流体 を 引き 寄せ 放射 する 3 つの 核 が 存 
在 する 。 

Each of these instruments is douDle- 

脳 、 心 臓 、 性 器 は 二 重 で ある 。 
In other Words, 

言い 換え る と 、 
we find the suggestion of the triad thereim. 

脳 、 心 臓 、 性 器 に は 3 つ 1 組 の 考え が 見 つか る 
Each attracts on one side and repels on another 

脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 は 一 方 で 引き 寄せ 他方 で し り ぞ ける 。 
It is Dy means of these apparatuses that we place Ourselves jn 
commurucation wrth the umiversal fluid tramsmitted into us by the 
nerVOusS SysSterm. 

脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 に よっ て 神経 系 が 伝え る 普遍 の 流体 と 交流 する 。 
These three centres are, moreoVer the seat of the threefold magnetic 
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脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 は 三重 の 磁気 の 作用 の 源 で ある 。 

as We shall explain elsewhere. 
他 の 場所 で 説明 する つも り で ある 。 
When the magus has attaimed lucidity 
魔術 師 が 透明 さ に 到達 し た 時 に 、 
whether through the mediation of a Dythoness, or by his own 
development, 

巫女 の 仲介 に よっ て 、 ま た は 、 魔 術 師 自 身 の 成長 の 段階 に よっ て 、 
he communicates and directs at wl the magnetic viDratons in the 
whole mass of the astral Hight, 
魔術 師 は 星 の 光 の 集合 全体 の 中 の 磁気 の 振動 と 交流 し 思い 通り に 傾け る 。 
the currents of which he divines by means of the magic rod, which is a 
perfected divimimg rod. 
魔術 師 が 透明 さ に 到達 し た 時 に 、 魔 術 の 杖 に よっ て 、 魔 術 師 は 星 の 光 の 流れ を 見 
抜き 、 魔 術 の 杖 は 完全 な 占い の 杖 と 成る 。 
By the aid ofthese vibrations he influences the nervous system Of 
Dersons surrendered to his action, 

星 の 光 の 磁気 の 振動 に よっ て 、 魔 術 師 は 魔術 師 の 行動 に 映 を 任せ る 人 の 神経 系 に 
感化 を 与え る 。 
accelerates Or susDends the currents of ]ife, 
魔術 師 は 命 の 流れ を 促進 させ た り 延 期す る 。 
SOOthes or tortureS, 
魔術 師 は 和らげ た り 責 め る 。 
heals or hurts: 


魔術 師 は 癒し た り 責 め る 。 

in fine, 

要する に 、 

slays or Drings to ife.…… 

魔術 師 は 命 を 奪っ た り 命 を も た ら す ..…。 

Here, however We Dause In DresenCce Of the smile ofincredulity 

し か し 、 こ こ で 、 不 信 の 喘 笑 を 前 に 話 を 中 断 す る 。 

Let us Dermmt it to enjoy the cheap triumph of denyimg what it does not 
Know. 

不信 が 知ら な いも の を 否定 する 取る に 足り な い 勝 利 を 喜ぶ 事 を 許 そう 。 

We shall demonstrate later on that death is always preceded Dy a 
lethargic sleep, and only takes place gradually: 

常に 紅 睡 状態 が 死 より 先 に 起こ る 事 を 後 で 説明 する つも り で ある 。 死 は 徐々 に 起こ 
る も の で ある 事 を 後 で 説明 する つも り で ある 。 

that resurrecton 1S DOSsible in certain cases: 

ある 場合 に は 、 復 活 は 可能 で ある 。 

that lethargy 1S a real, Dut uncompleted, death: 

紅 睡 状態 は 実際 の 不 完全 な 死 で ある 。 

and that the final paroxysm is in many cases suDseguent to inhumation. 
多く の 場合 、 最 後 の け いれ ん は 埋葬 の 後に 起こ る 。 

This, however is not the subject of the present chapter 

し か し 、 上 記 は 6 章 の テー マ で は な い 。 

We now affirm that a lucid will can act upon the mass of the astral light, 
魔術 師 の 透明 さ は 星 の 光 の 集合 に 作用 する 事 が 可能 で ある と 断言 する 。 

and, In concurrence with other wills, which it aDsorDs and draws along, 
can determune great and irres1stiDle Currents. 

魔術 師 の 透明 さ が 同 化し 引き 寄せ る 他 の も の の 意思 の 協力 に よっ て 、 魔 術 師 の 透 
明 さ は 大 いな る 抵抗 で き な い 流 れ を 決定 する 事 が 可能 で ある と 断言 する 。 

We say also that the astral light condenses or rarefies in DrODortion as 
currents acCurmulate, more Or less, at certaim Centres. 

多かれ 少な か れ 、 い くつ か の 中 心 で 、 流 れ の 蓄積 に 比例 し て 星 の 光 は 濃縮 する か 希 
薄 に 成る と 断言 する 。 

When it is deficient in the energy reduired for the suDpport of life, 
diseases aCcOompanled Dy sudden decomposition follow, of the kind 
which Daffle physicians. 

命 を 維持 する の に 必要 な 力 の 星 の 光 が 不足 する 時 に 、 星 の 光 が 突 然 に 分 解 し 医者 
を 困惑 させ る 病 が 起こ る 。 

There is no other cause, Dy example, in the case of cholera-morDus, 
例え ば 、 コ レラ の 原因 は 星 の 光 の 不足 で ある 。 

and the swarms of amimalcule oODserVed Or SUDDOsedl Dy some SDecialists 
may De the effect rather than the cause. 

専門 医 が 観測 し 仮定 し た 微小 動物 の 群れ は 原因 と 言う より は むし ろ 結 果 か も し れ 
な い 。 


Cholera should therefore De treated Dy insufflation, 

コレ ラ は insufflation で 治す べき で ある 。 

did not the operator thereDy run the chance of an exchange with the 

patent, which would De Very formidable for himself. 

insufflation で 手術 者 は コレ ラ を 患者 と 交換 する 非常 に 競 ろ し い 危 険 を 冒し て は い 

け な い 。 

FVery imtelhgent effort of will is a projecton of the human fluid or hght, 
意思 の 全て の 知 的 な 努力 は 人 の 流体 の 放射 また は 人 の 光 の 放射 で ある 。 

and here 

こと で 、 

it is needful to distmguish the human from the astral light, 

星 の 光 と 人 の 光 を 区 別 する 必要 が 有る 。 

and anmmal from universal magnetism. 

普遍 の 磁気 と 動物 磁気 を 区 別 する 必要 が 有る 。 

In making use of the word fluid, We employ an accepted exDreSS1OT, 

and would make ourselVes understood in this manner Dut we are far 

from deciding that the 1atent light is a fluid. 

人 言葉 を 用 いて いる が 、 流 体 と いう 一 般 に 認め られ た 表現 を 採用 し て いる 
ば 、 流 体 と いう 言葉 で 言い た い 事 を 理解 し て いる が 、 隠 れ た 光 は 流体 で ある と 決め 
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Everythimg promDpts us, on the contrary, to prefer the system of 

vibrations in the explanation of this phenomenal suDject. 

それ どこ ろか 、 全 て の も の が 隠れ た 光 と いう 超常 的 な も の の 説明 に 振動 と いう 体系 

を 採用 する 様 に 促す 。 

However it may De, the light in duestion, Deng the instrument of lfe, 

隠れ た 光 は 命 の 道具 で ある 。 隠 れ た 光 は 命 の 手段 で ある 。 

cleaves naturally to all iving centres, 

隠れ た 光 は 全て の 生き て いる 遷 と 自然 に 一 体 化 する 。 

attaches itself to the nucleus of planetS, 

隠れ た 光 は 惑星 の 核 と 一 体 化す る 。 

eve as to the heart of man- 

隠れ た 光 は 人 の 心臓 と 一 体 化す る 。 

and Dy the heart we understand magically the great sympathetlC- 

心臓 に よっ て 人 は 魔術 的 に 大 いな る 共感 を 理解 する 。 

identifying itself with the individual jfe of the Deimg which it animates, 

隠れ た 光 は 隠れ た 光 が 合 を 吹き 込ん だ 存在 の 個々 の 命 と 一 体 化す る 。 

andit is Dy this quahty of sympathetic assimilation that it distriDutes 

itself without confusion. 

隠れ た 光 の 共感 の 同化 の 特性 に よっ て 、 隠 れ た 光 は 隠れ た 光 を 混同 無し に 流通 さ 

せる 。 

Hence it is terrestrial in its affinity with the sphere of the earth, 

隠れ た 光 の 親和 力 に よっ て 、 隠 れ た 光 は 地球 に 対し て は 地上 的 で ある 。 

and human exclusively in its affimity with men. 


隠れ た 光 の 親和 力 に よっ て 、 隠 れ た 光 は 人 に 対し て は 人 間 的 で ある 。 
It is for this reason that electricity caloric, hght, and magnetism, 
produced by ordinary physlcal means, not only do not origimate, Dut 
Ne tend to neutralise the effects of amimal LTmagnetSsm. 
通 の 自然 科学 の 方 法 に よっ て も た ら さ れ た 電気 、 磁 気 、 光 、 熱 は 動物 磁気 の 効力 

だ は さい だ は な くし 人 ど 人 
The astral light, subordinated to a blind mechanism, amd Droceeding 
from arDbitrary automatic centres, is a dead Hight, 
盲目 の 機械 仕掛 け に 従う 無 意 思 の 機械 の 桜 か ら 生 じ る 星 の 光 は 死ん だ 光 で ある 。 
and works mathematically, 
盲目 の 機械 仕掛 け に 従う 無 意 思 の 機械 の 核 か ら 生 じ る 星 の 光 は 数 学 的 に 作用 す 
る 。 
IolOwmg giVen IrmDulsions or fatal 1aWs: 
上 盲目 の 機械 仕掛 け に 従う 無 意 思 の 機械 の 核 か ら 生 じ る 星 の 光 は 与え られ た 衝動 か 
運命 の 法 に 従う 。 
the human Hght is fatal only to the ignorant in chance exDperiments: 
無知 な 者 に と っ て は 試み る に は 人 の 光 は 残 命 的 な だ け で ある 。 
im the seer 
予見 者 に と っ て は 、 
1t 1S SuDjected to intelhgence, suDmitted to imagimation, and dependent 
on wl. 
人 の 光 は 知 に 従い 想像 力 に 従い 意思 に 従う 。 
This jight, contmually projected Dy the w 山 , constitutes the personal 
atmoSDheres of SwedenDorg. 

意思 が 絶え 間 な く 放射 し て いる 人 の 光 が ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が 話し て いる 個人 的 な 
夫 気 で ある 。 
The body aDsorDs what emvirons 1t, 
肉体 は 周囲 の も の を 同化 する 。 
and radiates DerDpetually Dy projectmg its influences and inVisible 
molecules: 
肉体 は 感化 と 見 えな い 分 子 を 絶え 間 な く 放射 し て いる 。 
lt is the same with the spirit, 
霊 は 周囲 の も の を 同化 する 。 霊 は 感化 と 見 えな い 分 子 を 絶え 間 な く 放射 し て いる 。 
so that this phenomenor, Dy some mysttcs termed resDlratiOT!, 
何人 か の 神秘 主義 者 は 圭 の 同化 と 放射 を 呼吸 と 呼ん で いる 。 
really the influence, Doth physical and moral, which is assigned to 


本 大 際 に 抽 牧 だ 精 科 に 萌 衝 な 呈 る : 

It is undoubtedly contagious to breathe the same ar as diseased 

Dersons, and to De within the circle of attracton and expansion which 

SurrOunds the wicked. 

病気 の 人 と 同じ 空気 を 呼吸 する と 間違い な く 病 気 が う つり 易い 様 に 、 邪 悪 な 人 と 同 
空気 を 呼吸 し た り 邪 悪 な 人 の 影響 較 に いる と 間違い な く 悪 徳 が うつ り 易 い 。 


When the magnetic atmosphere of two Dersons 1S SO edullibrated that 
the attractive faculty of one draws the expansive faculty of the other a 
tendency 1S Droduced which is termed sympathyi: 
一 方 の 引き 寄せ る 力 が 他方 の 放射 する 力 を 引き 寄せ る くら い 二 者 の 磁気 の 雰囲気 
が つり 合っ て いる 時 に 、 共 感 と 呼ば れる 傾向 が も た ら さ れる 。 
then imagination, calling up to it all the rays or reflections analogous to 
that which it exDerlienCes, 
想像 力 は 人 の 光 が 経 験 し た も の か ら 類 推 可能 で ある 全て の 直接 の 光線 か 反映 を 
人 の 光 に 呼び 出す 。 
makes a Doem of the desires which captivate the wL, 
想像 力 は 意思 を 夢中 に させ る 欲望 の 詩 を つく る 。 
anQd ifthe persons differ in sex, it occasions In them, or more 
cormmonly in the weaker of the two, a complete intoxication of the 
astral light, which is termed pass1on Dar excellence, Or loVe. 
一 方 の 引き 寄せ る 力 が 他方 の 放射 する 力 を 引き 寄せ る くら い 二 者 の 磁気 の 雰囲気 
が つり 合っ て いる 時 に 、 二 者 の 性 別 が 異な る 場合 は 、 想 像 力 は 、 両 者 に 、 ま た は 、 一 
般 に 二 者 の うち 弱い 者 に 、 非 常 な 肉欲 また は 愛 と 呼ば れる 、 星 の 光 の 完全 な 陶酔 を 
も た ら す 。 
LoVe 1s one Of the great instruments of magical DOWer 
愛 は 魔術 の 力 の 大 いな る 手段 の 1 つ で ある 。 欲 望 は 魔術 の 力 の 大 いな る 手段 の 1 
つ で ある 。 
Dut 
し か し 、 
it is categorically forDidden to the magus, at least as an intoxication Or 
Dass1o. 
厳密 に は 酷 西 また は 肉欲 と し て の 欲望 は 魔術 師 に は 絶対 に 禁止 され て いる 。 
Woe to the Samson of the Kabbalah if he perrmit himself to De put asleep 
Dy Delillah! 

デリ ラ に よる 眠り に 身 を 任せ る カバ ラ の サム ソン に は 災い が 有る ! 
The Hercules of science, who exchanwges his royal sceptre for the distaff 
of Omphal6, wil soon experience the Vengeance of Dejarnra, and 
nothing will De left for him Dut the pyre of Mount OEt&, in order to 
escape the devouring folds of the coat of Nessus. 
王 和 を オン ファ レ の 和 ォ 巻 棒 と 交換 する 知 の ヘラ クレ ス は 、 す ぐに デイ ア ネ イ ラ の 報復 
を 経験 する で あろ うし 、 食 い 込 み 巻き つく ネッ ソス の 外 衣 か ら 免 れる た め に オ エ タ 山 
の まき に よる 火葬 以外 の 方 法 は 残さ れ て いな いで あろ う 。 
Sexual loVe is eVer an illusior, 
性 欲 は 幻影 に 過ぎ な い 。 
for it is the result of an imaginary mirage. 
性 欲 は 想像 の 重 気 楼 の 結果 で ある 。 
The astral light is the universal seducer 
星 の 光 は 普遍 の 誘惑 者 で ある 。 
typified Dy the serpent of Genes1s. 


創世 記 3 章 で モー セ は 星 の 光 を 蛇 に 例え た 。 

This suDtle agent, 

星 の 光 は 巧妙 な 代行 者 で ある 。 

eVer aCt1Ve, 

星 の 光 は 常に 自発 的 で ある 。 

ever aDoundimg In sa, 

星 の 光 は 命 の 力 の 中 に 常に 満ち て いる 。 

eVer fruitful in allurimg dreams and sensu0Ous images: 
星 の 光 は 誘惑 する 夢 と 官能 的 な 映像 に 常に 満ち て いる 。 

this force, which Dy itself is Dind 

星 の 光 は 盲目 的 な 力 で ある 。 

and subordinated to every wil, whether for good or ev 
星 の 光 は 善 の た め の 意 思 で も 悪 の た め の 意 思 で も 全て の 意思 に 従う 。 
this every renew1ng Circulus of unbridled Ife, 

星 の 光 は 無 制 御 の 命 の 常に 再生 する 輪 で ある 。 

which produces Vertigo in the imprudent: 

星 の 光 は めまい を 無 分 別 な 者 に も た ら す 。 

this corDporal sDirlt: 

星 の 光 は 肉体 的 な 霊 で ある 。 

this fiery Dodyi 

星 の 光 は ( 神 の 聖霊 の ) 火 の 体 で ある 。 

this impalpable ommnipresent ether: 

星 の 光 は 手 で ふれ られ な い 普 遍 の エー テル で ある 。 

this monstrous seduction of nature- 

星 の 光 は 自然 の 巨大 な 誘惑 する も の で ある 。 

how shall we defime it comprehensively and how characterise 1ts 
aCtOn? 

どの よう に 星 の 光 を 理解 し 易く 定義 むせ べき で あろ うか ? ど の よう に 星 の 光 の 作用 の 
特徴 を 話す べき で あろ うか ? 

To some extent indifferent in itself, 

星 の 光 は ある 程度 まで 中 立 で ある 。 

it lends itself to good as to ev1L: 

星 の 光 は 悪 に 力 を 与え る 様 に 、 星 の 光 は 善 に 力 を 与え る 。 

1t transmts hight and propagates darKness: 

星 の 光 は 光 を 伝え る 。 星 の 光 は 間 を 伝え る 。 

it may De called equally Lucifer and Lucifuge: 

星 の 光 を 「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する 「 ル シフ ェ ル 」 と も 「 光 を よ け る も の 」 を 意味 
する 「 リ ュ シ フュ ー ジ ェ 」 と も 呼ん で よい 。 

1t 1S a serDent Dut it is also am aureole: 

星 の 光 は 蛇 で ある 。 星 の 光 は 神 性 の 光 で ある 。 

it is a fire, 

星 の 光 は 火 で ある 。 


but it may belong equally to the torments of imfernus, or to the sacrifice 
ofincense offered up to heaVen. 

星 の 光 は 地獄 の 責め 苦 の 火 と も 天 に ささ げ ら れる 香 を 燃やす 火 と も 成る で あろ う 。 
To dispose Of it, we mmust, 1ike the predestmed womer, set our foot upon 
lts head!. 

星 の 光 を あつ か うに は 、 創 世 記 3 章 15 節 の 女性 の 様 に 、 か か と で 蛇 の 頭 を 圧倒 す 
る 必要 が 有る 。 

In the elementary world water corresponds to the kaDbDalistic woman 
and fire to the serpent. 

四 大 元素 で は 、 水 は カバ ラ の 女性 に 対応 し て いる 。 火 は 蛇 に 対応 し て いる 。 

To suDdue the serpent, 

蛇 を 和らげ る に は 、 

that is, to goVern the circle of the astral light, 

星 の 光 の 輪 を 統治 する に は 、 

We must Dlace ourselves outside 1tS CurreTts, 

星 の 光 の 流れ の 外 に 身 を 置く 必要 が 有る 。 

that is, We must isolate OurselVes. 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する 必要 が 有る 。 

For this reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

Apollonius of Tyana wrapped himself completely in a mantle of fime 
WO01, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 汚れ の 無い 羊毛 の マン ト で 自身 を 完全 に 覆い 隠し た 。 
settimg his feet thereon and drawing it over his head. 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 背中 を 丸め て 足 を 頭上 に 置い た 。 

Then he bent his Dack in semi-circular fashion, 

ティ アナ の アボ ロニ ウス は 背中 を 半 円 に 丸め た 。 

and closed his eVes, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 目 を 閉じ た 。 

after fulfillimg certan rites, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は いく つか の 儀式 を 満た し た 後に マン ト に くる まっ た 。 
probaDly magnetic passes and sacramental words designed to fix the 
Imagination and determine the action of the wil. 

多分 テイ アナ の アポ ロニ ウス の 催眠 に お ける 手 の 動 き と 神 聖 な 言葉 は 想像 力 の 固 
定 を 意図 し 意思 の 作用 を 決定 し た 。 

The woollen mantle is of great use in ImagiC, 

魔術 で は 羊毛 の マン ト は 大 い に 有 人 益 で ある 。 

and was the common conveyantce Of sorcerers On ther way to the 
SaDDath, 

壮 毛 の マン ト は 悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト へ の 共通 の 乗り 物 で あっ た 。 

which proVes that the sorcerers did not really go to the SabDath, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 実際 に サバ ト へ 行っ た わけ で は な い 。 

Dut the Sabbath came to the sorcerers, 


サバ ト と いう 幻覚 が 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 所 へ 来 た 。 

when isolated in their mantle, 

マン ト で 自身 を 隔離 し た 時 に 、 

and conducted to their translucid images analogous to their magical 
DrTe0CCUDat1OTS, 

魔術 師 は 魔術 的 に 夢中 に 成っ て いる も の に 対応 し て いる 透明 な 映像 に 通じ た 。 
comDined with reflections of all kindred acts previously accomplished 
In the world. 

魔術 師 は 過去 に 世界 で 行わ れ た 映像 に 類似 し て いる 全て の 行動 の 反映 を 透明 な 
映像 に 混ぜ た 。 

This torrent of umiversal life is also represented in religious doOctrines 
by the expiatory fire of hell. 

神 の 教え は 上 記 の 普遍 の 命 の 激しい 流れ を つぐ で ない の 地獄 の 火 で 表現 し た 。 

It is the instrument of initiaton, 

星 の 光 は 入門 の 手段 で ある 。 

the monster to De oOVercoIme, 

星 の 光 は 圧倒 する べき 巨大 な も の で ある 。 

the enemy to subdue: 

星 の 光 は 和らげ る べき 敵 で ある 。 

it is this which Drings to our evocatlons and to the conjurations of goetic 
maglc such swarrns of larvae and phantoms: 

星 の 光 は ラル ヴァ と 霊 の 多数 の 群れ を 神 の 聖霊 の 魔術 の 降 圭 術 と 悪人 の 霊 の 魔 
術 の 降 霊 術 に も た らし た 。 

therein are DreserVved all the forms 

星 の 光 に は 全て の 形 が 保存 され て いる 。 

which by their fantastic and fortuitous assermDlage Deople our 
nightmares with such abDominable deformities. 

星 の 光 に 保存 され て いる 全て の 形 は 非 現 実 的 な 思い が け な い 組み 合わ せ で 憎む 
べき 奇形 を 悪夢 に も た ら す 。 

To allow ourselves to De sucked down Dy this whirhng strearm is to fall 
into the abysses of madmess, more frightful than those of death: 

星 の 光 の 流れ の 渦 に 飲み 込ま れる 事 は 死 の 深淵 より 直 ろ し い 狂 気 の 深淵 に 落ち る 
事 で ある 。 星 の 光 の 流れ の 渦 に 身 を 任せ る 事 は 死 の 深淵 より 恐ろし い 狂 気 の 深淵 
に 落ち る 事 で ある 。 

to expel the darkness of this chaos and force it to giVe Derfect forms to 
Our thoughtSs- this is, to De a man of gemius, it is to create, 1t is to De 
Vlctor1Ous OVer hell! 

星 の 光 の 混乱 の 闇 を 追い 払う 事 、 星 の 光 か ら 完 全 な 形 を 思考 に も た ら す 事 は 、 知 者 
に 成る 事 、 創 造 する 事 、 地 獄 に 勝利 する 事 で ある ! 

The astral light directs the instmcts of amumals and offers Dattle to the 
intelhigence of man, 

星 の 光 は 動物 的 な 先天 的 な も の で ある 肉欲 を も よ お させ て 人 の 知性 に 戦い を い ど 
む 。 


which it striVes to Dervert by the enticements of its reflections, 

星 の 光 は 反映 の 誘惑 で 人 の 知性 を 誤 ら せ よ うと 試み る 。 

and the illusion of its images, a fatal amd inevitable operatior 

星 の 光 の 映像 の 幻 は 不可 避 の 作用 で ある 。 

directed and made stll more calarnitous Dy the elementary spirits and 
sufferimg SOUlS, 

星 の 光 の 映像 の 幻 は 四 大 元素 の 報 と 苦し ん で いる 悪人 の 魂 に よっ て 災い を も た ら 
す 。 

whose restless wlls seek out sympathies in our WeakneSS, 

四 大 元素 の 幸 と 苦し ん で いる 悪人 の 魂 の 休ま る こと の な い 意 思 は 人 の 欠点 の 中 に 
共通 点 を 探す 。 

and temmpt us not so much to destroy us as to wm friends for themselves. 
四 大 元素 の 霊 と 苦し ん で いる 悪人 の 魂 は 破滅 させ る た め と いう より は むし ろ 仲 間 を 
増やす た め に 人 を 誘惑 する 。 

That book of consciences which, according to Christian doctrine, shall 
De opened at the last day is no other than the astral light, 

キリ スト 教 の 教え の 最後 の 日 に 開か れる 良心 の 書 と は 星 の 光 で ある 。 

which preserVes the Impress Of eVery 10g0S, 

星 の 光 は 全て の ロゴ ス の 跡 を 保存 する 。 星 の 光 は 全て の 言葉 の 跡 を 保存 する 。 
that is to say, of all actions 

星 の 光 は 全て の 行動 の 跡 を 保存 する 。 

and all forms. 

星 の 光 は 全て の 形 を 保存 する 。 

Our acts modify our magnetic respiration 

行動 は 磁気 の 呼吸 を 変え る 

In such a way that 

下記 民 よ の で 、 

a seer meetimg any Dersor for the first time, can tell whether that 
Dersor 1S inmocert or crirmmal, 

星 の 光 に よっ て 予見 者 は 初対面 の 人 が 義人 か 罪人 か 話せ る 。 

and what are his Virtues or his crimes. 

星 の 光 に よっ て 予見 者 は 初対面 の 人 の 美徳 や 罪 を 話せ る 。 

This faculty, which Delongs to divinatiom, 

星 の 光 に よっ て 初対面 の 人 の 善悪 を 知る 能力 は 予言 に 属す る 。 

was called Dy the Christian mystics of the earIy Church the discernment 
Of SDir1tS. 

初期 の キリ スト 教 の 神秘 主義 者 は 星 の 光 に よっ て 初対面 の 人 の 善悪 を 知る 能力 を 
霊 の 識別 と 呼ん だ 。 

Those who abdicate the empire of reason and delight to let their wills 
wander in Dursuit of the reflections in the astral light, are suDject to 
alternations of marua and melancholy which have origimated all the 
marVvels of demomiacal DossessiOoT, 


理性 を 放棄 する 者 、 星 の 光 の 反映 を 追っ て 自分 の 意思 を 喜ん で さま よわ せる 者 は 、 

悪人 の 霊 の 紹 依 に よる 全て の 驚異 に よる 、 熱 狂 と ゆう うつ に 交互 に 従う 。 

though it is true, at the same tme, that Dy means of these reflections 

1mDpure SDIrits can act uDor smlar sOulS, 

星 の 光 の 反映 に よっ て 汚れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 に 作用 で きる 。 

make use of them as docile instruments, 

汚れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 を 御 し 易い 道具 と し て 利用 する 。 

and eVen haDitually torment their organ1sm, 

汚れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 の 肉体 を 淀 に 苦し ませ さえ する 。 

wherein they enter and res1de Dy oDsess1on, or emDryoncally. 

手 依 に よっ て 、 胎 児 の 様 に 、 汚 れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 の 肉体 の 中 に 入り 

住み つく 。 

These kabbalistic terms are explained in the Hebrew Dook of the 

ReVvolution Of Souls, 

へ ブラ イ 語 の 書物 「 魂 の 変革 」 は 「 江 依 」、「 胎 児 の 様 に ]」 と いう カバ ラ 的 な 言葉 の 状 
説明 し て いる 。 

of which our thirteenth chapter will contaim a succimct analysiS. 

本 書 の 13 章 は 上 記 の 簡潔 な 分 析 を 含む で あろ う 。 

It is therefore extremely dangerous to make sport of the mysteries of 

Imag1C: 

魔術 の 神秘 を も て あそぶ 事 は きわ め て 危険 で ある 。 

it is, aDoVve all, excess1Vely rash to Dractise its rites from curios1ty, Dy 

exDerlment, and as fto explot higher forces. 

特に 、 自 分 より 上 の 力 を 利用 する 様 に 、 試 し に 好奇 心から 魔術 の 儀式 を 実践 する 事 

は 軽率 過ぎ る 。 

The imguns1tVe who, without Demg adepts, Dusy themselves with 

eVocations Or Occult magnetismm, are ke children playimng with fire jm 

the neighDourhood of a cask of gumpowder: sooner or later they will fall 

Victims to some terrible explosion. 

達 道 者 に 成る 事 無し に 、 好 奇 心から 降 霊 術 や 催眠 術 に ふけ る 者 は 火薬 の た る の 近 

く で 火遊び する 幼子 に 似 て いる 。 

To De isolated from the astral Hight it is not enough to envelop one's self 

in a woollen faDric: 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 羊 毛 の 布 で 自身 を 覆い 隠す だ け で は 不 十 分 で あ 

る 。 

we must also, and above al impose aDsolute tranduilhty on mnd and 

heart, 

特に 、 星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 絶 対 の 冷静 を 精神 と 心 に 課す 必要 が 有る 。 

we must have quitted the world of Dassions 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 肉 欲 の 俗 世 を 放棄 する 必要 が 有る 。 

and be assured of perseverantce in the spontaneous oODerations of an 

inflexible wil. 


星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 確 固 と し た 意思 か ら の 自然 な 作用 に よる 忍耐 を 確 
信 する 必要 が 有る 。 

We must freduently reiterate the acts of this w], 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 確 固 と し た 意思 に 基づく 行動 を 頻繁 に くり 返す 必 
要 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

as we shall see in the introducton to the Ritual 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 1 章 で 説明 する つも り で ある 様 に 、 

the will only assures itself Dy acts, 

行動 に よっ て の み 意 思 は 証明 され る 。 

as the power and Derpetuity of religions depend on their rites and 
CeTemmOnleS. 

神 の 教え の 力 と 永続 性 が 儀式 に か か っ て いる 様 に 。 

There are intoxicatimg suDstances, which, Dy increasing nerVOuS 
sensibilhty exalt the Dower and conseduently the allurements of astral 
reDresentatons: 

神経 の 感受 性 を 強め る 事 に よっ て 、 力 を 強め 、 結 果 と し て 星 の 光 の 中 の 映像 の 誘惑 
を 強め る 、 星 の 光 に よる 陶酔 を 引き 起こ す 物質 が 存在 する 。 

by the same means, Dut Dursung a COntrary COUrSe, SD1T1ts may De 
alarmed and disturDed. 

逆 に 、 神 経 の 感受 性 を 強め る 事 に よっ て 、 精 神 を 不安 に させ 乱す 物質 が 存在 する 。 
These suDstances, of themselves magnettc, amd further magnetised Dy 
the operators, are what Deople term philters and enchanted potionSs. 
磁気 を 持つ 、 さ ら に 人 に よっ て 磁化 され た 、 神 経 の 感受 性 を 強め る 物質 が 大 衆 が 和 
薬 と 呼ん で いる 物 で ある 。 

But we shall not enter here upor this dangerous apDDlication Of mag1C, 
which Cornelius Agrippa himself terms Vemormous mag1C. 

し か し 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ が 毒 の 魔術 と 呼ん で いる 、 魔 術 の 危険 な 応用 、 神 経 
の 感受 性 を 強め る 物質 に よる 魔術 に 入る つも り は 無い 。 

It is true that there are no longer DyTes for SOrCererS, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 へ の 火 刑 は 最早 無い 事 は 事実 で ある 。 

Dut always, amd more than ever are there penaltes dealt out to 
malefactors. 

し か し 、 以 前 より 強く 、 常 に 悪人 へ の 報い が 存在 する 。 

Let us confime ourselves therefore to statmg, as the occasion offers, the 
reality of this Dower: 

機会 が 有 れ ば 、 星 の 光 の 力 が 事実 で ある 事 を 話 そ う 。 

To direct the astral light we must understand also its douDle ViDration, 
as well as the Dalance of forces 

星 の 光 を 傾け る に は 星 の 光 の 2 つの 振動 と 2 つの 力 の つり 合い を 理解 する 必要 が 
有る 。 


termed magical eduihDrium 


カバ ラ で は 2 つの 力 の つり 合い を 魔術 の つり 合い と 呼ん で いる 。 

and expressed In the KabDbalah by the senaryi 

カバ ラ で は 6 つ 1 組 で 2 つの 力 の つり 合い を 表し て いる 。 カ バラ で は 六 世 星 で 2 つ 
の 力 の つり 合い を 表し て いる 。 

Considered in its first cause, this eduihbrium is the wil of Godi 
第 一 原因 で ある 神 で は 2 つの 力 の つり 合い は 神 の 意思 で ある 。 

it is hDerty in ma 

人 で は 2 つの 力 の つり 合い は 自由 で ある 。 

and mathematical edulhbrium in matter 

物 で は 2 つの 力 の つり 合い は 数 学 的 な つり 合い で ある 。 

EdquuliDrium Droduces staDihty and duration. 

つり 合い は 安定 と 存続 を も た ら す 。 

LiDperty generates the immortahty of man, 

自由 は 人 の 不死 を も た ら す 。 

andthe will of God giVes effect to the 1aws of eternal reason. 

神 の 意思 は 永遠 の 論理 の 法 を 実行 する 。 

EduuliDrium in ideas is reason 

桃 念 で は つり 合い は 論理 で ある 。 

and in forces Dower 

力 で は つり 合い は 力 で ある 。 

Equulibriumm 1Ss exaCt: 

つり 合い は 厳し い 。 

fulfil its law, and it is there: 

つり 合い は 法 を 実行 する 。 法 に つり 合い は 存在 する 。 

Violate 1t, howeVver slightly, and it is destroyed. 

少し で も 、 つ り 合 い を 破る と 、 つ り 合 い は 壊れ る 。 

For this reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

nothing 1S useless 

無 意 味 な も の は 何 も 無い 。 役 に 立た な いも の は 何 も 無 い 。 

Or lost. 

失わ れる も の は 何 も 無い 。 

EVery utterance and eVery movement are for or against truth, 
全て の 言葉 と 全て の 行動 は 真理 の 役に立つ か 真理 に 育 く 。 

which is composed of for and against conciliated, 

黄 成 と 反対 の 一 致 が 真理 を 作る 。 

or atleast equlhbrated. 

少な く と も 、 区 成 と 反対 の つり 合い が 真理 を 作る 。 

We shall state in the introduction to the Ritual how magical edunhbrium 
should De produced, and why it is necessary to the success of al 
ODeratiOns. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 1 章 で 、 ど の よう に 魔術 の つり 合い を も た ら す べき で ある か と 、 
な ぜ 魔 術 の つり 合い は 全て の 作業 の 成功 に 必要 で ある か を 話す つも り で ある 。 


0mmnipotence 1s the most aDsolute hDerty: 

全能 は 最大 の 絶対 の 自由 で ある 。 

noW, aDsolute 1iDerty cannot exist apart from perfect eduihDrium. 
絶対 の 自由 は 完全 な つり 合い 無し で は 存在 で き な い 。 

Magical eduihbriurm is hence one ofthe first conditions of success In the 
OpDerations 0f scienCe, 

知 の 作業 で は 魔術 の つり 合い は 成功 の 無 上 の 条件 の 1 つ で ある 。 

and must De sought even in occult chemistry, 

隠さ れ た 化学 、 錬 金 術 で は 魔術 の つり 合い を 探求 する 必要 が 有る 。 

by learning to comDbine contraries without neutralising them Dy one 
another 

中 和 さ せる 事 無 し に 相互 に 正反対 の も の を 組み 合わ せる 事 を 学ぶ 事 に よっ て 魔術 
の つり 合い を も た ら す 。 

Magical eduiliDrium explains the great and primeval mystery of the 
eXx1stentCe 

魔術 の つり 合い は 存在 の 大 いな る 原初 の 神秘 を 説明 する 。 

and relatiVe necess1ty of evil. 

魔術 の つり 合い は 悪 の 相対 的 な 必要 性 を 説明 する 。 

This relative necessity g1Ves, In Dlack magic, the measure of the power 
of demons or irmDure SDIT1tS, 

墨 魔 術 で は 悪 の 相対 的 な 必要 性 は 汚れ た 悪人 の 霊 の ある 程度 の 力 を も た ら す 。 
to whom Virtues Dractised uDor earth are a sourCe Of increased rage 
and apparently ofincreased DOoWer. 

悪 の 相対 的 な 必要 性 に よっ て 、 汚 れ た 悪人 の 霊 に は 、 地 上 で 実践 され た 善行 は 激 
し さと 力 の 明らか な 増大 の 源泉 と 成る 。 

At the epochs when saimts amd angels work miracles oODerly sorcerers 
and fiends in their turn operate marvels amd Drodigies. 

神 の 様 な 者 と 天使 が 公 に 奇跡 を 起こ す 時 に は 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 悪人 の 霊 も 奇 
跡 を 起こ す 。 神 の 様 な 者 と 神 の 聖霊 が 公 に 奇跡 を 起こ す 時 に は 悪人 の 霊 の 魔術 師 
と 悪人 の 霊 も 奇跡 を 起こ す 。 

Rivalry often creates SUCCeSS: 

対立 は 頻繁 に 成功 を も た ら す 。 競 合 は 頻繁 に 成功 を も た ら す 。 

We lean upon that which res1stS. 

人 は 抵抗 する も の に 、 も た れ か か る 事 が で きる 。 


火 の 剣 


THE septenary is the sacred numDer in all theogonies and in al 
SymDol1s, 

全て の 神 統 系 譜 学 と 全て の 象徴 で 7 つ 1 組 は 神聖 な 数 で ある 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

it is Cormposed of the triad and the tetrad. 

7 つ 1 組 は 3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 か ら 成 る 。 

The numDer seven reDresents mag1lcal Dower In all its fulmess: 
全て の 数 の 充満 で 数 7 は 魔術 の 力 を 表す 。 

it is the mind reimforced by all elementary Dotencles: 

数 7 は 四 大 元素 全て の 力 が 強め た 精神 で ある 。 

1t is the soul serVved Dy nature: 

数 7 は 自然 が 仕え る 魂 で ある 。 

it is the sanctumm regnum mentioned in the keys of Solomon, 
ソロ モン の 鍵 タ ロッ ト で 数 7 は 神 の 王国 で ある 。 

and represented in the Tarot Dy a crowned WarT1or 

タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 に は 戦士 が 描か れ て いる 。 戦 士 は 王冠 を か ぶっ て いる 。 
who Dears a triangle on his culraSS, 

胸 当 て の 上 に 戦士 は 三角 形 を 身 に つけ て いる 。 

and 1S Dosedt UDon a CUDe, 

戦士 は 立方 体 の 上 に いる 。 

to which two sphmxes are harnessed!, 

2 頭 の スフィンクス が 立方 体 に つなが れ て いる 。 
strainng in ODDosite directions, 

2 頭 の スフィンクス は 立方 体 を 正反対 の 方 向 に 引い て いる 。 

while their heads are turned the same way. 

し か し 、2 頭 の スフィンクス は 同じ 方 向 を 向い て いる 。 

This warrior is armed with a fiery sword! 

一 方 の 手 に 戦士 は 火 の 剣 を 持っ て いる 。 


and holds in his other handl a sceptre surmounted Dy a triangle and a 
SDhere. 

他方 の 手 に 戦士 は 三角 形 と 球 を の せ た 王 多 を 持っ て いる 。 

The cuDe is the philosophical stone: 

立方 体 は 賢者 の 石 で ある 。 

the sphinxes are the two forces of the great agent, 

2 頭 の スフィンクス は 大 いな る 代行 者 の 2 つの 力 で ある 。 

CorTesDOndimg to jakin and Bohas, the two pillars of the temple: 

2 頭 の スフィンクス は ソロ モン の 神殿 の 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン に 対応 し て いる 。 
the cuirass is the kmowledge of divine things, 

三角 形 が 描か れ て いる 胸 当 て は 神 の も の の 知 で ある 。 

which renders the wlse man inVvulmeraDle to human assaults: 

神 の も の の 知 は 賢者 を 人 の 攻撃 に 破 ら れ な い 様 に する 。 

the sceptre 1s the magic ro 中: 

王 効 は 魔術 の 杖 で ある 。 

the fiery sword is the symDbol of Victory oVer the deadly sinms, seven In 
mumDber Hike the virtues, 

火 の 剣 は 死に 至る 大 罪 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 火 の 剣 は 七 つ の 大 罪 へ の 勝利 の 
象徴 で ある 。 死 に 至る 大 罪 の 数 は 7 で ある 。 徳 の 数 が 7 で ある 様 に 。( 七 つの 大 罪 、 
七 つ の 死に 至る 大 罪 は 仙 慢 、 金 銭 へ の 偵 欲 、 色 欲 、 慎 怒 、 怠 尾 、 暴 食 、 始 で ある 。 
七 つ の 徳 は 信仰 、 希 望 、 愛 、 勇 気 、 思 慮 、 節 制 、 正 義 で ある 。) 

the conceptions of Doth Deimg typified Dy the ancients under the figures 
of the seVven planets then known. 

古代 人 は 七 つ の 大 罪 、 七 つの 死に 至る 大 罪 と 七 つ の 徳 と いう 概念 を 既知 の 7 つの 
惑星 の 象徴 で 表し た 。 

Thus, faith- that aspiration towards the infimite, that noble self-reliance 
sustaimed Dy confidence in all virtues- that faith, which, in weak 
natures, may degenerate into pride, Was represented Dy the Sum: 
太陽 は 神 へ の 向上 心 、 全 て の 善行 で の 自信 が 支え る 気 高 い 自 信 、 弱 い 者 で は 信 慢 
に 堕落 する か も し れ な い 信 仰 を 表す 。 

hope, the enemy of aVarice, Dy the Moon: 

月 は 金銭 へ の 健 欲 と 対立 する 希望 を 表す 。 

charity, in oppositton to 1uxury Dy Venus, the Dright star of the morming 
and eVernng: 

明け の 明星 、 表 の 明星 、 金 星 は 色 欲 と 正反対 の 愛 を 表す 。 

strength, superior to wrath, Dy Mars: 

火星 は 慎 色 を 超え る 勇気 を 表す 。 

prudence, hostlle to idleness, Dy Mercury: 

水星 は 怠 怖 と 対立 する 思慮 を 表す 。 

temperanCce, ODDOsed to gluttony Dy Saturn, who Was g1Ven a stone 
instead of his children to devour: 

子 を 飲み 込む 代わ り に 石 を 与え られ た サト ゥ ル ヌ ス の 土星 は 暴食 と 対立 する 節制 を 
表す 。 


fimally justice, in ODposition to emVy Dy jupiter the condueror of the 
Titans. 
巨人 ティ ター ン 族 を 圧倒 し た ユピテル の 木星 は 始 と 正反対 の 正義 を 表す 。 
Such are the symDols Dorrowed Dy astronomy from the Hellen1c cultus. 
天文 学 は 上 記 の 象徴 を 古代 ギリ シャ 人 の 宗教 か ら 取 り 入 れ た 。 
In the Kabbalah of the HeDbreWs, 
へ ブラ イ 人 の カバ ラ で は 、 
the Sun represents the angel of jight: 
太陽 は 光 の 天使 を 表す 。 
the Moon, the angel of aspirations and dreams: 
月 は 向上 心 と 夢 の 天 使 を 表す 。 
Mars, the destroying ange: 
火星 は 破壊 の 天使 を 表す 。 
Mercury, the angel of DrogresSs: 
水星 は 進歩 の 天使 を 表す 。 
Jupiter the angel of DOoWer: 
木星 は 力 の 天使 を 表す 。 
Saturn, the angel of the wilderness. 
土星 は 荒れ 野 の 天使 を 表す 。 
They Were named Michael, GaDriel, Samael, Anael Raphael, Zachariel, 
and Orifiel. 
7 惑星 の 天使 の 名 前 は ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 サ マエ ル 、 ア ナ エ ル 、 ラ ファ エル 、 ザ カ 
リエ ル 、 オ リフ ィ エ ル で ある 。 
These govermimg potencies of souls shared human life in periods, 
魂 を 統治 する 7 惑星 の 力 が 人 生 の 各 時 期 を 分 担 し て いる 。 
which astrologers measured Dy the revolutions of the corresponding 
planets. 
占星 術 師 は 対応 する 惑星 の 公転 で 人 生 を 判断 し た 。 
But kabDalistic astrology must not De confounded with judicial 
astrologyr 
し か し 、 カ バラ の 古 星 術 を 判断 占星 術 と 混同 し て は いけ な い 。 
We wl explain this distimction. 
カバ ラ の 占星 術 と 判断 占星 術 の 違い を 説明 する 。 カ バラ の 占星 術 で は 、 
Infancy is dedicated to the Su 
太陽 が まだ 話す 事 が で き な い 幼子 の 時 期 を 統治 する 。 
childhood to the Moon, 
月 が 幼子 の 時 期 を 統治 する 。 
youth to Mars and Venus, 
火星 と 金星 が 若い 大 人 の 時 期 を 統治 する 。 
manhood to Mercury, 
水星 が 男らしい 大 人 の 時 期 を 統治 する 。 
ripe age to ]upiter 
木星 が 熟し た 大 人 の 時 期 を 統治 3 の の 


and old age to Saturn. 

土星 が 長老 の 時 期 を 統治 する 。 

Now, humanity in general suDsists under 1aws of development 
analogous to those of individual life. 

人 類 一 般 も 一 個人 の 人 生 の 進歩 の 法 か ら 類 推 可能 で ある 進歩 の 法 の 下 に 存在 す 
る 。 
On this groumdwork 

上 記 の 基礎 か ら 、 

Trithemius estaDlishes his Drophetic key of the seVen sDir1ts, 
トリ テ ミ ウ ス は 7 つの 神 の 聖霊 に よる 予言 の 鍵 「 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 を 確立 
ye 

to which We shall subseduently refer: 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 21 章 で トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 に つい て 
話す つも り で ある 。 

by means thereot, 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 に よっ て 、 

oDserving the analogical DrODortions Of SUCCeSS1Ve eVents, 

連続 する 出来 事 の 類推 可能 な つり 合い を 観測 する 事 に よっ て 、 

it is DOss1Dle to predict irmportant future occurrences With certitude, 
重要 な 未来 の 出来 事 を 確信 を 持っ て 予言 で きる 。 

and to fix Deforehand, from age to age, the destimies ofnations and the 
world. 

時 代 か ら 時 代 へ の 国 と 世界 の 運命 を 事前 に 明確 に で きる 。 

St ]ohn, depositary of the secret doctrine of Christ, has introduced it into 
the kabDalistic Dook of the ApocalyDse, 

キリ スト の 秘密 の 教え の 受託 者 で ある 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 キ リス ト の 秘密 の 教え を ヨハ 
ネ の 肝 示 録 と いう カバ ラ の 書 に 取り 入れ た 。 

which he represents sealed with seven sealS. 

使徒 ヨハ ネ は ヨハ ネ の 団 示 録 を 7 つの 封印 で 封印 し た 。 

We there fimd the seven gemil of ancient mythologies, 

ヨハ ネ の 回 示 録 の 7 つの 霊 は 古代 の 神話 の 7 つの 霊 で ある 。 

with the cups and swords of the Tarot. 

ヨハ ネ の 庄 示 録 の 杯 と 剣 は タロ ッ ト の 杯 と 剣 で ある 。 

The doctrine concealed under these emDlems is the pure KaDbDalah, 

7 つの 霊 、 杯 、 剣 と いっ た 象徴 で 隠さ れ た 教え は 純粋 な カバ ラ で ある 。 

already 1ost Dy the Pharisees at the tme of Christ's adVent. 
キリ スト が 降臨 し た 時 に は パリ サイ 人 は すでに カバ ラ の 知 を 失っ て いた 。 

The scenes which succeed one another in this wonderful prophetic eDic 
are SO Imany Dantacles, 

不思議 な 予言 的 な 作品 ヨハ ネ の 庄 示 録 の 相互 に 続く 場面 は pantacle で ある 。 
the keys of which are the ternary the quaternary, the septenary, and the 
duodenary. 

ヨハ ネ の 黙示 録 の 鍵 は 3 つ 1 組 、4 つ 1 組 、7 つ 1 組 、12 つ 1 組 で ある 。 


Its hieroglyphic figures are analogous to those of the Dook of Hermes or 

the Genesis of Enoch, 

ヨハ ネ の 回 示 録 の 象徴 は ヘル メス の 書 、 エ ノ ク の 創世 記 、 タ ロッ ト の 象徴 と 似 て いる 。 

to make use of a tentatVe ttle which expresses merely the Dersonal 

opimion of the erudite Wiliam Postel. 

学 の 有る ギヨーム ポス テル は 個人 的 な 見 解 か ら タ ロッ ト を エノク の 創世 記 と 呼ん で 

いる 。 

The cherub, or symDbolic Dull, 

鉛 天 使 ケ ルプ ブ は 象徴 的 な 牛 で ある 。( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 ヘ ブライ 語 

で ケル ブ 、 ケ ルビ ム は 和牛 を 意味 する 。」。) 

which Moses placed at the gate of the edenic world, Dearing a fiery 

SWOTOL 

モー セ の 創世 記 3 章 24 節 で 神 は エデン の 東 、 命 の 木 へ の 道 、 世 界 の 門 を 智 天使 ケ 

ルプ と 火 の 剣 に 守ら せ た 。 智 天使 ケル ブ は 火 の 剣 を 持っ て いる 。( 火 の 剣 は 死に 至る 

大 罪 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 火 の 剣 は 七 つ の 大 罪 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 死 に 至 

る 大 罪 の 数 は 7 で ある 。 徳 の 数 が 7 で ある 様 に 。 七 つの 大 罪 、 七 つの 死に 至る 大 罪 

は 信 慢 、 金 鍼 へ の 貧 欲 、 色 欲 、 慎 怒 、 怠 怖 、 暴 食 、 妖 始 で ある 。 七 つの 徳 は 信仰 、 希 望 、 

し っ 男気 、 思慮 、 節 制 、 正 義 で ある 。 ) 

1S a SDhinX, 

智 天使 ケル ブ は 聖書 の スフィンクス で ある 。( エ ゼ キ エル は エ ゼ キ エ ル 書 10 章 14 節 
智 天使 ケル ブ に は 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ の 顔 が 有る と 話し て いる 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ 

の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブラ イ 語 で ケル ブ 、 ケ ルビ ム は 和牛 を 意味 する 。」。) 

having a Dull's Dody and a human headi 

毎 天使 ケル ブ は 人 の 頭 と 和牛 の 体 を 持っ て いる 。 

1t is the antidue Assyrian SDhinX, 

智 天使 ケル ブ は 古代 アッ シリ ア の スフィンクス で ある 。 

and the comDat and victory of Mithras were its hieroglyDphic amalys1s. 

人 の 頭 と 牛 の 体 を 持っ て いる 智 天使 ケル ブ と いう 象徴 の 分 析 結 果 は ミト ラス の 戦い 

と 勝利 で ある 。 

Nowi this armed sphimx 

智 天使 ケル ブ は 火 の 剣 で 武装 し た スフィンクス で ある 。 

reDreserts the law of mystery which watches at the door of initiation to 

warn away the profane. 

等 天 使 ケ ルプ ブ と 火 の 剣 は 入門 の 門 へ 近づか な い 様 に 大 衆 へ 警告 する 門番 で ある 

神秘 の 法 を 表す 。 

Voltaire, who kmew nothig of all this, 

上 記 を ヴォ ル テ ー ル は 全く 知ら な か っ た 。 

was highly diverted at the notion of a Dull Drandishing a sword. 

ヴォ ル テ ー ル は 火 の 剣 で 脅す 牛 で ある 天 使 ケ ル ブ の 意味 に 気づか な か っ た 。 

What would he haVe said had he visited the ruins of Memphis and 

TheDbes, and what would the echo of past ages which slumbers in the 

tommDs of Rameses have replied to those light sarcasms so much relished 

Im France? 


仮に ヴォ ル テ ー ル が メン フィ ス と テー ベ の 遺跡 を 訪れ て いた ら ヴ ォ ル テー ル は 何 を 
言っ た で あろ うか ? ラ ム セ ス の 墓 に 眠っ て いる 古代 の 反響 は フラ ンス で 楽し まれ て い 
る 多数 の 軽率 な 風刺 に 何と 答え る で あろ うか ? 

The Mosaic cheruD represents also the great maglcal mystery, 

モー セ の 創世 記 3 章 24 節 の 智 天使 ケル ブ は 大 いな る 魔術 の 神秘 も 表す 。 

of which the elements are expressed Dy the septenary, 

7 つ 1 組 が 大 いな る 魔術 の 神秘 の 四 大 元素 を 表す 。 

wthout however giving the fimal word. 

し か し 、 究 極 の 言葉 は 与え られ な い 。 

This Verbum inenarraDile of the sages of the Alexandrian school, 

アレ クサ ンド リア 学派 の 賢者 の 言葉 に 表せ な い 究 極 の 言葉 。 

this word which Hebrew KaDbDalists write nn amd interpret by KTNTN, 
へ ブラ イ 人 の カバ リス ト が nmy、YHWH、 ヤ ハウ ェ と 書い て NnyNJN、ARARITA、 ア 
ラリ タ と 理解 する 究極 の 言葉 。 

thus expressing the triplicity of the secondary Drimciple, 
KnNTN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、2 つの R で 、 二 次 的 な 原理 の 三重 性 を 表す 。 

the dualism of the means, 

KTNTN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、2 つの R で 、 両 極性 を 表す 。 

andthe equal uruty of the first and fimal principle, 

NNTN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、 へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ (N) と 最後 の 文 
字 タ ウ () で 、 第 一 の 原理 と 最終 的 な 究極 の 原理 の 対等 な 統一 性 を 表す 。 

then further the alliance Detween the triad and the tetrad in a word 
Composed of four letters, 

KTnNTK、ARARITA、 ア ラリ タ は 、 ア ラリ タ で 、4 文字 の 一 語 で ある 。 
RTRKTN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、ARARITA と いう 7 文字 で 、3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 
結合 を 表す 。 

which form seven Dy means of a triple and double repetition- 
NKnYN]N、ARARITA、 ア ラリ タ は 、3 つの A と 2 つの R の くり 返し を 含む 7 文字 で 、 
数 7 を 形成 する 。 

this word is Dronounced Arar1ta. 

KTnNTN、ARARITA は アラ リタ と 発音 する 。 

The virtue of the septenary 1S aDsolute in mag1c, 

魔術 で は 7 つ 1 組 の 力 は 絶対 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the numbDer is decisive im all thimgs: 

全て の も の の 中 で 数 7 は 決定 力 が 有る 。 

hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

all religions have consecrated it in ther rites. 

儀式 で 全て の 宗教 は 数 7 を 神聖 化し て いる 。 

The seventh year was a juDilee among the jeWs: 

7 年 目 は レビ 記 25 章 4 節 の へ ブラ イ 人 の 安息 の 年 で あっ た 。 


the severth day is set apart for rest amd Drayer: 

週 の 7 日 目 は 休息 と 祈り の た め の 安 候 日 で ある 。 

there are seven saCcrarmetts, 

カト リッ ク に は 七 つ の 秘 跡 が 有る 。( 巧 つの 秘跡 は 洗礼 、 神 の 聖 寺 を 授かる 堅 信 、 パ 
ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 、 ゆ る し 、 病 者 へ の 塗 油 、 祭 司 に する 叙 階 、 結 婚 で あ 
る 。) 

C&C. 
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The seven colours of the prism and the seven musical notes, COrresDond 
also to the seven Planets Of the ancients, 

プリ ズム の 七色 と 七 音 音階 は 古代 人 の 7 惑星 と 対応 し て いる 。 

that is, to the seVen chords of the human 1yre. 

7 惑星 は 人 と いう 加 琴 の 7 つの 弦 で ある 。 

The spiritual heaven has never changed!, 

精神 と いう 天空 は 不変 で ある 。 霊 と いう 天空 は 不変 で ある 。 

and astrology has Deen more inVvariaDle than astromnommy. 

占星 術 は 天文 学 よ り 不変 で ある 。 

The seven planets are, in fact, the hieroglyphic symDols of the key of our 
affections. 

事実 、7 惑星 は 人 の 感情 の 鍵 の 象徴 で ある 。 

To cormpose talhismans of the Sun, Moon, or Saturr is to attach the wl 
magnetcally to signs corresponding to the chief powers of the soul: 
太陽 や 月 や 土星 の タリ スマ ン を 作る 事 は 、 魂 の 主 な 力 に 対応 し て いる 、 意 思 を 磁気 
的 に 象徴 に 加え る 事 で ある 。 
to consecrate something to Mercury or Vemus 1S to magnetise that oDject 
acCording to a direct intention, whether pleasure, SclenCe, Or DroIit De 
the end in vieW. 

何 物 か を 水星 や 金星 に ささ げ る 事 は 、 喜 び や 知 と いっ た 直接 の 意図 か 、 利 益 、 目 論 
見 で 、 水 星 や 金星 に ささ げた 物 を 磁化 する 事 で ある 。 
The analogous metals, amimals, plants, and perfumes are auxiliaries to 
this end. 

上 記 の 様 な 目的 を 、7 惑星 に 対応 する 金属 、 動 物 、 植 物 、 香 は 補助 する 。 
The seven magical amimals are:- 

7 つの 魔術 的 な 動物 は 下記 で ある 。 

(a) Among Dirds, correspondhing to the diVine World!, 

鳥 は 神 だ け の 楽園 、 自 由 意 思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 神 の 教え に 対応 し て いる 。7 
つの 魔術 的 な 鳥 は 下記 で ある 。 
the swanr, the owl the vulture, the doVe, the stork, the eagle, and the 
Dewrt: 

自選 、 フ クロ ウ 、 ハ ゲ ワ シ 、 バ パト 、 ヨ ウノ トリ 、 ワシ 、 タ ゲ リ 。 

(D) among fish, ORGSBOMMB to the spiritual or scientific world, 

魚 は 霊 の 冥界 、 概 念 の 領域 、 哲 学 に 対応 し て いる 。7 つの 魔術 的 な 魚 は 下記 で ある 。 


the seal, the cat-fish, the pike, the mullet, the chub, the dolphi, the 
seDla Or Cuttle-fish: 

アサ ラジ シ 。 ナ マズ 、 カ ワカ マズ ス 、 ボ ラ 、 チ ャ フ 、 イ ルカ 、 ヨ コウ イカ 。 

(c) among duadrupeds, Corresponding to the natural world, 

四 足 獣 は この 世界 、 形 の 領域 、 自 然 科学 に 対応 し て いる 。7 つの 魔術 的 な 四 足 獣 は 
下記 で ある 。 

the lion, the cat, the wolf, the he-goat, the monkey the stag, and the 
mole. 

ライ オン 、 猫 、 オ オカ ミ 、 雄 ヤギ 、 サ ル 、 雄 鹿 、 モ グラ 。 

The blood fat, HIVer and gall of these animals serVe in enchantments: 
上 記 の 動物 の 血 、 脂 肪 、 肝 臓 、 胆 汁 は 誘惑 術 の 役に立つ 。 上 記 の 動物 の 血 、 脂 肪 、 
肝臓 、 胆 汁 は 悪人 の 霊 の 魔術 の 役に立つ 。 

their Drain comDines wrth the perfumes of the planets, 

上 記 の 動物 の 脳 は 植物 の 香 と 結び つい て いる 。 

and it is recognlsed Dy anclent Dractice that they possess magnetc 
Virtues CorresDOndhmg to the seven planetary Influences. 

上 記 の 動物 が 7 惑星 の 感化 力 に 対応 し て いる 磁気 の 力 を 持っ て いる 事 が 古代 の 
実践 に よっ て 認知 され て いた 。 

The talismans of the seven spDirits are engraVed either on DreC1OUS 
Stones, such as the carDuncle, crystal, diamond, emerald, agate, 
saDDhre, and OnyX: Or uDon metals, such as gold, silVer iron, CODDer 
fixed mercury Dewter and lead. 

7 つの 神 の 加 霊 の タリ スマ ン を 宝石 か 金属 に 刻ん だ 。7 つの 宝石 は 次 で ある 。 カ ー 
バン クル 、 水 晶 、 ダ イア モン ド 、 エ メラ ルド 、 ア ゲー ト 、 サ ファ イア 、 オ ニキ ス 。7 つの 人 金属 
は 次 で ある 。 金 、 銀 、 鉄 、 銅 、 固 体 の 水銀 (の 合金 )、 答 と 鉛 の 合金 で ある 白目 、 鉛 。 
The kabDbalistic signs of the seven sDir1ts are: 

7 つの 神 の 聖霊 の カバ ラ の 象徴 は 下記 で ある 。 

for the Sur, a serpent with the head of a liom: 

太陽 の カバ ラ の 象徴 は ライ オン の 頭 の 蛇 で ある 。 

for the Mooru a globe divided Dy two crescents: 

月 の カバ ラ の 象徴 は 2 つの 三日月 が 分 割 す る 球 で ある 。 

for Mars, a dragon Diting the hilt of a swordi 

火星 の カバ ラ の 象徴 は 剣 の 柄 を 噛ん で いる 竜 で ある 。 

for Vemus, a Hmga: 

金星 の カバ ラ の 象徴 は 男性 器 と 女性 器 で ある 。 

for Mercury, the Hermetic caduceus and the cynocephalus: 

水星 の カバ ラ の 象徴 は ヘル メス の ケー リュ ケイ オン と 犬 の 頭 を 持つ アヌ ビス で ある 。 
for jupiter the blazimg pentagram in the talons or Deak of an eagle: 
木星 の カバ ラ の 象徴 は ワシ が くち ば し で くわ えて いる 燃え る 五 蘭 星 か ワシ が 爪 で 
持っ て いる 燃え る 五 蘭 星 で ある 。 

for Saturn, a ]ame and aged ma Or a serDert curled aDout the sum- 
stone. 


土星 の カバ ラ の 象徴 は 足 を 引き ずっ て いる 長老 か サン スト ー ン に 巻き つけ られ て い 
る 蛇 で ある 。 

All these symDols are found on the graVen stones of the ancients, 

上 記 の 全て の カバ ラ の 象徴 が 古代 人 の 石 に 刻ま れ て いる の が 見 つか る 。 

and especially on those tahsmans of the Gnostic epochs which are 
known Dy the name of ADraxas. 

特に 、 グ ノー シス 主義 者 の 時 代 の タリ スマ ン の カバ ラ の 象徴 は アブ ラク サス と いう 名 
前 で 知ら れ て いる 。 

In the collection of the talismans of Paracelsus, Tupiter 1s represented Dy 
a Dr1est im ecclesiastical costurme, 

パラ ケル スス の 集め た タリ スマ ン で は 木星 を 祭司 の 衣 を 着 た 祭司 で 表し て いる 。 
while in the Tarot he appears as a grand hierophant 

タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は 木星 の ユピテル 、 大 祭司 、 大 いな る 秘 儀 祭司 が 描か れ て 
いる 。 

crOWned wrth a triple tara, 

大 祭司 は 法王 の 三重 冠 を か ぶっ て いる 。 

holding a three-fold cross in his hand5s, 

大 祭司 は 両手 で 三重 の 十字 架 を 持っ て いる 。 

formimg the magical triangle, 

三重 の 十字 架 の 横木 は 魔術 的 な 三角 形 を 形成 し て いる 。 

andrepresentimg at once the sceptre and key ofthe three Worlds. 
三重 の 十字 架 は 3 つの 世界 の 王 多 と 鍵 を 表す 。 

By comDining all that we have said aDout the uruty of the triad and 
tetrad, we shall fimd all that remains for us to say concerring the 
septenary, 

3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 統一 性 に つい て 話し た 全て の も の を 結び つけ る 事 に よっ て 、7 
つ 1 組 に つい て 話す べき 残り の 全て の も の を 見 つけ る で あろ う 。 

that grand and complete magical umity composed of four and three.* 
大 いな る 完全 な 魔術 の 統一 性 は 4 と 3 か ら 成 る 。 

*With reference to the plants and colours of the septenary employed in 
magnetic eXDerienCces, see the erudite work of M. Ragon on La 
Maconnerie Occulte. 

※ 磁 気 の 実験 に 用 いら れる 7 つ 1 組 の 植物 と 色 に つい て は ラゴン の 学 の 有る 作品 
「 メ イソ ン の オカ ルト 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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CAUSES manmifest Dy effects, 

原因 は 結果 に よっ て 表れ る 。 

and effects are DroDortioned tO CauSeS. 

結果 は 原因 と つり 合っ て いる 。 

The divine word!, the one word, the tetragram, has affirmed itself Dy 
tetradhic creation. 

神 の 言葉 、 唯 一 の 言葉 、 テ トラ グラ マト ン は 4 つ 1 組 の 創造 に よっ て 自身 を 確証 す 
る 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で あ 
る 様 に 』 を 意味 する 。」。nn?、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 
文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。) 

Human fecundity Droves diVime fecundity: 

人 の 生殖 力 は 神 の 生殖 力 を 証明 する 。 

thejod of the divine name is the eternal virihty of the First Primciple. 
神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の イ ョ ッ ド は 第 一 原理 で ある 神 の 永遠 の 生殖 力 で ある 。 神 の 名 前 
ヤ ハ ウェ の イ ョ ヨッ ド は 神 の 永遠 の 生殖 力 で ある 。 

Man understands that he was madeintheimage of God when he 
attaims comprehension of God Dy increasing to infimity the idea which 
he formms of himself. 

形成 し た 自身 の 概念 を 無限 に 拡大 する 事 に よっ て 、 人 が 神 の 理解 に 到達 し た 時 に 、 
人 は 神 が 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 事 を 理解 する 。( 創 世 記 1 章 27 節 「 神 は 
神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 。」。) 

When realising God as the infimite man, man says unto himself: I am the 
fimite God. 

人 が 神 を 無限 の 人 と し て 理解 し た 時 に 、 人 は 「 私 は 有限 の 神 で ある 。」 と 自身 に 話す 。 
Magic differs from mysticism 

魔術 は 神秘 主義 と 異な る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it judges nothimg 8 Drior1 

魔術 は 先 験 的 に 判断 し な い 。 


until after it has established a posteriori the Dase itself of its judgments, 
魔術 は 経験 的 に 判断 の 根拠 が 確立 され た 後に 判断 する 。 

that is to say, after having understood the cause Dy the effects contained 
in the Very energy of the cause, Dy means of the universal law of 
analogy. 

類推 可能 性 の 普遍 の 法 に よっ て 、 原 因 の 力 が 包含 し て いる 結果 に よっ て 、 原 因 を 理 
解 し た 後に 魔術 は 判断 する 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

In the occult sciences all js real, 

隠さ れ た 学問 、 隠 され た 自然 科学 、 魔 術 で の 全て は 真実 で ある 。 

and theories are established only on the foundations of exDperiemce. 
隠さ れ た 学問 、 隠 され た 自然 科学 、 魔 術 は 経験 の 根拠 の 上 に の み 理 論 を 確立 する 。 
Realities alone constitute the proportions of the ideal 

真実 だ けが 概念 の つり 合い を 確立 する 。 

and the magus adrmits nothing as certaim in the domain of ideas saVe 
that which is demonstrated Dy realisation. 

魔術 師 は 実現 に よる 実証 を 省略 する 概念 の 領域 の も の を 確実 な も の と し て 認め な 
い 。 

In other words, what is true in the cause manifests in the effect. 

原因 で 真実 で ある も の は 結果 に 表れ る 。 

What is not reaHhsed does not exist. 

実現 され な いも の は 存在 し な い 。 

The realisation of speech is the 1ogos properly so called. 

言葉 の 実現 は ロゴ ス で ある 。 言葉 の 実現 は イエ ス で ある 。 言 葉 の 実現 は 法 で ある 。 
Athought realHises itself in Decomuing sDeech: 

思考 は 言葉 に 成る 事 で 思考 を 実現 する 。 

it realises itself also Dy signs, sounds, and representations Of signs: 
思考 は 身振り 、 音 、 象 徴 する 映像 に よっ て 思考 を 実現 する 。 

this is the first degree of realisation. 

思考 が 言葉 、 身 振り 、 音 、 象 徴 す る 映像 に 成る 事 は 実現 の 第 一 の 段階 で ある 。 
Then it is imprinted on the astral light Dy means of the signs of writing 
Or SDeech: 

文書 か 言葉 の 象徴 に よっ て 思考 は 星 の 光 に 記さ れる 。 

it imfluences other minds Dy reflection upor them: 

思考 は 星 の 光 の 反映 に よっ て 他 者 の 精神 に 感化 を 与え る 。 

it is refracted Dy crossing the diaphane of other me 

思考 は 他人 の 透明 な も の で ある 想像 力 を 通過 する 事 に よっ て 屈折 する 。 

it assumes neW forms and DroDortOnS: 

思考 は 新しい 形 と 新しい つり 合い を まとう 。 

1t is then translated inmto acts 

思考 は 行動 に 翻訳 され る 。 

andmodifies the world: 


思考 は 世界 を 変え る 

this is the last degree of realisation. 

思考 が 行動 や 星 の 光 の 言葉 に よっ て 他人 の 精神 や 世界 を 変え る 事 は 実現 の 最終 
段階 で ある 。 

Men who are Dorn into a world modified Dy an idea Dear away with 
them the impression thereot, 

概念 が 変化 させ る 世界 に 生ま れ た 人 は 思考 の 跡 を まとう 。 

andit is thus that the word is made flesh. 

概念 が 変化 させ る 世界 に 生ま れ た 人 が 思考 の 跡 を まとう 事 に よっ て 、 言 葉 は 肉 に 成 
る 。 概念 が 変化 させ る 世界 に 生ま れ た 人 が 思考 の 跡 を まとう 事 に よっ て 、 言葉 は 人 
The impression of the disobedience of Adamm, preserVed in the astral 
light, could only De effaced by the stronger impression of the obedience 
of the Saviour 

より 強い 救い 主 イ エス の 従順 の 跡 だ けが 星 の 光 に 保存 され た アダ ム の 不 従順 の 跡 
を 消せ た 。 

and thus the original sin and redemption of the world can De explained 
in a natural and maglcal sense. 

アダ ム の 不 従順 の 跡 が 星 の 光 に 保存 され た と 原罪 を 自然 な 意味 で 魔術 的 な 意味 
で 説明 で きる 。 イ エス の 従順 の 跡 が 星 の 光 に 保存 され た アダ ム の 不 従順 の 跡 を 消し 
た と 世界 へ の つぐ な い を 自然 な 意味 で 魔術 的 な 意味 で 説明 で きる 。 

The astral light, or soul of the world, was the instrument of Adamm's 
OmrnpotenCe: 

星 の 光 、 世 界 の 魂 、 地 の 魂 は アダ ム の 全能 の 道具 で あっ た 。 星 の 光 は 人 の 全能 の 道 
具 で あっ た 。 

it Decame afterwards the instrument of his pumishment, 

アダ ム の 罪 の 後 、 星 の 光 は アダ ム へ の 罰 の 道具 に 成っ た 。 人 の 罪 の 後 、 星 の 光 は 人 
へ の 凛 の 道具 に 成っ た 。 

beng corrupted and trouDled Dy his sim, 

アダ ム の 罪 は 星 の 光 を 悪化 し 乱 し た 。 人 の 罪 は 星 の 光 を 悪化 し 乱 し た 。 

which intermimgled an impure reflection with those primutiVve images 
アダ ム の 罪 は 不純 な 反映 を 星 の 光 の 原初 の 映像 に 混ぜ た 事 で ある 。 人 の 罪 は 不純 
な 反映 を 星 の 光 の 原初 の 映像 に 混ぜ た 事 で ある 。 

which composed the Dook of universal science for his stll virgin 
1magimation. 

罪 を 犯す 前 の アダ ム の 汚れ の な い 想 像 力 に と っ て 星 の 光 の 原初 の 映像 は 普 

知 の 書 で あっ た 。 罪 を 犯す 前 の 人 の 肖 0 の お 杜 仙 に どら で 琶 の 6 の 戸 科 の 
像 は 普遍 の 知 の 書 で あっ た 。 

The astral light, depicted in anclent symDols Dy the serpent deVour1mg 
his tailL 

古代 の 象徴 で は 星 の 光 を 自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス と し て 描い 
7 だ 6 

represets alternately malice and prudence, 


自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス は 悪意 か 思慮 を 表す 。 
tme and eterTuty, 
自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス は 時 か 永遠 を 表す 。 
tempter and Redeemer: 
自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス は 誘惑 者 サタ ン か 救い 主 イ エス を 表 
す 。 
for 
な ぜ な ら 、 
this jight, Deinmg the Vehicle of life, 
星 の 光 は 命 の 媒体 で ある 。 
1s am auxihary alike of good and ev 
星 の 光 は 善 の 補助 者 で ある と 同様 に 悪 の 補助 者 で ある 。 
andmay De taken for the fiery form of Satan as for the body of the Holy 
Ghost. 
星 の 光 は 神 の 聖霊 の 体 に 用 いら れる と 同様 に サタ ン の 火 の 体 に 用 いら れる 。( へ ブ 
ライ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 悪 は 免疫 の た め の 仮 想 敵 で ある 。) 
It is the instrument of warfare in angelic Dattles, 
星 の 光 は 天使 の 戦い の 道具 で ある 。 
andindifferently feeds the flames of hell and the lightmings of St 
Michael. 
星 の 光 は ミカ エル の 二 を 助け る と 同様 に 地獄 の 火 に 油 を 注ぐ 。 
It may De compared to a horse having a nature amalogous to the 
chameleor, and ever reflectimg the armour of his rider 
星 の 光 は 、 カ メレ オン に 似 た 性 質 を 持つ 、 常 に 乗り 手 の 武装 を 反映 する 馬 に 例え ら 
れる か も し れ な い 。 
The astral light is the realisation or form of the intellectual light, 
星 の 光 は 知 の 光 の 実現 か 知 の 光 の 形 で ある 。 
as the latter is the realhsation or form ofthe divine Hight. 
知 の 光 は 神 の 光 の 実現 か 神 の 光 の 形 で ある 。 
The great initiator of Christianty, d1vimimg that the astral light was 
2 wrth the impure reflections of Roman deDauchery, 

キリ スト 教 の 大 いな る 祖 イ エス は ロー マ の 放 薄 に 汚れ た 反映 に よる 過 電 流 が 星 の 
光 に 流れ て いる 事 を 見 抜い た 。 
sought to separate his disciples from the amDient sphere of reflections, 
イエ ス は 弟子 を ロー マ の 放 少 に 汚れ た 反映 の 外界 か ら 隔 離し よう と 試み た 。 
and to make them attentive only to the interior light, so that through 
the medium of a common faith and enthusiasm, they might 
COormmumicate 99 by new magnetic chains, which he termed grace, 
イエ ス は 、 共 通 の 信心 と 熱意 の 仲介 に よっ て 、 イ エス が 神 の 恵み と 呼ん だ 新しい 磁 
気 の 鎖 に よっ て 弟子 が 通じ 合 うた め に 、 弟子 を 内 面 的 な 光 だ け に 集中 させ た 。 
and thus oVercome the dissolute currents, 
イエ ス は ロー マ の 放 治 に 汚れ た 星 の 光 の 流れ を 圧倒 し た 。 


to which he gaVe the names of the devil and Satan, sigrifying their 
putrefaction. 

イエ ス は ロー マ の 放 湯 に 汚れ た 星 の 光 の 流れ を 腐敗 作用 を 表し て サタ ン と 呼ん だ 。 
TO ODDOSe Current to currert 1s to renew the power of fluidic life. 

ある 流れ に 別 の 流れ を 対立 させ る 事 は 流体 の 命 の 力 を 再生 させ る 事 で ある 。 

The revealers have, therefore, scarcely done more than divine, Dy the 
aCCuracy 0f ther calculations, the appropriate moment for moral 
reaCt1OTS. 

類推 の 正確 さ に よっ て 、 啓 示 者 は 倫理 道徳 の 反作用 の た め の 適 切な 時 を 見 抜い た 
だ け で ある 。 

The law ofrealisaton produces what we call magnetic Dreathing: 
実現 の 法 は 雄 気 の 呼 吸 と 呼ん で いる も の を も た ら す 。 

places and oDjects Decome nmpregnated therewrth, 

星 の 光 は 場所 と 物 に 浸透 し て いる 。 

and this cormmurucates to them an influence in conformity with our 
dominant desires, with those, aDoVe all, which are confirmed and 
realised Dy actS. 

星 の 光 は 、 特 に 行動 が 確証 し た 実現 し た 欲望 、 人 の 最も 有力 な 欲望 と 一 致す る 感 
化 を 場所 と 物 に 伝え る 。 

As a fact, 

事実 、 

the umiversal agent, or ]atent astral light, ever seeks eduihDrium: 
普遍 の 代行 者 、 隠 れ た 星 の 光 は 常に つり 合い を 求め る 。 

it fills the Void 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 無 を 満た す 。 

and sucKs up the plermtude, 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 充満 を 吸収 する 。 

which makes Vice contaglous, hkKe certain Dhysical maladies, 
普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 肉体 の 伝染 病 の 様 に 悪徳 を 伝染 させ る 。 

and works powerfully in the proselyttsm of Virtue. 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 徳 へ の 改 示 に 強く 作用 する 。 

Hence it is that cohabitation with antpathetc Deimgs is a torment: 
反発 し 合う 者 と の 同居 は 苦痛 の 種 で ある 。 

hence it is that relics, whether of saimts or of great crirmimals, produce 
the extraordinmary results of sudden conVersion and DerVers1On: 

神 の 様 な 者 の 遺物 は 突然 の 改 示 と いう 驚く べき 結末 を も た ら す 。 大 罪人 の 遺物 は 
突然 の 堕落 と いう 驚 くべ き 結果 を も た ら す 。 

hence it is that sexual loVe is oftenl awakened Dy a breath or a touch, 
呼吸 と 接触 は 頻 繁 に 性 欲 を 呼び 起こ す 。 

and this, not orly Dy means of the contact of the person himself, Dut of 
oODjects which he has unconsciously touched or magnetised. 

人 が 無意識 に ふれ た り 磁 化し た 物 と の 呼吸 と 接触 は 頻繁 に 性 欲 を 呼び 起こ す 。 


There is an outbreathing and inbreathing of the soul, exactly Hike that of 
the Dody. 

まさ に 肉体 が 呼吸 する 様 に 、 魂 は 呼吸 する 。 

It breathes in the felicity which it believes, 

魂 は 魂 が 幸せ と 信じ て いる も の を 吸い 込む 。 

andit Dreathes forth ideas which result from its inner sensations. 

魂 は 精神 的 な 感覚 が も た ら す も の を 吐き 出す 。 

Diseased souls have an evil breath, 

病 ん だ 魂 の 呼吸 は 悪い 。 

and vitiate their moral atmosphere- 

病 ん だ 魂 は 魂 の 周囲 の 倫理 道徳 的 な 大 気 を 汚す 。 

that is, they comDine impure reflections with the astral light which 
permeates them, 

病 ん だ 魂 は 汚れ た 反映 を 浸透 し て いる 星 の 光 に 結び つけ る 。 

and estaDlish unwholesome currents therein. 

病 ん だ 魂 は 星 の 光 の 中 に 不 健 全 な 流れ を 確立 する 。 

We are often invaded, to our astomishment, in society Dy evll thoughts 
which would have seemed impossiDle, and are not aware that they are 
due to some morDid Droxirm1ty, 

社会 で 頻繁 に 人 は 病 ん だ 魂 に 近づく 事 に よる 有り 得 な い 見 知ら ぬ 悪 い 思 考 に 襲わ 
れ 鼓 く 。 

This secret is of high importance, 

魂 が 呼吸 し て いる と いう 秘密 は 気高く 重要 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it leadls to the opening of conmscienCeS, 

魂 の 呼吸 は 良心 の 始ま り で ある 。 

one of the most incontestble and terriDle powers of magical art. 
魂 が 呼吸 し て いる と いう 秘密 は 魔術 の わざ の 無 上 の 議論 の 余地 の 無い 明白 な 明 
敬 す る べき 力 の 1 つ で ある 。 

Magnetic respiration Droduces aDout the soul a radiation of which it is 
the centre, 

魂 の 磁気 的 な 呼吸 は 魂 が 中 心 で ある 放射 物 を 魂 の 周囲 に も た ら す 。 

and surrounds it with the reflection of its works, 

魂 の 呼吸 は 魂 の 行動 の 反映 で 魂 を 包み 込む 。 

creatimg for it a heaVen or a hell. 

魂 の 呼吸 は 魂 に 対し て 楽園 か 地獄 を 創造 する 。 

There are no isolatedl acts, 

孤立 し た 行動 は 存在 し な い 。 

and it is impossible that there should De secret aCts: 

隠れ た 行動 は 存在 し な い 。 

whatsoeVer We tTuly wl- that is, eVerythmg which We confirm Dy our 
acts- remans registered in the astral light, 


人 の 真 の 意思 は 星 の 光 の 中 に 記さ れ 残 る 。 人 が 行動 で 確証 し た 全て の も の は 星 の 

光 の 中 に 記さ れ 残 る 。 

where Our reflections are DreserVed. 

人 の 反映 は 星 の 光 の 中 に 保存 され る 。 

These reflections contimually influence our thought by the mediation of 

the diaphane, 

透明 な も の で ある 想像 力 の 仲介 に よっ て 、 絶 え 間 な く 星 の 光 の 中 の 人 の 反映 は 人 
の 思考 に 感化 を 与え る 。 

andlit is in this sense that we Decome and remain the children of our 

WOrKS. 

人 は 人 の 行動 の 子 で ある 。 

The astral light, transformed at the moment of conception into human 

light, 

概 念 の 段階 で 星 の 光 は 人 の 光 に 変わ 

is the soul's first enVveloDe, 

星 の 光 は 魂 の 第 一 の 外皮 で ある 。 

anQdL in comDbination with extremely suDtle fluids, it forms the ethereal 

body or sidereal phantomm, 

極め て 薄い 流体 と 連動 し て 、 星 の 光 は エー テル の 体 、 幻 の 星 の 体 を 形成 する 。 

of which Paracelsus discourses in his philosophy of intuition- 

philosophla sagaX. 

「 大 天文 学 ま た は 直感 哲学 」 で パラ ケル スス は 星 の 体 に つい て 話し て いる 。 

This sidereal Dody, settmwg itself free at death, attracts, and for a 1ong 

tme preserVves, through the sympathy of things homogeneous, the 

reflections of the Dast life: 

肉体 の 死 で 、 肉 体 か ら 星 の 体 が 自由 に 成る 時 に 、 類 似 し て いる も の の 共鳴 に よっ て 、 

星 の 体 は 過去 の 人 生 の 反映 を 引き 寄せ て 長い 間 保 存する 。 

drawn along a sDeclal current Dy a wl which is powerfully 

sympathetic, it manifests naturally 

強く 共鳴 する 意思 が 引き 寄せ る と 、 対 応 し て いる 星 の 光 の 流れ は 自然 と 表れ る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

there is nothing more natural than DrodigieS. 

奇跡 より 自然 な も の は 無い 。 

It is thus apDDaritions are Produced 

強く 共鳴 する 意思 が 引き 寄せ る と 、 霊 は 表れ る 。 

But we shall develop this point more fully in the chapter devoted to 

Necromancyi 

降 霊 術 に つい て の 13 章 で 話す つも り で ある 。 

This fluidic Dody, subject, hke the mass of the astral light, to two 

contrary moOVerments, 

星 の 光 の 集合 の 様 に 、 流 体 の 体 は 2 つの 正反対 の 動き に 従う 。 

attractmg on the left and repelimg on the right, 


2 つの 正反対 の 動き は 左 で 引き 寄せ 右 で し り ぞ ける 。2 つの 正反対 の 動き は 一 方 で 
引き 寄せ 他方 で し り ぞ ける 。 

Or Yec1Drocally, Detween the tW0 sexXes, 

2 つの 正反対 の 動き は 男性 と 女性 に 似 て いる 。 

Degets Var10US 1mDulses Wnthim Us, 

2 つの 正反対 の 動き は 様々 な 衝動 を 人 の 中 に も た ら す 。 

and contriDutes to solicitudes of conscience: 

2 つの 正反対 の 動き は 良心 の 町 責 の 役に立つ 。 

it is frequently influenced Dy reflections of other mmnds, 

頻繁 に 他人 の 精神 の 反映 に 感化 され る 。 

and thus are Droduced, on the one handL temptatlons, and, on the other 
profound and umexpected graceSs. 

他人 の 精神 の 反映 の 感化 は 一 方 で 誘惑 を 他方 で 深い 予期 し な い 思 いや り を も た ら 
す 。 

This is also the explanation of the traditional doctrine of two angels 
who strengthen and tempt US. 

他人 の 精神 の 反映 の 感化 は 、 向 上 させ る 天使 と 誘惑 する 天使 と いう 「 守 護 天使 」 と 
いう キリ スト 教 の 口伝 の 教え を 説明 する 。 

The two forces of the astral light may De represented Dy a Dalance 
wherein are Weighed our goodintentions for the triumph of justice and 
the emancipation of our 1iberty. 

正義 の 勝利 と 人 の 自由 へ の 解脱 の た め に 人 の 善意 を は か る 天 各 に よっ て 星 の 光 の 
2 つの 力 は 表 さ れる か も し れ な い 。 

The astral body is not always of the same sex as the terrestial, 
肉体 と 異な り 、 星 の 体 の 性 別 は 常に 同じ と は 限ら な い 。 

that is, the proportions of the two forces, varying from right to left, 

2 つの 力 の つり 合い が 右 か ら 左 へ 変わ る と 、2 つの 力 の つり 合い が 一 方 か ら 他方 へ 
変わ る と 、 

frequently seem to gainsay the Visible orgarnsation, 

頻繁 に 星 の 体 の 性 別 が 見 える 組織 で ある 肉体 の 性 別 と 反対 で ある 場合 が 存在 する 。 
producing the seemimg Vagaries of human DaSS10nS, 

肉体 の 性 別 と 星 の 体 の 性 別 の 不一致 は 人 の 肉欲 的 な 奇行 を も た ら す 。 

and explairming, without in any sense morally justifying, the amorous 
peculiarities of Anacreon or Sapph0. 

倫理 道徳 的 に 正当 化 で き な い が 、 肉 体 の 性 別 と 星 の 体 の 性 別 の 不一致 は アナ クレ 
オン と サッ フォ ー の 性 欲 の 異常 さ を 説 明 する 。 

A skilful magnetiser should take all these subtle distimctions imto 
aCCOUT1t, 

達 道 者 の 催眠 術 師 は 、 肉 体 の 性 別 と 星 の 体 の 性 別 の 不一致 と いっ た 、 肉 体 と 星 の 
体 の 全て の 微妙 な 違い を 考慮 に 入れ る べき で ある 。 

and we shall provide in our Ritual the rules for their recogrution. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 肉体 と 星 の 体 の 違い を 見 分 ける 方 法 を 教え る つも り で ある 。 
There are two kinds of realisation, the true and the fantasttc. 


真実 で の 実現 と 想像 で の 実現 と いう 2 種類 の 実現 が 存在 する 。 

The first is the exclus1ve secret of mag1cians, 

真実 で の 実現 は 神 の 聖霊 の 魔術 師 だ け の 秘密 で ある 。 

the other Delongs to enchanters and sorcererSs. 

想像 で の 実現 は 誘惑 者 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 の も の で ある 。 

Mythologies are fantastic realisations ofrelig1ous dogma: 

神話 は 神 の 教え の 考え の 想像 で の 実現 で ある 。 

SuDerstitions are the sorcery of mistaken Diety: 

迷信 は 誤 艇 し た 信心 に よる 悪人 の 霊 の 魔術 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

everl mythologies and superstitions are more efficaclous with human 
wll than a purely speculative philosophy apart from any Dractce. 
実践 無し の 思索 だ け の 哲学 より 神話 と 迷信 は 人 の 意思 に 有効 で ある 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

St Paul ODposes the conduests of the folly of the Cross to the inertmess of 
human wlsdom. 

使徒 パウ ロ は 十字 架 の 愚か さ に よる 懐柔 を 人 の 知 的 な 無気力 に 対立 させ た 。 使 徒 
パウ ロ は 十字 架 に か けら れ た イエ ス の 伝道 と いう 減 び る 人 に は 愚か さ で ある 懐柔 を 
人 の 知 的 な 無気力 に 対立 させ た 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 1 草 18 節 か ら 24 節 
「 減 びる 人 に は 十字 架 の 伝道 は 患 か さ で ある 。 神 は 伝道 の 加 か さ に よっ て 信じ る 人 
を 救う 事 を 望ん だ 。」。) 

Religionl realises philosophy Dy adaptimg it to the weaknesses of the 
VulgaT: 

十字 架 に か けら れ た イエ ス の 伝道 と いう 滅び る 人 に は 愚か さ で ある 懐柔 を 大 衆 の 
弱 さ に 応用 し て 、 神 の 教え は 哲学 を 実現 する 。 

such is for KabDalists the secret reason amd occult explanation of the 
doctrines of incarnation and redemptton. 

十字 架 に か けら れ た イエ ス の 伝道 と いう 滅び る 人 に は 愚か さ で ある 懐柔 を 大 衆 の 
弱 さ に 応用 し て 、 神 の 教え は 哲学 を 実現 する 事 は 、 カ バリ スト に は 、 人 に 成っ た 神 と 
身代わり に よる 救い の 考え の 秘密 の 理由 と 隠さ れ た 説明 で ある 。 

Thoughts untranslated into speech are thoughts 1ost for humaruty: 
言葉 に され な い 思 考 は 人 に は 失わ れ た 思考 で ある 。 

words unconfirmed Dy acts are idle Words, 

行動 が 確証 し な い 言 葉 は 無益 な 言葉 で ある 。 

and the idle word is not far removed from falsehood. 

無益 な 言葉 は 虚偽 に 近い 。 

Thought formulated Dy speech and confirmed Dy acts constitutes a good 
Work or a crme. 

言葉 に よっ て 話さ れ 行 動 に よっ て 確証 され た 思考 は 善行 か 罪 に 成る 。 

Hence, whether in Vice Or VIYtU6e, 

言葉 に よっ て 話さ れ 行動 に よっ て 確証 され た 思考 は 徳 か 悪徳 に 成る 。 


there is no speech for which We are not respDonsiDle: 

責任 が 無い 言葉 は 存在 し な い 。 

aboVe all, 

特に 、 

there are no indifferent acts. 

他 の も の と 無関係 な 行動 は 存在 し な い 。 

Curses and Dlessings invariaDly produce ther conseduence, 

呪い は 常に 結果 を も た ら す 。 祝 福 は 常に 結果 を も た ら す 。 

and every action, whatsoever Its nature, whether imspired Dy loVe or 
hate, has effects amalogous to its motive, its extent, and its direction. 
行動 の 性 質 、 愛 に よる 行動 、 憎 悪 に よる 行動 、 全 て の 行動 に は 行動 の 動機 、 行 動 し 
た 領域 、 行 動 の 目的 か ら 類 推 可能 で ある 効力 が 有る 。 

When that emperor whose Images had Deen mutllated, raising his hand 
to his face, exclaimed, "T do not feel that 1 am injuredL" 

肖像 画 を 傷つけ られ た 皇帝 が 手 を 顔 に 当て て 「 傷 つけ られ た 様 に 感じ な い 。」 と 声 
高 に 話し た 時 、 

he was mmistaken in his Valuation, 

皇帝 は 判断 を 誤っ た 。 

and thereby detracted from the merit of his clemency. 

皇帝 は 自分 の 思い や り を 剛 め た 。 

What man of honour could Dehold undisturbed an insult offered to his 
Dortrait? 

栄誉 を 重んじ る 人 は 自身 の 肖像 画 を 傷つけ られ る の を 平静 に 見 る 事 が で きる で あろ 
うか ? い いえ ! 

And did such insults, inflicted eVen unknowr to ourselves, reaCt On US 
by a fatal imfluence, 

知ら れず に 行わ れ た 行動 で も 、 肖 像 画 を 傷つけ る と いっ た 行動 は 全て 致命 的 な 感 
化 に よっ て 作用 する 。 

were the effects of Dewitchment actual 

呪い の 効力 は 事実 で ある 。 

as indeed an adept cannot douDt, 

達 道 者 は 呪い の 効力 が 事実 で ある 事 を 疑う 事 が で き な い 。 

how much more Imprudent and 則 -advised would seem this utterance 
ofthe good emDeror! 

思い や り の 有る 皇 需 の 上 記 の 言葉 は 無 思 慮 で ある ! 

There are Dersons whom We can neVer offend with impunity, 

罰 を 受け ず に 傷つけ る 事 が で き な い 人 が 存在 する 。 

andifthe injury we haVe done them is mortal, 

罰 を 受け ず に 傷つけ る 事 が で き な い 人 を 傷つけ る と 致命 的 で ある 。 

we forthwith Degin to die. 

罰 を 受け ず に 傷つけ る 事 が で き な い 人 を 傷つけ る と 死 が 始ま る 。 

There are those also whom we neVver meet in Vaim, 

溢 り に 会 っ て は いけ な い 人 が 存在 する 。 


whose mere glance alters the direction of our Hfe. 

溢 り に 会 っ て は いけ な い 人 は 一 目 見 た だ け で 他人 の 命 の 傾向 を 変え る 。 

The DasilisKk who slays Dy a 1ook is no faDle: 

一 目 見 た だ け で 他人 を 殺す バシ リス ク は 虚構 で は な い 。 

It is a maglcal allegory. 

一 目 見 た だ け で 他人 を 殺す バシ リス ク は 魔術 的 な 例え 話 で ある 。 

Generally speakKlng, 

概して 、 

it is bad for health to haVe enemies, 

敵 を 持つ 事 は 健康 に 悪い 。 

and we cannever DraVe wrth impuruty the reprobation of anyone. 

罰 を 受け ず に 他人 を 傷つけ よう と 試み て は いけ な い 。 

Before oODpDosing OurselVes to a g1Ven force Or current, We Imust De well 
assured that We Dossess the contrary force, Or are with the stream of the 
Contrary Current: 

既存 の 力 、 流 れ に 対立 する 前 に 、 正 反対 の 力 、 流 れ に 乗っ て いる か よく 確認 する 必 
要 が 有る 。 

otherwrse, we shall De crushed or struck dOwT, 

正反対 の 流れ に 乗っ て いな い に も か か わら ず 既 存 の 流れ に 対立 し た 場合 は 、 圧 倒 
され 打 た れ 倒 され る で あろ う 。 

and many sudden deaths haVe no other cause than thiS. 

多数 の 突然 死 の 原因 は 正反対 の 流れ に 乗っ て いな い に も か か わら ず 既 存 の 流れ 
に 対立 し た 事 で ある 。 

The terrible visitations of NadaDb and ADiu, of Osa( = Uzzah), of Ananias 
and Saphira, were Occasioned Dy electric Currents of outraged 
COTVlctions: 

信心 へ の 冒 流 に よる 電気 的 な 流れ が レビ 記 10 章 1 節 か ら 2 人 節 の ナダ ブ と アビ フ ヘ へ 
の 明 散 する べき 天罰 、 サ ム エ ル 記 下 6 章 7 侵 の ウザ へ の 景 散 する べき 天 六 、 使 徒 
行 伝 5 草 1 節 か ら 11 節 の アナ ニア と サフ ィ ラ へ の 明 散 する べき 天 憲 の 原因 で ある 。 
the sufferings of the Ursulimes of Londum, of the nuns of Louviers, and 
of the conVulsionaries of jansenlsm, Were identical in Drimciple, and are 
exDlicaDle Dy the same occult natural 1aWs. 

信心 へ の 冒 済 に よる 電気 的 な 流れ が ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 洛 依 こ ル ビエ 
の 修道 女 の 招 依 、 ジ ャ ン セ ニス ム の けい れん の 原因 で ある と 隠れ た 自然 の 法 で 説 
明 で きる 。 

Had not Urban Grandier been immolated, one of two thimgs would have 
Occurred either the possessed nuns would have died in frightful 
COnVulsions, or the phenomena of diabolical frenzy would haVe so 
galned in strength and in influence, epidemicallY 

仮に ユル バン グラ ン デ ィ エ が 犠牲 に 成ら な か っ た な ら ば 、 拓 依 され た 修道 女 が 恐 ろ 
し いけ いれ ん で 死ん だ か 、 伝 染 的 に 着 依 に よる 乱心 が 力 と 感化 力 を 増し た で あろ う 。 


that Grandier notwithstanding his knowledge and his reason, would 
himself have Decome hallucinated, and to such a degree that he would 
have slandered himself, 

ユル バン グラ ン デ ィ エ は 知識 と 理性 を 持っ て いた に も か か わら ず 幻 覚 に 陥り 自身 の 
名 誉 を 喜 損 し た 。 

jike the umhappy Gaufridy, 

不運 な ゴー フリ ディ の 様 に 。 

or would otherwrise haVe perished suddenly wrth all the appalhmg 
characteristics Of Do1sOrmg Or Of diVine VengeantCe. 

さも な けれ ば 、 ユ ル バ ン グラ ン デ ィ エ は 中 毒 か 天神 の 全て の 特徴 を 示し て 突然 死 し 
た か も し れ な い 。 

In the eighteenth century the unfortunate poet GilDert fell a victim to 
his audac1ty in Draving the current of opinion and actual philosophical 
fanaticlsm which characterised his epoch. 

18 世紀 に 不運 な 詩人 Gilpert は 世論 の 流れ 、18 世紀 を 特徴 する 哲学 的 な 狂信 に 
対立 する と いう 自身 の 大 胆 な 行動 の 犠牲 に 成っ た 。 

Guilty of philosophical treason, 

Gilbert は 哲学 的 に 反逆 する 罪 を 犯し た 。 

he died raving mad, Dossessed Dy the most incredible terrors, 

信じ られ な い 恐 怖 に 取り つか れ て Gilbert は 狂 死 し た 。 

asif God himself had pumished him for defending his cause out of 
SeaSsOn. 

Gilbert が 時 代 錯 誤 の 主張 を し た の で 神 が Gilbert を 罰 し た か の 様 に 見 えた 。 
As a fact, 

し か し 、 実 際 は 、 

he perished Dy reason of a law ofnature of which he could know 
nothing: 

Gilbert は GilDert が 知る 事 が で き な か っ た 自然 の 法 の 論理 に よっ て 死ん だ 。 

he set himself against an electric Current, 

Gilpert は 電気 的 な 流れ に 対立 し た 。 

and was struck down as Dy hghtmimg. 

雷 の 様 な も の が Gilbert を 打ち 倒し た 。 

Had Marat not Deen assassinated Dy Charlotte Corday he would have 
been destroyed infallibly Dy a reaction of puDlic Opinion. 

仮に シャ ル ロ ッ ト コル デー が マラ ー を 暗殺 し な く て も 、 間 違い な く 大 衆 の 世論 の 反 
作用 に よっ て マラ ー は 倒れ た で あろ う 。 

It was the execration of the honest which afflicted him with leprosy 
マラ ー は 呪い に よる ハン セン 病 で 苦し ん だ 。 

and he would have had to succummD thereto. 

仮に シャ ル ロ ッ ト コル デー が マラ ー を 暗殺 し な く て も 、 マ ラー は 呪い に よる ハン セン 
病 に 倒れ た に ちがい な い 。 

The reprobation excited Dy the massacre of St Bartholomew was the 
Sole cause Of the atrocious disease and death of Charles IX., 


シャ ルル 9 世 の 病 気 と 死 の 唯一 の 原因 は サン バル テル ミ の 虐殺 が 引き 起こ し た 非 
難 で ある 。 


had not Henry IV. Deen sustaimed Dy an immense Dopularity, which he 
oOwed to the projectmg Dower or sympathetic force of his astral life, he 
would scarcely haVe outhved his conversion, Dut would have perished 
under the contemmpt of Protestants, comDined with the suspicion and 過 - 
wll of Catholics. 

仮に 計り 知れ な い 大 衆 の 人 気 が ア ン リ 4 R GNU 改宗 後 ア ン リ 4 世 
は 生き 延び られ な か っ た で あろ うし 、 カ トリ ッ ク 教 徒 の 疑惑 や 悪意 と プロ テス タン ト 教 
徒 の 軽 蔵 に よっ て 死ん だ で あろ う 。 大 衆 の 人 気 が ア ン リ 4 世 の 星 の 命 の 放射 力 、 共 
鳴 力 を 支え た 。 

Unpopularity may De a proof of integrity and courage, Dut neVer of 
Dolicy or Drudence: 

不 人 気 は 正直 さと 大 胆 さ の 証 か も し れ な い 。 し か し 、 不 人 気 は 思慮 の 証 で は な い 。 
the wounds inflicted Dy opinion are mortal for statesmen. 

政治 家 に は 世論 に よる 不 名 誉 は 致命 的 で ある 。 

We may recall the premature and violent end of many 1llustrious 
Dersons Whomm it would De inexpedient to mention here. 
話す に は 不適 切な 多数 の 高 名 な 人 達 の 早 過 ぎる 死 、 変 死 を 思い 出さ せる 。 
Disgraces in DuDlic Opinion may often De great im]ustiCes, 

大 衆 の 世論 に お ける 不 名 誉 は 頻繁 に 大 いな る 不当 な 仕打ち か も し れ な い 。 

but none the less 

し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 

they are invariaDly Occasions of 則 -SucceSS, 

大 衆 の 世論 に お ける 不 名 誉 は 常に 不 成 功 の 原因 で ある 。 

and freduently of a death-sentenCce. 

大 衆 の 世論 に お ける 不 名 誉 は 頻繁 に 死 の 宣告 に 成る 。 

In return, 

代わ り に 、 

aCts Of injustce done to one individual can and should, if they rest 
unrepaired cause the loss of an entire nation or of a whole society: 
個人 に 対す る 不当 な 仕打ち は 、 も し 直さ れ な いま まで あれ ば 、 国 家 全 体 や 社会 全体 
の 損失 の 原因 に 成り 得る し 成る べき で ある 。 

this is what is called the cry of bloodl 

直さ れ な いま ま の 個人 に 対す る 不当 な 仕打ち が 国家 全体 や 社会 全体 の 損失 の 原 
因 に 成る 事 を 血 の 叫び と 呼ん で いる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

at the Dottom of eVery Injustice there is the germm of homicide. 

全て の 不当 な 仕打ち の 根底 に は 殺人 の 芽 が 存在 する 。 

By reason of these terrible laws of solidarity, 


個人 と 国家 全体 や 社会 全体 の 連帯 と いっ た り 不 当 な 仕打ち と 殺人 の 連帯 と いっ た 、 
連帯 と いう 明 散 する べき 法 が 存在 する 理由 か ら 、 

Christianity recommends so strongly the forgiveness of injuries and 
reconcihation. 

キリ スト 教 は 許す 事 と 和解 を 非常 に 強く すす め る 。 

He who dies umforg1ving casts himself dagger-armed into eterruty, 

許す 事 無く 死ぬ 人 は 短剣 で 武装 し て 永遠 に 身 を 投げ る 事 に 成る 。 

and condemns himself to 了 horrors of an eternal murder 
NSR の 直 怖 で 自身 を 苦し め る 事 に 成る 。 許 す 事 無 

ぬ 人 は 永遠 の 殺人 の 堆 怖 で 自信 分 で 上 自分 の 首 を 絞め る 事 に 成る 。 

The efficacy 人 paternal or maternal Dlessimgs or CurSes 1S an inVinciDle 
popular tradition and Delief. 

父母 の 呪い に 効力 が 有る 事 は 不動 の 大 衆 の 口伝 で あり 不動 に 大 衆 に 信じ られ て い 
る 事 で ある 。 父母 の 祝福 に 効力 が 有る 事 は 不動 の 大 衆 の 口伝 で あり 不動 に 大 衆 に 
信じ られ て いる 事 で ある 。 

As a fact, 

事実 、 

the closer the Donds which umite two persons, the more terriDle are the 
conseduenCces of hatred Detween them. 

緑 が 近 い ほ ど 憎 悪 の 結果 は より 恐ろし い 。 

The brand of Althaea Durmnng the blood of Meleager is the mythological 
symDol of this terrible power 

メレ アグ ロス の 血 を 燃やし た アル タイ ア の 燃え 木 の 神話 は 縁 が 近い ほど 憎悪 の 結果 
は より 恐 ろ し いと いう 景 散 する べき 力 の 象徴 で ある 。 

Let parents De ever on their guardl 

父母 は 常に 用 心 し な さい 。 

for 

な ぜ な ら 、 

nm0O One can kindle hell in his own Dlood, and devote his own 1ssue to 
misfortune, without Deing himself Durnt and made wretched. 

血族 に 地獄 の 火 を と も す 人 は 自身 も 焼 か れ 不 幸 に 成る 。 子 を 不幸 に する 父母 は 自 
身 も 不幸 に 成る 。 

To pardon is neVer a CrlTme, 

許す 事 は 罪 で は な い 。 

Dut 

し か し 、 

to Curse 1S always a danger and an evll action. 

呪う 事 は 常に 危険 な 悪い 行動 で ある 。 


ププ ビ JIG の て 〇 


INITIATION 
秘伝 伝授 
JESOD 

基礎 
BONUM 
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THE initiate is he who Dossesses the amp of Trismegistus, the mantle of 
Apollomius, amd the staff of the patriarchs. 

秘伝 伝授 者 は トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の マン ト 、 祖 の 杖 を 
持つ 者 で ある 。( 神 は 第 0 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 初 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 第 1 祖 
で ある 。 エ ノ ク は 第 7 祖 で ある 。 ア ダム か ら ノ ア ま で は 人 の 祖 で ある 。 ア ブラ ハム 、 イ サ 
ク 、 ヤ コブ は へ ブラ イ 人 の 祖 で ある 。) 

The 1amp of Trismegistus 1s reason illumimated Dy science: 

トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ は 知 と いう 光 に 照ら され た 理性 で ある 。 

the mantle of Apollomus is full and complete self-possession, which 
isolates the sage fromm blimd tendencies: 

ティ アナ の アポ ロニ ウス の マン ト は 賢者 を 盲目 的 な 傾向 か ら 隅 離す る 完全 な 冷静 さ 
で ある 。 

and the staff of the patriarchs is the help of the secret and everlastimg 
forces of nature. 

祖 の 杖 は 自然 の 秘密 の 永遠 の 力 の 助け で ある 。 

The 1amp of Trismegistus enlhightens presert, past, and future, 1ays Dare 
the consclence of mer, and manifests the inmost recesses of the female 
heart. 

トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ は 過去 、 現 在 、 未 来 を 明らか に し 、 男 性 の 良心 を 明らか に し 、 
女性 の 心 の 奥底 を 明らか に する 。 

The 1amp Durns with a triple flame, the mantle is thrice-folded, and the 
staff is diVided into three DartSs. 

トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ は 三重 の 火 で 燃え 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の マン ト は 三重 
に 折ら れ 、 祖 の 杖 は 3 つの 部 分 に 分 か れ て いる 。 

The numDer nine is that of divime reflections: 

数 9 は 神 の 反映 で ある 。 

1t exDreSsses the diVine idea in all its aDstract DOWer 

数 9 は 全て の 概念 的 な 力 で の 神 の 概念 を 表す 。 

Dut 

し が 


it also signifies extravagantce In Delief, and hence superstition and 
1dolatry. 

数 9 は 信心 の 溢 用 、 迷 信 、 盲 信 、 偶 像 崇拝 を 表す 。 

For this reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

Hermes has made it the number of initiatton, 

ヘル メス は 数 9 を 秘伝 伝授 の 数 に し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the initate relgns OoVer SUDerstition and Dy supersttion, 
秘伝 伝授 者 は 迷信 に よっ て 迷信 を 統治 する 。 

and alone can adVvance through the darkness, learung on his staff, 
enVeloped in his mantle, and lighted by his lamDp. 
杖 に も た れ か か り 、 マ ント の 中 に 覆い 隠さ れ 、 ラ ンプ に 照ら され 、 独 力 で 、 秘 伝 伝授 
者 は 闇 の 中 を 進む 事 が で きる 。 

Reason has Deen given to all men, 

神 は 理性 を 全て の 人 に 与え て いる 。 

Dut 

し か し 、 

all do not kmow how to make use Of it: 

全て の 人 が 理性 を 利用 する 方 法 を 和 っ て いる わけ で は な い 。 

1t is a science to De acquired. 

理性 を 利用 する 方 法 を 知る に は 、 知 を 獲得 する 必要 が 有る 。 
LiDerty is offered to a 

神 は 自由 を 全て の 人 に 提案 し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

not all can De free: 

全て の 人 が 自由 で ある わけ で は な い 。 

Itis aright that must De earned. 

自由 に 成る に は 、 権 利 を 獲得 する 必要 が 有る 。 自 由 に 成る に は 、 正 義 を 獲得 する 必 
要 が 有る 。 

Force is for all 

全て の 人 の た め に 、 力 は 存在 する 。 

Dut 

じ か が し 、 

all do not kmow how to rest upor it 

全て の 人 が 力 に も た れ か か る 方 法 を 知っ て いる わけ で は な い 。 

1t is aDOWer that must De seized. 

力 に も た れ か か る に は 、 力 を 持つ 必要 が 有る 。 

We attain nothimg without more than one effort. 

努力 に よっ て の み 人 は 到達 する 。 


The destinmy ofman is that he should enrich himself with what he gains, 
andthat he should afterwards have, hke God, the glory and pleasure of 
disDpens1ng 1t. 

獲得 し た も の で 自身 を 高め る 事 が 人 の 運命 で ある 。 獲 得 し た 後に 神 の 様 に 与え る 
栄光 と 喜び を 獲得 する 事 が 人 の 運命 で ある 。 

Magic was called formerly the sacerdotal art and the royal art, 
魔術 は 祭司 の わざ 、 王 者 の わざ と 呼ば れ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

initiatont gaVve empre OVer souls to the sage, and the adroitness for 
rulimg wrlls. 

秘伝 伝授 に よっ て 賢者 は 全て の 魂 と 意思 を 統治 する 力 を 獲得 する 。 

Divination is also one of the privileges of the initiate: 

予言 は 秘伝 伝授 者 へ の 恩恵 の 1 つ で ある 。 

noW, di1vinatior 1s s1rmDply the knowledge of effects contained in causes 
and science applied to the facts of the umiversal dogma of analogy. 
予言 は 原因 に 含ま れる 結果 の 知 で ある 。 予 言 は 知 を 類推 可能 性 の 普遍 の 考え の 事 
実に 応用 し た も の で ある 。 

Human acts are not alone written in the astral light: 

人 の 行動 は 星 の 光 の 中 に 記さ れる 。 だ け で は な く 、 

their traces are left upon the face, 

人 の 行動 の 跡 は 顔 に 残さ れる 。 

they modify mien and carr1age, 

人 の 行動 は 動作 を 変え る 。 

they chanwge the tone of the Voice. 

人 の 行動 は 声 の 調子 を 変え る 。 

Thus eVery man Dears about him the history of his jife, which is legiDle 
for the initiate. 

全て の 人 は 秘伝 伝授 者 に は 読み 易い 命 の 歴史 を 身 に つけ て いる 。 

Now, the future is ever the consequence of the Dast, 

未来 は 常に 過去 の 結末 で ある 。 

and unexDpected clrcumstances do not appreclaD1y alter results 
reasonaDly calculated. 

予期 し な い 出 来 事 は 論理 的 に 計算 され た 結果 を 感 色 で きる ほど に 変え な い 。 
The destimy of each man can be therefore foretold him. 

人 の 運命 は 予言 で きる 。 

An entire existence Can De judged Dy a simgle movement: 

唯一 の 行動 か ら 人 生 全 体 を 判断 で きる 。 

One Diece Of awkKwardmness may De the presage of a 1ong chain of 
Imisfortunes. 

1 つの 不手際 が 不幸 の 長い 連鎖 の 前 兆 に 成り 得る 。 

Csesar was aSsassinated Decause he was ashamed of Deing Daldi 

カエ サル は 頭 が は げ て いる 事 を 恥じ て いた の で 暗 さ れ た 。 


Napoleon ended his days at St Helena Decause he adrmired the poems of 
Ossian: 

ナポレオン は オシ アン 詩集 を 愛読 し て いた の で 死ぬ まで セン ト ヘ レナ 島 に 幽閉 され 
7 だ も 

Louis Phihppe aDpdicated the throne as he did Decause he carried an 
umDbrella. 

ルイ フィ リッ プ は 傘 を 携帯 し て いた の で 王座 を 退 い た 。 

These are paradoxes for the Vulgar 

上 記 は 大 衆 に は 矛盾 で ある 。 

who cannot grasD the occult relations of things, 

大 衆 は も の の 隠さ れ た 関連 を 把握 で き な い 。 

Dut 

し か し 、 

they are causes for the adept, 

上 記 は 達 道 者 に は 原因 で ある 。 

who understands all and is surprised at nothing. 

達 道 者 は 全て を 理解 し て いる 。 達 道 者 は 不意 打ち され な い 。 

Initiation is a DreserVvative against the false lights of mysticisrm: 
秘伝 伝授 は 神秘 主義 の 偽 の 光 を 予防 する 。 

1t edulps human reason with its relatiVe Value amd Droportional 
infallibility, connectmng it with supreme reason by the chain of 
analogies. 

秘伝 伝授 は 、 類 推 可能 性 の 鎖 に よっ て 、 無 上 の 論理 で ある 神 に つなが る 事 に よっ て 、 
無 上 の 論理 で ある 神 か ら 類 推 可能 で ある 価値 と 誤り の 無 さ を 人 の 理性 に 与え る 。 
Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

the initiate kmows no douDtful hopes, 

秘伝 伝授 者 は 疑い の な い 希 望 を 知っ て いる 。 

no aDsurd fears, 

秘伝 伝授 者 は 非 論理 的 な 恐怖 を 知ら な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he has no irrational Deliefs: 

秘伝 伝授 者 は 非 論理 的 な 信心 を 持た な い 。 

he is acquainted with the extent of his power 

秘伝 伝授 者 は 自身 の 力 の 範囲 を 知っ て いる 。 

and he can dare without danger 

秘伝 伝授 者 は 危険 無し に 大 胆 に 行動 で きる 。 

For him, therefore, to dare is to De aDle. 

秘伝 伝授 者 に と っ て 、 大 胆 に 行動 する 事 は 可能 で ある 事 で ある 。 

Here, then, is a new interpretation of his attriDutes: 

上 記 か ら タ ロッ ト の 9 ペー ジ 目 の 絵 の 新しい 解釈 が 分 か る 。 

his lamp represents learrung, 


秘伝 伝授 者 の ラン プ は 秘伝 伝授 者 が 学 の 有る 者 で ある 事 を 表す 。 

the mantle which enwraps hum his discretion 

秘伝 伝授 者 が 覆い 隠さ れる マン ト は 秘伝 伝授 者 の 思慮 を 表す 。 

and his staff is the emDlem of his strength and daring. 

秘伝 伝授 者 の 杖 は 秘伝 伝授 者 の 力 と 大 胆 な 行動 の 象徴 で ある 。 

He kmows, he dares, and is silent. 

秘伝 伝授 者 は 知り 、 大 胆 に 行動 し 、 沈 庄 を 守る 。 

He knows the secrets of the future, he dares in the present, and he is 

sllent on the Dast. 

秘伝 伝授 者 は 未来 の 秘密 を 知り 、 現 在 に お いて は 大 胆 に 行動 し 、 過 去 に つい て は 

沈 庄 を 守る 。 

He knows the faihmgs of the human heart: he dares make use of them to 

achieve his work: and he is silent as to hl1s DuTDOSeS. 

秘伝 伝授 者 は 人 の 心 の 弱 さ を 知り 、 自 身 の 務 め を 果たす た め に 人 の 心 の 弱 さ を 大 

胆 に 利用 し 、 自 身 の 目 的 に つい て は 沈黙 を 守る 。 

He knows the principle of all symDolsms and of all religions: he dares 

to practise or to aDstain from them without hypocrisy and without 

impiety: and he is silent upon the one dogma of supreme initiation. 

秘伝 伝授 者 は 全て の 象徴 の 原理 と 全て の 神 の 教え の 原理 を 知り 、 全 て の 神 の 教え 

を 偽善 無し に 信心 か ら 大 胆 に 実践 し た り 控え た り し 、 無 上 の 秘伝 伝授 の 唯一 の 考 

え に つ いて は 沈黙 を 守る 。 

He knows the existence and nature of the great magical agent: he dares 

perform the acts and giVe utterance to the words which make it suDject 

to human wl, and he is silent upon the mysteries of the great arcanum. 

秘伝 伝授 者 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 の 存在 と 性 質 を 知り 、 魔 術 の 代行 者 に 人 の 意 

思 に 従わ せる 行動 を 大 胆 に 実践 し 魔術 の 代行 者 に 人 の 意思 に 従わ せる 言葉 を 大 

胆 に 話し 、 大 いな る 秘密 の 神秘 に つい て は 沈 昧 を 守る 。 

SO may you find him often melancholy, never dejected or desDairing: 

秘伝 伝授 者 は 頻繁 に ゆう うつ で ある が 、 打 ち 倒さ れ な いし 絶望 し な い 。 

often Door neVer abject Or miseraDle: 

秘伝 伝授 者 は 頻繁 に 貧し い が 、 み じ め な 気持 ち に 成ら な い 。 

persecuted often, never disheartened or conduered. 

秘伝 伝授 者 は 頻 繁 に 迫害 され る が 、 圧 倒さ れ な い 。 

He remembers the Dereavemenrnt and murder Of Orpheus, 

秘伝 伝授 者 は オル フェ ウス の 新妻 エ ウ リ ュ デ ィ ケ と の 死別 と 殺害 され た オル フェ ウス 
思い 出す 。 

the exile and 1onely death of Moses, 

秘伝 伝授 者 は モー セ の さす らい の 旅 と 孤独 な 死 を 思い 出す 。 

the martyrdom of the Drophets, 

秘伝 伝授 者 は 預言 者 の 狗 教 を 思い 出す 。 

the tortures of Apollomius, 

秘伝 伝授 者 は ティ アナ の アポ ロニ ウス へ の 捧 問 を 思い 出す 。 

the cross of the Saviour 


秘伝 伝授 者 は 十字 架 に は りつ けら れ た 救い 主 イ エス を 思い 出す 。 

He knows the desolation in which Agrippa died, whose memory 1S even 
nowW slanderedi: 

秘伝 伝授 者 は コル ネリ ウス アグ リッ パ の みじめ な 死 と コル ネリ ウス アグ リッ パ へ の 
死後 の 中 傷 を 知っ て いる 。 

he knows what laDours ovVercame the great ParacelsUS, 

秘伝 伝授 者 は 、 ど の よう な 労苦 が 大 いな る パラ ケル スス を 圧倒 し た か 知っ て いる 。 
and allthat Raymond Lully was condemned to undergo that he might 
fimish Dy a violent death. 

秘伝 伝授 者 は ライ ムン ドゥ ス ルル ス が 暴行 され て 死ぬ まで 迫害 され た 事 を 全て 
知っ て いる 。 

He rememDers Swedenborg simulatmg madness and eVen losimg reason 
In order tO eXcuse h1s sclenCe: 

秘伝 伝授 者 は ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 知 を 守る た め に 狂っ た ふり を し て 理性 を 失っ た 
事 を 思い 出す 。 

St Martin and his hidden life: 

秘伝 伝授 者 は ルイ クロー ドド サン マル タン の 隠さ れ た 人 生 を 思い 出す 。 
Cagliostro, who perished forsaken in the cells of the Inquisition: 

秘伝 伝授 者 は カリ オス トロ が 宗教 裁判 に か けら れ 獄 に 入れ られ 見 捨て られ 姿 を 
隠し た 事 を 思い 出す 。 

Cazotte, who ascended the scaffold. 

秘伝 伝授 者 は カ ゾ ッ ト が 断頭 台 に 昇っ た 事 を 思い 出す 。 

Inheritor of so many Victms, he does not dare the less, Dut he 
understands Detter the necessity for silence. 

多数 の 犠牲 の 後継 者 で ある 、 秘 伝 伝授 者 は 、 大 胆 に 行う こと を 控え な い が 、 沈 黙 の 
必要 性 を より 理解 する 。 

Let us follow his example: 

タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 の 絵 の 秘伝 伝授 者 の 見 本 を 模 條 し よう 。 

let us learn dilhgently: 

精進 し て 勤勉 に 学ば ぼう 。 

when we Know, let us have Courage, 

知っ た 時 に は 、 勇 気 を 持 と う 。 

and let us De silent. 

知っ た 時 に は 、 沈 庄 を 守 ろ う 。 
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PRINCIPIUM 

源 

PHALLUS 

男性 避 

ALL religions have preserVvedl the rememDrance of a Drimmitive Dook, 
written in tyDes, Dy the sages of the earhest ages of the worldi 

全て の 神 の 教え は 世界 の 最初 期 の 賢者 が 象徴 で 書い た 原初 の 書 タ ロッ ト の 記憶 を 
保存 し て いる 。 

sumplified and Vulgarised in ]ater days, 

後 の 時 代 に タロ ッ ト は 簡易 化 さ れ 俗 化 さ れ た 。 

its symDbols furnished letters to the art of Writmg, characters to the 
WordL and to occult Philosophy its mysterious slgns and Dantacles. 

タロ ッ ト の 象徴 は 、 文 字 を 記す わざ に 、 文 字 を 神 の 言葉 に 、 神 秘 の 象徴 と pantacle 
を 隠さ れ た 哲学 に 与え た 。 

This Dook, attriDuted Dy the Hebrews to Enoch, seventh master of the 
world after Adam: 

へ ブラ イ 人 は エノク が タロ ッ ト を 創造 し た と 話す 。 エ ノ ク は 世界 の 第 7 祖 で ある 。 ア ダ 
ム は 第 1 祖 で ある 。 

by the Egyptians to Hermes-Tr1smeg1stUusS: 

エジプト 人 は エノク を ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス と 呼ん で いる 。 

by the Greeks to Cadmus, the mysterious Duilder of the Holy City: 

ギリ シャ 人 は エノク を カド モス と 呼ん で いる 。 カ ドモ ス は 神 の 都市 の 神秘 的 な 建築 者 
で ある 。 

this Dook was the symboHical surmmary of primutive tradition, 

タロ ッ ト は 原初 の 口伝 の 象徴 的 な 要約 で ある 。 

called suDsequently Kabbalah or Cabala, meanming reception. 

後に 、 タ ロッ ト の 元 と 成っ た 口伝 は カバ ラ と 呼ば れ た 。 カ バラ は へ ブラ イ 語 で 「 受 け 入 
れ 」 を 意味 する 。 

The tradition in duestion rests altogether on the one dogma ofmagic: 
the visible is for us the proportonal measure of the inVisiDle. 

口伝 カバ ラ の 基礎 は 要する に 「 見 える も の は 見 えな いも の と つり 合っ て いる も の さ し 
で ある 。」 と いう 魔術 の 唯一 の 考え で ある 。 


Now the ancients, oODserving that equuliDrium is the umnversal law in 
physics, conseduert on the apparent oODDosition Of two forces, 

古代 人 は 自然 科学 で 正反対 に 見 える 2 つの 力 の つり 合い が 普遍 の 法 で ある 事 を 
見 た 。 

argued from physical to metaphysical eduihDriurm, 

古代 人 は 自然 科学 的 な つり 合い か ら 哲 学 的 な つり 合い を 明らか に し た 。 

and maintaimned that in Godl that is, in the prime jivimg and actiVe CauSe, 
there must De recognised two propertes which are necessary tO One 
another- 

古代 人 は 生き て いる 自発 的 な 第 一 原因 で ある 神 に は 相互 に 必要 な 2 つの 特性 の 
存在 が 認め られ る に 違い な いと 断言 し た 。 

staDihty amd motion, 

安定 と 運動 。 

necessity and IDerty, 

必然 と 自由 。 

rational order and Vohtonal autonomy, 

論理 と 自 由 意 昌 思 に よる 自 立 性 。 

Justce and 1oVe, whence also severity and mercy 

思い や り と 厳し さ 。 

Now, these two attriDutes were Dersonified, so to speak, Dy the 
KabDbalistic jews under the names of Geburah and Chesed. 

カバ リス ト の へ ブラ イ 人 は 神 の 2 つの 特性 を 思い や り と 上 厳し さと いう 名 前 で 人 化し 
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ADoVe GeDurah and Chesed aDides the supreme crOWT, 

無 上 の 王冠 が 思い や り と 厳し さ の 上 に 存在 する 。 

the equnhbratmg DOWer 

王冠 は つり 合わ せる 力 で ある 。 

principle ofthe world 

王冠 は 世界 の 原理 で ある 。 

or edulhbrated kingdom, 

王国 が 思い や り と 厳し さ の 下 に 存在 し 思い や り と 厳し さ を つ り 合 わせ る 。 

which We fimd mentioned under the name of Malchuth in the occult and 
kabDbalistic Versicle of the Pater-noster to which we have already 
referred. 

マタ イ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永 舟 に あな た 、 神 の 
も の で ある 。 で ある 様 に 。」 と いう 隠さ れ た カバ ラ の 詩 で 王冠 の 代わ り に 王国 と いう 
名 前 が 見 つか る 。 

But GeDurah and Chesed, maintained in eduihDrium Dy the crown 
apoVe and the kimgdom Delow, 

王冠 が 上 か ら 、 王 国 が 下 か ら 、 思 いや り と 厳し さ を つ り 合 わせ て いる 。 

constitute two primciples, which may De considered fromm an aDstract 
pont of view, or in their realisation. 

2 つの 原理 は 概念 の 領域 で は 思い や り と 上 茂 し さ で ある と 考え られ る 。 


In their abDstract or idealised sense, they take the higher names of 
Chochmah, wisdom, and Binah, intelhgence. 

2 つの 原理 は 自由 意思 と いっ た 神 の 領域 で は 知 慮 と 自発 的 な 知力 で ある 。 

Their realhisation is staDihty and progress, that is, etermity and victory- 
Hod and Netsah. 

2 つの 原理 は 実現 と いっ た 形 の 領域 で は 安定 と 進歩 で ある 。2 つの 原理 は 実現 と 
いっ た 形 の 領域 で は 永遠 性 と 勝利 で ある 。 

Such, accordimg to the KabDalah, is the groumdwork of all religions and 
all sciences- 

カバ ラ に よれ ば 王冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 、 思 いや り 、 厳 し さ 、 美 、 勝 利 、 永 遠 性 、 基 
礎 、 王 国 が 全て の 神 の 教え と 全て の 学問 の 基礎 で ある 。 

a triple triangle and a crcle, 

三重 の 三角 形 と 1 つの 円 。 

the notion of the triad explained by the Dalance multplied Dy itselfim 
the domains of the ideal, then the realisation of this comception in 
forTms. 

つり 合い が 説明 する 3 つ 1 組 の 考え と 、 概 念 の 領域 で 3 つ 1 組 の 考え が 増殖 させ 
た 3 つ 1 組 の 概念 と 、 形 の 領域 で の 3 つ 1 組 の 概念 の 実現 。 

Now, the ancients attached the first notions of this simple and 
Impressive theology to the very idea of numDbers, and qualified the 
figures Of the first decade 

古代 人 は 無 上 の 10 つ 1 組 の 数 の 概念 を 簡潔 な 印象 的 な 神学 の 無 上 の 概念 で 修 
飾 し た 。 

after the followmg manmner:- 

下記 の 様 に 。 


セ フ ィ ロ ト 


1. Kether:- The Crowr, the equnlibratimg DOWer. 

1。 王 冠 。 つ り 合 わせ る 力 。 

2. Chochmah.- Wisdom, equihbrated in its unchangeabDle order Dy the 
initiatiVe of intelligence. 

2。 知 慮 。 不 変 の 秩序 の 中 で 知 の 先導 が つり 合わ せる 知 慮 。 

3. Bimah.- ActVe intelhgence, equnhbrated Dy Wisdom. 

3。 自 発 的 な 知力 。 知 が つり 合わ せる 自発 的 な 知力 。 

4.Chesed.- Mercy which is wlsdom im its secondary conceptom, eVer 
Denevolent Decause it 1S strong. 

4。 思 いや り 。 思 いや り は 知 で ある 。 思 いや り は 知 の 派生 概念 で ある 。 思 いや り は 強い 
の で 常に 優し い 。( 知 は 強い の で 常に 優し い 。) 

5. Geburah.- Austerity, necessitated Dy Wisdom itself, and Dy goodwill. 
To perTmut evll is to himder good!. 


5。 厳 し さ 。 知 が 必要 と する 上 茂 し さ 。 思 いや り が 必要 と する 厳し さ 。 善 意 が 必要 と する 
厳し さ 。 悪 を 許す 事 は 善 を さま た げ る 事 で ある 。 
6. Tiphereth.- Beauty, the lumimous conception of eduilibrium in forrms, 
Intermediary Detween the Crown and the Kingdom, mediatimg primclple 
between Creator and creation. (SuDlme conception of poetry and its 
SOVerelgT Drlesthood !) 
6。 美 。 形 に お ける つり 合い の 理解 し 易い 概念 。 王 冠 と 王国 を 仲介 する も の 。 創 造 主 
と 被 造物 を 仲介 する 原理 。( 詩 と いう 崇高 な 概念 。 詩 が 王者 で ある と いう 崇高 な 概念 。 
詩 が 祭司 で ある と いう 崇高 な 概念 。) 
7. Netsah.- Victory that is, eternal triumph of intelligence and justice. 
7。 勝 利 。 知 と 正義 の 永遠 の 勝利 。 
8. Hod.- Eterruty of the conquests achieved Dy mimd over matter actiVve 
OVer DaSS1Ve, Iife over death. 

8。 永 遠 性 。 精 神 が 物 か ら 獲 得 し た 永遠 性 。 自 発 性 が 受容 性 か ら 獲 得 し た 永遠 性 。 
命 の 死 へ の 圧倒 の 永遠 性 。 
9.]esod.- The Foundation, that is, the Dasis of all Delief and all truth 
what we term the ABSOLUTE in philosophy. 
9。 基 礎 。 全 て の 信心 の 基礎 。 折 学 に お ける 絶対 と 呼ん で いる 、 全 て の 、 真 理 の 基礎 。 
10. Malchuth.- The Kingdom is the uiVerse, entire creatlon, the Work 
and mirror of God, the proof of supreme reason, the formal 
COnseduence Which compels us to have recourse tO Virtual Drerm1SSeS, 
the emigma which has God for its ansWwer- supreme and aDsolute reason. 
10。 王 国 。 宇 宙 、 森 座 万 象 、 万 物 。 全 て の 被 造物 。 神 の 作品 。 神 の 鏡 。 無 上 の 論理 で 
ある 神 の 証 。 人 に 事実 上 の 仮定 を す が ら せる 形 に お ける 結果 。 神 が 答え で ある 謎 。 
無 上 の 論理 で ある 神 。 絶 対 の 論理 で ある 神 。 
These ten primary notions attached to the ten first characters of the 
primitive alphabet, sigrfyimg Doth primciples and numDers, are called 
the ten Sephiroth by the masters in KabDalah. 
カバ ラ の 達 道 者 は 、 原 初 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 10 文字 に 結 
び つ けら れ た 、 原 理 と 数 を 表す 、10 の 主要 な 概念 を 10 の セ フ ィ ロ ト と 呼ん で いる 。 
The sacred tetragamm, drawnr in the following manner indicates the 
numDber source, amnd corresDondence Of the divime names. 
下記 の 様 に 書か れ た 、 神 の 4 文字 、 テ トラ グラ マト ン は 神 の 名 前 の 数 、 源 泉 、 類 推 
可能 性 を 表す 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で 
あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。nn?、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ 
シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。) 


FDD 


To this name of jotchavah, written Dy these four-and-twenty slgnS, 
crowned with a triple flower of light, must De referred the twenty-four 
thrones of heaver, and the twenty-four crowned elders in the 
ApocalyDse. 
上 記 の 様 に 24 の 光 の 三重 の 花 の 王冠 で 書か れ た 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ は ヨハ ネ の 庄 
示 録 4 章 4 節 の 天 の 王座 の まわ り の 24 の 座 と 24 人 の 王冠 を か ぶっ た 長老 を 表 
す 。 
In the Kabbalah the occult primciple is called the Elder 
カバ ラ で は 隠さ れ た 原理 を 長老 と 呼ん で いる 。 
and this primciple, multpled, and, as it were, reflected, in secondary 
CauSeS, Creates images Of itself- that is to say, so many elders as there 
are diVerse COmCeD1OTs Of its Um1due eSSenCe. 
増殖 され た 、 二 次 的 な 原因 で 反射 され た 、 隠 され た 原理 は 、 自 身 の 像 、 唯 一 の 実体 
に 様々 な 概念 が 存在 する 様 に 多数 の 長老 を 創造 する 。 
These images, less Derfect in Droportion as they are further removed 
from their source, Droject upor the darkness an ultimate reflection or 
ghimmer 
源泉 か ら 遠 ざか れ ば 遠ざかる ほど 比例 し て 不 完全 に 成っ て いく 映像 は 、 最 終 的 な 反 
映 、 ま た は 、 ぶす か な 光 を 間 に 映す 。 
TeDreSeting a horriDle and deformed elder 
源泉 か ら 遠 ざか り 不 完全 に 成っ た 反映 は 恐ろし い 歪 ん だ 奇形 の 長老 と し て 表れ る 。 
who is Vulgarly termed the devll. 
大 衆 は 恐ろし い 歪 ん だ 奇形 の 長老 と し て 表れ る 源泉 か ら 遠 ざか り 不 完全 に 成っ た 
反映 を 悪魔 と 呼ん で いる 。 
Hence 
上 記 の 理由 か ら 、 
anl imitiate has Deen Dold enough to say: "The devil is God, as understood 
by the wlcked": 
ある 秘伝 伝授 者 は 大 胆 に 「 悪 魔 は 悪人 が 理解 し た 神 で ある 。」 と 話し て いる 。 
while another has added, in words more Dizarre, Dut no less energetlC: 
"The devil is composed of God's ruims.“ 
別 の 秘伝 伝授 者 は より 妙 に より 活き 活き と 「 悪 魔 は 神 の 残骸 で 構成 され て いる 。」 と 
話し て いる 。 
We may sum up and explain these strikingly novel defimitions Dy 
remarking that in symDolism itself the demon is an angel cast out of 
heaven for having sought to usuTD diVinity 

「 悪 魔 は 悪人 が 理解 し た 神 で ある 。」 や 「 悪 魔 は 神 の 残骸 で 構成 され て いる 。」 と いっ 
た 悪魔 の 斬新 な 定義 を 要約 する と 説明 する と 象徴 的 に 言う と 「 悪 魔 は 神 性 を 奪 お う 
と 試み て 堕天 し た 天使 で ある 。」。 
This Delongs to the allegorical language Of Drophets amd makers of 

「 悪 魔 は 神 性 を 奪 お うと 試み て 堕天 し た 天使 で ある 。」 は 預言 者 の 例え で ある 。「 吉 
魔 は 神 性 を 奪 お うと 試み て 堕天 し た 天使 で ある 。」 は 伝説 の 創造 主 の 例え で ある 。 


Philosophically speakimg, the devil js a human idea of diVinity which 

has Deen surpassed and dispossessed of heaVen Dy the progress of 

Sclence and reason. 

哲学 的 に 言う と 「 悪 魔 は 自然 科学 と 理性 の 進歩 に 追い 越 さ れ 天 を 奪わ れ た 神 性 に 

対し て 人 が 抱く 概念 で ある 。」。 

Among Drlmitive Oriental peoples, Moloch, Adramelek, Baal, Were 

persorufications of the one God, 

モロ ク 、 ア ドラ メレ ク 、 バ アル は 原始 的 な オリ エン ト の 大 衆 が 唯一 神 を 人 化し た も の 

で ある 。 

dishonoured Dy DarDarous attr1iDutes. 

原始 的 な オリ エン ト の 大 衆 は モロ ク 、 ア ドラ メレ ク 、 バ アル を 残忍 な 儀式 で 崇め て 唯 

ー 神 の 名 誉 を 汚し た 。 

The god of the jansenists, creatimg hell for the majority of human 

beings, and delightimg in the eternal tortures of those he was unwrilhmg 

to saVe, 1S a COnCeption even more DarDarous than that of Moloch: 

多数 の 人 に 対し て 地獄 を 創造 し 、 救 わな い 多 数 の 人 が 永遠 に 苦し む の を 楽し む 、 神 

に 対し て ジャ ン セ ニス ト が 抱く 誤っ た 概念 は モロ ク よ り 残 忍 で ある 。 

hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

the god of the jansenists is already a VeritaDle Satan, fallen from 

heaver, in the sight of every wise and enhghtened Christan. 

全て の 賢い 光 に 早 ら され た キリ スト 教徒 が 見 る 様 に 、 神 に 対し て ジャ ン セ ニス ト が 抱 
く 誤 っ た 概念 は サタ ン で あり 、 天 か ら 地 に 堕ち た 。 

Im the multplication of the divine names the kabDbalists have connected 

them all, either with the umity of the tetragram, the figure of the triad!, 

or the sephirotic scale of the decad. 

カバ リス ト は 増殖 させ た 神 の 名 前 を テト ラ グラ マト ン の 統一 性 、3 つ 1 組 の 形 で あ 

る 三角 形 、10 つ 1 組 の セ フ ィ ロ ト の 段階 に 結び つけ た 。 

They arrange the scale of the divine names and numbDers in a triangle, 

カバ リス ト は 神 の 名 前 と 数 の 段階 を 三角 形 で 表し た 。 

which may De presented in Roman characters as folloWs:- 

下記 の 様 に 、 カ バリ スト は 神 の 名 前 と 数 の 三角 形 を ロー マ 字 で 表し た 。 


セム ハム フォ ラス 


| 

イ ヨ ッ ド 。 

]A 

ヤ ハ 。( ヤ ハウ ェ の 短縮 形 。) 


エロ ヒム 。( エ ロ ヒ ム は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 複数 形 で ある 。) 

SABAOT 

Sabaoth。(Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 する 。) 

ARARITA 

14 テル リル 人 

ELVEDAAT 

ELVEDAAT。 

ELIM GIBOR 

ELIM GIBOR。(ELIM は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 。) 

ELIM SABAOT 

ELIM Sabaoth。 

The sum of all these divine names formed from the one tetragram is a 
Dasis of the Hebrew Ritual, 

上 記 の 唯一 の テト ラ グラ マト ン か ら 形 成 さ れ た 神 の 名 前 は へ ブラ イ 人 の 儀式 の 基 
礎 で ある 。 

and constitutes the occult force which the kabDbalistic raDDins invoke 
under the ttle of Semhamphoras. 

上 記 の 唯一 の テト ラ グラ マト ン か ら 形 成 さ れ た 神 の 名 前 は カバ リス ト の ラビ が セム 
ハム フォ ラス と いう 名 前 で 呼び 出す 隠さ れ た 力 と 成る 。( ラ ビ は へ ブラ イ 語 で 師 を 意 
味 す る 。) 

We have now to concern ourselVves with the Tarot from the kapbalistic 
point of view, 

カバ ラ の 観点 か ら タ ロッ ト に つい て 話す 必要 が 有る 。 

and have already indicated the occult source of the name. 

Tarot と いう 名 前 の 隠さ れ た 源泉 に つい て は すでに 話し た 。 


This hieroglyphic Dook is composed of a kabDalistic alphabet, and ofa 
wheel or circle of four decades, distimguished Dy four symDolcal and 
typical figures, each having for its radius a scale offour DrogresSiVve 
figures, which represent Humamnity: 

象徴 的 な 書 タ ロッ ト は 、 カ バラ の アル ファ ベッ ト で ある ヘブライ 文字 、4 組 の 10 つ 1 
組 の 車輪 また は 輪 、4 つの 象徴 と 車輪 の 四 で ある 人 性 を 表す 進歩 的 な 4 つの 人 物 
札 の 組み 合わ せ で 構成 され て いる 。 

man, Woman, YOuth, child- 

タロ ッ ト の 人 物 札 は 男性 、 女 性 、 若 い 大 人 の 様 な 者 、 幼 子 の 様 な 者 で ある 。 
master, mistress, Knight, esdUu1re. 

タロ ッ ト の 人 物 札 は 主 、 女 性 の 主 、 和 騎士 、 和 騎士 見 習い で ある 。 

The twenty-two figures of the alphabet represent, in the first place, the 
thirteen dogmas, and secondly the nine Deliefs authorised Dy that 
Jewish religion which is so strong and so firmly estaDlished in the 
highest reason. 

タロ ッ ト の 1 ペー ジ 目 か ら 13 ペー ジ 目 は 13 の 考え を 表す 。 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 
か ら 22 ペー ジ 目 は 無 上 の 論理 で 強く 確固 と し て 確立 され た へ ブラ イ 人 の 神 の 教え 
が 認め る 9 つの 信仰 を 表す 。 

Here follows the religious and kabDalistic Key of The Tarot, formulated 
in techmical Verses after the mode of the ancient 1aWg1Vers:- 

下記 は 古代 の 立法 者 風 の 詩 で 書い た 、 タ ロッ ト の 宗教 的 な カバ ラ の 鍵 で ある 。 


タロ ッ ト の 立法 者 風 の 詩 

1 N AcConsclousS, aCt1Ve CauSe In all We see. 

1。 ア レフ 。 自 意識 。 全 て の 見 える も の の 中 の 自発 的 な 原因 。 
2 ュ And numDer proves the ]iving umity. 

2。 ベ ト 。 数 は 生き て いる 単 一 を 証明 する 。 

3 1 NO Dound hath He who doth the whole contain. 
3。 ギ メル 。 全 て の も の を 含ん で いる 神 に は 限界 が 無い 。 

4 TBut, all precedinmg, ils ife's vast domain. 

4。 ダ レト 。 神 は 全て の も の に 先行 し て 命 の 虚空 を 満た す 。 

5 Sole worthy worship, He, the only Lord!, 

5。 ヘ ー。 唯 一 の 主 で ある 神 だ け を 敬愛 する べき で ある 。 

6 1 Doth his true doctrine to clean hearts accord. 

6。 ヴ ァ ウ 。 本 物 の 神 の 教え は 清 い 心 の 一 致 で ある 。 

7 {t But simce faitm's works a simgle pontiff needl 

7。 ザ イン 。 複 数 の 信心 の わざ は 唯一 の 法王 を 必要 と する 。 
8 TOne ]aw have we, and at one altar pleadi 

8。 ケ ト 。 人 に は 唯一 の 法 が 存在 する 。 人 は 唯一 の 祭壇 に 願う 。 
9 Eternal God for aye their Dase upholds. 

9。 テ ト 。 永 遠 の 神 は 永遠 に 神々 の 基礎 を 変え な い 。 

10 ? Heaven and man's days alike his rule enfolds. 


10。 イ ョ ッ ド 。 神 だ け の 楽園 の 様 に 神 の 統治 は 天 の 時 と 人 の 時 を 包む 。 
11 っ In mercy rich, in retribution strong, 
11。 カ フ 。 思 いや り 深 い 。 報 い の 力 は 強い 。 
12 ? His people's King he will upraise ere long. 
12。 ラ メド 。 や が て 神 は 神 の 民 の 王者 を 復活 させ る で あろ う 。 
13 j The tomD giVves entrance to the promulsed land, Death only ends: 
Iife's vistas stlll expand. 
13。 メ ム 。 墓 は 約束 の 地 へ の 入口 を も た ら す 。 死 だ けが 終わ る 。 命 の 見 通し は 、 さ ら に 
広がる 
These doetfimes Sacred Dure, and stedfast shine: 
上 記 の 考え は 神聖 、 純 粋 、 不 動 の 輝き で ある 。 
And thus We close our numDer's scale diVvinme. 
下記 は 数 の 段階 の 神 性 で ある 。 
14 Good angels all thimgs temper and assuage, 
14。 ヌ ン 。 善 の 天使 は 全て の も の を 和 ら け 調節 する 。 
15 0 While ev 0 Durst with wrath and rage. 
15。 サ メ ク 。 悪 人 の 霊 は 怒り に 満ち あふ れ て いる 。 
16 ッ God doth the lightming rule, the flame subdue. 
16。 ア イン 。 神 は 雷 を 統治 し 火 を 圧倒 する 。 
175 His word controls Doth Vesper and her deW. 
17。 プ フェ 。 神 の 言葉 イエ ス は 肖 の 明星 と 育 の 明星 の 露 を 統治 する 。 
18 ゞ He makes the moon our watchman through the night. 
18。 ツ ァ ー デ 。 神 は 月 を 夜 の 人 の 監視 者 に する 。 
19p And by his sun renews the world in light. 
19。 ク ォ フ 。 神 の 太陽 に よっ て 光 の 中 で 神 は 世界 を 再生 する 。 
20 ] When dust to dust returns, his Dreath can call 
20。 レ シュ 。 塵 は 塵 に 戻る 時 に 、 人 が 死ぬ 時 に 、 神 の 息 は 呼び 起こ す 。( 創 世 記 3 章 
19 節 『 あ な た アダ ム は 塵 だ か ら 塵 に 戻る 。」。 創 世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か 
ら 創造 し た 。」。 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブラ イ 語 で アダ ム は 赤い 土 を 意 
味 す る 。」。 ア ダム は 人 の 代表 。) 
0 or 21 Life from the tomDb which is the fate of all. 
0 また は 21。 シ ュ ィ ン 。 全 て の 人 の 運命 で ある 墓 か ら の 命 。 
21 or 22 THis crown illuminates the mercy seat, And glorifies the 
cherubs at his feet. 
21 また は 22。 神 の 王冠 は 身代わり に よる 救い の 思い や り の 座 を 照ら し 、 神 の 足元 
で 智 天使 ケル ブ は 神 の 栄光 を た た える 。 
By the help of this purely dogmatic explanation We shall already 
understand the kabDbalistic alphabet of the Tarot. 
上 記 の 純粋 な 考え の 説明 に よっ て タロ ッ ト と いう カバ ラ の アル ファ ベッ ト を 理解 し た 
で あろ う 。 
Thus, Figure 1., entitled the Buffoon, represents the actiVe principle in 
the economy of divine and human autotelia. 


タロ ッ ト の 1 ペー ジ 目 に は 魔術 師 と 記さ れ て いる 。 タ ロッ ト の 1 ペー ジ 目 、 魔 術 師 は 
神 性 と 人 の 自己 目的 に お ける 自発 的 な 原理 を 表す 。 

Figure 1., Vulgarly called Pope ]oan, represents dogmatic umity Dased 
upon numDers, and is the personification of the KabDalah or the GnOosiSs. 
タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 の 俗称 は 女 教 旦 ( ヨ ハン ナ ) で ある 。 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 は 数 
を 基礎 と する 考え の 単 一 性 を 表す 。 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 は カバ ラ ま た は グノー シス 
の 人 化 で ある 。 

Figure III. represents divine Spirituahty under the emblem of a wmged 
woman, holdimg in one hand the apocalyptc eagle, and in the other the 
world suspended from the end of her sceptre. 

タロ ッ ト の 3 ペー ジ 目 に は 神 の 霊 性 を 表す 有 翼 の 女性 が 描か れ て いる 。 妥 の 女 
性 は 一 方 の 手 に ヨハ ネ の 束 示 録 12 草 14 節 の ワン を 持っ て いる 。 有 田 の 女性 は 他 
方 の 手 に 世界 、 地 球 を つる し た 王 多 を 持っ て いる 。 

The other emDblems are equally clear and can De explalned as eas1ly as 
the first. 

上 記 の 様 に タロ ッ ト の 4 ペー ジ 目 以降 は 分 か り 易 く 説明 で きる 。 

Turmimg now to the four suits, namely CluDs, Cups, Swords, and Circles 
or Pantacles, commonly called Demiers- 

タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 は 棒 、 杯 、 剣 、 輸 また は pantacle また は コ 
イン と 呼ば れ て いる 。 大衆 は コイ ン を フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ と 呼ん で いる 。 

all these are hieroglyphics of the tetragramm. 

棒 、 杯 、 剣 、 輪 また は pantacle また は コイ ン は テト ラ グラ マト ン の 象形 文字 で ある 。 
Thus, the CluD is the Egyptlan Phallus or Hebrew jo 

棒 は エジプト 人 の 男性 器 ま た は へ ブラ イ 人 の イ ョ ッ ド で ある 。 

the Cup is the cteis or Drirmutive he: 

杯 は 女性 器 また は 原初 の ヘー で ある 。 

the Sword is the corjunction of Doth, or the Hmngam, represented in 
HeDreW precedimg the captiVity DV Vau: 

剣 は 2 つの も の の 結合 また は 男性 器 と 女性 器 ま た は バビ ロン 捕 囚 より 前 の ヘ へ ブラ 
イ 文 字 の ヴァ ウ で ある 。 

while the Circle or Pantacle, image of the world, is the he final of the 
divinme name. 

輸 ま た は pantacle また は コイ ン は 世界 、 地 球 の 像 で あり 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 最後 
の ヘー で ある 。 

Now let us take a Tarot and comDbine all its emDblems one Dy one into the 
Wheel or ROTA of William Postel: let us group the four aces, the four 
tWOSs, and so on, together: 

タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 を 車輪 また は ギヨーム ポス テル の ROTA 
の 形 に 4 つの 1、4 つの 2 な ど に まとめ よう 。 

we shall then have ten packs of cards giVimg the hieroglyphc 
interpretation of the triangle of divine names on the scale ofthe denary 
aS DTeVvlously taDulated. 


4 つの 1、4 つの 2 な ど に まとめ た タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 は 前 述 
の 10 つ 1 組 の 段階 の 神 の 名 前 の 三角 形 の 象徴 的 な 解釈 を も た ら す 。 
By referrimg each number to its corresDondhing Sephira, 
4 つの 1、4 つの 2 な ど に まとめ た タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 は 10 つ 
1 組 の セ フ ィ ラ に 対応 し て いる 。 
we may then read them off as folloWs:- 
車 輸 ま た は ギヨーム ポス テル の ROTA の 形 に 4 つの 1、4 つの 2 な ど に まとめ た タ 
ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 は 下記 の 様 に 解釈 で きる 。 
ロ n? Four sigTs Dresent the name of every name. 
ヤ ハ ウェ 。 ヤ ハウ ェ の 4 つの 象徴 は 全て の 名 前 の 中 の 名 前 、 神 の 名 前 を 表す 。 
1 KETHER. The four Aces. Four Drilliant Deams adorn his crowm of 
flame. 
1。 王 冠 。4 つの 1。4 つの 輝く 光線 は 神 の 王冠 の 火 に 美 を 添え 
2 CHOCHMAH. The four Twos. Four riVers eVer from 較 wisdom flowr 
2。 知 慮 。4 つの 2。 神 の 知 か ら 常 に 4 つの 川 が 湧き 出る 。 
3 BINAH. The four Threes. Four proofs of his intelligence we knowW. 
3。 自 発 的 な 知力 。4 つの 3。 人 は 神 の 知 の 4 つの 証 を 知る 。 
6 CHESED. The four Fours. Four Denefactions from his mercy Come. 

Oo 4。 思 いや り 。 4 09 4。 神 の 思い や り か ら 4 つの 善行 が 表れ る 。 
5 GEBURAH. The four Fives. Four tmes four sims aVenged hs justice 
SUT. 
5。 茂 し さ 。4 つの 5。 神 の 厳し さ の 大 意 は 4 回 4 つの 罪 に 報復 する 。 
6 TIPHERETH. The four Sixes. Four rays unclouded make his Deauty 
Known. 
6。 美 。4 つの 6。 雲 の 無い 4 つの 光線 は 神 の 美 を 知ら せる 。 
7 NETSAH. The four Sevens. Four tmmes his conduest shall in song De 
shewm. 
7。 勝 利 。4 つの 7。 神 の 獲得 は 4 回 、 歌 で 表 さ れる で あろ う 。 
8 HOD. The four Eights. Four times he triumphs on the tmeless plane. 

8。 永 遠 性 。4 つの 8。 神 は 永遠 の 段階 で 4 回 勝利 する 。 

8 JESOD. The four Nines. Foundations four his great white throne 
maintain. 
9。 基 礎 。4 つの 9。4 つの 神 の 大 いな る 白い 王座 が 基礎 を 支え る 。 
10 MALCHUTH. The four Tens. One fourfold kimngdom owns his endless 
sway, As from his crownr there streamms a fourfold ray. 
10。 王 国 。4 つの 10。 唯 一 の 四 重 の 王国 に は 神 の 永遠 の 統治 が 有る 。 神 の 王冠 か ら 
四 重 の 光線 が 流れ 出る 様 に 。 
By this simple arrangemert the kabbalistic meaning of each card is 
exhibited. 
上 記 の 様 に タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 の カバ ラ 的 な 意味 は 表 さ れる 。 
For examDle, 
例え ば 、 


the fiVe of cluDs rigorously slgrifies GeDburah of jod, that is, the justice of 
the creator or the wrath of man: 
棒 の 5 は イ ョ ッ ド の 厳し さ 、 創 造 主 で ある 神 の 正義 、 男 性 の 怒り を 表す 。 
the seven of cups sigmifies the Victory ofmercy or the triumph of 
Wommam: 
杯 の 7 は 思い や り の 勝利 、 女 性 の 勝利 を 表す 。 
the eight of swords sigrifies corflict or eternal eduilibriurm: 
剣 の 8 は 葛藤 、 永 遠 の つ り 合 い を 表す 。 
and so of the others. 
な ど 。 
We can thus understand how the ancient pontiffs proceeded to make 
the oracle speak. 

上 記 か ら 、 ど の よう に 古代 の 法王 が 神託 を 得 て い た か 理解 で きる 。 
The chance deahmg of the 1amens invariaDly produced a fresh 
kabDalistic meanng, exactly true in its comDinattons, which alone were 
fortuitOUsS: 
運 任せ で タロ ッ ト を 引い た り 組 み 合わ せ た り する 事 は 思い が け な い だ け で 常に 新 し 
い カ バラ 的 な 意味 、 真 理 を も た ら す 。 
and seemg that the faith of the ancients attriDuted nothing to chance, 
古代 人 は 偶然 な 事 は 無い と 信じ て いた 。 
they read the answers of Providence in the oracles of the Tarot, 
古代 人 は タロ ッ ト の 神託 の 中 に 神 の 意思 の 答え を 読み 取っ て いた 。 
which were called Theraph or Theraphim Dy the HeDrews, as the 
erudite kabDalist Gaffarel, one of the magicians employed Dy Cardinal 
Richelieu, was the first to Derce1Ve. 
古代 人 は 、 リ シュ リュ ー 枢 機 錯 の 魔術 師 の 1 人 で あっ た カバ リス ト の ガ フ ァ レ ル が 初 
め て 気づい た 、 へ ヘブライ 人 が テラ フィ ム と 呼ん で いる 物 の 神託 の 中 に 神 の 意思 の 答 
え を 読み 取っ て いた 。 
As to the figures, a fimal couplet wl suffice to explain them:- 
下記 の 究極 的 な 詩 が タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 人 物 札 に つい て 十分 な 説明 を する で 
あろ う 。 
KING, QUEEN, KNIGHT, ESOUIRE. The married pair the youth, the child!, 
the race: Thy path 9 these to Unity retrace. 
王 、 女 王 、 崎 士 、 騎 士 見 習い 。 結 婚 し た 男女 、 若 い 大 人 の 様 な 者 、 幼 子 の 様 な 者 。 人 。 
単 一 性 へ 戻る 経路 。 
At the end of the Ritual we shall provide further details, together with 
full documents, concerming the marvellous Tarot Dook, 
「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 不思議 な 書 タ ロット に つい て さら に 詳し く 完 全 に 説明 
する つも り で ある 。 
which is of all Dooks the most primitiVve, 
タロ ッ ト は 全て の 書 の 中 の 最初 の 書 で ある 。 
the key of prophecies and dogmas, 
タロ ッ ト は 予言 と 考え の 鍵 で ある 。 


In a WOrOL 

一 言 で 言え ば 、 

the inspiraton of inspired WOTKS, 

タロ ッ ト は 霊感 を 受け て 書か れ た 全て の 書 の 中 の 霊感 で ある 。 

a fact which has remained unperceived edually Dy the science of Court 
de Gebelin and by the extraordimary intuitons of Eteilla or Alliette. 

上 記 は 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン の 知 に よっ て は 、 エ ッ テ ィ ラ ま た は アリ エッ ト の 和 父 く べき 
直感 に に っ て は 、 人 目 に つか な いま まで あっ た 事実 で ある 。 

The ten Sephiroth and the twenty-two Tarots form what the kabDalists 
term the thirty-two paths of aDsolute science. 

10 の セ フ ィ ロ ト と 22 の タロ ッ ト の 大 アル カナ は カバ リス ト が 絶対 の 知 へ の 32 の 経 
路 と 呼ん で いる も の を 形成 する 。 

With regard to particular sciences, they distmguish them into fifty 
chapters, which they call the fifty gates- 

カバ リス ト は 知 を 50 に 分 け て 50 の 門 と 呼ん で いる 。 

among Orientals the word gate sigrufies gOvernment or authority, 

オリ エン ト で は 門 と いう 言葉 は 統治 組織 また は 権力 組織 を 表す 。 

The raDbDins also divided the KabDbalah into Bereschit, or um1Versal 
Genes1s, and Mercavah, or the chariot of Ezekiel: 

ラビ は カバ ラ を ベレ シー ト ま た は 普遍 の 創世 記 と メル カバ ー ま た は エ ゼ キ エ ル の 戦 
車 に 分 けた 。 

then by means of a dual interpretation of the kabDalistic alphabets, they 
formed two sclences, called Gematria and Temurah, 

カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある へ プライ 文字 の 二 重 の 解釈 に よっ て 、 カ バリ スト は カ 
バリ スト が ゲ マ ト リア と テム ラー と 呼ん で いる 2 つの 知 を 形成 し た 。 

and so composed the notary art, 

ゲ マ ト リア と テム ラー は 「 知 られ て いる わざ 」 を 構成 する 。 

which is fundamentally the complete science of the Tarot signs and 
their complex and Varied applicatton to the divimation of all secrets, 
whether of philosophy, nature, or the future itself. 

「 知 られ て いる わざ 」 は 本 来 、 哲 学 、 自 然 、 未 来 と いっ た 全て の 秘密 へ の 占い へ の タ 
ロッ ト の 象徴 の 組み 合わ せ と 様 々 な 応用 の 完全 な 知 で ある 。 

We shall recur in our twentieth chapter to this WorK, 

上 記 を 20 草 で 説明 する つも り で ある 。 
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THE MAGIC CHAIN 

魔術 の 鎖 

MANUS 

手 

FORCE 

力 

THE great magical agent, Dy us termed the astral light, Dy others the 
soul of the earth, and designated Dy old chemists under the names of 
Azoth and Magnes1a, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 、 地 の 魂 を 古代 の 錬金術 師 は Azoth、 マ グ ネ シア と 
呼ん で いる 。 

this occult, urndue, and induDitable force, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 隠さ れ た 比類 な き 疑う 余地 の な い 力 で ある 。 

is the key of all empire, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 全て の 統治 の 鍵 で ある 。 

the secret of all Dower: 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 全て の 力 の 秘密 で ある 。 

it is the wimged dragon of Medea, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は メデ ィ ア の 有 糞 の 竜 で ある 。 

the serpent of the Edemic mysteryi 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は エデン の 神秘 の 創世 記 3 章 の 蛇 で ある 。 

it is the umiversal glass Of Vis1ons, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 映像 の 普遍 の ガラ ス で ある 。 

the Dond of sympathies, 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 共感 の 結び つけ る も の で ある 。 

the source of loVe, Drophecy, and glory. 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 愛 、 予 言 、 栄 光 の 源泉 で ある 。 

To kmow how to avail one's self of this agent is to De the trustee of God's 
0WT DOWGeT: 

大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する 方 法 を 知る 事 は 神 の 力 の 受託 者 に 成る 事 で ある 。 
all real, effective mag1c, all occult force is there, 

全て の 本 物 の 効力 が 有る 魔術 、 全 て の 隠さ れ た 力 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 
する 方 法 を 知り 神 の 力 の 受託 者 に 成る 事 に 有る 。 

and its demonstration is the sole end of all genuine Dooks of science. 
大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する 方 法 を 知れ ば 神 の 力 の 受託 者 に 成 れ る 事 を 実 
証する 事 が 知 の 全て の 本 物 の 書物 の 唯一 の 目的 で ある 。 


To posSeSS one's self of the great maglcal agent there are twO ODeratiOns 
necessary- tO Concentrate and project, or in other words, to fiX and to 
ImOVe. 

大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する に は 集め 放射 する と いう 2 つの 作用 が 必要 で あ 
る 。 言 い 換え る と 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する に は 固定 し 動か す と いう 2 つ 
の 作用 が 必要 で ある 。 

Fixity has Deen provided as the Dasis and guarantee ofmovement Dy 
the Author of all things: 

万 物 の 創造 主 で ある 神 は 基礎 と 運動 の 保証 と し て 固定 を も た らし た 。 

the magus must go to Work in 1ke manner 

神 の 様 に 魔術 師 は 固定 する 必要 が 有る 。 

It is sald that enthuslasm 1S contagious- amd WhYV? 

熱狂 は うつ り 易い 。 な ぜ 熱 狂 は うつ り 易い の か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

it canmot De produced in the aDsence of collective faith. 

集団 的 な 信心 が 熱狂 を も た ら す 。 

Faith produces faith: 

信心 は 信心 を も た ら す 。 

to believe is to haVve a reason for willmg: 

信じ る 事 は 意思 する 理由 を 持つ 事 で ある 。 

to wl with reason is to wl with poWwer- 

理由 を 持っ て 意思 する 事 は 力 を 持っ て 意思 する 事 で ある 。 

not, 1 say, with an infirute, Dut with an indefirite Dower 

理由 を 持っ て 意思 する 事 は 今 は 無限 で は な い が 無 制限 の 力 を 持っ て 意思 する 事 で 
ある 。 

What operates In the intellectual and moral world oDtains stll more in 
the physical 

知 と 倫理 道徳 の 世界 で 作用 する も の は 自然 科学 の 世界 で 定着 する 。 

and when Archimedes was in want of a lever to move the world, what 
he sought Was smply the great maglcal arcamUrm. 

アル キメ デス が 世界 を 動か す 、 て こ を 必要 と し た 時 に 、 ア ルキ メデ ス は 大 いな る 魔術 
の 秘密 を 単に 求め た 。 

One arm of the androgyne figure of Henry Khunrath Dore the word 
COAGULA and the other SOLVE. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 両性 具有 者 の 絵 の 一 方 の 手 に は 凝固 と 他方 の 手 に は 溶 
解 と 書か れ て いる 。 

To collect amd diffuse are nature's tWO WOrdS- 

集め る 事 と 拡散 する 事 は 自然 の 2 つの 言葉 で ある 。 

Dut 

し が 。 

after what manner can We accomplish these operations wrth the astral 
jight or soul of the world? 


どの よう な 方 法 で 星 の 光 、 世 界 の 魂 を 集め た り 拡 散 す る 事 が で きる の か ? 
Concentration is Dy 1solation 

独立 に よっ て 星 の 光 を 集め る 。 

and distriDution by the magical chain. 

魔術 の 鎖 に よっ て 星 の 光 を 拡散 する 。 

Isolation consists in aDsolute independence for thought, complete 
jiperty for the heart, and perfect continence for the senses. 

独立 と は 、 思 考 に と っ て 絶対 の 独立 、 心 情 に と っ て 完全 な 自由 、 感 覚 に と っ て 完全 な 
節制 で ある 。 

EVery man who is Dossessed Dy Drejudlces and fears, eVery Dass1onate 
person Wh0 1s slaVe of his passions, 1s incapaDle of concentratimg Or 
COagulatimg, aCCording to the expressior of Khunrath, the astral light or 
soul ofthe earth. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト に よれ ば 、 全 て の 先入観 と 恐怖 に と りつ か れ た 人 、 全 て の 肉 
欲 の 奴隷 で ある 人 は 星 の 光 、 地 の 魂 を 集め た り 凝 固 さ せ た り で き な い 。 

All true adepts have Deen independent even amidst torture, 

全て の 本 物 の 達 道 者 は 苦し み の 中 で すら 独立 し た 。 

soDber and chaste tl death. 

全て の 本 物 の 達 道 者 は 死ぬ まで 酔わ な か っ た 。 全 て の 本 物 の 達 道 者 は 死ぬ まで 貞 
小 で あっ た 。 

The explanation of such amomaly 1S th1S- 

上 記 の 超常 性 の 説明 は 下記 で ある 。 

in order to dispose Of a force, yOU must not De surprised Dy this force in 
a way that it may disDose Of YOU. 

力 を 左右 する た め に は 、 力 に 左右 され な い 必 要 が 有る 。 力 を 左右 する た め に は 、 力 
に 不意 打ち され な い 必 要 が 有る 。 

But then, cry out those who seek only in magic for a method of 
inordinately satisfying the lusts of nature, what good is a Dower which 
must not De used for our own satisfacton? 

魔術 に 超常 的 に 肉欲 を 満た す 手 段 を 探求 する 者 は 、 肉 欲 を 満た す の に 用 いて は い 
け な い 力 の 何 が 良い で あろ うか ? と 叫ぶ 。 

Unhappy creatures WhOo ask, 

肉欲 を 満た す の に 用 いて は いけ な い 力 の 何 が 良い で あろ うか ? と た ず ね る 人 は 、 み 
じ め な 人 で ある 。 

1 told you, how could you grasD 1t? 

下記 の 様 に 話し た ら 、 理 解 で きる で あろ うか ? 

Are Dearls nothing Decause they are worthless to the horde of EDicurus? 
エピ クロ ス の 大 衆 の 役に立た な いか ら と いっ て 真珠 は 無 価値 で あろ うか ? い いえ ! 
Did not Curtus prefer the government of those who had gold than its 
possesslon Dy himself? 

Curtius は 金 を 持つ より も 金 を 持つ 人 を 支配 する 事 を 選ん だ の で は な いか ? は い ! 
Must we not De something removed from the common man when We 
almost pretend to De God? 


人 が 神 に 成る に は 普通 の 人 を 超越 し た 何 も の か に 成る 必要 が 有る の で は な いか ? 
は い ! 

IMoreoVver 

さら に 、 

1 grieVe to deject or discourage YOU, Dut 1 am not devising the 
transcendental sclences: 

失望 させ る の は 悲し い が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 超越 的 な 学問 で ある 魔術 を 創造 し た 
わけ で は な い 。 

I teach themn, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 魔術 を 教え る だ け で ある 。 

definmg their immutaDle necessities in the presentation of ther 
Drumary and most inexoraDle conditions. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 魔術 の 基本 的 な 最も 不動 な 条件 を 教え る に あたっ て 魔術 に 不変 
に 不可 欠 な も の を 明確 に する だ け で ある 。 

Pythagoras Was a free, soODer and chaste mar: 

ビ ピタ ゴラス は 自由 な 酒 を 飲ま な い 貞 激 な 男性 で あっ た 。 

Apollomius of TVana and julius Caesar were Doth of repellent austerity: 
ティ アナ の アポ ロニ ウス と カエ サル は ( 他 の 人 を ) よ せつ け な い ほど の 禁欲 生活 を し 
GA で G あ うた だ 。 

the sex of Paracelsus was suSDected, so foreign was he to the weakmness 
Of loVe: 

パラ ケル スス は 性 別 を 甘 わ れる くら い 性 欲 の 弱 さ と 無関係 で あっ た 。 

Raymond Lully carried the severity of life to the most exalted Dont of 
aSCetiCclsrm: 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 厳し い 生活 を 禁欲 生活 に まで 高め た 。 

Jerome Cardan exaggerated the practce of fastimg tll he nearly 
perished of starVation, if We may accept traditor: 

カル ダー ノ は 、 口 伝 を 信じ る な ら ば 、 優 死 寸前 に まで 断食 の 実践 を 過大 視 し た 。 
Agrippa, DOOr and Duffeted from town to town, 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 都市 か ら 都 市 へ 迫害 され た 。 

almost died ofmisery rather than yield to the caprice of a primcess who 
insulted the hberty of science. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 学問 の 自由 を 侵害 する 王女 の 気まぐれ に 従う より も 、 み じ 
め な 死 を 選ん だ 。 

Whnat then made the felicity of these men? 

魔術 師 が 喜び と し た も の は 何 か ? 

The knowledge of great secrets and the consclousness Of DOWer. 

大 いな る 秘密 の 知 と 力 の 自覚 。 

It was sufficient for those great sOUlS. 

大 いな る 魂 を 持つ 者 達 に は 大 いな る 秘密 の 知 と 力 の 自覚 だ け で 十分 で あっ た 。 
Must one be Hke unto them in order to kmow what they kmneW? 
Assuredly not, and the existemce Of this Dook is Derhaps a case in Doint: 


過去 の 魔術 師 達 が 知っ て いた も の を 知る た め に は 、 過 去 の 魔術 師 達 の 様 な も の に 
成る 必要 が 有る か ? い いえ ! 本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 が 存在 する 。 

Dut 

し か し 、 

in order to do what they did it 1S aDsolutely necessary to take the means 
which they took. 

過去 の 魔術 師 達 が 行っ た も の を 行う に は 、 過 去 の 魔術 師 達 が と っ た 手段 を と る 事 が 
絶対 に 必要 で ある 。 

But 

し か し 、 

what did they actuallYy accomplHsh? 

実際 に 魔術 師 は 何 を 行っ た の か ? 

They astonshed and suDbdued the worldi: 

魔術 師 は 世界 を 動か し 圧倒 し た 。 

they relgned more truly than kings. 

魔術 師 は 俗 世 の 王者 より も 本 当 に 統治 し た 。 

Magic is an instrument of divime goodmess or demorlac Dride, 

魔術 は 神 の 善 の 道具 また は 悪人 の 霊 の 信 慢 の 道具 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

it is the anmihilation of earthly joys and the pleasures of mortal life. 
魔術 は 死す べき 人 の 地上 的 な 快楽 を あき ら め る 事 で ある 。 

Why study 1t? askK the luxurious. 

色 欲 に 牌 っ て いる 人 は 、 な ぜ 魔 術 を 学ぶ の か ? と た ず ね る で あろ う 。 

Merely to kmow it 

た だ 真理 を 知る た め に 魔術 を 学ぶ 。 

and possiDly after to learn mmistrust of stupid unDbelief or Duerile 
credulty. 

患 か な 不信 心 ま た は 愚か な 軽 信 の 危う さ を 知り 魔術 を 学ぶ 。 

Men of pleasure, and half of these I coumnt for so many womert is not 
gratified curiosity highly pleasuraDle? 

多数 の 女性 を 快楽 の 人 の 半数 に 数 える が 、 快 楽 の 人 よ 、 好 奇 心 を 満た す 事 は 高尚 
な 楽し み で は な いか ? は い 。 好 奇 心 を 満た す 事 は 高尚 な 楽し み で す ! 

Read therefore without fear 

れ な いで 読み な さい 。 

you wl not De magicians agalnst YOur wll. 

意 に 反し て 魔術 師 に 成る 事 は 無い 。 

Readiness for aDsolute renunclation 1S, moreover necessary OTIy in 
order to estaDlish umiversal currents amd transformm the face of the 
World: 

絶対 の 克己 の た め の 覚 悟 だ けが 普遍 の 流れ を 確立 し 地上 を 一 変 さ せる た め に 必 
要 で ある 。 


there are relatiVe maglcal Operations, Iirmited to a certain circle, which 
do not need such heroic ViTtueS. 

上 記 の 英雄 的 な 徳 を 必要 と し な い 、 あ る 一 定 の 範囲 に 限定 され た 、 相 対 的 な 魔術 
の 作用 が 存在 する 。 

We can act uDon Dass1ons Dy Dass1ons, deterrmime sympathies or 
antipathies, hurt eVen and heal, without possessing the omripotence of 
the magus: 

魔術 師 の 全能 性 無し で 、 人 は 肉欲 に よっ て 肉欲 に 作用 で きる 。 人 は 共感 また は 反感 
を 決定 で きる 。 人 は 傷つけ る 事 が で きる 。 人 は 治す 事 す ら で き る 。 

in this case, howeVver We must realise the risk of a reaction in 
proportion to the action, to which we may easily fall a victm. 

し か し 、 上 記 の 場合 は 、 作 用 に 比例 し た 反作用 の 危険 を 理解 する 必要 が 有る 。 簡 単 
に 自身 も 犠牲 に 成る か も し れ な い 人 危険 を 理解 する 必要 が 有る 。 

All this wl be explaimed in our Ritual. 

上 記 を 全て 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 説明 する つも り で ある 。 

To make the magic chain is to estaDblish a magnetic current which 
becomes stronger in Droportion to the extent of the chain. 

魔術 の 鎖 を 創造 する 事 は 、 つ な が り の 大 き さ に 比例 し て 強く 成っ て いく 磁気 の 流 

を 確立 する 事 で ある 。 

We shall see in the Ritual how these currents can De Droduced, and 
what are the various modes of forrmmimg the chain. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 、 ど の よう に 磁気 の 流れ を も た ら す 事 が で きる か ? ど の よう な 
魔術 の 鎖 が 存在 する か ? 説 明 す る つも り で ある 。 

Mesmer's trough Was an exceedingly imperfect magic chaim: 

メス メル の 水 お け は 非常 に 不 完全 な 魔術 の 鎖 で ある 。 

seVeral great circles of iluminati in different northern courtries 
POSSsess more Dotent chains. 

北国 の 、 光 に 照ら され た 者 の いく つか の 大 いな る 団体 は より 力 が 有る 魔術 の 鎖 を 保 
有 し て いる 。 

Ever that association of CathoHc priests, celebrated for their occult 
power and their unpopularIty, 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 隠さ れ た 力 と 不 人気 で 知ら れ て いる 。 

1s estaDlished upon the plan 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 計画 的 に 確立 され て いる 。 

and follows the conditions of the mmost potent magical chains, 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 無 上 の 力 が 有る 魔術 の 鎖 の 条件 に 従っ て いる 。 
and herein is the secret of their force, 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 の 力 の 秘密 は 魔術 の 鎖 で ある 。 

which they attriDute solely to the grace or will of God, 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 魔術 の 鎖 に よる 力 を ひと え に 神 の 恵み また は 神 の 意 
思 の お か げ で ある と 考え て いる 。 

a Vulgar and cheap solution for every mystery of Dower in influence or 
attraction. 


魔術 の 鎖 に よる 力 を 神 の 恵み また は 神 の 意思 の お か げ で ある と 考え る 事 は 作用 ま 
た は 引き 寄せ に お ける 力 の 全て の 神秘 に と っ て 大 衆 的 な 低俗 な 解決 方 法 で ある 。 
In the Ritual it wl De our task to estimate the seduence Of truly mag1cal 
ceremonies and evocations which make up the great work of vocation 
under the name of the Exercises Of St Ignatius. 

本 物 の 魔術 の 儀式 の 結果 と 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ の 霊 操 と 呼ば れ て いる 神 か ら の 
使命 で ある 大 いな る 務め を 構成 する 降 霊 術 の 結果 を 類推 する 事 が 「 高 等 魔術 の 祭 
儀 」 で の 務め に 成る で あろ う 。 

All enthusiasm Dropagated in a society Dy a series of comrmurucations 
and Dracttces in Common Droduces a magnetc Current, 

社会 で 一 連 の 交流 と 実践 が 共通 に 伝え る 全て の 熱狂 は 磁気 の 流れ を も た ら す 。 
and contimues Or increases Dy the Current. 

社会 で 一 連 の 交流 と 実践 が 共通 に 伝え る 全て の 熱狂 は 磁気 の 流れ を 磁気 の 流れ 
に よっ て 持続 する か 強め る 。 

The action of the current is to carry away and often to exalt Deyond 
measure Dersonts Who are ImDpress1onaDle and weak, nerVvOuS 
organlsatlons, temperaments inchned to hysteria or hallucimation. 

磯 気 の 流れ の 作用 は 感じ 易い 弱い 人 、 神 経 組織 を 夢中 に させ 頻繁 に 非常 に 高揚 さ 
せ 気 性 を 病 的 興 奮 か 幻覚 に 傾け る 。 

SuCch DeOoDle soon Decome Dowerful vehicles of magical force 

感じ 易い 弱い 人 は 魔術 の 力 の 強い 仲介 者 と すぐ に 成る 。 

and efficiently project the astral light in the direction of the current 
itself: 

感じ 易い 弱い 人 は 効率 的 に 星 の 光 を 磁気 の 流れ の 方 向 に 放射 する 。 

OpDDosition at such a tmme to the mamifestations of the force iS, to some 
extent, a struggle with fataHty, 

ある 程度 、 魔 術 の 力 の 表れ 、 磁 気 の 流 れ へ の 対立 は 運命 と の 戦い で ある 。 

When the youthful Pharisee Saul, or Schol, threw himself, with all the 
fanaticism and all the determination of a sectarian, 

使徒 パウ ロ は 回 心 す る 前 は ファ リサ イ 派 の 宗派 心 の 全て の 狂信 と 全て の 決心 に 身 
を 投じ て いた 。 

acrOSss the aggress1Ve Hime of Christiamity, 

使徒 パウ ロ は 回 心 す る 時 に キリ スト 教 の 活動 範囲 内 に 入っ た 。 

he unconsclous1y placed himself at the mercy of a power against which 
he thought to DreVal, 

使徒 パウ ロ は 回 心 する 時 に 打倒 する つも り で あっ た 力 の 思い や り と 知ら な いで 対立 
じ 。 

and hence he was struck down by a formidable magnetic flash, 
douDtless the more instantaneous Dy reason of the combined effect of 
cereDral congestion and sunstroke. 

使徒 パウ ロ は 回 心 す る 時 に 、 疑 い 無く 一 時 的 な 脳 充血 と 日 射 病 が 効果 的 に 合併 し 
た お か げ で 、 明 散 する べき 磁気 の 雷 に 打ち 倒さ れ た 。 


The conversion of the young Israelte, Alphonsus of RatisDonne, is a 
contemporary fact which is aDsolutely of the same nature. 

若い ヘブライ 人 アル フォ ンス ラテ ィ ス ボン ヌ の 回 心 は 使徒 パウ ロ の 回 心 と 絶対 に 同 
じ 性 質 の 19 世紀 の 事実 で ある 。 

We are acguainted with a sect of emthusiasts whomm it is common to 
deride at a distance, and to joim, despite one's self, as soon as they are 
apDDroachedl, eVen with a hostlle intention. 

大 衆 が 、 遠 くに いる と 笑い も の に する が 、 近 づく と すぐ に 敵意 を 持っ て いた 者 で すら 
自分 で は 気づか ず に 仲間 に 成っ て し まう 、 熱 狂 的 な 信者 の 宗派 が 知ら れ て いる 。 

1 will go further and affirm that magical circles and magnetic currents 
estaDlish themselves, 

魔術 の 輪 と 磁気 の 流れ は 、 自 然 と 確立 され る 。 

and have an influence, according to fatal laws, upon those on whom 
they can act. 

運命 の 法 に よっ て 、 魔 術 の 輪 と 磁 気 の 流れ は 、 作 用 可能 な 人 へ の 感化 力 を 持つ 。 
Each one of us is drawn within a circle of relations which consttutes his 
World!, 

人 は 自身 の 世界 を 構成 する 関係 する 輪 の 中 に 引き 寄せ られ る 。 

and to the influence of which he is made suDject. 

人 は 従う も の の 影響 下 に 引き 寄せ られ る 。 

The 1awgiver of the French ReVvolution, 

ルソー は フラ ンス 革命 の 立法 者 で ある 。 

that man whom the most spiritual naton in the whole world 
acknowledged as the incarnation of humar reaso, 

全 世 界 の うち 最も 精神 的 な 国家 で ある フラ ンス は ルソー を 人 の 理性 が 人 に 成っ た 
人 と し て 認め た 。 

jean Jacques Rousseau, Was drawn into the most 1amentable acton of 
his Hife, the desertion of his children, by the magnetic influence ofa 
hpertme circle and amagical Current of table-d'hOte. 

放 湯 な サー クル の 磁気 的 な 作用 と 魔術 の 流れ に 引き 寄せ られ て 、 ル ソー は 自身 の 
子 を 捨て る と いう 人 生 で 最も 悲し むべ き 行動 に 至っ た 。 

He descriDes it smply and ingenuously in his Confessions, Dut it is a fact 
which has remained unoDserved. 

「 告 白 」 で ルソー は サー クル の 影響 で 自身 の 子 を 捨て た と 簡潔 に 率直 に 記し て いる 
が 、 気 づか れ な いま まで ある 事実 で ある 。 

Great circles Very often make great mer, and ViCe-VerS8. 
非常 に 多く の 場合 、 大 いな る 輪 は 大 いな る 善人 を 創造 する 。 大 いな る 輪 は 大 悪人 を 
創造 する 。 

There are n0 UmTecOgTrusedl gem1uSeS, 

世に 認め られ な い 才 能 は 無い 。 世 に 表れ な い 才 能 は 無い 。 世 に 出 な い 才 能 は 無い 。 
there are eccentric men, 

奇人 は 存在 する 。 中 心から 外れ た 人 は 存在 する 。 

and the term Would seem to have Deen invented Dy an adeDt. 


達 道 者 が 「 中 心から 外れ た 」 を 意味 する eccentric と いう 言葉 を 創造 し た と 思わ れ 
る 。 

The man who is eccentric in his genius is one who attempts to form a 
circle Dy comDating the central attractVe force of established chains 
and currentSs. 

才能 が 中 心から 外れ た 者 は 、 古 い 鎖 また は 流れ の 中 心 に 引き 寄せ る 力 と 戦う 事 に 
よっ て 、 新 し い 輪 を 形成 し よう と 試み る 者 で ある 。 

It is his destmy to De Droken or to succeed. 

才能 が 中 心から 外れ た 奇人 の 運命 は 挫折 か 成功 で ある 。 

Now, what is the twofold condition of success in such a case? 

新しい 輪 を 形成 する 事 に 成功 する た め の 2 つ 1 組 の 条件 と は 何 か ? 

A central pont of staDihty and a Dersevering Circular action of 
InltiatiVe. 

安定 し た 中 心 点 と 忍耐 強い くり 返し 輪 を 形成 する 先導 する 行動 が 新しい 輪 を 形成 
する 。 

The man of gemius is one who has discoveredl a real 1aW, 

天才 と は 実在 する 法 を 見 つけ た 者 で ある 。 

and is thereDy Dossessedl of an inVvinciDle, actve, amd grindimg DOWer: 
天才 は 不屈 の 自発 的 な 力 を 持っ て いる 。 

He may die in the midst of his worKk, 

天才 は 作業 の 途中 で 死ぬ か も し れ な い 。 

but that which he has willed comes to pass, In spite of his death, 

し か し 、 天 才 の 死に も か か わら ず 、 天 才 が 意思 し た も の は 実現 する 。 

and 1S 0 often ensured thereby 

実に 多く の 場合 、 天 才 の 死 は 天才 が 意思 し た も の の 実現 を 保証 する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

death is a VeritaDle assumption for gerus. 

天才 に は 死 は 本 当 の 被 昇 天 で ある 。 

"When 1 shall De Iifted up from the earth," said the greatest of the 
imitiators, "T will draw all thmgs after me." 

ヨハ ネ に よる 福音 12 章 32 節 で 無 上 の 大 いな る 祖 で ある イエ ス は 「 私 イエ ス が 地 か 
ら ( 天 へ ) 昇 る 時 に は 、 私 イエ ス は 全て の も の を 私 イエ ス の 元 に 引き 寄せ る 。」 と 話し て 
いる 。 

The 1aw ofmagnetic currents is that of the movement of the astral light 
itself, 

磁気 の 流れ の 法 は 星 の 光 の 動き の 法 で ある 。 

which is always douDle, and augments In an ODDOsite senSse. 

星 の 光 の 動き は 常に 二 重 で あり 、 正 反対 の 方 向 へ 増大 する 。 

A great action inVariaDly Daves the way for a reaction Of edual 
magmitude, 

大 いな る 作用 は 常に 同じ 大 き さ の 反作用 を 用 意 す る 。 


andthe secret of phenomenal successes Consists entirely in the 
forekmowledge of reactions. 

向 く べき 成功 の 秘訣 は 反作用 の 予知 に 有る 。 

Thus did ChateauDriand, penetrated with disgust at the saturnalia of the 
revolution, foresee and Drepare the immense suCCeSss Of his "Genius of 
Christianity," 

フラ ンス 革命 の 騒動 へ の 嫌悪 を 見 拓 い た フラ ン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン は 
1802 年 の 「 キ リス ト 教 の 精神 」 の 計り 知れ な い 成 功 を 予見 し 用 意 し た 。 

To OpDDOse One's self to a currert at the Deginming Of its revolution is to 
Court Deimg destroyed Dy that current, 1ike the great and umfortunate 
Emperor ]ulan: 

大 いな る 不運 な ユリ アヌ ス 帝 の 様 に 、 反 転 し 始め た 流れ に 対立 する 事 は 、 反 転 し た 
流れ に よっ て 破滅 を まね く 事 で ある 。 

to ODDOse one's self to a current which has run its round is to take the 
lead of a contrary current. 

反転 し た 流れ に 対立 する に は 、 別 の 逆 の 流れ を 先導 する 必要 が 有る 。 

The great manis he who comes seasonaDIy 

大 いな る 者 は 良い 時 に 現れ る 者 で ある 。 

and kmows how to innoVate oODportunely. 

大 いな る 者 は 良い 時 に 革新 する 方 法 を 知る 者 で ある 。 

In the days of the apostles, Voltaire would haVe found no echo for his 
utterances, and might have Deen merely an ingenlous Darasite at the 
banduets of Trimalcyon. 

仮に 使徒 の 時 代 で あれ ば ヴォ ル テ ー ル は ヴォ ル テ ー ル の 言葉 へ の 反故 を 見 つけ ら 
れ な か っ た で あろ う 。 仮 に 使徒 の 時 代 で あれ ば ヴォ ル テ ー ル は 「 ト リマ ルキ オ の 稚 
宴 」 の 才能 の 有る 食客 に 過ぎ な か っ た で あろ う 。 

Now, at the epoch wherein We HVe, everything is ripe for a fresh 
Outburst of eVangelical zeal amd Christian self-deVvotion, 

今 、 私 達生 き て いる 時 代 は 、 福 音 的 な 熱意 と キリ スト 教 的 な 献身 の 新しい 爆発 へ 
全て の も の の 機 が 熟し て いる 。 

preclsely Dy reason of 

な ぜ な ら 、 

the prevailimg general dhisillusion, egoistic DOS1t1V1sm, amnd DuDlic 
cyTnlcism of the coarsest interestS. 

大 衆 は 、 利 己 主 義 の 超越 的 な も の を 否定 する 誤っ た 哲学 と 、 最 も 下衆 な 私 利 私 欲 
の 皮肉 的 な 考え 方 に 幻滅 し て いる 。 

The success Of certain Dooks and the mystical tendencies of minds are 
uneduivocal symptoms of this widespread disposition. 

いく つか の 本 の 成功 と 大 衆 の 精神 の 神秘 主義 的 な 傾向 は 大 衆 の 傾向 の 明らか な 
前 兆 で ある 。 

We restore and We Duild churches only to reaHise more keenly that we 
are Void of Delief, only to 1ong the more for it 


人 は 教会 を 建て 直し た り 新た に 建て て いる が 、 自 身 の 信 心 の 空虚 さ を より 痛切 に 理 
解す る だ け に 過ぎ ず 、 自 身 の 信 心 を より 切望 する だ け に 過ぎ な い 。 

Once more does the whole world await its Messiah, and he cannot tarry 
In his coming. 

全て の 人 が 救い 主 の 再来 を 待っ て いる 。 救 い 主 は 再来 を 遅らせ る は ず が 無い 。 

Let a ma for exarmple, come forward, who Dy rank or Dy fortune is 
placed in an exalted position- a DODe, a kimg, eVen a ]ewrsh millionaire- 
仮に 例え ば 法王 、 王 、 ヘ へ ブライ 人 の 金持ち と いっ た 生ま れ に よっ て また は 幸運 に よっ 
て 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 来れ ば 、 

and let this man publicly and solemnly sacrifice all his material 
interests for the weal of humamity: 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 自身 の 全て の 物質 的 な 利益 を 人 の 幸せ の た め に 
公 に 神聖 に 犠牲 に すれ ば 、 

let him make himself the saviour of the poor 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 貧し い 人 の 救い 主 に 成 れ ば 、 

the disserminator 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 伝道 者 に 成 れ ば 、 

and eVen the victim, of doctrines of remunciation and charity, 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 克己 と 思い や り の 考え の 犠牲 に すら 成 れ ば 、 

and he wl draw round him an immense followimng: 

計り 知れ な い 数 の 後に 続く も の を 自身 の 元 に 引き 寄せ る で あろ う 。 

he wl accomplish a complete moral revolutlon in the world. 

世界 に 完全 な 倫理 道徳 的 な 変革 を 実現 する で あろ う 。 

But the high place is Defore all thmgs necessary for such a Dersonage, 
救い 主 の 代理 人 に 成る に は 何より も まず 高い 地位 が 必要 で ある 。 

DecausSe, 

な ぜ な ら 、 

in these days of meanness and trickery, 

今 は 卑劣 さと 詐欺 の 時 代 で ある 。 

any Word issuing from the 1ower ranks is susDected of interested 
ambition and imposture. 

大 衆 は 私 利 私 欲 の 野心 や 詐欺 の 疑い を 低い 地位 か ら も た ら さ れ た 全て の 言葉 に か 
ける 。 

Ye, then, who are nothing, ye Who Dossess nothing, aspire not to De 
apostles or messlahs. 

何 も の で も な い 、 何 も の も 持た な い 、 あ な た は 、 救 い 主 の 代理 人 や 使徒 に 成 ろ うと 思 
わな い 事 で ある 。 

Tf you have faith, and would act in accordance therewrith, get 
DOssessiorl, in the first place, of the means of action, which are the 
influence of rank and the prestige of fortune. 

も し 、 あ な た に 信心 が 有 っ て 、 救 い 主 の 代理 人 に 成っ て 行動 し た いな ら ば 、 第 一 に 、 
行動 の 手段 と し て 、 地 位 の 高 さ に よる 影響 力 や 富 の 威力 を 、 持 ちな さい 。 

In olden tmes gold was manufactured Dy sclence: 


古代 で は 知 に よっ て 金 を 創造 し た 。 

nowadays sclence must De remade Dy gold. 

現代 で は 金 に よっ て 知 を 作り 直す 必要 が 有る 。 

We have fixed the Volatile, 

古代 で は 気化 し 易い も の を 固定 し た 。 

and we must now Volatlise the fixed- 

現代 で は 固定 され た も の を 気化 させ る 必要 が 有る 。 

In other Words, 

言い 換え る と 、 

we have materialised SD1r1t, 

古代 で は 精神 を 物質 化し た 。 

and We must noW Spiritualise matter 

現代 で は 物質 を 精神 化す る 必要 が 有る 。 

The most suDlime utterance noW Dasses unheeded if it goes forth 
without the guarantee of a name- that is to say, of a success which 
reDresets a materlal Value. 

も し 名 声 の 保証 が 無けれ ば 、 物 質 的 な 価値 と し て の 成功 が 無けれ ば 、 現 代 で は 無 
上 の 高尚 な 言葉 は 無視 され 消え る 。 

What is the worth of a manuscript? 

大 衆 に と っ て 書物 の 価値 は 何 に 有る か ? 大 衆 に と っ て 書物 の 価値 は 著者 の 名 声 に 
有る ! 

That of the author's signature among the Dooksellers? 

本 屋 に と っ て 大 衆 に と っ て 著者 の サイ ン の 価値 は 何 に 有る か ? 本 屋 に と っ て 大 衆 に 
と っ て 著者 の サイ ン の 価値 は 著者 の 名 声 に 有る ! 

That estaDlished reputatton known as Alexander Dumas et Cie 
reDreserts one Of the Hiterary guarantees of Our tme, 

アレ クサ ンド ル デュ マ の 出版 社 は 19 世紀 の 小説 の 価値 を 保証 する も の の 1 つと し 
て 名 声 を 知ら れ て いる 。 

Dut 

し か し 、 

the house of Dumas is in repute only for the romances which are its 
eXCluS1Ve DrOdUct1onS. 

アレ クサ ンド ル デュ マ の 一 家 の 名 声 は 小説 だ け に 限ら れる 。 

Let Dumas devise a magmificent Utopia, 

仮に アレ クサ ンド ル デュ マ が 大 いな る 理想 的 な 社会 を 考え 出し て も 、 

Or discoVer a SDlendid solution of the religious proDlem, 

仮に アレ クサ ンド ル デュ マ が 宗教 的 な 問題 の 見 事 な 解決 策 を 見 つけ て も 、 
andno one wl take them seriously, despite the European celebrity of 
the Panurge of modern literature. 

アレ クサ ンド ル デュ マ の 19 世紀 の 小説 の パニ ュ ル ジュ の 様 な ヨー ロッ パ の 名 声 に 
も か か わら ず 、 誰 も 真剣 に 取ら な いで あろ う 。 

We are in the age of acduired DoSit1OTS, 

現代 は 後天 的 な 立場 の 時 代 で ある 。 現 代 は 獲得 し た 立場 の 時 代 で ある 。 


where eVery One 1S aDDralsed accordimg to his social amd commmerclal 
standing. 

現代 は 大 衆 が 全て の も の を 社会 的 な 立場 や 、 も うけ 主義 の 立場 で 評価 する 時 代 で 
ある 。 

Unhmmited freedomm of speech has produced such a strife of words that 
no one induires what is said, Dut who has said 1t. 

大 衆 に と っ て 何 を 話し た か で は な く 誰 が 話し た か と いう 言葉 の 戦い に 無限 の 自由 が 
も た ら さ れ て いる 。 

Ifit De Rothschild, his Holmess Pius the Ninth, or even Monseigneur 
Duparloup, 1t 1s somethimg: 

金持ち の ロス チャ イル ド 家 の 者 、 法 王 、 デ ュ パ ン ル ーー 司教 の 言葉 は 大 衆 に は 何ら か 
の 価値 が 有る 。 

but ifit De Tartempiorr it 1s nothing, 

し か し 、 無 名 の 者 の 言葉 は 大 衆 に は 価値 が 無い 。 

were he even- which is DossiDle, after all- an unrecogmlsed Drodigy of 
genlus, knowledge, amd good sense. 

仮に 特に 可能 性 が 有る が 能力 、 知 、 良 識 の 天才 で も 無名 の 者 の 言葉 は 大 衆 に は 価 
値 が 無い 。 

Hence to those who would say to me: 

下記 の 様 に エリ ファ ス レヴ ィ に 話す 者 が いる で あろ う 。 

If you DOSsess the secret of great successes, and of a force which can 
transform the world, why do you not make use of them? 

も し エリ ファ ス レヴ ィ が 大 いな る 成功 の 秘訣 と 、 世 界 を 一 変 さ せら れる 力 の 秘密 を 保 
有 し て いる の で あれ ば 、 な ぜ エ リフ ァ ス レヴ ィ は 大 いな る 成功 の 秘訣 と 、 世 界 を 一 変 
させ られ る 力 を 応用 し な い の か ? 

1 would amnswer: 

下記 の 様 に エリ ファ ス レヴ イィ は 答え て 話す で あろ う 。 

This kmowledge has come to me too 1ate for myself, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 を 獲得 する の が 自身 の た め に 応用 する に は 遅 過ぎ た 。 

and I have spent over its acduls1tion the tme and the resources which 
might haVe enabled me to apply 1 : 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 獲得 に 自身 の た め に 応用 する に は 時 間 、 物 、 金 銭 を 使い 尽く 
し て し まっ た 。 

1 offer it to those who are in a Dosition to avail themselves of it. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 を 自身 の た め に 応用 で きる 立場 に いる 者 に 与え る 。 
Illustrious mer, rich men, great ones of this world, who are dissatisfied 
wth that which you have, who are consclous of a noDler and arger 
ambition, wl you De fathers of a new world, kings of a rejuvenated 
civllisatiOn? 

有名 な 者 、 金 持ち の 者 、 俗 世 で 大 いな る 者 、 持 っ て いる も の で は 満足 し て いな い 者 、 
高 真 な 大 いな る 意思 を 自覚 し て いる 者 よ 、 新 し い 世 界 の 父 、 若 返っ た 文明 世界 の 王 
者 に 成ら な いか ? 


A poor and oODscure scholar has found the lever of Archimides, and he 
offers it to you for the good of humanity alone, asking nothing 
whatsoever in exchange. 

アル キメ デス の て こ を 見 つけ た 貧し い 世 に 知ら れ て いな い 学 者 で ある エリ ファ ス レ 
ヴィ は 人 の た め に の み 見 返り を 求め ず に アル キメ デス の て こ を あな た に 与え る 。 
The phenomena which have quite recently DerturDed America and 
EuroDe, as regards taDle-turning and fluidic marifestations, are smDIy 
magnetic Currents at the beginming of their formation, 

19 世紀 に アメ リカ と ヨー ロッ パ を 非常 に 混乱 させ た 現象 、 テ ー ブ ル ター ニン グ と 流 
体 の 霊 の 出現 は 、 単 な る 形成 され 始め た 磁気 の 流れ で ある 。 

apDeals on the Dart of nature invitimg us, for the good of humanity 

19 世紀 の アメ リカ と ヨー ロッ パ の テー ブル ター ニン グ と 流体 の 霊 の 出現 は 、 思 いや 
り の た め に 、 人 を 誘う 自然 の 、 あ る 部 分 の 求め で ある 。 

to re-estaDlish the great sympathetic and relig1ous chans. 

19 世紀 の アメ リカ と ヨー ロッ パ の テー ブル ター ニン グ と 流体 の 霊 の 出現 は 、 大 いな 
る 共感 と 宗教 の 鎖 の 復活 で ある 。 

As a fact, 

事実 、 

stagnation in the astral light would mean death to the human race, 
星 の 光 の 停滞 は 人 に は 死 を 意味 する 。 

and torpor in this secret agent has already Deen manifested Dy alarming 
Symptoms of decomposition and death. 

星 の 光 の 停滞 、 秘 密 の 代行 者 の 無気力 状態 は 、 腐 敗 と 死 の 前 兆 の 警告 と し て す で 
に 表れ て いる 。 

For examDle, 

例え ば 、 

cholera-morbus, the potato disease, and the Dlight of the grape, are 
traceable solely to this cause, as the two young shepherds of la Salette 
saW darKIy and symDbolically in their dream. 

フラ ンス の ラ サレ ッ ト の 和牛 飼い の 少年 と 少女 が 夢 の 中 で ひそ か に 象徴 的 に 見 た 「 ラ 
サレ ッ ト の 聖母 」 が 話し た 様 に 、 コ レラ 、 ジ ャ ガイ モ 錠 鮭 、 衛 基 根 油 虫 の 唯一 の 原因 
は 星 の 光 の 停滞 で ある 。 

The unlooked-for credit which awaited their narrative, and the Vast 
COnCOUrse Of nilgrims attracted Dy a statement so singular and at the 
same time so Vague as that of these two children without instruction 
and almost without morality, are Droofs of the magnetic reaHty of the 
fact 

「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 の 話 が 思い が け な く 信じ られ た 事 と 、 学 が 無い 徳 が 無い フラ ン 
ス の ラ サレ ッ ト の 和牛 飼い の 少年 と 少女 の 超常 的 な 不確か な 「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 の 
話 が 巡礼 者 の 多数 の 合流 を 引き 寄せ た 事 は 、 事 実 の 磁気 的 な 実在 の 証明 で ある 。 
and the fluidic tendency of the earth itself to operate the cure of its 
inhabitants. 


「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 の 話 が 信じ られ た 事 は 地上 の 住人 を 治す 地上 の 自然 治癒 力 
の 流体 の 傾向 で ある 。 
NMEA are 1nSstimctVe, 
迷信 は 直感 的 で ある 。 
and all that is instinctive is founded in the Very nature Of things, 
直感 的 な 全て の も の は 物 の 本 質 に 見 つか る 。 
to which fact the sceptics of all tmes haVe giVen insufficient attention. 
迷信 は 直感 的 で ある 事 は 、 全 て の 時 代 の 疑い 深い 人 が 注目 し な い 事 実 で ある 。 
We attribute, ther all the strange phenomena of taDle-turming to the 
universal magnetic agent in search of a chain of enthusiasms with a 
Vilew to the formation of fresh currents. 
テー ブル ター ニン グ の 全て の 不思議 な 現 角 の 原因 は 新 し い 流 れ を 形成 する た め に 
熱意 の 鎖 を 求め る 普遍 の 磁気 の 代行 者 で ある 。 
The force of itself is Dhmd!, 
力 自体 は 盲目 で ある 。 
Dut 
し か し 、 
it can De directed by the wil ofmanm, 
人 の 意思 は 力 を 傾け られ る 。 
and is influenced Dy preVaihng oODimlons. 
有力 な 意見 は 力 に 作用 する 。 
This umiversal fluid- 
力 は 普遍 の 流体 で ある 。 
we decide to regard it as a fluid- 
力 を 流体 で ある と 考え られ る の で あれ ば の 話 で ある が 。 
being the common medium of all merVous orgarusTms, 
普遍 の 流体 は 全て の 神経 組織 の 共有 の 仲介 者 で ある 。 
and the vehicle of all sensitVe ViDrations, 
三 | 普遍 の 流体 は 全て の 感知 可 邊 E な 振動 の 仲介 [者 で ある 。 
establishes an actual physical sohdarity Detween mpress1onaDle 
DerSOT5, 
普遍 の 流体 は 感じ 易い 人 々 の 間 の 現実 の 自然 科学 的 な 連帯 を 確立 する 。 
and transmts from one to another the impressions of imagimation and 
還 thought. 
遍 の 流体 は 想像 と 思考 の 印象 を 相互 の 人 々 に 伝え る 。 
The movemert of the inert object, determined Dy the undulations of the 
uruversal agent, 
普遍 の 代行 者 の 振動 は 自動 力 の 無い 物 を 動か す 。 
oDeys the rulhmg impress1o1l, 
自動 力 の 無い 物 は 有力 な 印象 に 従う 。 
and reproduces in its revelations at one time all the lucidity of the most 
wonderful Vis1Ons, 
自動 力 の 無い 物 は 無 上 の 不思議 な 予見 の 全て の 透 明 さ に 過去 を 再現 する 。 


and at another all the eccentricity and falsehood of the most Vague and 
Incoherent dreams. 

自動 力 の 無い 物 は 最も あい まい な 支 離 滅 換 な 夢 の 全 て の 奇形 と 虚偽 を も た ら す 。 
The blows resounding on furriture, the clatterimg of dishes, the self- 
playing of musical instruments, are illusions produced Dy the same 
CaUSe. 

家具 を た た く 様 な 音 が 鳴っ た り 、 皿 が カタ カタ 鳴っ た り 、 楽 器 が 自動 で 鳴る の は 、 普 
遍 の 代行 者 が も た ら す 幻覚 で ある 。 

The miracles of the convulsionaries of Saimt Medard were of the same 
Order 

普遍 の 代行 者 が サン メダ ゲー ル の けい れん 者 の 奇跡 を も た らし た 。 

and seemed freduerntly to suspend the 1aws of nature. 
普遍 の 代行 者 は 時 々 、 自 然 の 法 を 保留 する 様 に 見 える 。 

On the one handl 

一 方 で は 、 

exaggeration Droduced by fascination, which is the speclal dualHty of 
intoxicatiOn OCCasiOned Dy congestions of the astral light 

星 の 光 の 過剰 に よる 本 町 の 特徴 で ある 魅力 が 誇張 を も た ら す 。 

on the other 

他方 で は 、 

actual oscillations or moVvements impressed upon inert matter Dy the 
subtle and umiversal agent of motion and life. 

運動 と 命 の 、 薄 い 普遍 の 代行 者 が 自動 力 の 無い 物質 に 現実 の 振動 また は 運動 を 
与え る 。 

Such is the sole foundation of these occurrences which look so 
marVvellous, 

星 の 光 、 普 思 の 代行 者 が 、 非 常に 不思議 に 見 える 現象 の 唯一 の 基礎 で ある 。 

as We mmay eas1ly demonstrate at wl Dy reproducing, in accordance 
wrth rules laid down in the Ritual, the most astoundimg of these 
phenomena, estaDlishing, as can De done quite simply, the aDsence of 
trickery, hallucimatiom, or erTOr 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 儀式 に よっ て 、 思 い 通 り に 再生 する 事 に よっ て 、 最 も 不思議 な 
現象 を 、 簡 潔 に 実証 し 、 だ ます 事 無 し に 幻覚 無し に 誤り 無く 簡 沙 に 確立 する つも り で 
ある 。 

It has frequently happened to me after experiments in the magic Cha 
performed with persons devoid of good intention or sympathy that I 
have Deen awakened wrth a start im the night Dy truly alarming 
1mpress1ons and semsat1onS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 善い 意図 無し に 共感 無し に 他人 と 行っ た 魔術 の 鎖 の 実験 の 後 で 、 
時 々 、 夜 に 、 不 安 に させ る 印象 や 感じ に よっ て 、 ハ ッ と し て 起き た 。 

On one such occaslon 1 felt Vividly the pressure of an unknown hand 
attempting to strangle me: 


エリ ファ ス レヴ ィ は 善い 意図 無し に 共感 無し に 他人 と 行っ た 魔術 の 鎖 の 実験 の 後 で 、 
ある 時 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ の 首 を し め よ うと 試み る 未知 の 手 の 圧 
力 を あり あり と 感じ た 。 
IroSe UD, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 起き た 。 
jighted my lamp, 
エリ ファ ス レヴ ィ は ラン プ に 火 を つけ た 。 
and set myself calmly to work, seeking to profit Dy my wakefulness and 
to driVe away the phantoms of sleep. 
眠れ な い の を 利用 し て 、 夢 の 霊 を 追い 払う た め に 、 沙 ち 着い て 仕事 し た 。 
The books about me were moved wrth much noise, 
エリ ファ ス レヴ ィ の 周り の 本 が 大 き な 騒 音 と 共に 動い た 。 
Dapers Were QisturDed amd ruDDbed one against another 
紙 が 互い に こす れ 合 っ た 。 
tmDber creaked as if on the point of sphttmg, 
染 ( は り ) が 裂け る か の 様 な 、 き し お 様 な 音 が 鳴っ た 。 
and heavy Dlows resounded on the ceilhng. 
天井 を 激しく た た く 様 な 音 が 鳴っ た 。 
With curiosity Dut also with tranquilhty 1 oDserved all these 
phenomena, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 興味 深く 冷静 に 不思議 な 現象 を 観察 し た 。 
which would not have Deen less wonderful had they Deen only the 
Droduct of my ImaglaHom SO real dnd they seem. 
不思議 な 現象 は 、 不 思 議 で は ある が 、 現 実に 見 える が 、 自 身 の 想 像 に 過ぎ な いか も 
し れ な い 。 
For the rest, 
後 は 、 
1 may state that I was in no sense frightened! 
エリ ファ ス レヴ ィ は 不思議 な 現象 を 式 れ な か っ た と 断言 する 。 
and durimg this occurrence I was engaged upon something qute forelgn 
to the occult sciences. 
上 記 の 不思議 な 現象 が 起き て いた 時 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 隠さ れ た 学問 と は 全く 
無関係 な も の に 取り 組ん で いた 。 
By the repetition of smlar phenomena 1 was led to attempt the 
exDerlence of evocation, assisted Dy the magical ceremomnies of the 
anclents, 
不思議 な 現象 が くり 返さ れ た の で 、 古 代 人 の 魔術 の 儀式 の 助け を 借り て 、 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 を 試み る に 至っ た 。 
when I obtaimed truly astounding results, 
降 霊 術 の 実験 の 時 に エリ ファ ス レヴ ィ は 本 物 の 不思議 な 結果 を 獲得 し た 。 
which will be set forth in the thirteenth chapter of this work. 
13 章 で 降 霊 術 の 実験 に つい て 話す つも り で ある 。 
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THE GREAT WORK 

大 いな る 務め 

DISCITE 

学ぶ 

CRUX 

十字 架 

THE great work is, Defore all thimgs, the creation of man Dy himselt, 
最初 の 大 いな る 務め は 自力 で 人 を 創造 する 事 で ある 。 最 初 の 大 いな る 務め は 自力 
で 自身 を 創造 する 事 で ある 。 

that is to say, the full and entire conduest of his faculties and his future: 
最初 の 大 いな る 務め は 自身 の 能力 と 未来 を 完全 に 獲得 する 事 で ある 。 

it is especially the perfect emancipation of his wl, 

特に 、 最 初 の 大 いな る 務め は 自身 の 意思 を 完全 に 自由 に する 事 で ある 。 

assurimg him universal dormimion ovVer AZzoth and the domain of 


Magmes1a, 

自身 の 意思 を 完全 に 自由 に する 事 は 、Azoth と マグ ネシア の 領域 の 普遍 の 統治 を 
自身 に 保証 する 事 で ある 。 

in Other WordS, 

言い 換え る と 、 


full power oVer the umiversal magical agent. 

自身 の 意思 を 完全 に 自由 に する 事 は 、 普 遍 の 魔術 の 代行 者 の 全て の 力 を 自身 に 保 
証する 事 で ある 。 

This agent, disguised by the ancient philosophers under the name of the 
first matter 

古代 の 哲学 者 は 第 一 賢 料 と いう 名 前 で 普遍 の 魔術 の 代行 者 を 隠し た 。 
determines the forms of modifiable suDbstance, 

普遍 の 魔術 の 代行 者 は 変更 可能 な も の の 形 を 決め る 。 

and we carl really arriVe Dy means ofit at metallic transmutation and 
the umnversal medicime. 

普遍 の 魔術 の 代行 者 に よっ て 錬 金 と 万 能楽 に 本 当 に 到達 で きる 。 

This is not a hypothes1s, 

普遍 の 魔術 の 代行 者 に よっ て 錬 金 に 到達 で きる 事 は 仮説 で は な い 。 

it is a scientific fact already established and rigorousIy demonstraDle. 
普 記 の 魔術 の 代行 者 に よっ て 錬 金 に 到達 で きる 事 は 、 す で に 確立 され て いる 、 厳 密 
に 実証 で きる 、 自 然 科学 の 事実 で ある 。 


Nicholas Flamel and Raymond Lully, Doth of them poor indubitably 
distriDuted irmmense riches. 

ニコ ラ フラ メル と ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 自 身 は 貧し か っ た が 、 疑 い 無く 無数 の 金 
を 配っ た 。 

Agrippa neVver Droceeded Deyond the first part of the great worKk, 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 大 いな る 務め の 最初 の 部 分 を 超え られ な か っ た 。 

and he died in the ordeal, fightmg to possess himself and to fix his 
Independence. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 自制 と 独立 を 確固 と し た も の に する た め に 戦う 試練 の 最 
中 に 死ん だ 。 

Nowi, there are two Hermetic operatlons, the one spiritual, the other 
materlal, and these are mutually dependent. 

精神 的 な 作業 と 物質 的 な 作業 と いう 相互 に 作用 し 合う 2 つの ヘル メス の 錬金術 の 
作業 が 存在 する 。 

For the rest, all Hermetic science is containmed in the doctrine of Hermes, 
which is said to have Deen origimnally inscriDed upon an emerald taDlet. 
その 他 の 作業 、 全 て の ヘル メス の 知 は 、 エ メラ ルド 板 に 元 は 記さ れ て いた と 言わ れ 
て いる 、 ヘ ル メ ス の 考え に 含ま れ て いる 。 

Its first articles have Deen already exDpoundedl 

エメ ラル ド 板 の 最初 の 部 分 は すでに 解説 し た 。 

and those follow which are concerned with the operation of the great 
WOrK:- 

下記 は エメ ラル ド 板 の 大 いな る 務め の 作業 に 関係 する 部 分 で ある 。 

Thou shalt separate the earth from the fire, the subtle from the groSS, 
gently with great industry. 

あな た は 、 火 か ら 土 を 、 濃 いも の か ら 薄 いも の を 、 徐 々 に 、 大 いな る 勤勉 に よっ て 、 分 
離す べき で ある 。 

It rises from earth to heaven, and again it descends to earth, 

薄い も の は 、 地 か ら 天 へ 昇り 、 地 へ 降り る 。 

and it recelves the power of things aDove and of thimgs Delow. 

昇天 し 降臨 し た 薄い も の は 、 上 の も の の 力 と 下 の も の の 力 を 受け 取る 。 

By this means shalt thou obtain the glory of the whole world, and all 
darkKness shall depart from thee. 

上 記 の 方 法 に よっ て あな た は 全 世 界 の 栄光 を 得る で あろ う 。 上 記 の 方 法 に よっ て あ 
な た か ら 全 て の 闇 は 離れ る で あろ う 。 

It is the strong DOWer Of every DOWer 

昇天 し 降臨 し た 薄い も の は 全て の 力 の 強い 力 で ある 。 

for it will overcome all that is subtle and penetrate all that is sold. 

な ぜ な ら 昇 天 し 降臨 し た 薄い も の は 全て の 薄い も の を 圧倒 し 全て の 固体 に 浸透 す 
る 。 

Thus was the world created. 


上 記 の 様 に 世界 は 創造 され た 。 


」 

To separate the suDtle from the gross, in the first operatior 

濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 事 は 大 いな る 務め の 最初 の 作業 で ある 。 

which is wholly interior 

濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 事 は 精神 的 な 作業 で ある 。 

is to set the soul free from all prejudice andl all Vice, 

濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 事 は 魂 を 全て の 先入観 と 全て の 悪徳 か ら 自 由 に 
する 事 で ある 。 

which is accomplished Dy the use of the philosophical salt, that is to say 
wsdom: 

知 に よっ て 魂 の 全て の 悪 か ら の 自由 に 到達 で きる 。 錬 金 術 の 賢者 の 塩 は 知 の 例え 
で ある 。 

of mercury, that isS, Dersonal skill and application: 

錬金術 の 水銀 は 自身 の わざ と 応用 の 例え で ある 。 

fimally, of sulphur representmg vital energy and fire of will. 

錬金術 の 硫黄 は 命 の 力 と 意思 の 火 の 例 え で ある 。 

By these are We enaDbled to change into spiritual gold thimgs which are 
of all least precious, ever the refuse of the earth. 

錬金術 の 塩 、 水 銀 、 硫 黄 に よっ て 、 知 、 わ ざ 、 意 思 に よっ て 、 全 て の 金属 、 土 の 塵 すら 、 
精神 的 な 金 に 変え られ る 。( 創 世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創造 し た 。」。) 
In this sense 

上 記 の 様 に 、 

we must interpret the paraDles ofthe choir of philosophers, Bernard 
Trevisar, Basil Valentime, Mary the Egyptian and other prophets of 
alchemy: 

ベル ナー ル トレ ヴィ サン 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス 、 ユ ダ ヤ 婦 人 マリ ア 、 錬 金 術 師 
の 話 の 例え を 解釈 する 必要 が 有る 。 

Dut in their Works, as in the great WorK, we must adroit1y separate the 
subtle from the grOoSs, 

錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 時 に 、 大 いな る 務め と し て 、 上 手 に 濃い も の か ら 薄 
いも の を 分 離す る 必要 が 有る 。 

the mystical from the DositiVe, 

錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 時 に 、 現 実 的 な も の か ら 象 徴 的 な も の を 分 離す る 
必要 が 有る 。 

allegory from theoryr 

錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 時 に 、 理 論 か ら 例え 話 を 分 離す る 必要 が 有る 。 

Tf we would read them with profit and understanding, 

も し 錬金術 師 の 話 を 読ん で 、 た め に 成る 事 や 理解 を 得る つも り で あれ ば 、 

we must take them first of all as allegorical in their entirety, 

最初 は 、 錬 金 術 師 の 話 を 全て 例え 話 と し て 解釈 する 必要 が 有る 。 


and then descend fromm allegories to realities by the way of the 
COrresDOondences or analogies indncated in the one dogma:- That which 
1S aDoVe 1S DrODortional to that which is Delow, and reciprocally. 

次 に 、 エ メラ ルド 板 の 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も 
の か ら 類 推 可 能 で ある 。」 と いう 唯一 の 考え に よっ て 、 類 推 に よっ て 、 例 え 話 の 意味 
か ら 現 実 へ 降臨 する 必要 が 有る 。 

The word ART when reVersed, or read after the manner of sacred and 
Drumitive characters from right to left, gives three initials which exDpress 
the different grades of the great worKk. 

ART は わざ を 意味 する 。ART を 逆 に する と TRA と 成る 。 神 の 原初 の 言語 へ ブラ イ 
語 の 様 に 右 か ら 左 へ 読む と ART は TRA と 読め る 。TRA は 大 いな る 務め の 3 つの 
段階 を 意味 する 言葉 の 頭 文 字 で ある 。 

T sigrufies triad, theory, and traval: 

T は 3 つ 1 組 、 理 論 、 産 み の 苦し み を 意味 する Triad、Theory、Travail の 頭 文 字 
で ある 。 

R, realisation: 

R は 実現 を 意味 する Realization の 頭 文字 で ある 。 

A, adaptaton. 

A は 応用 を 意味 する Adaptation の 頭 文 字 で ある 。 

In the twelfth chapter of the Ritual, we shall giVe the processes for 
adaptation, in use among the great masters, esDeclally that which is 
contained in the Hermetic Citadel of Henry Khunrath. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 12 章 で 、 大 いな る 達 道 者 と 特に ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の へ 
ル メ ス の 錬金術 の 北 の 例 え に 含ま れ て いる 、 応 用 の 方 法 を 説明 する つも り で ある 。 
Im this place we may indicate for the researches of our readers an 
admirable treatise attriDuted to Hermes Trismegistus, enttled MinerVa 
Mundi. 

ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス の 「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 と いう 見 事 な 文書 を 読者 の 研究 の 
た め に 簡潔 に 説明 し よう 。 

It is foumd only in certaim editions of Hermes, 

ヘル メス 文書 の いく つか の 版 に の み 「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 と いう 文書 は 存在 する 。 
and contans, Deneath allegories full of profundity and poetry 

「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 例え 話 に よっ て 深み と 詩 の 全て を 含ん で いる 。 

the doctrine of individual self-creation, 

「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 例え 話 に よっ て 自力 の 自身 の 創造 の 考え を 含ん で いる 。 

or the creative 1aw conseduent on the accordance Detween tw0 forces, 
「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 例え 話 に よっ て 2 つの 力 の 一 致 の 結果 で ある 創造 的 な 法 を 
含ん で いる 。 

which are termed fixed and volatile Dy alchemists, 

錬金術 師 は 2 つの 力 を 固定 され た も の と 気化 し 易い も の と 呼ん で いる 。 

and are necessity and Derty In the aDsolute order 

2 つの 力 と は 神 の 領域 で は 必然 と 自由 で ある 。 


The diversity of the forms which abound in nature is explainedL in this 
treatise, Dy the diVersity of sDirts, 

「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 、 霊 の 多様 性 に よっ て 、 自 然 に 満ち あふ れ て いる 形 の 多様 性 
を 説明 する 。 

and monstrosities by the diVergence Of efforts: 

「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 努力 の 逸脱 に よっ て 奇形 を 説明 する 。 

its reading and assimnlation are indispensable for all adepts who would 
fathom the mysteries ofnature and devote themselves seriously to the 
search after the great Work. 

自然 の 神秘 を 類推 し た い 大 作業 の 探求 に 真剣 身 を ささ げた い 全 て の 達 道 者 は 
「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 を 読み 血 肉 と する 必要 が 有る 。 

When the masters in alchemy say that a short time and Httle money are 
needed to accomplish the Works of science, 

錬金術 師 が 知 の 作業 の 完成 に は 短い 時 間 と 少し の 金銭 だ けが 必要 で ある と 話す 
時 、 

aDpove all when they affirm that one Vessel is alone needed, 

特に 、 錬 金 術 師 が 唯一 の 器 だ けが 必要 で ある と 話す 時 、 

when they speak of the great and unique athanor which all can use, 
which is ready to each mar's hand, which all possess without knowing 


1t, 

錬金術 師 が 、 全 て の 人 が 用 いる 事 が 可能 で ある 、 個 人 に と っ て 手近 に ある 、 全 て の 
人 が 知ら な いで 持っ て いる 、 大 いな る 唯一 の 錬 金 妨 に つい て 話す 時 、 

they allude to philosophical and moral alchemyr 

錬金術 師 は 哲学 的 な 倫理 道徳 的 な 錬金術 を 暗示 し て いる 。 

As a fact, 

事実 、 

a strong and determimed wll can arriVe in a short time at aDsolute 
independence, 

強い 決意 は 短 時 間 で 絶対 の 独立 に 到達 で きる 。 

and we are all in possession of the chemical instrument, the great and 
sole athanor which answers for the separation of the subtle from the 
grOSS and the fixed from the Volatile. 

全て の 人 は 、 濃 いも の か ら 薄 いも の へ の 分 離 を 保証 する 、 気 化し 易い も の の 固定 を 
保証 する 、 化 学 の 器 、 化 学 の 道具 、 化 学 の 手段 、 大 いな る 唯一 の 錬 金 妨 を 持っ て い 
る 。( 全 て の 人 は 思考 、 知 と いっ た 精神 的 な 錬 金 炉 を 持っ て いる 。) 

This instrument, commplete as the world 

錬 金 炉 は 世界 の 様 に 完全 で ある 。 

and precise as mathemmatlcs, 

錬 金 炉 は 数 学 の 様 に 正確 で ある 。 

1s reDresented Dy the sages under the emDblem of the pentagrarm or fiVe- 
Dointed star 

賢者 は 錬 金 炉 を 五 世 星 の 形 で 表す 。 

which is the aDsolute sign of humanr intelligence. 


五 世 星 は 人 の 知 の 絶対 の 象徴 で ある 。 

1 wl follow the example of the wise Dy forDearing to name it 

エリ ファ ス レヴ ィ は 名 前 を 出す 事 は 控え る が 過去 の 賢者 の 足跡 に 従う つつ もり で ある 。 
1t 1S toO easy tO gueSS 1t. 

過去 の 賢者 の 名 前 は 推測 し 易 過 ぎる 。 

The Tarot figure which corresponds to this chapter was misconstrued 
by Court de Gebelin and Ettella, who regarded it as a Dlunder of a 
German cardmaker 

クー ル ド ジェ ブラ ン と エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 絵 が 吊る され た 男 で あ 
る の は ドイ ツ の タロ ッ ト カー ド 職 人 の 誤り で ある と 誤解 し た 。 ク ー ル ド ジェ ブラ ン と 
エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 絵 が 片足 立ち の 男 で ある と 誤解 し た 。 

It represents a man 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 に は 吊る され た 男 が 描か れ て いる 。 

wth his hands Dound behind him, 

吊る され た 男 の 両 手 は 後ろ 手 に 縛ら れ て いる 。 

having two Dags of silVer attached to the armDpits, 

吊る され た 男 の わ き に 2 つの 銀貨 の 袋 が つけ られ て いる 。( マ タイ に よる 福音 26 章 
15 節 で ユダ は 銀貨 を も ら っ て イエ ス を 裏切る 約束 を し た 。) 

and beimg suspDended Dy one foot 

中 る され た 男 は 片足 だ け で 吊る され て いる 。 

fromm a giDbet 

吊る され た 男 は 絞 首 台 に 吊る され て いる 。 

formed Dy the trunks of two trees, 

吊る され た 男 が 吊る され て いる 絞 首 台 は 2 本 の 木 で 形成 され て いる 。 

each with a root of six 1opped Dranches, 

吊る され た 男 が 吊る され て いる 絞 首 台 の 各 、 木 の 根元 に は 切ら れ た 6 つの 枝 が 有 
る 。 

and by a crossDiece, thus completmg the figure of the HeDrew tau Ti: 
吊る され た 男 が 吊る され て いる 絞 首 台 は 2 本 の 木 と 1 本 の 横木 で 最後 の ヘブライ 
文字 タウ 、n の 形 に 成っ て いる 。 

the legs of the victim are Crossed! 

中 る され た 男 の 両 脚 は 十字 に 交差 し て いる 。 吊る され た 男 は 犠牲 で ある 。 

and his head and elbows form a triangle. 

吊る され た 男 の 頭 と 両 ひ じ は 三角 形 を 形成 し て いる 。 

Now the triangle surmounted Dy a cross sigrufies, in alchemmy, the end 
and perfection of the great work, 

錬金術 で は 三角 形 の 上 の 十字 は 大 いな る 務め の 目的 と 完成 を 意味 する 。 

a sigrification which is identical with that of the letter tau, the last of 
the sacred alphabet. 

三角 形 の 上 の 十字 の 意味 は 神 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 
タウ の 意味 と 一 致し て いる 。 

This hanged man 1S, conseduently, the adept, 

吊る され た 男 は 達 道 者 で ある 。 


Dound Dy his engagements, 

吊る され た 男 は 自身 の 約束 に 縛ら れ て いる 。 

and spiritualhsed, that is, having his feet turned towards heaver: 

吊る され た 男 は 両足 を 天 に 向け て 霊 化 、 精 神 化 を 表し て いる 。 

lt is also the antidue Prometheus, 

吊る され た 男 は 古代 の 巨人 プロ メ テ ウ ス で ある 。( 巨 人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり 
と 成る 巨人 的 な 愛 を 実証 し た 。) 

exDlatimg Dy everlastimg torture the penalty of his glorious theft: 
巨人 プロ メ テ ウ ス は 果て し な い 苦 し み に よ っ て 天 の 火 を 盗ん で 人 に 与え た 栄光 の 罪 
を つぐ な っ た 。 

Vulgarly, it is the traitor ]udas, 

大 衆 は 吊る され た 男 は 裏切り 者 ユダ で ある と 話し て いる 。 

and his purishment threatens Detrayers Of the great arcamum. 
吊る され た 男 は 自身 へ の 罰 で 大 いな る 秘密 の 密告 者 、 大 いな る 秘密 へ の 裏切り 者 
を 脅し て いる 。 

Finally for KabDbalistic jews, the hanged man, who corresponds to ther 
twelfth doctrine, that of the promised Messiah, is a protestation agalnst 
the SaViour ackmowledged by Christans, and they seemm to say unto him 
still:- How canst thou save others, simce thou canst not save thyself? 
吊る され た 男 は 12 番目 の 教理 の 約束 され た 救い 主 で ある 。 カ バラ を か じ っ た ユダ 
ヤ 教 徒 は 吊る され た 男 は 「 ど うし て 、 あ な た が 他人 を 救え る の か ? い いえ ! 救 えな い ! 
な ぜ な ら 、 あ な た は 自身 を 救え な か っ た 。」 と いう キリ スト 教 の 救い 主 イ エス に 対す る 
抗議 で ある と 話し て いる 。 

In the Sepher-Toldos-jeschu, an antl-christian raDDimical complatiom, 
there occurs a simgular DaraDle. 

反 キ リス ト の ユダ ヤ 教 の ラビ が 編集 し た Sepher Toldos jeschu の 注釈 に は 変 
わっ た 例え 話 が 存在 する 。 

Jeschuu says the raDbbinical author of the legend, was travellhmg with 
Smon-Barjona and judas Iscariot. 

Sepher Toldos jeschu の 例え 話 で ユダ ヤ 教 の ラビ は 次 の 様 に 話し て いる 。「 イ エス 
は ペトロ と ユダ と 旅 し て いた 。 

Late and weary they came to a 1onely house, 

夜 遅く に 疲れ た イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 孤立 し て いる 家 に 至っ た 。 

and Deimg vVery hungry, 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 激しい 飼え に 襲わ れ た 。 

could find nothimg to eat except an exceedingly lean gosHmg. 

や せ た ガ チョ ウ 以 外 の 食べ 物 が 見 つか ら な か っ た 。 

It was insufficient for three DersOnS, 

や せ た ガ チョ ウ は 3 人 で 食べ る に は 不 十 分 で あっ た 。 

and to divide it would De to sharpen without satisfying humger 

仮に や せ た ガ チョ ウ を 3 人 で 分 けた ら 錠 え を 満た せな いし 負え を 強め る と 思わ れ 
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They agreed to drawW lotS, 


イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は くじ を 引く 事 で 一 致し た 。 

Dut as they were heavy wrth sleep, 

し か し 、 イ エス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 激しい 眠気 に 襲わ れ た 。 

"Let us first of all slumDer" said jeschu, "whilst the suDpper 1S DreDar1ng: 
when we wake we wrll tell our dreams, and he who has had the most 
beautiful dream shall have the whole goslimg to his own share. 

イエ ス は 『 夕 食 の 用 意 中 に 、 と りあ え ず 眠 ろう 。 目 覚め た ら 見 た 夢 を 教え 合 お う 。 ガ 
チョ ウ は 最も 美しい 夢 を 見 た 者 の 物 に し よう 。』 と 話し た 。 

SO 1t Was arTangedi 

(ガチ ョ ウ を 串刺し に し て 火 に か け て ) タ 食 を 用 意 し た 。 

they slept 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 眠っ た 。 

and they woke. 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 目覚 め た 。 

As for me, said St Peter 1I dreamed that 1 was the vicar of God. 

ペトロ は 『 私 は 私 が 神 の 代理 人 で ある 夢 を 見 まし た 。』 と 話し た 。 

And I, said jeschu, that 1 was God himself. 

イエ ス は 『 私 は 私 が 神 自身 で ある 夢 を 見 た 。』 と 話し た 。 

For me, sald ]udas hypocritically, 1 dreamed that, Demgin 
somnambulism, I arose, wert softly downstairs, took the gosHmg from 
the spit, and ate it. 

ユダ は 『 私 は 私 が 夢遊 病 に 成り 、 起 き て 、 静 か に 下 の 階 に 降り て 、 串 か ら ガ チョ ウ を 
と っ て 、 ガ チョ ウ を 食べ る 夢 を 見 まし た 。』 と 偽善 的 に 話し た 。 

Thereuponr they also went dowm, 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 下 に 降り た 。 

Dut the gosHhmg had completely vanlshed. 

ガチ ョ ウ は 無く な っ て いた 。 

Judas had a wakimg dream. 

ユダ は 白昼 夢 を 見 た 。」 

This anecdote is giVer, not in the text of the Sepher-Toldos-jeschu itself, 
Dut in the rabDbimical commentaries on that worKk. 

上 記 の 例え 話 は Sepher Toldos jeschu 自体 の 中 に は 無く Sepher Toldos 
Jeschu へ の ユダ ヤ 教 の ラビ の 注釈 に 存在 する 。 

The legend is a protest of ]ewish positiVism agaimst Christian mystic1sm. 
上 記 の 例え 話 は キリ スト 教 の 神秘 主義 に 対す る ユダ ヤ 教 の 実証 主義 (、 物 質 主 義 ) 
の 抗議 で ある 。 

As a fact, 

事実 、 

while the faithful surrendered themselves to magmificent dreams, 
信心 が 大 いな る 夢 に 夢中 に 成っ て いた 間 に 、 

the proscriDed Israelite, judas of the Christian civilisation, workedL sold, 
intrigued, Decame rich, Dossessed himself of this Hife's realites, so that 


he Decamein aposition to adVance the means of existence to the Very 

forms of worship which had so long outlawed hm. 

キリ スト 教文 明 の ユダ で ある 、 人 迫害 され て いた ユダ ヤ 教 徒 は 、 働 き 、 物 を 売り 、 策 略 を 
立て 、 金 持ち に 成り 、 こ の 世界 の 人 生 の 現実 を 自分 の 物 に し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 を 迫害 し て 
きた キリ スト 教 の 形成 と 存在 の た め の 人 金銭 を 貸す 立場 に 成っ た 。 

The ancient adorers of the ark remained true to the cultus of the strong 

DOX: 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 古 代 に は 契約 の 箱 を 敬礼 し た が 、 今 は 金庫 と いう 箱 を 敬礼 し て いる 。 

the exchange is now their temple, 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 古 代 に は 神殿 を 敬礼 し た が 、 今 は 物 や 金銭 の 取引 所 と いう 神殿 を 敬 
礼 し て いる 。 

and thence they goVern the Christian world. 

ユダ ヤ 教 徒 は 金銭 で キリ スト 教 世界 を 統治 し て いる 。 

The laugh is indeed with judas, 

ユダ で ある ユダ ヤ 教 徒 は ルカ に よる 福音 6 章 25 節 の 「 笑 う 者 」 で ある 。( ル カ に よる 
早 音 6 章 25 節 「 今 、 笑 う 者 で ある 、 あ な た に は 災い が 有る 。 な ぜ な ら 、 未 来 に 、 あ な 
た は 泣く 者 に 成る で あろ う 。」。) 

who can congratulate himself upon not having slept hke St Peter 

ユダ ヤ 教 徒 は ペトロ の 様 に 眠ら な か っ た 事 を 喜ん で いる 。 

In archaic writmgs Drecedhmg the Captivity, the HeDrew tau Was 
cruciform, 

紀元 前 587 年 の バビ ロン 捕 囚 の 前 の 古代 の へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 タウ は 十 
字 で あっ た 。 

which further confirms our interpretation of the twelfth plate of the 
KabDalistic Tarot. 

古代 の へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 タウ が 十字 で あっ た 事 は 、 カ バラ の タロ ッ ト の 12 
ペー ジ 目 の 絵 の エ リフ ァ ス レヴ ィ の 解釈 を 確証 する 。 

The cross, which produces four triangles, 

十字 は 4 つの 直角 三角 形 を も た ら す 。 

1s also the sacred sign ofthe duodenary, 

十字 は 12 つ 1 組 の 神 の 象徴 で ある 。 

and on this account 

上 記 の 理由 か ら 、 

it was called the Key of heaven by the Egyptians. 

古代 エジプト 人 は 十字 を 天 の 鍵 と 呼ん で いた 。 

S0 

上 記 の 理由 か ら 、 

Etteilla, confused Dy his protracted researches for the concihation of the 
analogical necessities of this symDol with his own personal oDimiorl in 

which he was imfluenced Dy the erudite Court de Gebelhm, placed in the 

hand of his upright hanged man, by hm interpreted as Prudence, a 
Hermetic caduceus, formed Dy two serDpents and a Greek tau. 


エッ ティ ラ は 、 長 き に 渡る タロ ッ ト の 研究 で 、 タ ロッ ト の 12 ペー ジ 目 の 絵 に タウ また は 
十字 を 描く べき で ある 類推 的 な 必要 性 を 自説 と 一 致 さ せる の に 困り 、 学 の 有る クー 
ルド ジェ ブラ ン の 影響 を 受け て 、 エ ッ テ ィ ラ の タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 で 思慮 の 象徴 
と し て ギリ シャ 文字 の タウ 、 T と 2 頭 の 蛇 で 形成 され た ヘル メス の ケー リュ ケイ オン 
を 持っ た 片足 立ち の 男 を 描い た 。 

Seeing that he understood the necessity for the tau or Cross on the 
twelfth leaf of the Dook of Thoth, he should also have seen the mmultiple 
andmagmificent meanmg of the Hermetic hanged ma 

エッ ティ ラ は トー ト の 書 タ ロッ ト の 12 ペー ジ 目 の 絵 に タウ また は 十字 を 描く 必要 性 を 
理解 し て いた 。 だ か ら 、 エ ッ テ ィ ラ は ヘル メス の タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 
男 の 絵 の 複数 の 大 いな る 意味 を 理解 する べき で あっ た 。 

the Prometheus of science, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 知 の 巨人 プロ メ テ ウ ス で ある 。( 巨 人 プロ 
メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨人 的 な 愛 を 実証 し た 。) 

the Hivmgman 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 生 き て いる 者 イエ ス で ある 。( ル カ に よる 福 
音 24 章 5 節 『「 な ぜ 、 あ な た は 死ん だ 者 の 中 に 生き て いる 者 で ある イエ ス を 探す の 
が Ya) 

who makes contact with earth by his thought alone, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 思 考 で の み 地 に ふれ る 者 で ある 。 
whose firm groumnd is heave, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 の 固 い 基 礎 は 天 で ある 。 

the free and immolated adept, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 自 由 な 犠牲 に 成っ た 達 道 者 で ある 。 

the revealer menaced with death, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 死 に よっ て 脅 さ れ て いる 啓示 者 で ある 。 
the corjuration of judaism against Christ, 

大 衆 は 、 タ ロッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 イ エス キリ スト に 対す る ユダ ヤ 教 
の 呪い を 意味 し て いる と 話し て いる 。 

which seems to De an involuntary admlssion of the secret diVinity of the 
Crucified, 

ユダ ヤ 教 は イエ ス キリ スト を 呪う 事 で 、 十 字 架 に は りつ けら れ た イエ ス の 秘密 の 神 
性 を 知ら な いで 認め て いる 様 に 思わ れる 。 

lastly, the sign of the work accomplished, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 三 角形 の 上 の 十字 に よっ て 、 終 えた 務め 
の 象徴 と 成っ て いる 。( ヨ ハネ に よる 福音 19 章 30 節 「 終 えた 。」。) 

the cycle termimated!, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 は 、 三 角形 の 上 の 十字 に よっ て 、 終 えた 周期 
を 表し て いる 。 

the intermediary tau, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 の 絵 は 、 タ ウ を 仲介 する 。 

which resumes for the first thme, before the fimal denary the signs of 
the sacred alphabet. 


タロ ッ ト の 13 ペー ジ 目 か ら 22 ペー ジ 目 の 最後 の 10 つ 1 組 の 前 に 、 タ ロッ ト の 12 
ペー ジ 目 の 吊る され た 男 の 絵 は 、 神 の アル ファ ベッ ト の 象徴 で や る タロ ッ ト を 要約 し 
て いる 。 
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WE have said that the images of persons and things are preserVed in the 
astral light. 

星 の 光 に 人 や 物 の 映像 が 保存 され て いる と 話し た 。 

Theren also can De evoked the forms of those who are in our World no 
longer 

この 世界 に 今 は 存在 し な いも の の 形 も 星 の 光 で 呼び 出せ る 。 

and by this means are accomplshed those mysteries of necromancy 
星 の 光 に 保存 され て いる 人 や 物 の 映像 を 呼び 出す と いう 方 法 で 降 霊 術 の 神秘 は 実 
現さ れる 。 

which are so contested 

降 霊 術 は 非常 に 論争 され て いる 。 

and at the same tme so real. 

降 霊 術 は 非常 に 現実 的 で ある 。 

The Kabbalists who have discoursed concerrung the world of spirits 
have simply descriDed what they haVe seen in their eVocatons. 

霊 の 冥界 に つい て 話し て いる カバ リス ト は 簡潔 に 降 霊 術 で 見 た も の を 話し て いる 。 
Ehphas Levi Zahed**These Hebrew names translated into French are 
Alphonse Louis Constant. 

エリ ファ ス レヴ ィ は フラ ンス 人 で ある 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 本 名 は アル フォ ンス ルイ コ 
ンス タン で ある 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ ザ ヘ ド は アル フォ ンス ルイ コン スタ ン を へ ヘブライ 語 
風 に 改名 し た も の で ある 。 

who writes this Dook, 

エリ ファ ス レヴ ィ が 本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 を 書い た 。 

has evoked, and he has seen. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 星 の 光 に 保存 され て いる 人 の 映像 を 呼び 出し 見 た 。 

Let us state, in the first place, what the masters have written oftheir 
Vislons Or ther intuitions in that which they term the light of glory. 

達 道 者 は 星 の 光 を 栄光 の 光 と 呼ん で いる 。 達 道 者 は 星 の 光 で 見 た り 直 感 し た も の 
を 記し て いる 。 第 一 に 、 達 道 者 が 記し て いる も の を 話 そ う 。 


We read in the HeDrew Dook concerming the Revolution of Souls that 
there are three classes of souls- the daughters of Adam, the daughters of 
angels, and the daughters of sim. 

へ ブラ イ 語 の 書物 「 魂 の 変革 」 に は 罪 に より 生ま れ た 者 、 ア ダム に より 生ま れ た 者 、 
神 の 聖霊 に より 生ま れ た 者 と いう 3 種類 の 魂 が 存在 する と 記さ れ て いる 。( ア ダム は 
人 の 代表 。) 

According to the same DooKk, there are also three kinds of spirits- captive 
SD1rts, wandering SsDir1ts, and free sDir1tS. 

「 魂 の 変革 」 に は 、 と ら わ れ た 霊 、 さ ま よ っ て いる 霊 、 自 由 な 霊 と いう 3 種類 の 霊 が 存 
在 す る と 記さ れ て いる 。 

Souls are sent forth in couples: 

男性 の 魂 は 女性 性 を 持っ て いる 。 女 性 の 魂 は 男性 性 を 持っ て いる 。( な ぜ な ら 、 男 性 
神 は 女神 達 と 結婚 し た 。 男 性 神 は 男性 性 を 女神 達 に 与え た 。 女 神 達 は 女性 性 を 男 
性 神 に 与え た 。) 

at the same tme certain souls of men are Dorn widowed, and their 
SDOUSeS are held captive Dy Lihth and Naemah, the queens of the 
StrVgeS: 

スト リ ゲ ス の 女王 で ある リリ ス と ナ ヘ マー に よっ て 女性 性 が と ら わ れ て 、 女 性 性 を 持 
た な いで 肉体 を 持つ 男性 の 魂 が 存在 する 。 

they are souls condemned to explate the temerity of a celhDate's VoWr 
女性 性 を 持た な いで 肉体 を 持っ た 男性 の 魂 は 、 宗 教 的 な 理由 で 独身 を 痺 っ た 無 思 
慮 の 罪 を つぐ な う 運 命 を 持っ た 魂 で ある 。 

HenCce, 

上 記 の 理由 か ら 、 

when a man renounces the love of womenr from his infancy, he makes 
the Dride who was destined for him a slaVve to the demons of debauch. 
男性 が 幼子 の 様 な 者 の 時 に 女性 へ の 愛 を あき ら め る 事 を 区 う 時 に 女性 性 と いう 花 
嫁 を 放 湯 な 悪魔 の 奴隷 に する 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

SOUls growW and multply in heaven as Dodies do upon earth. 

地上 で 肉体 が 成長 し 増殖 する 様 に 、 天 で 魂 は 成長 し 増殖 する 。 

Immaculate souls are the daughters of the Kisses of angels. 

汚れ て いな い 魂 は 神 の 聖霊 の 口づけ に より 生ま れ た 者 で ある 。 

Nothig can enter heaven saVe that which comes from heaven. 

天 に より 生ま れ た も の だ けが 天 に 入れ る 。 

HenCce, 

上 記 の 理由 か ら 、 

after death, the divine spirit which animated man returns alone to 
heaven 

肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 霊 、 神 性 と いう 命 を 持つ 人 だ けが 天 へ 戻る 。 

and leaVes tW0 COYDS6eS, 

肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 圭 は 、 肉 体 と 、 星 の 体 と いう 2 つの 死体 を 残す 。 

one uDon earth, the other in the atmosphere: 

肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 霊 は 、 肉 体 を 地上 に 、 星 の 体 を 大 気 中 に 残す 。 


one terrestrial and elementary, the other aerial and sidereal, 
肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 圭 は 、 四 大 元素 の 肉体 を 地上 に 、 星 の 体 を 大 気 中 に 残す 。 
one already inert, 

肉体 の 死後 、 肉 体 は すでに 自動 力 が 無い 。 

the other stll amimated by the urnversal moVvement ofthe soul of the 
World!, 

肉体 の 死後 、 世 界 の 魂 の 普遍 の 運動 が 、 神 性 を 持つ 霊 が 残し た 星 の 体 を 未だ 動か 
す 。 

yet 

し か し 、 

destimed to die sloWIYy 

肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 霊 が 残し た 星 の 体 は 徐々 に 死ぬ 運命 に ある 。 

aDsorDbed by the astral forces which produced it. 

星 の 体 の 元 で ある 星 の 力 が 、 肉 体 の 死後 、 神 性 を 持つ 霊 が 残し た 星 の 体 を 分 解 し 
同化 する 。 

The terrestrlal Dody 1s VisiDle: 

肉体 は 見 える 。 肉 体 は 肉体 の 目 に 映る 。 

the other is unseen Dy the eyes of earthly and HVing Dodies, 

星 の 体 は 肉体 の 目 に は 映ら な い 。 

nor canit be Deheld except Dy the application of the astral light to the 
translucid, 

星 の 光 を 箕 明 な も の で ある 想像 力 に 応用 する 事 に よっ て 星 の 体 は 見 える 。 

which conveys 1ts impress1ons to the nervous system, 

星 の 光 は 星 の 体 の 映像 を 肉体 の 神経 系 に 伝え る 。 

and thus influences the organ of sight 

星 の 光 は 肉体 の 神経 に 作用 する 事 に よっ て 肉体 の 脳 の 視覚 の 器官 に 作用 する 。 
so as to make it Derce1ve the forms which are preserVved 

星 の 光 は 肉体 の 神経 に 作用 する 事 に よっ て 星 の 光 に 保存 され て いる 形 を 肉体 の 脳 
に 知覚 させ る 。 

and the words which are written in the book of vital jight. 

星 の 光 は 肉体 の 神経 に 作用 する 事 に よっ て 星 の 光 と いう 命 の 書 に 記さ れ て いる 言 
葉 を 肉体 の 脳 に 知覚 させ る 。 

When a man has Iived well the astral Dody evaporates IiKe a Dure 
Inmcense ascending towards the uDDer reg10o1s: 

人 が 善く 生き た 時 は 、 純 粋 な 香 が 上 の 領域 へ 昇る 様 に 、 星 の 体 は 気化 する 。 

Dut 

以 0X 

should he have Iived in sim, his astral Dody which holds him prisoner 
人 が 罪 の 中 で 生き た 時 は 、 星 の 体 は 、 魂 の 牛 獄 と 成る 。 人 が 罪 の 中 で 生き た 時 は 、 
星 の 体 に 、 魂 は と ら わ れる 。 

still seeks the oDjects of its Dass1OnS, 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 肉欲 の 対象 を 未だ に 求め る 。 

and wishes to return to Hfe. 


罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 肉体 を 復活 させ よう と 試み る 。 

It torments the dreams of young g1Y]S, 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 悪夢 を 若い 女性 に 見 させ る 。 

bathes in the steamm of spilt Dlood, 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 流さ れ た 血 の 蒸 気 を 浴び る 。 

and floats about the places where the pleasures of its Hife elapsedi: 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 人 生 を 楽し く 過 ご し た 場所 の 辺り を 浮遊 する 。 

lt still watches over treasures which it Dossessed amd Duriedi: 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 持っ て いた 宝 や 隠し た 宝 を 未だ に 監視 する 。 

it expends itself in pairful efforts to make fresh material organs and so 
IiVe agaln. 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 全力 で 苦労 し て 新しい 肉体 を 創造 し 復活 し よう と 試み る 。 
But 

し か し 、 

the stars draw it up and aDsorDb it 

星 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 を 引き 寄せ 同化 する 。 

its feels its intelligence weaken, 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 自身 の 知 が 弱まっ て いく 様 に 感じ る 。 

1ts memory gradually van1shes, 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 記憶 は 徐々 に 消滅 し て いく 。 

all its Deimg dhissolves.… 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 全 存 在 は 分 解す る .…。 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 全 存 在 は 
溶け る ..…。 

Its former Vices rise uD Defore it, assume monstrous shaDGeS, 

過去 の 悪徳 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 前 に 奇形 で 表れ る 。 

and DursUue 1t: 

過去 の 悪徳 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 に つき まとい 苦し め る 。 

they attack and devour 1t.…… 

過去 の 悪徳 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 を 舞 い 飲み 込む .…。 

The unfortunate creature thus success1vely 1oses all the members which 
have mistered to his imiquntes: 

不 首尾 の 被 造物 、 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 罪 に 仕え させ て いた 魂 の 全部 分 を 徐々 
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then he dies a second time and for ever 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 第 2 の 死 、 永 遠 の 死 を 経験 する 、 と 言え る 。( ヨ ハネ の 回 示 
録 2 章 11 節 「 第 2 の 死 」。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he loses his personaHhty and his memoryi 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 個性 と 記憶 を 失う 。 

Souls which are destimed to IiVe, but are not yet completely purified!, 
remain captive for a longer or shorter Deriod in the astral Dody, 


生き る 運命 に は 有る が 未だ 完全 に 清め られ て いな い 魂 は 星 の 体 に 多かれ 少な か れ 
と ら わ れ た まま に 成る 。 

wherein they are Durned Dy the odic hght, 

星 の 体 の 中 で オド の 光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 燃やす 。 星 の 体 の 中 で 星 の 
光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 燃やす 。 

which seeks to aDsorD and dissolve them. 

星 の 光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 同化 し 分 解 し よう と 試み る 。 星 の 光 は 完全 に 
清め られ て いな い 魂 を 同化 し 溶 か そ うと 試み る 。 

It is in order to escape from this Dody that sufferinmg souls sometimes 
enter the Dodies of the jiving and therein dwell 

星 の 体 か ら 避 難 す る た め に 苦し ん で いる 魂 は 時 々 生き て いる 者 の 肉体 の 中 に 入り 
住む 。 

In that state which KabDbalists term embDryon1C. 

カバ リス ト は 苦し ん で いる 魂 が 生き て いる 者 の 肉体 の 中 に 入り 住む 状態 を 「 胎 児 の 
様 に 」 と 表現 し て いる 。 

Nowi It is these aerial Dodies which are evoked by necromancy. 

降 霊 術 は 大 気 中 の 星 の 体 を 呼び 出す 。 

We enter into connection wrth 1]arvae, with dead or Derishimng 
suDstances, Dy this operation. 

降 霊 術 は 大 気 中 の 星 の 体 、 ラ ル ヴ ァ 、 死 ん だ 者 、 消 えた 物 と 交流 する 。 

The beings in question, for the most part, camnot spDeak exceDt by the 
tmghmg of our ears produced Dy the nervous shock to which 1 have 
referredl 

大 気 中 の 星 の 体 は 、 多 数 は 、 星 の 光 で 神経 を 刺激 し 耳 を 刺激 し て 話す 。 

and commmorly they can only reason by reflectng our thoughts and our 
TeVeT16S. 

大 気 中 の 星 の 体 は 、 多 数 は 、 生 き て いる 者 の 思考 や 夢想 を 反映 し て 思考 する 。 

To Dehold these strange forms, We must put ourselves In abnormal 
condition akim to sleep or death, 

大 気 中 の 星 の 体 の 不思議 な 形 を 見 る に は 、 眠 り ま た は 死に 似 た 超常 的 な 状態 に 成 
る 必要 が 有る 。 

In other Words, 

言い 換え る と 、 

We must magnetise ourselVes and enter into a kimd of lucid and waking 
SomnamDbulism. 

星 の 体 を 見 る に は 、 自 身 を 磁化 し て 意識 が 有る 催眠 状態 に 成る 必要 が 有る 。 
Then necromancy has real results, 

降 圭 術 に は 現実 の 結果 が 有る 。 

and then the evocations of magic can Droduce actual VisiOnS. 

降 霊 術 は 現実 の 映像 を も た ら せ る 。 

We have said that in the great magical agent, which is the astral light, 
there are DreserVved all impressions of things, 


大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 の 中 に も の の 全て の 映像 が 保存 され て いる と 話し 
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all images formed either Dy rays or reflections: 

星 の 光 の 中 に 直接 の 光線 に よっ て 形成 され た 全て の 映像 また は 反映 に よっ て 形成 
され た 全て の 反映 が 保存 され て いる と 話し た 。 

In this same light our Vis1onS Comme {0 US, 

星 の 光 に よっ て 人 は 映像 を 見 る 。 

and it is this which intoxicates the insane。, 

星 の 光 は 狂人 を 夢中 に させ る 

and leads away their dormant judgment in pursuit of the most Dizarre 
phantoms. 

星 の 光 は 狂人 の 眠っ た 判断 力 を 最も 奇形 な 霊 に 従わ せる 。 

To insure Vision without illusion in this light, a Dowerful wil must De 
wrth us to isolate reflections and attract rays OnIy. 

星 の 光 の 中 で 映像 を 反映 、 誤 りか ら 守 る に は 、 強 い 意 思 で 反映 を 分 離す る 必要 が 有 
る 。 星 の 光 の 中 で 映像 を 反映 、 誤 りか ら 守 る に は 、 強 い 意 思 で 直接 の 光線 だ け を 引 
さき 寄せ る 必要 が 有る 。 

To dream awake is to see in the astral hight, 

目覚 め た まま 夢 を 見 る 事 は 星 の 光 の 中 で 映像 を 見 る 事 で ある 。 

and the orgies of the SabDath, descriDed Dy so many sorcerers in ther 
criminal trials, came to them solely in this manner 

裁判 で 多数 の 悪人 の 霊 の 魔術 師 が 話し て いる サバ ト の 酒 神祭 を 悪人 の 霊 の 魔術 
師 は 星 の 光 に よっ て 見 た 。 

The preparations and the suDstances used to obtain this result were 
often horrible, 

魔術 で 結果 を 得る た め の 悪 人 の 霊 の 魔術 の 用 意 と 悪人 の 霊 の 魔術 に 用 いら れる 
物 は 越 れる べき も の で ある 。 

as We shall see in the Ritual, 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 悪人 の 霊 の 魔術 の 用 意 と 悪人 の 霊 の 魔術 に 用 いら れる 物 を 
説明 する つも り で ある 。 

Dut 

し か し 、 

the result itself was never doubtful. 

魔術 の 結果 自体 は 疑い 無い 。 

They Deheld, they heard, they handled the most aDomimnaDle, most 
fantastic, most impossible things. 

魔術 師 は 最も 憎む べき も の 、 最 も 不思議 な も の 、 最 も 有り 難い も の を 見 、 聞 き 、 ふ れ 
人 e 

We shall return to this subject in our fifteenth chapter: 

15 章 で 悪人 の 霊 の 魔術 に つい て 話す つも り で ある 。 

at the presernt moment we are Concerned Only with the evocations of 
the dead. 

13 章 で は 死ん だ 者 を 呼び 出す 降 霊 術 に つい て だ け 話 す 。 


In the spring of the year 1854 I had undertaken a journey to London, 
that Imight escape from internal disduietude, and deVote myself, 
wrthout interruption, to sclenCe. 

精神 的 な 動揺 か ら 解脱 する た め に 、 邪 魔 さ れず に 学問 に 身 を ささ げ る た め に 、1854 
年 の 春 に エリ ファ ス レヴ ィ は ロン ドン へ 旅行 し た 。 

1 had letters of imtroduction to Dersons of eminence, Who Were ax10US 
for revelations from the supernatural world. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 超 自然 の 世界 か ら の 啓示 を 望む 、 著 名 人 へ の 紹介 状 を 持っ て 
いた 。 

1 made the acquaintance of seVeral, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 数 人 の 著名 人 と 知り 合っ た 。 

and discoVered in them, amidst much that was courteous, a depth of 
indifference or trifling. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 数 人 の 著名 人 の 丁重 な 態度 の 中 に 深い 無関心 か 深い 不 真 面目 
さ を 見 つけ た 。 

They asked me forthwrith to work wonders, as if 1 were a charlatan, 

数 人 の 著名 人 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 詐欺 師 で ある か の 様 に 、 す ぐに 奇跡 を 起こ す 様 
に エリ ファ ス レヴ ィ に 求め た 。 

and 1 was somewhat discouragedL 

エリ ファ ス レヴ ィ は 少し 失望 し た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

to speak franKIY 

率直 に 話す と 、 

far from Deing inchmed to initate others into the mysteries of 
cerermorual mag1C, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 儀式 の 魔術 の 神秘 へ 他人 を 入門 させ る 気 が 無 か っ た 。 

1 had myself shrunk all along from its illusions and wearimess: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 最初 か ら 儀式 の 魔術 の 幻覚 と 疲労 を 避け て いた 。 

moOreOVet 

さら に 、 

such ceremorues necessitated an edulpment which would De expensive 
and hard to collect. 

魔術 の 儀式 に は 高価 で 集め る の が 難し い 道具 が 必要 で ある 。 

1 Duried myself, therefore, in the study of the transcendent KabDalah, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 超越 的 な カバ ラ の 研究 に 没頭 し た 。 

and concerned myself no further with English adepts, 

エリ ファ ス レヴ ィ は イギリス の 達 道 者 と 関わ ろう と し な か っ た 。 

when, returning one day to my hotel, I found a note awaitimg me. 

ある 日 エリ ファ ス レヴ ィ は ホテ ル に 戻っ た 時 に エリ ファ ス レヴ ィ 宛 の 手紙 を 見 つけ た 。 
This note contained half of a card, divided tramsVersely, 

手紙 に は 横 に 半分 に 切ら れ た 1 枚 の カー ド が 入っ て いた 。 

On which TI immediately recogrnised the seal of Solomon. 


カー ド に は ソロ モン の 封印 、 六 攻 星 が 描か れ て いる と すぐ に 分 か っ た 。 

It was accomparued Dy a small sheet of paper on which these words 
Were Dencilled:- 

手紙 に は 下記 の 様 に 書か れ て いた 。 

"To-morrowW, at three oclock, in front of Westminster AbDey the second 
half of this card wl De giVen yoUu.". 

「 明 日 、 午 後 3 時 に 、 ウ ェ ス トミ ンス ター 寺院 の 前 で 、 あ な た に 残り 半分 の カー ド を 渡 
し ます 。」 

1 kept this curious assigmatlon. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 上 記 の 密会 の 約束 を 守っ て 翌日 の 午後 3 時 に ウェ スト ミン ス 
ター 寺院 の 前 に 行っ た 。 

At the appointed spot I foumd a carriage drawT UD, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 止ま っ て いる 馬車 を 見 つけ た 。 

and as I held unaffectedly the morsel of card in my handl a footman 
apDDroached, making a sign as he did so, amd then opened the door of 
the equipage. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 半分 に 切ら れ た カー ド を 手 に 持っ て 見 せる と 、 従 者 が 近づき 合図 
し て 馬車 の ドア を 開け た 。 

It contained a 1ady in Dlack, 

馬車 に は 黒衣 の 女性 が 乗っ て いた 。 

wearimg a thick veil: 

黒衣 の 女性 は 厚い ヴェ ー ル を か ぶっ て いた 。 

she motioned to me to take a seat Deside her shewmng me at the same 
tme the other half of the card. 

黒衣 の 女性 は 残り 半分 の カー ド を 見 せ て 隣 に 座る 様 に 合図 し た 。 

The door closedl 

エリ ファ ス レヴ ィ は 馬車 に 乗っ た 。 馬 車 の ドア が 閉じ られ た 。 

the carriage droVe off, 

馬車 が 走り 始め た 。 馬 車 は ウェ スト ミン スタ ー 寺 院 の 前 を 去っ た 。 

and, the lady ralsing her Ve1l, 

黒衣 の 女性 は ヴェ ー ル を 外し た 。 

1 saw that my appountment was wrth an elderly Derso1l, 

黒衣 の 女性 は 老人 で あっ た 。 

wrth grey eyeDroWs 

黒衣 の 女性 の まゆ 毛 は 灰色 で あっ た 。 

and black eyes of umusual Drilliance, and strangely fiXed in express1on. 
黒衣 の 女性 は 黒目 で あっ た 。 黒 衣 の 女性 の 目 は 不思議 に 輝い て いた 。 黒 衣 の 女性 
の 目 つ き は 不思議 と 決 然 と し て いた 。 

"Sp" she began, wrth a strongly marked English accent, 

黒衣 の 女性 は 「 エ リフ ァ ス レヴ ィ 。」 と 強い イギリス な まり で 話し 始め た 。 


1 am aware that 


私 は 知っ て いま す 。 
the law of secrecy 1S rigorous amongst adeDts: 
達 道 者 は 秘密 を 厳し く 守 る の が 法 で ある と 。 
a friend of Sir B--- 工 ---, who has seen YOU, 
エリ ファ ス レヴ ィ が 会 っ た BOO 〇 〇 LO 〇 O 〇 〇 は 私 の 友人 で す 。 
knows that 
私 は 知っ て いま す 。 
you have Deen asked for phenomena, 
エリ ファ ス レヴ ィ が 奇跡 を 起こ す 様 に 求め られ た 事 を 。 
and that 
で し て 。 
you haVe refused to gratify such curiosity. 
エリ ファ ス レヴ ィ が 他人 の 好奇 心 を 満た す た め に 奇跡 を 起こ す 事 を 断っ た 事 を 。 
You are DOSS1DIy without the materials: 
多分 エリ ファ ス レヴ ィ は 魔術 の 儀式 に 必要 な 物 を 持っ て いな か っ た の で し ょ う 。 
1 should hke to shew you a complete maglcal caDinet, 
私 が 完全 な 魔術 の 小 部 屋 を エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せま し ょ う 。 
Dut 
し か し 、 
1 must exact Deforehand the most inviolaDle silence. 
先 に 私 は エリ ファ ス レヴ ィ に 秘密 を 守る 神聖 な 約束 を し て も ら う 必要 が 有る 。 
Tf you wl not g1Ve me this pledge Upon yoOur honour 1 shall giVe orders 
for you to De driven to your home. 
も し エリ ファ ス レヴ ィ が 自身 の 名 誉 に か け て 秘密 を 守る と 約束 し て くれ な いな ら ば 、 
私 は エリ ファ ス レヴ ィ を ホテ ル ま で 送る 様 に 従者 に 命令 よる つも り で す 。 
」 
1 made the regunred Drom1Sse, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 秘密 を 守る と 約束 し た 。 
and faithfully keep it Dy divulging neither the name, Dosition, nor aDode 
Of this 1ady, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 誠実 に 黒衣 の 女性 の 名 前 、 地 位 、 住 所 の 秘密 を 守っ て いる 。 
whomm 1 soon recogmsed as an initiate, not exactly of the first order Dut 
still of a most exalted grade. 
すぐ に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 黒 衣 の 女性 が 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 で は な い が 、 博 識 な 学 
者 で ある と 分 か っ た 。 
We had a numDer of long conversations, in the course of which she 
inVariaDly insisted upon the necessity Of practical exDerienCce tO 
Complete initiat1on. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 黒衣 の 女性 と 何 度 か 長く 話し 合っ た が 、 い つも 黒衣 の 女性 は 秘 
伝 伝授 の 完成 の た め に 実践 、 経 験 が 必要 で ある と 力説 し た 。 
She shewed me a Collection of magical Vestments and imstrurments, 
黒衣 の 女性 は 集め た 魔術 の 衣 と 魔術 の 道具 を エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せ た 。 


lent me some rare Dooks, which 1 needed: 

黒衣 の 女性 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 必要 と し て いた 、 い くつ か の 入手 し 難い 珍し い 本 
を エリ ファ ス レヴ ィ に 貸し て くれ た 。 

In short, 

結局 、 

she determined me to attempt, at her house, the experiment of a 
Complete evocation, 

黒衣 の 女性 は エリ ファ ス レヴ ィ に 黒衣 の 女性 の 家 で 完全 な 降 霊 術 の 実験 を 試み る 
事 を 決心 させ た 。 

for which 1 prepared during a Deriod of twenty-one dayS, SCTUDulOuSIY 
oDserving the rules aid down in the thirteenth chapter of the Ritual. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 13 章 で 話す つも り で ある 法 を 厳しく 守 っ て 降 霊 術 の 実験 の 
た め に エリ ファ ス レヴ ィ は 21 日 間 用 意 し た 。 

The probation terminated on the 24th ofJuly: 

7 月 24 日 に 試練 が 終わ っ た 。 

it Was DrODOsed to evoke the phantom of the divine Apollonius, 

神 の 様 な 者 で ある ティ アナ の アボ ポロ ニウス の 霊 の 降 霊 を 試み た 。 

andl to duestiOT 1t UDOT tWO SeCTetS, 

ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 に 2 つの 質問 を する た め に 。 

one which concerned myselt, 

一 方 の 質問 は エリ ファ ス レヴ ィ に 関係 する も の で あっ た 。 

and one which interested the lady. 

他方 の 質問 は 黒衣 の 女性 に 関 作 する も の で あっ た 。 

She had counted on takimg Dart in the eVvocation wrth a trustworthy 
Dersorl, Dut this Derson DroVed nervous at the 1ast moment, 

黒衣 の 女性 は ある 信頼 で きる 人 物 を 降 圭 術 に 参加 させ る つも り で あっ た が 降 霊 術 
を 実験 する 直前 に 成っ て 勝 病 風 に 吹か れ て 辞退 し た 。 

andL as the triad or umity 1s indispensable for magical rites, 

魔術 の 儀式 に は 単 一 か 3 つ 1 組 が 絶対 に 必要 で ある 。 

1 was left to my 0Wnm resOUTCeS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 単独 で 降 霊 術 の 実験 を 行っ た 。 

The cabinet prepared for the evocation was situated in a turret: 

塔 の 中 に 降 霊 術 の た め に 用 意 さ れ た 小 部 屋 は 有 っ た 。 

it contained four concaVve ImirTOrS, 

小 部 屋 は 4 つの くぼん だ 鏡 に 囲ま れ て いた 。 

and a species of altar having a white marDble top, encircled Dy a chain of 
magnetized iron. 

磁化 され た 鉄 の 鎖 を 巻き つか せ た 、 上 部 が 白い 大 理 石 で ある 、 一 種 の 祭壇 が 有 っ 
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The sign of the pentagram, as glver in the fifth chapter of this worKk, 
was CarVed and gilded on the white marble surface: 

5 草 の 五 証 星 の 絵 を 祭壇 の 白い 大 理 石 の 表面 に 金 め っ き で 記し た 。 


1t was drawnm also in Various Colours uDon a new white lamDskin 
stretched Deneath the altar 

5 草 の 五 証 星 の 絵 を 祭壇 の も と に 引い た 新しい 白い 子羊 の 皮 に 色とりどり で 記し た 。 
In the middle of the marble table there was a small copper chafing-dish, 
containing charcoal of alder and 1aurel woodd: 

白い 大 理 石 の 祭壇 の 中 央 に は ハン ノ キ と 月 桂樹 の 木炭 が 入っ た 小さ な 炉 の 上 に 載 
せ た 小 さ な 銅 の 器 が 有 っ た 。 

another chafing-dish was set before me on a tripod. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 前 に は 三脚 の 上 に 載せ た 小さ な 炉 の 上 に 載せ た 小さ な 器 が 有 っ 
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1 was clothed in a white garment, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 白い 衣 を 着 て いた 。 

Very smilar to the vestments of our catholic priests, Dut 1onger and 
Wider 

白い 衣 は カト リッ ク の 祭司 の 衣 に 似 て いた が 、 よ り 長 く よ り 幅 が 広かっ た 。 

and I wore upon mmy head a crowr of Vervain leaves, intertwined with a 
golden chain. 

エリ ファ ス レヴ ィ は バー ベイ ン と 金 の 鎖 が か ら み 合っ た 王冠 を か ぶっ て いた 。 

1 held a new sword in one handl 

エリ ファ ス レヴ ィ は 一 方 の 手 に 新しい 剣 を 持っ て いた 。 

and in the other the Ritual. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 他方 の 手 に 典礼 書 を 持っ て いた 。 

1 kindled two fires with the reguired and Drepared suDstanCces, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 用 意 さ れ た 必要 な 物 に 2 つの 火 を つけ た 。 

and I Degan reading the evocations of the Ritual 

エリ ファ ス レヴ ィ は 典礼 書 の 霊 に 呼び か ける 言葉 を 読ん だ 。 

in a Voce at first 10W, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 典礼 書 の 霊 に 呼び か ける 言葉 を 最初 は 小さ な 声 で 読ん だ 。 

Dut risimg Dy degrees. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 典礼 書 の 霊 に 呼び か ける 言葉 を 徐々 に 声 を 大 きく し て 読ん だ 。 
The smoke spreadl 

煙 が 広がっ た 。 

the flame caused the oDjects upon which it fell to waver 

火 で 物 が 揺るが され て 見 えた 。 

then it went out, 

火 が 消え た 。 

the smoke stlll floatmg white and slow aDout the marDble altar: 

白い 煙 が 白い 大 理 石 の 祭壇 の 辺り を ゆっ くり と 浮遊 し た 。 

1 seemed to feel a kind of quakimg of the earth, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 地 が 揺るが され た 様 に 感じ た 。 

my ears Hmgled, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 耳 の 神経 が 刺激 され た 。 

my heart beat qulcKIV. 


エリ ファ ス レヴ ィ の 心臓 の 鼓動 が 速 ま っ た 。 

1 heaped more twigs and perfumes on the chafing-dishes, 

エリ ファ ス レヴ ィ は さら に 枝 と 香 を 小さ な 炉 の 上 に 載せ た 小さ な 器 に 積み 重ね た 。 
and as the flame again Durst UD, 

火 が 再び 燃え 上 が っ た 。 

IDeheld distinctly Defore the altar the figure of a man ofmore than 
mormal s1Ze, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 祭壇 の 前 に 巨大 な 人 の 形 を 明らか に 見 た 。 

which dissolVved and Vanlshed awayr 

巨大 な 人 の 形 は 溶け て 消え た 。 

I recormmenced the eVocations, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 を や り 直 し た 。 

and placed myself within a circle which I had drawn prev1ously 
Detween the tripod and the altar 

エリ ファ ス レヴ ィ は 三脚 と 祭壇 の 間 に 事 前 に 記し た 円 の 中 に いた 。 

Thereupor the mirror which was Dehind the altar seemed to Drighten 
In its depth, 

祭壇 の 後ろ の くば ぼん だ 鏡 の 深い 部 分 が 明る く 成 っ た 様 に 見 えた 。 

a wan form was outhned thereim, 

祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 中 に 形 が 弱く 映っ た 。 

which increased! 

祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 中 の 形 は 強まっ た 。 

and seemed to approach Dy degrees. 

祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 中 の 形 が 徐々 に 近づく 様 に 見 えた 。 

Three tmes, and with closed eyes, 1 invoked Apollonius. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 目 を 閉じ て 3 回 テニ ィ アナ の アポ ロニ ウス を 呼ん だ 。 

When I again 1ooked forth 

エリ ファ ス レヴ ィ が 目 を 開け る と 、 

there was a mar in front of me, wrapped from head to foot in a spDecies 
of shroud, which seemed more grey than white: 

エリ ファ ス レヴ ィ の 前 に 白 より 灰色 に 見 える 一 種 の 選 衣 で 頭 か ら 足 まで 義 われ た 1 
人 の 男性 が いた 。 

he was lean, melancholy and Deardless, 

慣 衣 で 響 わ れ た 男性 は や せ て いた 。 慣 衣 で 覆 わ れ た 男性 は 悲し そう で あっ た 。 尼 衣 
で 覆 わ れ た 男性 は ひげ が 無かっ た 。 

and did not altogether correspond to my Dreconceived notion of 
Apollon1us. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 事前 に 考え て いた ティ アナ の アポ ロニ ウス 像 と 尼 衣 で 覆 わ れ た 
男性 は 全く 一 致し な か っ た 。 

1 experienced an aDnormally cold sensation, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 超常 的 な 寒気 を 感じ た 。 

and when 1 endeavoured to questlon the phantom 1 could not articulate 
a syllaDle. 


エリ ファ ス レヴ ィ は 霊 に 質問 し よう と 試み た が 、 一 言 も 話せ な か っ た 。 

1 therefore placed my hand uponr the sign of the pentagramu and pointed 
the sword at the figure, cormmanding it mentally to obey and not alarm 
me, in Virtue of the said sign. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 一 方 の 手 に 持っ た 剣 の 先 を 霊 に 向け て 、 他 方 の 手 を 五 導 星 の 
絵 の 上 に 置い て 、 神 の 象徴 で ある 五 蘭 星 の 力 に よっ て 、 心 の 中 で 霊 に エリ ファ ス レ 
ヴィ に 従い エリ ファ ス レヴ ィ を 恐れ させ な い 様 に 命令 し た 。 

The form thereupon Decame Vague, and suddenly disappeared. 

霊 の 形 は 溶け て 突然 消え た 。 

I djirected it to returm, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 霊 に 表れ る 様 に 命令 し た 。 

and presently felt, as it were, a Dreath close Dy me, 

すぐ に エリ ファ ス レヴ ィ は 人 息 の 様 な も の を 近く に 感じ た 。 

somethmg touched my hand which was holding the swordl 

何 も の か が エリ ファ ス レヴ ィ の 剣 を 持っ た 手 に ふれ た 。 

and the arm Decame immediately DenumDed as far as the elDow. 
すぐ に エリ ファ ス レヴ ィ の 剣 を 持っ た 手 は ひじ まで し びれ た 。 

1 divimed that the sword displeased the spirit, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 剣 が 霊 を 不快 に させ た と 見 抜い た 。 

and I therefore placed its point downwards, close Dy me, within the 
crcle. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 剣 の 先 を 下 に 向け 円 の 中 に 近く に 置い た 。 

The human figure reappeared immediately 

すぐ に 再び 人 の 形 は 表れ た 。 

but 1 experienced such anintense weakness in all my HmDs, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 突然 の 衰弱 を 手足 に 感じ た 。 

and a swooring sensation came SO dU1CKIy Over me, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 気絶 し そう に 成っ た 。 

that I made two steps to sit dOWT, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 2 歩 歩い て 座っ た 。 

whereupor 1 fell into a profoumd lethargy, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 深く 皆 睡 し た 。 

aCCOrmparied Dy dreams, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 夢 を 見 た 。 

of which I had only a confused recollection when 1I came again to 
myself. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 気がつい た 時 に は 夢 の 乱 れ た 記憶 し か な か っ た 。 

For several suDseduent days my arm remained DenumDbed and painful. 
数 日 間 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 腕 は し びれ て 痛い まま で あっ た 。 

The apparition did not speak to me, 

霊 は エリ ファ ス レヴ ィ に 話さ な か っ た 。 

Dut 

し か し 、 


1t seemed that the questlons 1 had designed to asK answered themselVes 
Im my mmnd. 

霊 に 質問 し よう と 試み た 質問 の 答え は 自然 と エリ ファ ス レヴ ィ の 心 の 中 に 有 っ た 。 
To that of the lady an Anterior Voice replied- 

エリ ファ ス レヴ ィ の 心 の 声 が 黒衣 の 女性 の 質問 に 答え た 。 

Death!- 

「 死 !」。 

it was concerrung a man of whorm she desired information. 

味 衣 の 女性 は ある 男性 の 消息 を 知り た か っ た 。 

As for myself, 1 sought to know whether reconcihation and forgiveness 
Were DOSS1Dle Detween twWo Dersons who occupied my thoughts, 

エリ ファ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ の 思考 を 占め て いた 2 人 の 人 が 和解 し 許し 合え 
る か 知り た か っ た 。 

and the same inexoraDle echo withim me also answered- 

エリ ファ ス レヴ ィ の 不動 の 心 の 声 が エリ ファ ス レヴ ィ の 質問 に 答え た 。 

Deadl! 

「 死 ん で いる !」。 

1 am statimg facts as they occurred! 

エリ ファ ス レヴ ィ は 起き た 事実 を 話し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

1 would impose faith on no one. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 上 記 を 信じ る 様 に 強制 する つも り は 無い 。 

The conseqduence of this experience On myself was something 
inexplicaDle. 

降 圭 術 の 実験 の 結果 は 説明 不可 能 で あっ た 。 

1 was no longer the same mar 

私 は も は や 以前 と 同じ で は な か っ た 。 

something of another world had passed into me: 
別世界 の 何 も の か が 私 の 中 を 通過 し た 。 

1 wasnolonger either sad or cheerful, 

私 は も は や 俗 世 の 甘 し み も 俗 世 の 喜 び も 感じ な く な っ た 。 

but I felt a simgular attraction towards death, 

私 は 死に 超常 的 に 引か れ た 。 

unaccomparued, howeVer Dy any suicidal tendency 

し か し 、 自 殺し よう と は 思わ な か っ た 。 

1 amnalysed my experlence carefully, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 で 経験 し た も の を 用 心して 分 析 し た 。 

andL notwithstanding a HVely nervous reDugnantCe, 

強い 神経 的 な 嫌悪 感 に も か か わら ず 、 

1 twlce repeated the same exDperimert, allowing some days to elapse 
Detween each: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 を さら に 数 日 お き に 2 回 行っ た 。 


there was not, however sufficient difference Detween the phenomena 
to warrantme In protractmg a narratiVe which is Derhaps already too 
1ong. 

し か し 、3 回 の 降 霊 術 の 実験 で 起き た 現象 間 に 大 き な 差 異 は 無かっ た 。2 回 目 と 3 
回 目 の 降 霊 術 の 実験 に つい て 話す の は 多分 長 過 ぎる 。 

But 

し か し 、 

the net result of these two additional eVocations was for me the 
revelation Of two KaDDalistic secrets 

2 回 目 と 3 回 目 の 降 霊 術 の 実験 の 結果 は 2 つの カバ ラ の 秘密 を エリ ファ ス レヴ ィ 
に 明らか に し た 。 

which might change, in a short space of time, the foundations and 1aws 
of society at large, if they came to De knmownr generally. 

2 つの カバ ラ の 秘密 は 、 も し 大 衆 に 知ら れ た な ら ば 、 短 期間 で 社会 全体 の 法 の 基礎 
を 変え る で あろ う 。 

Am I to conclude from all this that I really evoked, saw, and touched the 
great Apollorus of TVana? 

エリ ファ ス レヴ ィ は 大 いな る ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 自体 を 呼び 出し 、 見 、 ふ れ 
た と 断定 で きる で あろ うか ? 

1 amnot so hallucinated as to affirm 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 自体 を 呼び 出し 、 見 、 ふ れ た と 断言 
する ほど 夢見 が ち で は な い 。 

Or SO UnSer1OusS as to Delieve 1t. 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 自 体 を 呼び 出し 、 見 、 ふ れ た と 信じ る 
ほど 真剣 さ に 欠け て は いな い 。 

The effect of the probations, the perfumes, the mirrors, the Dantacles, 1S 
an actual drunkenness of the imagination, 

試練 、 香 、 鏡 、pantacle は 想像 力 の 本 丁 を 実際 に も た ら す 。 

which must act Dowerfully upon a Derson otherwise nerVvous and 
1mpress1onaDle. 

想像 力 の 柳 町 は 神経 質 で は な い 感 じ 易 く な い 人 に も 強く 作用 する は ず で ある 。 

1 do not explain the physical laws by which 1 saw and touchedi 

見 、 ふ れ た 霊 に よっ て 自然 科学 の 法則 を 説明 する つも り は 無い 。 

1 affirm solely that 1 did see 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 夢 の 中 で は な く 起 きた 状態 で 、 見 た 様 に 感じ た と 断言 する だ け 
で ある 。( 星 の 光 が 神 経 を 刺激 し て 脳 を 刺激 し た 。) 

and that 1 did touch, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 夢 の 中 で は な く 起 きた 状態 で 、 ふ れ た 様 に 感じ た と 断言 する だ 
け で ある 。( 星 の 光 が 神 経 を 刺激 し て 脳 を 刺激 し た 。) 

that I saw clearly and distimctly, apart from dreamnnmg, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 夢 の 中 で は な く 起 きた 状態 で 、 明 ら か に 見 た 様 に 感じ た と 断言 
する だ け で ある 。( 星 の 光 が 神 経 を 刺激 し て 脳 を 刺激 し た 。) 

and this is sufficient to establish the real efficacy of magical ceremonies. 


上 記 で 魔術 の 儀式 の 本 物 の 結果 を 確立 する に は 十分 で ある 。 

For the rest, I regard the practice as destructive amd dangeroUusS: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実践 は 有害 で 危険 で ある と 考え て いる 。 

it Decame haDbitual, neither moral nor physical health would De aDle 
to withstand it. 

も し 降 霊 術 の 実践 が 常習 的 に 成 れ ば 、 心 の 健康 を 保持 で き な く な る で あろ う 。 も し 降 
霊 術 の 実践 が 常習 的 に 成 れ ば 、 体 の 健康 を 保持 で き な く な る で あろ う 。 

The elderly 1ady whom I have mentioned, and of whom 1 suDseduently 
had reason tO Complaim, was a Case In DO1mt: 

黒衣 の 女性 は 降 霊 術 の 実践 が 常習 的 に 成り 心 の 健康 を 保持 で き な く な っ て いる と 
エリ ファ ス レヴ ィ は 類推 し あわ れん で いる 。 

despite her asseVerations to the contrary 

黒衣 の 女性 は 降 霊 術 を 常習 的 に 実践 し て いな いと 断言 し て いた が 、 

1 haVe no douDt that she was addnicted to necromancy and goet1a. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 黒衣 の 女性 が 降 霊 術 と ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 を 常習 的 に 
実践 し て いた と 確信 し て いる 。 

She at tmes lost all self-control, 

黒衣 の 女性 は 時 々 自制 心 を 完全 に 和 失っ た 。 

at others yielded to senseless fits of passion, for which it was difficult to 
d1SCOVeT 8 CaUSGe. 

黒衣 の 女性 は 時 々 原因 が 分 か り 難 い 意 味 不明 な 激しい 感情 の 発作 に 圧倒 され た 。 
Ileft London without Didding her adieu, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 黒衣 の 女性 に 別れ を 告げ ず に ロン ドン を 離れ た 。 

and I shall faithfully adhere to my engagement Dy giving no clue to her 
1dentity, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 黒 衣 の 女性 の 名 前 や 身分 の 手がかり を 与え な い 事 に よっ て 、 黒 
衣 の 女性 の 秘密 を 守る 約束 を 固く 守る つも り で ある 。 

which might connect her name with practices, Dursued in all 
proDability without the knowledge of her family, which I belieVe to De 
large and of Very considerable position. 

仮に 黒衣 の 女性 の 名 前 と 降 霊 術 の 実践 が つなが れ ば 、 黒 衣 の 女性 の 家族 を 苦し 
め る で あろ う 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 黒 衣 の 女性 の 家族 に つい て は 知ら な い が 、 多 分 、 
黒衣 の 女性 の 家族 た ち は 非 常に 高い 地位 に ある と 信じ て いる 。 

There are evocations of intelligence, eVocations Of 1oVe, amd evocations 
of hate: 

知 に よる 降 霊 術 、 愛 に よる 降 霊 術 、 憎 悪 に よる 降 圭 術 が 存在 する 。 

Dut, OnCe more, 

し か し 、 改 め て 、 

there is no Droof whatsoeVer that spirits really leave the higher spheres 
to commurucate With Us: 

降 圭 者 と 交流 する た め に 霊 が 上 の 領域 を 実際 に 離れ て いる 証拠 は 存在 し な い 。 
the opposite, as a fact is more proDaDle. 

霊 と 交流 する た め に 降 霊 者 の 魂 が 下 の 領 域 を 離れ て いる か も し れ な い 。 


We eVoke the memories which they have left in the astral light, 

降 霊 者 は 霊 が 星 の 光 に 残し た 記憶 を 呼び 出す 。 

Or commmon reserVOoir Of umiVversal magnetism. 

星 の 光 は 普遍 の 磁気 の 共通 の 宝庫 で ある 。 

It was in this light that the Emperor julian once saw the gods mamnifest, 
lookimg old, 則 , amnd decrepit- 

星 の 光 の 中 で ユリ アヌ ス 帝 は ギリ シャ の 神々 が 老い た 、 病 ん だ 、 弱 っ た 姿 で 表れ た の 
を 見 た 。 

fresh proof of the influence exercised Dy Current and accrednted 
opinions on the reflections of this same magical agent 

星 の 光 の 中 で ユリ アヌ ス 帝 が ギリ シャ の 神々 が 老い た 、 病 ん だ 、 弱 っ た 姿 で 表れ た の 
を 見 た の は 、 魔 術 の 代行 者 、 星 の 光 の 反映 の 流れ や 大 衆 に 認め られ た 世論 に よっ 
て 作用 が 運動 する 新しい 証拠 で ある 。 

which makes our taDles talk 

魔術 の 代行 者 、 星 の 光 が テ ー ブ ル ター ニン グ で テー ブル に 話さ せる 。 

and answers Dy taps on the walls. 

魔術 の 代行 者 、 星 の 光 が 壁 を た た いて 答え て 話さ せる 。 

After the evocation I have described, 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス を 降 霊 し た 後 で 、 

Ire-read carefully the Hfe of Apollonius, 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 人 生 に つい て の 歴史 書 を 用 心して 再び 
読ん だ 。 

who is represented Dy historians as an 1deal of amntique Deauty and 
eleganCe, 

歴史 家 た ち は テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス を 古代 の 美 と 優雅 さ の 理想 と し て 描い て いる 。 
andIthen observed that towards the end of his life he was starVed and 
tormented in Drison. 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス が 人 生 の 終わ り 頃 に 味 獄 で 飼え させ られ 
苦し め ら れ た 事実 に 気づい た 。 

This circumstance, which may have remained in my memory wlthout 
my Deimg aware Of it, Doss1D1y determined the un-attractive form of my 
Vision, which Iregard solely as the voluntary dream of a waking man. 
知ら な いで 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 記憶 に 残っ て いた の か も し れ な い 、 テ ィ ア ナ の アポ ロ 
ニウス が 人 生 の 終わ り 頃 に 手 獄 で 飼 えさ せら れ 苦 し め ら れ た 事実 が 、 エ リフ ァ ス レ 
ヴィ の 起き た まま の 意識 の 有る 夢 で ある と 考え られ る 映像 で の 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ 
ウス の や せ た 悲 し そう な 形 を 決定 し た の か も し れ な い 。 

1 haVe seen two other Dersons, who there is no occaslon to name, Doth 
differing, as regards costume and appearance, from what I had 
eXDeCted!. 

名 前 を 明か す つ も り は 無い が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 2 回 目 と 3 回 目 の 降 霊 術 の 実験 
で ティ アナ の アポ ロニ ウス 以外 の 2 人 の 霊 を 見 た が 、2 人 共 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 予 
想 と は 違う 、 服 装 と 姿 で あっ た 。 


For the rest, 1 commend the greatest cautlon to those who DroDOse 
devotmg themselves to sirmilar exDerlemCeSs: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 を 試み よう と する 者 に 大 い に 注 意 す る 事 を すす め 
る 。 

ther result is intense exhaustiom, 

降 圭 術 は 激しい 疲労 を も た ら す 。 

and frequently a shock sufficient to Occaslor lmesS. 

降 圭 術 は 時 々 病気 を 引き起こす ほど の 衝撃 を も た ら す 。 

1 must not conclude this chapter wlthout mentioning the Curious 
Opimions of certain KaDDalists, 

13 章 で エリ ファ ス レヴ ィ は 何人 か の カバ リス ト の 不思議 な 考え を 話す 必要 が 有る 。 
who distimguish Detween apparent and real death, 

何人 か の カバ リス ト は 外見 上 の 死 と 本 当 の 死 を 区 別して いる 。 

holding that the two are seldom sumultaneous. 

何人 か の カバ リス ト は 外見 上 の 死 と 本 当 の 死 は ほとん ど 同 時 に 起こ ら な いと 考え て 
いる 。 

In their idea, 

何人 か の カバ リス ト の 考え で は 、 

the majority of persons who are Duried are stll aliVe, 

土葬 され た ば か り の 人 の 多数 は 未だ 生き て いる 。 

while 
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a numDer of others who are regarded as Iiving are in reality dead. 

生き て いる と 考え られ て いる 人 の 多数 は 実際 に は 心 が 死 ん で いる 。 

Incurable madness, for example, would De with them an incomplete Dut 
real death, leaving the terrestial Dody under the purely instmctive 
control of the sidereal body 

例え ば 、 星 の 体 の 全く 直感 的 な 制御 下 に 地上 の 肉体 と いう 身 を 委ね る 、 矯 正 で き な 
い 狂 気 は 、 不 完全 で は ある が 実際 の 心 の 死 で ある 。 

When the human soul experiences a greater Dlow than it can Dear it 
would thus Decome separated from the body, leaving the animal soul, or 
s1dereal Dody, in its place, and these human remains would De to some 
extent less ahVe really than a mere arnmal. 

人 の 魂 は 、 耐 えら れ な い 衝 撃 を 経験 し た 時 に 、 肉 体 か ら 分 離し 、 動 物 的 な 人 の 魂 ま 
た は 星 の 体 を 肉体 に 残し 、 動 物 よ り 生 き て いな い 動物 的 な 人 と し て 生き る 。 

Dead persons Of this kimd are said to De recogrised Dy the complete 
extimction of the moral and affectionate sense: 

心 が 死ん だ 人 は 、 倫 理 感 が 完全 に 死ん だ 人 、 道 徳 感 が 完全 に 死ん だ 人 、 思 いや り が 
完全 に 死ん だ 人 と 言え る 。 

they are neither Dad nor goodi: 

心 が 死 ん だ 人 は 悪人 で も 善人 で も な い 。 

they are dead. 

心 が 死ん だ 人 は 死人 で ある 。 


Such Deings, who are the poisonous fungi of the humar raCe, 

心 が 死 ん だ 人 は 人 類 の 毒 き の こ で ある 。 

aDsorD the Hfe of hiving Deings to their fullest possiDle extent, 

心 が 死ん だ 人 は 可能 な 限り 生き て いる も の の 命 を 奪う 。 心 が 死ん だ 人 は 可能 な 限り 
生き て いる も の の 心 の 命 を 奪う 。 

and this is why ther proxirmty DenumDs the soul 

心 が 死ん だ 人 は 近づい た も の の 魂 を 凍ら せ 、 し びれ させ 、 無 感覚 に する 。 

and chills the heart. 

心 が 死 ん だ 人 は 近づい た も の の 心 を 殺 す 。 心 が 死ん だ 人 は 近づい た も の の 思い や 
り を 殺す 。 

If such corpse-Hhke creatures really existed, they would realise all that 
Was recounted in former tmes about Drocaladues and VarmDires. 

も し 死体 の 様 な 生き も の で ある 心 が 死ん だ 人 が 実際 に 存在 する の で あれ ば 、 過 去 
の 吸血 鬼 の 物語 の 全て を 実現 する で あろ う 。 も し 死体 の 様 な 生き も の で ある 心 が 死 
ん だ 人 が 実際 に 存在 する の で あれ ば 、 過 去 の Drocalagues の 物語 の 全て を 実現 
する で あろ う 。 

Now, are there not certain Dersons In whose Dresence one feels less 
Intelligent, less good, sometimes even less honest? 

面前 に 近づい た ら 、 知 性 、 徳 、 時 に は 正直 さす ら 、 時 に は 誠実 さす ら 失 われ る 様 に 感 
じ る 人 々 が 存在 し な いで あろ うか ? は い ! 近 づい た も の の 知性 、 徳 、 正 直さ 、 誠 実 さ を 
失わ せる 人 々 が 存在 する 。 

Are there not some whose vicimity extngunshes all faith and al 
enthusiasmm, 

近づい た も の の 全て の 信心 、 全 て の 熱意 を 失わ せる 人 々 が 存在 し な いか ? は い ! 近 
づい た も の の 信心 、 熱 意 を 失わ せる 人 々 が 存在 する ! 

who draW you Dy yOUuT WeakKmesSeS, 

あな た の 弱 さ に つけ こん で 、 あ な た を ( 悪 に ) 引 きず り 込む 人 々 が 存在 し な いか ? は 
い ! あ な た の 弱 さ に つけ こん で 、 あ な た を ( 悪 に ) 引 きず り 込 む 人 々 が 存在 する ! 

who goVern YOU Dy VOUr eV1l DroDensitleS, 

あな た の 悪い 傾向 に よっ て 、 あ な た を 支配 する 人 々 が 存在 し な いか ? は い ! あ な た の 
悪い 傾向 に よっ て 、 あ な た を 支配 する 人 々 が 存在 する ! 

and make you die slowly to morahity in a torment 1ike that of 
Mezentius? 

メ ゼ ン テ ィ ウ ス の 様 に あな た を 苦し め な が ら 、 あ な た を 徐々 に 倫理 道徳 的 に 殺す 人 々 
が 存在 し な いか ? は い ! 苦 し め な が ら 、 あ な た を 人 徐々 に 倫理 道徳 的 に 殺す 人 々 が 存 
在 する ! 

These are dead people whom We mistake for iving Deings: 

生き て いる 存在 で ある と 誤解 し が ち で ある が 、 心 が 死ん だ 人 々 は 死ん で いる 人 々 で 
ある 。 

these are Vampires whom we regard as friends! 

友人 で ある と 誤解 し が ち で ある が 、 心 が 死ん だ 人 々 は 吸血 鬼 で ある ! 
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ST AUGUSTINE questioned seriousIy whether Apuleius could have Deen 
changed into an ass Dy a Thessalian sorcereSS, 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス は テッ サリ ア の 魔女 に よっ て アプ レイ ウス が ロバ に 変身 し た か 真剣 
に 疑っ た 。 

and theologians haVe long deDbated about the transformation of 
NeDuchadnezzar Into a wld Deast, 

神学 者 た ち は ダ ニ エ ル 書 4 章 33 節 で ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 が 獣 に 変身 し た か 長い 
間 考 えた 。 

which thmgs merely prove that the eloduent doctor of Hippo was 
unacdualnted with magical secrets 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス が テッ サリ ア の 魔女 に よっ て アプ レイ ウス が ロバ に 変身 し た か 真剣 
に 疑っ た 事 は 、 ヒ ッ ポ の 雄弁 な 学者 アウ グ ス テ ィ ヌ ス が 魔術 の 秘密 を 知ら な か っ た 
事 を 単に 証明 する 。 

and that the theologians in question have not advanced far in exegeS1S. 
神学 者 た ち が ダ ニ エ ル 書 4 章 33 館 で ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 が 獣 に 変身 し た か 長い 
間 考 えた 事 は 、 神 学者 た ち が 聖 書 の 解釈 か ら 前 進 し な か っ た 事 を 単に 証明 する 。 
We are concerned in this chapter with different and more incredible 
marVvels, which are at the same tme incontestable. 

14 章 で は 様々 な 、 よ り 信 じ 難 い が 、 議 論 の 余地 の 無い 不思議 に つい て 話す 。 
Irefer to 1ycanthropy, 

14 章 で は 人 が オオ カミ へ 変身 する 事 に つい て 話す 。 

or the nocturnal transformation of men into WoIVes, 

14 章 で は 人 が オオ カミ へ 夜 に 変身 する 事 に つい て 話す 。 

so celebrated in rural tales ofthe twihght by the histories of Were- 
WOIVeS. 

人 が オオ カミ へ 夜 に 変身 する 事 は 、 狼 男 の 歴史 に よっ て 、 黄 皆 の いな か の 話 で 、 非 
常に 有名 で ある 。 

These histories are so well attested that, 


狼 男 の 歴史 は 非常 に 証明 され て いる 。 

wrth a view to ther explanation, sceptical sctence has recourse to 
furious mmania and masqueradimg as an1mals. 

銀 男 を 説明 する た め に 、 疑 い 深い 自然 科学 は 怒り 狂っ た 熱狂 と 動物 の 仮装 に 助け 
を 求め た 。 

But 

し か し 、 

Such hypotheses are Duerile and explain nothimg. 

拓男 は 熱狂 と 動物 の 仮装 で ある と いう 仮説 は 幼稚 で あり 何 も 説明 し て いな い 。 

Let us seek elsewhere for the secret of the phenomena which have Deen 
oODserved on this suDject, and Degim with estabhshinmg:- 

狼 男 は 熱狂 と 動物 の 仮装 で ある と いう 仮説 以外 に 狼 男 に つい て 認め られ た 現象 の 
秘密 を 探求 し よう 。 狼 男 に つい て 認め られ た 現象 を 確立 する 事 か ら 始 め よ う 。 

1, That no one has ever been killed Dy a were-wolt, except Dy 
suffocation, without effusion of Dlood and without wounds: 

1。 出 血 無し に 傷 無 し に 、 狼 男 は 窒息 に よっ て の み 人 を 殺し た 。 

2, That were-wolves, though tracked, Dursued, and even Wounded, have 
never Deen killed on the spot: 

2。 狼 男 は 追わ れ 傷 つけ られ さえ し た が 現場 で 殺さ れ た 事 は 無い 。 

3, That persons susDected of these transformations haVe always Deen 
found at home, after a were-wolf chase, more or less maimed, 
sometimes dy1ng, Dut invariaDly in their natural form. 

3。 狼 男 が 追撃 され た 後 で 、 多 か れ 少 な か れ 傷 つき 時 に は 死ん で いた が 、 狼 男 に 変 
身 し た と 疑わ れる 人 々 は 常に 家 で 常に 自然 な 人 の 姿 で 見 つか っ た 。 

Let us, next, establish phenomena of a different order 

次 に 、 狼 男 に 似 た 現象 を 確立 し よう 。 

Nothmg in the world is Detter Dorne out Dy evidence than the VisiDle 
andreal presence Of P Alphonsus Ligouri Deside the dying Dope, whilst 
the same Dersonage was simultaneously seen at home, far from Rome, 
Im Drayer and ecstasy. 

ロー マ か ら 遠 く 離 れ た 家 で 祈り 忘 我 状態 で ある 所 を 見 られ て いた アル フォ ン ソ デ リ 
ゴリ が 同時 に ロー マ で 死に か か っ て いる 法王 の そば に いる 所 を 見 られ て いた 事 よ り 
良い 証拠 は 世界 に 無い 。 

Further 

さら に 、 

the simultaneous Dresentce Of the missionary Francis XaVier In seVeral 
places at one tme has Deen no less strictly demonstrated. 

ある 時 、 伝 道 師 フ ラン シス コ ザビ エル が 複数 の 場所 に 同時 に 存在 し た 事 は 厳し く 証 
明 さ れ て いる 。 

It wll De said that these are miracles, 

大 来 は アル フォ ン ソ デ リ ゴ リ と フラ ン シ ス コ ザビ エル が 複数 の 場所 に 同時 に 存在 
し た 事 は 奇跡 で ある と 話す で あろ う 。 

Dut 


じ が し 、 

we reply that miracles when they are gemuine are simply facts for 
SClenCe. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 奇跡 が 本 当 の 事 で ある 時 は 奇跡 は 自然 科学 に と っ て 単純 な 事 
実 で ある と 答え て 話す 。 

Apparitions of persons dear to us coincldent with the moment of their 
death are phenomena of the same order and attriDutable to the same 
CaUSGe. 

親密 な 人 の 霊 が 死ぬ 時 に 表れ る 現象 は 、 狼 男 の 現 象 や 、 ア ルフ ォ ン ソ デ リ ゴ リ と フ 
ラン シス コ ザビ エル が 複数 の 場所 に 同時 に 存在 し た 現象 と 、 同 じ 種 類 の 現象 で あ 
り 、 原 因 が 同じ 現象 で ある 。 

We have spoken of the sidereal body which is intermediary Detween the 
soul and the physical Dody. 

星 の 体 は 魂 と 肉体 の 間 を 仲介 する も の で ある と 話し た 。 

Now, this Dody frequently remaims awake while the latter sleeDs, 

肉体 が 眠っ て いる 間 に 星 の 体 が 起き さき た まま で ある 時 が 存在 する 。 

and Dasses through all space which umiversal magnetizaton ODens tOo 1t. 
肉体 が 眠っ て いる 間 に 星 の 体 が 起き た まま で ある 時 に 、 星 の 体 は 普遍 の 磁化 が 開く 
全て の 空間 に 通じ る 。 

It lengthens without Dreaking the sympathetc cham 

星 の 体 は 共感 の 鎖 を 壊さ な いで 伸び る 。 

which attaches it to our heart and Draim, 

共感 の 鎖 が 星 の 体 を 肉体 の 心臓 と 肉体 の 脳 に 結び 付け て いる 。 

andit is for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

lt is so dangerous to awaken dreamers suddenly. 

眠っ て いる 者 を 突然 起こ す の は 危険 で ある 。 

As a fact, 

事実 、 

too great a start may Dreak the chain in an instant and cause death 
1mmediately. 

眠っ て いる 者 を 急 に 起こ す と 共感 の 鎖 を すぐ に 壊し 急死 の 原因 に 成る か も し れ な い 。 
The form of our sidereal Dody 1s conformed to the habitual condition of 
Our thoughts, 

星 の 体 は 常習 的 な 思考 に 対応 し た 形 に 成る 。 

and it modifies, in the 1ong rur, the characteristics of the material Dody 
結局 、 長 期 的 に は 、 星 の 体 は 肉体 の 特徴 を 変え る 。 常 泊 的 な 思考 は 肉体 の 特徴 を 
変え る 。 

This is why 

上 記 の 理由 か ら 、 

SwedenDorg, in his somnambulistic intuitions, frequently Deheld spirits 
in the shape of Various amimals. 

時 々 、 直 感 的 な 催眠 状態 で 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ は 様々 な 動物 の 姿 を し た 霊 を 見 た 。 


Let us nowW make Dold to say that 

大 胆 に 話す と 、 

a Were-WwOlf is nothing else but the sidereal Dody of a man 

銀 男 は 人 の 星 の 体 で ある 。 

whose savage and sanguinary instimcts are typified Dy the wolf 

オオ カミ は 人 の 野生 の 血 の 本 能 の 象徴 で ある 。 

who, further whilst his phantom wanders ovVer the country, 1s sleeDing 
painfully in his bed, 

狼 男 の 人 の 幻 の 体 、 狼 男 の 人 の 星 の 体 が いな か を さま よっ て いる 間 、 狼 男 の 人 は 
ベッ ド の 中 で 苦し ん で 眠っ て いる 。 

and dreams that he is actually a wolf. 

狼 男 の 人 の 星 の 体 が いな か を さま よっ て いる 間 、 狼 男 の 人 は 自身 が オオ カミ に 成っ 
た 夢 を 見 て いる 。 

Whnat makes the were-wolf VisiDle is the almost somnambulistic 
excltement caused Dy the fright of those who Dehold it, or else the 
tendency more Dartucularly in snmple country Dersons, to enter Into 
direct cormmunicaton with the astral Hight, 

狼 男 を 見 える も の に し て いる も の は 、 拓 男 の 人 の 星 の 体 を 見 える も の に し て いる も の 
は 、 狼 男 の 人 の 星 の 体 を 見 て いる 者 の 恐怖 に よる 催眠 状態 の 動揺 か 、 特 に 単純 な 
いな か の 人 に 多い 星 の 光 と 直接 的 に 交流 する 傾向 で ある 。 

which is the common medium of Visions and drearms. 

星 の 光 は 幻視 と 夢 を 共通 に 仲介 する も の で ある 。 

The hurts inflicted on the were-wolf really wound the sleeping Derson 
by the odic and sympathetic congestion of the astral light, and Dy the 
corresDondence of the immaterial with the material Dody. 

星 の 光 、 オ ド の 共鳴 の 過剰 に よっ て 、 星 の 体 と 肉体 の 交流 に よっ て 、 銀 男 を 傷つけ る 
と 、 銀 男 の 人 の 星 の 体 を 傷つけ る と 、 拓 男 の 人 の 肉体 を 傷つけ る 事 に 成る 。 

Many Dersons wl Delieve that they are drearmmg when they read such 
thmgs as these, 

上 記 を 読む と 、 多 数 の 人 々 は 自身 が 夢 を 見 て いる か の 様 に 思う で あろ う 。 

and wl ask whether We are really ourselves awake: 

上 記 か ら 、 多 数 の 人 々 は エリ ファ ス レヴ ィ は 本 当 に 目 が 覚め て いる の か どう か た ず 
ね る で あろ う 。 

Dut 

し か し 、 

we will only reguest men of science to reflect upon the phenomena of 
geStat1Om, 

知 の 有る 人 々 に 、 車 像 き の 刑 を 見 た 女性 が 四肢 が 裂 か れ た 子 を 産ん だ 、 懐 胎 の 現 
象 を 考え る 様 に 求め る だ け で ある 。 

and uponr the influence of the imagination of women on the form of 
their offspring. 

知 の 有る 人 々 に 、 車 像 き の 刑 を 見 た 女性 が 四肢 が 裂 か れ た 子 を 産ん だ 、 子 の 形成 
へ の 女性 の 想像 力 の 作用 を 考え る 様 に 求め る だ け で ある 。 


A woman who had Deen presert at the execution of a man who Was 
broken upon a wheel gave Dirth to a child with all its limDs shattered. 
車 像 き の 刑 を 見 た 女性 は 四肢 が 裂 か れ た 子 を 産ん だ 。 
Let amyOne explain to us how the impression Droduced uponr the soul of 
the mother Dy a horrible spectacle could so have reacted on the child, 
誰か 、 ど の よう に 車 像 き の 刑 と いう 恐ろし い 見 せ 物 が 母 の 魂 に も た らし た 印象 が 子 
に 作用 し た か 説明 し て みる が 良い 。 
and we in turn will explain why Dlows received in dreams can really 
Druise 
どの よう に 夢 の 中 で 傷つく と 肉体 が 傷つく の か 説明 する 。 
and eVen grievouSly Wound the Dody of him who receives them in 
1magimatio, 
どの よう に 想像 の 中 で 傷つく と 肉体 が 傷つく の か 説明 する 。 
aDoVe al 
特に 、 
when his Dody is sufferimg and suDjected to nervous and magnetic 
influemces. 
肉体 が 神経 の 磁気 の 作用 を 受容 し 従っ て いる 時 に 、 ど の よう に 夢 や 想像 の 中 で 傷 
つく と 肉体 が 傷 つく の か 説明 する 。 
To these phenomena and to the occult laws which govern them must De 
referred the effects of Dewitchment, 
上 記 の 現象 と 上 記 の 現象 を 統治 し て いる 隠さ れ た 法 に つい て は 呪い の 作用 に つい 
て 話す 必要 が 有る 。 
of which We shall speak hereafter 
16 章 で 呪い に つい て 話す つも り で ある 。 
Diabolical oDsessions, and the majority of nervous diseases which affect 
the brain, are wounds inflicted on the nervous mecharusm Dy the astral 
light when perverted, that is, aDsorDed or projected in aDnormal 
DrODOrtions. 
悪人 の 霊 の 細 依 と 、 脳 に 作用 する 神経 の 病気 の 多数 は 、 星 の 光 の 異常 な つり 合い 
で の 同化 また は 放射 に よる 、 神 経 系 の 傷 に よる 物 で ある 。 
All extraordimary and extra-natural tensions of the will predispose to 
2 and nerVOus Ohseases: 
意思 が 異常 に 不 自然 に 緊張 し て いる と 悪人 の 霊 に 閉 依 さ れ 易 く 成り 神経 の 病気 に 
か か り 易 成る 、 
erforced cehiDacy, asceticism, hatred, amDition, rejected 10Ve, are sO 
many gemeratVe Drimciples of inmfernal forms and influences. 
強制 され た 禁欲 、 憎 悪 、 野 心 、 拒 絶 さ れ た 性 欲 は 地獄 の 形 と 作用 を 創造 する 原理 で 
ある 。 
Paracelsus says that the menstruations of women beget phantoms in the 
aip 
パラ ケル スス は 「 女 性 の 月 経 の 血 は 霊 を 大 気 中 に 生む 。」 と 話し た 。 
and from this standpoint 


上 記 の 観点 か ら 、 

ConVvents would De seminaries for nightmares, 

女性 の 修道 院 は 夢魔 の た め の 神 学校 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 
する 。) 

while the devils might De compared to those heads of the hydra of 
Lerne 

悪人 の 霊 は レル ネ の ヒュ ドラ の 頭 に 例え られ る か も し れ な い 。 

which were reDproduced eternally and propagated in the very Dlood 
fromm their wounds. 

ヒュ ドラ の 頭 は 自身 の 傷 か ら 流れ 出る 血 の 中 で 永遠 に 再生 し 増え る 。 

The phenomena of possession amongst the Ursulines of Loudun, so fatal 
to Urban Grandier haVe Deern Insconstrued. 

ユル バン グラ ン デ ィ エ を 死に 至ら し め た ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 混信 の 現 
象 は 誤解 され て いる 。 

The nuns Were really Dossessed Dy hysteria 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 は 病 的 興奮 に と りつ か れ た 。 

and fanatical imitaton of the secret thoughts of their exorcists, which 
were transrmtted to ther nervous system Dy the astral light. 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 は 、 星 の 光 に よっ て 神経 組織 に 伝え られ た 、 
如 圭 払い 師 の 下心 を 模 條 し た い 狂 気 に に りつ か れ た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 
霊 は 存在 する 。) 

They received the impression of all the hatreds which this umfortunate 
Driest had cor]jured up agalnst him, 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 は 不運 な 祭司 ユル バン グラ ン デ ィ エ が 呼び 
出し た ユル バン グラ ン デ ィ エ へ の 全て の うら み の 印 象 を 星 の 光 か ら 受 容 し た 。 

and this wholly interior commmumicaton seemed diaDolical and 
miraculous to themselVes. 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 と ユル バン グラ ン デ ィ エ に は 星 の 光 に よる 
精神 的 な 交流 が 悪 報 的 な も の 、 奇 跡 的 な も の に 思わ れ た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 
人 の 霊 は 存在 する 。) 

Hence 

上 記 の 様 に 、 

in this tragical affair eVeryone acted simcerely 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 源 依 と いう 悲劇 的 な 事件 で は 全て の 者 が 真剣 に 行 
動 し た 。 

ever to LauDardemort, who, in his Dlmd execution of the Drejudged 
Verdicts of Cardimal Richeleu, believed that he was fulfillmg at the 
same time the duties of a true ]udge, 

リシュリュー の 偏見 を 盲目 的 に 実行 し た ロー バル ドモ ン で すら 自身 は 正しい 裁き の 
務め を 果たし て いる と 信じ て いた 。 

and as jittle suspected himself of beng a follower of Pontius Pilate as he 
would have recogrused in the sceptical 

ロー バル ドモ ン は イエ ス を 処刑 し た ピラ ト の 模 信 者 で ある 小さ な 疑い が 有る 。 


and jipertime cure of Saint-Pierre-du Marche, a disciple and martyr of 
Christ. 

放 湯 な サン ピエ ー ル デュ マル シュ の 教区 司祭 ユル バン グラ ン デ ィ エ は イエ ス キリ 
スト の 弟子 、 狗 教 者 で あっ た 。 

The possesslon of the nuns of Louvier 1S scarcely more than a copy of 
those of Loudun: 

ルビ エ の 修道 女 の 滞 信 は ルー ダン の 修道 女 の 拓 依 の 模 令 よ り 恐 ろ し い 。 

生 ImVent httle and plagiarise One another 

悪人 の 霊 は 新しい も の を 発明 する 事 は ほとん ど 無 い 。 悪 人 の 霊 は 相互 に 盗用 し 合う 。 
The 0 of Gaufridi and Magdalen de 1a Palud Dossesses stranmger 
features, for in this case the victims are their 0Wm aCCUSerS. 

ゴー フリ ディ と Magdalen de la Palud の 場合 は 犠牲 者 は 自身 を 告発 し た と いう 不 
思 議 な 特徴 を 持っ て いる 。 

Gaufridi confessed that he was guilty of depriving a number of women 
of the power to defend themselves agaimst his seductions Dy smply 
Dreathmg in their nostrils. 

ゴー フリ ディ は 人 息 を 上 鼻 に 吹き か け て 誘惑 に 対し て 自身 を 守る 力 を 多数 の 女性 か ら 
奪っ た と いう 罪 を 犯し た と 話し た 。 

A young and Deautiful girl, of noble family, who had Deen thus 
insufflated, described, in the greatest detail, scenes wherein the 
unchaste seemed to ve with the monstrous and grotesdUue. 

ゴー フリ ディ に 候 を 鼻 に 吹き か けら れ た 、 若 く 美 し い 高貴 な 家 の 女 の 子 は 、 奇 形 の も 
の と 競う か の 様 に 、 み だ ら な 光景 を 詳細 に 記し て いる 。 

Such are the ordinary hallucinations of false mysticism and 則 -kept 
celhibacy. 

上 記 は 偽り の 神秘 主義 と 、 す さん だ 禁欲 に あたり まえ の 幻覚 、 妄 想 で ある 。 
Gaufridi and his mistress were oODsessed Dy their mutual chimeras, and 
the Drain ofthe one reflected the nightmares of the other 
ゴー フリ ディ と 被害 女性 た ち は 一 方 の 悪夢 を 他方 の 脳 に 反映 する 相互 の 共通 の キ 
マイ ラ の 様 な 妄想 に と りつ か れ た 。 

Was not the Marduis of Sade humself infectious for certain depleted and 
diseasedl natureS? 

マル キ ド サド は 消耗 し た 病 ん だ 性 質 の 者 に と っ て 伝染 病 の 様 な 者 で は な いか ? は 
い ! マ ルキ ド サド は 消耗 し た 病 ん だ 者 に と っ て 伝染 病 の 様 な 者 で ある ! 

The scandalous trial of Father Girard is a neW Droof of the dehriums of 
mystclsm and the singular nerVous affections which it may entail. 
ジラ ー ル 神父 の 外 間 の 悪い 裁判 は 神秘 主義 の 精神 錯乱 と 神秘 主義 に 必然 的 に 伴 
う 異常 な 神経 の 病気 の 新しい 証拠 で ある 。 

The trances of 1a Cadiere, her ecstacles, her stigmatas, Were all as real as 
the insensate and perhaps inVvoluntary deDauchery of her director 

カ デ ィ エ ー ル の 催眠 状態 、 忘 我 状 態 、 聖 痕 は 全て 現実 で あっ た 。 ジ ラー ル の 無 分 別 
と 多分 、 無 意識 の 放 湯 は 全て 現実 で あっ た 。 

She accused him, when he wished to withdraw from her 


ジラ ー ル が カ デ ィ エ ー ル か ら 手 を 引 こ うと し た の で 、 カ ディ エー ル は ジラ ー ル を 告発 
の 注 

and the conversion of this youmg woman Was a reVenge, 

若い 女性 カ デ ィ エ ー ル の 改宗 は ジラ ー ル へ の 報復 で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

there is nothing more cruel than depraved Dass1OnS. 

悪く 成っ た 肉欲 ほど 無情 な も の は 無い 。 

An jnfluential Dody which intervened in the trial of Grandier for the 
destruction of the possiDle heretic, in this case rescued Father Girard for 
the honour of the order 

異端 者 に 成る 可能 性 が 有 っ た グラ ン デ ィ エ を 破滅 させ る た め に グラ ン デ ィ エ の 裁判 
に 介入 し た 、 あ る 力 の 有る 団体 は 、 修 道 院 の 名 堂 の た め に ジラ ー ル を 救っ た 。 
IMoreoVver 

さら に 、 

Grandier and Girard attained the same results Dy Very different means, 
グラ ン デ ィ エ と ジラ ー ル は 異な る 手段 に よっ て 同じ 結果 に 到達 し た 。 

with which we shall De speclally concerned in the sixteenth chapter 

16 章 で 特に 話す つも り で ある 。 

We operate Dy our Imagination on the imagination of others, 

人 は 自身 の 想像 力 に よっ て 他人 の 想像 力 に 作用 する 。 

Dy our sldereal Dody on thers, 

人 は 自身 の 星 の 体 に よっ て 他人 の 星 の 体 に 作用 する 。 

Dy our Organs On their organs, 

人 は 自身 の 器官 に よっ て 他人 の 器官 に 作用 する 。 

in such a way that, by sympathy whether of inchmation or oDsession, 
We rec1DrocallY possess one another 

傾向 の 共感 に よっ て 、 ま た は 、 混 依 の 共感 に よっ て 、 人 は 相互 に 無 依 し 合う 。 
andidentfy ourselves wrth those upon whom We wish to act. 

人 は 作用 し た い 者 と 共感 する 。 

Reactions against such dominations freduently cause the mmost 
pronounced antpathy to succeed the keenest sympathy. 

上 記 の 支配 、 作 用 、 共 感 に 対す る 、 反 作用 は 最も 明らか な 反感 と 成る 時 が 有る 。 反 
作用 、 反 感 は 共感 を 強め る 時 が 有る 。 

Love has a tendency to unify Deings: 

愛 に は 存在 する も の を 1 つ に する 傾向 が 有る 。 

in thus identifying, it freguently renders them rivals, amd conseduenty 
enemuies, if in the depth of the two natures there is an umsociaDle 
disposition, Ke pride. 

も し 二 者 の 性 質 の 深い 所 に 自尊 心 と いっ た 非 社 交 的 な 傾向 が 有る 場合 は 、 愛 の 結 
合力 は 二 者 を 競い 合わ せ 対 立 さ せる 時 が 有る 。 

To permeate two umited souls in an equal degree wrth pride is to disjoin 
them Dy making them rivals. 


2 つの 一 致し て いる 魂 を 対等 な 自尊 心 で 満た す 事 は 、 二 者 を 競い 合わ せ て 解体 する 
事 で ある 。 

Antagonlsrm is the necessary conseduence Of a plurality of gods. 

対立 は 神々 の 複数 性 の 必然 の 結果 で ある 。 

When we dreamm of a Iiving persorl either ther sidereal Dody Dresents 
itself to ours in the astral light, or at least the reflection thereot, 

生き て いる 人 を 夢 で 見 る 時 は 、 星 の 光 の 中 で 、 生 き て いる 人 の 星 の 体 が 表れ て いる 
か 、 生 き て いる 人 の 星 の 体 の 反映 が 表れ て いる 。 

and our impressions at the meeting often make known the secret 
dispositions of the person in our regard. 

生き て いる 人 を 夢 で 見 た 時 に 受け た 印象 は 生き て いる 人 の 隠れ た 気持 ち を 教え る 
時 が 有る 。 

For eXarmDle, 

例え ば 、 

love fashions the sidereal Dody of the one in the image and 1kKeness of 
the other so that the psychal medium of the woman is HKke a man, and 
that of the man Hike a woman. 

愛 は 一 方 の 星 の 体 を 他方 に 似せ る 。 星 の 体 は プシ ュ ケ と 肉体 を 仲介 する も の で ある 。 
星 の 体 は 魂 と 肉体 を 仲介 する も の で ある 。 そ れ で 、 女 性 の 星 の 体 は 女性 が 愛し て い 
る 男性 に 似る 。 男 性 の 星 の 体 は 男性 が 愛し て いる 女性 に 似る 。 

It was this transfer which the KabDbalists sought to exDress in an OcCcult 
manner when they said, in explanation of an oDscure term of GeneS1S:- 
下記 の 様 に カバ リス ト は 創世 記 2 章 22 節 の 世に 知ら れ て いな い 言 葉 を 説明 し て 、 
上 記 の 変形 を 隠さ れ た 学問 で 説明 し よう と し た 。 

God created love Dy placing a riD of Adam in the Dreast of the woman, 
and a portion of the flesh of Eve in the breast of the man, 

神 は 男性 アダ ム の 胸 の 中 の 助 骨 を 女性 エヴァ の 胸 の 中 に 置い て 愛 を 創造 し た 。 神 
は 男性 アダ ム の 胸 の 中 の 助 骨 で 女性 エヴァ の 肉 を 創造 し た 。( 創 世 記 2 章 22 節 の 
例え 話 で 神 は 男性 アダ ム の 助 骨 か ら 女 性 エヴァ を 創造 し た 。) 

so that at the bottom of woman's heart there is the Done of man, while 
at the Dottom of man's heart there is the flesh of woman, 

女性 の 胸 の 底 に は 男性 の 骨 が 存在 する 。 男 性 の 胸 の 底 に は 女性 の 肉 が 存在 する 。 
(創世 記 2 章 23 節 「 男 性 アダ ム は 『 女 性 エヴァ は 骨 の 中 の 骨 で ある 。 女性 エヴァ は 
肉 の 中 の 肉 で ある 』 と 話し た 。」。) 

」 

an allegory which is certarly not devoid of depth and Deautyr 

上 記 の 例え 話 は 深く 美しい 。 

We have referred in the previous chapter to what the masters in 
KabDalah call the emDbryomc condition of souls. 


13 章 で カバ ラ の 達 道 者 は 苦し ん で いる 魂 が 生き て いる 者 の 肉体 の 中 に 入り 住む 状 
態 を 「 胎 児 の 様 に 」 と 呼ん で いる 事 を 話し た 。 

This state, cormpleted after the death of the person who thereby 
DOssesses another is often cormmenced in Hfe, whether Dy oDsession or 
Dy love. 

完全 に 死ん だ 後 の 人 が 他 の 者 に 結 依 する 状態 は 、 拓 依 され る 者 が 生存 中 に 、 搬 依 
され る 者 の 強迫 観念 また は 愛着 に よっ て 始ま る 時 が 有る 。 

1 knew a young Woman, whose parents inspired her wrth a great terror 
who took suddenly to inflictmg upon an inoffensive Derson the Very 
acts she dreaded in them. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 、 あ る 若い 女性 は 、 両 親 に 脅 さ れ て いた が 、 突 然 、 両 親 
に 脅 さ れ て いた 行為 を 罪 の 無い 人 に する 様 に 成っ た 。 

1 kmew another who, after parttcipatimg In an evocation concerned with 
a gullty woman suffering in the next world for certaim eccentr1c aCtS, 
began to imitate, without any reasor the actions of the dead Derson. 
エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 、 別 の 人 は 、 奇 行 に よっ て 来世 で 苦し ん で いる 罪人 の 
女性 を 呼び 出す 降 霊 術 に 参加 し た 後 で 、 理 由 も 無く 、 死 人 の 奇行 を 模 信 し 始め た 。 
To this occult power must De attriDuted the terriDle influence resident 
im Darental maledicton, which is feared by all nations on earth, 

地上 の 全て の 民 は 隠さ れ た 力 が 原因 で ある 親 の 呪い の 景 散 よ する べき 感化 力 を 明 敵 
し て いる 。 

as also the immmment danger of magical operations when anyone has 
not reached the isolation of true adeDts. 

本 物 の 達 道 者 の 独立 に 到達 し て いな い 者 で ある 時 は 魔術 の 実践 は 危険 で ある 。 
This virtue Of sidereal tranmsmutation, which really exists in 1oVe, 
explains the allegorical marvels of the wand of Circe. 

愛 に 本 当 に 存在 する 、 星 の 体 の 変形 の 力 は 、 キ ルケ の 杖 の 例え 話 の 不思議 を 説明 
する 。 

Apuleius speaks of a Thessalian woman who changed herselfimto a 
Dird: 

アプ レイ ウス は 黄金 の ロバ で テッ サリ ア の 女性 の 主 が 鳥 に 変身 し た と 話し て いる 。 
he wonr the affections of her serVant to discoVver the secrets of the 
mistress, and succeeded only in transforming himself into an asSs. 
黄金 の ロバ で ルキ ウス は テッ サリ ア の 女性 の 主 の 秘密 を 知る た め に 女性 の 召使 い 
の 愛 を 勝ち 取っ た 。 黄 金 の ロバ で ルキ ウス は ロバ に 変身 する だ け に 過ぎ な か っ た 。 
This allegory contains the most concealed secrets of love. 

黄金 の ロバ の 例え 話 は 愛 の 無 上 の 隠さ れ た 秘密 を 含ん で いる 。 

Agalml, 

さら に 、 

the KabDbalists say that when a man falls in 1ove with a female 
elementary- undime, syIphide, or gnormide, as the case may De- she 
Decomes immortal with him, or otherwise he dies with her 


カバ リス ト は 、 男 性 が ウン ディ ー ネ 、 シ ルフ ィ ー ド 、 ノ ー ミ ー ド と いっ た 女性 の 四 大 元素 
霊 と 恋 に 落ち た 時 は 、 女 性 の 四 大 元素 の 霊 が 男性 と 共に 神 に 成る か 、 男 性 が 女 

性 の 四 大 元素 の 霊 と 共に 死ぬ し か な い 、 と 話し て いる 。 

We have already seen that elementaries are irmperfect and as yet mortal 

men. 

4 章 で 四 大 元素 の 霊 は 不 完 全 な 未だ 死ぬ べき で ある 人 の 霊 で ある と 説明 し た 。 

The revelation We haVve mentioned!, 

上 記 の 話 は 啓示 で ある 。 

which has Deen regarded merely as a faDle, 

上 記 の 話 は 作り 話 に 過ぎ な いと 考え られ て きた 。 

is therefore the dogma of moral solhidarity In 1oVe, 

上 記 の 話 は 愛 に お ける 精神 的 な 連帯 の 考え で ある 。 

which is itself the foundation of loVe, 

連帯 自体 が 愛 の 基礎 で ある 。 

and alone explains all its sanctty 

連帯 は 愛 の 神聖 さ の 全て を 説明 する 。 

and allits Dower 

連帯 は 愛 の 力 の 全て を 説明 する 。 

Who, then is this Circe, that changes her Worshippers Into swine, while, 

SO SOOn as she is suDjected to the Dond of loVe, her enchantments are 

destroVed? 

キル ケ を 敬礼 する 者 た ち を 豚 の 群れ に 変身 させ る が 、( オ デュ ッ セ ウス と 妻 の 愛 の き 

ず な と いっ た ) 愛 の きず な に 従う 、 キ ルケ と は 何者 か ? 誘 惑 術 が 破壊 的 で ある 、 キ ル 

ケ と は 何者 か ? 

She is the anclent courtesam, 

古代 の 遊 婦 で ある 。 

the marDble woman of all the ages. 

全て の 時 代 の 無情 な 女性 で ある 。 

A woman who is without love aDsorDs 

愛 無し に 奪う 女性 で ある 。 

and degrades all who come near her: 

近づく 全て の 男性 を 堕 落 さ せる 女性 で ある 。 

she who loves, on the other hand, diffuses enthusiasm, noDihty, and life. 

他方 、 愛 を 知っ て いる 女性 は 熱意 、 気 高 さ 、 命 を 満ち ああ ふれ させ る 。 

There was much talk in the 1ast century aDout an adept accused of 

charlatanism, 

19 世紀 は 詐欺 師 と 非難 され て いる 達 道 者 カリ オス トロ に つい て の 多数 の 話 が 存在 

する 。 

who was termed in his jifetme the divine Cagliostro. 

カリ オス トロ は 生前 に 「 神 の 様 な 者 」 と 呼ば れ た 。 

It is known that he practised eVocatlons, 

カリ オス トロ は 降 霊 術 を 実践 し た 事 が 知ら れ て いる 。 


and that in this art he Was surpassed only Dy the illumnmated 
Schroepffer* 
シュ レプ ファ ー を 除い て 、 降 霊 術 で カリ オス トロ を 超え る 者 は いな い 。 
* See, in the Ritual, Schrcepffer's secrets and formulas for evocation. 
※「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 降 霊 術 の シュ レプ ファ ー の 秘訣 と 方 法 を 説明 する つも り で 
ある 。 
It is sald also that he Doasted of his power in Dindimg sympathies, 
カリ オス トロ は 共感 を 結び つけ る 力 が 有る と 豪語 し て いた と 言わ れ て いる 。 
andthat he claimed to De in possesslon ofthe secret of the great WoOrKk: 
カリ オス トロ は 大 いな る 務め の 秘密 を 保有 し て いる と 豪語 し て いた と 言わ れ て いる 。 
Dut 
し か し 、 
that which rendered him stll more famous was a certain elixir of life, 
カリ オス トロ を より 有名 に し た 物 は 、 い くつ か の 命 の 若返り 楽 エ リク サー で ある 。 
which immediately restored to the aged the strength and vitalhity of 
yoOuth. 
若返り 楽 エ リク サー は 若い 時 の 力 と 心 を 老い た 者 に すぐ に 復活 させ る 。 
The Dasis of this composition was malVoisle W1me, 
カリ オス トロ の 若返り 楽 エ リク サー と いう 混合 物 の 主 成分 は マル ヴォ ワ ジ ー ワイ ン で 
ある 。 
andit was oDtaimed Dy distlling the sperm of certaim annmals with the 
SaD Of certain Dlants. 
カリ オス トロ の 若返り 薬 エ リク サー は マル ヴォ ワ ジ ー ワイ ン に いく つか の 動物 の 精液 
と いく つか の 植物 の 樹液 を 蒸留 し て 加え た 混合 物 で ある 。 
We are in Dossession of the reciDe, 
エリ ファ ス レヴ ィ は カリ オス トロ の 若返り 楽 エ リク サー の 処方 せん を 持っ て いる 。 
Dut 
し か し 、 
Our reasons for withholding it will De readily understood. 
エリ ファ ス レヴ ィ が カリ オス トロ の 若返り 楽 エ リク サー の 処方 せん を 与え な い 理 由 は 
容易 に 理解 し て も ら え る で あろ う 。 
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We approach the mystery of Dlack magic. 
黒 魔術 の 神秘 に 近づこ う 。 
We are about to confront, even in his ownr sanctuary, the Dlack god of 
the SabDath, the formidable goat of Mendes. 
サバ ト の 黒い 神 、 メ ン デ ス の 明 散 する べき ヤギ に 聖 所 で 大 胆 に 立ち 向かお う 。( 邪 神 
は 存在 し な い 。 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 
At this point those who are subject to fear should close the Dooki: 
送 怖 を 感じ 易い 人 々 は 本 書 を 閉じ る べき で ある 。 
even DersOns who are a Drey tO nerVous Impressions wl do well to 
diVert themselves or to aDstain. 
神経 質 な 印象 の 犠牲 に 成る 人 々 は 本 書か ら 気 を そら すか 本 書 を 読む の を や め る の 
が 良い で あろ う 。 
We have set ourselVes a task, amd We must complete it. 
書 魔 の 化け の 皮 を は が す 事 を 務め と する 。 悪 魔 の 化け の 皮 を は が す 必 要 が 有る 。 
Let us first of all address ourselves frankI1y and Doldly to the question: 
第 一 に 、 悪 魔 に つい て の 疑問 に 率直 に 大 胆 に 取り 組 も う 。 
Is there a devil? 
書 魔 は 存在 する の か ? 
What is the devil? 
悪魔 と は 何 か ? 
As to the first po1nt, 
如 魔 は 存在 する の か ? と いう 疑問 に 対し て 、 
SClenCe 1S silent, 
自然 科学 は 沈黙 する 。 
MMOSop0y demues it on chanCe, 
哲学 は 可能 性 を 否定 する 。 
religion Only answers in the affirmative. 
宗教 だ けが (一 見 ) 育 定 的 に 答え る 
As to the second poimt, 
如 魔 と は 何 か ? と いう 疑問 に 対し て 、 


religion states that the devil is the fallen angel: 

宗教 は 「 悪 魔 は 堕天 使 で ある 。」 と (いう 例え 話 を ) 話 す 。 

OCCUlt philosophy accepts and explans this defimition. 

隠さ れ た 哲学 は 「 悪 魔 は 其 天 使 で ある 。」 と いう (例え ) 話 を 受け 取り 説明 する 。 

It wll De unnecessary to repeat what we have already sald on the 
SUuDject 

10 章 で 「 悪 魔 は 其 天 使 で ある 。」 は 例え で ある と 話し た 。 

we wl add here a further revelation:- 

さら に 、 こ こ で 、 啓 示 を 加え よう 。 

IN BLACK MAGIC, THE DEVIL is THE GREAT MAGICATL AGENT 
EMPLOYED FOR EVIL PURPOSES BY A PERVERSE WILL. 

黒 魔術 で は 悪魔 は 悪い 意思 に よっ て 悪い 意図 に 応用 され た 大 いな る 魔術 の 代行 者 
で ある 。 

The old serpent of the legend is nothing else than the umiversal agent, 
the eternal fire of terrestrial life, the soul of the earth, and the Hiving 
fount of hell. 

創世 記 3 章 の 伝説 の 古い 蛇 は 普遍 の 代行 者 、 地 上 の 命 の 永遠 の 火 、 地 の 魂 、 地 獄 
の 生き て いる 源泉 (、 星 の 光 ) で ある 。 

We have said that the astral light is the receptacle of forms, 

星 の 光 は 形 の 貯蔵 所 で ある と 話し た 。 

and these when evoked Dy reason are Droduced harmomnously, 

理性 が 呼び 出す 時 は 星 の 光 か ら 平 和 に 形 は も た ら さ れる 。 

Dut 

し か し 、 

when evoked Dy madness they appear dnsorderly and monstrous: 
狂気 が 呼び 出す 時 は 星 の 光 か ら 形 は 乱れ て 奇形 で 表れ る 。 

so Origimated the nightmares of St Anthony and the phantoms of the 
SabDath. 

星 の 光 が 「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 と サバ ト の 霊 の 源 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し 
な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

Do, therefore, the eVocations of goetia and demonomarua DOSSeSS a 
practical result? 

ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 降 霊 術 と 悪人 の 霊 に 江 信 され て いる と いう 妄想 に は 
実際 の 結果 が 有る の か ? 

Yes, certairly- one which cannot De contested, one more terriDle than 
Could De recounted Dy legends! 

は い ! 確 実に ! 議 論 の 余地 無く ! 伝 説 で 話さ れ て いる より 恐ろし い 結 果 が 悪人 の 霊 の 
魔術 に は 有る ! 

When any one Invokes the devll with intentional ceremonies, the devil 
COmeS, and is seen. 

意図 し た 儀式 で 悪人 の 霊 を 呼び 出し た 時 に 、 悪 人 の 霊 は 表れ 、 悪 人 の 霊 を 見 れる 。 
To escape dying from horror at the sight, to escape catalepsy Or 1diocy, 
One must De already mad. 


悪人 の 霊 を 見 た 恐怖 か ら 、 死 ぬ 事 を 免れ る た め に は 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー ま た は 重 
度 の 知 的 障害 に 成る 事 を 免れ る た め に は 、 す で に 狂っ て いる 必要 が 有る 。 
Grandier was a hDertime through indevoton, and perhaps also through 
SCeDtic1srm: 

グラ ン デ ィ エ は 無 信心 に よっ て 放 湯 者 で あっ た 。 グ ラン ディ エ は 多分 、 疑 い 深 さ に 
よっ て 放 湯 者 で あっ た 。 

exCeSSiVe Zeal, following on the aDerrations of ascetcism and Dlindness 
of faith, depraved Girard, and made him deprave in his turn. 

熱心 過ぎ て 、 異 常 な 苦行 に よっ て 、 盲 信 に よっ て 、 ジ ラー ル は 堕落 し た 。 

In the fifteenth chapter of our Ritual we shall give all the diabolical 
eVOocations and practices of Dlack magic, not that they may De used, Dut 
that they may De known and judged, and that such insamittes may De 
put aside for eVer 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 15 章 で 悪人 の 霊 の 降 霊 術 と 黒 魔術 の 実践 に つい て 全て 話 
す つ も り で ある が 、 利 用 し て も ら う た めで は な く 、 知 っ て も らい 判断 し て も ら う た めで 
あり 、 黒 魔術 と いう 狂気 に よる 愚行 を 利用 する の を 永遠 に や め て も ら う た めで ある 。 
M. Eudes de Mirville, whose Dook upon table-turnimg made a certan 
sensation recently wl poss1DIy De contented and discontented at the 
same time with the solution here giVen of Dlack magic and its proDlems. 
19 世紀 に テー ブル ター ニン グ に つい て の 著書 が 少し 評判 に 成っ た Mirville に は 
本 書 の 黒 魔術 と 黒 魔術 の 問題 の 解決 策 は 満足 な 部 分 と 不満 な 部 分 が 多分 有る で 
あろ う 。 

As a fact, 

実際 、 

we maintaim, 1ke himself, the reahty and prodigious nature of the facts: 
Mirville の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 黒 魔術 と いう 事実 の 実在 と 不思議 な 性 質 を 断 
言 する 。 

wrth him also We assign them to the old serpent, 

Mirville の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 古い 蛇 が 黒 魔術 の 原因 で ある と する 。 

the secret prince Of this worldi: 

古い 蛇 は 、 こ の 世界 の 隠れ た 王者 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

we are not agreed as to the nature of this blimd agent, 

Mirville と エリ ファ ス レヴ ィ は 盲目 の 代行 者 の 性 質 に つい て は 一 致し な い 。 
which, under different directions, is at once the instrument of all good 
and of all evil, 

盲目 の 代行 者 、 星 の 光 は 全て の 善 の 道具 で ある と 同時 に 全て の 悪 の 道具 で ある 。 
the mmimister of prophets 

盲目 の 代行 者 、 星 の 光 は 預言 者 の 使い で ある 。 

and the inspirer Of DythonesseSs. 

盲目 の 代行 者 、 星 の 光 は デル ポイ の 巫女 に 霊感 を 与え た も の で ある 。 

In a Wordl 


要する に 、 

the devil, for us, is force placed temporarily at the disposal of error 

神 の 聖 寺 の 魔術 師 に と っ て 、 悪 魔 と は 一 時 的 に 誤っ た 力 で ある 。 

eVen as mortal sin is, to our thimking, the persistence ofthe willin what 
1s aDsurdl. 

神 の 聖 報 の 魔術 師 に と っ て 、 地 獄 に 堕ち る 大 罪 と は 非 論理 的 な も の へ の 意思 の 固 
執 で ある 。 

M. de Mirville is therefore a thousand times right, Dut he is once and 
One great tme Wrong. 

Mirville は 千 回 正しかっ た が 1 回 大 きく 誤っ た 。 

What we must exclude aDoVve all from the realm of existences 1s the 
arDitrary. 

特に 、 存 在 の 領域 か ら 誤 っ た 気まぐれ 、 誤 っ た 独断 を 取り 除く 必要 が 有る 。 
Nothimg happens Dy chance, nor yet Dy the autocracy of a good or el 
wil. 

偶然 に 起こ る も の は 存在 し な い 。 善 意 ま た は 悪意 に よる 誤っ た 独断 に よっ て 起こ る も 
の は 存在 し な い 。 

There are two houses in heaven, 

天 に は 善 と 悪 の 両院 が 存在 する 。 

and the 1ower house of Satan is restrained in its extremes Dy the senate 
Of diVine wisdom. 

立 と 悪 の 両極 性 の 中 で 神 の 知 と いう 上 院 が サタ ン と いう 下院 を 制限 し て いる 。 
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WHEN a man gazes unchastely upon any woman he profanes that 
womar, said the Great Master 

マタ イ に よる 福音 5 章 28 人 節 で 大 いな る 主 イ エス は 「 性 欲 を 持っ て 女性 を 見 る 者 は 
( 心 の 中 で ) 女 性 を 犯し て いる 。」 と 話し て いる 。 

What is willed with persistence 1s done. 

意思 し 続け る 事 は 行わ れる 。 

Every real will is confirmed Dy acts: 

行動 は 全て の 本 当 の 意思 を 確証 する 。 

eVery wl confirmed Dy an act is action. 

行動 に よっ て 確証 され た 全て の 意思 が 行動 で ある 。 

EVery action 1S suDject to a judgment, 

神 は 全て の 行動 を 裁く 。 

and such judgment is eternal. 

神 の 裁き は 永遠 で ある 。 

These are dogrmas 

意思 は 行動 に 表れ る 事 は 考え で ある 。 

and primciples 

意思 は 行動 に 表れ る 事 は 原理 で ある 。 

from which it follows that the good or evil which we wrll, to others as to 
Ourselves, aCCOrdimg to the capacity of our will and within the sphere of 
Our action, will infalhDly take place, 下 the will be confirmed and the 
deterrmimation fixed Dy acts. 

も し 行動 が 意思 を 確 す る の で あれ ば 、 も し 行動 が 決意 を 固定 する の で あれ ば 、 善 
意 か ら で あ れ 悪 意 か ら で あ れ 、 自 身 に 対し て の 様 に 他 の も の に 対し て 、 意 思 の 能力 
に 対応 し て 、 行 動 の 範囲 内 で 、 意 思 は 間違い 無く 行わ れる 。 

The acts should De analogous to the w. 

行動 は 意思 か ら 類 推 可能 で ある 。 意 思 は 行動 か ら 類推 可能 で ある 。 


The intent to do harm or to excite love, in order to be efficacious, must 
De confirmed by deeds of hatred or affection. 

喝 つ ける 意思 を 有効 に する た め に は 憎悪 の 行動 で 意思 を 確証 する 必要 が 有る 。 愛 
を 引き 起こ す 意 思 を 有効 に する た め に は 愛 の 行動 で 意思 を 確証 する 必要 が 有る 。 
Whnatsoever Dears the impression of a human soul Delongs to that soul: 
人 の 魂 が 抱い た 印象 は 自分 の 魂 の 物 と 成る 。 

whatsoever a man has appropriated after any manmer Decomes his 
body in the broader acceptation of the term, 

言葉 の 広い 意味 で 、 人 が 全て の 手段 で 自分 の 物 に し た 物 は 自分 の 体 に 成る 。 

and anythmg which is done to the Dody of a man is felt, mediately or 
immediately, Dy his soul. 

人 の 魂 は 自分 の 体 、 自 分 の 物 に 行わ れ た 全て の も の を 間接 的 に か 直接 的 に 感じ る 。 
人 の 魂 は 自分 の 体 、 自 分 の 物 に 行わ れ た 全て の も の か ら 間 接 的 に か 直接 的 に 影響 
を 受け る 。 

It is for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

eVery SDecles Of hostlhity towards one's neighDour 1s regarded Dy moral 
theology as the beginmming of homicide. 

備 理 道徳 と 神学 は 隣人 へ の 全て の 敵対 行為 を 殺人 の 始ま り で ある と 考え る 。 
Bewrtchment is a hommicide, 

呪う っ 事 は 殺人 で ある 。 

and the more infamous 

呪う 事 は 殺人 より 悪い 事 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it eludes selt-defence Dy the victm 

呪い の 犠牲 者 は 呪い か ら 自 身 を 守れ な い 。 

and punlshment Dy 1aW. 

呪い は 法 の 罰 を すり 抜け る 。 

This primciple Deimg established to exonerate Our conscience, and for 
the warring of the weak Vessels, let us affirm Doldly that Dewitchment 
1S DOSs1Dle. Let us eVen go further and lay down thatitisnot only 
poss1Dle, Dut in some sense necessary and fatal. 

人 々 の 良心 を 自由 に する た め に 、 弱 い 器 の 人 々 を 戒め る た め に 、 呪 い は 可能 で ある 
と いう 原理 を 大 胆 に 断言 し 、 さ ら に 、 呪 い は 可能 で ある だ け で は な く 、 あ る 意味 、 呪 い 
は 必然 で 避け 難い も の で ある と いう 原理 を 大 胆 に 断言 し よう 。 

It is contmually going on in the social world, unconsclously Doth to 
agents and patientSs. 

社会 で は 人 は 無意識 に 呪っ て いる 。 社 会 で は 人 は 知ら な いで 呪 わ れ て いる 。 
InVoluntary Dewitchment is one of the most terrible dangers of human 
life. 

無意識 の 呪い は 人 の 命 の 最も 明 散 する べき 危険 の 1 つ で ある 。 


Passional sympathy inevitaD1y suDjects the hottest desire to the 

strongest WL. 

肉欲 の 共感 は 最も 熱い 欲望 を 必然 的 に 最も 力 が 有る 意思 に 従わ せる 。 

Moral maladies are more contagious than Dhysical, 

心 の 病気 は 肉体 の 病気 より 伝染 し 易い 。 

and there are some triumphs of infatuation and fashion which are 
ComparaDle to leprosy or cholera. 

いく つか の 精神 的 な 流行 は 皮膚 病 や コ レラ の 流行 に 例え られ る 。 

We may die of an evil acguaintance as well as of a contagious touch, 

人 は 伝染 病 の 保菌 者 と の 接触 に よっ て 死ぬ か も し れ な い の と 同様 に 悪い 知識 に 

よっ て 死ぬ か も し れ な い 。 

and the frightful plague which, durimg recent centuries Only, has 

avenged in Europe the profanation of the mysteries of loVe, 1S a 

revelation of the analogical laws of nature, 

最近 の 世紀 の ヨー ロッ パ で の 愛 の 神秘 へ の 冒 流 へ の 報復 で ある 、 景 散 す る べき 性 

病 の 伝染 病 は 、 自 然 の 類推 可能 性 の 法 の 啓示 で ある 。 

and at the same tmme offers only a feeble image of the moral 

COrTuDtions which follow daily on an equlvocal sympathy. 

胃 散 する べき 性 病 の 伝染 病 は 、 日 々 いか が わし い 共 感 に 従っ て いる 心 の 堕落 の 弱 

い 映 像 を も た らし て いる だ け で ある 。 

There is a story of a jealous and infamous man who, to aVenge himself 

On a r1Val, contracted an incuraDle disorder and made it the common 

SCOurge and anathema of a divided Ded. 

ある 如 深い 邪悪 な 男性 は 、 恋 敵 の 男性 に 復讐 する た め に 、 半生 

に か か り 、 天 罰 と し て 呪い と し て 、 ベ ッ ド を 共に し て いた 女性 と 恋敵 の 男性 に 不 

伝染 病 を うつ し た 、 と いう 話 が 存在 する 。 

This atrocious history is that of eVery magiciar, or rather of eVery 

Sorcerer WhO Dractses Dewr1tchments. 

伝染 病 に 故意 に か か っ て うつ す 話 は 、 全 て の 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 話 と 言う より は む 

し ろ 、 呪 い を 実践 し て いる 全て の 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 話 で ある 。 

He poisons himselfin order that he may Dolson others: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 他 者 を 毒 す る 事 が 可能 で ある 様 に 自身 を 毒 す る 。 

he damns himself that he may torture others: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 他 者 を 苦し め ら れる 様 に 自身 を 地獄 に 堕 と す 。 

he draws in hell with his Dreath in order that he may expel it Dy his 

breath: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 人 息 で 地獄 を 放射 で きる 様 に 思 で 地獄 を 引き 寄せ る 。 

he wounds himself to death that he may inflict death on others: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 死 を 他 者 に 与え られ る 様 に 自身 を 致命 的 に 傷つけ る 。 

Dut 

し が か が ん 

DOssessed of this unhapDpy courage, 1t 1S DositiVe and certain that he wi 

polson and slay Dy the mere projection 0f his perverse wil. 


他 者 を 毒 し 殺す た め に 自身 を 毒 し 傷つけ る 不幸 の 大 胆 さ を 持つ 者 は 、 邪 悪 な 意思 
の 放射 だ け で 、( 他 者 か 自身 と いっ た 何者 か を ) 毒 し 殺す で あろ う 事 は 確か で ある 。 
There are some forms of love which are as deadly as hatred, 

憎悪 と 同様 に 致命 的 で ある 愛 の 形 が いく つか 存在 する 。 

and the Dewitchments of goodwnl are the torment of the wicked. 
善意 に よる 呪い に も 似 た 祈り は 悪人 を 苦し め る 。 

The prayers offered to God for the conversion of a man Dring 
misfortune to thatman if he wil not De comverted. 

改心 を 望ま な い 者 の 改心 の 祈り を 神 に ささ げ る 事 は 改心 を 望ま な い 者 に 不幸 を も 
た ら す 。 

As we have already sa1d!, 

すでに 話し た 様 に 、 

it is weariness amd danger to striVe against the fluidic currents 
OcCcasioned by the chains of wills in umion. 

力 を 合わ せ た 複 数 の 意思 の 鎖 に よる 流体 の 流れ と 戦う 事 は 疲労 を も た ら す し 危険 
で ある 。 

Hence there are two kinds of Dewitchment, volunmtary and inVoluntaryi 
意識 的 な 呪い と 無意識 の 呪い と いう 2 種類 の 呪い が 存在 する 。 

physical and moral Dewitchment may De also distimguished. 

肉体 的 な 呪い と 精神 的 な 呪い と いう 2 種類 の 呪い に 区 別 で きる 。 

Power attracts DOWer 

力 は カカ を 引き 寄せ る 。 

life attracts ]ife, 

命 は 命 を 引き 寄せ る 。 

health attracts health: 

健全 さ は 健全 さ を 引き 寄せ る 。 

this is a law of nature. 

力 が 力 を 引き 寄せ る 事 は 自然 の 法 で ある 。 健 全 さ が 健全 さ を 引 き 寄 せる 事 は 自然 
の 法 で ある 。 

If two children HVe, above all, if they sleep together andif one De weak 
while the other is strong, the strong wl aDsorD the weaKk, and the ]atter 
wll waste away 

も し 2 人 の 子供 が 一 緒 に 生き て いて 、 特 に 一 緒 に 眠っ て いて 、 一 方 の 子供 は 弱い が 、 
他方 の 子供 が 強けれ ば 、 強 い 子 供 は 弱い 子供 か ら 力 を 奪い 、 弱 い 子 供 は 衰弱 する 
で あろ う 。 

For this reasoT, 

上 記 の 理由 か ら 、 

1t is important that children should always sleep alone. 

子供 は 独り で 眠る べき で ある 事 が 重要 で ある 。 

In conVentual sermmaries certain Dupils aDsorD the intelligence of the 
Others, 

共同 生活 の 神学 校 で は 何人 か の 学徒 が 他 者 の 知 を 奪う 。 


and in every giVen circle of men, an individual speedily apDpDears who 

avalls himself of the wills of the rest. 

全て の 人 の 輪 で は 他 者 の 意思 を 応用 する 個人 が 速やか に 現れ る 。 

Bewitchment Dy means of Currents 1S exceedingly commo1, 

流れ に よる 呪い は ありふれ て いる 。 

as We have already oODserVvedi: 

すでに 話し た 様 に 。 

morally as well as physically, most of us are carried away Dy the crowd. 

物理 的 に と 同様 に 精神 的 に 、 大 部 分 の 人 々 は 大 衆 に よっ て 流さ れる 。 

What, however We have DroDoOsed to exhiDit more especially in this 

chapter is the almost aDsolute power of the human will upon the 

determination of its acts and the influence of every outward 

demonstration Upon outward thinmgs. 

し か し 、16 章 で 特に エリ ファ ス レヴ ィ が 表し た いも の は 、 自 身 の 行動 を 決定 する 人 の 
意思 の ほとん ど 絶 対 的 な 力 と 、 物 質 的 な 物 で 物質 的 に 証明 され て いる 感化 力 で あ 

の 

Voluntary Dewitchments are stl freduent in our rural places 

いな か で は 意識 的 な 呪い は あり ふれ て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

natural forces, among ignorart and isolated Dersons, ODerate wthout 

Demg dnrmmished Dy any douDt or any d1Vversion. 

無知 な 孤立 し た 人 々 の 中 を 、 あ ら ゆ る 疑い 気晴らし 気 を そら す 事 に よる 減衰 無し に 、 

自然 の 力 は 作用 で きる 。 

A frank, aDsolute hatred, urleavened Dy rejected Dassion Or Dersonal 

CuD1dity 1s, under Certain g1Ven Conditions, a death-sentence for its 

ODject. 

拒絶 され た 肉欲 か ら で は な い 私 利 私 欲 か ら で は な い 率 直 な 絶対 な 憎悪 は 、 い くつ 

か の 条件 の 下 で は 、 死 の 宣告 に 成る 。 

1 say ummm1xed with amorous Dass1on Or CUD1d1tY, 

性 欲 や 偵 欲 が 混じっ て いな い 憎 悪 は 、 い くつ か の 条件 の 下 で は 、 死 の 宣告 に 成る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

a desire, Deing an attractiorl CounterDalances and annuls the power Of 

DrOjection. 

欲望 は 引き 寄せ る 。 欲 望 の 引き 寄せ る 力 は 憎悪 の 放射 する 力 を 相 組 する 。 

For eXxarmDle, 

例え ば 、 

ajealous Derson will neVer efficac1ously Dewrtch his riVal, 

巡 始 深い 人 は 恋敵 を 効果 的 に 呪う 事 は で き な い 。 

and a greedy heir will never Dy the mere fact of his will succeed in 

shorteming the days of a mserly and long-IHiVed umcle. 


條 欲 な 遺産 相続 人 は けち で 長生 き な 伯父 さん 、 叔 父さん の 命 を 縮め る 事 は で き な 
い 。 
Bewitchments attempted under such conditions reflect upon the 
ODerator 
肉欲 か ら 呪 うと 呪い は 呪い を か けた 人 に は ね 返っ て くる 。 
and help rather than hurt their oDject, settimg him free from a hostile 
acton 
肉欲 か ら 呪 うと 呪 わ れ た 人 を 傷つけ る どこ ろか 、 呪 われ た 人 を 敵対 行動 か ら 自 由 に 
する 。 肉欲 か ら 呪う と 呪 わ れ た 人 を 傷つけ る どこ ろか 、 呪 われ た 人 を 呪い か ら 自 由 に 
する 。 
which destroys itself Dy excessiVe exaggeration. 
過ぎ た 言葉 や 行動 は 呪い を 無効 化す る 。 
The term envoutemert (Dewitchment) so strong in its Gaelic sirmplcity, 
adrmirably expresses what it means, the act of enVeloping some One, SO 
to speaK, in a formulated wil. 
ゲー ル 語 の envoutement は 呪い を 意味 する 。envoutement は 何 も の か を 閉じ 
込め る 行動 を 意味 する 。 呪 い は 何 も の か を 明らか に し た 意思 の 中 に 閉じ 込め る 行動 
を 意 味 す る 、 と 言 白 える 。 
The instrumert of Dewitchments is the great magic agent 
呪い の 手段 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 で ある 。 
which, under the influence of an evil wl, Decomes really and positVely 
the demon. 
大 いな る 魔術 の 代行 者 は 邪悪 な 意思 の 下 で は 悪人 の 霊 的 な も の に 成る 。 
Witchcraft, Droperly so called, 
witchcraft は 呪い の 業 で ある 。 
that is, ceremonlal operatlon wrth intent to Dewrtch, 
呪い の 業 は 呪う 意思 を 持っ て 行動 する 儀式 で ある 。 
acts only on the operator and serVes to fix and confirm his wll, Dy 
formulatimg it with persistence and 1aDour 
witchcraft、 呪 い の 業 、 呪 い の 儀式 は 呪う 意思 を 苦労 し て 明らか に し 続け る 事 に 
よっ て 呪い を か ける 人 の 意思 を 固定 する 作用 だ けが 有る 。 
6 two conditions which make Volition efficacious. 

労 する 事 と 続け る 事 と いう 2 つの 事 が 意思 の 力 を 有効 に する 。 
The more difficult or horriDle the Operatonl the greater 1S 1ts DOWer 
行動 が 、 よ り 難 し い ほ ど 、 よ り 恐 ろ し い ほ ど 、 行 動 の 力 は より 大 きく 成る 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
1t acts more strongly on the Imaglmaton 
行動 が 、 よ り 難 し い ほ ど 、 よ り 恐 ろ し い ほ ど 、 行 動 は より 強く 想像 力 に 働き か ける 。 
and confirms effort in direct ratio of resistanCe. 
行動 は 抵抗 に 比例 し て 努力 を 確証 する 。 行 動 は 抵抗 に 比例 し て 努力 を 固め る 。 
This explains the Dizarre nature and even atrocious character of the 
OpDerations In Dlack magiC, 


上 記 は 黒 魔術 に お ける 行動 の 異常 な 性 質 と 残忍 な 性 質 を 説明 する 。( 正 淀 な 人 は 
残忍 な 行動 を 嫌う 。) 
as Dractised Dy the ancients and in the middle ages, the diaDohcal 
masses, admimistration of sacraments to reptiles, effusions of Dlood!, 
human sacrifices, and other monstrosities, 
古代 と 中 世 の 大 衆 は 、 地 を は う 叩 虫 類 、 流 血 、 人 の いけ に えと いっ た 異常 な も の を さ 
さげ て 、 悪 人 の 霊 の ミサ 、 悪 人 の 霊 の 聖 約 を 実践 し た 。 
which are the Very essence 
地 を は う 虫 類 、 流 血 、 人 の いけ に えと いっ た も の を ささ げ ける 事 は ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 
霊 の 魔術 、 黒 魔術 の 本 質 で ある 。 
andreaHty of goetia or migromancy 
地 を は う 兄 虫 類 、 流 血 、 人 の いけ に えと いっ た も の を ささ げ ける 事 は ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 
霊 の 魔術 、 黒 魔術 の 現実 で ある 。 
Such are the practices which from all tme have Drought down upon 
Sorcerers the just repression of the 1aWsS. 
法 の 正しい 弾圧 は 流血 、 人 の いけ に え を ささ げ る 悪人 の 霊 の 魔術 師 を 常に 打ち 倒し 
3C 二 7 こ 。 
Black magic 1S really only a graduated combinaton of sacrileges 
黒 魔 術 は 本 当 に 段階 的 な 神 へ の 冒 済 へ の 一 致 に 過ぎ な い 。 
andmurders designed for the permanent Derversion of a human wl 
黒 魔術 は 人 の 意思 の 永遠 の 転倒 の た め の 人 で ある 。 
and for the realisation in a Hivimg man of the hideous phantom of the 
demon. 
墨 魔 術 は 生き て いる 人 の 中 に 憎む べき 悪人 の 霊 を 実現 する た め の 人 で ある 。 
It is, therefore, DrODerly speaking, the religion of the devil, the cultus of 
darkness, hatred of good carried to the height of paroxysTm: 
悪人 の 霊 の 魔術 は 、 悪 人 の 霊 の 宗教 、 間 の 儀式 、 発 作 的 な も の に まで 高め られ た 善 
へ の 憎悪 で ある 。 
it is the incarnation of death, and the persistent creation of hell. 
悪人 の 霊 の 魔術 は 、 死 が 人 に 成っ た も の 、 地 獄 の 絶え 間 無 い 創 造 で ある 。 
The Kabbalist Bodin, who has Deen erromeousIy cons1dered of a feeble 
and SUDerstit1Ous rmmdL 
大 衆 は カバ ラ を か じ っ た ボ ダ ン を 弱い 心 と 迷信 深い 精神 の 持ち 主 で ある と 誤解 し て 
いる 。 
had no other motive in writmg his Demonomama than that of warning 
people aganst dangerous imcredulity. 
ボ ダ ン は 不信 の 危う さ を 人 々 に 警告 する た め に 「 悪 魔 湖 き 」 と いう 本 を 書い た 。 
Initiated by the study of the KabDbalah into the true secrets of mag1c, he 
tremDled at the danger to which society Was exDposed Dy the 
aDandonment of this power to the wickedness of men. 
カバ ラ の 探求 に よっ て 魔術 の 本 物 の 秘密 に 入門 し た 者 は 、 人 の 邪悪 さ に 身 を 任せ 
た 呪い の 力 に さら され て いる 社会 の 危う さ を 心 配 する 。 
Hence 


上 記 の 様 な 理由 か ら 、 

he attempted what at the present tme M. Eudes de Mirville is 
attemmpting amongst OUrSelVes: 

19 世紀 に Mirville が テー ブル ター ニン グ に つい て の 本 を 書い た 様 に 、 ボ ダン は 
1580 年 に 「 趣 魔 起き 」 と いう 本 を 書い た 。 

he gathered facts without interpretimg them, 

ボ ダ ン は 解釈 無し で 呪い に つい て の 事実 の 情報 を 集め た 。 

and affirmed in the face ofinattentive or Dre-OCCuDied science the 
exlstence Of the occult influences and crirmimal operations of evil magiC. 
自然 科学 が 呪い に 気 を 使わ な か い に も か か わら ず 、 自 然 科 学 が 呪い 以外 の も の に 気 
を 取ら れ て いる に も か か わら ず 、 ボ ダン は 、 呪 いと いう 、 隠 され た 感化 力 の 存在 と 、 悪 
人 の 霊 の 魔術 の 犯罪 行為 を 確認 し た 。 

In his own day Bodin received no more attention thanl wl De giVen to 
M. Eudes de Mirville, 

1580 年 の 大 衆 は ボ ダ ン に 注目 し な か っ た 様 に 、19 世紀 の 大 衆 は Mirville に 注目 
し な いで あろ う 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is not enough to indicate phenomena and to prejudge their cause 
We Would influence earnest men: 

真剣 人 々 を 動か す に は 、 呪 い の 現象 を 示し 呪い の 原因 に つい て 早まっ た 判断 を す 
る だ け で は 不 十分 で ある 。 

we must study, explaim, and demonstrate such cause, 

人 は 呪い の 原因 を 探求 し 説明 し 実証 する 必要 が 有る 。 

and this is preclsely what we are ourselves attemmptmg. 

呪い の 原因 を 探求 し 説明 し 実証 する 事 は エリ ファ ス レヴ ィ が まさ に 試み て いる 事 で 
ある 。 

Will Detter success crown our 0wnr efforts? 

呪い の 原因 を 探求 し 説明 し 実証 する 人 々 は より 良い 成功 と 名 誉 を 得 ら れる で あろ う 
か ? い いえ ! 

It is possible to die through the loVe of certain people as Dy their hate: 
憎悪 に よる 呪い の 様 に 、 愛 に よる 呪い に も 似 た 祈り に よっ て 、 人 は 死ぬ 可能 性 が 有 
る 。 

there are aDsorDing passions, under the breath of which we feel 
ourselves depleted ikKe the spouses of VarmDireSs. 

息 の 下 に いる と 吸血 鬼 の 花嫁 の 様 に 自身 が 消耗 する 様 に 感じ る 、 他 人 か ら 力 を 春 
う 肉 欲 が 存在 する 。 

Not only do the wicked torment the good, Dut unconsclously the good 
torture the wicked. 

悪人 が 善人 を 苦し め る だ け で は な く 善 人 は 知ら な いで 悪人 を 苦し め る 。 

The gentleness of Abel was a 1ong and pairnful Dewitchment for the 
ferocity of Caim. 

アベ ル の 思い や り は 、 カ イン の 激 し さ に と っ て 、 長 く 苦 し い 呪 いで あっ た 。 


Among evll mer the hatred of good originmates in the Very instimct of 
self-preserVatior: 

悪人 が 善人 を 憎む 源 は 自己 保存 し よう と する 先天 的 な も の で ある 。( 悪 人 は 自己 保 
存 し よう と 試み る 。 人 が 自己 保存 し よう と 試み る の は 先天 的 な も の で ある 。) 
moOreOVet 

さら に 、 

they deny that what torments them is good, and, for their own DeaCce, 
are driVven to deity and justfy evil. 

悪人 は 善 が 悪人 を 苦し め て いる 事 を 認め な いで 心 の 平静 の た め に 悪 を 正当 化す る 。 
In the sight of Cain, Abel was a hyDpocrite 

カイ ン の 目 に は アベ ル は 猫 を か ぶっ た 者 に 見 えた 。 

and COWardl 

カイ ン の 目 に は アベ ル は 勝 病 者 に 見 えた 。 

who aDused the pride of humanity Dy his scandalous suDmissions to 
divin1ty. 

カイ ン の 目 に は アベ ル は 神 へ の 恥ず べき 従順 に よっ て 人 性 と 自尊 心 を 裏切っ て いる 
者 に 見 えた 。 

How much must this first murderer have endured Defore makimg such a 
frightful attack upon his brother? 

アベ ル を 殺 す 前 に カイ ン は どれ ほど 苦し ん だ 事 か ! 

Had ADel understood, he would have Deen afraid. 

仮に アベ ル が 悪人 は 善人 に よっ て 苦し む 事 を 理解 し て いれ ば 、 ア ベル は 悪人 を 嫌 
が っ た で あろ う 。 

Antipathy is the presentiment of a possiDle bewitchment, 

反感 は 呪い の 予感 で ある 。 

elther of loVe or hatred!, 

反感 は 憎悪 に よる 呪い の 予感 で ある 。 反 感 は 愛 に よる 呪い に も 似 た も の の 予感 で あ 
る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

we find love freduently succeedimg reDulsion. 

反感 の 後に 愛 が 起き る 時 が 有る 。 反 発 の 後に 愛 が 起き る 時 が 有る 。 

The astral light warns us of coming influences Dy its acton on the more 
Or less sensiDle, more Or less actVe, nerVvous SysStem. 

星 の 光 は 、 愛 や 呪い と いっ た 感化 力 が 来る 事 を 、 多 か れ 少 な か れ 知 覚 で きる 様 に 、 
多かれ 少な か れ 自 発 的 に 、 神 経 組織 に 作用 する 事 に よっ て 、 人 に 知ら せる 。 
Instantaneous sympathies, electric 10Ves, are exDlosions of the astral 
jight, which are as exactly and mathematcally demonstrable as the 
discharge Of strong magnetic DatterieS. 

すぐ の 意気 投合 と いっ た すぐ の 共感 、 電 撃 的 な 恋愛 は 、 強 力 な 磁気 の 電池 の 放電 
の 様 に 、 正 確 に 数 学 的 に 明らか で ある 、 星 の 光 の 爆発 で ある 。 


ThereDby we may see what unexpected dangers threaten an uminitiated 
person wh0o is Derpetually foohng with fire in theneighDbourhood of 
ImVis1Dle Dowder-Im1nes. 

秘伝 伝授 者 で は な い 人 が 呪い と いっ た も の を 実践 する 事 は 、 見 えな い 火 薬 の 近く で 
火 を 絶え ず も て あそぶ 人 を 突然 の 危険 が 襲う か も し れ な い 様 な も の で ある 事 を 理解 
で きる 。 

We are saturated wrth the astral hght, 

星 の 光 は 人 に 浸透 し て いる 。 星 の 光 で 人 は 満ち あふ れ て いる 。 

and We Droject it umceasingly to make room for and to attract fresh 
SUDDHies. 

人 は 場所 を 空け る た め に 星 の 光 を 絶え 間 無 く 放 射 し て 新しい 星 の 光 を 引き 寄せ る 。 
The nervous instruments, which are specially designed either for 
attraction Or Dro]ectlon, are the eyes and hands. 

特に 、 目 と 手 は 星 の 光 を 引き 寄せ た り 放射 する 様 に 創造 され て いる 神経 の 道具 で あ 
る 。 

The polarity of the hands is resident in the thumD, 

親指 に は 手 の 両 極性 が 存在 する 。 

and hence, 

上 記 の 理由 か ら 、 

according to the magical traditton which sull hmgers in rural Dlaces, 
いな か で 未だ に 生き 残っ て いる 魔術 的 な 口伝 で は 、 

whenever anyOne 1S Im SUSD1C10US COTmDanY\, 

疑わ し い 人 々 の 集まり に いる 時 は 、 

he should keep the thumD douDpled up and hidden in the handl 

親指 を 2 つ に 折り た た ん で 手 の 中 に 隠す べき で ある 。 

and while in the main avoiding a fixed glance at any On6e, 

疑わ し い 人 に 視線 を 固定 する の を 避け る べき で ある 。 

still bemg the first to 1ook at those whom we have reason to fear so as to 
escape unexpDected fluidic Drojections and fascimatimg regardS. 

予期 し な い 流体 の 放射 と 、 引 き 寄 せる 視線 を 避け る た め に 、 恐 れる べき 人 を 先 に 見 
分 ける べき で ある 。 

There are certain animals which have the power of Dreaking the 
Currents of astral light by an aDsorption Deculiar to themselVes. 

固有 の 同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 何 種 類 か の 動物 が 存在 する 。 
They are Violently antrpathetic to US, 

同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 は 人 に 激しい 反感 を 抱く 。 

and posseSss a Certain sorcery Of the eye: 

同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 は 目 に いく ら か の 呪う 力 を 持っ 
て いる 。 

the toad, the Dasilhisk and the tard are instanCces. 

例え ば 、 同 化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 は ヒキ ガエル 、 バ シリ 
スク 、tard で ある 。 


These amumals, when tamed and carried alhve on the perso, or kept in 
OCCUD1ed rooms, are a guarantee against the hallucinations and 
trickeries of ASTRAL INTOXICATTON, 

ヒキ ガエル と いっ た 同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 を 、 飼 いな 
らし 生き た まま 持ち 運び 同室 させ る と 、 星 の 光 に よる 本 町 に よる 幻 や 誘惑 へ の 身 代 
わり に 成る 。 

a term we make use of here for the first tme, 

エリ ファ ス レヴ ィ が ここ で 初め て 星 の 光 に よる 本 町 と いう 言葉 を 使っ た 。 

one which explains all the phenomena of unbridled Dassions, mental 
exaltations, and follY. 

星 の 光 に よる 本 町 が 抑え られ な い 肉 欲 、 精 神 的 な 高まり 、 愚 か さ の 全て の 現象 を 説 
明 す る 。 

Tame toads and tards, my dear sir the disciple of Voltaire wl say to me: 
carry them aDout wrth you, and write no Imore. 

ヴォ ル テ ー ル の 弟子 は 「 ヒ キ ガ エル 、tard を 飼え 。 ヒ キ ガ エル 、tard を 持ち 運べ 。 こ 
れ 以 上 馬鹿 げた 事 は 書く な 。」 と エリ ファ ス レヴ ィ に 言う で あろ う 。 

To which 1 may answer that 

エリ ファ ス レヴ ィ は 答え て 下記 の 様 に 話す で あろ う 。 

1 shall seriously think of doing so as soon as eVer I feel tempted to laugh 
at anything 1 do not understand, and to treat those whose knowledge 
and wisdomm 1 fail to understand, as fools or as madmen. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 理 解 で き な い も の を 笑い も の に し た い 誘 惑 を 感じ た ら 、 理 解 で き 
な か っ た 知 を 持つ 人 々 を 愚者 また は 狂人 と し て あつ か いた い 計 惑 を 感じ た ら 、 理 解 
で き な い も の に つい て 真剣 に 考え る 様 に し て きた 。 

Paracelsus, the greatest of the Christian magi, ODDosed Dewitchment Dy 
the practices of a contrary Dewitchment. 

大 いな る キリ スト 教徒 の マギ で ある パラ ケル スス は 呪い を 呪い に 対立 させ た 。 パ ラ ケ 
ルス ス は 反対 の 呪い の 実践 に よっ て 呪い を 呪い に 対立 させ た 。 

He composed sympathetic remedies, 

パラ ケル スス は 共感 に よる 治療 の 基礎 を 成 し た 。 

and appled them, not to the sufferimg memDers, Dut to representations 
of those memDers, formed and consecrated accordimg to magical 
Ceremonlal. 

パラ ケル スス は 共感 に よる 治療 を 苦し ん で いる 患者 本 人 に で は な く 患 者 の 像 に 応 
用 し た 。 パ ラケル スス は 患者 の 像 を 魔術 の 儀式 に よっ て 形成 し 聖 別 し た 。 

Hns successes Were incrediDle, 

パラ ケル スス の 成功 は 信じ られ な い ほ ど 入 く べき も の で あっ た 。 

and never has any Dhysiclan apDDproached Paracelsus in his marVels of 
healimg. 

パラ ケル スス の 段階 に 到達 し た 治療 者 は いな か っ た 。 パ ラケル スス の 治療 の 不 思 
議 に 到達 し た 治療 者 は いな か っ た 。 

But Paracelsus had discovered magnetism long Defore Mesmer 

パラ ケル スス は メス メル より 前 に 動物 磁気 を 見 つけ た 。 


and had carried to ts fimal conseduences this luminous discovery, 

パラ ケル スス は 動物 磁気 と いう 光 の 発見 か ら 究極 の 結果 へ 到達 し た 。 

Or rather 

と 言う より は むし ろ 、 

this initiation into the magic of the ancients, 

パラ ケル スス は 動物 磁気 と いう 古代 人 の 魔術 へ の 入門 か ら 究 極 の 結果 へ 到達 し た 。 
who Detter than us understood the great magical agent, 
古代 人 は 現代 人 より 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 理解 し て いた 。 

and did not regard the astral jight, azoth, the umiversal magnesia of the 
sageSs, aS an animal and a special fluid emanatmg only from particular 
CreatuTeS. 

古代 人 は 星 の 光 、Azoth、 賢 者 の 普遍 の マグ ネシア を 被 造物 の 個体 だ けが 放射 す 
る 動物 固有 の 流体 で ある と 考え な か っ た 。 

In his occult philosophy Paracelsus OpDposes ceremmorual rmag1C, 
隠さ れ た 哲学 で 、 パ ラケル スス は 儀式 の 魔術 に 反対 し て いる 。 

the terrible power of which he certaimly did not ignore, 

パラ ケル スス は 確か に 儀式 の 魔術 の 胃 散 する べき 力 を 無視 し な か っ た 。 

Dut he sought to decry 1ts practices so as to discredit Dlack magic. 

パラ ケル スス は 疑わ し い 黒 魔術 の た め の 儀式 の 魔術 の 実践 を と が め よ うと 試み た 。 
He locates the omripotence of the magus in the interior and occult 
magnes, 

パラ ケル スス は 心 の 隠さ れ た 磁石 に よっ て 魔術 師 の 全能 性 に 到達 し た 。 

and the most skilful magnetisers of our own day could not eXDreSs 
themselves Detter 

現代 の 熟練 の 催眠 術 師 達 は パラ ケル スス より 自身 を 上 手 に 言い 表せ な い 。 

At the same tme he counselled the employment of magical symDols, 
talismans aboVe all, in the cure of diseases. 

パラ ケル スス は 病気 を 治す た め に 魔術 の 象徴 の 応用 、 特 に タリ スマ ン の 応用 を すす 
め て いる 。 

In our eighteenth chapter we shall have occasion to returr to the 
talismans of Paracelsus, while following Gaffarel upon the great 
qUeStion Of occult icomography and nurmtsmattCs. 

18 章 で パラ ケル スス の タリ スマ ン と ガ フ ァ レ ル の 隠さ れ た 図像 学 と 古銭 学 に つい て 
話す つも り で ある 。 

Bewitchment may also De cured Dy suDstitutton, when that 1S DossiDle, 
and by the rupture or deflection of the astral current. 

可能 な 場合 は 、 代 償 に よっ て 、 星 の 光 の 流れ を 断絶 する 事 に よっ て 、 ま た は 、 星 の 光 
の 流れ を そら す 事 に よっ て 、 呪 い を 治す 事 が 可能 で ある 。 

The rural traditons on all these points are admmraDle, and undoubtedly 
of remmote antduity: 

可能 な 場合 に 、 代 償 に よっ て 、 星 の 光 の 流れ を 断絶 する 事 に よっ て 、 ま た は 、 星 の 光 
の 流れ を そら す 事 に よっ て 、 呪 い を 治す 全て の 方 法 に つい て の ヨー ロッ パ の いな か 
の 口伝 は 見 事 で あり 疑う 余地 無く 古代 か ら の も の で ある 。 


they are remnants of the instruction of the Druids, 

可能 な 場合 に 、 代 償 に よっ て 、 星 の 光 の 流れ を 断絶 する 事 に よっ て 、 ま た は 、 星 の 光 
の 流れ を そら す 事 に よっ て 、 呪 い を 治す 方 法 の ヨー ロッ パ の いな か の 口伝 は ドル イド 
の 教え の 残骸 で ある 。 

who were imitated in the mysteries of Egypt and India Dy wandering 
hierophants. 

ドル イド は 旅 し て いた 秘 儀 祭司 に よっ て エジプト と イン ド の 神秘 に 入門 し た 。 

Now it is well kmown in vulgar magic that a Dewitchment- that 1S, a wl 
persistently confirmed in 則 doing, invariaD1y has its result, 
悪人 の 霊 の 魔術 で は 、 呪 い 、 悪 意 が 有る 行動 が 持続 的 に 確証 し た 悪意 は 、 常 に 実 
現す る 。 

and camnot draw Dack without risk of death. 

悪人 の 霊 の 魔術 で は 、 呪 い 、 悪 意 が 有る 行動 が 持続 的 に 確証 し た 悪意 か ら 手 を 引 
いて や め た り 、 た め ら うと 、 死 ぬ 危 険 性 が 有る 。 

The sorcerer who 1iberates any one from a charm must haVe another 
oODject for his malevolenCce, 

ある 人 へ の 呪い を や め た い 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 別 の 人 を 悪意 で 呪 わ な けれ ば い 
け な い 。 

OY 

さも な けれ ば 、 

it is certain that he himself wil De smitten, and will perish as the victm 
Of his own spDellS. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 身 の 呪 い の 犠牲 と し て 、 呪 い に 打 た れ て 破滅 する の は 確 
実 で ある 。 

The astral moVvement Deing circular 

星 の 光 の 動き は 循環 性 で ある 。 

eVery aZOtic or magnetic emission which does not encounter its 
mediumm returns with force to its Doint of departure, 

全て の Azoth また は 磁気 の 力 の 放射 は 、 中 間 物 ま た は 中 間 者 に 出会わ な い 場 合 
は 、 放 射 し た も の の 元 に 戻る 。 

thus explaimimg one ofthe strangest histories In a sacred Dook, that of 
the demons sent into the swine, which thereupon cast themselves into 
the sea. 

上 記 は 、 マ ルコ に よる 福音 5 章 の 、 汚 れ た 霊 が 豚 の 群れ の 中 に 移さ れ 、 汚 れ た 霊 が 
中 に 移さ れ た 豚 の 群れ が 湖 の 中 に 身 を 投げ た 、 不 思 議 な 話 の 説明 で ある 。( マ ルコ 
に よる 福音 5 章 の 汚れ た 霊 は 悪意 に 汚染 され た 星 の 光 の 流れ の 例え で ある 。 豚 の 
群れ が 身代わり に 成っ て くれ た 。 豚 の 群れ が 中 間 者 に 成っ て くれ た 。) 

This act of high initiation was nothing else Dut the rupture of a 
magnetc Current infected Dy evll wils. 

マル コ に よる 福音 5 草 の 天 の 秘伝 伝授 の 行動 は 悪意 に 汚染 され た 磁 気 の 流 れ を 
断絶 する 事 で ある 。 

Our name is legion, for we are many, said the instimctive Voice of the 
DOssessed sufferer 


マル コ に よる 福音 5 章 で 汚れ た 霊 に と りつ か れ た 者 は 直感 で 「 我 々 の 名 前 は 軍団 

で ある 。 な ぜ な ら 、 多 数 で ある 。」 と 話す 。( マ ルコ に よる 福音 5 章 の 汚れ た 霊 は 悪意 

に 汚染 され た 星 の 光 の 流れ の 例え で ある 。) 

Possesslons Dy the demon are Dewitchments, 

悪人 の 霊 に よる 紹 依 は 呪い で ある 。 

and such cases are innumeraDle at the present dayi 

現在 で は 悪人 の 霊 に よる 結 依 は 無数 に 存在 する 。 現 在 で は 呪い は 無数 に 存在 する 。 

A holy monk who has devoted himself to the service of the insane, 

Brother Hilarion Tissot, 

Hilarion Tissot は 狂人 の 治療 に 献身 し て いる 祭司 で ある 。 

has succeeded, Dy 1ong exDperlence and incessant Dracttce, In Cur1mg a 

numDber of patients, Dy umconsciously using the magnetisrm of 

ParacelSuS. 

Hilarion Tissot は 、 長 い 経 験 と 絶え 間 無 い 実践 に に っ て 、 パ ラケル スス の 磁気 学 

を 知ら な いで 応用 する 事 に よっ て 、 多 数 の 狂人 の 治療 に 成功 し て いる 。 

He attriDutes mmost of his cases either to disorder of the will or to the 

DerVerse Influence of external wls: 

Hilarion Tissot は 和 狂気 の 原因 が 意思 の 病気 か 外 か ら の 意思 の 邪悪 な 影響 で ある 

と 考え る 。 

he regards all crimes as acts of madmess, 

Hilarion Tissot は 全て の 悪行 を 狂気 に よる 行動 と 考え る 。 

and would treat the wicked as diseased, instead of exasDeratimg and 

making them incuraDle, under the pretence of purtshimg them. 

Hilarion Tissot は 、 悪 人 を 怒ら せな いで 、 悪 人 を 矯正 不能 に し な いで 、 悪 人 を 宮 す 

る ぶり を し て 、 悪 人 を 病人 と し て あつ か う 。 

What space of tme must stll elapse ere poor Brother Hilarion Tissot 

shall De hailed as a man of genlus! 

Hilarion Tissot が 天才 と 認め られ る まで に 、 ど れ ほ どの 時 間 が 必要 で あろ うか ? 

And how many serlous men, when they read this chapter wll say that 

Tissot and myself should treat one another according to our common 

ideas, Dut should refrain from publishing our theories, iT we do not wish 

to be reckoned as physiclans worthy of a hospital for incurables! 

16 章 を 読ん だ 時 に 、 多 数 の 大 衆 は 、Hilarion Tissot と エリ ファ ス レヴ ィ は 互い を 和 狂 

人 と し て 、 あ つか うべ き で ある 、 と 話す で あろ う ! 多 数 の 大 衆 は 、 狂 人 と いう 不治の病 

の た め の 病 院 へ 入院 する べき で ある と 考え られ た く な いな ら ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 
エリ ファ ス レヴ ィ の 理論 の 公開 を や め る べき で ある 、 と 話す で あろ う ! 

It revolves, notwithstanding, said Galileo, stamping his foot upon the 

earth. 

ガリ レオ は 地 を ふん で 「 そ れ で も 地球 は まわ っ て いる 。」 と 話し た 。 

Ye shall know the truth, and the truth shall make you free, said the 

SaV1OUur 0f men. 

ヨハ ネ に よる 福音 8 章 32 節 で 人 の 救い 主 イ エス は 「 あ な た が 真理 を 知れ ば 、 真 理 

は あな た を 自由 に する 。」 と 話し て いる 。 


It might also De added: 

ヨハ ネ に よる 福音 8 章 32 節 「 あ な た が 真理 を 知れ ば 、 真 理 は あな た を 自由 に す 
る 。」 に 付け 加え れ ば 、 

Ye shall loVe justice, and justice shall make you whole men. 

あな た が 正義 を 愛せ ば 、 正 義 は あな た を 健全 な 人 に する 。 

A Vice 1S a DO1Som, ever for the Dodyi: 

悪徳 は 毒 で ある 。 悪 徳 は 肉体 に と っ て すら 毒 で ある 。 

true Virtue 1s a pledge of 1omgeV1ty. 

本 物 の 徳 は 長生 き を 約束 する 。 

The method of ceremomial Dewitchments varies with times and DersOnS: 
儀式 の 呪い の 方 法 は 時 間 と 人 と 共に 変わ る 。 

all subtle and dormineerimg people find its secrets and its practice within 
themselVves, without eVen actually calculatnmg about them or reasonnng 
On their seduenCe. 

全て の 殺 獲 な 人 徴 慢 な 人 々 は 呪い の 秘訣 と 呪い の 実践 方 法 を 論理 無し に 自身 の 中 
に 見 つけ る 。 

Herein they follow instimctiVe inspirations of the great agent, 

外 猫 な 人 徴 慢 な 人 々 は 大 いな る 代行 者 の 霊感 の 直感 に 従う 。 

which, as we have already said, accommmodates itself marvellously to 
OUT V1CeS amQ Our VIrtUueS: 

大 いな る 代行 者 は 人 の 悪徳 や 人 の 徳 に 応じ る 。 

1t may however De generally laid down that we are subjected to the 
wlls of others by the analogies of our tendencies, and aDoVe all, of our 
faults. 

自身 の 傾向 の 類似 に よっ て 、 特 に 、 自 身 の 欠 点 の 類似 に よっ て 、 大 衆 は 他 者 た ちの 
意思 に 従う と 言え る 。 

To pamDper the weaknesses of an individuality 1S to Dossess OurselVes of 
that individuality 

個人 の 欠点 を 甘やかす 事 は 欠点 を 甘やかさ れ た 個人 を 手 に 入れ る 事 で ある 。 

and conVert it into an instrumment in the order of the same errOrS Or 
deDpraVlties. 

個人 の 欠点 を 甘やかす 事 は 欠点 を 甘やかさ れ た 個人 を 類似 し た 同様 の 欠点 の 道 
具 に 変え る 事 で ある 。 

Now, when two natures whose defects are analogous Decome 
subordinated one to another 

類似 し た 欠点 を 持つ 弱い 者 が 強い 者 に 従う 時 、 

the result is a sort of suDstitution of the stronger for the weaker 

弱い 者 は 強い 者 の 代行 者 に 成る 。 

an actual obsession of one mnd by the other 

弱い 者 の 精神 は 強い 者 の 精神 に と りつ か れる 。 

Very often the weaker may struggle amd seek to revolt, Dut it only falls 
deeDer Im serVitude. 

弱い 者 は 強い 者 と 戦い 反抗 し よう と 試み る が 、 よ り 深 い 奴 隷 状 態 に 陥る だ け で ある 。 


SO dhd Louis XIII. conspire agaimst Richelieu, and suDsequently, so to 
SDeak, sought his pardon Dy aDandoming hs accormplces. 
ルイ 13 世 は リシュリュー に 対し て 共謀 を 企 て た が 、 結 局 、 共 謀 者 に 見 捨て られ て ル 
イ 13 世 は リシュリュー に 許し を 求め た 。 
We have all a ruling defect, 
人 は 支配 的 な 欠点 を 持っ て いる 。 全 て の 人 が 支配 的 な 欠点 を 持っ て いる 。 
which is for our soul as the umDbilical cord of its simful Dirth, 
人 が 持つ 支配 的 な 欠点 は 、 魂 に と っ て 、 罪 深い 生ま れ の 、 へ その 緒 の 様 な も の で あ 
る 。 
and it is Dy this the enemy Can alWays se1Ze US- 
人 は 、 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 に よっ て 、 敵 に 常に と ら え られ る 。 
for some Varuty, 
ある 人 た ち は 、 う ぬ ぼ れ に よっ て 、 敵 に と ら え られ る 。 
for others idleness, 
ある 人 た ち は 、 怠 情 に よっ て 、 敵 に と ら え られ る 。 
for the major1ty egotism. 
多数 の 人 た ち は 、 利 己 主 義 に よっ て 、 敵 に と ら え られ る 。 
Let a wlcked and crafty mind avail itself of this snare and we are lost: 
邪悪 な 狭 独 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ れ ば 、 人 
人 滅ぶ 。 
We may not go mad or turn 1diots, Dut we Decome Dosltively allenated, 
邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ れ ば 、 人 は 狂人 
和風 に が ら 7BU い SE ひい 人 々 は 分 像 する 。 
in all the force of the expression- 
上 記 の 全て を 力 、 星 の 光 が 説 明 す る 。 
that is, we are suDjected to a forelgn impulsion. 
邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ れ ば 、 人 は 外 か 
ら の 刺激 に 従う 邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 さ 
せれ ば 、 人 は 外 か ら の 力 に 従う 。 
In such a state one dreads instmctively everythimg that might bring us 
Dack to reasoTL 
の ュ と いう 罠 を 応用 させ れ ば 、 人 は 直感 
に 仁 に 連れ 戻す 全て の も の を 恐れ 
and wl not even Hsten to RS8SIGBORK that are ODDosed to our 
infatuation. 
邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ れ ば 、 人 は 夢中 
に 誠 3C い る も の 所 光 の の の 言う 事 は 聞か な い 。 
Here is one Of the most dangerous disorders which can affect the moral 
nature. 
心 に 自然 に 作用 で きる 病気 が 最も 危険 な 病気 で ある 。 
The sole remedy for such a bewitchment is to make use of madness 
itself in order to cure madneSS, 


心 に 自然 に 作用 する 病気 、 呪 い 、 狂 気 を 治す た め に は 狂気 自体 を 応用 する 事 が 唯 
ー の 治療 方 法 で ある 。 

to provide the sufferer with imaginary satisfactons in the oODposite 
order to that wherein he is now immersed. 

心 に 自然 に 作用 する 病気 、 呪 い 、 狂 気 を 治す た め に は 狂人 が 夢中 に 成っ て いる も の 
と は 正反対 の 想像 上 の 満足 を 狂人 に も た ら す 事 が 唯一 の 治療 方 法 で ある 。 
Endeavour for example, to cure ar armDitious Derson Dy making him 
desire the glories of heaven- mystic remedyi: 

例え ば 、 天 の 栄光 を 求め させ る 事 に よっ て 、 俗 世 の も の へ の 野心 を 治 そう と 試み な さ 
い 。 神 秘 の 治療 。 

Cure One WhO 1S dissolute Dy true love- natural remedyi: 

本 物 の 愛 に よっ て 、 放 治 を 治し な さい 。 自然 な 治療 。 

oDtain honouraDle successes for a Vaim DersOr: 

名 誉 あ る 成功 を 手 に 入れ させ て 、 う ぬ ぼ れ を 治し な さい 。 

exhiDit umselfishness to the aVar1c1OUS, 

無 私 利他 、 少 欲 を 見 せ て 、 條 欲 を 治し な さい 。 

and procure for them legitimate profit Dy honouraDle participaton in 
generous etterDr1SeS, 

名 誉 ある 参加 に よっ て 合法 な 利益 を 思い や り の ある 企業 に 手 に 入れ させ て 利己 主 
義 的 な 企業 を 治し な さい 。 

C&C. 

な ど 。 

Actmg in this way uponr the moral nature, We may SUCceed In curimg a 
numDer of physical maladies, 

上 記 の 様 に 、 心 に 自然 に 作用 する 事 に よっ て 、 多 数 の 肉体 の 病気 を 治せ る で あろ う 。 
for 

な ぜ な ら 、 

the moral affects the physical 

心 は 肉体 に 作用 する 。 

im Virtue of the magical axiom:- "That which is aDoVe is 1ike that which 
1s Delow." 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」、「 下 の も の は 上 の も の に 似る 。」 と いう 
魔術 の 原理 の 力 、 徳 に よっ て 、 心 は 肉体 に 作用 する 。 

This is why 

上 記 の 理由 か ら 、 

the Master said, when speaking of the paralysed woman: Satan has 
bound her 

ルカ に よる 福音 13 章 16 節 で 主 イ エス は 体 が 曲がっ た まま 麻痺 し て いた 女性 に つ 
いて 「 サ タン が 女性 を し ば っ て いた 。」 と 話し て いる 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 へ ブラ イ 語 
で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 悪 は 免疫 の た め の 仮想 敵 で ある 。) 

A disease inVariaD1y originates in a deficienCy Or an eXCeSS, 

肉体 の 病気 の 原因 は 常に 肉体 的 な 欠陥 、 精 神 的 な 欠陥 か 行き 過ぎ た 行為 で ある 。 
and eVer at the root of a physical evil we shall fimd a moral disorder 


肉体 的 な 悪さ の 根源 に は 常に 精神 的 な 病気 が 見 つか る で あろ う 。 

This is an unchanging 1aw of nature. 

肉体 の 病気 の 原因 は 常に 肉体 的 な 欠陥 、 精 神 的 な 欠陥 か 行き 過ぎ た 行為 で ある 
事 と 、 肉 体 的 な 悪さ の 根源 に は 常に 精神 的 な 病気 が 見 つか る 事 は 、 自 然 の 不変 の 
法 で ある 。 
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OF allthe arts which have originated in ancient maglan wisdom 
astrology 1s now the most msunderstood. 

古代 の マギ の 知 が 源 で ある 全て の 術 の 中 で 、 占 星 術 は 現在 最も 誤解 され て いる 。 
No one Delieves any 1onger in the umiversal harmonies of nature 

自然 の 普遍 の 一 致 を 信じ る 人 は 大 衆 に は 最早 いな い 。 

and in the necessary interlacing of all effects with all causes. 

全て の 原因 と 全て の 結果 の 必然 の 織り 交 ざ り を 信じ る 人 は 大 衆 に は いな い 。 
MoreoVver 

さら に 、 

true astrology, that which connects with the umique and um1versal 
dogrma of the Kabbalah, became profaned among the Greeks and among 
the Romans of the dechme. 

堕落 し た ギリ シャ 人 と ロー マ 人 は 、 カ バラ の 唯一 普 の 考え に つなが る 、 本 物 の 占 
星 術 を 改悪 し た 。 

The doctrime of the seven spheres and the three moDbiles, prirutively 
1ssuing from the sephirotic decade, 

セ フ ィ ロ ト の 10 つ 1 組 か ら も た ら さ れ た 7 つの 天体 と 3 つの 動力 因 の 考え 。 

the character of the planets governed Dy angels, whose names haVe 
been changed into those of Pagan diVinities, 

ギリ シャ と ロー マ の 多神教 の 神々 の 名 前 に 変え られ た 、 天 使 、 神 の 聖霊 が 統治 する 
7 惑星 の 特徴 。 

the influence of the spheres on one another 

相互 に 作用 する 天体 。 

the destimy attached to numDers, 

数 に 結び つけ られ た 運命 。 

the scale of proportion Detween the celestial hierarchies corresDonding 
to the human hierarchies- 

天 の 位階 と 人 の 位階 の 対応 。 天 の 位階 と 人 の 位階 の つり 合い の も の さ し 。 


all this has Deen materialised amd degraded into superstltion Dy 

genethliacal soothsayers and erecters of horoscopes during the dechme 
and the middle ages. 

堕落 し た ギリ シャ 時 代 、 堕 落し た ロー マ 時 代 、 中 世 の 、 誕 生日 の 星 の 位置 に よる 占い 
と 星 占 い の 創 作者 た ち が 本 物 の 占星 術 を 迷信 に まで 改悪 し 物質 化し た 。 

The restoration of astrology to its DrirmmitiVe Durity Would De, in a sense, 

the creation of an entirely new science: 

占星 術 を 原初 の 純粋 さ に 戻す 事 は 、 あ る 意味 、 新 し い 学 問 全 体 を 創造 する 事 で あろ 
う 。 

here let us attempt merely to indicate its first prinmciples, with their 
more irmmediate and approximate ConsedUenCes. 

より 近い 結果 と 共に 、 本 物 の 占星 術 の 無 上 の 原理 を 示す 事 だ け を 試み よう 。 

We have said that 

すでに 話し た 様 に 、 

the astral light receives and DreserVes the impress1ons of all VisiDle 

thmgs: 

星 の 光 は 全て の 見 える も の の 印象 を 受容 し 保存 し て いる 。 

it follows from this that 

上 記 か ら 、 

the daily position ofthe heaven is reflected in this light, 

天 の 日 々 の 配置 が 星 の 光 の 中 に 反映 され て いる 。 

which, Deing the chief agent of life, 

星 の 光 は 命 の 主 な 代行 者 に 成る 。 

Operates the conceptlon, 

星 の 光 は 概念 に 作用 する 。 

gestat1Om, 

星 の 光 は 形成 に 作用 する 。 

and Dirth of children Dy a seguence of apparatuses naturally designed 
to this end. 

星 の 光 が 形成 に 作用 する と いう 目的 に 自然 に 設計 され た 一 連 の 器官 に よっ て 、 星 
の 光 は 幼子 の 誕生 に 作用 する 。 

Now, if this hight De sufficiently prodigal of images to impart to the fruit 
of the womD the Visible imprints of a maternal fantasy or appette, still 
more will it transrmit to the plastic and indeterminate temperament of a 
newIy-Dorn child the atmospheric impressions and diVerse influences 

which, in the entire planetary system, are conseqduent at a g1Ven 
momment upon such or such Darticular asDeCt of the stars. 

も し 母 の 想像 や 欲望 の 見 える 印象 を 幼子 と いう 母胎 の 結果 に 伝え る ほど 星 の 光 に 
十分 な 映像 の 豊富 さ が 有 れ ば 、 8 
の 星々 の 固有 の 配置 が も た ら す 時 機 の 結果 の 感化 を 新しく 生ま れ た 幼子 の 、 思 しい 
通り の 形 に で きる 不 確 定 な 気質 に 伝え る で あろ う 。 

Nothig is indifferent in nature: 

自然 に は 無関係 な も の は 存在 し な い 。 


a stone more or a stone less upon a road may Dreak or completely 
modify the destimies of the greatest men or even the largest empires: 
道 の 石 の 多い 少な い が 偉 人 や 大 需 国 の 運命 を 破壊 する か 完全 に 変え る か も し れ な 
い 。 

still more must the position of this or that star in the sky have an 
influence on the child who is Dorn, 

空 の 星 の 配 置 は 生ま れ た 幼子 に 感化 を 与え る で あろ う 。 

who enters by the very fact of his Dirth into the universal harmony of 
the sidereal world. 

空 の 星 の 配 置 は まさ に 生ま れ た 事実 に よっ て 星 の 世 界 の 普遍 の 調和 に 入っ た 幼子 
に 感化 を 与え る で あろ う 。 

The stars are Dound to one another by the attractons which hold them 
im eduilibrium and cause them to moVe with umiformity through space. 
星々 を つり 合い に 保持 する 、 星 々 を 空間 の 中 で 統一 的 に 動か す 原 因 で ある 、 引 ぎ 寄 
せる 力 に よっ て 、 星 々 は 相互 に し ば られ て いる 。 

From all spheres unto all spheres there stretch these indestructble 
threads of light, 

全て の 天体 か ら 全 て の 天体 へ 、 引 き 寄 せる 力 と いう 、 星 の 光 の 不 壊 の 糸 が 伸び て い 
る 。 

and there is no point upon any planet to which one of them is not 
attached. 

引き 寄せ る 力 と いう 、 星 の 光 の 不 壊 の 糸 が 結び つい て いな い 点 は 惑星 上 に 存在 し 
な い 。 

The true adept in astrology must, therefore, giVe heed to the precise 
tme and place ofthe Dirth which is in dueston: 

まず 、 占 星 術 の 本 物 の 達 道 者 は 占う 相手 が 生ま れ た 正確 な 時 間 と 場所 に 注意 する 。 
then, 

次 に 、 

after an exact calculation of the astral influences, 

星 の 光 の 影響 の 正確 な 計算 の 後に 、 

it remaims for him to compute the chances of estate, 

占星 術 の 達 道 者 は 地位 に よる 機会 の 多 さ 少な さ を 計算 する 。 

that is to say the advantages or hindrances which the child must one 
day meet with Dy reason of position, relatVes, inherited tendencies, and 
hence natural Droclhvities, in the fulfilment of his destimies. 

占星 術 の 達 道 者 は 運命 の 成就 に お ける 地位 、 血 族 、 相 続 し た 傾向 、 生 まれ つき の 気 
質 に よっ て 幼子 が いつ か 出会う で あろ う 利 益 ま た は 障害 を 計算 する 。 

Finally 

最後 に 、 

he wl stull haVe to take into consideration human HDerty and its 
1m1tiatiVe, 


占星 術 の 達 道 者 は 人 の 自由 と 人 の 自由 の 自発 性 を 考慮 に 入れ る 必要 が 有る 。 


should the child eVentually come to De a true man, and to isolate 
himself by an intrepid will from fatal influences and from the chain of 
destimyr 

占星 術 の 達 道 者 は 幼子 が 本 物 の 人 に 成っ て 大 胆 な 意思 に よっ て 運命 の 鎖 か ら 運 
命 的 な 影響 か ら 独立 す る 可能 性 を 考慮 に 入れ る べき で ある 。 占 星 術 の 達 道 者 は 幼 
子 が 本 物 の 大 人 に 成っ て 大 胆 な 意思 に よっ て 運命 の 鎖 か ら 運 命 的 な 影響 か ら 独立 
する 可能 性 を 考慮 に 入れ る べき で ある 。 

It wll De seen that we do not allow too much to astrology, Dut so much 
as We leave 1t 1s induDitaDle: 

占星 術 に 余地 を 与え 過ぎ な い が 、 占 星 術 は 疑う 余地 が 無い 。 

it is the scientific and magical calculus of proDaDilhites. 

占星 術 は 学問 的 な 魔術 的 な 可能 性 の 計算 で ある 。 

Astrology 1s as amnclent as astronomy, 

占星 術 は 天文 学 と 同じ くら い 古 い 。 

and indeed it 1s more anclent: 

実は 、 占 星 術 は 天文 学 よ り 古 い 。 

all seers of lucid antiduity have accorded it their fullest confidence: 
聡明 な 古代 の 全て の 予見 者 は 自身 の 確信 の 最大 限 を 占星 術 に 与え て いる 。 
now, We must not condemn and reject in a shallow manner anythimg 
which comes Defore us protected and suDpported Dy such imposing 
authorities. 

古代 人 と いっ た 大 いな る 専門 家達 が 保証 し 支持 する 全て の も の を 浅はか に 非難 し 
拒絶 し て は いけ な い 。 

Long and patient oDservations, COnClusiVe ComparisonSs, freduently 
repeatedl exDerlenCes, mmust haVe led the old sages to their decls1ons, 
長い 忍耐 強い 観察 、 徹 底 的 な 比較 、 頻 繁 に くり 返さ れ た 経験 が 古代 の 賢者 達 を 占 
星 術 と いう 決断 に 導い た に 違い な い 。 

and to refute them the same laDour must De undertaken from an 
ODDOste standDpo1mt. 

古代 の 賢者 達 を 論破 する に は 、 正 反対 の 立場 か ら の 、 同 じ 労 力 が 必要 で ある 。 
Paracelsus was Derhaps the last of the great practical astrologers: 

多分 パラ ケル スス は 最後 の 大 いな る 実践 的 な 占星 術 師 で あっ た 。 

he cured diseases by talismans formed under astral imfluences: 

星 の 感化 力 の 下 で 形成 し た タリ スマ ン に よっ て パラ ケル スス は 病気 を 治し た 。 

he distimguished upon all Dodies the mark of their domnnant star: 

パラ ケル スス は 全て の 肉体 の 上 に 統治 する 星 の 印 を 認め た 。 

there, according to hum, was the true universal medicine, the aDsolute 
Sclence Of nature, 

パラ ケル スス に よれ ば 、 本 物 の 万 能 薬 、 自 然 に つい て の 絶対 の 知 が 存在 する 。 
lost Dy man's own fault, 

パラ ケル スス に よれ ば 、 人 の 過失 に よっ て 、 万 能 薬 、 自 然 に つい て の 絶対 の 知 は 失 
われ た 。 

and recoVered only Dy a small numDer of initiates. 


パラ ケル スス に よれ ば 、 少 数 の 秘伝 伝授 者 だ けが 、 万 能 薬 、 自 然 に つい て の 絶対 の 
知 を 復活 させ た 。 

To recogruse the sign of each star upon men, amimals, and plants, is the 
true natural science Of Solomon, 

人 、 動 物 、 植 物 の 上 に 星 の 印 を 認め る 事 は ソロ モン の 本 物 の 自然 に つい て の 知 で あ 
る 。 

that science which is said to De 1ost, 

大 来 は ソロ モン の 自然 に つい て の 知 は 失わ れ た と 話し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

the principles of which are preserved notwithstanding, as are all other 
secrets, in the symDbolism of the Kabbalah. 

他 の 全て の 秘密 の 様 に に カバ ラ の 象徴 の 中 に 、 ソ ロモ ン の 自然 に つい て の 知 の 原理 
は 保存 され て いる 。 

It will De readily understood that in order to read the stars one must 
know the stars themselVes: 

星々 を 読み 取る た め に は 星々 自体 を 知る 必要 が 有る と 容易 に 理解 で きる で あろ う 。 
now, this kmowledge is obtained Dy the kabbalistic domification of the 
Sky 

空 の カバ ラ の 天 を 12 分 割 し た 考え に よっ て 、 星 々 自体 の 知 は 獲得 で きる 。 

and by the understanding of the celestial planisphere, reCOVered and 
exDplaimed Dy Gaffarel. 

ガ フ ァ レ ル が 復活 させ 説明 し た 天 の 平 面 天体 図 の 理解 に よっ て 、 星 々 自体 の 知 は 獲 
得 で きる 。 

In this plarnsphere 

ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で は 、 

the constellations form Hebrew letters, 

星座 は へ ブラ イ 文 字 の 形 に 成っ て いる 。 

and the mythological figures may De replaced Dy the symDols of the 
Tarot. 

星座 の 神話 の 象徴 は タロ ッ ト の 象徴 に 置き 換え られ て いる 。 

To this same plarisphere Gaffarel refers the origin of patriarchal 
Wr1timg, 

ガ フ ァ レ ル は ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で 祖 の 文字 を 元 と し て 参考 に し た 。 ガ ファ レル 
は ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で 第 7 祖 エ ノ ク の へ ブラ イ 文 字 を 元 と し て 参考 に し た 。 
( 神 は 第 0 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 初 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 第 1 祖 で ある 。 エ ノ ク は 
第 7 祖 で ある 。 ア ダム か ら ノ ア ま で は 人 の 祖 で ある 。 ア ブラ ハム 、 イ サク 、 ヤ コブ は へ 
ブラ イ 人 の 祖 で ある 。) 

and in the chains of starry attraction the first ineaments of primutiVe 
characters may Very well haVve Deen found!, 

星 の 引 き 寄 せる 力 の 鎖 に 原初 の 文字 へ ブラ イ 文 字 の 無 上 の 線 状 構 造 線 が 良く 見 つ 
か る 。 


in which case the celestial Dook would have served as the model of 
Henoch'S, 

ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 は エノク の へ ブラ イ 文 字 の 原形 と し て 役立つ 。 

and the kabDalistc alphabet would have Deen the synopsis of the entire 
SKV. 

カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある へ ヘブライ 文字 は 空 全体 の 一 覧 表 で ある 。 

This is not wantimg in Doetry, nor aDoVe al, in proDaDihty, 

上 記 は 詩 に お いて 十分 で ある 。 特 に 、 上 記 は 可能 性 に お いて 十分 で ある 。 

and the study of the Tarot, which is evidently the primittVe and 
hieroglyphic work of Henoch, as was divined by the erudite Wiliiam 
Postel, is sufficient to convince us hereof. 

学 の 有る ギヨーム ポス テル が 見 抜い た 様 に 、 タ ロッ ト は 明らか に エノク の 原初 の 象 
微 的 な 作品 で ある 。 上 記 を 確信 する に は タロ ッ ト の 研究 で 十分 で ある 。 

The signs imprinted in the astral light Dy the reflection and attraction of 
the stars is reDroduced, therefore, as the sages haVe dhiscoVered, on all 
bodies which are formed by the conjunction of that light. 
賢者 達 が 見 つけ た 様 に 、 星 々 の 反映 と 引き 寄せ る 力 に よっ て 星 の 光 の 中 に 記さ れ て 
いる 印 は 全て の 肉体 の 上 に 再生 され る 。 星 の 光 の 結合 が 全て の 肉体 を 形成 し て い 
る 。 
Men bear the signs of their star on their forehead chiefly, and in ther 
hands: 

人 は 自身 の 星 の 印 を ひたい と 手 に 持っ て いる 。 人 は 自身 の 星 の 印 を 主 に ひたい に 
持っ て いる 。 

anmals in their whole form, and in their individual signs: 

動物 は 自身 の 星 の 印 を 姿 全 体 と 個性 的 な 特徴 に 持っ て いる 。 

plants in their leaVes and seedi: 

植物 は 自身 の 星 の 印 を 葉 と 種 に 持っ て いる 。 

mimerals in their Veins and their grain. 

鉱物 は 自身 の 星 の 印 を 釣 脈 と 模様 に 持っ て いる 。 

The study of these characters was the entire jife-work of Paracelsus, 

人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の 印 の 特徴 の 研究 が パラ ケル スス の 一 生 を か けた 作業 
の 全て で あっ た 。 

and the figures on his talismans are the result of his researches: 

パラ ケル スス の タリ スマ ン の 象徴 は パラ ケル スス の 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の 印 
の 特徴 の 研究 の 結果 で ある 。 

he has, however left us no key to them, 

し か し 、 パ ラケル スス は 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の 印 の 特徴 の 鍵 を 残さ な か っ た 。 
so that the astral kaDbbalistc alphabet wrth its correspondences stl 
remans to De done: 

星 の カ バラ の アル ファ ベッ ト と 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 特徴 の 対応 は 研究 され る べき 
も の と し て 未だ 残っ て いる 。 

as regards DuDIicity, 

知ら れ て いる 事 に つい て 考え る と 、 


the science of unconVventional magical writimg stODped with the 
plamisphere of Gaffarel. 

慣習 に と ら わ れ な い 魔 術 的 な 文字 の 知 は ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で 止ま っ て いる 。 
The serious art of divination rests wholly in the kmowledge of these 
S1gT1S. 

占い の 真剣 な わざ は 全て 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の 印 の 知 に 眠っ て いる 。 
Chiromancy 1s the art of reading the writing ofthe stars in the hmes of 
the hand!, 

手相 占い は 手 の 線 の 中 に 星々 の 文字 を 読み 取る わざ で ある 。 

and physiognomy seeks the same or analogous characters uDon the 
countenance Of its induirers. 

人 相 占 い は 占う 相手 の 人 相 に 手相 占い と 同じ また は 類似 し た 特徴 を 探す 。 

As a fact, 

事実 、 

the limes formed on the human face Dy nerVous contractions are 
determined fatally, 

神経 の 収縮 に より 人 の 顔 に 形成 され る 線 は 運命 的 に 決め られ て いる 。 

and the radiation of the nerVous tissue 1s aDsolutely amnalogous to those 
networks which are formed Detween the worlds by the chains of starry 
attracton. 

神経 組織 の 放射 網 は 星 の 引 き 寄せ る 力 の 鎖 に よる 世界 間 に 形 成 さ れ て いる 星 の 光 
の 網 に 絶対 に 類似 し て いる 。 

The fatalities of jife are, therefore, written necessarily in our wrinkles, 
人 生 の 運命 は 必然 的 に 皮膚 の し わ に 記さ れ て いる 。 

and a first glance freqduently reveals upon the forehead of a stranger 
elther one or more of the mysterious letters of the kaDDalistic 
plamsphere. 

見 知ら ぬ 人 の ひたい の 上 に 一 目 で カバ ラ の 平面 天体 図 の 神秘 の 文字 ヘブライ 文 
字 が 1 つ 以 上 時 々 明らか に 成る 。 

Should the letter De jagged and ]aDoriously inscriDed, there has Deen a 
struggle Detween wll and fatality, 

仮に 、 ひ た いや 手 に へ ブライ 文字 が ギザ ギザ に 苦し げに 記さ れ て いる な ら ば 、 意 思 と 
運命 の 戦い が 存在 する 。 

and in his most powerful emotions and tendencies, the individual's 
entire Dast marufests to the magus: 

仮に 、 ひ た いや 手 に へ プライ 文字 が ギザ ギザ に 苦し げに 記さ れ て いる な ら ば 、 最 も 有 
力 な 感情 と 傾向 で の 、 個 人 の 過去 全体 が 魔術 師 に は 明らか で ある 。 

fromm this it Decomes easy to conjecture the future, 

上 記 か ら 、 未 来 を 類推 する の は 容易 に 成る 。 

and if eVents occas1onally deceive the sagacity of the diviner he who 
has consulted him will remain none the less astounded and convimced 
by the superhuman kmowledge of the adept. 


も し 出来 事 が 占い 師 の 知 慮 と 異な る 時 が 有 っ て も 、 達 道 者 の 超人 的 な 知 が 占う 相 
手 を 驚か せ 確 信 を 抱か せる で あろ う 。 

The human head is formed upon the model of the celestial spheres: 
天体 を 元 に 人 の 頭 は 形成 され る 。 

it attracts and it radiates, and in the conception of a child, this it is 
which first forms and manifests. 

幼子 の 受胎 に お いて 、 天 体 は 引き 寄せ て 放射 し て 、 人 の 頭 は 最初 に 形成 され 表れ る 。 
Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

the head is subject in an aDsolute manner to astral influence, 

人 の 頭 は 絶対 的 に 星 の 感化 力 に 従っ て いる 。 

and evidences 1ts several attractions Dy its d1Verse DrotuDerantCeS. 

人 の 頭 は 人 の 頭 の 様々 な 隆起 に よっ て 星々 の 各自 の 引き 寄せ る 力 を 証明 する 。 
The final word of phrenology is to De foumnd, therefore, in scientific and 
purified astrology, 

骨 相 占い の 究極 の 言葉 は 学問 的 な 純粋 な 占星 術 の 中 に 見 つけ る べき で ある 。 

the problems of which we point out to the patience and good faith of 
Scholars. 

占星 術 を 純化 する た め の 問 題 を 学者 の 忍耐 力 と 誠意 に 指示 する 。 

Accordimng to Ptolemy, 

プトレマイオス に よれ ば 、 

the sun dries up and the moon moistens: 

太陽 は 乾かし 月 は 潤す 。 

aCCordimg to the KaDDalists, 

カバ リス ト に よれ ば 、 

the sun represents rigOrOUS justce, while the moon is in sympathy with 
Mercy. 

太陽 は 正義 の 厳し さ を 表 し 月 は 思い や り で ある 。 

It is the sun which produces storms, and, Dy a kimd of gentle 
atmospheric Dressure, the moon occaslons the ebb and flow, or as it 
were, the resDiration Of the sea. 

太陽 は 優し い 大 気 の 圧 力 の 様 な も の に よっ て 嵐 を も た らし 月 は 満ち 引き また は 海 の 
呼吸 の 様 な も の を も た ら す 。 

We read in the Zohar one of the great sacred Dooks of the KabDalah, 
that 

下記 の 様 に 、 カ バラ の 大 いな る 神 の 書物 の 1 つ で ある 、「 光 輝 の 書 」 に は 記さ れ て い 
る 。 

"the magical serpert, the son of the Sum, was aDout to devour the world!, 
when the Sea, daughter of the Moon, set her foot upon his head and 
subdued him.“ 

「 魔 術 の 蛇 、 太 陽 の 息子 が 世界 を 飲み 込み か けた 時 に 海 、 月 の 娘 が 魔術 の 蛇 の 頭 
の 上 に 足 を 置い て 魔術 の 蛇 を 和らげ た 。」。 

For this reasOT, 


上 記 の 理由 か ら 、 

among the ancients, Venus was the daughter of the Sea, as Diana Was 
1identical with the Moon. 

古代 人 に は 、 ヴ ィ ー ナ ス は 海 の 娘 で あっ た 。 デ ィ ア ナ が 月 で あっ た 様 に 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

also the name of Mary sigmifies star or salt of the sea. 

マリ ア と いう 名 前 は 星 ま た は 海 の 塩 を 表す 。 

To consecrate this kabbalistic doctrimne in the Delief of the Vulgar it is 
sa1d in Drophetic 1anguage: The woman shall crush the serpent's head. 
上 記 の カバ ラ の 考え を 大 衆 の 信仰 の 中 で 聖 別 す る た め に 、 創 世 記 3 章 15 節 で 神 
は 「 女 性 は 、(( か か と で ) 蛇 の 頭 を 圧倒 する で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

Jerome Cardan, one of the Doldest students, 

カル ダー ノ は 大 胆 な 学徒 の 1 人 で ある 。 

and, Deyond contradiction the most skilful astrologer of his tme- 

カル ダー ノ は 当時 の 最も 熟練 し た 占星 術 師 へ の 反対 を 超越 し て いた 。 

Jerome Cardan, who, if we accept the legend of his death, was a martyr 
to his faith in astrology 

も し カル ダー ノ の 死 の 伝説 信じ る の で あれ ば 、 カ ル ダ ー ノ は 占星 術 に お ける 確信 
の 疾 教 者 で あっ た 。 

has 1eft Dehind him a calculation Dy means of which any one can 
foresee the good or evil fortune special to all the years of his life. 

カル ダー ノ は 全て の 人 が 自身 の 人 生 の 全て の 年 の 幸運 と 不運 を 予見 で きる 計算 方 
法 を 残し た 。 

His theory was Dased upon his Own eXDerlenCeS, 

カル ダー ノ の 理論 は カル ダー ノ 自 身 の 経験 に 基づい て いる 。 

and he assures us that the calculaton never dece1ived hum. 

カル ダー ノ は 人 生 の 全て の 年 の 幸運 と 不運 を 予見 で きる 計算 方 法 が 実際 と 異な っ 
た 事 は 無い と 保証 し て いる 。 

To ascertan the fortune of a giVen year he sums uD the events of those 
which have preceded it Dy 4 8, 12, 19, amd 30: 

カル ダー ノ の 人 生 の ある 年 の 幸運 と 不運 を 予見 で きる 計算 方 法 で は 、 あ る 年 の 運命 
を 知る に は 、4 年 前 、8 年 前 、12 年 前 、19 年 前 、30 年 前 の 出来 事 を 要約 する 。 

the numDer 4 is that of realisation: 

数 4 は 実現 の 数 で ある 。 

8 is the numDer of Venus or natural things: 

8 は 金星 の 数 また は 自然 の も の の 数 で ある 。(8 年 周期 で 五 蘭 星 を 描く 様 に 5 回 、 太 
陽 、 金 星 、 地 球 は 一 直線 に 並ぶ 。) 

12 Delongs to the cycle of jupiter and corresDonds tO SUCCeSSeS: 

12 は 木星 の 周期 で ある 。12 は 成功 に 対応 する 。( 木 星 の 公転 周期 は 約 12 年 で あ 
る 。) 

19 has reference to the cycles of the Moon and of Mars: 

19 は 月 と 火星 の 周期 で ある 。( 月 の メト ン 周 期 は 19 年 で ある 。) 


the numDer 30 is that of Saturn or Fatality. 

数 30 は 土星 の 数 また は 運命 の 数 で ある 。( 土 星 の 公 転 周期 は 約 30 年 で ある 。) 
ThUS, 

上 記 か ら 、 

for exarmple, 

例え ば 、 

1 desire to ascertain what will Defall me in this present year 1855: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 1855 年 に 自身 に 起こ る で あろ う 事 を 知り た い 。 

1 pass in reView the decisive events in the order of life and progress 
which occurred four years ag0: 

4 年 前 に 起き た 人 生 と 進歩 に 決定 的 な 出来 事 を 思い 出す 。 

the natural felicity or misfortune of eight years Dack: 

8 年 前 の 自然 な 幸せ また は 自然 な 不運 を 思い 出す 。 

the successes Or failures of twelve years SInCe: 

12 年 前 の 成功 また は 失敗 を 思い 出す 。 

the Vicissitudes and mseres Or diseases which oVertook me mmeteen 
years from noW, 

19 年 前 の 人 生 の 変化 と 不幸 また は 病気 を 思い 出す 。 

and my tragic or fatal experiences of thirty years Dack. 

30 年 前 の 悲劇 的 な 経験 また は 運命 的 な 経験 を 思い 出す 。 

Then, 

の し て 。 

takimg into accoumt irreVocaDly accomplished facts and the adVance of 
tme, 

変更 不可 能 な 既成 の 事実 と 時 の 進歩 を 考慮 に 入れ て 、 

1 calculate the chances analogous to those which 1I owe already to the 
influence of the same planets, 

惑星 の 感化 力 か ら 類 推 可能 で ある 運 を 計算 する 。 

and 1 conclude that 

下記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 結論 し た 。 

im 1851 I had employment which was moderately Dut sufficiently 
remuneratiVe, With somme emDarrassment of position: 

4 年 前 の 1851 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 控 え め に し か し 十分 な 報酬 の 仕事 を し て い 
た 。 地 位 に よる いく つか の 困難 が 有 っ た 。 

in 1847 1 was violently separated from my famnily, with great attendant 
sufferimgs for mme and me: 

8 年 前 の 1847 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 家 族 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ た 。 エ リフ ァ ス レ 
ヴィ と エリ ファ ス レヴ ィ の 家族 は 大 いな る 苦し み を 受け た 。 

in 1843 1 travelled as an apostle, addressing the people, and sufferimg 
the persecution of 則 -meamimg Dersons: Driefly, I was at once honoured 
and Droscr1Ded. 

12 年 前 の 1843 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 使 徒 と し て 旅 を し て いた 。 人 々 に 教え を 説 
いた 。 悪 意 有 る 人 々 か ら 人 迫害 を 受け た 。 簡 潔 に 言え ば 、 名 誉 と 迫害 を 受け た 。 


Finally in 1825 family hfe came to an end for me, and I engaged 
definitely in a fatal path which led me to science and misfortune. 

30 年 前 の 1825 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 神 学校 に 入学 し て 、 家 族 生 活 は 終わ り 、 知 
と 不運 に 至る 運命 的 な 経路 に 確か に 入っ た 。 

1 may therefore suppose that 1 shall this year experience to DOVerty, 
Vexation, heart-exlle, change of place, DuDlicity, and contradictions, 
wth some eventuahty which will De decisive for the rest of my Hife: 
1855 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 余生 を 決定 する 苦労 、 貧 乏 、 苦 し み 、 精 神 的 な 国外 追 
放 、 立 場 の 変化 、 世 に 知ら れる 事 、 反 対 を 経験 する で あろ うと 考え る 。 

eVery indication in the present leads me to endorse this forecast. 

上 記 の 予想 を 現在 の 全て の 兆候 が 認め させ る 。 

Hence 

上 記 の 様 に 、 

1 conclude that, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 結論 する 。 

for myself and for this year experience completely confirms the 
precision of Cardar's astrological calculus, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 1855 年 に カル ダー ノ の 占星 術 の 計算 の 正確 さ を 完全 に 確証 す 
る 経験 を する 。 

which, furthermore, connects with the climacteric years of anclent 
astrologerS. 

さら に 、 カ ル ダ ー ノ の 占星 術 の 計算 は 古代 の 占星 術 師 の 転換 期 の 年 に つなが る 。 
This term sigmifies arranged in scales or calculatedl on the degrees of a 
Scale. 

「climacteric」、「 転 換 期 」 と いう 言葉 は 、「 は し ご の 横木 」 を 意味 する 。 

]ohannes Trithemuus in his Dook on Secondary Causes has Very 
Cur1OuSIy computed the return of fortunate or calamitous years for all 
the empires of the world. 

「 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 で トリ テ ミ ウ ス は 世界 の 全て の 国々 の 運 の 回 帰 ま た は 
不運 の 年 の 不思議 な 計算 を し た 。 

In the twenty-first chapter of our Ritual We shall give an exact analys1s 
Of this work, one even more clear than the original, together with a 
contimuation of the laDour of Trithemius to our own days and the 
application of his magical scale to contemporary eVentSs, so as to deduce 
the most striking proDaDihtes relative to the immediate future of 
France, EuroDe, and the world. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 21 章 で トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 の 正確 な 
分 析 に つい て 、「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 よ り 分 か り 易 く 、 フ ラン ス 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 世 
界 の 近 未 来 に つい て の 、 ト リ テ ミ ウス の 計算 し た 時 代 か ら 現代 まで の 計算 を トリ テ ミ 
ウス の 魔術 の も の さ し を 応用 し て 話す つも り で ある 。 

Accordimg to all the grand masters in astrology, 

占星 術 の 全て の 大 いな る 達 道 者 に よれ ば 、 

Comets are the stars of exceptional heroes, 


甘 星 は 超人 的 な 英雄 の 星 で ある 。 

and they only visit earth to signalise great changes: 

頑 星 は 大 いな る 変化 を 知ら せる た め だ け に 地球 を 訪れ る 。 

the planets preslde ovVer collectiVe existences 

惑星 は 存在 を 集団 的 に 統治 する 。 

and modify the destimies of mankind in the aggregate: 

惑星 は 人 の 運命 を 集団 的 に 変え る 。 

the fixed stars, more remote 

太陽 以外 の 恒星 は 惑星 より 遠く に 存在 する 。 

andmore feeDle in their action, 

太陽 以外 の 恒星 の 作用 は 惑星 より 弱い 。 

attract imdnviduals 

恒星 は 個人 を 引き 寄せ る 。 

and determnne their tendencies: 

恒星 は 個人 の 傾向 を 決定 する 。 

sometimes a grOUD of stars comDine to influence the destmies of a 
single man, while often a great numDer of souls are drawn Dy the 
distant rays Of the same sun. 

星々 の 集団 が 結び つい て 1 人 の 人 の 運命 に 作用 する 場合 が 有り 、 遠 く の 1 つの 恒 
星 の 光線 が 多数 の 人 々 の 精神 を 引き 寄せ る 場合 が 有る 。 

When We die, our interior Hight in departmg follows the attracton of its 
Sta 

人 が 死ぬ と 、 星 が 人 の 心 の 光 を 引き 寄せ る 。 

and thus 

上 記 の 様 に 、 

it is that we HVe again in other universes, where the soul makes for 
itself a new garment, analogous to the development or dimmimution of its 
Deauty: 

魂 は 魂 の 美 し さ の 進歩 また は 退化 に 対応 し た 星 の 体 と いう 新しい 衣 を 創造 し て 他 
の 世界 で 再び 生き る 。 

for our souls, when separated from our Dodies, resemDle revolving 
StaTS: 

魂 が 肉体 か ら 分 離す る と 、 星 の 体 は 星 に 似 て 回 転 する 。 

they are globules of amumated hght 

星 の 体 は 生き て いる 光 の 小 球 体 の 集合 で ある 。 

which always seek their centre for the recovery of their eduilibrium 
and their true moVemenrt. 

生き て いる 光 は 自身 の つり 合い と 自身 の 本 当 の 動き を 復活 させ る た め に 常に 自身 
の 中 心 を 求め る 。 

Before all thimgs, however 

し か し 、 最 初 に 、 

they must HhDerate themselves from the folds of the serpent, that is, the 
unpurified astral light 


魂 は 蛇 、 未 だ 清め られ て いな い 星 の 光 の 持 獄 か ら 自身 を 自由 に する 必要 が 有る 。 

which enVelopes and imprisons them, unless the strength of their wl 

can lift them beyond its reach. 

魂 の 意思 の 力 が 未だ 清め られ て いな い 星 の 光 を 乗り 越え る まで 、 未 だ 清め られ て い 

な い 星 の 光 は 魂 を 包み 込み 富 獄 と 成っ て 手 獄 に 閉じ 込め る 。 

The immersion of the Iiving star in the dead light is a frightful torment, 
comparaDle to that of Mezentius. 

生き て いる 星 、 魂 が 死ん だ 光 、 未 だ 清め られ て いな い 星 の 光 に 浸る 事 は 、 メ ゼン ティ 

ウス の 様 に 苦し め な が ら 徐々 に 精神 的 に 殺す 、 恐 ろ し い 苦 し み で ある 。 

Therein the soul freezes and Durns at the same tme, 

未だ 清め られ て いな い 星 の 光 は 魂 を 凍ら せる と 同時 に 燃やす 。 

and has no means of gettimg free except Dy re-enterimg the Current of 

exterior forms and assuming a flesh1y envelope, 

未だ 清め られ て いな い 魂 が 、 未 だ 清め られ て いな い 星 の 光 か ら 自 由 に 成る に は 、 形 

の 流れ に 再び 入っ て 、 新 し い 肉 体 と いう 外皮 を と る し か な い 。 

then energetically Dattling against instimcts to strengthen that moral 

jiperty which wil permit it at the moment of death to Dreak the chains 

of earth and wing its fight in triumph towards the star of consolation 

which has smiled in hight upon 1t. 

魂 は 、 魂 に 光 を 照ら し 微笑 ん で くれ る 慰め の 星 へ 肉欲 へ の 勝利 の 中 を 飛ん で 行く た 

め に 、 死 の 動き の 際 に 地上 的 な も の で ある 肉欲 の 鎖 を 破壊 する た め に 、 心 の 自由 を 

強め る た め に 、 先 天 的 な も の で ある 肉欲 と 自発 的 に 戦う 事 に 成る 。 

Followimg this clue, 

上 記 の 手がかり か ら 、 

we can understand the nature of the fire of hell, which is identical with 

the demon or the old serpent: 

地獄 の 火 、 悪 魔 の 様 な も の 、 古 い 蛇 の 性 質 を 理解 で きる 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 

の 霊 は 存在 する 。) 

We can gather also wheren consist the salvaton and reproDbation of 

men, 

人 の 救い と 永遠 の 罰 が 星 の 光 に 存在 する と 知る 事 が で きる 。 

all called 

全て の 人 が 要求 され る 。 

and all successively elected, Dut in small numDer after having risked 

falhmg into the eternal fire through their own fault. 

自身 の 過失 に よっ て 永遠 の 火 の 中 に 陥る 危険 を お か し た 後 で 、 少 数 の 人 の 全て が 
連続 し て 選ば れる 。 

SUCh 1S 

上 記 が 、 

the great and sublme revelation of the magi, 

マギ の 大 いな る 崇高 な 啓示 で ある 。 

a revelation which is the mother of all symDols, 

全て の 象徴 の 母 で ある 啓示 で ある 。 


of all dogmas, 

全て の 考え の 母 で ある 啓示 で ある 。 

of all relig1ons. 

全て の 神 の 教え の 母 で ある 啓示 で ある 。 全 て の 宗教 の 母 で ある 啓示 で ある 。 
We can realise already how far Dupuis was mistakern in regarding 
astronomy as the source Of every CUltUS. 

序文 で デュ ピュ イ は 天文 学 が 全て の 宗教 の 源泉 で ある と 誤解 し た と 話し た 。 

It is astronormy, on the contrary which has sprumg from astrology, 
正反対 に 、 占 星 術 が 天文 学 の 源泉 で ある 。 

and prumitive astrology 1s one of the Dranches of the holy KabDalah, 
原初 の 本 物 の 占星 術 は 神 の カバ ラ の 枝 の 1 つ で ある 。 

the science Of sciences, 

本 物 の 占星 術 は 知 の 中 の 知 、 神 の 知 で ある 。 本物 の 占星 術 は 学問 の 中 の 学問 、 神 
の 学問 で ある 。 

and the religion of religionSs. 

本 物 の 占星 術 は 宗教 の 中 の 宗教 で ある 。 

Hence uponr the seventeenth page of the Tarot we find an admirable 
allegory- a naked womar, 

タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 で 見 事 な 象 徴 が 見 つか る 。 タ ロッ ト の 17 ペー ジ 目 に は 裸 の 
女性 が 描か れ て いる 。 

typifyimg Truth, Nature, and Wisdom at one and the same tme, 

裸 の 女性 は 真理 、 自 然 、 知 を 表す 。 


turns two ewers towards the earth, and Dours out fire and water upon 


1 

裸 の 女性 は 2 つの 器 の 口 を 地 に 向け て 一 方 の 器 か ら 火 を 他方 の 器 か ら 水 を 地上 
に 注い で いる 。 

aDoVve her head ghtters the septenary, starred aDout an elght-poimted 
Sta 

裸 の 女性 の 頭上 に は 八 芋 星 と 7 つ 1 組 の 星々 が 光輝 いて いる 。 

that of Vemus, 

八 芋 星 は 金星 で ある 。(8 年 周期 で 五 症 星 を 描く 様 に 5 回 、 太 陽 、 金 星 、 地 球 は 一 直 
線 に 並ぶ 。) 

SymDol of peace and loVe: 

金星 は 平和 と 愛 の 象徴 で ある 。 

the plants of earth are flourishing aroumd the womam, 

裸 の 女性 の 周り に は 地 の 草 木 が 繁栄 し て いる 。 

and on one of them the DutterfIy of Psyche has ahightedi: 

地 の 草 木 の 1 つ に プシ ュ ケ の 蝶 が 止ま っ て いる 。 

this emblem of the soul 

プシ ュ ケ 、 蝶 は 魂 の 象徴 で ある 。 

1s replaced in some copies of the sacred Dook Dy a Dird, which is a more 
Egyptian and proDably a more ancient symDol. 


より エジプト の 多分 より 古代 の いく つか の 写し で は 、 プ シュ ケ の 蝶 で は な く 、 鳥 が 地 
の 草木 の 1 つ に 止ま っ て いる 。 

In the modern Tarot the plate is enttled the Ghttering Star: 

近代 の タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 の 名 前 は 光輝 く 星 で ある 。 

it is amalogous to a numDer of Hermetic symDo15, 

タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 の 象徴 は ヘル メス の 象徴 の いく つか と 類似 し て いる 。 

and is also in correspondence with the Blazing Star of Masonic initiates, 
which expresses most of the mysteries of Rosicruclan secret doctrine. 

タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 の 象徴 は 、 薔 薇 十字 団 の 秘密 の 考え の 神秘 の 多数 を 表す 、 
メー ソン の 秘伝 伝授 者 の 燃え る 星 に 対応 し て いる 。 
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CHARMS AND PHIILTRES 

誘惑 と ほれ 薬 

JUSTTTIA 

正義 

MYSTERIUM 

神秘 

CANES 

犬 

WE have now to grapple wrth the most criminal aDuse to which magical 
Sciences Can De Dut, namely Venomous mag1c, Or rather sorcery 

魔術 の 学問 の 最も 嘆かわしい 悪用 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ が 毒 の 魔術 と 呼ん で い 
る も の 、 と 言う より は むし ろ 、 悪 人 の 霊 の 魔術 に 取り 組む 必要 が 有る 。 

Letit De here understood that we write not to instruct Dut to Warn. 
教え る た めで は な く 警 告 す る た め に エリ ファ ス レヴ ィ は 悪人 の 霊 の 魔術 に つい て 書 
く 事 を 理解 し な さい 。 

Tf human justtce, instead of purishimg the adepts, had only proscriDed 
the migromancers and DO1SOm1mg SOTCererS, 1t 1S Certa1m, aS We haVe 
DreVlously remarked, that its sever1ty would have Deen well placed, and 
that the most severe Denalties could never De excess1Vve in the case of 
Such crirmmals. 

達 道 者 を 迫害 する 代わ り に 、 も し 人 の 正義 が 黒 魔術 の 魔術 師 、 人 を 毒殺 す る 悪人 の 
圭 の 魔術 師 だ け を 迫害 し て いれ ば 、 す で に 話し た 様 に 、 正 義 の 厳し さ は 良い 立場 に 
有 っ た 事 と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 実践 と いっ た 犯罪 行為 へ の 最も 厳し い 六 は 極端 で 
は な い 事 は 、 確 実 で ある 。 

At the same tme it must not De supposed that the right of life and death 
which secretly Delongs to the magus has always Deen exerclsed to 
satisfV some infamous VengeanCe, Or SOIme CuD1dity more infamous st 
ひそ か に 神 の 聖霊 の 魔術 師 の も の で ある 、 命 と 死 の 正義 が 、 憎 むべ き 報 復 を 満た す 
た め に 、 ま た は 、 よ り 憎 むべ き 金 銭 へ の 貧 欲 の た め に 、 常 に 発揮 され て きた と 考え て 
は いけ な い 。 

In the middle ages, as im the amcient world, maglical assoclations have 
frequerntly struck down or destroyed slowly the revealers or Drofaners 
Of myster1eS, 

古代 の 世界 の 様 に 、 中 世 で は 、 魔 術 の 結社 は 神秘 の 暴露 者 また は 冒 法 者 を 徐々 に 
打ち 倒す か 破滅 させ た 。 


and when the magic sword has refrained from striking, when the 
spillimg of Dlood was dangerous, then Aqua Toffana, Do1soned mnOsegayS, 
the shirt of Nessus, and other deadly instruments, still stranger and stll 
less knowru Were used to carry Out sooner Or later the terriDle sentence 
of the free judges. 

魔術 の 剣 で 打ち 倒す 事 を 控え る 時 は 、 流 血 が 物騒 で ある 時 は 、 ト ファ ナ 水 、 毒 の 花束 、 
ネッ ソス の 外 衣 と いっ た 不思議 な 知ら れ て いな い 致 死 性 の 毒 が 遅かれ 早かれ 自由 
な 裁き の 景 散 す る べき 刑 を 執行 する た め に 用 いら れ た 。 

We have said that 

すでに 話し た 様 に 、 

there is in magic a great and indiciDle arcamurm, 

魔術 に は 大 いな る 話し て は いけ な い 秘 密 が 存在 する 。 

which is never mentioned among adeDts, 

魔術 に は 達 道 者 同士 で も 話し て は いけ な い 秘 密 が 存在 する 。 

which the profane aDoVe all must De prevented from diVining: 

魔術 に は 特に 大 衆 に 推測 させ て は いけ な い 秘 密 が 存在 する 。 

in former tmes, whosoeVer reVealed, or Caused the key of this supreme 
secret to De discoVered Dy others through imprudent revelations, Was 
condemned immediately to death, and was often driven to execute the 
sentence himself. 

以前 は 、 魔 術 の 話し て は いけ な い 無 上 の 秘密 の 鍵 を 暴露 する か 無 思 慮 な 啓示 で 他 
人 に 見 つけ させ た 者 は すぐ に 死ぬ べき で ある と 非難 され 自殺 する よう 追い 込ま れる 
時 も 有 っ た 。 


The celebrated prophetic suDper of Cazotte, descriDed Dy Laharpe, 
略 
has not Deen hitherto understood. 


Laharpe Very naturally yielded to the temptation of surprising his 
readers Dy amplifying the details of his narratiVve. 


Everyone Dresert at {hs suDper Laharpe excepted, was an initiate and 
a diVulger or at least profaner of the mysteries. 


Cazotte, the most exalted of all in the scale of initiation, 
pronounced their sentence of death in the name of iluminism, 


and this sentence Was Var10uSIy Dut rigOrOuS]y executed!, 


ever as several Vears and seVeral centuries DreVvlously had occurred in 
the case of similar judgments against the AbDe de Villars, UrDan 
Grandier and many others. 


The revolutionary philosophers Derished as did Caghostro deserted in 
the prisons of the Induisition, as did the mystic Dand of Catherine 
Theos, as did the imprudent Scroepfer 


constrained to suicide in the midst of his magical triumphs and the 
umiversal imfatuation, as did the deserter Kotzebue, who was staDDbed Dy 
Carl Sand, as did also so many others whose corpses have Deen 
discoVered without any one Deing aDle to learn the cause of their 
sudlden and sanguinary death. 


The strange allocation addressed to Cazotte when he himself was 
condemned by the president of the revolutionary triDunal wil be 
reaQhly called to mmd. 


The Gordian Knot of the terrible drama of '93 is still concealed in the 
darkest sanctuary Of the secret societies: 


to adepts of good faith, who sought to emancipate the common DeoDle, 
Were ODDOsed adepts of another sect, attached to more ancient 
traditions, who fought by means analogous to those of their adVersarles: 


the practice of the great arcanum Was made impossiDle Dy unmasking 
its theory. 


The crowd understood nothmg, Dut it rmistrusted everything, and fell 
1ower stll in its discouragerment: 


the great arcamum Decame more secret than eVer: 


the adepts, checkmated Dy each other could exercise their Dower 
nelther to goVern others nor to deliver themselVves: 


they condemned one another to the death of traitors: 


they aDandoned one another to exile, to suic1de, to the kmife and the 
scaffold. 


1 shall De asked possiDIy whether equally terriDle dangers threaten at 
this day the intruders into the occult sanctuary and the Detrayers of its 
Secret. 


Why should 1 answer anything to the incredulity of the induisittVe? 


If Irisk a Violent death for their instructior, certainly they wl not save 
me: 


they are afraid on their own accourt, let them abstain from 
1mprudent research- this is all 1 can say to them. 


Let us return to VenomOous mag1C. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ が 毒 の 魔術 と 呼ん で いる も の に 戻 ろう 。 

In his romance of Monte Cristo, Alexandre Dumas has reVvealed some 
practices of this omimous SClentCe. 

「 モ ン テ クリ スト 伯 」 で アレ クサ ンド ル デュ マ は コル ネリ ウス アグ リッ パ が 毒 の 魔術 
と 呼ん で いる も の 、 劣 悪 な 学問 の 実践 方 法 を いく つか 明らか に し て いる 。 


There 1s no need to traverse the same ground Dy repeatinmg 1ts 
melancholy theories of crime: 
中 略 


descr1Ding how plants are Dolsonedi 

how anumals nourished on these plants have their flesh infected, and 
becormng in turn the food ofmen, cause death without leaving any 
trace Of DO1SOT: 


how the walls of houses are inoculated: 


how the air is permeated by fumes which reguire the glass mask of St 
CroiXx for the operator: 


let us leave the anclent Camidia her aDominaDle mysteries, 


andrefrain from inVestigatimg the extent to which the infernal rites of 
Saganla haVve carried the art of LOcusta. 


It is enough to state that 

this most infamous class ofmalefactors distilled in corjunction the 
Virus Of contag1ous diseases, the Venorm of reptiles, and the sap of 
DO1SOmOUS Dlants, 

that they extracted from the fungus its deadly and narcotic DrODertieS, 
its asphyxiatimg Drinciples from datura stramonlu, 

fromm the peach and bitter almond that poison one drop of which, placed 
on the tongue or in the ear destroys, hke a flash of lightning, the 


strongest and Dest constituted living Deing. 


The white juice of sea-lettuce was Doiled with milk in which vipers and 
asDs had Deen drowned. 


The sap of the manchineel or deadly fruit of java was ether Drought 
back wrth them from their 1ong journeys, Or imported at great exDeTSse: 


SO also was the julce of the cassada, and so were simular DO1SOnS: 
they pulverised fhmt, mixed with impure ashes the dried slime of 
reDtiles, composed hideous philtres with the virus of mares on heat and 


sirmilar secretions of Ditches: 


they mimgled human Dlood with infamous drugs, composing an oil the 
mere odour of which was fatal, 


thereim recallimg the tarte DourDonnaise of Pamurge: 


they eVen concealed recipes for Doisoming in the technical language of 
alchemy, 


andthe secret of the powder of Drojection, 
im more than one old Dook which claims to De Hermetc, 


1s in reaHty that of the powder of succession. 


The Grand Grimoire g1Ves one In Darticular which is Very thimly 
disguised under the ttle of Method for Making Goldi 


it is am atrocious decoction Of Verdigris, arsemlc, amnd sawdust, which, if 
DroDerly made, should immediately consume a Dranch that is plunged 
into it and eat swriftly through an iron nal. 


John Baptista Porta cites in his Natural Magic a spDecimen of Borgia 
DO1SO!, 


but, as may De Imagined, he is deceivmng the Vulgar 
and does not diVulge the truth, 
which would De too dangerous In such a conmecton. 


We may therefore quote his recipe to satisfy the curiosity of Our 
readlers. 


The toad by itself is not VenomoUus, 

ヒキ ガエル 自体 に は 毒 は 無い 。 

Dut 

じ が か ル 、 

1t 1S a SDOnge {Or DO1SOnS, 

ヒキ ガエル は 毒 を 取り 込み 易い 。 

andis the mushroom of the amimal kingdom. 
ヒキ ガエル は 動物 界 の きのこ で ある 。 


Take, then, a plump toad, says Porta, and place it with Vipers and asDs 
In a gloDular Dottle: 


let polsorYous fungi, fox-gloVves, amd hemlock be their sole nourishment 
during a Deriod of several days: 


then enrage them Dy Deatmg, Durming, and tormentimg them im every 
conce1vable manner ll they die ofrage and hungeri: 


SDrimnkle their bodies with powdered spurge and ground glass: 
then place them in a well-sealed retort, 

and extract all their moisture by fire. 

Let the glass coo: 

separate the ash ofthe dead bodies from the incombustible dust, 
which will remain at the Dottom of the retort. 

You wl then haVe two poisons- one Huid, the other a powder 
The first wil De fully as efficacious as the terriDle Aqua Poffana: 
the second, in a few days' tme, wl cause any Derso, 

who may have a pinch ofit mixed with his drink, 


to become, in the first place, wilted and old, amd suDseguently to die 
armdst horrible sufferings, or in a state of complete collapse. 


It must De adrmitted that this recipe has a magical Dhysiognomy of the 
blackest and most revoltmg kind, 


and sickens one by its recollections of the aDominable confections of 
Camidia amd Medea. 


The sorcerers Of the middle ages pretended to receiVe such Dowders at 
the SabDbath, 

中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は サバ ト で 毒 の 粉 を 受け 取っ た ふり を し た 。( 実 際 は 中 世 
の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 憎む べき 無情 な 方 法 で 毒 を 作っ た 。) 

and sold them at a high price to the mahiclous amd ignorant. 

中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 毒 を 悪人 や 無知 な 人 に 高値 で 売っ た 。 

The tradition of similar mysteries spDread terror in country places, and 
came to act as a spell. 


中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 毒 を 悪人 に 売っ た 秘密 の 口伝 が いな か に 恐怖 を 広め 
て 、 魔 術 師 は 呪文 と いう 行動 で 人 を 殺せ る と いう 話 に 成っ た 。 

The imagination once nmpressed the nervous systemm Once assailed, and 
then the victm rapidly wasted away, the Very dread of his relatiVes and 
friends insuring his 10SS. 

想像 力 が 一 度 強 まる と 、 神 経 組織 が 一 度 悩 ませ られ る と 、 犠 牲 者 は 速やか に 衰弱 す 
る し 、 血 族 や 友人 の 恐怖 が 犠牲 者 に 作用 し て 犠牲 者 へ の 損害 を 確証 する 。 

The sorcerer Or sorcereSss was almost imvariaDly a species of human 
toad, swollen with 1ong-enduring ramCouTs. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 、 魔 女 は 長い 間 忍 耐 し て きた うら み で ふく れ あ が っ た ヒキ ガエル 
の 様 な 人 で ある 。 

They were DOO* MMSSMA by all, and consequently full of hatred. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 貧乏 と 冷た く あ し ら わ れ た 事 で 憎しみ に 満ち て いる 。 

The fear which they inspired was their consolation and their revenge: 
悪人 の 霊 の 魔術 師 が 恐怖 を も た ら す の は 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 慰め で あり 報復 で 
ある 。 

polsoned themselves by a society of which they had experienced 
nothing Dut the refuse and the Vices, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 社会 に 毒 さ れ た 。 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 社会 で 塵 と 悪徳 だ け を 
経験 し た 。 

they polsoned in their turn all those who were weak enough to fear 
them, 

社会 に 毒 さ れ た 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 悪人 の 霊 の 魔術 師 を 直 れ る 全て の 弱い 人 を 
毒 し た 。 

and avenged upon Deauty and youth their accursed old age and their 
atroc1Ous uglineSS. 

若 さと 美 に 対し て 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 自身 の 呪 わ れ た 老い と ひど い 醍 さ の 報復 を 
する 。 

The mere operation of these evil works, and the fulfilment of these 
loathsome mysteries, constituted and confirmed what was then called a 
compact wrth the devll. 

上 記 の 、 悪 行 と 憎む べき 秘密 の 実践 が 、 悪 魔 と の 契約 と 呼ば れ て いた 物 で ある 。( 悪 
魔 は 存在 し な い 。) 

It is certain that the worker must have Deen giVen over Dody and soul to 
evll, amd justly deserVed the universal amd irrevocaDle reproDation 
exDressed Dy the allegory of hell. 

悪 に 身 と 心 を ささ げた 人 が 、 地 獄 に 例え られ る 普遍 の 変更 不可 能 の 永遠 の 罰 を 当 
然 の 報い と し て 受け る の は 、 確 実 で ある 。 

That human souls could descend to such an aDyss of crime and madnmess 
must assuredly aston1sh and grieVe US: 

人 の 魂 が 悪人 の 霊 の 魔術 と いう 罪 の 深淵 と 狂気 に 堕ち る 事 が で きる と いう 事 は 確 
か に 人 を 驚か せ 深 く 悲 し ませ る 。 

Dut 


し か し 、 

is not such an abyss needed as a Dasis for the exaltation of the mmost 
SubHme VirtueS? 

無 上 の 崇高 な 徳 の 高 さ の た め の 基 礎 と し て 悪人 の 霊 の 魔術 と いう 悪徳 の 深淵 は 必 
要 で は な いか ? は い ! 悪 人 の 霊 の 魔術 と いう 悪徳 の 深淵 は 徳 の 高 さ の た め の 基 礎 
と し て 必要 で ある ! 

and does notthe depth of infernus demonstrate Dy antthesis the 
infimite height and grandeur of heaven? 

地獄 の 深 さ は 、 正 反対 の も の で ある 、 無 限 の 高 さと 天 の 崇 高 さ を 実証 する の で は な 
いか ? は い ! 地 獄 の 深 さ は 、 正 反対 の も の で ある 、 無 限 の 高 さと 天 の 崇 高 さ を 実証 す 
る ! 

In the North, where the instimcts are more reDressed amd V1VaC1OUS: 
北国 で は 先天 的 な も の で ある 肉欲 は より 抑圧 され 生き 生き と し て いる 。 

in Italy, where the passions are more diffusive and fiery, charms and 
the evll eye are stll dreadedi 

イタ リア で は 肉欲 は より 拡散 し 易く 火 の 様 で ある 。 イ タリ ア で は 誘惑 と 邪 視 は 未だ に 
芝 れ られ て いる 。 

the jettatura 1s not to De Draved with impuruty in Naples, 

ナポリ の 大 衆 は 、 邪 視 に 立ち 向かう と 無事 で は すま な い 、 と 話し て いる 。 

and persons who are urfortunately endowed wrth this power are eVen 
distimguished Dy certain eXter1Or S1gTS. 

ナポリ の 大 衆 は 、 邪 視 の 能力 を 与え られ て いる 人 を 外見 で 見 分 けら れる 、 と 話し て い 
る 。 

In order to guard agaimst it, exDerts affirm that horns must De carried 
on the DersoT, 

達 道 者 は 「 邪 視 か ら 身 を 守る た め に は 角 を 持つ 必要 が 有る 。」 と いう 例え 話 を 話し て 
いる 。 

and the common people, who take everything Hterally, hasten to adorn 
themselves with small horns, not drearmmg of the sense of the allegory. 
文字 通り に 全て の も の を 受け 取る 大 衆 は 慌て て 小さ な 角 で 身 を 飾り 達 道 者 の 「 邪 
視 か ら 身 を 守る た め に は 角 を 持つ 必要 が 有る 。」 と いう 例え 話 の 意味 を 知 ろ うと は 
夢 に も 思わ な い 。 

These attriDutes of jupiter Ammon, Bacchus, and Moses are the symbol 
of moral Dower or enthusiasrm, 

ユピテル アモ ン 、 バ ッ カ ス 、 モ ー セ の 特徴 で ある 角 は 心 の 力 ま た は 熱意 の 象徴 で あ 
る 。 
so that the magiclans mean to say that, in order to withstand the 
jettatura, the fatal current of instimcts must De goVerned Dy a great 
intreDp1dity, a great enthusiasTm or a great thought. 

達 道 者 、 魔 術 師 の 「 邪 視 か ら 身 を 守る た め に は 角 を 持つ 必要 が 有る 。」 と いう 例え 話 
は 「 那 視 か ら 身 を 守る た め に は 、 大 いな る 大 胆 さ 、 大 いな る 熱意 、 大 いな る 思考 に 
よっ て 、 先 天 的 な も の で ある 肉欲 の 致命 的 な 流れ を 統治 する 必要 が 有る 。」 事 を 意 
味 する 。 


Im hke manner 

上 記 の 様 に 、 

almost all popular superstitions are Drofane interpretations of some 
grand maxim or marvellous secret of occult wlsdom. 

ほぼ 全て の 大 衆 の 迷信 は 隠さ れ た 知 の 大 いな る 言葉 また は 不思議 な 秘密 を 大 衆 
が 誤解 し た も の で ある 。 

Did not Pythagoras, in his admirable symDbols, Degueath a perfect 
philosophy to sages, amd a new series of van oODserVances and 
ridiculous Dractces to the Vulgar? 

ピタ ゴラス は 、 賢 者 に は 完全 な 哲学 で ある 見 事 な 例え 話 を 、 大 衆 に は 一 連 の 新しい 
虚しい 儀式 と 可笑し い 実 践 を も た らし た の で は な いか ? は い ! 

Thus, when he said: "Do not pick up what falls from the table: do not cut 
downr trees on the great highwayi kill not the serpent when it falls into 
your garden,"- was he not inculcatimg the precepts of charity, either 
SOclal or Dersonal, under transparent allegories? 

ビ ピタ ゴラス は 「 社 会 的 な また は 個人 的 な 思い や り を すす め る 。」 意 味 を 教え る た め に 
「 テ ー ブ ル か ら 落 ち た (食べ ) 物 を 拾っ て は いけ な い (。 犬 の 物 だ か ら )。 大 いな る 公道 
の 木 を 切り 倒し て は いけ な い 。 あ な た の 庭 に 落ち た 蛇 を 殺し て は いけ な い 。」 と いう 
透明 な 例え 話 を 話し て いる の で は な いか ? は い ! 

When he said :"Do not 1ook at yourself Dy torchlight in a mirror" was he 
not ingemlously teaching true self-Kknowledge which is incompatDble 
wrth factitious lights and the prejudgments of systems? 

ピタ ゴラス は 「 本 物 の 自己 認識 は 不 自然 な 見 方 や 社会 の 先入観 と 相反 する 。」 と い 
う 意味 を 巧み に 教え る た め に 「 た いま つの 明か り に よっ て 、 鏡 の 中 の 自分 を 見 て は い 
け な い 。」 と いう 例え 話 を 話し て いる の で は な いか ? は い ! 

It is the same wrth the other precepts of Pythagoras, 

ビ ピタ ゴラス の 他 の 言葉 も 同様 で ある 。 

who, it is well known, was followed Hiterally Dy a swarm of umintelhgent 


disciDles, 

知 の 無い 偽物 の 弟子 た ち 、 大 衆 が ピタ ゴラス に 文字 通り に 従っ た 事 が 良く 知ら れ て 
いる 。 

and, indeed, 

実に 、 


amongst OU DrOVlmclal superstittous ODserVances, there are many 
which indubitably belong to the primitive misconception Of 
Pythagorean SymDolS. 

いな か の 迷信 的 な 儀式 に は 疑い 無く ピタ ゴラス の 例え 話 の 原始 的 な 誤解 に よる も 
の が 多数 存在 する 。 

SuDerstition is derived fromm a Latn word which sigmifies surViVal. 

「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は ラテ ン 語 で 「 上 に 立つ も の 」、「 生 き 残 っ 
た も の 」 を 意味 する superstitio で ある 。 

It is the sigm surviving the thought: 

迷信 は 思考 や 意味 が 死ん だ 後 も 生き 残っ た 象徴 、 例 え で ある 。 


it is the dead Dody of a relig1ous rite. 

迷信 は 宗教 の 儀式 の 死体 で ある 。 

SuDerstition is to initiation what the notion of the devil is to that of God. 
NANO ( 悪 

は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

This is the sense which the worship of images is forDidden, 

上 記 の 意味 で 、 偶 像 崇拝 は 禁止 され て いる 。 

and in this sense also a doctrime most holy in its origimal conceptton 
may Decome superstitious and impious when it has lost its spirit and ts 
InspiratiOn. 

精神 と 霊感 が 失わ れ た 時 に 元 は 無 上 の 神聖 な 考え は 迷信 的 な も の 、 不 信心 な も の 
に 成る 。 

Then does relig1om, eVer One, hkKe the supreme reason, Change ts 
VestureSs 

迷信 は 、 無 上 の 論理 で ある 神 の 様 に 、 神 の 教え が 衣 を 変え た も の で ある 。 

and abandon old rites to the cupidnty and roguery Of Driests 
dispossessed and metamorphosed by their wickedness and ignorance 
Imto jugglers and charlatans. 

迷信 は 、 邪 悪 な 人 と 無知 な 人 に よっ て 、 詐 欺 師 に 変わ っ た 聖職 者 の 金 鍼 へ の 貧 欲 と 
悪事 に よっ て 、 古 い 儀 式 が 見 捨て られ た も の で ある 。( 祭 司 は 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 
で は な い 。) 
We may include among superstitions those magical emDlems and 
characters, of which the meaning 1s no longer understood, which are 
engraVved Dy chance on amulets and tahismans. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ア ミュ レッ ト や タリ スマ ン に 根拠 無し に 記さ れ た 、 最 早 意 味 が 理 

解 さ れ な い 、 魔 術 の 象徴 と 文字 を 迷信 に 含め る 。 
The magical images of the ancients were Dantacles, i.e., KaDDalistic 
SyntheseS. 

古代 人 の 魔術 の 象徴 は pantacle、 カ バラ の 総合 で あっ た 。 


Thus the wheel of Pythagoras is a Dantacle analogous to the wheels of 
EZzekiel: 

ピタ ゴラス の 車輪 は エ ゼ キ エ ル の 車輪 に 似 た pantacle で ある 。 

the two figures contain the same secretSs, 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車 輸 と いう 2 つの 象徴 は 同じ 秘密 、 意 味 を 含ん で 
いる 。 

and belong to the same philosophy: 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 と いう 2 つの 象徴 は 同じ 哲学 に よる も の で あ 
る 。 

they constitute the key of all pantacles, 

ビ ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 は 全て の pantacle の 鍵 で ある 。 

and we have already discoursed concerning them. 

上 記 に つい て すでに 話し た 。 

The four Deasts, or rather the four-headed sphinx of the same Drophet 
are 1dentical with an admmirable Indian symbol which we have 
reDroduced in this work, as having reference to the great arcartum. 
スフィンクス の 4 つの 獣 、 と 言う より は むし ろ 、4 つの 獣 の 頭 を 持っ た スフィンクス で 
ある 預言 者 エ ゼ キ エ ル の 智 天使 ケル ブ は 、 大 いな る 秘密 に ふれ た 様 に 、 下 記 の 見 
事 な イ ンド の 象徴 adda nari と 同じ で ある 。 


In his Apocalypse, St ]ohn followed and elaborated Ezekie: 

ヨハ ネ の 団 示 録 で 使徒 ヨハ ネ は 預言 者 エ ゼ キ エ ル の 象徴 に 従い 象徴 を 創造 し た 。 
indeedl 

実に 、 

the monstrous figures of his wonderful Dook are so many maglcal 
Dantacles, 

不思議 な 書物 ヨハ ネ の 黙示 録 の 不思議 な 多数 の 象徴 は 魔術 の pantacle で ある 。 
the key of which is easily discoveraDle Dy kaDDalists. 

カバ リス ト は ヨハ ネ の 黙 示 録 の 象徴 の 鍵 を 容易 に 見 つけ られ る 。 

On the other hand, Christians, rejectimg science in their anxiety to 
extend faith, 

キリ スト 教徒 の 大 来 は キリ スト 教 へ の 信仰 を 広め る た め に 魔術 と いう 学問 を 拒絶 す 
る 。 

Sought ]ater on to conceal the origin of their dogmas, 

キリ スト 教徒 の 大 衆 は 魔術 と いう 考え の 源泉 を 隠 そう と 試み た 。 

and condemned all kabDbalistic and magical Dooks to the flames. 

キリ スト 教徒 の 大 衆 は 全て の カバ ラ の 書物 と 全て の 魔術 の 書物 を 火 で 燃やす 。 

To destroy origimals giVes a kind of origima]ity to coDies, 

原本 を 破壊 する 事 は 写本 を 原本 に する 事 で ある 、 と 言え る 。 

as was douDtless in the mind of St Paul when, prompted Deyond 
question Dy the most laudable intention, he accomplshed his scientific 
auto-da-fe at EDhesUS. 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で 、 疑 い 無く 、 ほ め る べき 意図 か ら 、 使 徒 パ ウロ は エフ ェ ソ ス の 
大 衆 が 隠さ れ た 学問 の 本 を 燃やす の を 止め な か っ た 。 


In the same way Ss1x centuries later the true Deliever Omar sacrificed 
the Library of Alexandria to the origimaHty of the Koran, 

642 年 頃 に イス ラム 教徒 の ウマ ル イブ ン ハッ ター ブ は コー ラン を 原本 に する た め に 
アレ クサ ンド リア の 図書 館 を 破壊 し た 。 

and who knows whether in the time to come some future Apostle wi 
not set fire to our Hterary museums, amd confiscate the printimg-press in 
the interest of some fresh religious infatuation, some newWIly accredited 
legend? 

新興 宗教 の た め に 、 新 興 宗教 の 書物 を 原本 に する た め に 、 誰 が 未来 の 新興 宗教 の 
狂信 者 が 図書 館 を 燃やさ な いか どう か 知る で あろ うか ? 誰 が 未来 の 新興 宗教 の 狂 
信者 が 印刷 機 を 差し 押さ えな いか どう か 知る で あろ うか ? 

The study of tahismans and pantacles is one of the most curious 
branches of mag1C, 

タリ スマ ン と pantacle の 研究 は 魔術 の 無 上 の 不思議 の 1 つ で ある 。 

and comnects wth historical nurmisrmatlcs. 

タリ スマ ン と pantacle の 研究 は 古銭 学 の 歴史 に つなが る 。 

There are Indian, Egyptan, and Greek talhismans, kabDalistc medals 
Cormimg from the ancient and modern jews, Gnostic aDraXas, OCCUlt 
tokens in use among the memDers of secret societies, amd sometimes 
called counters of the SaDDath: 

イン ド の タリ スマ ン 、 エ ジ プ ト の タリ スマ ン 、 ギ リ シ ャ の タリ スマ ン 、 古 代 ヘ ブライ 人 の 
カバ ラ の メダ ル 、 近 代 の へ ブラ イ 人 の カバ ラ の メダ ル 、 グ ノー シス 主義 者 の アブ ラク 
サス の 象徴 、 秘 密 結社 の 隠さ れ た 象徴 、 サ バト の 貨幣 と 呼ば れる 物 が 存在 する 。 
so also there are Termplar medals and jewels of Freemasonryi 

神殿 騎士 団 の メダ ル と フリ ー メ ー ソ ン の 宝石 が 存在 する 。 

In his Treatise on the Wonders of Nature, Coglenius descriDes the 
talismans of Solomon and those of RabDbi Chael. 

Coglenius は 自然 の 不思議 に つい て の 論文 で ソロ モン の タリ スマ ン と Rabhbi 
Chael の タカ リス マン に つい て 記し て いる 。 

Designs of many others that are mmost ancient will De found in the 
magical calendars of Tycho-Brahe and Duchentau, 

ティ コ ブラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー に 古代 の 多 
数 の 象徴 が 見 つか る 。 

and should have a place in M. Ragon's archives of initiation, a Vast and 
Scholarly undertakimg, to which We refer Our readers. 

巨大 な 学問 的 な ラゴン が 集め た 秘伝 伝授 の 古文 書 を 参照 する べき で ある 。 
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THE STONE OF THE PHILOSOPHERS- 

賢者 の 石 

ELAGABATUS 

太陽 神 を 意味 する エラ ガバ ルス 

VOCATIO 

呼び 出す 

SOL 

太陽 

AURUM 

金 

THE ancients adored the Sun under the figure of a Dlack stone, which 
they named ElagaDalus, or HeliogaDalus. 

古代 人 は 、 太 陽 神 を 意味 する エラ ガバ ルス また は ヘリ オガ バル ス と 呼ん だ 、 黒 い 石 
の 象徴 で 、 太 陽 を 敬礼 し た 。 

What did this stone signify, and how came it to De the image of the most 
brilliant of luminmaries? 

黒い 石 は 何 を 表す の か ? ど うし て 黒い 石 が 太陽 と いっ た 光 を 放つ 天体 の 無 上 の 光 
輝 の 象徴 と 成っ た の か ?( エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 オ シリ ス は 黒い 神 で あ 
る 。」 と 話す 事 に よっ て 祖 は 「 子 よ 、 あ な た は ラン プ を 太陽 と 誤解 し て いる 様 な も の で 
ある 。 し か し 、 ラ ンプ は 夜 の 星 の 様 な も の に 過ぎ な い 様 な も の で ある 。 本 物 の 太陽 が 
存在 する 。 間 か ら 離 れ な さい 。 光 を 探し な さい 。」 と 話し て いる 様 で ある 。) 

The disciples of Hermes, before prormising their adepts the elixir of long 
jife, or the powder of projectiom, Counselled them to seek for the 
philosophical stone. 

ヘル メス の 弟子 達 、 錬 金 術 師 達 は 、 若 返り 楽 エ リク サー に よる 長命 や 錬 金 の た め の 
粉 を 達 道 者 に 約束 する 前 に 、 賢 者 の 石 を 探す 様 に すす め る 。 

What is this stone, 

賢者 の 石 と は 何 か ? 

and why a stone? 

な ぜ 石 な の か ? 

The great initiator of the Christians invites his Delievers to Duild on the 
stone, Or rOCK, 下 they do not wish their structures to De demolished. 
マタ イ に よる 福音 7 章 24 節 か ら 25 節 で キリ スト 教 の 大 いな る 祖 イ エス は イエ ス を 
信じ る 者 達 に 、 も し 建て た も の が 壊れ 堕ち る 事 を 望ま な い の で あれ ば 、 石 、 岩 の 上 に 
建て る 様 に すす め て いる 。( マ タイ に よる 福音 7 章 24 節 か ら 25 節 「 イ エス の 言う 事 
を 聞い て 行う 者 は 石 、 岩 の 上 に 家 を 建て た 賢者 に 似 て いる 。 雨 が 降っ て も 洪水 が 来 


て も 風 が 吹い て も 賢者 の 家 は 壊れ 堕ち な か っ た 。 な ぜ な ら 、 賢 者 の 家 は 石 、 岩 の 上 
に 基礎 が 有 っ た 。」。) 

He terms himself the corner-stone, 

マタ イ に よる 福音 21 章 42 節 で イエ ス は イエ ス 自 身 を すみ の 基礎 の 石 、 す み の 要 石 
と 呼ん で いる 。 

and says to the most faithful of his Apostles, "Thou art Peter (DetrUS), 
and upor this rock (petramm) 1 wl Duild my church.“ 

マタ イ に よる 福音 16 章 18 節 で イエ ス は 最も 信心 深い 使徒 ペトロ に 「 あ な た は ペ ト 
ロ で ある 。(『 ベ トロ 』 は 石 、 岩 を 意味 する 。) 私 イエ ス は ペトロ と いう 石 、 岩 の 上 に 教会 
を 建て る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

This stone, say the masters in alchemy, is the true salt of the 
philosophers, which is the third ingredient in the composition of AZzoth. 
錬金術 の 達 道 者 達 は 「 基 礎 の 石 が 、Azoth の 第 3 要素 で ある 、 本 物 の 賢者 の 塩 で 
ある 。」 と 話し て いる 。(Azoth、 ア ゾ ッ ト は へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 K、 ア レフ また は 
ラテ ン 文 字 の 最初 の 文字 A また は ギリ シャ 文字 の 最初 の 文字 A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 
文字 の 最後 の 文字 Z と ギリ シャ 文字 の 最後 の 文字 ⑦、、 オ メガ と ヘブライ 文字 の 最 
後 の 文 字 、 タ ウ で ある 。Azoth、 ア ゾ ッ ト は 最初 か ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 
の 唯一 を 意味 する 。 普 遍 で 唯一 な も の は 絶対 な も の で ある 。Azoth、 ア ゾ ッ ト は 絶対 
を 意味 する 。) 

Now, We kmow already that AZOTH is the name of the great Hermetic 
and true philosophical agent: 

Azoth は 大 いな る ヘル メス の 代行 者 の 名 前 で ある 。Azoth は 本 物 の 賢者 の 代行 者 
の 名 前 で ある 。 

furthermore, 

さら に 、 

their salt is represented under the figure of a cuDic stone, as may De 
seer in the Twelve Keys of Basil Valentme, or in the allegories of 
TreVlsan. 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 に 見 られ る 様 に 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン の 
象徴 に 見 られ る 様 に 、 賢 者 の 塩 、 基 礎 の 石 は 立方 体 の 石 の 形 で 表 さ れる 。 

Once Imore, 

も う 1 度 く り 返 し て 、 

what is this stone actually? 

基礎 の 石 と は 実際 に 何 か ? 

It is the foundation of aDsolute philosophy, 

基礎 の 石 と は 絶対 の 哲学 の 基礎 で ある 。 

1t 1S SUDreme and irmmovaDle reason. 

基礎 の 石 と は 無 上 の 論理 で ある 神 で ある 。 基 礎 の 石 と は 不動 の 論理 で ある 。 
Before even dreaming of the metallic WorKk, 

錬 金 の 作業 を 夢見 る 前 に 、 

we must De fixed for ever upon the absolute primciples of wisdom, 

人 は 自身 を 知 の 絶対 の 原理 に 永遠 に 固定 する 必要 が 有る 。( 基 礎 の 石 と は 知 の 絶 
対 の 原理 で ある 。) 


We must DoOssess that reason which is the touch-stone of truth. 

人 は 真理 の 試 金石 、 基 準 と 成る 論理 を 保有 する 必要 が 有る 。( 基 礎 の 石 と は 真理 の 
試 金 石 、 基 準 と 成る 論理 で ある 。) 

Never wll a man of prejudices Decome the king of nature and the 
master of transmutations. 

先入観 の 奴隷 で ある 人 は 自然 の 王者 に 成 れ な い 。 先 入 観 の 奴隷 で ある 人 は 錬金術 
師 に 成 れ な い 。 

The philosophical stone is hence before all thimgs necessarV: 

賢者 の 石 が 第 一 に 必要 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

how is it to De found? 

どの よう に し た ら 賢 者 の 石 は 見 つか る の か ? 

Hermes informs us in his Emerald TaDle. 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 「 あ な た は 、 濃 いも の か ら 薄 いも の を 、 徐 々 に 、 大 いな る 勤 
勉 に よっ て 、 分 離す べき で ある 。」 と 賢者 の 石 の 見 つけ 方 を 教え て 話し て いる 。 

We must separate the suDtle from the fixed with great care amd 
asSs1duous attention. 

人 は 、 固 定 さ れ た も の か ら 薄 いも の を 、 大 いな る 苦労 と 勤勉 な 集中 力 に よっ て 、 分 離 
する 必要 が 有る 。 

Thus, We must separate Our certtudes from our Deliefs, 

人 は 、 信 じ て い る も の か ら 確 実 な も の を 、 分 離す る 必要 が 有る 。 

and sharply distimguish the respectve domains of science and faith, 
人 は 、 信 心 の 領域 か ら 学問 の 領域 を 、 鋭 く 切 り 込 ん で 、 区 別 する 必要 が 有る 。 
understanding thoroughIy that we do not know thmgs which we 
DelieVe, 

人 は 知ら な いも の 、 知 る 事 が で き な い も の を 信じ る 事 を 理解 する 必要 が 有る 。 

and that we cease immediately to Delieve anythimg which we come 
actually to kmow, 

人 は 実際 に 知っ て いる も の を 信じ る 事 は で き な い 事 を 理解 する 必要 が 有る 。 

so that the essence of the things of faith is the unknown and the 
indefinite, 

未知 の も の 、 不 明 な も の は 信じ る し か な い 。 未 知 の も の 、 不 明 な も の は 信心 の 領域 
の も の で ある 。 

while it is quute the reVerse wrth the things of science. 

既知 の も の 、 明 ら め ら れ た も の は 知る し か な い 。 既知 の も の 、 明 ら め ら れ た も の は 学 
間 の 領域 の も の で ある 。 

It must thence De inferred that science rests on reasonl amnd exDerienCe, 
学問 の 基礎 は 論理 と 経験 で ある 、 と 類推 する 必要 が 有る 。 

whilst the basis of faith is sentiment and reason. 

信心 の 基礎 は 論理 と 心 で ある 。 

In other Word5s, 

言い 換え る と 、 


the philosophical stone is the true certttude which human prudence 
aSSureS t0 COnsclentious researches and modest douDt, whilst relig1ious 
enthusiasrm ascr1bes it exclusively to faith. 

賢者 の 石 は 、 人 の 思慮 が 良心 的 な 探求 と 適切 な 疑い に 確信 させ た 、 信 心 深い 熱意 
が 信心 に の み 帰 する 、 本 物 の 確信 で ある 。 

Now it Delongs neither to reason without aspirations nor toO asDiratiOns 
wrthout reasor: 

賢者 の 石 は 熱意 が 無い 論理 に は 存在 し な い 。 皿 者 の 石 は 論理 が 無い 熱意 に は 存 
在 し な い 。 賢 者 の 石 は 熱意 が 有る 論理 に 存在 する 。 賢 者 の 石 は 論理 が 有る 熱意 に 
存在 する 。 

true certitude is the reciDrocal acduiescence Of the reason which kmows 
in the sentiment which Delieves and ofthe sentment which believes in 
the reason which kmoWs. 

本 物 の 確信 は 論理 と 心 が 相互 に 従う 事 で ある 。 本 物 の 確信 は 、 論 理 が 、 信 じ る 心 を 
知る 事 で ある 。 本 物 の 確信 は 、 心 が 、 知 っ て いる 論理 を 信じ る 事 で ある 。 

The permanent allhiance of reason and faith will result not from ther 
aDsolute distimcton and separation, Dut from their mutual control and 
their fraternal concurrenCe. 

論理 と 信心 の 永遠 の 結合 は 、 論 理 と 信心 の 解体 や 分 像 か ら で は な く 、 論 理 と 信心 の 
相互 の 統治 と 姉妹 の 様 な 一 致 か ら も た ら さ れる 。 

SuCh is the significance of the two pllars of Solomon's porch, one 
named jakim and the other Bohas, one Dlack and the other white. 

ソロ モン の 神殿 の 門 の 外 の 屋根 を 支え る 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン は 論理 と 信心 と 
いっ た 2 つ 1 組 の も の を 表す 。 ボ アズ と ヤキ ン は 白い 柱 と 黒い 柱 で ある 。 

They are dhistimct and seDarate, 

ボア ズ と ヤキ ン は 区 別 さ れ て いる 。 ボ アズ と ヤキ ン は 分 離さ れ て いる 。 

they are eVen contrary 1n aDDearanCe, 

ボア ズ と ヤキ ン は 正反対 に 見 える 。 

Dut 

し か し 、 

Dimd force sought to join them by Dringing them close to one another 
the roof of the temple would collapse: 

盲目 の 力 が ボア ズ と ヤキ ン を くっ つけ て 、 い っ し ょ く た に し よう と 試み る と 、 神 殿 の 門 
の 外 の 屋根 は 堕ち る 。 

seDparately, their DoWer 1S One: 

ボア ズ と ヤキ ン は 分 離さ れ て いる と 、 ボ アズ と ヤキ ン と いう 2 つの 力 は 一 致す る 。 
]Oolned, they are two Dowers which destroy one another 

ボア ズ と ヤキ ン を いっ し ょ く た に する と 、 ボ アズ と ヤキ ン と いう 2 つの 力 は 相互 に 破壊 
し 合う 。 

For Dreclsely the same reason 

まさ に 同じ 理由 か ら 、 

the spiritual power 1S weakened whensoever it attempts to usurp the 
temporal, 


宗教 的 な 権力 が 俗 世 の 権力 を 奪 お うと 試み る と 、 宗 教 的 な 権力 は 弱め られ る 。 
while the temporal power Decomes the victim of its encroachments on 
the spiritual. 

俗 世 の 権 力 が 宗教 的 な 権力 を 奪 お うと 試み る と 、 俗 世 の 権 力 は 宗教 的 な 権力 に 侵 
食 さ れる 。 

Gregory VII. runmed the Papacy: 

法王 グレ ゴリ ウス 7 世 は 法王 の 権力 を 失っ た 。 

the schismattc kings have 1ost and wl 1ose the monarchy. 

宗教 を 解体 、 分 像 し よう と 試み た 権力 者 は 権力 を 失っ た 。 宗 教 を 解体 、 分 像 し よう と 
試み る 権力 者 は 権力 を 失う で あろ う 。 

Human eduilibriumm reduires two feet, 

人 の つり 合い は 両足 を 必要 と する 。 

the worlds gravitate Dy means of two forces, 

引き 寄せ る 力 と し り ぞ ける 力 と いう 2 つの 力 に よっ て 世界 は 引き 寄せ 合う 。 
generation needs {WO SeXeS. 

生物 の 発生 に は 男性 と 女性 と いう 2 つの 性 が 必要 で ある 。 

Such is the meaming of the arcanumm of Solomoru represented Dy the two 
plllars of the temple, jakin and Bohas. 

上 記 が ボア ズ と ヤキ ン と いう ソロ モン の 神殿 の 門 の 外 の 2 つの 柱 が 表す ソロ モン の 
秘密 の 意味 で ある 。 

The sun and moon of the alchemmists correspond to the same symDol and 
COntCur in the perfection and staDihty of the philosophical stone. 
錬金術 師 の 太陽 と 月 は ボア ズ と ヤキ ン に 対応 し て いる 。 錬 金 術 師 の 太陽 と 月 の 一 
致 、 ボ アズ と ヤキ ン の 一 致 は 賢者 の 石 の 完成 と 安定 を も た ら す 。 

The sun is the hieroglyphic sign of truth, 


太陽 は 真理 の 象徴 で ある 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 


it is the VisiDle source of light, 

太陽 は 光 の 見 える 源泉 で ある 。 

andthe rude stone is the symDbol of staDihty. 

黒い 原石 は 安定 の 象徴 で ある 。 

It was for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

the ancients took the stone ElagaDalus as the actual type of the sum, 
古代 人 は エラ ガバ ルス 、 ヘ リオ ガバ ルス 、 黒 い 石 を 太陽 の 象徴 と し た 。 

and for this also that 

上 記 の 理由 か ら 、 

the medieval alchemmists pointed to the philosophical stone as the first 
means of making philosophical gold, 

中 世 の 錬 金 術 師 達 は 、 賢 者 の 金 を 創造 する 第 一 の 手段 と し て 、 賢 者 の 石 を 強調 す 
る 。 


that is to say, of transforrmmg the vital forces represented Dy the slx 
metals into Sol, that 1s, into truth and Hght, 

中 世 の 錬 金 術 師 達 は 、6 つの 卑 金属 を 金 、 太 陽 、 真 理 、 光 に 変え る 命 の 力 を 変え る 
第 一 の 手段 と し て 、 賢 者 の 石 を 強調 する 。 

the first and indispensable operation of the great WorK, 
賢者 の 石 を 見 つけ る 事 は 、 大 いな る 務め の 第 一 の 絶対 必要 な 務め で ある 。 
leadimg to the secondary adaptatons, 

賢者 の 石 は 副 次 的 に 応用 で きる 。 

and discoVerimg, Dy the analogies of nature, the natural amd grosser 
gold to the Dossessors of the spiritual amd Iiving gold, of the true salt, the 
true mercury, and the true sulphur of the philosophers. 

本 物 の 錬金術 師 の 塩 、 水 銀 、 硫 黄 に よる 、 精 神 的 な 生き て いる 金 の 所 有 者 は 、 賢 者 
の 石 に よっ て 、 自 然 の 類推 に よっ て 、 自 然 の 金 を 見 つけ られ る 。 

To find the philosophical stone is then to haVe discovered the aDsolute, 
as the masters otherwlse say. 

達 道 者 は 「 賢 者 の 石 を 見 つけ る 事 は 絶対 を 見 つけ る 事 で ある 。」 と 話し て いる 。 達 道 
者 は 「 賢 者 の 石 を 見 つけ る 事 は 神 を 見 つけ る 事 で ある 。」 と 話し て いる 。 

Nowy the absolute is that which admmits of no errors, 

絶対 は 誤り の 余地 が 無い 。 

it is the fixation of the Volatile, 

絶対 は 気化 し 易い も の の 固定 で ある 。 

it is the rule of the imagimnation, 

絶対 は 想像 力 の 統治 で ある 。 

it is the Very necess1ty oOf Deimg, 

絶対 は 存在 の 必然 で ある 。 絶 対 は 神 の 必然 で ある 。 

it is the immutable law of reason and truth: 

絶対 は 論理 と 真理 の 不変 の 法 で ある 。 

the aDsolute is that which isS. 

絶対 は 存在 する 事 で ある 。 

Now that which is in some sense precedes he whO0 1S. 

絶対 、 存 在 す る 事 は 人 が 存在 する より 前 か ら 存 在 し て いる 。 

God hmself cannot De in the aDsence of a reason of Deimg, 

神 自体 が 、 存 在 の 論理 無し で は 、 絶 対 無し で は 、 存 在 で き な い 。 

and can exist only in virtue of a supremme and inevitable reason. 

神 自体 が 、 無 上 の 論理 の 力 に よっ て の み 、 必 然 の 論理 の 力 に よっ て の み 、 絶 対 の 力 
に よっ て の み 、 存 在 で きる 。 

It is this reason which is the aDsolute: 

無 上 の 論理 、 必 然 の 論理 は 絶対 の 論理 で ある 。 

it is this in which we must Delieve iT we desire a rational amd sohd 
foundation for our faith. 

も し 人 が 信心 の た め の 論 理 的 な 堅固 な 基礎 を 望む の で あれ ば 、 人 は 絶対 を 信じ る 
必要 が 有る 。 

It may De sald in these days that God is merely a hypothes1s, 


最近 の 大 衆 は 「 神 は 仮定 に 過ぎ な い 」 と 話し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

the absolute reason is not a hyDothesis: 

絶対 の 論理 は 仮定 で は な い 。 

1t is essential to Deinmg. 

絶対 は 存在 する の に 必要 な も の で ある 。 

St Thomas once said :"A thing is not just because God wills it, Dut God 
wrlls it Decause 1t 1S juSt." 

トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望ん だ か ら 正 し い の で は な く 正 し いか ら 神 は 望む の で あ 
る 。」 と 話し た 事 が 有る 。 

Had St Thomas 1ogically deduced all the conseduences of this Deautiful 
thought, he would have found the philosophical stone, and Desides 
being the angel of the school, he would have Deen its reformer 

仮に トマ ス アク ィ ナ ス が 「 神 が 望ん だ か ら 正 し い の で は な く 正 し いか ら 神 は 望む の 
で ある 。」 と いう 美しい 思考 か ら 全 て の 結果 を 論理 的 に 導き 出し て いた な ら ば 、 ト マス 
アク ィ ナ ス は 賢者 の 石 を 見 つけ た で あろ うし 、 学 派 の 天使 に 成 れ た で あろ うし 、 款 教 
改革 者 に 成 れ た で あろ う 。 

To DelieVe in the reason of God and in the God of reasor is to render 
atheism nmpossi1Dle. 

神 の 論理 性 と 論理 的 な 神 を 信じ る 事 は 無神論 を 不可 能 に する 。 

When Voltaire said :"Tf God did not exist, it Would De necessary to inVent 
Him," he felt rather than understood the reason which is in God. 
ヴォ ル テ ー ル は 「 も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、 神 を 創造 する 必要 が 有る で あろ 
う 。」 と 話し た 時 に 、 ヴ ォ ル テー ル は 神 の 中 の 論理 性 を 理解 し た 、 と 言う より は むし ろ 、 
ヴォ ル テ ー ル は 神 の 中 の 論理 性 を 感じ た 。 

Does God really exist? 

実際 に 、 神 は 存在 する の か ? 

There 1s no Knowng, Dut we desire it to De so, and hence we Deleve 1t. 
神 は 存在 する の か 実際 に 知る 事 は で き な い 。 し か し 、 人 は 神 は 存在 する 様 に 望む 。 
人 は 神 は 存在 する と 信じ る 。 

Faith thus formulated is reasonaDle faith, 

論理 的 な 神 を 信じ る 事 は 論理 的 な 信心 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it admits the doubt of science, 

論理 的 な 神 を 信じ る 事 は 学問 に 疑う 余地 を 与え る 。 

andL, as a fact, 

事実 、 

we Delieve only in thimgs which seem to us DroDaDle, though we do not 
know them. 

知る 事 は で き な い が 可能 性 が 高い 様 に 見 える も の だ け を 信じ る 事 が で きる 。 

To think otherwrse is deliriumm: 


「 知 る 事 は で き な い が 可能 性 が 高い 様 に 見 える も の だ け を 信じ る 事 が で きる 。」 と 考 
えな い 事 は 狂う 事 で ある 。 

to speak otherwise is to talk ikKe the illuminated or fanatical. 

「 知 る 事 は で き な い が 可能 性 が 高い 様 に 見 える も の だ け を 信じ る 事 が で きる 。」 と 話 
さ な い 事 は 、 光 に 早 ら され た 者 の 様 に 話す 事 、 啓 示 を 受け た 者 の 様 に 話す 事 か 、 狂 
信者 の 様 に 話す 事 で ある 。 

Now it is not to such persons that the philosophical stone is promnsed. 
狂信 者 に は 賢者 の 石 は 約束 され な い 。 

The ignoramuses who have turned primitive Christiaruty from its path 
by substitutmg faith for science, dreamm for experience, the fantastic for 
the real: 

無知 な 大 衆 は 、 盲 信 を 知 の 代わ り に し て 、 妄 想 を 経験 の 代わ り に し て 、 現 実 離 れ し た 
非 論理 的 な 物 を 現実 の 代わ り に し て 、 キ リス ト 教 を 道 か ら 逸 ( そ ) ら し た 。 
imguisitors who, during so many ages, have waged a War of 
exterrmination agalmst mag1C: 

多数 の 時 代 の 宗教 裁判 官 た ち は 魔 術 を 絶 減 さ せよ うと 戦っ て きた 。 

have succeeded in enveloping with darkmess the ancient discoVveries Of 
the human mindL, 

古代 人 は 人 の 精神 の 発見 を 聞 で 包み 込ん だ 。 

so that we are noW groping for the key to the phenomena of nature. 

人 は 自然 の 現象 の 鍵 を 暗中 模索 し て いる 。 

Now all natural Dhenomena depend upon a simgle and immutaDle aw, 
唯一 不変 の 法 が 全て の 自然 の 現象 を 左右 する 。 

represented Dy the philosophical stone, 

賢者 の 石 は 唯一 不変 の 法 を 表す 。 

and especially Dy its cuDic form. 

立方 体 は 賢者 の 石 を 表す 。( 立 方 体 は 正方 形 だ け に よる 立体 で ある 。) 

This ]aw, expressed by the tetrad in the KabDbalah, furnished the 
HeDprews wrth all the mysteries of their divime Tetragram. 

カバ ラ で は 4 つ 1 組 が 唯一 不変 の 法 を 表す 。 唯 一 不変 の 法 は 神 の テト ラ グラ マト 
ン の 全て の 神秘 を へ ブラ イ 人 に 与え た 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン 
は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。nn?、YHWH、 ヤ ハウ ェ 
は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て い 
る 。) 

It may De said therefore that the philosophical stone is sduare In every 
sense, hke the heavenly jerusalem of St ]ohm: 

ヨハ ネ の 庄 示 録 21 章 16 節 で 天 の エ ル サ レ ム が 正方 形 で ある 様 に 、 あ ら ゆ る 意味 
で 賢者 の 石 は 正方 形 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

that one of its sides is inscribed with the name np? ゆ and the other with 
that of GOD: that one of its facets Dears the name of ADAM, a second 
that of HEVA, and the two others those of AZOT and INRI. 

立方 体 の 一 方 の 面 に は ソロ モン 他方 の 面 に は 神 と 記さ れ て いる 。 立 方 体 の 一 方 の 
面 に は アダ ム 他 方 の 面 に は エヴァ と 記さ れ て いる 。 立 方 体 の 一 方 の 面 に は Azoth 


他方 の 面 に は INRI と 記さ れ て いる 。 立 方 体 の 各 面 に は ソロ モン 、 神 、 ア ダム 、 エ ヴァ 、 
Azoth、INRI と 記さ れ て いる 。 

At the Deginming of the French translation of a Dook by the Sieur de 
Nunsement on the philosophical salt, the spirit of the earth is 
represented standimg on a CuDe 

Sieur de Nuisement が フラ ンス 語 に 訳し た 賢者 の 塩 に つい て の 書物 の 最初 に は 
立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 が 描か れ て いる 。 
oOVer which tongues of flame are Dassing: 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 の 舌 は 火 の 舌 で ある 。 

the phallus is replaced Dy a caduceus: 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 の 男性 器 は ケー リュ ケイ オン で ある 。 

the sun and moon figure on the right and left Dreast: 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は 太陽 と 月 の 象徴 を 右 胸 と 左 胸 に つけ て いる 。 
he is Dearded!, 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は あご ひげ を 生やし て いる 。 

CrOWTed!, 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は 王冠 を か ぶっ て いる 。 

and holds a sceptre in his hand. 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は 王 効 を 手 に 持っ て いる 。 

This is the AZzoth of the sages on his pedestal of salt and sulphur 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は 塩 と 硫黄 の 台 の 上 
の 賢者 の Azoth で ある 。 

The symDolic head of the goat of Mendes is occasionally given to this 
figuTe, 

地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 の 頭 は 象徴 的 な メン デス の ヤギ の 頭 で あ る 場 
合 が 存在 する 。 

andit is then the Baphomet of the Templars 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は 神殿 騎士 団 の バフ ォ 
メッ ト で ある 。 

and the Word of the GmostiCcs- 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 は グノー シス 主義 者 の 
神 の 言葉 で ある 。 

bizarre images which became scarecrows for the vulgar after affording 
food for thought to the sages, 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 と いう 奇形 の 象徴 は 、 
賢者 に と っ て 思考 の 糧 を 与え た 後に 、 大 衆 に と っ て 、 か か し に 成っ た 。 

imnocent hieroglyphs of thought and faith which have Deer a pretext 
for the rage Of DersecutlOns. 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 表す 者 と いう 思考 と 信心 を 表 
す 罪 の 無い 象徴 は 激しい 迫害 の 口実 に 成っ た 。 

How ptable are men in therr ignorance, Dut how they would despise 
themselves if once they came to knowi 


無知 な 人 は 何と あわ れ な 者 か ! し か し 、 も し 無知 な 人 が 知っ た ら 、 ど ん な に 無知 だ っ 
た 人 は 自身 を 嫌う 事 か ! 
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ーー 普遍 の 考え に よれ ば 、 類 推 可能 性 の 法 の 論理 に よっ て 、 心 の 病気 が 肉体 の 病 
気 の 多 数 を も た ら す 。 


大 き な 肉 欲 に 身 を 任せ る と 常に 対応 する 大 病 に か か る 。 

七 つ の 死に 至る 大 罪 と 呼ば れ て いる も の が 存在 する 。( 七 つの 大 罪 、 七 つの 死に 至 
る 大 罪 は 信 慢 、 金 銭 へ の 食 欲 、 色 欲 、 慎 怒 、 怠 情 、 暴 食 、 如 で ある 。 七 つの 徳 は 信 
仰 、 希 望 、 愛 、 勇 気 、 思 慮 、 節 制 、 正 義 で ある 。) 

な ぜ な ら 、 

七 つ の 死に 至る 大 罪 は 肉体 の 実際 の 死 の 原因 と 成る 。 

アレ クサ ンド ロス 大 王 は 仙 慢 に より 死ん だ 。 

アレ クサ ンド ロス 大 王 は ふだん は 信 慢 で は な か っ た 。 

アレ クサ ンド ロス 大 王 は 仙 慢 に よっ て 死 の 原因 と 成っ た 行き 過ぎ た 行い に 従っ た 。 
フラ ン ソ ワ 1 世 は 色 欲 に より 死ん だ 。 

ルイ 15 世 は 「 鹿 の 園 」 と いう 個人 的 な 怒 館 に より 色 欲 に より 死ん だ 。 

マラ ー が 暗殺 され た 時 、 マ ラー は 慎 怒 と 巡 始 に より 腐敗 し て いた 。 


マラ ー は 人 短 慢 に より 狂っ て いた 。 


マラ ー は 自分 だ けが 正しい 人 間 で ある と 信じ て いた 。 
マラ ー は マラ ー で は な い 全 て の 人 を 殺 そ うと し て いた 。 


1848 年 の フラ ンス 革命 、1848 年 の 二 月 革命 の 後 で 数 人 が 堕落 し た 野心 に より 死 
ん だ 。 


人 が 意思 を 道理 に 反し た 傾向 に 変更 不可 能 な ほど に 固め る と すぐ に 、 人 は 死ん で 
いる 様 な も の で あり 、 人 が 当たっ て 砕け る 石 、 岩 は 遠く な い 。( マ タイ に よる 福音 21 章 
44 節 「 イ エス と いう 石 に つま ず き イ エス と いう 石 の 上 に 倒れ 時 ち る 人 は 壊さ れる で 
あろ う 。 イ エス と いう 石 を 倒し 堕 と し た 人 は 下敷 き に 成り 粉々 に 砕 か れる で あろ 
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人 が 「 知 は 命 を 保っ た り 長 くす る 。」 と 話し て いる 事 は 正しい 。 


ヨハ ネ に よる 福音 6 章 55 節 で 大 いな る 主 イ エス は 「 私 イエ ス の 肉 は 本 物 の 食べ 物 
で ある 。 私 イエ ス の 血 は 本 物 の 飲み 物 で ある 。( 私 イエ ス の 血 肉 、 精 神 を 自分 の 物 に 
し な さい 。)」 と 話し て いる 。 


ヨハ ネ に よる 福音 6 章 54 節 で イエ ス は 「 私 イエ ス の 肉 を 食べ 私 イエ ス の 血 を 飲ん だ 
人 は 永遠 の 命 を 手 に 入れ る 。( 私 イエ ス の 血 肉 、 精 神 を 自分 の 物 に し た 人 は 魂 の 永 
遠 の 命 を 手 に 入れ る 。)」 と 話し て いる 。 


ヨハ ネ に よる 福音 6 章 60 節 で 未だ 大 衆 で ある 弟子 た ち は イ エス の 言葉 を 理解 で き 
な く て 「 物 質 的 に 血 と 肉 を 食べ な さい と は ひど い 言 葉 で ある 。 聞 いて いら れ な い 。」 と 
詰 し た 。 


ヨハ ネ に よる 福音 6 章 63 節 で イエ ス は 「 物 質 的 な 肉 は 精神 的 に は 何 の 役 に も 立た 
な い 。 私 イエ ス が あな た に 話し て いる 言葉 が 精神 で あり 魂 の 永遠 の 命 で ある 。」 と 話 
だ 


マタ イ に よる 福音 26 章 26 節 か ら 29 節 の 最後 の 晩 響 で 死ぬ 前 に イエ ス は 、 イ エス 
の 命 の 記憶 を パン と いう 例え に 結び つけ 、 イ エス の 精神 の 記憶 を ワイ ン と いう 例え に 
結び つけ た 。 


イエ ス は 、 イ エス の 命 の 記憶 を パン と いう 例え に 結び つけ て 、 イ エス の 精神 の 記憶 を 
ワイ ン と いう 例え に 結び つけ て 、 信 仰 、 希 望 、 愛 の 教会 を 創造 し た 。 


イエ ス が 「 イ エス の 血 肉 、 精 神 を 自分 の 物 に し な さい 。」 と 話し て いる 様 に 、 ヘ ル メ ス 
の 達 道 者 達 、 錬 金 術 師 達 は 「 真 理 を 自分 の 物 に し な さい 。 真 理 を 日 々 飲む 源泉 と し 
な さい 。 上 真理 を 自分 の 物 に すれ ば 、 あ な た は 賢者 の 魂 の 不死 を 手 に 入れ る で あろ 
う 。」 と いう 意味 で 「 金 を 飲み 物 に し な さい 。 金 を 飲み 物 に すれ ば 、 万 能 薬 を 手 に 入れ 
る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 


節制 、 魂 の 平静 、 性 格 の 純粋 さ 、 意 思 の 平静 と 合理 性 は 人 を 幸せ に する だ け で は な 
< 給 く し 健全 に する 。 


論理 と 普 で の 成長 に よっ て 人 の 魂 は 不死 に 成る 。 

人 は 自身 の 運命 の 創造 主 で ある 。 

神 は 人 自身 の 協力 無し で は 人 を 救え な い 。 

賢者 に は 死 は 存在 し な い 。 

死 は 幻 で ある 。 

大 衆 の 弱 さ と 無知 が 死 を 競 ろ し いも の に する 。 

変化 は 動き の 現れ で ある 。 

動き は 命 を 明らか に する 。 

も し 死体 が 完全 に 死ん で いる の で あれ ば 、 死 体 は 分 解 さ れ な いで あろ う 。 


全て の 死体 の 要素 で ある 分 子 は 生き て いる 。 全 て の 死体 の 要素 で ある 分 子 は 自由 
に 動く 。 全 て の 死体 の 要素 で ある 分 子 は 分 解す る 。 


あな た た ち は 、 死 体 よ り 先 に 、 精 神 が 、 死 体 か ら 解放 され て 自由 に 成っ て 、 死 ん で い 
る か も し れ な い 、 と 夢想 し て いる ! 


あな た た ち は 最 も 濃い 物 で ある 肉体 が 消え な い 時 に 思考 や 思い や り が 死ぬ と 誤っ 
て 信じ て いる ! 


も し 変化 を 死 と 呼ぶ の で あれ ば 、 人 は 日 々 死に 生ま れ 変 わっ て いる 。 な ぜ な ら 、 人 の 
肉体 は 日 々 変化 する 。 


肉体 や 星 の 体 と いう 魂 の 衣 を 汚す の を 恐れ な さい 。 肉体 や 星 の 体 と いう 魂 の 衣 を 引 
さき 多 く の を 滋 れ な さい 。 


が 、 
死ぬ 時 が 近づい た 時 に 肉体 と いう 魂 の 衣 を 葬る 事 を 恐れ る な 。 
死体 の 防腐 保存 や ミイ ラ 化 は 自然 に 反する 迷信 で ある 。 


死体 の 防腐 保存 は 死 を 創造 する 試み で ある 。 

死体 の 防腐 保存 は 命 が 必要 と し て いる 物質 の 無理 な 石化 で ある 。 

し か し 、 

死体 を 急 に 破壊 し て は いけ な い 。 

自然 の わざ に 突然 は 無い 。 

魂 を 去ら せる た め に 肉体 と 魂 の つなが り を 急 に 断絶 する 危険 を お か し て は いけ な い 。 
人 は 一 瞬 で 死な な い 。 

眠り の 様 に 、 人 は 徐々 に 死ぬ 。 

血 が 温か い 限 り 、 神 経 が 岩 え る 限り 、 人 は 完全 に は 死ん で いな い 。 


も し 肉体 の 器官 に 致命 的 な 破壊 が 無けれ ば 、 偶 然 に よっ て 、 ま た は 、 強 い 意思 に よっ 
て 、 魂 を 肉体 に 呼び 戻す 事 が で きる 。 


学者 は 「 死 ん だ 人 の 復活 を 信じ る より は お むし ろ 万 人 の 証言 を 疑う 」 と 話し て いる 。 
し か し 、 


「 死 ん だ 人 の 復活 を 信じ る より は むしろ 万 人 の 証言 を 疑う 」 と 話し て いる 学者 は 早 
また だ た 。 


な ぜ な ら 、 

万 人 の 証言 を 信じ て 学者 は 復活 の 不可 能 性 を 信じ て いる 。 
仮に 復活 が 証明 され れ ば 、 何 が 起こ る で あろ うか ? 

証拠 を 否定 する 必要 が 有る か ? 理 性 を 放棄 する 必要 が 有る か ? 


「 死 ん だ 人 の 復活 を 信じ る より は むし ろ 万 人 の 証言 を 疑う 」 と 話す 事 は 非 論理 的 で 
ある 。 


復活 は 不可 能 で ある と 考え て 誤る より は むし ろ 、 復 活 は 可能 で ある と 類推 する べき 
で ある 。 

( = from done to aDihity I-can attaim-ment.) 

行わ れ た 事 か ら 可 能 性 へ 到達 で きる 。 


復活 は 可能 で ある と 大 胆 に 断言 し よう 。 復 活 は 思っ て いる より 頻繁 に 起き さて いる と 大 
胆 に 断言 eo 誠 


法 的 に 死 が 証明 され た 多数 の 人 が 実際 は 丁 の 中 に 入っ た 後 で 死ん で いる の が 学 
問 的 に 見 つか っ て いる 。 


檜 の 中 で 明らか に 復活 し た 人 が 学問 的 に 見 つか っ て いる 。 


相 の 中 で 苦痛 か ら 逃 れる た め に 動脈 を 切り 開く た め に 縛ら れ た 手 を 噛ん で いた 人 
が 学問 的 に 見 つか っ て いる 。 


医者 は 「 枯 の 中 に 入っ た 後 で 死ん だ 人 は 死ん で いた の で は な く 縛 睡 状 態 で あっ 
た 。」 と 話す で あろ う 。 


し か し 、 皆 睡 状 態 と は 何 か ? 

皆 睡 状態 は 復活 で きる 不 完全 な 死 で ある 。 

事実 を 説明 で き な い 時 に 言葉 に よっ て 困難 か ら 逃 げ 出 す 事 は 簡単 で ある 。 
感覚 に よっ て 魂 は 肉体 と つなが っ て いる 。 

感覚 が 無い 時 は 、 魂 が 肉体 か ら 去 ろう と し て いる 確実 な 兆候 で ある 。 
催眠 状態 は 貫 睡 状態 また は 思い 通り に 治せ る 人 為 的 な 死 で ある 。 


ジエチル エー テル に よる 麻酔 また は クロ ロホ ルム に よる 麻酔 は 死に 至る 時 が 有る 本 
物 の 皆 睡 状態 で ある 。 


肉体 か ら 一 時 的 に 自由 に 成っ て 忘 我 状 態 に 成っ た 魂 が 意思 の 努力 を 完全 に 自由 
に する 時 に 、 地 獄 を 圧倒 する 事 が で きる 。 


肉体 か ら 一 時 的 に 自由 に 成っ て 忘 我 状 態 に 成っ た 魂 が 意思 の 努力 を 完全 に 自由 
に する 時 に 、 魂 の 心 の 力 は 星 の 引 き 寄 せる 力 を 超越 する 。 


墓 の 中 で 復活 する の は 四 大 元素 の 圭 だ け で ある 。 特 に 墓 の 中 で 意 に 反し て 復活 す 
る の は 四 大 元素 の 霊 だ け で ある 。 


大 いな る 人 、 本 物 の 賢者 は 生き 埋め に され る 事 は 無い 。 
「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 復活 の 理論 と 実践 方 法 を 話す つも り で ある 。 


人 は エリ ファ ス レヴ ィ が 死ん だ 人 を 復活 させ た 事 が 有る か どう か た ず ね る か も し れ 
な い 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 「 も し 私 エリ ファ ス レヴ ィ が 死ん だ 人 を 復活 させ た 事 が 有る と 到 
定 し て 答え て 話し て も 人 々 は エリ ファ ス レヴ ィ を 信じ な いで あろ う 。」 と 話す 。 


痛み を 無く す 事 が 可能 か どう か 考え る 。 


外科 の 手術 に クロ ロホ ルム に よる 麻酔 また は 催眠 術 を 用 いる 事 が 健全 で ある か どう 
か 考え る 。 


エリ ファ ス レヴ ィ の 考え で は 、 自 然 科 学 が 認め る で あろ う が 、 

by dimimishing sensiDihity we dimimish jife, 

感覚 を 無く す 事 に よっ て 人 は 命 を 弱 ら せる 。 

and what we subtract from pain under such circumstances turns to the 
profit of death. 

クロ ロホ ルム に よる 麻酔 また は 催眠 術 で 痛み を 減ら す と 死ぬ 可能 性 が 高まる 。 
Pain Dears witness to the struggle for life, 

痛み は 命 の た め の 戦 い に 証 拠 を 与え る 。 

and hence We obDserve that the dressing of the Woumd is excess1Vely 
painful in the case of persons who are opDerated on under anaesthetiCs. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 麻酔 の 下 で 手術 し た 人 が 傷 の 手当 て で 過度 に 苦し む の を 見 た 。 
Nowy If chloroform were resorted to at each dressinmg, one of two things 
would happen- either the pattent would die, or the pain would return 
and contimue Detween the dressimgs. 

も し 傷 の 手当 て で クロ ロホ ルム に よる 麻酔 に 頼る と 、 患 者 が 死ぬ か 、 傷 を 手当 て し て 
いる 間 痛 み が 復 活 し 痛み が 続く 。 

Nature 1s not Violated with impuruty. 

禄 を 受け な いで 上 自然 を お か す 事 は で き な い 。 痛 み 無 し で 自然 を お か す 事 は で き な い 。 


THE author of this Dook has dared many things in his life, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 人 生 で 多数 の 事 を 大 胆 に 行っ て 
きた 。 

andnever has any fear retained his thought a prisoner 

エリ ファ ス レヴ ィ は 怖 で 思考 が と ら え られ た 事 が 無い 。 

It is not at the same tme without legitumate dread that he approaches 
the end of the magical doctrime. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 論理 的 な 明 敬 の 念 を 持っ て 魔術 の 考え の 究極 に 近づく 。 

It is a duestion now of revealhmg, or rather reveihng( = awakinmg), 
ヴェ ー ル を 外し て 啓示 する 事 が 問題 で ある 、 と 言う より は むし ろ 、 目 覚め させ る 事 が 
問題 で ある 。 

the Great SecretL 

大 いな る 秘密 。 

the terrible secret, 

玄 散 する べき 秘密 。 

the secret of life and death, 

命 と 死 の 秘密 。 

exDresSsed in the Bible Dy those formmidable and symDolical words of the 
SerDent, 

創世 記 3 章 4 節 か ら 5 節 の 「 決 し て 、 あ な た 達 は 死な な いで あろ う 。 あ な た 達 は 善 
と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ う 。」 と いう 蛇 の 胃 散 する べき 象徴 的 な 言葉 が 表す 
も の 。 

who was himself symDolical: 

蛇 自 体 が 象徴 的 で ある 。 

1.NEOUAQOUAM MORIEMINI:( = Dy-no-means you-wrll-die.) II. SED 
ERITIS:( = Dut you-wlll-De.) III. SICUT DII:( = 1ke god.) IV. SCIENTES 
BONUM ET MALUM.( = know_-mg good and evil.) 


創世 記 3 章 4 節 か ら 5 節 で 蛇 は 女性 エヴァ に 「 決 し て 、 あ な た 達 は 死な な いで あろ 
う 。 あ な た 達 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ う 。」 と 話し て いる 。( 本 物 の 正しい 
人 は 死な な いで あろ う 。 本 物 の 正しい 人 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ う 。) 
One ofthe privileges which belong to the initiate of the Great Arcamum, 
and that which sums them all is Divination. 

大 いな る 秘密 の 秘伝 伝授 者 へ の 恩恵 の 1 つ は 、 大 いな る 秘密 の 秘伝 伝授 者 へ の 
恩恵 を 要約 する も の は 、 予 見 で ある 。 

According to the Vulgar comprehension of the term to divine sigmifies 
to Corjecture what is unkmowT 

大 衆 は 予見 は 未知 の も の の 推測 を 意味 する と 誤解 し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

its true sense is ineffable to the point of subHimity 

予見 の 本 当 の 意味 は 崇高 で 言い 表し 難い 。 予 見 の 本 当 の 意味 は 崇高 で 神聖 で 沙 
り に 口 に で き な い 。 

To divine (divimar1) 1S to exerclse d1VIT1ty. 

予見 と は 神 性 を 発揮 する 事 で ある 。 

The word divinus, in Latim, signifies somethimg far different from diVus, 
ラテ ン 語 の divimus と いう 言葉 は 「 神 の 様 な も の 」 を 意味 する 。 

which is edulvalent to the man-god. 

神 の 様 な 者 は 人 に 成っ た 神 で ある 。 神 の 様 な 者 は 神 に 成っ た 人 で ある 。 

Devimn, in French, contains the four letters of the word DIEU (God), plus 
the letter N, 

「 神 の 様 な も の 」 を 意味 する フラ ンス 語 の devin は 「 神 」 を 意味 する ラテ ン 語 の 
dieu と いう 4 文字 の 言葉 に 文字 N を 加え た も の で ある 。 

which corresponds im its forrm to the Hebrew aleph KN, 

文字 N は 形 が へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、K に 対応 し て いる 。 

and kabDbalistically and hieroglyphically expresses the Great Arcanurl 
文字 N、 へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、N は 大 いな る 秘密 を カバ ラ 的 に 象徴 的 
に 表す 。 

of which the Tarot symDbol is the figure ofthe juggler 

へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、N に 対応 する タロ ッ ト の 1 ペー ジ 目 に は 魔術 師 が 
描か れ て いる 。 

WhosoeVer understands perfectly the aDsolute numeral Value of KN 
multplied by N fimal in words which sigmify science, art, Or fOrCe, 

知 、 わ ざ 、 ま た は 、 力 を 究極 的 に 意味 する 文字 N に よっ て 増殖 し た へ ブラ イ 文 字 の 最 
初 の 文字 アレ フ 、K の 絶対 の 数 の 意味 を 完全 に 理解 する 者 は 、 

who subseduently adds the fiVe letters of the word DEVIN, in such a 
way as to make five go into four four into three, three into two, and two 
Into one, Such a Derson, Dy translatmg the resultant numDer into 
DrlrmnitVe HeDrew characters, 


5 の 中 の 4 に する 様 に 、4 の 中 の 3 に する 様 に 、3 の 中 の 2 に する 様 に 、2 の 中 の 1 
に する 様 に 、「 神 の 様 な も の 」 を 意味 する フラ ンス 語 の devinm と いう 言葉 の 5 文字 を 
足し て 原初 の へ ブラ イ 文 字 で 解釈 する 者 は 、 

wll write the occult name of the Great Arcanum, 

大 いな る 秘密 の 隠さ れ た 名 前 を 書け る で あろ うし 、 

and wl possess a word of which the sacred Tetragram itself is only the 
edulvalent and the image. 

神 の テト ラ グラ マト ン 自 体 と 同じ に 過ぎ な い 言 葉 と 神 の テト ラ グラ マト ン 自 体 の 象 
徴 に 過ぎ な い 言 葉 を 保有 すす る で あろ う 。 

To De a divimer according to the force of the termm, is hence to De divinme, 
言葉 の 力 に よれ ば 、 上 占い 師 に 成る 事 は 神 の 様 な 者 に 成る 事 で ある 。 言 葉 の 力 に よれ 
ば 、 上 占い師 diviner に 成る 事 は 神 の 様 な 者 diVine に 成る 事 で ある 。 

and something more mysterious sll. 

占い 師 に 成る 事 は より 神秘 的 な 何者 か に 成る 事 で ある 。 

Now, the two signs of human divimity, or of divime humaruty, are 
Drophecies and miracles. 

人 の 神 性 また は 神 の 人 性 の 2 つの 表れ は 予言 と 奇跡 で ある 。 

To De a Drophet is to see Deforehand the effects which exist in causes, 
予言 者 に 成る 事 は 原因 に 存在 する 結果 を 事前 に 見 る 事 で ある 。 

toreadinthe astral hight: 

予言 者 に 成る 事 は 星 の 光 の 中 の も の を 読み 取る 事 で ある 。 

to work miracles is to act upor the umversal agent, 

奇跡 を 起こ す 事 は 普遍 の 代行 者 に 作用 する 事 で ある 。 

and suDject it to our wl. 

奇跡 を 起こ す 事 は 普遍 の 代行 者 を 意思 に 従わ せる 事 で ある 。 

The author of this book wil be asked whether he is a prophet and 
thaumaturge. 

人 は 本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 予言 者 、 奇 跡 を 起こ す 者 で 
ある か どう か た ず ね る で あろ う 。 

Let imguirers recur to all that he wrote before certainm evemts took place 
In the world: 

いく つか の 出来 事 が 世界 で 起き る 前 に エリ ファ ス レヴ ィ が 書い た 全て の 書物 を 思い 
出し な さい 。 

and as to anythimg else that he may haVe said or done, would anyone 
belieVve his mere word i he made any unusual statement? 

も し 超常 的 な 事 を 話し て も 、 話 し た り 行 っ た も の 以外 に つい て 、 言 葉 だ け で 信じ る で 
あろ うか ? い いえ ! 

Furthermore, 

さら に 、 

one of the essential conditons of divinmation is to De neVer constrained!, 
予言 に 必要 な 条件 の 1 つ は 、 他 人 に 強制 され な い 事 で ある 。 

neVer suffer temptation- 

予言 に 必要 な 条件 の 1 つ は 、 他 人 に 誘惑 され な い 事 で ある 。 


in other words, 

言い 換え る と 、 

Demg Dut to the test. 

予言 に 必要 な 条件 の 1 つ は 、 人 に 試さ れ な い 事 で ある 。 

Never haVe the masters of science yielded to the curiosity of anyone. 
知 の 達 道 者 は 他人 の 好奇 心 に 従っ て は いけ な い 。 

The sibyls Durned their Dooks when Tarqguin refused to appraise them 
at ther DropDer Value: 

ロー マ の タル クィ ニウス 王 が 全 9 巻 の 「 シ ビュ ラ の 書 」 を 適切 な 価値 で 評価 し な か っ 
た 時 に 、 シ ビュ ラ は 「 シ ビュ ラ の 書 」 の 全 9 巻 の うち 6 巻 を 燃やし た 。 

the great Master was silent when He was asked for a sign of His diVime 
Im1ssion: 

マタ イ に よる 福音 16 章 で 天 か ら の 微 を 求め られ た 時 に 大 いな る 主 イ エス は 天 か ら 
の 微 を 表 さ な か っ た 。 

Agrippa Derished of want rather than obey those who demanded a 
horoSCODe. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 星 占 い を 求め られ た が 断っ て 貧困 に より 死ん だ 。 

To furnish proofs of sclence to those who suspect the Very exlstence Of 
the science is to initiate the umworthy 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 与え る の は 、 資 格 が 無い 人 に 秘伝 伝授 し て し まう 事 
で ある 。 

to profane the gold of the sanctuary, 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 与え る の は 、 聖 所 の 金 を 冒 流す る 事 で ある 。 

to deserve the excommmurucation of sages, 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 与え る 者 に は 賢者 か ら の 破門 、 除 名 が ふさ わし い 。 
and the fate of Detrayers. 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 与え る 裏 切 者 に は 死 が ふさ わし い 。 

The essence of divination, that is to say, the Great Magical Arcanurm, 1S 
reDreserlted Dy all symbols of the science, 

知 の 全て の 象徴 は 、 予 言 の 実 在 、 大 いな る 魔術 の 秘密 を 表す 。 

and is intimately conmected with the one and priumeval doctrime of 
HerrTmeS. 

予言 の 実在 、 大 いな る 魔術 の 秘密 は 、 エ メラ ルド 板 の ヘ ル メ ス の 唯一 の 古い 考え に 
親密 に つなが る 。 

In philosophy, it giVes aDsolute certtude: 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 絶 対 の 確信 を 哲学 に も た ら す 。 

in religion, the umiversal secret of faith: 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 信 心 の 普遍 の 秘訣 を 宗教 に も た ら す 。 

Im Dhysics, the composition, decompositton, recOmpositioT, realisatiOm, 
エメ ラル ド 板 の 考え は 、 混 合 物 、 分 解 、 再 構成 、 実 現 を 自然 科学 に も た ら す 。 

and adaptation of philosophical Mercury, 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 賢 者 の 水銀 の 応用 を 自然 科学 に も た ら す 。 

called Azoth Dy the alchemnsts: 


錬金術 師 達 は 賢者 の 水銀 を Azoth と 呼ん で いる 。 
in dynarmtcs it multplies our forces Dy those of perpetual moton: 
エメ ラル ド 板 の 考え は 、 力 学 で は 、 永 久 機関 の 力 に よっ て 、 人 の 力 を 増やす 。 
lt is at once mystlcal, metaphysical, and material, with correspondent 
effects in the three Worlds: 
エメ ラル ド 板 の 考え は 、 神 秘 的 、 哲 学 的 、 物 質 的 で ある 。 エ メラ ルド 板 の 考え は 、3 つ 
の 世界 に 対応 し て いる 結果 を も た ら す 。( 上 自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意 思 と いっ 
た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 
1t DrOCuTeS Charity in Godl 
エメ ラル ド 板 の 考え は 、 思 いや り を 神 に も た ら す 。 
truth in science, 
エメ ラル ド 板 の 考え は 、 真 理 を 知 に も た ら す 。 
and gold in riches, 
エメ ラル ド 板 の 考え は 、 金 を ( 心 が ) 富 ん で いる 人 達 に も た ら す 。 
for 
な ぜ な ら 、 
metalhc transmutation is at once an allegory and reahty, 
錬 金 は 例え 話 で ある と 同時 に 事実 で ある 。 
as all the adepts of true science are Derfectly well aware. 
全て の 本 物 の 知 の 達 道 者 達 が 完全 に 良く 理解 し て いる 様 に 。 
YeS, 
イエ ス 。 
gold can really and materially De made Dy means of the stone of the 
SageS, 
賢者 の 石 に よっ て 金 を 創造 する 事 が 実際 に 物質 的 に 可能 で ある 。 
which is an amalgam of salt, sulphur and mercury, thrice comDined in 
Azoth by a triple sublmation and a triple fixation. 
賢者 の 石 は 、 三 重 の 昇華 と 三重 の 固定 に よっ て 、 塩 、 硫 黄 、 水 銀 の 混合 物 を 3 回 
Azoth に 結合 し た も の で ある 。 
YeS, 
イエ ス 。 
the operation is often easy, 
錬 金 は 易しい 場合 が 有る 。 
and may De accomplhshed in a day 
錬 金 は 1 日 で 終わ る 場合 が 有る か も し れ な い 。 
an instant: 
錬 金 は 一 瞬 で 終わ る 場合 が 有る か も し れ な い 。 
at other times It reduires months amd yearS. 
錬 金 に 何 か 月 間 か 必要 な 場合 が 有る 。 錬 金 に 何 年 間 か 必要 な 場合 が 有る 。 
But 
じ し が 
to succeed in the great WorK, 
大 いな る 務め を 果たす に は 、 錬 金 と いう 大 作業 に 成功 する に は 、 


One must De divinus( = diVine)- a diviner in the kabbalistic sense of the 
term- 

神 の 様 な 者 に 成る 必要 が 有る 。 

andit is indispensable that one should haVe renounced, in resDect of 
personal interest, the advantage of wealth, so as to Decome its dhspenser 
金銭 、 利 益 を 施す 者 に 成る た め に 、 私 事 を 犠牲 に し て 、 金銭 、 利 益 を あき ら め る 事 が 
絶対 に 必要 で ある 。 

Raymund LullY enriched soVvere1gTts, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 金 を 権力 者 た ち に 与え た 。 

planted Europe with institutions, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は ヨー ロッ パ に 施設 を 建て た 。 

and remained Door 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 貧し いま ま に と ど ま っ た 。 

Nicholas Flamel, who, in spite of his legend, is really deadl 

ニコ ラ フラ メル は 肉体 が 不死 に 成っ た と いう 大 衆 の 伝説 と は 異な り 肉 体 は 死ん だ 。 
only attanned the great workK when asceticism had completely detached 
him from riches. 

ニコ ラ フラ メル は 禁欲 に よっ て 金銭 欲 か ら 完 全 に 離れ た 時 に 錬 金 と いう 大 作業 に 
到達 し た 。 

He was initiated Dy a suddenly imparted understanding of the Dook 
Asch Mezareph, 

ニコ ラ フラ メル は Asch Mezareph と いう 書物 を 突然 理解 し た 事 に よっ て 秘伝 伝 
授 者 に 成っ た 。 

written in HeDrew Dy the kabDbalist Abraham, 

カバ リス ト の アブ プラ ハム が へ ブラ イ 語 で Asch Mezareph を 書い た 。 

DOssibly the compiler of the Sepher jetzirah. 

多分 カバ リス ト の アブ ラ ハ ム は 「 形 成 の 書 」 の 編集 者 で ある 。 

Nowy this understanding was, for Flamel, an intuition deserVved, Or 
rather rendered DOssible, Dy the personal preparations of the adept. 
ニコ ラ フラ メル が Asch Mezareph と いう 書物 を 突然 理解 ER 当然 の 報い の 
直感 に に よる も の で ある 、 と 言う より は むし ろ 、 人 金銭 欲 の 禁欲 と いう 達 道 者 に 成る た め 
の 個人 的 な 用 意 が 可能 に し た も の で ある 。 

1 belieVve I haVe spoken sufficiently. 

エリ ファ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ が 十分 に 話し た と 信じ る 。 

Divination 1iS, therefore, an intuittor, 

予見 は 直感 で ある 。 

andthe key of this intuition is the umiversal and maglcal doctrime of 
analogies. 

予見 の 鍵 、 直 感 の 鍵 は 、 類 推 可能 性 と いう 普遍 の 魔術 の 考え で ある 。 

By means Of these analogies, the magus interprets V1S1OnS, 

類推 可能 性 に よっ て 、 魔 術 師 は 夢 と いっ た 予見 し た も の を 解釈 する 。 

as did the patriarch ]oseph in Egypt, accordimg to Biblical history. 


創世 記 40 章 か ら 41 章 で エジプト で 24 祖 ヨ セ フ が 他人 の 夢 を 解釈 し た 様 に 。( 神 は 
第 0 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 初 祖 で ある 。 ア ダム は 人 の 第 1 祖 で ある 。 エ ノ ク は 第 7 
祖 で ある 。 ア ダム か ら ノ ア ま で は 人 の 祖 で ある 。 ア ブラ ハム 、 イ サク 、 ヤ コブ は へ ブラ イ 
人 の 祖 で ある 。) 

The analogies in the reflections of the astral light are as exact as the 
shades of colour in the solar spDectrurm, 

星 の 光 の 反映 か ら の 類推 は 、 太 陽光 の 7 色 の スペ クト ル の 色合い と 同じ で 、 正 確 で 
ある 。 

and can De calculated and explained with great exacttude. 

大 いな る 正確 さ で 星 の 光 の 反映 か ら の 類推 を 計算 し 説明 する 事 が で きる 。 

It is, however indispensable to know the dreamer's degree of 
intellectual 1ife, 

し か し 、 夢 を 見 た 人 の 知 的 な 人 生 の 段階 を 知る 事 が 絶対 に 必要 で ある 。 

which, indeed, he wil himself completely reveal Dy his own dreams in a 
manner that wil profoundly astonish himself. 

夢 を 見 た 人 は 夢 の 内 容 に よっ て 夢 を 見 た 人 の 知 の 段階 を 深く 驚く くら い 完 全 に 明 ら 
か に する 。 

SomnamDulism, presentiments, amd second sight are simply an 
accldental or induced disposition to dreamm in a Voluntary or awakened 
sleeD- 

催眠 、 予 感 、 予 見 は 、 偶 然 に また は 人 為 的 に 、 意 識 が 有る 起き た まま の 眠り の 中 で 、 
夢 を 見 る 傾向 で ある 。 

that is, to perceive the analogous reflections of the astral light, 

催眠 、 予 感 、 予 見 は 、 偶 然 に また は 人 為 的 に 、 星 の 光 の 反映 か ら の 類推 を 知覚 する 
事 で ある 。 

as We shall explaim to demonstration in our Ritual, when proVidimg the 
1ong-sought method of regularly producing and directimg magnettc 
phenomena. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 催眠 を 適切 に も た らし 導く 待望 の 方 法 を 与え て 催眠 に つい て 
話す つも り で ある 。 

As to diVinatory Instrumerts, they are simmply a means of 
cormmuruication Detween divimer and consulter 

予言 の 手段 と し て は 予言 者 と 相談 者 の 交流 が 簡潔 な 手段 で ある 。 

servmg merely to fix the two wlls upon the same sign. 

予言 者 と 相談 者 の 交流 は 、 予 言 者 の 意思 と 相談 者 の 意思 と いう 2 つの 意思 を 1 つ 
の 象徴 に 固定 する の に 役立つ 。 

Vague, Cormplex, shiftimg figures help to focus the reflections of the 
astral fluid, 

どう と も と れる 、 複 雑 な 、 変 化す る 形 は 星 の 流体 の 反映 に 集中 する 助け に 成る 。 
andit is thus that lucidity 1s Drocured Dy coffee-grouts, msts, the white 
Of egg, 父 C. 

杯 の 底 に 残っ た コー ヒー の 模様 、 邑 、 卵 白 、 な ど は 、 透 明 な も の 、 想 像 を も た ら す 。 


which evoke fatidic forms, existng Only in the translucid- that isS, in the 
imagination of the operators. 

杯 の 底 に 残っ た コー ヒー の 模様 、 霧 、 卵 白 、 な ど は 、 予 見 者 の 人 逃 明 な も の の 中 に だ け 
存在 する 、 予 見 者 の 想像 力 の 中 に だ け 存 在 す る 、 予 言 の 形 を も た ら す 。 

Vision in water is worked Dy the dazzlement and tring of the optic 
erV6e, 

視神経 の くら み と 疲労 が 映像 を 水 の 中 に も た ら す 。 

which then resigns its functions to the translucid!, 

視神経 の くら み と 疲労 は 見 る 機能 を 透明 な も の で ある 想像 力 に 任せ る 。 

and produces a Drain 1usion in which the reflectons of the astral light 
are taken for real images. 

視神経 の くら み と 疲 労 は 、 星 の 光 の 反映 で ある 、 現 実 の 映像 に 解釈 で きる 、 幻 を 脳 
に も た ら す 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

nerVvOousS DerSOnts, Of weak sight and HVely imagimnator, are most fitted 
for this specles of divination, 

視力 が 弱く 想像 力 が 豊か で ある 神経 質 な 人 が 上 記 の 様 な 占い に 最も 適し て いる 。 
which, indeed, is most successful when performed Dy children. 

幼子 が 行う 時 に 上 記 の 様 な 占い は 最も 成功 する 。( 幼 子 は 上 記 の 様 な 占い に 適し て 
いる 。) 

Let us not here misinterpret the function which we attriDute to 
imagimation in divimatory artS. 

予言 の わざ に お ける 想像 力 の 機能 を 誤解 し な いよ うに し よう 。 

It is Dy Imagination assuredly that We see, 

想像 力 に よっ て 人 は 見 る 。 

and this is the natural aspect of the miracle, 

想像 力 に よっ て 人 が 見 る 事 は 奇跡 の 自然 な 姿 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

We see true things, 

想像 力 に よっ て 人 は 真実 の も の を 見 る 。 

and in this consists the marvellous aspect of the natural WorK. 

想像 力 に よっ て 人 が 真実 の も の を 見 る 事 は 自然 の わざ の 不思議 な 姿 で ある 。 

We appeal to the experience of all VeritaDle adeDts. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 本 物 の 達 道 者 の 経験 を 強調 する 。 

The author of this book has tested all kinds of divination, 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 種類 の 占い を 試し た 。 
and has inVvariaD1y oDtained results in Droportion to the exactitude of 
his scientific operations and the good faith of his consulters. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 自然 科学 的 な 作業 の 厳し さと 相談 者 の 誠意 に 比例 し た 結果 を 
常に 手 に 入れ た 。 


The Tarot, that miraculous Work which inspired all the sacred Dooks of 
antiduity, 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 全て の 神聖 な 書物 に 霊感 を 与え た 奇跡 の 作品 で ある 。 

1s, Dy reason Of the analogical Drecision ofits figures and nurmDers, the 
most perfect imstrument of divimation, 

タロ ッ ト は 、 絵 と 数 の 正確 な 類推 の 論理 に よっ て 、 占 い の 無 上 の 完全 な 道具 に 成る 。 
and can De employed with complete corfidence. 

タロ ッ ト は 、 絵 と 数 の 正確 な 類推 の 論理 に よっ て 、 完 全 な 確信 を 持っ て 占い に 用 いる 
事 が で きる 。 

Its oracles are alWays rigorously true, at least im a certaim SenSe。, 

少な く と も 、 あ る 意味 で 、 タ ロッ ト の 神託 は 常に 厳密 に 真実 で ある 。 

and even when it Dredicts nothing it reVeals secret things 

タロ ッ ト を 占い に 用 いな い 場 合 で すら 、 タ ロッ ト は 秘密 を 明らか に する 。 

and giVes the most Wise coumsel to 1ts consulters. 

タロ ッ ト は 最も 賢明 な 助言 を 相談 者 に も た ら す 。 

Alliette, who, in the last century from a hairdresser Decame a kaDDbalist, 
18 世紀 の アリ エッ ト は 理髪 師 か ら カ バリ スト に 成っ た 。 

and kabDbalistically called himself Etteilla, 

アリ エッ ト は エッ ティ ラ と カバ ラ 的 に 名 乗っ た 。 

reading his name Dackwards after the manner of HeDrew, Alliette, 

エッ ティ ラ 、Etteilla は アリ エッ ト 、Alliette を へ ブラ イ 語 の 様 に 逆 に 読ん だ も の で あ 
る 。 

1 say, after thirty years of meditation oVer the Tarot, carmne Very near toO 
reCOVeTlmg eVerything that is comcealed in this extraordimary Work: 

エッ ティ ラ は 、 タ ロッ ト を 30 年 間 研 究 し て 、 タ ロッ ト と いう 入 く べき 作品 に 隠さ れ た 全 
て の も の の 復活 に 近づい た 。 

howeVer 

し か し 、 

he ended only Dy misplacimg the Keys, 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト と いう 鍵 を 置き 違え た 。( エ ッ テ ィ ラ は タロ ッ ト の 絵 と 数 の 対応 を 
誤っ 7 だ) 

through wart of their proper understandimg, 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト を 正確 に 理解 し て いな か っ た 。( 例 えば 、 エ ッ テ ィ ラ は タロ ッ ト の 
12 ペー ジ 目 の 吊る され た 男 を 片足 立ち の 男 と 誤解 し た 。) 

and inVverted the order and character of the figures 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 絵 と 数 の 対応 を 誤っ た 。 エ ッ テ ィ ラ は タロ ッ ト の 特徴 を 誤っ た 。 
wrthout, at the same tme, entirely destroyimg their analog1es, 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 類推 可能 性 は 完全 に 壊せ な か っ た 。 

SO 

それ ほど 、 

great are the sympathy and correspondence which exist Detween them. 
タロ ッ ト の 共鳴 と 対応 は 大 いな る も の で ある 。 

The writmgs of Etteilla, noOW Very raTe, 


エッ ティ ラ の 書物 は 現在 は 非常 に 稀 で ある 。 

aTe ODSCUTe, 

エッ ティ ラ の 書物 は 曖昧 で ある 。 

Wear1SOTm6e, 

エッ ティ ラ の 書物 は 読む の に 疲れ る 。 

and in style DarDarous: 

エッ ティ ラ の 書物 は 洗練 され て いな い 。 

they haVe not all Deen printed!, 

エッ ティ ラ の 書物 は 全て が 印刷 され た わけ で は な い 。 

and some manuscripts of this father of modern cartomancers are in the 
hands of a Paris Dookseller 

エッ ティ ラ は 近代 の タロ ッ ト 占 い 師 の 父 で ある 。 あ る パリ の 本 屋 が いく つか の エッ ティ 
ラ の 手書き の 原稿 を 持っ て いる 。 

who has Deen good enough to shew them us. 

ある パリ の 本 屋 は いく つか の エッ ティ ラ の 手書き の 原稿 を エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せ て 
くれ た 。 

Their most remarkable points are the oDstimate opimlons and 
incontestible good faith of the author 

エッ ティ ラ の 書物 の 注目 すべ き 点 は 著者 エッ ティ ラ の 固執 し た 自説 と 議論 の 余地 が 
無い 誠意 で ある 。 

who all his life perceived the grandeur of the occult sciences, 
エッ ティ ラ は 人 生 の 全て で 隠さ れ た 学問 の 偉大 さ を 理 解 し て いた 。 

Dut 

し か し 、 

was destimed to die at the gate of the sanctuary without eVer 
penetratimg Dehimd the Veil. 

エッ ティ ラ は ヴェ ー ル の 裏 を 見 通す 事 無く 聖 所 の 入口 で 死ん だ 。 

He had little esteem for AgriDDa, 

エッ ティ ラ は コル ネリ ウス アグ リッ パ を 少し 尊敬 し て いた 。 

made much of ]ean Belot, 

エッ ティ ラ は ]ean Belot を 尊敬 し た 。 

and knew nothing of the philosophy of Paracelsus, 

エッ ティ ラ は パラ ケル スス の 哲学 を 知ら な か っ た 。 

Dut 

が じ 、 

he possessed a highly-trained intuition, 

エッ ティ ラ は 高く 鍛え られ た 直感 を 持っ て いた 。 

a Vohtion most Dersever1ng, 

エッ ティ ラ は 最も 忍耐 強い 意思 を 持っ て いた 。 

though 

じ し が しく 

his fancy exceeded his judgrment. 

エッ ティ ラ は 思慮 分 別 よ り 気 まぐ れ な 思い つき の 委 想 が 強かっ た 。 


His endowments were imsufficient for a magus 
エッ ティ ラ は 魔術 師 に 成る 資格 が 不 十分 で あっ た 。 


and more than were needed for a skilful and accredited diviner of the 
Vulgar Order 


中 略 


Hence Etteilla had a fashionaDle success 
エッ ティ ラ の タロ ッ ト は 流行 し た 。 エ ッ テ ィ ラ は 成功 し た 。 


which a more accomplhshed maglcian would perhaps haVe Deen wrong 
to Waive, Dut would certainly not have claimed. 


中 略 


When uttering at the end of our Ritual a last word upon the Tarot, We 
shall show the complete method of reading and hence of consultmg it, 
not only on the probable chances of destimy, Dut also, amd aDove al 
upon the proDlems of philosophy and religiom, concerring which it 
provides a solution which is inVariaDly certaim and also adrmiraDle in its 
precisior, when explained in the hierarchic order of the analogy ofthe 
three worlds with the three colours and the four shades which compose 
the sacred septenary. 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 、 タ ロッ ト に つい て 最終 的 な 言葉 を 話す 時 に 、 タ ロッ ト 
を 完全 に 読み 取る 方 法 を 話す つも り で ある 。 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 、 神 の 7 
つ 1 組 を 構成 する 3 つの 色 と 4 つの 色合い で 、3 つの 世界 の 類推 可能 性 の 位階 を 
説明 する 時 に 、 運 命 の 可能 性 が 高い 機会 だ け で は な く 特 に 哲学 と 宗教 の 問題 に つ 
いて 、 タ ロッ ト が も た ら す 常に 確実 な 見 事 な 正確 さ の 解決 を 話す つも り で ある 。 

All this Delongs to the positiVe practice of magiC, 

上 記 の 全て は 魔術 の 実践 で ある 。 

and can only De summarily indicated and established theoretcally in 
the presert first part, which is concerned exclus1vely with the doctrimne 


of transcendent magic, and the philosophical and religious key of the 
transcendent sciences, knowr, or rather not knownr, under the name of 
OCCUlt. 

隠さ れ た 学問 と いう 名 前 の 下 で 知ら れ て いる 、 と いう より は お むしろ 、 知 られ て いな い 
超越 的 な 知 の 哲学 的 な 宗教 的 な 鍵 と 、 超 越 的 な 魔術 の 教理 に つい て だ け の 本 書 で 
は 、 魔 術 の 実践 の 要約 を 示す だ け に する 。 魔 術 の 実践 の 理論 を 確立 する だ け に する 。 
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SUMMARY AND GENERAL KEY OF THE FOUR SECRET SCIENCES 
4 つの 秘密 の 知 の 要約 と 普遍 の 鍵 

SIGNA 

微 

THOT 

トー ト 

PAN 

パ バ パーン 

LET us noW surm upD the entire science Dy its Drimciples. 

原理 に よっ て 知 の 全て を 要約 し よう 。 

Analogy is the fimal word of science 

類推 可能 性 は 知 の 究極 の 言葉 で ある 。 

and the first word of faith. 

類推 可能 性 は 信心 の 無 上 の 言葉 で ある 。 

Harmony cons1sts in edulhbrium, 

調和 は つり 合い に 存在 する 。 一 致 は つり 合い に 存在 する 。 

and eguihbrium suDbsists by the analogy of contraries. 

つり 合い は 正反対 の も の の 類推 可能 性 に 存在 する 。 

ADsolute uty Ss the supreme and fimal reason of things. 

絶対 の 統一 性 は も の の 無 上 の 究極 の 論理 で ある 。 

Nowi this reason can_ neither De one person nor three Dersons: 
絶対 の 統一 性 と いう 論理 は 唯一 の 人 格 で も な いし 3 つの 人 格 で も な い 。 

1t is a reaSOT1, 

絶対 の 統一 性 は 唯一 の 人 格 で も な いし 3 つの 人 格 で も な い 事 は 論理 で ある 。 
and reason ermimently. 

絶対 の 統一 性 は 唯一 の 人 格 で も な いし 3 つの 人 格 で も な い 事 は 大 い に 論 理 で ある 。 
To create edulhDrium, We must separate amd umte- 

つり 合い を 創造 する に は 、 分 離 と 統一 が 必要 で ある 。 

separate Dy the poles, umte by the centre. 

つり 合い を 創造 する に は 、 両 極 に よる 分 離 と 中 央 に よる 統一 が 必要 で ある 。 
To reason uDor faith is to destroy faith: 

信心 に つい て 推測 する 事 は 信心 を 壊す 事 で ある 。 

to create mysticism in philosophy 1s to assall reason. 

哲学 に 神秘 主義 を 創造 する 事 は 論理 を 非難 する 事 で ある 。 哲 学 に 神秘 的 な 直感 に 
よっ て の み 知 る 事 が で きる と いう 神秘 主義 を 創造 する 事 は 論理 を 非難 する 事 で ある 。 
Reason and faith, by their nature, mutually exclude one another 


論理 と 信心 は 自然 に 相互 に し り ぞ け 合 う 。 

and they unite Dy analogy. 

類推 可能 性 は 論理 と 信心 を 統一 する 。 

Analogy is the sole possiDle mediator Detween the firte and infimite. 
類推 可能 性 は 有限 と 無限 を 唯一 仲介 可能 な も の で ある 。 

Dogma is the ever ascending hypothesis of a presumaDble equation. 
考え は 仮定 で きる つり 合い が 常に 向上 し て いく 仮定 で ある 。 

For the ignorant, 

無 学 な 人 に と っ て は 、 

it is the hypothesis which is the aDsolute affirmation, 

類推 可能 性 に よる 論理 と 信心 の 統一 は 絶対 の 育 定 で ある 仮定 で ある 。 

andthe aDsolute affirmation which is hypothesis. 

類推 可能 性 に よる 論理 と 信心 の 統一 は 仮定 で ある 絶対 の 育 定 で ある 。 
HYypotheses are neceSsSsary 1n SCclentCe, 

知 に は 仮定 が 必要 で ある 。 

and he who seeks to realise them enlarges science Without decreasinmg 
faith, 

類推 可能 性 に よる 論理 と 信心 の 統一 と いう 仮定 の 理解 を 探求 する 者 は 、 信 心 を 小 
さく する 事 無 し に 、 知 を 大 きく する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

on the further side of faith is the infinite. 

信心 の 向こう 側 は 無限 で ある 。 

We believe in what we do not kmow, Dut what reason leads us to adrmt. 
人 は 、 知 ら な い が 論 理 が 認め させ る も の を 信じ る 。 人 は 、 知 る 事 は で き な い が 論理 が 
認め させ る も の を 信じ る 。 

To defime and circumscriDe the object of faith is, therefore, to formulate 
the unknown. 

信心 の も の を 限定 し 定義 する 事 は 未知 の も の を 定義 する 事 で ある 。 

Professions of faith are formulations of the ignorance and aspirations of 
man. 

信仰 告白 は 人 の 無知 と 希望 を 明らか に 話す 事 で ある 。 

The theoremms of science are monuments of his conquestS. 

知 の 原理 は 人 の 勝利 の 記念 碑 で ある 。 知 の 原理 は 人 が 獲得 し た も の の 記念 碑 で あ 
る 。 

The man who demies God is not less fanatical than he who definmes him 
with pretended infalhbihty. 

神 を 否定 する 人 は 狂っ て いる 。 神 を 誤り 無く 定義 で きる と 考え る 人 が 狂っ て いる 様 に 。 
God is commorly defimed Dy the emumeration of all that He is not. 

神 で は な いも の を 全て 数 え 上 げ る 事 に よっ て 人 は 神 を 定義 する 。 

Man makes God Dy an analogy from the lesser to the greater 

小さ な も の か ら 大 き な も の を 類推 する 事 に よっ て 人 は 神 を 創造 する 。 

whence it results that 


上 記 か ら 、 
the conception of God Dy man is ever that of an infimite man 
人 に よる 神 の 概念 は 常に 無限 で ある 人 の 概念 で ある 。 人 は 神 を 人 を 無限 に 拡大 し 
た も の と し て 考え る 。 
who makes man a fimite God. 
無限 で ある 人 の 概念 は 人 を 有限 の 神 に する 。 神 を 人 を 無限 に 拡大 し た も の と し て 考 
える 人 は 人 を 有限 の 神 で ある と 考え る 。 
Man can realise that which he believes in the measure of that which he 
KmoWs, 
人 は 知 と いう も の さ し に よっ て 信じ て いる も の を 実現 で きる 。 
and by reason of that which he does not kmowWi, 
人 は 知ら な い が 論 理 が 認め させ る も の に よっ て 信じ て いる も の を 実現 で きる 。 人 は 
知る 事 は で き な い が 論理 が 認め させ る も の に よっ て 信じ て いる も の を 実現 で きる 。 
and he can accomplish all that he wills in the measure of that which he 
Delieves 
人 は 信心 と いう も の さ し に よっ て 意思 する 全て の も の を 行う 事 が で きる 。 
and by reason of that which he knoWs. 
人 は 知っ て いる 論理 に よっ て 意思 する 全て の も の を 行う 事 が で きる 。 
The analogy of contraries is the connection of light and shade, 
正反対 の も の の 類推 可能 性 と は 光 と 影 の つなが り で ある 。 
of height and hollow, 
正反対 の も の の 類推 可能 性 と は 上 の も の と 下 の も の の つなが り で ある 。 
of plenum and Void. 
正反対 の も の の 類推 可能 性 と は 空間 と 充満 の つなが り で ある 。 
Allegory, the mother of all dogmas, 
例え は 全て の 考え の 母 で ある 。 
is the suDstitution of impressions for sealS, 
例え は 封印 の 代わ り に 印象 を も た ら す 。 
of shadows for realhties. 
例え は 現実 の 代わ り に 映像 を も た ら す 。 
It is the fable of truth and the truth of fable. 
真実 の 例え 話 。 例 え 話 の 真実 。 
One does not imVent a dogma, 
魔術 師 は 考え を 発明 し た わけ で は な い 。 魔 術 師 は 神 の 教え を 発明 し た わけ で は な 
い 。 
One Vels a truth, 
魔術 師 は 真理 に 例え と いう ヴェ ー ル を か けた 。 魔 術 師 は 真実 に 例え と いう ヴェ ー ル 
を か けた 。 
andl a shade for weak eyeS 1S DTOduced. 
弱い 目 の た め に 例え と いう 影 が も た ら さ れ て いる 。 
The imitiator 1S not an impostor 
祖 は 例え で だ まし て いる わけ で は な い 。 
he is a reVealer 


祖 は 例え で 明らか に し た 。 

that is, followng the meaning of the Latim Word revelare, a man Who 
Veils afresh. 

ラテ ン 語 re-velare は 「 ヴ ェ ー ル を 外し て 明らか に する 。」 を 意味 する 。re- に は 「 再 
び 」 と いう 意味 も 有る 。 ラ テン 語 velare は 「 ヴ ェ ー ル で 導い 隠す 。」 を 意味 する 。 ラ テ 
ン 語 re-Velare は 「 再 び ヴ ェ ー ル で 覆い 隠す 。」 と いう 意味 に 解釈 で きる 。 祖 は 再び 
例え と いう ヴェ ー ル で 履い 隠し た 。 

He is the creator of a new shade. 

祖 は 例え と いう 新しい 影 を 創造 し た 。 

Analogy is the key of all secrets of nature 

類推 可能 性 は 自然 の 全て の 秘密 の 鍵 で ある 。 

and the sole fundamental reason of all revelations. 

類推 可能 性 は 全て の 啓示 の 唯一 の 基礎 の 論理 で ある 。 

This is why 

類推 可能 性 と いう 理由 か ら 、 類 似 と いう 理由 か ら 、 

religions seem to De written in the heaVens 

神 の 教え は 天 に 記さ れ て いる 。 

and in all nature: 

神 の 教え は 自然 の 全て に 記さ れ て いる 。 

this is just as it should De, 

神 の 教え は 自然 の 全て に 記さ れ て いる は ず で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the work of God is the book of God, 

神 の 作品 は 神 の 書物 で ある 。 

andin what He writes should De discerned the expression 0f His 
thought, 

神 が 書 いた も の の 中 に 神 の 思考 の 表れ が 見 つか る は ず で ある 。 神 の 作品 の 中 に 神 
の 思考 の 表れ が 見 つか る は ず で ある 。 

and conseduently of His beimg, 

結果 と し て 、 神 が 書い た も の の 中 に 神 の 存在 の 表れ が 見 つか る は ず で ある 。 結 果 と 
し て 、 神 の 作品 の 中 に 神 の 存在 の 表れ が 見 つか る は ず で ある 。 

S1mCe 

だ が ら 、 

We Conce1ve Him only as the supreme thought. 

人 は 神 を 無 上 の 思考 と し て 理解 する 。 

Dupuis and Volmey saW onIy a plagiarism in this splendnd analogy, 

デュ ピュ イ と ヴォ ルネ イ は 自然 と いう 光輝 く 類 推 可能 性 の 中 に 盗用 の 様 な も の だ け 
を 見 た 。 

which should have led them to acknowledge the catholtcity 

類推 可能 性 は 普遍 性 に 導く 。 類 推 可能 性 は デュ ピュ イ と ヴォ ルネ イ を 普遍 性 に 導い 
た か も し れ な か っ た 。 


that is, the universahity of the primeval, one, magical, KabDbalhistc, amd 
immutaDle doctrime ofrevelation by analogy 

普遍 性 は 類推 可能 性 に よっ て 啓示 され る 古代 の 唯一 の 魔術 と カバ ラ の 不変 の 考え 
の 普遍 性 で ある 。 

Analogy yields all the forces of nature to the magus: 

類推 可能 性 は 自然 の 全て の 力 を 魔術 師 に 与え る 。 

analogy 1s the quintessence Of the philosophical stone, 

類推 可能 性 は 賢者 の 石 の 第 5 元素 で ある 。 

the secret of Derpetual motion, 

類推 可能 性 は 永久 機関 の 秘密 で ある 。 

the quadrature of the circle, 

類推 可能 性 は 円 積 問題 の 解決 で ある 。 

the temple restmg on the two pilars JAKIN and BOHAS, 

類推 可能 性 は ボア ズ と ヤキ ン と いう 2 つの 柱 の 上 に 休ん で いる 神殿 で ある 。 
the key of the great arcanmurml 

類推 可能 性 は 大 いな る 秘密 の 鍵 で ある 。 

the root of the tree of ]ife, 

類推 可能 性 は 命 の 木の根 で ある 。 

the science Of good and evil. 

類推 可能 性 は 善 と 悪 の 知 で ある 。 

To fimd the exact scale of analogies in things appreclaDle Dy sclence 1s to 
fix the Dases of faith 

知 に よっ て 見 える も の の 中 に 類推 可能 性 と いう 正確 な も の さ し を 見 つけ る 事 は 、 信 
心 の 基礎 を 固定 する 事 で ある 。 

and thus Decome Dossessed of the rod of miracles. 

知 に よっ て 見 える も の の 中 に 類推 可能 性 を 見 つけ て 信心 の 基礎 を 固定 し た 人 は 、 奇 
跡 を 起こ す 杖 を 持つ 様 に 成る 。 

Now, there is a Drimciple and rigorous formula, which is the great 
arCanum. 

原理 と 正確 な 言葉 が 存在 する 。 原 理 と 正確 な 言葉 と は 大 いな る 秘密 で ある 。 

Let the wise man seek it not 

賢者 は 大 いな る 秘密 を 探さ な い 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

he has already foumnd it 

賢者 は すでに 大 いな る 秘密 を 見 つけ て いる 。 

let the profane seek for ever 

大 衆 は 大 いな る 秘密 を 永遠 に 探す 。 

and they wl never fimd it. 

大 衆 は 大 いな る 秘密 を 見 つけ られ な いで あろ う 。 

Metallic transmutation takes place spiritually and materiallY Dy the 
positive Key of analogies. 

精神 的 な 錬 金 と 物質 的 な 錬 金 は 類推 可能 性 の 実際 的 な 鍵 に よっ て 行わ れる 。 


Occult medicine 1s sirmply the exercise of the wl appled to the very 
SOUTCe 0f ]ife, 

隠さ れ た 薬 は 命 の 源泉 に 応用 され た 意思 で ある 。 

to that astral light 

隠さ れ た 薬 は 星 の 光 に 応用 され た 意思 で ある 。 

the existence of which is a fact, 

星 の 光 の 存在 は 事実 で ある 。 

which has a moVement conformed to calculation having the great 
magilcal arcamurm for their ascending and descendimg scale. 

星 の 光 は 大 いな る 魔術 の 秘密 の 上 昇 と 下降 の も の さ し で ある 類推 可能 性 に 従っ て 
動く 。 

This universal arcanumm, the final and eternal secret of transcendent 
imitiatiom, 1S reDresented in the Tarot Dy a naked girl 

タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 に 描か れ て いる 裸 の 女性 は 、 普 遍 の 秘密 、 超 越 的 な 秘伝 伝 
授 の 究極 の 永遠 の 秘密 を 表す 。 

who touches the earth orly Dy one foot, 

裸 の 女性 は 片足 立ち で ある 。 裸 の 女性 は 片足 だ けが 地上 に ふれ て いる 。 

has a magnetic rod in each hand!, 

裸 の 女性 は 右手 に 1 本 の 磁気 の 杖 、 左 手 に 1 本 の 磁気 の 杖 を 持っ て いる 。 

and seems to De runmmg in a crown 

裸 の 女性 は 王冠 の 中 を 走っ て いる 様 に 見 える 。 

held up Dy an angel, an eagle, a Dull, and a hon. 

天使 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン が 王冠 を 持ち 上 げ て いる 。( 人 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン が 王冠 を 持 
ち 上 げ て いる 。 男 性 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン が 王冠 を 持ち 上 げ て いる 。) 
Fundamentally, the figure is amalogous to the cheruD of jekeskiel, of 
which a representation is here g1Ven, 

基本 的 に 人 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン は エ ゼ キ エ ル の 智 天使 ケル ブ に 似 て いる 。 

and to the Indian symDol of Addhanaril 

人 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン は イン ド の 象徴 adda nari、Addhanari に 似 て いる 。 

which agaim is analogous to the ado-nai of ]ekeskiel, who is VulgarIy 
called Ezekiel. 

adda nari、Addhanari は エ ゼ キ エ ル の アド ナイ の 象徴 に 似 て いる 。( ア ドナ イ は 主 
を 意味 する 。 ア ドナ イ は 主 で ある 神 を 意味 する 。) 

The comprehension of this figure is the key of all the occult sciences. 

タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 の 絵 の 理 解 は 全て の 隠さ れ た 知 の 鍵 で ある 。 

Readers of my Dook must already understand it philosophically they 
are at all famihar with the symbolism of the KabDalah. 

本 書 の 読者 は 、 カ バラ の 象徴 を 知っ て いれ ば 、 タ ロッ ト の 22 ペー ジ 目 を 哲学 的 に 理 
解 し た は ず で ある 。 

It remains for us now to realise what is the second and more important 
Operation of the great worKk. 

大 いな る 聞 め 、 大 作業 の 第 2 の より 重要 な 作業 を 理解 する 。 

It is somethimg undoubtedly to find the philosophical stone, 


大 いな る 務め 、 大 作業 の 第 1 の 作業 は 、 疑 い 無く 、 賢 者 の 石 を 見 つけ る 事 で ある 。 
Dut 

し か し 、 

howis it to De ground into the powder of projection? 

どの よう に し て 賢者 の 石 を 錬 金 の た め の 粉 に する の か ? 

What are the uses of the magical rod? 

魔術 の 杖 は どの よう に 用 いる の か ? 

What is the real power of the divime names in the KabDbalah? 

カバ ラ の 神 の 名 前 の 実際 の 力 は 何 か ? 

The imitiates knoW, 

秘伝 伝授 者 は 知っ て いる 。 

and those who are deserving ofimitiaton wl kmow in turn if they 
discoVer the great arcanurm Dy means Of the Very numerous and DreciSse 
imdications which we haVe glven them. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 正確 に 示し た 多数 の も の に よっ て 、 も し 大 いな る 秘密 を 見 つけ れ 
ば 、 秘 伝 伝授 に ふさ わし い 人 は 知る で あろ う 。 

Why are these simple and pure truths for eVer and of necessity 
concealed? 

な ぜ 簡 潔 な 純粋 な 真理 を 永遠 に 隠す 必要 が 有る の か ? 

BeCauSe 

な ぜ な ら 、 

the elect of the understanding are always few on earth, 

理解 力 を 持っ て いる 神 に 選ば れ た 民 は 地上 で は 常に 少数 で ある 。 

and are encompassed by the foolish and wicked 

理解 力 を 持っ て いる 神 に 選ば れ た 民 は 愚者 と 邪悪 な 者 に 囲ま れ て いる 。 

Iike Daniel in the den of lions. 

ダニ エル 書 6 章 の ライ オン の 穴 の 中 の 預言 者 ダニ エル の 様 に 。 

MoreoVver 

さら に 、 

analogy instructs us in the laws of the hierarchy, 

類推 可能 性 は 位階 の 法 を 教え る 。 

and aDsolute sclence, Deimg an omm1potenCe, 

絶対 の 知 は 全能 で ある 。 

must De the exclusiVe Dossesslon of the most worthy 

絶対 の 知 は 最も ふさ わし い 者 だ けが 持つ 必要 が 有る 。 

The confusion of the hierarchy is the actual destruction Of societes, 
位階 の 混乱 は 社会 を 実際 に 破壊 し た 。 

for then the blind Decome leaders of the blmd, according to the word of 
the Master 

マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 で 主 イ エス は 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 
に 穴 に 堕ち る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

G1Vve Dack initiation to Driests amd kings 

王者 と 祭司 へ の 秘伝 伝授 を 復活 させ る 事 。 


and order will come forth anew. 

位階 の 秩序 を 再び も た ら す 事 。 

SO, 1n my aDDeal to the most worthy 

上 記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 秘伝 伝授 に 最も ふさ わし い 人 に 求め る 。 

andin exposing myself to all the dangers and anathemas which 
threatenl reVealers, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 危険 と 啓示 者 を 脅す 呪い に さら され て いる 。 

1 Delieve myself to have done a great and useful thimg, directmg the 
breath of God iving in humaruty upon the social chaos, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 人 性 の 中 に 生き て いる 神 の 候 を 社会 の 混 沖 へ 吹き 込む の に 大 い 
に 役に立つ 事 を 行っ た と 信じ て いる 。 

and creatmg Driests and kings for the world to come. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 世界 の 未来 の た め に 王者 と 祭司 を 創造 する の に 役に立つ 事 を 
行っ た と 信じ て いる 。 

A thmg is notjust Decause God wls it, Dut God wills it Decause it 1S juSt, 
sa1d the angel of the school5. 

学派 の 天使 トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望ん だ か ら 正しい の で は な く 正 し いか ら 神 は 
望む の で ある 。」 と 話し て いる 。 

It is as if he said: The aDsolute is reason. 

トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望ん だ か ら 正 し い の で は な く 正 し いか ら 神 は 望む の で あ 
る 。」 と 話し て 「 神 は 論理 的 で ある 。」 と 話し て いる か の 様 で ある 。 

Reason 1s self-existent: 

論理 は 自立 し て 存在 し て いる 。 

1t is Decause 1t 1S, and not Decause We SsUDDOSe 1 

論理 は 私 が 思考 する か ら 存 在 す る の で は な く 、 論 理 は 存在 する か ら 存在 する 。( デ カ 
ルト は 「 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 。」 と 話し て いる 。) 

1t is or nothing 1S: 

論理 が 存在 する か 何 も 存在 し な いか の どちら か で ある 。 

could you wish anything to exist without reason? 

あな た は 何 も の か が 論理 無し で 存在 する 事 を 望む で あろ うか ? 

Madness itself does not occur without it. 

狂気 自体 が 論理 無し で は 存在 し な い 。 

Reason 1S neCceSSs1ty, 

論理 は 必然 で ある 。 

1S 1aW, 

論理 は 法 で ある 。 

is the rule of all iDerty 

論理 は 全て の 自由 の 法 で ある 。 

and the direction of all initiatiVe. 

論理 は 全て の 先導 する 自発 性 を 導く も の で ある 。 

If God exists, 1t 1S Dy reason. 

も し 神 が 存 在 す る の で あれ ば 、 神 は 論理 に よっ て 存在 する 。 神 は 論理 的 に 存在 する 。 


The conception of an aDsolute God outside or independent ofreason 1S 
the idol of black magic 
論理 と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存在 する と いう 概念 は 黒 魔術 の 偶像 で ある 。 論 理 
と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存在 する と いう 概念 は 誤っ て いる 。 
and the phantom of the fiend. 

論理 と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存在 する と いう 概念 は 悪人 の 霊 の 幻 で ある 。 悪 人 
の 寺 は 。 引 理 と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存 在 する と 誤解 し て いる 。 
The demon is death masduerading in the cast-off garments of life, 
0 科 と いう 衣 を 脱ぎ 捨て た 見 せ か け の 虚構 の 死 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 

霊 は 存在 する 。) 

人 8 spectre of Hirrenkesept throned upon the rubDbish of ruimed 
civllisations, 
悪魔 は 甚 落 ee Hirrenkesept の 幻 で ある 。( 悪 魔 は 存 
在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 
and 0 a loathsome nakedness Dy the rejected salvage of the 
incarnations of VishmUu. 
0 ィ シ ュ ヌ の 救い を 拒絶 し て 憎む べき 裸 を 隠す 。( 悪 魔 は 存在 し 
な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 


